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は
キ
ー
ワ
ー
ド
）
茶
芸
と
茶
道
に
お
け
る
諸
要
素
中
国
茶
芸
の
歴
史
、文
化
、習
慣
、特
徴
と
日
本
茶
道
の
型
?気
?美
?禅
陸
留
弟
「
茶
芸
」
は
、
中
国
の
茶
文
化
の
う
ち
で
秘
や
か
に
育
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
古
来
飲
茶
は
渇
き
の
癒
し
、
精
神
高
揚
、
友
と
の
交
わ
り
、
縁
結
び
な
ど
「
楽
」
と
い
う
文
化
的
要
素
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、
茶
芸
の
命
は
、
良
い
茶
、
好
い
水
、
佳
い
器
と
い
う
基
本
的
要
素
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
「
茶
道
」
は
「
楽
し
み
」
と
い
う
要
素
に
否
定
的
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
即
ち
「
茶
の
湯
に
よ
っ
て
精
神
修
養
を
し
、
交
際
礼
法
を
究
め
る
道
」
と
し
て
仕
上
げ
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
茶
道
は
型
、
気
遣
い
、
美
術
、
禅
宗
な
ど
を
重
要
な
要
素
に
大
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
中
国
の
茶
芸
は
い
つ
も
「
良
い
茶
」
と
「
好
い
水
」
と
「
佳
い
器
」
を
強
調
し
、
楽
し
い
「
芸
」
と
し
て
実
践
さ
れ
て
き
た
。
茶
芸
は
飲
茶
の
外
面
を
捉
え
て
規
定
す
る
姿
勢
が
強
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
茶
道
は
「
も
の
」
を
通
じ
て
日
本
人
の
内
面
、
即
ち
精
神
的
構
造
を
理
想
的
な
境
地
ま
で
高
度
化
す
る
傾
向
が
強
い
。
こ
の
よ
う
に
概
観
す
る
な
ら
、
茶
芸
を
中
国
人
が
「
身
心
快
楽
」
を
優
先
的
に
味
わ
う
楽
し
み
の
お
茶
、
茶
道
を
日
本
人
が
「
心
身
苦
寂
」
を
究
め
る
よ
う
な
嗜
み
の
お
茶
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
お
茶
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
楽
」
と
「
苦
」、
「
快
」
と
「
寂
」
の
世
界
が
対
照
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
快
楽
」
主
義
的
な
飲
茶
か
ら
は
、「
客
来
敬
茶
」（
客
を
茶
で
も
て
な
す
）、「
以
茶
養
身
」（
茶
で
身
体
を
癒
す
）
と
い
う
茶
芸
が
派
生
し
、
精
神
修
養
的
な
飲
茶
か
ら
は
「
和わ
敬けい
清せい
寂じやく」、「
修
身
得
道
」（
身
を
修
め
、
道
を
得
る
）
を
精
神
と
す
る
茶
道
が
生
じ
た
と
言
い
か
え
て
も
よ
い
。
【
道
の
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味
茶
芸
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史
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芸
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飲
茶
芸
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義
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義
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二
〇
〇
四
年
四
月
頃
、
陝
西
省
の
あ
る
建
築
会
社
が
西
安
市
の
東
郊
で
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
に
よ
る
不
法
工
事
を
し
て
い
て
、
偶
然
に
唐
の
都
・
長
安
で
死
去
し
た
日
本
留
学
生
・
井
真
成
の
墓
誌
を
掘
り
出
し
た
。
こ
の
墓
誌
は
墓
誌
蓋
と
墓
誌
銘
か
ら
な
る
。
墓
誌
蓋
は
覆
斗
形
を
呈
し
、
一
辺
の
長
さ
は
三
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
八
セ
ン
チ
で
あ
り
、
四
辺
と
も
文
様
が
な
く
、
灰
青
石
質
で
、
表
面
に
篆
書
で
「
贈
尚
衣
奉
御
井
府
君
墓
誌
之
銘
」
の
一
二
個
の
文
字
が
、
右
か
ら
縦
書
き
、
四
行
、
行
ご
と
に
三
字
で
陰
刻
し
て
あ
る
。
そ
の
墓
誌
銘
は
ほ
ぼ
正
方
形
を
呈
し
、
横
の
長
さ
は
三
九
〜
三
九
・
三
セ
ン
チ
、
縦
の
長
さ
は
三
九
・
八
〜
四
〇
・
三
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
一
〇
セ
ン
チ
で
あ
り
、
漢
白
玉
質
に
属
す
る
。
墓
誌
文
は
陰
刻
す
る
前
に
方
形
格
を
う
ち
、
格
ご
と
に
一
字
、
楷
書
で
右
か
ら
縦
書
き
、
全
一
二
行
、
行
ご
と
に
一
六
個
の
文
字
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
一
七
一
個
の
文
字
が
あ
る
。
墓
誌
銘
の
文
章
は
短
い
が
、
人
の
注
目
を
集
め
る
の
は
、
墓
誌
銘
の
二
行
目
に
あ
る
「
公
姓
井
、
字
真
成
。
國
号
日
本
」
と
い
う
文
章
で
あ
る
。
井
真
成
を
含
む
遣
唐
使
墓
誌
の
発
見
は
、
中
国
で
初
め
て
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の
国
号
も
墓
誌
に
初
め
て
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
墓
誌
に
は
、
高
い
文
物
価
値
と
研
究
価
値
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
墓
誌
を
発
見
し
て
か
ら
、
今
に
至
る
ま
で
三
年
以
上
が
経
過
し
、
そ
の
総
合
的
研
究
の
意
義
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
私
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
一
九
日
の
日
文
研
第
一
回
共
同
研
究
会
（
代
表
‥
王
維
坤
）
で
は
、「
在
唐
の
日
本
留
学
生
井
真
成
墓
誌
の
発
見
と
新
研
究
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
主
に
１
?
墓
誌
の
「
贈
尚
衣
奉
御
」
の
書
き
方
、
２
?
井
真
成
と
「
贈
尚
衣
奉
御
」
と
そ
の
性
格
、
３
?
井
真
成
の
名
字
は
中
国
風
の
名
字
の
は
ず
だ
、
４
?「
日
本
」
国
号
の
確
立
年
代
考
、
５
?
水
の
東
原
墓
地
に
つ
い
て
、
６
?
井
真
成
墓
誌
の
空
白
と
九
姓
突
墓
誌
の
空
白
、
と
い
う
六
方
面
か
ら
在
唐
日
本
留
学
生
・
井
真
成
の
墓
誌
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
こ
の
論
文
は
二
〇
〇
八
年
に
『
古
代
東
ア
ジ
ア
交
流
の
総
合
的
研
究
』
の
報
告
書
を
出
版
す
る
時
、
新
し
い
資
料
を
も
と
に
加
筆
し
て
、「
在
唐
の
日
本
留
学
生
・
井
真
成
墓
誌
の
発
見
と
新
研
7
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究井
真
成
墓
誌
に
関
す
る
研
究
前
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
本
稿
で
は
前
回
に
言
及
で
き
な
か
っ
た
、
１
?
井
真
成
墓
誌
発
見
の
経
緯
、
２
?
井
真
成
墓
誌
の
形
状
と
サ
イ
ズ
、
３
?
井
真
成
葬
期
の
推
定
、
４
?
井
真
成
墓
誌
文
の
配
置
と
考
釈
、
及
び
５
?
井
真
成
の
入
唐
時
期
、
な
ど
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
こ
の
墓
誌
に
関
す
る
最
新
の
研
究
を
論
じ
た
い
。
【
井
真
成
「
日
本
」
国
号
尚
衣
奉
御
墓
誌
遣
唐
使
長
安
阿
倍
仲
麻
呂
圀
勝
寺
】
近
世
大
坂
の
説
教
讃
語
芝
居
に
お
け
る
演
奏
者
武
内
恵
美
子
本
稿
は
近
世
末
期
の
上
方
歌
舞
伎
に
存
在
し
た
説
教
讃
語
座
と
い
う
芝
居
興
行
団
体
に
出
演
し
て
い
た
演
奏
者
を
芝
居
番
付
の
簡
単
な
統
計
と
共
演
関
係
図
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
説
教
讃
語
と
は
、
関
蝉
丸
神
社
が
統
括
し
て
い
た
、
大
坂
の
宮
地
で
芝
居
興
行
を
行
う
集
団
で
あ
る
。
こ
の
集
団
に
属
す
る
芸
能
者
の
う
ち
、
歌
舞
伎
の
音
楽
面
を
担
当
し
た
演
奏
者
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
ま
ず
演
奏
者
と
い
う
も
の
の
存
在
形
態
、
特
に
玄
人
と
素
人
と
い
う
定
義
の
問
題
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
｜
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
の
間
の
説
教
讃
語
座
の
歌
舞
伎
番
付
一
四
〇
点
を
基
礎
デ
ー
タ
と
し
、
そ
こ
に
出
演
し
た
演
奏
者
に
つ
い
て
調
査
、
分
析
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
第
一
に
、
義
太
夫
節
と
長
唄
が
主
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
は
通
常
の
歌
舞
伎
興
行
（
説
教
讃
語
座
以
外
の
歌
舞
伎
）
と
相
違
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
二
に
関
わ
っ
た
主
要
な
演
奏
者
名
を
抽
出
し
、
通
常
の
歌
舞
伎
興
行
に
出
演
す
る
演
奏
者
と
比
較
し
て
、
説
教
讃
語
座
固
有
の
演
奏
者
の
存
在
を
確
認
し
た
。
第
三
に
、
そ
れ
と
同
時
に
説
教
讃
語
座
に
は
通
常
の
歌
舞
伎
興
行
と
共
通
の
演
奏
者
も
出
演
し
て
お
り
、
固
有
の
演
奏
者
同
士
で
は
組
織
を
編
成
し
得
ず
、
中
で
も
長
唄
の
演
奏
者
は
流
派
と
劇
場
付
と
い
う
組
織
編
成
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
解
明
し
た
。
【
関
蝉
丸
神
社
説
教
讃
語
歌
舞
伎
宮
地
芝
居
大
坂
演
奏
者
義
太
夫
長
唄
江
戸
時
代
】
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
仏
教
観
十
九
世
紀
科
学
思
想
と
の
一
致
論
を
中
心
と
し
てジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ス
キ
ン
ド
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
、
小
泉
八
雲
（
一
八
五
〇
｜
一
九
〇
四
）
が
、
広
範
囲
に
亘
っ
て
、
日
本
の
紹
介
と
理
解
に
大
い
に
貢
献
し
た
人
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ハ
ー
ン
の
影
響
は
民
俗
学
や
昔
話
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ハ
ー
ン
に
は
日
本
の
宗
教
や
信
仰
、
精
神
生
活
に
つ
い
て
の
深
み
の
あ
る
分
析
も
非
常
に
多
く
あ
り
、
宗
教
関
係
の
テ
ー
マ
が
、
ハ
ー
ン
の
全
集
の
大
半
を
占
め
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
日
、
ハ
ー
ン
は
西
洋
人
に
日
本
文
化
や
仏
教
を
紹
介
し
た
解
釈
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
時
に
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
解
釈
者
で
も
あ
り
、
多
く
の
仏
教
に
つ
い
て
の
論
述
中
に
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
思
想
と
十
九
世
紀
の
科
学
思
想
と
仏
教
思
想
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
共
通
点
を
引
き
出
し
て
い
る
。
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
は
、
仏
教
と
科
学
（
進
化
論
思
想
）
は
相
互
排
他
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
科
学
的
な
枠
組
を
通
じ
て
仏
教
が
解
釈
で
き
る
と
同
時
に
、
仏
教
的
な
枠
組
み
で
進
化
論
の
基
本
的
な
思
想
が
よ
り
簡
単
に
理
解
で
き
る
と
信
じ
て
い
た
。
こ
の
二
つ
の
思
想
系
を
結
び
つ
け
る
の
が
、
業
、
因
果
応
報
、
そ
し
て
輪
廻
思
想
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
が
作
り
上
げ
た
科
学
哲
学
と
宗
教
心
と
の
融
合
は
、
た
だ
ハ
ー
ン
自
身
の
精
神
的
安
心
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
東
西
文
明
の
衝
突
に
よ
る
傷
を
癒
す
た
め
に
も
あ
っ
た
。
【
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
小
泉
八
雲
仏
教
十
九
世
紀
科
学
思
想
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
業
進
化
論
遺
伝
輪
廻
倫
理
】
近
世
中
後
期
に
お
け
る
武
士
身
分
の
売
買
に
つ
い
て
『
藤
岡
屋
日
記
』
を
素
材
に
姜
鶯
燕
本
稿
は
、
須
藤
由
蔵
の
手
記
で
あ
る
『
藤
岡
屋
日
記
』
を
素
材
に
武
士
身
分
の
売
買
と
思
わ
れ
る
事
例
を
抽
出
し
、
近
世
中
後
期
に
お
け
る
武
士
身
分
の
売
買
の
実
態
に
つ
い
て
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討
し
た
も
の
で
あ
る
。『
藤
岡
屋
日
記
』
の
中
で
十
七
の
武
士
株
の
売
買
の
事
例
が
見
つ
か
っ
た
。
分
析
の
結
果
を
下
記
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。
①
全
て
の
事
例
は
御
家
人
株
の
売
買
で
あ
っ
た
が
、
売
買
の
対
象
と
な
っ
た
御
家
人
の
役
職
が
多
彩
で
あ
っ
た
。
御
家
人
の
家
筋
を
み
る
と
、「
御
抱
席
」
の
御
家
人
も
い
れ
ば
、「
御
譜
代
准
席
」
と
「
御
譜
代
席
」
の
御
家
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
②
株
の
売
買
は
密
か
に
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
、
家
来
に
御
家
人
株
を
買
い
与
え
た
幕
臣
も
い
た
。
③
御
家
人
株
の
売
買
は
庶
民
が
武
士
に
な
る
手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
、
武
家
の
二
男
以
下
の
男
子
や
武
士
身
分
を
失
っ
た
武
士
が
武
士
層
に
戻
る
手
段
と
し
て
御
家
人
株
を
利
用
し
た
。
④
身
分
を
売
っ
た
元
御
家
人
の
中
で
町
人
と
な
っ
た
者
も
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
【
江
戸
後
期
旗
本
御
家
人
御
家
人
株
養
子
持
参
金
階
層
役
職
】
一
柳
満
喜
子
の
生
涯
に
関
す
る
一
考
察
平
松
隆
円
一
柳
満
喜
子
は
一
八
八
四
年
、
一
柳
末
徳
子
爵
の
子
と
し
て
誕
生
し
た
。
満
喜
子
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
経
営
の
幼
稚
園
、
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
、
附
属
女
学
校
、
神
戸
女
学
院
な
ど
で
学
び
、
一
九
〇
九
年
に
渡
米
。
米
国
で
は
ブ
リ
ン
モ
ア
大
学
予
備
学
校
で
学
び
、
在
学
中
に
受
洗
し
た
。
そ
の
後
、
ブ
リ
ン
モ
ア
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
た
も
の
の
退
学
し
、
女
学
校
時
代
の
恩
師
ア
リ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
の
も
と
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
た
が
、
末
徳
の
危
篤
の
知
ら
せ
を
受
け
帰
国
。
そ
し
て
、
兄
恵
三
の
邸
宅
を
設
計
し
て
い
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
出
会
う
。
メ
レ
ル
と
の
結
婚
後
、
近
江
八
幡
の
地
に
移
っ
た
満
喜
子
は
、
そ
こ
で
い
く
つ
か
の
教
育
事
業
を
行
っ
た
。
【
一
柳
満
喜
子
華
族
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ウ
イ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
近
江
兄
弟
社
幼
児
教
育
】
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
学
芸
諸
概
念
と
そ
の
編
成
史
国
際
共
同
研
究
と
そ
の
方
法
の
提
案
鈴
木
貞
美
概
念
の
変
化
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
現
在
の
概
念
を
投
影
し
て
過
去
の
同
じ
語
を
読
ん
で
し
ま
う
誤
り
が
往
々
に
起
こ
る
。
現
在
の
概
念
に
よ
る
分
析
ス
キ
ー
ム
を
過
去
に
投
影
し
て
、
分
析
を
行
う
時
代
錯
誤
も
く
り
か
え
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
概
念
史
研
究
は
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
の
不
可
欠
な
基
礎
で
あ
る
。
そ
し
て
、
概
念
史
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
分
析
概
念
と
当
代
の
概
念
と
を
混
同
し
た
ま
ま
説
か
れ
て
き
た
学
説
を
覆
し
、
ま
っ
た
く
新
し
い
文
化
史
の
研
究
を
ひ
ら
く
こ
と
も
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
概
念
史
研
究
は
、
と
も
す
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
概
念
の
変
化
の
過
程
を
追
う
こ
と
に
終
始
し
が
ち
で
あ
り
、
そ
の
概
念
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
知
の
全
体
に
お
け
る
相
対
的
な
位
置
の
解
明
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
や
す
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
に
、
学
芸
全
体
の
概
念
編
成
に
つ
い
て
の
知
の
共
同
作
業
と
そ
の
方
法
を
提
案
す
る
。
学
芸
概
念
編
成
史
研
究
は
、
学
問
の
体
系
が
、
ど
の
よ
う
な
力
に
よ
り
、
ど
ん
な
価
値
観
の
変
化
を
と
も
な
い
な
が
ら
、
編
み
か
え
ら
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
分
野
に
開
か
れ
た
構
造
研
究
と
歴
史
研
究
と
の
総
合
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
運
動
の
中
で
は
、
各
自
が
自
分
の
作
業
の
意
味
を
知
り
な
が
ら
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
と
り
わ
け
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
こ
の
研
究
が
有
効
性
を
発
揮
し
、
新
た
な
文
化
史
研
究
を
開
拓
す
る
理
由
を
示
し
て
お
こ
う
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
古
代
か
ら
近
世
に
わ
た
る
学
芸
の
歴
史
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
編
成
を
も
つ
中
国
の
そ
れ
を
基
本
に
し
つ
つ
、
朝
鮮
半
島
と
日
本
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
推
移
し
て
き
た
。
一
九
世
紀
以
前
に
も
西
欧
の
宗
教
や
学
術
が
伝
え
ら
れ
は
し
た
が
、
そ
の
全
体
の
構
成
を
変
化
さ
せ
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
の
半
ば
、
上
海
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
と
中
国
人
の
若
い
知
識
人
と
の
協
力
に
よ
っ
て
大
量
の
西
欧
新
知
識
が
翻
訳
さ
れ
、
そ
れ
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
る
や
い
な
や
伝
統
的
な
概
念
編
成
の
組
み
換
え
が
は
じ
ま
っ
た
。
儒
者
、
佐
久
間
象
山
が
朱
子
学
の
「
天
理
」
の
概
念
に
よ
っ
て
、
西
洋
の
科
学
技
術
を
と
り
い
れ
、
大
砲
の
製
造
実
験
を
始
め
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
伝
統
的
な
土
台
の
上
に
西
洋
知
識
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
ま
り
、
自
然
科
学
と
人
文
・
社
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会
科
学
を
切
り
離
し
て
土
台
の
し
く
み
を
組
み
替
え
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
組
み
か
え
に
は
、
日
本
と
中
国
と
の
文
化
的
土
壌
や
価
値
観
の
ち
が
い
と
歴
史
的
条
件
が
働
い
た
。
た
と
え
ば
伝
統
的
な
「
文
学
」
概
念
の
組
み
か
え
が
日
本
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
魯
迅
「
門
外
文
談
」?一
九
三
四
）の
「『
文
学
は
子
游
、
子
夏
』
か
ら
き
り
と
っ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
日
本
か
ら
輸
入
し
た
も
の
、
彼
ら
の
英
語literature
に
対
す
る
訳
語
な
の
だ
」
と
い
う
一
文
が
よ
く
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
日
本
で
は
、
明
治
以
前
に
、
和
歌
や
物
語
が
「
文
学
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
新
し
い
概
念
編
成
に
よ
り
、
言
語
芸
術
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
教
会
の
精
神
世
界
に
対
し
て
起
こ
さ
れ
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
経
験
し
な
か
っ
た
日
本
の
文
学
や
芸
術
は
、
い
わ
ば
ギ
リ
シ
ア
や
ロ
ー
マ
の
古
典
芸
術
の
代
わ
り
に
、
古
代
か
ら
の
神
話
、
儒
学
、
仏
教
な
ど
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
大
学
で
人
文
学
を
教
育
す
る
文
学
部
の
哲
学
科
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
神
学
部
に
属
し
て
い
る
宗
教
学
が
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
西
洋
諸
国
の
学
芸
の
編
成
と
は
異
な
る
体
系
が
日
本
で
築
か
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
体
系
が
二
〇
世
紀
前
半
を
通
じ
て
、
日
本
帝
国
主
義
と
と
も
に
台
湾
や
朝
鮮
半
島
に
も
た
ら
さ
れ
、
ま
た
中
国
の
留
学
生
の
手
に
よ
っ
て
、
大
陸
に
持
ち
か
え
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
地
球
環
境
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
学
問
を
築
く
た
め
に
、
近
代
の
知
の
シ
ス
テ
ム
と
同
時
に
東
ア
ジ
ア
近
代
の
特
殊
性
も
よ
く
反
省
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
学
芸
概
念
と
そ
の
編
成
史
の
研
究
を
呼
び
か
け
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
【
分
析
ス
キ
ー
ム
概
念
史
概
念
編
成
学
問
の
体
系
価
値
観
の
変
化
構
造
研
究
と
歴
史
研
究
と
の
総
合
東
ア
ジ
ア
文
化
史
研
究
学
芸
の
歴
史
】
十
九
世
紀
末
に
お
け
る
恋
愛
文
学
の
編
成
人
情
本
か
ら
小
説
へ
リ
ー
ス
・
モ
ー
ト
ン
本
論
は
、「
近
代
日
本
文
学
に
見
ら
れ
る
恋
愛
観
」
に
つ
い
て
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
あ
る
。「
恋
愛
」
の
調
査
に
は
、
文
学
に
描
か
れ
る
女
性
像
、
男
と
女
の
関
係
の
変
遷
を
考
察
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
浮
き
上
が
っ
て
く
る
家
族
の
姿
、
そ
し
て
文
学
的
産
物
と
し
て
の
主
観
、
文
学
の
主
題
・
構
造
・
人
物
描
写
の
一
部
と
し
て
の
「
内
面
性
」
と
い
う
概
念
の
変
遷
も
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
構
成
さ
れ
た
人
情
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
重
点
を
置
い
て
、
近
代
の
歩
み
の
中
で
、
人
情
本
観
と
い
う
も
の
が
ど
う
変
遷
し
て
行
っ
た
か
を
た
ど
る
た
め
に
、
戦
前
と
戦
後
の
人
情
本
評
論
家
と
編
者
の
著
作
を
検
討
し
て
み
た
。
さ
ら
に
『
娘
節
用
』、『
春
色
玉たま
襷だすき』、『
春
色
江
戸
紫
』
な
ど
と
い
っ
た
代
表
的
な
人
情
本
の
実
例
を
検
討
し
て
、「
前
近
代
的
（
プ
レ
モ
ダ
ン
）」
な
人
情
本
と
「
近
代
的
（
モ
ダ
ン
）」
な
恋
愛
小
説
と
い
う
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
関
係
を
探
っ
て
み
た
。
【
人
情
本
恋
愛
小
説
為
永
春
水
『
娘
節
用
』
曲
山
人
原
本
翻
刻
『
春
色
玉たま
襷だすき』
『
春
色
江
戸
紫
』
山
々
亭
有
人
村
上
静
人
】
現
実
を
投
影
╱
構
成
す
る
演
劇
明
治
一
○
年
代
の
演
劇
と
文
明
論
、
社
会
改
良
論
、
自
由
民
権
論
の
交
錯
吉
岡
亮
演
劇
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
編
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
新
た
な
形
で
見
直
し
て
い
く
た
め
に
、
本
論
で
は
、
明
治
一
○
年
代
の
演
劇
と
、
文
明
論
、
社
会
改
良
論
、
自
由
民
権
論
と
い
っ
た
、
同
時
代
の
様
々
な
領
域
の
議
論
の
交
錯
の
具
体
的
な
様
相
と
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
た
図
式
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
演
劇
論
と
文
明
論
や
社
会
改
良
論
の
交
錯
を
可
能
に
し
て
い
た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
を
結
び
つ
け
る
共
通
の
図
式
の
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
図
式
に
お
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
演
劇
に
は
社
会
の
現
実
を
投
影
す
る
機
能
と
構
成
す
る
機
能
が
あ
り
、
演
劇
が
関
係
す
る
社
会
は
中
等
以
下
の
人
々
を
主
要
な
構
成
要
員
と
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
文
明
論
や
社
会
改
良
論
で
は
、
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
性
質
は
演
劇
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
小
説
や
浄
瑠
璃
な
ど
に
も
妥
当
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
演
劇
論
と
社
会
改
良
論
が
交
錯
す
る
こ
と
で
、
演
劇
論
の
内
容
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
も
い
た
。
演
劇
論
は
勧
善
懲
悪
の
物
語
を
理
想
的
な
も
の
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
社
会
改
良
論
は
そ
れ
を
前
時
代
の
も
の
と
し
、
演
劇
は
文
明
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
自
由
民
権
の
物
語
を
上
演
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
一
七
年
に
上
演
さ
れ
た
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
と
い
う
演
劇
作
品
は
、
右
の
よ
う
な
議
論
と
対
応
す
る
作
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
義
民
と
い
う
人
物
表
象
を
結
節
点
と
し
て
民
権
論
と
交
錯
す
る
作
品
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
上
演
に
際
し
て
の
作
品
に
対
す
る
意
味
づ
10
け
、
お
よ
び
、
作
品
の
解
釈
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
を
結
び
つ
け
る
図
式
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
の
解
釈
に
は
二
つ
の
水
準
が
存
し
て
い
た
。
一
つ
は
、
義
民
＝
民
権
家
と
す
る
同
時
代
の
民
権
論
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
物
語
を
自
由
民
権
運
動
の
寓
意
と
し
て
読
み
解
き
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
を
文
明
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
と
し
て
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
物
語
を
既
存
の
「
義
民
物
」
の
枠
組
み
の
中
で
解
釈
し
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
を
前
時
代
的
な
作
品
と
し
て
否
定
的
に
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
評
価
に
お
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
を
結
び
つ
け
る
図
式
に
見
ら
れ
た
、
作
者
に
対
す
る
批
判
が
前
景
化
し
て
く
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
【
明
治
ジ
ャ
ン
ル
演
劇
文
明
論
社
会
改
良
論
自
由
民
権
論
】
明
治
「
史
談
」、
そ
の
読
者
目
野
由
希
明
治
時
代
半
ば
ま
で
の
初
等
教
育
で
は
、
各
地
の
郷
土
史
と
郷
土
の
地
理
、
土
地
の
出
身
者
等
を
教
え
る
た
め
、「
史
談
」
と
呼
ば
れ
る
テ
キ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
蘭
学
者
大
槻
磐
渓
が
幕
末
に
書
い
た
、
短
い
数
多
の
随
筆
か
ら
な
る
日
本
中
世
・
近
世
史
『
近
古
史
談
』
が
、
明
治
期
以
降
、
世
代
を
問
わ
ず
、
広
い
範
囲
の
読
者
に
愛
好
さ
れ
た
。
こ
の
『
近
古
史
談
』
は
、
美
し
く
明
快
な
漢
文
で
書
か
れ
て
い
た
た
め
、
歴
史
や
漢
文
を
児
童
に
教
え
る
た
め
の
教
材
と
し
て
も
採
用
さ
れ
た
。
他
に
も
明
治
期
に
は
、
宗
教
講
話
や
名
士
の
談
話
速
記
、
歴
史
を
論
ず
る
随
筆
等
が
「
史
談
」
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
。
初
等
教
育
教
材
と
し
て
の
「
史
談
」
は
、
明
治
三
三
年
以
降
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
る
。
そ
の
後
、
大
正
期
以
降
、「
史
談
」
で
郷
土
史
教
育
を
受
け
た
児
童
達
は
、
各
地
で
「
史
談
会
」
を
結
成
し
始
め
る
。
ア
マ
チ
ュ
ア
歴
史
家
達
が
、
公
共
の
図
書
館
や
博
物
館
を
利
用
し
て
郷
土
史
研
究
を
行
う
「
史
談
会
」
活
動
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
重
要
な
日
本
の
郷
土
史
研
究
形
成
の
基
礎
で
あ
る
。
大
正
期
以
降
の
「
史
談
」
は
史
談
会
刊
行
物
が
中
心
と
な
り
、
宗
教
講
話
や
談
話
速
記
を
「
史
談
」
ジ
ャ
ン
ル
に
含
め
る
ケ
ー
ス
は
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。
昭
和
期
以
降
は
、
伝
記
や
回
顧
録
が
「
史
談
」
の
主
要
な
用
例
に
加
わ
る
。
以
上
、
明
治
期
の
「
史
談
」
は
、
歴
史
・
文
学
・
修
身
等
を
含
む
広
義
の
「
文
学
」
概
念
の
一
部
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
初
等
教
育
の
方
針
変
更
、
ま
た
郷
土
史
研
究
に
お
け
る
用
例
で
の
特
化
が
進
み
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
、「
歴
史
」「
文
学
」
と
い
っ
た
メ
ジ
ャ
ー
な
ジ
ャ
ン
ル
概
念
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
が
、
広
義
の
「
文
学
」
概
念
が
全
体
的
に
変
容
す
る
時
期
で
あ
る
。
【
史
談
歴
史
記
述
大
槻
磐
渓
初
等
教
育
郷
土
史
日
本
史
「
史
談
会
」
活
動
広
義
の
「
文
学
」
明
治
文
学
】
公
衆
衛
生
と
「
花
苑
都
市
」
の
形
成
近
代
大
阪
に
お
け
る
結
核
予
防
に
関
連
し
て
竹
村
民
郎
エ
ベ
ネ
ザ
ー
・
ハ
ワ
ー
ド
の
田
園
都
市
運
動
の
影
響
を
う
け
た
我
国
の
「
田
園
都
市
」
形
成
と
、
公
衆
衛
生
と
の
結
合
の
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
俎
上
に
の
せ
ら
れ
て
議
論
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
従
っ
て
日
本
型
「
田
園
都
市
」
の
独
自
の
論
理
と
、
当
時
に
お
け
る
結
核
対
策
の
関
係
性
は
今
日
ま
で
、
検
討
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
都
市
計
画
が
軌
道
に
の
り
だ
し
た
二
十
世
紀
初
頭
の
大
阪
市
に
お
け
る
関
市
政
の
時
代
を
対
象
と
し
て
、
従
来
「
田
園
都
市
」
の
形
成
と
よ
ば
れ
て
き
た
も
の
の
構
造
に
、
結
核
予
防
の
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
西
の
「
田
園
都
市
」
形
成
を
日
本
近
代
都
市
社
会
史
の
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
て
み
た
い
。
本
稿
で
は
右
の
問
題
意
識
に
立
ち
、
研
究
の
便
宜
上
、
ひ
と
ま
ず
分
析
の
対
象
を
次
の
よ
う
に
限
定
し
た
。
第
一
に
大
阪
市
に
お
け
る
公
衆
衛
生
全
般
に
つ
い
て
論
じ
ず
、
主
と
し
て
阪
神
間
の
郊
外
住
宅
地
形
成
と
公
衆
衛
生
の
関
連
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
た
。
第
二
に
公
衆
衛
生
政
策
の
う
ち
、
結
核
予
防
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
諸
問
題
を
論
じ
た
。
【
公
衆
衛
生
田
園
都
市
結
核
予
防
阪
神
電
気
鉄
道
市
外
居
住
養
生
思
想
田
園
趣
味
結
核
療
養
所
南
海
電
鉄
煙
の
都
】
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は
じ
め
に
茶
文
化
と
は
何
で
あ
る
か
。
世
界
の
茶
文
化
の
発
展
史
を
概
観
す
る
な
ら
、
二
つ
の
異
な
る
発
展
経
過
と
そ
の
帰
結
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
中
国
の
茶
芸
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
最
も
美
味
し
く
茶
を
淹
れ
る
方
法
」
や
一
種
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
中
国
に
お
い
て
、
古
代
か
ら
文
人
た
ち
を
含
め
、
茶
は
「
道
」
と
見
な
さ
れ
ず
、
健
康
療
養
の
手
段
つ
ま
り
「
芸
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
世
々
代
々
に
受
け
継
が
れ
た
。
も
う
一
つ
は
日
本
の
茶
道
で
あ
る
。
一
時
期
生
じ
た
遊
芸
化
の
傾
向
に
対
し
て
、
心
身
の
修
練
と
し
て
精
神
論
が
強
調
さ
れ
、
や
が
て
、
礼
儀
作
法
の
嗜
み
と
な
る
ま
で
に
一
般
化
し
た
。
日
本
で
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
飲
茶
は
、
僧
侶
、
武
士
、
大
名
、
町
人
に
愛
用
さ
れ
、
創
意
工
夫
に
よ
り
、「
和
敬
清
寂
」
と
い
う
精
神
論
、
す
な
わ
ち
「
道
」
と
い
う
日
本
特
有
の
一
つ
の
総
合
的
な
文
化
体
系
と
し
て
完
成
し
た
。
中
国
人
は
お
茶
を
楽
し
む
際
、
心
の
修
養
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
身
体
の
療
養
を
優
先
的
に
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
道
教
の
仙
人
思
想
と
儒
教
の
実
利
思
想
に
由
来
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本
人
は
そ
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
茶
を
受
け
入
れ
た
後
、
創
意
・
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
最
終
的
に
は
茶
道
と
い
う
精
神
修
養
の
世
界
に
ま
で
仕
上
げ
、
独
自
の
茶
文
化
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
「
身
心
快
楽
」
を
優
先
的
に
味
わ
う
よ
う
な
中
国
人
の
楽
し
み
の
お
茶
と
「
心
身
苦
寂
」
を
究
め
る
よ
う
な
日
本
人
の
嗜
み
の
お
茶
、
こ
の
二
つ
の
お
茶
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
楽
」
と
「
苦
」、「
快
」
と
「
寂
」
の
対
照
的
な
世
界
を
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
お
茶
は
中
国
と
日
本
で
こ
の
よ
う
に
違
う
発
展
過
程
を
辿
り
、「
芸
」
と
「
道
」
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
違
う
結
果
に
な
っ
た
か
、
ま
た
「
道
」
と
し
て
茶
芸
と
茶
道
に
お
け
る
諸
要
素
中
国
茶
芸
の
歴
史
、
文
化
、
習
慣
、
特
徴
と
日
本
茶
道
の
型
・
気
・
美
・
禅
陸
留
弟
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茶芸と茶道における諸要素
展
開
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
中
国
で
、
な
ぜ
今
、
茶
道
の
型
（
作
法
）
と
精
神
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、「
茶
芸
」
の
再
興
に
努
め
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
日
本
の
茶
道
が
わ
れ
わ
れ
中
国
人
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
き
た
か
、
そ
の
現
状
と
背
景
、
ま
た
今
後
の
展
望
を
含
め
て
、
茶
芸
と
茶
道
に
つ
い
て
歴
史
と
文
化
的
な
意
味
を
論
じ
て
み
た
い
。
一
、
中
国
茶
芸
の
世
界
１
茶
芸
の
概
略
中
国
で
は
「
茶
芸?１）
」
と
い
う
言
葉
が
近
年
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
九
八
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
台
湾
で
使
わ
れ
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
「
茶
道
」、
韓
国
の
「
茶
礼
」
と
区
別
す
る
た
め
に
つ
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。「
茶
芸
」
と
い
う
言
葉
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
九
〇
年
代
か
ら
で
、
台
湾
各
地
で
茶
芸
館
ブ
ー
ム
が
起
き
、
こ
の
言
葉
に
特
別
の
意
味
が
込
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
茶
芸
の
「
芸
」
と
い
う
漢
字
は
、『
辞
海
』（
中
国
の
文
語
辞
典
、
百
科
事
典
の
項
目
を
含
む
。
上
海
辞
書
出
版
社
一
九
八
九
年
九
月
）
で
は
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
⑴
才
能
、
技
巧
、
⑵
文
芸
、
曲
芸
な
ど
の
芸
術
、
芸
人
、
⑶
栽
培
、
園
芸
な
ど
、
⑷
規
準
、
規
則
な
ど
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
国
語
で
は
「
芸
」
と
い
う
字
は
技
術
、
才
能
及
び
芸
術
を
意
味
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
芸
」
の
つ
く
熟
語
を
前
後
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
見
る
と
、
技
芸
、
文
芸
、
園
芸
、
工
芸
、
曲
芸
、
球
芸
な
ど
、
後
ろ
に
「
芸
」
が
つ
く
場
合
は
、
技
術
的
才
能
、
文
章
に
よ
る
芸
術
、
栽
培
の
技
術
、
加
工
の
方
法
、
歌
唱
や
球
技
の
技
巧
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
芸
術
、
芸
苑
、
芸
林
、
芸
徒
、
芸
名
、
芸
人
な
ど
、
前
に
つ
い
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
後
の
語
が
「
芸
」
の
字
に
よ
っ
て
権
威
づ
け
さ
れ
て
い
る
。
『
辞
海
』
に
は
次
の
よ
う
な
解
釈
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。「
社
会
生
活
を
反
映
さ
せ
た
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
す
こ
と
で
、
作
者
の
思
想
や
感
情
を
表
現
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
一
種
。
人
類
の
社
会
活
動
に
端
を
発
す
る
芸
術
は
、
社
会
生
活
が
人
々
の
脳
内
に
反
映
さ
れ
て
で
き
た
産
物
。
か
つ
人
々
の
審
美
的
需
要
を
満
た
す
も
の
。
演
技
芸
術
、
造
型
芸
術
、
言
語
芸
術
、
総
合
芸
術
な
ど
で
あ
る
」。
し
た
が
っ
て
、
今
日
の
「
茶
芸
」
は
、
一
種
の
「
芸
術
」
と
解
釈
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、「
茶
芸
」
は
飲
茶
の
芸
術
、
そ
こ
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
感
動
を
生
む
精
神
的
享
受
、「
茶
」
と
い
う
物
質
を
め
ぐ
る
多
彩
な
芸
術
世
界
を
織
り
な
す
も
の
で
あ
る
。「
茶
芸
と
は
、
茶
の
技
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
茶
を
飲
む
過
程
す
べ
て
に
お
け
る
美
学
の
境
地
で
あ
る
」
と
王
玲
氏
も
主
張
し
て
い
る?２）
。
中
国
の
歴
史
上
、
真
の
茶
人
と
は
、「
茶
葉
を
選
別
し
、
水
を
く
み
、
道
具
を
揃
え
、
茶
を
淹
れ
、
味
わ
う
」
と
い
う
茶
芸
の
過
程
す
べ
て
に
精
通
し
て
い
る
者
を
指
す
が
、
そ
の
茶
芸
は
、
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
苦
難
の
道
を
経
た
中
か
ら
芽
生
え
、
広
が
り
、
発
展
し
、
現
代
の
い
き
い
き
と
し
た
中
国
茶
芸
文
化
と
し
て
開
花
す
る
に
至
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
２
中
国
茶
芸
道
の
変
遷
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中
国
茶
芸
の
確
立
と
発
展
に
お
い
て
重
要
な
時
期
と
な
っ
た
の
は
唐
代
で
、
後
代
の
茶
芸
の
範
囲
と
精
神
も
い
ず
れ
も
唐
代
に
そ
の
源
を
発
し
た
。
中
で
も
陸りく
羽う
（
生
没
年
不
詳
、
復
州
竟
陵
?
今
日
の
湖
北
省
天
門
?
人
）
と
、
陸
羽
と
同
時
代
の
人
で
僧
侶
、
詩
人
で
あ
る
釈しや
皎くこ
然うねんの
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
歴
史
上
「
陸
羽
皎
然
の
飲
茶
集
団
」
と
称
さ
れ
て
き
た
の
も
そ
の
証
で
、
主
な
功
績
と
し
て
陸
羽
は
茶
芸
を
確
立
し
、
皎
然
は
茶
の
思
想
（
茶
道
）
を
発
展
さ
せ
、
振
興
に
努
め
た
。
陸
羽
の
著
書
『
茶
経?３）
』（
七
六
〇
年
頃
）
は
全
三
巻
一
〇
章
か
ら
な
り
、
茶
の
起
源
、
製
茶
器
具
、
茶
の
製
法
、
茶
を
淹
れ
る
道
具
、
茶
の
淹
れ
方
、
茶
の
歴
史
、
茶
の
産
地
及
び
茶
の
図
譜
な
ど
飲
茶
の
文
化
と
実
技
に
つ
い
て
紹
介
し
、
さ
ら
に
は
自
ら
が
製
作
し
た
二
四
種
の
茶
器
を
随
所
で
推
奨
し
、
人
々
に
茶
の
効
能
、
煎
じ
方
、
炙
り
方
な
ど
を
伝
え
た
。
茶
芸
と
は
、
茶
を
品
評
し
、
茶
を
味
わ
う
芸
術
の
こ
と
で
あ
る
。「
茶
は
、
三
割
は
喉
の
渇
き
を
癒
す
た
め
、
七
割
は
味
わ
う
た
め
に
飲
む
も
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。
中
国
の
茶
文
化
発
展
史
に
お
い
て
も
、
茶
を
味
わ
う
芸
術
と
し
て
は
じ
め
て
唱
え
た
陸
羽
の
功
績
は
大
き
い
。
そ
れ
ま
で
た
だ
喉
の
渇
き
を
癒
す
た
め
の
も
の
だ
っ
た
飲
み
も
の
を
、
丁
寧
に
淹
れ
て
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
う
飲
み
方
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
芸
術
に
昇
華
さ
せ
、
文
化
的
意
義
を
加
え
た
か
ら
で
あ
る
。
『
茶
経
』
は
茶
の
煎
じ
方
か
ら
飲
み
方
ま
で
一
連
の
理
論
を
記
し
、
特
に
『
茶
経
』
の
中
の
「
四
之
器
?茶
器
）」、「
五
之
煮
（
茶
の
煮
た
て
方
）」、「
六
之
飲
（
茶
の
飲
み
方
）」
で
は
必
要
な
道
具
を
列
記
し
、
茶
芸
の
手
順
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
当
時
の
人
々
は
、
実
践
の
中
で
茶
の
芸
術
の
過
程
と
茶
文
化
の
精
神
に
対
す
る
初
歩
的
な
認
識
を
得
た
の
で
あ
る
。
陸
羽
の
茶
は
主
に
茶
法
を
講
じ
る
段
階
の
茶
で
あ
る
（
陸
羽
の
茶
法
に
つ
い
て
は
、
茶
芸
の
五
大
要
素
の
一
と
四
の
項
目
を
参
照
）。
同
じ
こ
ろ
皎
然
は
茶
文
化
の
精
神
を
推
奨
し
、
酒
の
代
わ
り
に
茶
を
飲
む
こ
と
を
勧
め
、
茶
と
禅
の
関
係
を
説
き
、
茶
の
精
神
世
界
を
教
え
た
。
陸
羽
と
皎
然
の
影
響
を
受
け
、
多
く
の
官
僚
や
貴
族
、
文
人
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
茶
に
親
し
み
、
茶
文
化
を
担
う
飲
茶
集
団
と
な
っ
た
。
一
二
〇
〇
年
前
の
こ
の
飲
茶
集
団
が
中
国
の
茶
芸
発
展
に
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
代
々
引
き
継
が
れ
た
茶
芸
の
推
奨
、
水
の
品
評
、
献
上
茶
、
茶
亭
、
茶
宴
、
銘
茶
（
新
茶
）
の
追
究
な
ど
で
あ
る
。
唐
代
の
封ほう
演えん
の?４
）『
封
氏
聞
見
記
』
巻
六
に
は
「
茶
道
は
栄
え
、
貴
族
や
官
僚
に
茶
を
嗜
ま
な
い
者
は
い
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
皎
然
は
「
茶
道
」
の
妙
を
論
じ
、「
三
飲
便
得
道
、
何
須
苦
心
破
煩
悩
…
…
（
三
た
び
飲
め
ば
す
な
わ
ち
道
を
得
、
何
ぞ
す
べ
か
ら
く
苦
心
煩
悩
を
破
る?５））」「
熟
知
茶
道
全
爾
真
、
唯
有
丹
丘
得
如
此
（
熟
知
す
れ
ば
茶
道
を
全
て
こ
れ
真
な
り
、
た
だ
こ
れ
を
丹
丘
得
る
如
く
あ
り?６））」
と
唱
え
た
。
一
二
〇
〇
年
以
上
も
前
か
ら
中
国
の
文
献
に
は
「
茶
道
」
の
文
字
が
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
で
「
道
」
の
字
は
代
表
的
な
思
想
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
の
哲
学
と
宗
教
の
根
源
と
な
っ
て
い
る
。
皎
然
こ
そ
「
道
」
の
上
に
「
茶
」
を
冠
し
た
人
物
で
あ
り
、
茶
と
自
然
、
純
朴
、
崇
高
、
沈
着
、
無
為
の
道
家
思
想
を
結
合
さ
せ
、
さ
ら
に
は
陸
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羽
の
提
唱
し
た
茶
葉
、
茶
器
、
水
、
炭
火
、
茶
亭
な
ど
の
茶
芸
要
素
を
融
合
さ
せ
、
茶
の
精
神
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
茶
道
」
と
い
う
言
葉
は
唐
代
に
お
い
て
断
続
的
に
使
用
さ
れ
た
。
宋
代
に
な
る
と
使
わ
な
く
な
っ
た
。
な
ぜ
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
四
つ
の
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
一
、
陸
羽
は
「
茶
道
」
と
い
う
言
葉
を
積
極
的
に
提
唱
し
て
い
な
い
。
そ
の
二
、
陸
羽
の
死
後
は
後
継
者
が
お
ら
ず
、
陸
羽
の
よ
う
に
自
ら
最
高
の
哲
学
理
念
を
も
っ
て
茶
法
の
道
を
提
唱
す
る
者
が
登
場
し
な
か
っ
た
。
そ
の
三
、
論
語
の
「
朝
聞
道
、
夕
可
死
矣
（
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
に
死
す
と
も
可
な
り
）」
に
表
れ
る
倫
理
道
徳
が
朱
子
学
に
帰
結
し
、「
道
」
の
思
想
が
説
か
れ
な
く
な
っ
た
。
最
後
に
、
宋
代
に
献
上
茶
工
芸
が
発
展
す
る
に
し
た
が
い
、
闘
茶
（
後
述
す
る
）
が
起
こ
り
、
宮
廷
の
茶
、
功
利
の
茶
、
現
世
の
茶
、
風
俗
の
茶
、
遊
芸
の
茶
が
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
、
茶
道
の
精
神
を
主
軸
と
す
る
人
倫
の
茶
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
。
こ
う
し
て
、「
茶
道
」
の
二
文
字
は
、
明
代
に
い
く
つ
か
の
文
献
に
見
え
る
ほ
か
は
、
以
後
の
文
献
及
び
実
際
の
場
に
お
い
て
、
そ
の
姿
を
す
っ
か
り
消
し
て
し
ま
っ
た
。
二
、
茶
芸
の
五
大
要
素
１
茶
品
茶
の
品
質
が
上
等
で
あ
る
か
否
か
は
、
茶
芸
を
成
り
立
た
せ
る
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
の
漢
魏
六
朝
の
時
代
、
茶
は
地
域
性
、
風
俗
性
の
飲
み
物
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
技
芸
の
茶
、
あ
る
い
は
人
々
を
教
化
す
る
人
文
の
茶
と
し
て
形
成
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
唐
代
に
な
る
と
、
茶
は
文
士
や
僧
侶
と
結
び
つ
い
て
そ
の
世
界
を
深
め
、
陸
羽
の
製
茶
法
や
飲
茶
法
の
出
現
が
茶
文
化
の
基
礎
を
築
い
た
。
例
え
ば
唐
代
の
製
茶
法
に
は
粗
茶
（
鹿
茶
で
運
搬
と
貯
蔵
が
し
や
す
い
よ
う
に
固
め
た
茶
）、
散
茶
（
焙
煎
、
乾
燥
後
の
茶
葉
）、
末
茶
（
ひ
き
砕
い
た
茶
の
粉
末
）、
茶
（
茶
摘
み
か
ら
状
に
固
め
た
茶
）
が
あ
り
、
飲
茶
法
に
は
煮
茶
（
烹
茶
と
も
言
い
、
茶
と
葱
、
生
姜
、
ナ
ツ
メ
、
ミ
カ
ン
の
皮
な
ど
を
一
緒
に
煮
出
し
た
茶
）、
抹
茶
（
点
茶
と
も
言
い
、
固
形
茶
や
葉
茶
を
砕
き
、
あ
ぶ
り
、
臼
で
つ
き
粉
末
に
し
て
碗
に
入
れ
、
熱
湯
を
注
ぎ
込
み
、
茶
末
の
成
分
が
湯
の
中
に
溶
け
出
す
よ
う
に
す
る
も
の
）、
泡
茶
（
容
器
に
お
茶
の
葉
を
入
れ
て
、
熱
湯
を
注
い
で
飲
む
）
が
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
茶
に
対
す
る
要
求
が
一
段
と
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宋
代
に
な
る
と
、
献
上
茶
制
度
の
確
立
に
よ
り
、
茶
へ
の
要
求
は
苛
酷
を
極
め
て
い
く
。
例
え
ば
、
宋
代
の
宣
和
年
代
に
は
次
の
よ
う
な
茶
の
格
付
け
が
見
ら
れ
る
。
白
茶
（
宋
の
時
代
の
茶
は
、
点
て
た
時
の
色
が
白
い
も
の
ほ
ど
貴
ば
れ
た
。
製
造
過
程
に
お
い
て
段
々
葉
の
色
が
ぬ
け
て
白
く
な
る
の
で
あ
っ
て
、
天
然
種
の
も
の
も
あ
っ
て
、「
白
茶
」
と
称
し
、
徽き
宗そう
皇
帝
が
大
変
貴
ん
だ
）、
龍
団
勝
雪
（
団
茶
の
一
種
で
あ
り
、
当
時
福
建
省
の
北
苑
で
製
造
し
て
い
た
。
献
上
茶
の
た
め
目
出
度
い
言
葉
遣
い
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）、
三
色
細
芽
（
御
苑
玉
芽
、
万
寿
龍
芽
、
無
比
寿
芽
）、
密
雲
龍
（
小
龍
団
よ
り
さ
ら
に
清
絶
と
な
り
、
細
密
な
雲
紋
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
名
が
あ
る
）、
小
龍
団
（
二
八
片
で
わ
ず
か
一
斤
で
あ
り
、
こ
の
上
16
な
く
精
妙
で
あ
る
。
当
時
の
龍
鳳
茶
よ
り
も
貴
い
）、
石
乳
（
龍
団
と
は
別
に
名
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
他
「
的
乳
」
と
か
「
白
乳
」
が
あ
る
。
天
子
の
皇
帝
に
は
「
龍
団
茶
」、
天
子
以
外
の
も
の
に
は
、
こ
う
し
た
「
乳
茶
」
を
進
上
す
る
と
い
う
）
な
ど
で
あ
る
。
明
清
代
に
な
る
と
、
茶
芸
を
も
っ
と
有
効
的
に
広
め
る
た
め
に
、
茶
と
人
の
品
徳
と
の
相
互
関
係
が
一
層
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
明
代
の
陸
樹
声
は
、
そ
の
著
『
茶
寮
記
』「
煎
茶
七
類
」（
一
人
品
、二
品
泉
、三
烹
点
、四
嘗
茶
、五
茶
候
、六
茶
侶
、七
茶
勲
）の
「
一
人
品
」
に
お
い
て
、「
人
と
茶
の
品
格
は
相
応
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
宋
の
時
代
の
遊
芸
世
界
の
「
闘
茶
」
を
廃
止
し
た
代
わ
り
に
、
明
の
時
代
は
、
人
の
品
徳
と
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
茶
芸
の
境
地
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
２
水
陸
羽
は
『
茶
経
』
五
之
煮
の
中
で
早
く
も
茶
を
淹
れ
る
水
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
山
水
が
最
高
、
次
が
川
の
水
で
あ
り
、
井
戸
が
最
も
劣
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
陸
羽
の
「
水
品
」
は
現
代
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
唐
の
憲
宗
の
元
和
年
間
、
張
又
新
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
煎
茶
水
記
』
は
、
は
じ
め
て
水
品
を
テ
ー
マ
に
書
か
れ
た
書
物
で
、
水
に
つ
い
て
論
が
詳
細
に
展
開
さ
れ
、
味
や
色
な
ど
異
な
る
視
点
か
ら
揚
子
江
南
零
水
は
第
一
、
無
錫
恵
山
寺
石
水
は
第
二
、
蘇
州
虎
丘
寺
石
水
は
第
三
、
丹
陽
県
観
音
寺
水
は
第
四
、
揚
州
大
明
寺
水
は
第
五
、
呉
松
江
水
は
第
六
、
淮
水
は
最
低
の
第
七
と
す
る
。
そ
れ
に
促
さ
れ
て
以
降
の
人
々
は
さ
ら
に
茶
に
使
う
水
を
き
め
細
か
く
分
類
し
た
。
即
ち
清
水
、
軽
水
、
甘
水
、
潔
水
、
活
水
、
冽
水
な
ど
の
基
準
を
定
め
た
。「
清
水
」
と
は
無
色
透
明
で
あ
る
こ
と
、「
軽
水
」
と
は
い
か
な
る
混
じ
り
け
も
な
い
こ
と
、「
甘
水
」
と
は
口
に
す
る
と
ほ
の
か
に
甘
い
こ
と
、「
潔
水
」
と
は
清
潔
な
こ
と
、「
活
水
」
と
は
流
水
で
濁
っ
て
い
な
い
こ
と
、「
冽
水
」
と
は
冷
た
く
冷
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
壺
の
茶
を
淹
れ
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
ま
ず
一
壺
の
好
い
水
を
用
意
す
べ
き
で
あ
り
、「
水
は
茶
の
母
で
あ
る
」
と
極
力
提
唱
し
て
い
た
。
後
、
茶
人
た
ち
は
水
品
の
評
価
を
基
礎
に
、
茶
芸
の
興
隆
に
は
良
好
な
水
質
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
３
茶
具
水
が
「
茶
の
母
」
に
喩
え
ら
れ
る
の
な
ら
、
茶
道
具
は
ま
さ
し
く
「
茶
の
父
」
と
で
も
称
さ
れ
よ
う
。
茶
具
の
変
遷
と
発
展
は
、
飲
茶
の
方
法
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
茶
芸
に
お
い
て
、
茶
道
具
は
茶
や
湯
を
入
れ
る
だ
け
の
容
器
で
は
な
く
、
茶
を
お
い
し
く
飲
む
た
め
に
不
可
欠
な
一
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
茶
道
具
は
各
王
朝
、
各
時
代
の
異
な
る
茶
芸
や
飲
み
方
に
し
た
が
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
唐
代
は
銀
茶
器
の
よ
う
な
も
の
が
使
用
さ
れ
、
宋
代
は
主
に
磁
器
茶
碗
が
使
わ
れ
、
明
代
は
白
磁
の
茶
具
が
使
用
さ
れ
、
清
代
に
な
る
と
各
種
の
彩
色
磁
器
が
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
た
。
特
に
清
末
に
な
る
と
、
宜
興
（
江
蘇
省
）
産
の
紫
砂
壺
（
紫
砂
を
使
っ
て
焼
い
た
茶
器
の
こ
と
）
が
頭
角
を
現
し
て
か
ら
、
栄
枯
盛
衰
を
経
て
、
現
に
中
国
南
方
、
台
湾
、
ホ
ン
コ
ン
な
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ど
を
中
心
に
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
ま
た
は
功
夫
茶
の
茶
芸
に
は
欠
か
せ
な
い
道
具
に
な
り
、
そ
し
て
、
そ
の
紫
砂
壺
の
文
化
的
芸
術
性
も
一
段
と
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
４
技
芸
一
片
の
小
さ
な
茶
の
葉
は
単
純
に
咀
嚼
す
る
こ
と
か
ら
先
人
に
よ
っ
て
煎
じ
る
、
煮
る
、
点
じ
る
、
淹
れ
る
と
い
う
過
程
を
経
て
、
日
常
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
た
が
、
よ
り
爽
や
か
に
、
よ
り
優
れ
、
よ
り
際
立
っ
た
茶
芸
に
仕
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
技
芸
の
存
在
も
大
き
い
。
唐
代
に
陸
羽
が
発
明
し
た
煮
茶
法
（
茶
の
煮
立
て
法
）
は
技
芸
の
中
で
も
最
初
に
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
固
形
茶
や
葉
の
ま
ま
の
茶
葉
を
炙
茶
（
炙
る
）、
茶
（
ひ
く
）、
羅
茶
（
ふ
る
う
）
な
ど
の
手
順
を
踏
ん
で
精
製
し
、
そ
れ
を
沸
騰
し
て
い
る
風ふう
炉ろ
の
熱
湯
に
投
じ
、
茶
碗
に
入
れ
て
飲
む
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
唐
代
の
正
式
な
飲
み
方
で
あ
る
。
こ
う
し
た
飲
み
方
に
は
備
茶
（
茶
を
準
備
す
る
）、
備
水
（
水
を
準
備
す
る
）、
起
火
（
火
を
お
こ
す
）、
煮
水
（
湯
を
沸
か
す
）、
調
塩
（
塩
加
減
を
す
る
）、
投
茶
（
茶
葉
を
入
れ
る
）、
育
華
（
茶
を
沸
騰
し
た
湯
の
中
に
放
つ
と
生
ま
れ
る
湯
の
華
の
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
は
【
審
美
的
特
徴
】
の
項
を
参
照
）、
分
茶
（
茶
を
品
評
す
る
）、
飲
茶
（
茶
を
飲
む
）、
貯
器
（
器
を
し
ま
う
）
な
ど
の
手
順
が
定
め
ら
れ
、
一
〇
〇
〇
年
以
上
も
の
前
か
ら
中
国
で
は
茶
を
淹
れ
る
技
芸
が
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
技
芸
に
は
正
し
く
陸
羽
の
茶
法
に
ち
な
ん
だ
茶
芸
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
飲
茶
の
技
芸
は
南
宋
の
時
、
さ
ら
に
精
緻
を
極
め
た
。
特
に
「
龍
鳳
団
茶
」（
龍
と
鳳
の
模
を
特
に
備
え
、
龍
茶
は
天
子
に
、
鳳
茶
は
皇
族
や
学
士
、
将
帥
に
給
さ
れ
る
）
か
ら
生
ま
れ
た
点
茶
法
（
茶
を
点
て
る
）
の
技
芸
に
代
表
さ
れ
る
の
は
、
主
と
し
て
「
闘
茶
」
と
「
分
茶
」
で
あ
る
。
闘
茶
と
は
細
か
く
挽
い
た
茶
の
粉
末
を
直
接
茶
碗
（
茶
杯
）
に
入
れ
、
湯
を
注
ぎ
、
茶
を
使
っ
て
碗
の
中
で
か
き
回
し
、
香
り
を
漂
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
分
茶
と
は
、
一
般
の
「
点
茶
」
よ
り
も
っ
と
巧
妙
な
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
一
説
に
は
、「
分
茶
」
が
ま
ず
寺
院
に
お
い
て
長
期
間
か
け
て
、
茶
事
に
優
れ
る
禅
僧
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
た
と
い
う?７）
。
宋
代
の
茶
に
お
け
る
闘
茶
、
分
茶
は
遊
芸
の
色
彩
が
強
く
な
り
、
茶
へ
の
質
的
要
求
が
一
段
と
厳
し
く
な
る
と
同
時
に
、
製
造
面
に
お
い
て
も
さ
ら
に
細
か
く
追
求
さ
れ
は
じ
め
た
。
５
環
境
陸
羽
が
、
七
七
三
年
頃
湖
州
（
浙
江
省
）
の
刺
史
で
あ
る
顔がん
真しん
卿けい
（
七
〇
九
｜
七
八
五
、
書
道
家
と
し
て
名
声
が
と
て
も
高
い
。『
韻
海
鏡
源
』
三
六
〇
巻
が
完
成
。
陸
羽
も
皎
然
も
そ
の
大
事
業
に
参
加
し
た
）
の
出
資
を
受
け
、
史
上
最
初
の
茶
室
を
建
て
た
。
そ
の
名
は
「
三さん
癸き
亭てい
」
と
い
う
。「
三
癸
亭
」
は
山
妙
喜
寺
の
境
内
の
南
東
に
位
置
し
、
面
積
は
約
一
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
だ
が
、
借
景
を
う
ま
く
利
用
し
、
小
道
細
道
を
配
し
て
い
る
。
当
時
の
宮
廷
の
貴
族
や
文
化
人
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
茶
を
味
わ
い
、
詩
作
を
楽
し
ん
だ
た
め
、
古
今
「
第
一
の
茶
亭
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
陸
羽
が
境
内
の
方
丈
の
地
に
茶
室
を
建
て
た
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狙
い
は
、
茶
芸
の
雰
囲
気
を
よ
り
よ
く
出
す
内
部
環
境
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
日
本
で
も
室
町
時
代
に
八
代
将
軍
足
利
義
政
（
一
四
三
五
｜
一
四
九
〇
）
が
戦
乱
の
最
中
に
京
都
の
東
山
に
銀
閣
寺
を
建
立
し
、
境
内
に
「
同
仁
斎
」
と
い
う
和
風
の
茶
室
を
設
け
た
。
茶
室
内
に
は
書
籍
と
花
を
飾
り
、
外
の
景
色
を
室
内
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
穏
や
か
で
心
地
よ
く
、
閑
静
で
幽
雅
な
茶
芸
の
環
境
を
現
出
し
て
い
る
。
三
、
茶
芸
の
四
大
特
徴
１
文
化
的
特
徴
茶
芸
の
文
化
的
特
徴
に
つ
い
て
筆
者
は
物
質
＋
精
神＝
茶
芸
文
化
で
あ
る
と
考
え
る
。
即
ち
茶
葉
を
媒
介
に
し
て
、
物
質
生
活
に
人
文
精
神
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
鏡
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
茶
葉
か
ら
茶
を
製
造
し
、
一
壺
（
一
杯
）
の
良
き
茶
を
淹
れ
る
に
は
、
良
き
場
所
、
時
間
、
方
法
が
必
要
で
あ
る
。
飲
茶
方
法
は
漢
、
唐
、
宋
時
代
以
来
、
幾
度
も
変
化
を
重
ね
て
、
煮
茶
法
、
点
茶
法
か
ら
泡
茶
法
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
薪
や
炭
、
茶
釜
や
器
具
、
火
加
減
、
色
、
香
り
、
味
な
ど
す
べ
て
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
製
茶
の
技
芸
や
品
茶
の
芸
術
は
煩
雑
な
よ
う
で
も
あ
る
が
、
趣
深
く
、
人
々
の
茶
芸
に
対
す
る
無
限
の
憧
憬
を
呼
び
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
宋
代
に
は
献
上
茶
で
あ
る
龍
団
、
鳳
の
模
様
は
た
え
ず
新
し
い
も
の
が
生
み
出
さ
れ
、「
闘
茶
」
の
一
層
の
流
行
に
花
を
咲
か
せ
、
茶
芸
の
更
な
る
機
運
を
成
熟
さ
せ
た
。「
茶
芸
」
の
中
に
育
ま
れ
た
人
文
精
神
の
主
な
も
の
は
道
教
思
想
、
仏
教
、
儒
教
の
三
教
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
道
家
は
空
虚
の
美
、
天
然
純
朴
の
美
を
喜
び
、「
無
為
の
為
」「
事
な
き
こ
と
」「
無
味
の
味
」
な
ど
、「
無
の
中
に
尽
き
ぬ
も
の
（
無
一
物
中
無
尽
蔵
）」
と
い
う
超
脱
の
美
を
説
い
た
。
仏
教
は
茶
芸
に
お
い
て
、
苦
難
か
ら
解
放
さ
れ
正
道
を
悟
る
方
法
を
教
え
、
と
く
に
禅
宗
の
茶
は
宗
教
哲
学
の
観
念
を
強
調
し
て
、
日
常
生
活
の
些
細
な
事
柄
に
融
合
さ
せ
て
い
る
。
儒
家
は
「
身
を
修
め
、
家
を
斉
え
、
国
を
治
め
、
天
下
を
平
和
に
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
、
規
則
を
作
り
、
茶
に
よ
っ
て
倫
理
秩
序
を
明
ら
か
に
し
清
廉
の
精
神
を
養
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
２
審
美
的
特
徴
中
国
の
「
茶
具
芸
術
」
は
茶
芸
美
の
代
名
詞
と
言
わ
れ
て
い
る
。
唐
代
か
ら
多
く
の
貴
族
は
金
銀
製
の
も
の
を
よ
く
用
い
た
。
そ
れ
に
対
し
民
間
で
は
主
に
陶
製
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
ど
れ
も
器
の
形
、
材
質
、
色
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
非
常
に
個
性
的
で
あ
っ
た
。
唐
代
か
ら
こ
う
し
た
茶
道
具
の
優
雅
さ
、
美
し
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
製
造
の
プ
ロ
セ
ス
ま
で
大
き
な
進
展
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。
特
に
当
時
の
文
人
た
ち
の
鑑
賞
眼
に
鍛
え
ら
れ
、
各
種
各
様
の
生
き
生
き
と
し
た
茶
壺
や
茶
器
が
本
来
持
つ
独
特
な
形
や
加
工
は
、
絵
画
や
詩
歌
、
文
字
、
篆
刻
な
ど
と
有
機
的
に
結
合
し
、
茶
具
の
美
の
追
求
に
拍
車
を
か
け
る
勢
い
を
呈
し
た
。
唐
代
以
後
、
美
し
さ
を
標
榜
す
る
茶
道
具
が
現
れ
た
こ
と
が
、
飲
茶
芸
術
の
発
展
に
新
た
な
機
運
を
も
た
ら
し
た
。
特
に
陸
羽
時
代
の
献
上
茶
や
、
煮
茶
、
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茶芸と茶道における諸要素
点
茶
の
洗
練
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
陸
羽
の
『
茶
経
』（
五
之
煮
）
で
は
、
煮
茶
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
い
わ
ゆ
る
『
茶
花
』
と
は
、
茶
を
沸
騰
し
た
湯
の
中
に
放
つ
と
生
ま
れ
る
湯
の
華
の
こ
と
で
あ
る
。
華
の
薄
い
も
の
は
『
沫
』
と
い
い
、
厚
い
も
の
は
『
』
と
い
い
、
細
か
い
も
の
は
『
華
』
と
い
う
」。
こ
う
し
て
煮
出
し
た
後
碗
の
中
に
は
白
緑
色
の
泡
が
出
現
し
、
と
き
に
黄
金
色
に
な
る
。
こ
れ
は
中
国
の
唐
詩
や
宋
詞
に
お
い
て
も
微
に
入
り
細
を
う
が
つ
表
現
が
非
常
に
多
い
。
例
え
ば
、
劉
禹
錫
『
送
州
李
郎
中
赴
任?８）
』
に
、「
葉
照
人
呈
夏
松
花
滿
碗
試
新
茶
」（
以
下
略
）（
葉
人
を
照
ら
し
夏
を
呈
し
、
松
花
碗
を
満
た
し
て
新
茶
を
試
む
）
と
あ
り
、
李
群
玉
『
龍
山
人
恵
石
方
及
団
茶?９）
』
に
は
、「
成
黄
金
粉
軽
如
松
花
」（
以
下
略
）（
挽
き
て
成
す
黄
金
の
粉
軽
た
る
こ
と
松
花
の
如
し
）
と
あ
る
。
こ
の
「
松
花
」
の
類
は
、
古
代
人
の
茶
芸
に
対
す
る
一
種
の
審
美
的
な
用
法
で
、
見
立
て
の
一
つ
と
で
も
言
え
よ
う
。
ま
た
宋
代
の
人
は
福
建
の
龍
鳳
団
茶
の
外
形
、
色
彩
、
光
沢
の
美
を
、
次
の
よ
う
に
詩
で
形
容
し
た
。
黄こう
庭てい
堅けん
『
謝
公
択
舅
分
賜
茶?10）
』
に
は
、「
外
家
新
賜
蒼
龍
璧
」（
以
下
略
）
（
外
家
よ
り
新
し
く
賜
る
蒼
龍
璧
な
り
）
と
あ
り
、
欧
陽
修
『
送
龍
茶
与
許
道
人?11）
』
に
、「
我
有
龍
団
古
蒼
璧
」（
以
下
略
）（
我
に
は
龍
団
の
古
蒼
璧
あ
り
）
と
あ
る
。
「
蒼
璧
」
と
は
、
深
緑
色
の
玉
石
の
よ
う
に
深
み
の
あ
る
美
し
さ
で
あ
る
。
宋
代
の
皇
帝
徽
宗
は
『
大
観
茶
論?12）
』
に
お
い
て
、
茶
の
表
面
の
光
沢
は
完
成
時
前
後
の
出
し
方
に
よ
り
違
う
茶
の
色
が
現
れ
、
主
に
「
青
紫
」
と
「
墨
黒
」
の
二
種
が
あ
る
と
し
、
そ
れ
ら
よ
り
上
級
の
も
の
を
「
蒼
璧
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
見
る
と
、
中
国
茶
芸
の
審
美
的
特
徴
は
外
観
か
ら
始
ま
っ
て
、
「
松
花
」、「
蒼
璧
」
の
よ
う
に
見
立
て
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
美
意
識
を
発
展
深
化
さ
せ
、
抽
象
的
概
念
を
備
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
３
民
族
的
特
徴
中
国
の
茶
芸
は
民
族
文
化
の
一
側
面
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
異
な
る
民
族
集
団
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
作
り
上
げ
ら
れ
る
茶
文
化
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
共
通
性
と
個
性
が
存
在
し
て
い
る
。
お
茶
は
「
飲
む
」
と
い
う
行
為
だ
け
に
関
し
て
は
、
世
界
の
お
茶
の
文
化
は
同
じ
だ
が
、
し
か
し
茶
芸
、
茶
道
、
茶
礼
な
ど
を
め
ぐ
る
異
な
る
民
族
の
茶
文
化
と
な
る
と
、
お
茶
に
秘
め
ら
れ
る
民
族
的
茶
文
化
の
個
性
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
あ
る
。
ど
の
民
族
も
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
文
化
を
持
ち
、
世
界
民
族
と
い
う
座
標
軸
に
占
め
る
位
置
を
有
し
て
い
る
。
自
然
地
理
、
民
族
習
俗
、
社
会
歴
史
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
外
的
環
境
や
人
文
的
環
境
が
形
成
さ
れ
る
中
で
、
中
国
の
茶
芸
も
重
要
な
文
化
的
要
素
と
し
て
、
民
族
文
化
を
揚
さ
せ
る
た
め
に
、
独
自
の
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
特
徴
は
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
①
伝
統
的
漢
文
化
は
悠
久
の
農
耕
文
明
の
蓄
積
と
結
晶
で
あ
り
、
中
国
の
茶
芸
も
こ
の
深
み
、
厚
み
の
あ
る
文
化
に
根
ざ
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
古
代
か
ら
続
く
農
耕
文
明
を
通
じ
て
、
我
々
の
先
祖
は
自
然
崇
拝
の
念
を
お
茶
に
託
し
、
茶
芸
発
展
の
中
国
の
座
標
を
決
め
た
の
で
あ
る
。
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②
中
国
茶
芸
の
民
族
的
特
徴
は
と
り
も
な
お
さ
ず
中
国
民
族
を
取
り
囲
む
風
土
、
人
文
的
環
境
、
人
情
そ
の
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
茶
と
婚
礼
（
茶
木
は
簡
単
に
植
え
移
す
こ
と
が
で
き
ず
、
植
え
た
箇
所
に
そ
れ
ぞ
れ
生
長
し
て
は
じ
め
て
立
派
な
茶
木
に
な
る
）、
茶
と
礼
儀
（
初
対
面
の
お
客
を
茶
で
も
て
な
す
の
は
礼
儀
作
法
の
一
つ
で
あ
る
）、
茶
祀
と
供
茶
（
法
要
の
際
、
お
茶
を
先
祖
ま
た
は
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
も
さ
さ
げ
る
こ
と
）
の
習
俗
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
③
数
千
年
来
、
茶
と
中
国
人
の
生
活
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
「
三
日
間
食
べ
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
三
日
間
茶
を
飲
ま
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
茶
は
「
食
と
同
様
、
天
に
匹
敵
す
る
」
と
も
見
ら
れ
て
い
る
。
茶
は
民
族
文
化
の
中
で
雅
俗
と
も
老
若
男
女
と
も
み
な
愉
し
む
も
の
と
さ
れ
、
毎
日
家
庭
で
茶
を
飲
み
、
食
事
の
前
に
茶
を
飲
み
、
酒
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
代
わ
り
に
茶
を
飲
む
こ
と
も
流
行
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
茶
を
飲
み
、
会
議
や
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
と
き
で
も
茶
を
飲
み
、
朝
食
の
前
に
早
茶
を
飲
み
、
夜
遅
く
に
も
茶
を
飲
む
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
国
人
は
茶
と
二
〇
〇
〇
年
も
長
く
付
き
合
う
中
で
、
茶
を
真
の
幸
福
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
華
民
族
は
勤
勉
、
温
厚
、
誠
実
な
民
族
で
あ
り
、
善
良
な
中
国
人
に
は
一
壺
の
茶
さ
え
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
４
地
域
的
特
徴
周
知
の
よ
う
に
、
中
国
は
多
民
族
国
家
で
あ
り
、
飲
茶
の
風
俗
習
慣
は
、
千
里
の
う
ち
に
違
う
風
が
吹
き
、
百
里
の
う
ち
で
も
習
慣
が
違
う
よ
う
に
（
所
変
わ
れ
ば
品
変
わ
る
）、
各
地
に
異
な
っ
た
茶
芸
風
俗
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
各
民
族
の
暮
ら
す
自
然
的
地
理
条
件
、
人
文
的
環
境
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
。
例
え
ば
寒
冷
乾
燥
地
帯
の
東
北
地
方
で
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
を
好
み
、
温
暖
湿
潤
な
南
方
で
は
緑
茶
、
紅
茶
、
功
夫
茶
な
ど
が
好
ま
れ
る
。
地
域
的
特
徴
を
も
つ
た
め
中
国
ほ
ど
多
種
多
様
な
飲
茶
習
俗
を
も
つ
国
は
な
い
。
例
え
ば
北
方
の
モ
ン
ゴ
ル
族
は
「
茶
」（
ミ
ル
ク
茶
の
こ
と
、
青
レ
ン
ガ
茶
ま
た
は
黒
レ
ン
ガ
茶
を
材
料
に
し
て
い
る
）、
チ
ベ
ッ
ト
の
油
茶
（
バ
タ
ー
オ
イ
ル
茶
の
こ
と
）、
普
茶
（
プ
ー
ア
ル
茶
な
ど
と
塩
、
砂
糖
、
バ
タ
ー
を
加
え
た
も
の
）、
ウ
イ
グ
ル
族
の
ミ
ル
ク
茶
と
レ
ン
ガ
茶
（
茶
（
レ
ン
ガ
茶
）
と
牛
乳
と
塩
な
ど
を
材
料
に
し
て
い
る
）、
雲
南
ペ
ー
族
の
三
道
茶
（
緑
茶
、
赤
砂
糖
、
ク
ル
ミ
の
実
、
蜂
蜜
、
山
椒
な
ど
を
材
料
に
し
、
一
服
は
苦
茶
、
二
服
は
甘
茶
、
三
服
は
回
想
味
の
茶
と
い
う
）、
湖
南
ト
ウ
チ
ャ
族
の
擂
茶
（
茶
の
新
芽
、
生
姜
、
生
米
な
ど
を
材
料
に
し
て
い
る
）、
ダ
イ
族
、
ラ
フ
族
の
竹
筒
香
茶
（
竹
筒
に
茶
を
い
れ
て
作
り
上
げ
た
香
り
の
よ
い
も
の
、
新
葉
を
材
料
に
し
て
い
る
）、
ナ
シ
族
の
塩
巴
茶
（
緊
圧
茶
あ
る
い
は
茶
な
ど
を
材
料
に
し
て
い
る
）、
リ
ス
族
の
雷
響
茶
（
雷
茶
の
こ
と
、
茶
、
バ
タ
ー
、
ク
ル
ミ
の
実
、
塩
な
ど
を
材
料
に
し
て
い
る
）、
福
建
南
潮
汕
功
夫
茶
（
ウ
ー
ロ
ン
茶
と
鉄
観
音
を
材
料
に
手
順
を
踏
み
な
が
ら
点
て
る
）、
広
東
の
早
茶
（
朝
の
飲
茶
の
こ
と
）、
四
川
の
蓋
碗
茶
（
大
き
な
茶
碗
に
お
茶
を
入
れ
て
飲
む
こ
と
）、
杭
州
（
浙
江
）
龍
井
茶
（
ロ
ン
ジ
ン
茶
）、
東
北
地
方
の
茉
莉
茶
（
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
）
な
ど
で
あ
る?13）
。
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四
、
茶
芸
の
歴
史
的
変
遷
１
宮
廷
茶
芸
◆
貢
茶
（
献
上
茶
）
朝
廷
へ
の
献
上
茶
は
唐
代
に
始
ま
っ
た
。
大
暦
五
年
（
西
暦
七
七
〇
年
）
に
は
湖
州
顧こ
渚しよ
山ざん
の
僧
侶
た
ち
が
銘
茶
を
献
上
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
李り
栖せいいん
は
一
人
で
茶
を
楽
し
む
こ
と
を
好
ま
ず
、
風
流
文
士
た
ち
と
共
に
飲
む
こ
と
を
極
力
主
張
し
て
い
た
。
茶
仙
と
も
茶
神
と
も
呼
ば
れ
る
陸
羽
は
当
時
美
味
し
い
お
茶
を
朝
廷
に
献
上
し
た
と
い
う
。
こ
れ
が
実
は
貢
茶
の
原
形
で
あ
る
。
当
時
の
献
上
茶
は
「
蒸
青
法
」
を
用
い
て
茶
を
球
状
に
揉
み
込
ん
で
茶
（
中
国
魏
晋
以
降
、
乾
燥
し
た
茶
葉
を
圧
搾
し
て
、
固
形
に
す
る
こ
と
が
一
般
に
な
っ
た
と
い
う
。
飲
む
時
は
、
こ
れ
を
切
り
、
い
り
、
あ
ぶ
り
、
臼
で
搗
い
て
粉
に
す
る
）
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た?14）
。
宋
の
太
宗
時
代
、
太
平
興
国
（
九
七
六
｜
九
八
四
）
元
年
に
、
献
上
茶
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
朝
廷
は
特
使
を
派
遣
し
て
福
建
の
北
苑
で
団
茶
（
固
形
茶
の
一
種
で
あ
る
。
同
じ
固
形
茶
で
も
、
唐
代
の
茶
は
搗
い
て
粉
に
し
て
固
め
た
も
の
だ
が
、
宋
代
の
場
合
は
、
茶
葉
を
磨
っ
て
粉
に
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
搗
く
よ
り
は
磨
る
ほ
う
が
茶
葉
は
も
っ
と
細
か
い
粉
に
な
る
。
宋
代
の
団
茶
と
し
て
、
朝
廷
に
進
貢
さ
れ
る
の
は
極
め
て
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
「
研
膏
茶
」
と
か
「
小
龍
団
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
）
そ
れ
も
民
間
の
団
茶
と
は
大
き
く
違
う
龍
鳳
と
い
う
名
の
団
茶
の
製
造
に
力
を
入
れ
さ
せ
た
り
も
し
た
。
そ
の
た
め
、
太
宗
の
至
道
年
間
（
九
九
五
｜
九
九
七
）
に
は
石
乳
、
的
乳
、
白
乳
茶
が
そ
れ
ぞ
れ
開
発
さ
れ
た
。
時
代
の
推
移
に
し
た
が
っ
て
、
宋
代
の
献
上
茶
に
は
目
立
っ
た
特
色
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
徽き
宗そう
時
代
の
宣
和
年
間
（
一
一
一
九
｜
一
一
二
五
）
に
は
茶
の
ラ
ン
ク
付
け
が
ほ
ぼ
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
ラ
ン
ク
の
順
は
白
茶
、
龍
団
勝
雪
、
三
色
細
芽
、
密
雲
龍
、
小
龍
団
、
石
乳
、
的
乳
、
白
乳
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
献
上
茶
の
製
造
と
ラ
ン
ク
の
決
め
付
け
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
と
、
朝
廷
の
役
人
で
も
ラ
ン
ク
の
高
い
お
茶
を
容
易
に
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
現
象
さ
え
起
こ
っ
た
。
欧おう
陽よう
修しゆうは
『
龍
団
茶
録?15）
』
の
序
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
茶
為
物
之
至
精
、
而
小
団
又
其
精
者
、
録
叙
所
謂
上
品
龍
茶
者
是
也
。
蓋
自
君
謨
始
造
而
歳
貢
焉
。
仁
宗
尤
所
珍
惜
」（
後
略
）（
茶
は
精
を
極
め
る
も
の
で
あ
り
、
小
団
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
上
品
の
龍
団
茶
を
云
々
す
る
者
も
多
い
。
い
ず
れ
も
君
謨
よ
り
製
造
し
始
め
、
毎
年
貢
茶
と
し
て
献
じ
て
い
て
、
仁
宗
が
特
に
そ
れ
を
貴
き
も
の
に
す
る
）。
こ
う
し
て
、
唐
代
か
ら
清
代
に
至
る
ま
で
、
皇
帝
へ
の
献
上
茶
が
代
々
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
代
の
朝
廷
に
宮
廷
茶
芸
が
ど
れ
だ
け
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
が
窺
え
よ
う
。
◆
茶
宴
、
茶
会
酒
宴
に
対
し
て
茶
宴
は
晋
代
（
四
世
紀
中
葉
）
の
陸
納
（
当
時
呉
州
太
守
）
が
始
め
た
。
即
ち
、
酒
宴
の
代
わ
り
に
茶
と
菓
子
を
宴
の
客
に
ふ
る
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
唐
代
に
品
茶
（
茶
を
美
味
し
く
飲
む
）
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
茶
そ
の
も
の
を
酒
の
代
わ
り
と
す
る
風
潮
が
高
ま
っ
た
。
お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
詩
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を
吟
ず
る
こ
と
は
中
国
文
人
に
親
し
ま
れ
る
雅
趣
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
。
後
世
の
「
文
人
茶
会
」
は
正
に
こ
の
よ
う
な
「
品
茶
と
詩
吟
」
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
基
礎
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。
単
純
な
品
茶
に
よ
る
茶
会
は
五
代
の
和わぎ
凝よう
の
頃
に
始
ま
っ
た
。
宋
の
陶とう
谷こく
は
『
清
異
録?16）
』
の
中
で
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
和
凝
は
朝
廷
で
弟
子
と
と
も
に
毎
日
茶
を
飲
み
、
味
覚
の
劣
る
者
は
罰
し
、
号
を
湯
社
と
し
た
」
と
。
宋
の
宮
中
の
茶
宴
と
民
間
の
茶
会
の
興
隆
は
製
茶
、
飲
茶
、
茶
道
具
の
開
発
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
◆
茶
道
具
の
製
造
唐
代
の
宮
廷
で
は
普
通
金
銀
製
の
茶
道
具
が
用
い
ら
れ
た
。
唐
代
の
茶
碗
は
口
が
広
く
底
足
が
小
さ
い
と
い
う
形
を
し
て
い
て
、
一
九
八
七
年
に
陝
西
省
の
法
門
寺
の
地
下
か
ら
一
一
〇
〇
年
以
上
も
の
間
埋
ま
っ
て
い
た
唐
代
の
茶
道
具
一
式
が
出
土
し
た
。
こ
れ
は
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
中
国
で
も
っ
と
も
古
い
茶
道
具
の
物
証
で
あ
る
。
金
銀
製
の
茶
道
具
も
あ
れ
ば
、
磁
器
と
ガ
ラ
ス
製
の
茶
道
具
も
あ
る
。
宋
代
に
入
っ
て
も
、
ま
た
茶
碗
が
用
い
ら
れ
た
が
、
当
時
黒
の
釉
薬
が
多
用
さ
れ
た
。
後
世
に
伝
わ
っ
た
宋
代
の
主
な
も
の
に
、「
龍
泉
窯
青
釉
笠
斗
碗
」「
定
窯
白
磁
斗
笠
碗
」「
耀
州
窯
笠
斗
碗
」「
影
青
斗
笠
碗
」
な
ど
の
名
器
が
あ
る
。
明
、
清
代
に
は
そ
れ
ぞ
れ
白
茶
碗
が
現
れ
、
清
代
に
は
磁
器
の
茶
道
具
が
出
現
し
た
。
２
文
士
茶
芸
唐
代
の
飲
茶
文
士
の
中
で
も
っ
と
も
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
は
陸
羽
、
皎
然
を
筆
頭
と
す
る
湖
州
一
帯
の
江
南
文
士
の
飲
茶
集
団
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
お
茶
を
楽
し
み
、
飲
茶
の
環
境
を
探
究
し
た
。
唐
の
大
暦
八
年
（
七
七
三
）
に
は
陸
羽
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
湖
州
刺
史
顔
真
卿
の
出
資
に
よ
り
、
湖
州
の
山
に
「
茶
亭
」
が
設
け
ら
れ
た
。
癸
年
癸
月
癸
日
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
「
三
癸
亭
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
顔
真
卿
、
陸
羽
、
皎
然
、
袁
高
ら
は
折
に
つ
け
こ
こ
に
集
い
、
品
茶
を
楽
し
み
、
詩
歌
を
作
り
、
楽
器
や
将
棋
に
興
じ
、
花
鳥
風
月
を
愛
で
る
な
ど
茶
芸
を
典
雅
な
文
化
活
動
に
高
め
て
い
っ
た
。
こ
の
間
、
彼
ら
は
書
を
著
し
、
茶
事
を
広
め
、
銘
茶
を
品
評
し
、
水
を
探
求
し
、
茶
会
や
茶
宴
の
形
式
を
定
め
る
な
ど
、
茶
法
の
格
式
や
段
取
り
を
決
め
て
い
っ
た
。
宋
代
の
文
士
茶
の
台
頭
は
蘇そしよく
（
一
〇
三
七
｜
一
一
〇
一
）
を
筆
頭
格
と
し
て
、
蔡さい
囊じよう、
范はん
仲ちゆ
淹うえん、
欧
陽
修
、
王おう
安あん
石せき
、
梅ばい
尭ぎよ
臣うしん、
黄
庭
堅
、
陸りく
游ゆう
ら
に
よ
る
も
の
で
、
茶
を
楽
し
み
、
詩
歌
や
書
画
に
優
れ
た
作
品
を
残
し
た
。
蘇
は
中
国
最
古
の
茶
の
名
産
地
四
川
に
生
ま
れ
、
江
南
一
帯
で
長
く
暮
ら
し
た
。
そ
の
足
跡
は
各
地
に
残
り
、
各
地
各
種
の
銘
茶
を
味
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
彼
の
『
江
煎
茶?17）
』
と
題
し
た
詩
は
、
美
し
い
自
然
の
景
観
を
愛
で
な
が
ら
茶
を
淹
れ
る
情
趣
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
蘇
は
不
遇
な
一
生
を
辿
っ
た
が
、
彼
に
と
っ
て
茶
は
あ
た
か
も
砂
漠
の
中
の
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
苦
難
の
中
に
解
脱
の
道
を
見
つ
け
、
闊
達
で
あ
る
た
め
の
精
神
的
武
器
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
明
代
の
文
士
た
ち
は
品
茶
に
新
た
な
境
地
を
切
り
拓
い
た
。
即
ち
「
至
精
至
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美
（
精
を
極
め
、
美
を
極
め
る
）」
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
物
事
の
至
精
至
美
と
は
す
な
わ
ち
「
道
」
で
あ
っ
た
。
張ちよ
源うげんの
『
茶
録
』（
明
代
の
茶
書
で
茶
摘
み
か
ら
茶
道
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
）
は
自
ら
の
「
茶
道
」
を
述
べ
、「
精
緻
に
作
り
、
保
存
時
は
乾
燥
さ
せ
、
淹
れ
る
と
き
は
清
い
（
清
く
淹
れ
る
）。
精
緻
、
乾
燥
、
清
廉
こ
そ
茶
道
で
あ
る
」
と
い
う
。
張
源
の
茶
道
は
茶
の
美
、
茶
の
真
の
味
を
追
求
し
た
も
の
で
あ
り
、
茶
芸
は
こ
の
当
時
す
で
に
「
品
茶
は
味
わ
う
こ
と
の
み
に
あ
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
た
。
飲
茶
を
通
し
て
、
快
楽
と
愉
悦
を
味
わ
い
、
脱
俗
の
境
地
に
い
た
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
回
帰
的
で
も
あ
る
が
同
時
に
「
道
」
が
広
範
な
茶
芸
の
世
界
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
で
も
あ
る
。
３
平
民
茶
芸
宮
廷
茶
芸
は
帝
王
を
中
心
と
し
、
帝
王
の
生
活
範
囲
を
逸
脱
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
少
人
数
で
の
飲
茶
に
限
ら
れ
た
。
一
方
平
民
の
茶
芸
は
社
会
的
で
、
大
勢
の
人
々
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
平
民
の
茶
芸
は
次
の
よ
う
に
「
茶
会
聚
飲
（
寄
り
合
っ
て
茶
を
飲
む
）」、「
闘
茶
助
興
（
茶
を
飲
み
分
け
な
が
ら
興
を
添
え
る
）」、「
点
茶
遊
芸
（
煮
茶
し
て
芸
を
楽
し
む
）」、「
客
来
敬
茶
（
客
を
茶
で
も
て
な
す
）」
な
ど
い
く
つ
か
に
分
け
ら
れ
る
。
◆
茶
会
聚
飲
（
寄
り
合
っ
て
茶
を
飲
む
）
唐
代
の
茶
宴
は
後
世
の
文
人
に
よ
る
茶
会
に
ま
で
発
展
し
た
。
宋
代
に
な
る
と
茶
会
は
各
階
層
に
広
が
っ
た
。
商
人
が
茶
会
で
商
談
を
し
た
り
、
友
人
同
士
が
茶
会
で
親
交
を
深
め
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
◆
闘
茶
助
興
（
茶
を
飲
み
分
け
な
が
ら
興
を
添
え
る
）
宋
代
に
な
る
と
、
茶
会
が
発
展
し
て
、「
闘
茶
茶
会
」
の
よ
う
に
茶
会
に
は
何
か
特
別
に
名
前
が
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
闘
茶
」
と
い
う
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
茶
葉
の
品
質
の
優
劣
を
競
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
言
う
と
、
湯
の
色
と
湯
の
花
を
勝
敗
基
準
と
し
た
。
一
般
的
に
は
、
茶
の
湯
の
色
と
し
て
の
基
準
は
純
白
、
青
白
、
灰
白
、
黄
白
と
い
う
順
で
あ
る
。
一
番
上
等
な
の
は
純
白
で
、
そ
の
茶
葉
が
新
鮮
で
柔
ら
か
く
、
ま
た
蒸
し
度
も
程
良
い
。
灰
白
と
青
白
と
の
違
い
は
蒸
熱
度
の
過
不
足
に
よ
る
。
黄
白
の
場
合
は
、
茶
の
適
採
期
に
遅
れ
た
の
が
原
因
で
あ
る
。
湯
の
花
の
優
劣
は
、
湯
面
に
浮
く
泡
沫
の
様
態
で
決
め
る
の
で
あ
る
。
「
闘
茶
」
は
通
常
、
二
人
で
優
劣
を
競
う
も
の
で
、
勝
敗
の
決
め
方
は
「
二
ゲ
ー
ム
先
取
り
の
三
ゲ
ー
ム
制
」
で
あ
る
。
勝
敗
の
点
数
は
専
門
用
語
で
「
水
」
と
数
え
る
。
例
え
ば
、
二
種
の
茶
葉
の
良
し
悪
し
を
判
定
す
る
場
合
、「
何
水
の
差
」
と
使
わ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
即
ち
お
茶
を
点
て
る
技
芸
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
手
順
は
、
い
盞せん－
茶
碗
に
熱
を
加
え
る
。ち
調よう
膏こう－
茶
碗
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
茶
さ
じ
で
茶
末
を
茶
碗
の
中
に
入
れ
熱
湯
を
注
ぎ
、
茶
末
と
合
わ
せ
て
膏
油
状
に
な
る
ま
で
練
り
混
ぜ
る
。
点
茶－
沸
騰
し
た
湯
を
茶
碗
に
注
ぎ
込
む
。
こ
の
「
点
」
と
は
闘
茶
の
過
程
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
点
茶
の
際
に
湯
の
注
ぎ
具
合
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
。
注
い
で
は
止
め
、
止
め
て
は
注
い
で
茶
壺
の
口
に
湯
が
盛
り
上
が
る
ま
で
繰
り
返
24
す
。
途
中
間
を
置
き
な
が
ら
注
い
で
は
い
け
な
い
。
さ
ら
に
注
ぎ
止
め
は
一
気
に
止
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
「
茶
」（
独
特
の
小
さ
な
箒
の
よ
う
な
道
具
）
で
湯
を
か
き
混
ぜ
る
。
そ
の
所
作
に
も
決
ま
り
が
あ
り
、
絶
え
ず
打
つ
か
の
よ
う
に
か
き
混
ぜ
な
が
ら
湯
の
花
を
開
か
せ
る
ま
で
撃
払
（
攪
拌
の
方
法
で
あ
る
。『
茶
録
』
点
茶
の
注
の
項
目
参
照
）
し
て
い
く
。
闘
茶
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な
評
価
に
は
、
二
つ
の
決
め
手
が
あ
る
。
一
に
茶
面
の
湯
の
花
の
色
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
二
に
茶
碗
の
内
側
と
茶
湯
の
境
に
水
の
痕
跡
が
な
く
、
白
い
湯
の
花
が
鮮
明
に
な
る
「
冷
粥
面
」（
点
て
た
茶
が
と
ろ
り
と
な
る
状
態
を
い
う
。「
冷
」
で
限
定
す
る
と
つ
ま
り
点
て
た
茶
は
動
か
な
い
状
態
の
こ
と
で
あ
る
）
と
言
わ
れ
る
も
の
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
湯
の
花
が
均
等
な
も
の
は
「
粥
面
粟
紋
」（
バ
ラ
ン
ス
よ
く
点
て
た
お
茶
の
こ
と
）
と
い
う
。
湯
の
花
が
盞
に
ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
い
て
水
痕
が
な
い
の
は
「
咬
盞
」、
湯
の
花
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
も
の
は
「
雲
脚
散
」
と
い
う
。
点
（
湯
を
注
ぐ
）、
撃
（
か
き
混
ぜ
る
）
と
い
っ
た
動
作
は
宋
代
の
飲
茶
の
絵
に
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
お
り
、
非
凡
な
芸
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
闘
茶
を
素
材
に
し
た
作
品
も
多
く
発
表
さ
れ
た
。
中
で
は
と
り
わ
け
范
仲
淹
の
『
闘
茶
歌
』
や
唐とう
庚こう
の
『
闘
茶
記
』
が
い
ず
れ
も
傑
作
中
の
傑
作
で
あ
る
。
◆
点
茶
遊
芸
（
茶
を
点
て
芸
を
楽
し
む
）
分
茶
は
点
茶
遊
芸
の
一
種
で
あ
る
。
北
宋
の
陶
谷
は
分
茶
を
「
茶
百
戯
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。
分
茶
の
妙
は
湯
の
花
に
あ
る
。
湯
の
花
は
茶
の
表
面
に
浮
か
ぶ
細
か
い
泡
で
、
抹
茶
特
有
の
現
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
鑑
賞
性
に
富
ん
だ
茶
芸
は
宋
代
の
人
々
に
大
変
人
気
が
あ
っ
た
と
い
う
。
具
体
的
に
は
お
そ
ら
く
、
ま
ず
茶
を
挽
い
て
粉
末
に
し
、
そ
れ
を
沸
騰
し
た
湯
に
入
れ
て
湯
の
花
を
生
じ
さ
せ
る
ま
で
一
定
の
時
間
を
か
け
て
煮
立
て
て
い
く
。
そ
し
て
茶
と
湯
の
花
を
と
も
に
茶
碗
に
注
ぎ
、
茶
で
う
ま
い
具
合
に
か
き
混
ぜ
る
と
、
鮮
や
か
な
緑
黄
色
を
帯
び
た
茶
の
湯
の
表
面
に
霜
や
雪
の
よ
う
な
湯
の
花
が
咲
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
宋
代
の
茶
碗
に
は
黒こく
釉ゆう
建けん
盞せん
が
多
く
、
白
茶
が
流
行
し
て
い
た
た
め
、
器
に
茶
を
注
い
だ
時
に
色
が
映
え
、
建
盞
の
表
面
に
現
れ
た
模
様
が
山
水
雲
霧
や
花
鳥
魚
虫
、
人
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
図
案
を
呈
し
、
ま
る
で
千
変
万
化
す
る
一
幅
の
絵
画
の
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
分
茶
の
技
芸
は
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
◆
客
来
敬
茶
（
客
を
茶
で
も
て
な
す
）
平
民
の
茶
芸
の
う
ち
最
も
大
衆
的
な
も
の
は
「
客
来
敬
茶
」（
客
を
茶
で
も
て
な
す
）
で
あ
り
、
中
国
人
の
伝
統
的
な
礼
儀
で
あ
る
。
顔
真
卿
の
『
五
言
月
夜
啜
茶
聯
句?18）
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
泛
花
邀
坐
客
、
代
飲
引
情
言
。（
す
べ
て
の
花
々
、
坐
客
を
も
て
な
し
、
飲
に
代
わ
っ
て
情
言
を
誘
う
）（
後
略
）
こ
れ
ら
は
み
な
中
国
人
が
客
を
飲
茶
に
招
く
習
慣
を
指
し
て
い
る
。
一
碗
の
お
茶
を
淹
れ
る
の
は
ち
ょ
っ
と
し
た
手
間
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
手
間
を
か
け
る
過
程
に
お
い
て
、
中
国
人
が
お
茶
で
客
を
も
て
な
す
と
い
う
誠
意
や
友
好
の
心
、
さ
ら
に
は
茶
に
よ
る
以
心
伝
心
の
情
感
世
界
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
◆
宗
教
茶
芸
25
茶芸と茶道における諸要素
飲
茶
は
環
境
を
重
ん
じ
る
。
中
国
南
方
の
名
山
古
刹
は
ほ
と
ん
ど
が
山
紫
水
明
の
う
っ
そ
う
と
樹
木
が
茂
っ
た
地
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
禅
房
は
茶
芸
普
及
の
良
い
条
件
を
備
え
て
い
た
。
中
で
も
浙
江
省
の
天
目
山
の
径
山
寺
（
六
二
七
｜
六
四
九
年
建
立
）
は
、
唐
、
宋
、
元
代
以
来
、
国
内
最
大
の
禅
宗
寺
院
で
あ
っ
た
。
径
山
寺
に
は
茶
園
が
あ
り
、
そ
こ
で
産
し
た
銘
茶
で
お
客
を
も
て
な
し
て
い
た
。
そ
れ
で
飲
茶
の
習
慣
が
一
層
盛
ん
に
な
っ
て
、
後
に
径
山
寺
の
お
客
を
も
て
な
す
茶
は
「
径
山
茶
宴?19）
」
と
も
呼
ば
れ
る
特
別
な
礼
法
に
な
っ
た
。
そ
の
方
法
は
、
即
ち
僧
と
客
人
が
輪
に
な
っ
て
座
り
、
僧
が
茶
を
供
し
て
い
た
。
当
時
の
こ
の
よ
う
な
お
寺
で
の
「
点
茶
法?20）
」
は
、
後
の
日
本
茶
道
の
興
隆
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
今
日
ま
で
日
本
で
は
径
山
寺
よ
り
伝
わ
っ
た
宋
代
の
黒
釉
盞
が
「
天
目
茶
碗?21）
」
と
呼
び
継
が
れ
、
国
の
文
化
財
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
茶
芸
は
儒
教
思
想
を
そ
の
核
に
置
き
な
が
ら
も
、
道
教
と
仏
教
に
も
融
合
し
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
。
陸
羽
は
真
の
茶
芸
を
究
め
る
た
め
に
、
厳
格
な
規
則
を
作
っ
て
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
好
し
と
し
、
二
四
種
の
器
の
う
ち
一
つ
で
も
欠
け
て
は
い
け
な
い
と
し
た
。
こ
れ
は
茶
に
よ
っ
て
倫
理
と
秩
序
を
明
ら
か
に
す
る
儒
教
の
思
想
を
発
揚
す
る
た
め
、
茶
に
は
ま
ず
「
茶
の
礼
儀
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
主
旨
で
あ
っ
た
。
ま
た
陸
羽
は
山
野
や
林
な
ど
で
茶
を
飲
む
時
は
そ
れ
ほ
ど
規
則
に
縛
ら
れ
ず
と
も
よ
い
と
し
、
楽
し
む
こ
と
は
儒
教
思
想
の
二
番
目
の
主
旨
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
茶
に
よ
る
遊
び
、「
茶
芸
」
の
効
果
を
宣
伝
し
た
。
儒
教
に
対
し
て
、
仏
教
か
ら
派
生
し
た
禅
宗
の
宗
教
哲
学
の
概
念
が
日
常
生
活
の
物
事
に
浸
透
し
て
い
く
中
で
、「
茶
道
」
思
想
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
道
家
隠
者
の
茶
道
は
空
虚
の
美
や
空
霊
の
美
を
主
張
す
る
。
道
教
の
茶
芸
の
境
地
と
は
、
大
自
然
の
中
で
水
に
こ
だ
わ
っ
て
茶
を
淹
れ
、
山
水
に
思
い
を
馳
せ
て
天
地
と
冥
合
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
隠
者
の
茶
は
現
実
を
超
越
し
て
自
然
に
帰
る
と
い
う
優
雅
の
妙
深
き
茶
を
追
い
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
「
茶
芸
」
の
称
呼
に
は
も
っ
と
も
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
五
、
中
国
に
お
け
る
茶
芸
の
現
状
と
そ
の
展
望
１
茶
芸
の
流
行
い
ま
、
上
海
を
は
じ
め
、
全
国
に
広
が
る
茶
芸
ブ
ー
ム
の
流
行
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
大
陸
に
持
ち
込
ま
れ
た
台
湾
の
茶
芸
は
、
こ
れ
ま
で
の
上
海
の
豫
園
に
あ
る
湖
心
亭
茶
楼
や
北
京
の
老
舎
茶
館?22）
の
よ
う
な
由
緒
の
あ
る
も
の
と
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
中
国
茶
を
提
供
す
る
?茶
楼
」
は
、
中
国
の
各
地
方
で
、
習
慣
と
地
方
性
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
名
称
で
呼
ば
れ
て
き
た
。?茶
楼
」
と
「
茶
館
」
以
外
に
茶
坊
、
茶
社
、
茶
市
、
茶
座
、
茶
居
、
茶
園
、
茶
店
、
茶
庄
、
茶
屋
な
ど
で
あ
る
。
茶
館
は
中
国
の
素
朴
な
庶
民
の
集
い
の
場
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
は
人
々
が
京
劇
の
歌
を
披
露
し
た
り
、
漫
才
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
近
頃
こ
の
よ
う
な
場
が
よ
り
多
様
に
変
わ
っ
て
き
た
。
娯
楽
茶
館
、
音
楽
茶
館
、
碁
茶
館
、
芸
術
鑑
賞
茶
館
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
大
き
く
分
け
る
と
二
種
類
の
26
も
の
が
あ
る
。
即
ち
、
茶
の
愛
好
者
お
よ
び
中
所
得
者
層
以
上
の
も
の
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
比
較
的
高
級
な
茶
芸
館
の
よ
う
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
市
民
の
憩
い
と
娯
楽
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
打
ち
合
わ
せ
、
接
待
と
デ
ー
ト
の
場
所
の
提
供
な
ど
を
目
的
に
し
た
庶
民
向
け
の
茶
芸
館
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
と
に
か
く
一
概
に
つ
か
み
よ
う
も
な
い
よ
う
な
場
所
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
う
。
２
茶
芸
の
更
な
る
発
展
機
運
の
高
ま
り
①
上
海
の
児
童
茶
芸
上
海
で
は
、
最
近
各
種
の
お
茶
を
使
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
く
創
作
さ
れ
た
「
茶
芸
」
が
シ
ョ
ー
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
道
具
や
衣
装
も
派
手
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
皮
相
的
な
茶
芸
の
流
行
に
異
議
を
唱
え
る
声
も
出
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
で
は
、
児
童
の
徳
育
教
育
に
茶
芸
を
導
入
し
て
い
る
。
一
九
九
二
年
、
上
海
に
始
ま
っ
た
こ
の
運
動
は
中
国
各
地
に
広
が
り
、
子
供
達
の
放
課
後
の
活
動
と
し
て
、
茶
に
対
す
る
認
識
の
普
及
と
公
徳
心
養
成
に
資
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
こ
で
、
少
年
児
童
茶
芸
チ
ー
ム
が
多
数
生
ま
れ
て
い
る
。
目
下
上
海
市
で
は
一
七
ヶ
所
の
区
と
県
の
一
〇
〇
ヶ
所
の
学
校
の
中
に
、
な
ん
と
三
〇
万
人
も
の
〞
小
茶
人
〝
が
豊
富
多
彩
な
茶
芸
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
れ
を
通
し
て
少
年
児
童
た
ち
は
茶
文
化
を
体
験
し
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
中
国
の
悠
久
た
る
文
化
歴
史
も
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
昨
年
の
七
月
に
上
海
で
全
国
初
の
「
中
国
少
年
茶
芸
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
挙
行
し
た
。
②
茶
芸
師
養
成
セ
ン
タ
ー
中
国
で
は
茶
芸
師
資
格
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
高
級
茶
芸
技
師
、
茶
芸
技
師
、
高
級
茶
芸
師
、
中
級
茶
芸
師
、
初
級
茶
芸
師
の
五
段
階
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
九
九
九
年
、
中
国
労
働
及
び
社
会
保
障
部
と
中
国
茶
関
係
の
学
者
ら
に
よ
っ
て
「
茶
芸
師
国
家
職
業
基
準
」
が
提
案
さ
れ
、
中
国
茶
と
中
国
茶
芸
に
お
い
て
一
定
レ
ベ
ル
を
保
ち
、
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
の
国
家
検
定
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。
二
〇
〇
二
年
春
に
は
、
第
一
回
の
認
定
試
験
が
行
わ
れ
た
。「
茶
芸
師
国
家
職
業
基
準
」
の
本
来
の
目
的
は
、
茶
芸
館
や
茶
店
の
多
く
が
自
営
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
営
業
内
容
や
消
費
者
利
益
の
保
護
に
不
備
が
多
い
状
態
を
是
正
す
る
職
業
訓
練
に
あ
り
、
ま
た
開
店
許
可
の
意
味
合
い
も
強
い
。
こ
の
「
茶
芸
師
国
家
職
業
基
準
」
は
本
来
中
国
国
内
向
け
の
制
度
だ
が
、
中
国
茶
文
化
を
教
養
と
し
て
身
に
つ
け
た
い
外
国
人
が
想
定
外
に
多
か
っ
た
。
ど
う
い
う
ふ
う
に
海
外
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
か
は
、
今
後
の
制
度
整
備
の
課
題
で
も
あ
る
と
思
う
。
③
上
海
の
茶
芸
事
情
上
海
で
は
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
二
八
日
に
第
一
期
茶
芸
師
養
成
班
が
正
式
に
発
足
し
た
。
二
〇
〇
四
年
の
一
一
月
二
八
日
に
上
海
市
茶
葉
学
会
が
そ
れ
を
受
け
て
、「
上
海
市
茶
業
職
業
養
成
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
た
。
目
下
第
六
期
生
が
勉
強
中
で
あ
る
。
中
国
の
他
の
地
域
の
茶
芸
師
と
同
じ
よ
う
に
上
海
で
も
茶
芸
師
は
、
上
海
市
社
会
労
働
保
障
局
が
認
定
す
る
茶
芸
を
行
う
職
業
資
格
で
あ
る
。
中
国
で
は
、
改
革
開
放
政
策
を
実
施
し
て
以
来
、
国
家
試
験
、
官
民
共
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催
試
験
に
よ
る
技
術
資
格
・
職
業
資
格
認
定
制
度
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
は
実
に
多
種
多
様
で
あ
る
。
こ
の
上
海
茶
芸
師
の
職
業
資
格
も
、
ど
れ
だ
け
厳
格
な
も
の
で
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
信
頼
性
が
あ
る
の
か
は
い
さ
さ
か
疑
問
に
思
う
次
第
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
な
い
よ
り
は
ず
っ
と
ま
し
だ
。
こ
れ
を
第
一
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
だ
ん
だ
ん
と
科
学
的
か
つ
体
系
的
に
制
度
化
さ
れ
て
い
く
と
思
う
。
私
も
茶
文
化
研
究
と
い
う
立
場
で
茶
芸
師
た
ち
に
教
え
て
い
る
が
、
養
成
コ
ー
ス
は
一
期
半
年
で
茶
の
歴
史
、
茶
の
文
化
、
茶
席
設
計
な
ど
の
勉
強
と
稽
古
を
す
る
。
そ
の
修
了
資
格
試
験
は
、
自
分
な
り
の
茶
席
を
考
案
し
て
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
的
な
茶
席
の
つ
く
り
方
を
実
践
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ
こ
で
、
ま
ず
一
体
茶
芸
と
は
何
か
を
新
た
に
定
義
し
て
み
た
い
。
「
茶
芸
」
と
は
、
美
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
（
茶
選
び
、
水
貯
え
、
道
具
整
え
な
ど
）
と
美
味
し
い
お
茶
の
飲
み
方
（
色
、
香
、
味
、
形
と
い
う
諸
要
素
の
美
）、
並
び
に
立
派
な
茶
芸
人
へ
の
成
長
（
教
養
あ
る
人
間
の
形
成
）
と
い
う
三
要
素
を
備
え
た
生
活
的
か
つ
健
康
的
な
総
合
芸
術
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
中
国
に
は
い
ろ
い
ろ
な
文
化
的
要
素
が
あ
る
が
、
た
だ
そ
れ
を
仕
上
げ
て
い
く
人
が
そ
う
多
く
は
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
日
本
の
研
究
者
ら
に
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
う
。
日
本
人
の
学
者
は
こ
れ
ま
で
西
洋
的
学
術
方
法
で
、「
一
に
二
が
生
ま
れ
る
」
と
い
う
細
分
化
す
る
方
法
で
、
自
国
の
文
化
の
細
部
に
ま
で
分
析
を
加
え
、
た
え
ず
新
し
い
研
究
成
果
を
積
み
上
げ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
中
国
の
学
術
研
究
法
の
場
合
は
、
正
に
「
二
に
一
が
生
ま
れ
る
」
か
の
よ
う
な
、
た
い
へ
ん
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
観
点
で
物
事
を
論
じ
て
い
く
。
私
の
捉
え
る
茶
芸
は
、
や
は
り
こ
の
「
二
に
一
が
生
ま
れ
る
」
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
で
ま
と
め
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
中
国
と
日
本
の
「
二
つ
」
の
方
向
か
ら
「
一
」
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
④
茶
芸
に
あ
る
茶
席
の
姿
茶
芸
に
欠
か
せ
な
い
要
素
の
一
つ
は
、
茶
席
で
あ
る
。
で
は
茶
席
と
は
、
何
な
の
か
。
「
茶
席
と
は
、
茶
道
具
を
媒
介
に
す
る
、
あ
る
基
準
に
基
づ
い
て
芸
術
の
型
を
演
出
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
考
え
た
い
。
茶
席
の
要
素
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
茶
席
の
構
造
‥
舞
台
の
空
間
的
調
和
（
装
置
な
ど
の
大
小
・
明
暗
・
高
低
・
遠
近
・
左
右
）
茶
席
の
構
成
‥
①
茶
品
、
②
道
具
の
組
み
合
わ
せ
、
③
敷
物
、
④
生
花
、
⑤
絵
掛
け
、
⑥
茶
菓
子
、
⑦
舞
台
の
効
果
と
雰
囲
気
（
音
楽
な
ど
を
含
む
）
茶
席
の
種
類
‥
①
少
年
茶
席
、
②
都
会
茶
席
、
③
地
方
茶
席
、
④
模
倣
茶
席
（
古
代
の
も
の
）
茶
席
の
内
容
‥
①
緑
茶
、
②
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
③
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
、
④
プ
ー
ア
ル
茶
茶
席
の
形
態
‥
一
人
演
出
数
人
演
出
坐
式
演
出
立
式
演
出
正
座
に
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近
い
よ
う
に
膝
付
き
演
出
茶
席
の
方
法
‥
コ
ッ
プ
式
（
緑
茶
）
陶
磁
製
茶
碗
式
（
花
茶
か
緑
茶
）
紫
砂
壺
セ
ッ
ト
式
六
、
生
活
茶
芸
１
養
生
中
国
人
の
飲
茶
は
道
教
の
「
養
生
」
の
思
想
に
密
着
し
て
お
り
、
一
杯
の
茶
を
淹
れ
、
淡
泊
で
穏
や
か
な
味
わ
い
の
中
に
趣
を
求
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
を
見
出
す
こ
と
で
も
あ
る
。
現
在
の
中
国
社
会
を
見
て
も
、
中
国
人
は
仕
事
中
も
勉
強
中
も
、
人
と
話
す
時
も
運
転
中
で
も
、
一
杯
の
清
ら
か
で
薫
り
高
い
茶
を
欠
か
さ
な
い
。
茶
は
喉
の
渇
き
を
癒
す
だ
け
で
な
く
、
他
の
飲
み
物
で
は
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
の
出
来
な
い
「
楽
観
養
生
」
の
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
２
茶
膳
近
年
の
茶
文
化
の
発
展
に
よ
り
、
中
国
で
は
茶
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
が
作
ら
れ
て
い
る
。
飲
む
だ
け
の
茶
に
と
ど
ま
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
食
べ
る
茶
と
い
う
発
想
の
も
と
に
「
茶
膳
」
な
る
料
理
も
生
ま
れ
た
。
３
保
健
中
国
人
に
と
っ
て
、
心
臓
病
や
風
邪
の
予
防
も
茶
を
飲
む
こ
と
の
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
飲
茶
に
は
次
の
よ
う
な
効
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
精
神
安
定
、
頭
脳
明
晰
、
覚
醒
作
用
、
消
化
促
進
、
酔
い
覚
ま
し
、
利
尿
作
用
、
発
汗
作
用
、
口
渇
感
を
癒
す
、
咳
痰
止
め
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
解
熱
解
毒
、
外
傷
や
膿
の
治
療
、
止
瀉
、
空
腹
を
満
た
し
精
力
を
つ
け
る
、
歯
の
健
康
。
４
社
交
俗
に
「
君
子
の
交
わ
り
は
淡
き
こ
と
水
の
如
し
」
と
い
う
。
茶
の
味
は
淡
く
、
平
和
で
穏
や
か
で
あ
り
、
中
国
人
は
茶
を
友
と
成
し
、
繰
り
返
し
て
常
と
す
る
。
茶
は
親
し
み
や
自
然
、
純
朴
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
庶
民
の
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
茶
に
よ
る
集
い
の
場
と
し
て
は
「
泡
茶
館
」
が
あ
り
、
浙
江
省
、
四
川
省
で
流
行
し
て
い
る
。「
泡
茶
館
」（
茶
芸
館
と
ほ
ぼ
同
じ
）
は
、
茶
を
通
じ
て
友
と
交
わ
っ
て
き
た
中
国
人
の
数
千
年
来
の
精
神
史
を
知
る
格
好
の
場
で
あ
る
。
七
、
日
本
茶
道
の
諸
要
素
｜
型
?気
?美
?禅
に
つ
い
て
茶
道
の
「
道
」
と
い
う
漢
字
の
語
義
に
つ
い
て
、
先
に
も
引
い
た
『
辞
海
』
で
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
１
）
道
路
、
２
）
方
法
、
技
芸
、
３
）
規
律
、
事
理
、
４
）
思
想
、
学
術
、
５
）
言
う
、
６
）
道
教
、
７
）
祭
路
神
、
８
）
古
代
の
行
政
区
分
、
９
）
数
量
詞
、
10
）
苗
字
。
日
本
の
『
大
漢
語
林
』
で
は
（
ど
う
、
み
ち
）
‥
①
道
ａ
通
り
み
ち
（
道
路
、
道
）、
ｂ
こ
と
わ
り
（
筋
、
正
し
い
道
筋
）、
ｃ
甲
、
道
理
・
人
道
・
儒
教
の
教
え
‥
乙
、
道
家
の
説
く
宇
宙
万
物
の
根
源
・
現
象
の
本
体
‥
ｄ
働
き
‥
ｅ
手
だ
て
（
や
り
方
、
方
法
、
手
段
）
‥
ｆ
主
義
主
張
‥
ｇ
学
問
、
技
芸
、（
武
道
）
‥
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ｈ
教
え
‥
ｉ
政
令
・
制
度
、
②
み
ち
す
る
ａ
通
る
・
通
じ
る
‥
ｂ
行
く
・
道
に
沿
っ
て
行
く
③
道
の
神
④
道
教
⑤
仏
教
ま
た
は
僧
侶
⑥
行
政
区
画
の
名
⑦
国
の
名
⑧
仏
教
の
有
漏
道
と
無
漏
道
一
方
、
故
白
川
静
氏
に
よ
る
『
字
通
』
で
は
、「
道
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
こ
う
説
明
し
て
い
る
。
１
）
み
ち
、
み
ち
を
き
よ
め
る
、
み
ち
び
く
、
ひ
ら
く
２
）
と
お
る
、
み
ち
ゆ
く
、
ゆ
く
、
か
よ
う
３
）
こ
と
わ
り
、
は
た
ら
き
、
て
だ
て
、
お
し
え
、
道
理
４
）
し
た
が
う
、
お
こ
な
う
、
よ
る
、
た
だ
し
い
５
）
い
う
、
か
た
る
６
）
道
術
、
道
教
、
道
士
、
才
芸
７
）
行
政
単
位
以
上
の
双
方
の
辞
書
の
解
釈
を
見
て
み
る
と
、「
道
」
の
語
義
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
区
別
は
な
い
が
、
た
だ
、
日
本
の
辞
書
に
は
、「
道
」
の
字
義
解
釈
に
は
、「
武
道
」「
才
芸
」
の
意
味
合
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
特
徴
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
道
」
と
い
う
字
の
起
源
に
つ
い
て
中
国
で
は
、「
道
」
の
初
見
は
紀
元
前
八
四
一
年
、
西
周
時
代
の
銅
器
銘
文
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
一
世
紀
頃
の
後
漢
の
許
慎
の
《
説
文
解
字?23）
》
に
は
「
道
、
走
行
之
道
也
」
と
書
い
て
あ
る
。
日
本
の
「
道みち
」
は
七
、
八
世
紀
頃
唐
か
ら
導
入
し
、
律
令
制
が
作
ら
れ
た
奈
良
時
代
に
は
、「
道
」
を
地
方
の
名
称
と
し
て
使
い
始
め
た
。
鎌
倉
時
代
の
舞
楽
解
説
書
『
教
訓
抄?24）
』
に
は
、〞
道
〝
と
い
う
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
道
理
の
意
味
あ
い
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
「
茶
道
」
を
含
め
た
日
本
の
諸
々
の
「
何
々
の
道
」
と
い
う
言
葉
は
江
戸
時
代
以
降
に
段
々
と
使
い
始
め
た
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
私
は
「
道
」
と
い
う
概
念
を
論
じ
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
む
し
ろ
日
本
茶
道
の
中
の
「
道
」
を
、
幅
広
く
捉
え
て
茶
道
文
化
と
し
て
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
１
日
本
茶
道
に
お
け
る
「
型
」
に
つ
い
て
厳
密
に
言
え
ば
、
お
茶
の
点
前
は
茶
道
の
規
則
で
あ
り
、
お
茶
の
点
て
方
か
ら
飲
み
方
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
規
定
し
て
い
る
。
流
派
に
よ
っ
て
は
そ
の
作
法
も
違
う
。
例
え
ば
袱
紗
の
た
た
み
方
だ
け
で
諸
流
派
が
違
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
実
際
に
お
茶
の
稽
古
も
作
法
を
繰
り
返
す
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
点
前
作
法
が
抜
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
お
茶
は
「
楽
し
む
」
す
な
わ
ち
快
楽
的
と
い
う
要
素
し
か
残
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
茶
道
に
お
い
て
は
「
型?25）
」
に
嵌
ま
ら
な
い
と
心
身
と
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
す
る
と
、「
型
」
に
嵌
ま
っ
て
稽
古
す
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
な
ぜ
茶
道
は
「
型
」
に
嵌
ま
る
こ
と
が
重
要
な
の
か
。
茶
道
の
目
的
は
必
ず
し
も
型
を
求
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
美
を
追
求
し
、「
道
」
の
精
神
に
辿
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
日
、
裏
千
家
は
世
界
三
十
数
ヶ
国
に
一
〇
〇
ヶ
所
ほ
ど
茶
道
の
拠
点
を
抱
え
な
が
ら
活
動
を
広
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
八
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
「
鵬
雲
斎
」
の
斎
号
を
持
つ
千
玄
室
は
、
依
然
と
し
て
二
〇
世
紀
の
初
期
の
頃
岡
倉
天
心
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
一
碗
の
茶
」
で
も
て
な
し
な
が
ら
互
い
に
平
和
な
心
を
大
切
に
す
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
理
念
で
友
好
の
大
使
の
役
割
を
果
た
し
続
け
て
30
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
茶
道
の
型
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
茶
道
の
貢
献
と
し
て
今
日
も
世
界
に
示
し
て
い
る
こ
の
「
型
」
こ
そ
も
っ
と
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
型
」
が
五
〇
〇
年
近
く
の
時
間
軸
を
越
え
、
延
々
と
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
た
い
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
五
〇
〇
年
も
の
茶
道
発
展
史
に
お
い
て
、
人
々
の
お
茶
へ
の
憧
れ
と
一
途
な
瞑
想
を
経
て
、
茶
道
と
建
物
、
茶
道
と
道
具
、
茶
道
と
禅
、
茶
道
と
歌
、
茶
道
と
人
間
、
茶
道
と
美
、
茶
道
と
精
神
な
ど
が
全
て
今
日
の
茶
道
の
「
型
」
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
茶
道
の
「
型
」
を
仕
上
げ
る
た
め
に
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を
し
て
い
た
人
々
の
姿
が
輝
い
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
能
阿
弥
、
村
田
珠
光
、
武
野
紹
鷗
、
千
利
休
、
古
田
織
部
、
小
堀
遠
州
、
片
桐
石
州
、
千
宗
旦
の
よ
う
な
茶
匠
が
大
き
な
功
績
を
残
し
、
ま
た
佐
々
木
道
誉
、
足
利
義
政
、
松
永
久
秀
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
、
蒲
生
氏
郷
、
黒
田
如
水
、
織
田
有
楽
斎
、
伊
達
政
宗
の
よ
う
な
武
将
の
名
も
挙
げ
ら
れ
る
。
茶
の
「
型
」
は
こ
の
よ
う
に
茶
道
を
媒
介
に
し
て
人
間
の
堅
忍
不
抜
の
精
神
力
と
偉
大
な
る
知
恵
の
所
産
で
あ
り
、
こ
れ
も
世
界
茶
文
化
史
に
お
け
る
壮
挙
と
し
て
讃
え
る
に
値
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
型
」
と
「
形
」
は
漢
字
で
書
く
と
字
形
が
違
う
が
、
そ
の
発
音
は
両
方
と
も
「
か
た
」
と
読
む
。
広
辞
苑
で
は
、
両
者
に
関
す
る
説
明
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
型
に
つ
い
て
は
、
①
形
を
作
り
出
す
元
に
な
る
も
の
、
②
伝
統
・
習
慣
と
し
て
決
ま
っ
た
形
式
、
③
武
道
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
、
規
範
と
な
る
方
式
、
④
も
の
を
類
に
分
け
た
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
よ
く
表
し
た
典
型
。
そ
の
よ
う
な
形
式
・
形
態
・
タ
イ
プ
・
パ
タ
ー
ン
と
い
う
。
形
に
つ
い
て
は
、
①
形
状
、
②
事
が
あ
っ
た
あ
と
に
残
り
、
そ
れ
が
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
よ
う
な
し
る
し
。
あ
と
か
た
、
③
模
様
。
あ
や
、
④
占
い
の
際
に
現
れ
る
し
る
し
。
う
ら
か
た
、
⑤
銭
の
表
。
古
銭
で
文
字
の
刻
ま
れ
た
面
、
⑥
物
に
似
せ
て
作
っ
た
形
、
⑦
貸
し
た
し
る
し
と
し
て
取
っ
た
物
と
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
字
義
か
ら
見
る
と
、
型
は
形
を
包
み
、
形
は
型
に
包
ま
れ
る
意
味
合
い
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
型
は
そ
の
形
を
残
さ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
形
は
所
詮
形
の
ま
ま
に
存
在
す
る
。
日
本
茶
道
の
「
型
」
は
一
体
ど
の
よ
う
に
成
立
し
て
き
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
柳
宗
悦
の
『
茶
と
美
』
に
は
「
つ
か
う
べ
き
場
所
で
つ
か
う
べ
き
器
物
を
、
つ
か
う
べ
き
時
に
用
い
れ
ば
自
ら
法
に
帰
っ
て
ゆ
く
。
一
番
無
駄
の
無
い
用
い
方
に
落
ち
着
く
と
き
、
そ
れ
が
一
定
の
型
に
入
る
の
で
あ
る
。
型
は
い
わ
ば
結
晶
し
た
姿
と
も
言
え
る
。
煮
詰
ま
る
と
こ
ろ
ま
で
煮
詰
ま
っ
た
と
き
、
も
の
の
精
髄
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
型
で
あ
り
道
で
あ
る?26）
」
と
あ
る
。
茶
道
に
お
い
て
、
型
は
形
を
残
さ
な
い
も
の
で
「
無
形
性
」
的
で
あ
る
。
型
を
表
現
す
る
た
め
に
は
人
間
の
行
い
が
必
要
で
あ
る
。
柳
宗
悦
の
観
点
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
茶
器
の
用
い
方
が
茶
人
に
よ
っ
て
型
に
ま
で
高
め
ら
れ
、
茶
道
の
型
は
言
い
換
え
れ
ば
「
法
」
で
も
あ
る
。
こ
の
法
も
実
は
形
を
残
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
日
本
人
は
茶
道
を
媒
介
に
し
て
、
有
形
性
を
「
無
形
性
」
に
、
日
31
茶芸と茶道における諸要素
常
性
を
「
非
日
常
性
」
に
、
現
実
性
を
「
虚
構
性
」
に
、
さ
ら
に
遊
芸
性
を
「
求
道
性
」
に
し
て
、
最
後
に
茶
道
世
界
の
お
茶
は
ま
っ
た
く
〞
虚
無
の
世
界
〝
に
組
み
替
え
さ
せ
ら
れ
た
。
「
組
み
替
え
さ
せ
ら
れ
る
」
を
日
本
語
の
文
法
で
説
明
す
る
と
「
使
役
受
身
」
の
用
法
と
な
る
が
、
茶
道
、
い
や
茶
道
以
外
の
日
本
的
な
る
文
化
の
殆
ど
は
皆
こ
の
よ
う
な
方
式
を
取
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
即
ち
「
何
々
を
何
々
に
さ
せ
た
あ
と
で
何
々
に
な
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
例
え
ば
日
本
の
あ
る
寺
院
の
僧
侶
が
茶
道
の
稽
古
を
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
に
こ
ん
な
こ
と
を
話
し
か
け
た
。「
茶
室
で
お
茶
を
い
た
だ
く
時
、
お
腹
に
広
が
る
暖
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
宇
宙
全
体
を
身
体
に
流
し
込
み
な
さ
い
…
…
そ
う
す
れ
ば
、
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
瞬
間
、
自
分
が
何
者
か
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
ん
だ
、
そ
れ
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
感
じ
な
が
ら
お
茶
を
味
わ
え
る
は
ず
で
す
よ?27）
」。
こ
こ
で
は
、
飲
茶
者
は
お
茶
を
飲
む
行
為
を
「
無
」
に
さ
せ
な
が
ら
、
こ
の
日
常
性
と
虚
構
性
の
は
ざ
ま
（
茶
道
の
型
）
に
誘
い
込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
実
は
茶
道
以
外
に
も
、
歌
道
、
蹴
鞠
道
、
書
道
、
華
道
、
剣
道
、
柔
道
、
弓
道
、
香
道
、
将
棋
道
の
よ
う
に
「
道
」
が
付
く
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
々
の
道
に
も
そ
れ
な
り
の
型
が
あ
る
。
し
か
も
見
え
る
よ
う
で
見
え
な
い
よ
う
な
「
型
」
ば
か
り
で
あ
る
。
型
に
対
す
る
形
は
物
で
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
茶
道
具
な
ど
形
が
実
在
す
る
も
の
は
形
を
持
っ
て
い
る
。
茶
器
も
美
の
表
現
で
あ
り
、
茶
道
の
理
念
が
含
ま
れ
て
い
る
。
茶
器
は
単
な
る
形
だ
け
で
は
造
作
に
と
ど
ま
る
。
陶
工
は
陶
器
を
作
る
技
術
だ
け
生
か
せ
ば
形
は
で
き
る
が
形
を
通
し
て
表
現
す
る
自
然
の
美
の
理
念
は
表
現
し
そ
こ
な
う
。
し
か
し
、
そ
の
境
地
に
至
る
に
は
作
る
法
則
、
い
わ
ゆ
る
「
型
」
が
必
要
で
あ
る
。
陶
器
を
作
る
型
を
見
つ
け
る
プ
ロ
セ
ス
は
陶
工
の
修
業
で
あ
る
。
陶
工
は
、
茶
の
理
念
を
魂
と
す
る
茶
器
を
創
作
す
る
に
は
形
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
型
」
を
超
え
て
創
造
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
茶
人
は
茶
道
の
作
法
に
従
っ
て
稽
古
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
作
法
に
従
う
だ
け
で
は
そ
こ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
茶
道
は
作
法
に
だ
け
気
を
取
ら
れ
た
ら
、
技
法
を
強
調
し
、
技
術
に
な
っ
て
し
ま
う
。
点
前
と
い
う
茶
道
の
「
型
」
に
嵌
め
る
こ
と
は
目
的
で
は
な
く
、「
型
」
に
嵌
め
る
こ
と
を
通
し
て
創
造
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
要
す
る
に
、「
型
」
か
ら
抜
け
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
は
想
像
力
を
い
か
し
て
創
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
美
を
体
験
す
る
の
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
何
も
の
に
も
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
奔
放
な
も
の
で
あ
る
。
茶
道
も
美
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
由
に
創
造
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
人
間
が
自
ら
「
型
」
を
作
り
上
げ
る
こ
と
と
自
由
を
求
め
る
こ
と
と
が
一
見
、
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
制
限
が
無
け
れ
ば
自
由
と
不
自
由
と
の
差
も
消
え
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
は
と
て
も
弁
証
法
的
な
思
想
だ
と
思
わ
れ
る
。
型
は
道
を
見
つ
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
世
の
中
の
こ
と
に
は
皆
道
が
あ
る
。
修
行
を
通
し
て
型
に
入
る
。
そ
こ
か
ら
道
が
見
え
て
く
る
。
日
常
生
活
に
あ
る
物
事
に
も
道
が
あ
る
。「
型
」
に
嵌
め
る
こ
と
は
禅
宗
の
思
想
「
悟
32
る
」
と
「
無
」
に
等
し
い
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
茶
道
の
「
型
」
に
見
え
る
よ
う
で
見
え
な
い
よ
う
な
「
道
」
の
精
神
が
あ
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
は
な
い
か
。
２
日
本
茶
道
に
お
け
る
「
気
遣
い
」
に
つ
い
て
日
本
語
に
は
「
気
を
遣
う
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
に
「
気
が
疲
れ
る
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
日
本
人
が
「
気
を
遣
う
」
の
だ
か
ら
、
気
が
疲
れ
る
の
は
当
然
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
世
界
の
ど
の
言
語
も
こ
の
「
気
を
遣
う
」
の
「
気
」
と
い
う
語
に
相
応
す
る
言
葉
が
な
い
よ
う
な
「
気
」
に
育
ま
れ
た
日
本
人
の
対
人
関
係
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
と
、
実
に
複
雑
な
要
素
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
日
本
人
が
普
通
、
外
国
人
よ
り
十
二
分
に
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
「
気
を
遣
う
」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
日
本
人
は
絶
え
ず
自
分
の
周
り
に
気
を
遣
っ
て
い
る
。
周
り
が
自
分
を
ど
う
見
て
い
る
か
と
と
て
も
気
に
な
る
。
そ
れ
で
自
分
の
意
図
す
る
よ
う
に
見
て
も
ら
う
た
め
に
あ
れ
こ
れ
と
工
夫
す
る
。
そ
の
工
夫
が
自
分
の
身
な
り
や
振
る
舞
い
や
言
葉
遣
い
な
ど
に
表
れ
る
。
あ
れ
こ
れ
工
夫
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
り
が
自
分
の
工
夫
し
た
通
り
に
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
と
、
ま
た
気
を
遣
っ
て
し
ま
う
。
も
し
工
夫
し
た
通
り
に
理
解
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
「
気
を
遣
う
」
に
「
気
を
遣
う
」
を
重
ね
て
い
く
。
つ
ま
り
「
気
を
遣
う
」
方
式
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
つ
い
気
遣
い
が
絶
え
な
い
た
め
、
気
が
疲
れ
て
、
一
人
で
居
た
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
日
本
人
の
「
気?28）
」
に
つ
い
て
、
近
世
以
降
は
主
と
し
て
精
神
面
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
茶
道
の
世
界
に
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
茶
道
の
修
業
に
つ
い
て
、
茶
道
の
開
祖
と
も
言
わ
れ
て
い
る
村
田
珠
光
が
「
万
事
に
、
た
し
な
み
、
き
づ
か
い?29）
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
亭
主
は
お
客
さ
ん
が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
お
客
さ
ん
は
亭
主
が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
真
心
を
込
め
て
相
手
を
も
て
な
す
の
で
あ
る
。
即
ち
茶
道
の
本
意
は
亭
主
も
お
客
さ
ん
も
普
段
か
ら
互
い
に
気
を
細
か
く
遣
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
あ
る
。
桑
田
忠
親
は
『
茶
の
心
』
の
中
で
茶
の
道
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
日
常
茶
飯
の
社
交
術
と
い
う
の
は
、
人
と
人
と
の
交
渉
を
、
主
客
相
互
の
敬
愛
の
礼
で
割
り
切
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
愛
情
の
共
感
で
あ
っ
て
、
世
俗
の
術
策
と
は
全
く
異
な
る
。
亭
主
は
い
か
に
し
て
客
を
も
て
な
す
か
に
至
誠
を
捧
げ
、
客
は
い
か
に
し
て
亭
主
の
心
を
む
か
に
肝
を
砕
く
の
だ
。
そ
れ
故
、
亭
主
も
客
も
茶
室
で
は
常
に
慎
ま
し
や
か
に
動
作
す
る
。
こ
の
対
人
観
は
そ
の
ま
ま
徹
底
し
た
茶
人
達
の
人
生
観
と
な
り
、
処
世
術
と
な
っ
た
。
人
を
見
た
ら
客
と
思
え
、
と
ま
で
彼
ら
の
処
世
術
は
徹
底
し
て
い
た
。
こ
の
主
客
相
互
の
敬
愛
の
秩
序
が
、
す
な
わ
ち
茶
の
道
で
あ
る?30）
」。
そ
こ
か
ら
、
茶
道
に
よ
っ
て
人
間
関
係
を
よ
り
よ
く
す
る
知
恵
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
茶
道
と
い
う
の
は
、
亭
主
と
客
が
寄
り
合
い
、
喫
茶
を
介
し
て
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
で
、
亭
主
は
簡
単
な
料
理
を
出
し
、
茶
を
た
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て
て
、
も
て
な
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
茶
道
は
、
茶
会
を
一
生
に
一
度
の
出
会
い
の
場
と
と
ら
え
、
相
手
に
誠
意
を
尽
く
す
と
い
う
「
一
期
一
会
」
の
精
神
を
究
極
の
姿
と
し
て
い
る
。
戦
国
時
代
の
茶
道
に
現
れ
た
千
利
休
の
「
七
則
」
が
あ
る
。
例
え
ば
「
一
、
茶
は
服
の
よ
き
よ
う
に
点
て
」。「
服
」
と
は
、「
飲
む
」
こ
と
で
あ
る
。「
服
の
よ
き
よ
う
」
と
は
飲
ん
だ
人
に
と
っ
て
「
丁
度
良
い
加
減
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
客
の
好
み
に
合
わ
せ
ろ
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
そ
の
場
所
で
の
客
の
気
持
ち
へ
の
思
い
や
り
か
ら
、「
よ
く
考
え
て
点
て
る
よ
う
に
」
と
気
付
か
せ
る
の
で
あ
る
。「
二
、
炭
は
湯
の
沸
く
よ
う
に
置
き
」。「
何
々
し
て
置
く
」
こ
と
は
つ
ま
り
準
備
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。「
炭
」
は
も
ち
ろ
ん
木
炭
の
こ
と
だ
が
、
客
前
で
茶
を
点
て
る
場
合
、
釜
に
満
た
し
た
湯
を
沸
騰
し
た
状
態
に
す
る
た
め
に
は
、
釜
に
た
っ
ぷ
り
と
水
を
注
ぎ
、
そ
れ
を
加
熱
し
続
け
、
そ
の
た
め
の
火
を
熾
こ
し
た
炭
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
湯
の
沸
く
よ
う
に
置
く
」、
勿
論
、
炉
・
風
炉
の
準
備
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
中
で
も
一
番
大
切
な
の
が
、
最
初
の
火
の
調
節
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
旦
火
を
熾
こ
し
、
水
を
満
た
し
た
釜
を
載
せ
た
後
で
は
、
炭
の
調
節
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
予
め
最
良
の
炭
の
置
き
方
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
気
遣
い
で
あ
る
。
「
三
、
花
は
野
に
あ
る
よ
う
に
」。
こ
の
「
あ
る
よ
う
に
」
と
い
う
言
い
回
し
の
意
味
が
と
て
も
大
事
で
あ
る
。「
あ
る
ま
ま
に
」
の
意
味
で
は
な
い
。
こ
れ
は
「
写
実
」
と
「
写
真
」
の
違
い
に
似
て
い
る
。「
写
実
」
と
は
、
あ
る
瞬
間
の
本
質
的
姿
を
切
り
取
っ
て
描
く
こ
と
で
あ
り
、「
写
真
」
は
あ
り
の
ま
ま
の
像
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
の
花
が
咲
い
て
い
た
状
態
を
感
じ
さ
せ
る
姿
に
生
け
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
咲
い
て
い
た
状
態
を
再
現
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
、
そ
の
場
に
何
輪
も
咲
い
て
い
た
と
し
て
も
、
一
輪
で
そ
れ
を
表
現
出
来
れ
ば
「
あ
る
よ
う
に
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
余
計
な
も
の
を
省
く
程
、
受
け
手
の
想
像
に
ふ
く
ら
み
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
気
遣
い
で
あ
る
。「
四
、
夏
は
涼
し
く
冬
暖
か
に
」。
こ
れ
は
、
単
に
温
度
が
高
い
と
か
低
い
と
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
本
来
皮
膚
で
感
じ
て
い
る
環
境
の
変
化
を
、
耳
や
目
に
よ
っ
て
実
際
と
は
異
な
る
状
態
に
感
じ
さ
せ
る
方
法
、
つ
ま
り
、
感
性
に
よ
る
演
出
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
水
や
氷
ま
た
は
そ
れ
ら
を
連
想
さ
せ
る
も
の
は
触
れ
な
く
て
も
「
涼
」
を
、
火
や
日
ま
た
は
そ
れ
ら
を
連
想
さ
せ
る
も
の
は
当
た
ら
な
く
て
も
「
暖
」
を
、
音
や
色
か
ら
感
じ
さ
せ
る
。
お
茶
席
の
環
境
作
り
に
お
い
て
、
点
て
る
方
が
ど
ん
な
演
出
を
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
へ
の
気
遣
い
が
と
て
も
大
事
で
あ
る
。
「
五
、
刻
限
は
早
め
に
」。
こ
れ
も
、
単
に
時
間
厳
守
を
説
い
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
言
う
「
刻
限
」
と
は
、「
時
刻
」
に
対
す
る
意
識
・
認
識
を
指
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
を
「
早
め
に
」
と
は
、
常
に
自
分
の
中
の
時
計
の
針
を
進
め
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
焦
り
が
な
く
平
常
心
で
い
る
こ
と
は
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
人
に
接
す
る
た
め
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。「
六
、
降
ら
ず
と
も
傘
の
用
意
」。
一
言
で
言
え
ば
、
備
え
を
怠
ら
な
い
心
掛
け
を
説
い
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
招
く
側
が
客
に
対
し
て
行
う
気
遣
い
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
持
つ
意
味
に
な
る
。
こ
こ
で
言
34
う
「
傘
」
は
、
現
在
と
は
異
な
っ
た
状
況
に
な
っ
た
時
に
初
め
て
必
要
に
な
る
物
の
象
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
、
他
者
に
「
憂
い
」
を
持
た
せ
な
い
た
め
、
自
分
が
不
測
の
事
態
を
想
定
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
七
、
相
客
に
心
せ
よ
」。「
相
客
」
と
は
同
席
し
た
客
の
こ
と
で
あ
る
。「
心
せ
よ
」
と
は
気
を
配
り
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
場
所
に
居
合
わ
せ
た
ら
、
お
互
い
に
気
遣
い
、
思
い
や
る
心
を
持
つ
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る?31）
。
こ
の
七
則
こ
そ
が
、
亭
主
は
い
か
に
し
て
客
を
も
て
な
す
か
と
い
う
茶
道
世
界
の
気
遣
い
の
表
れ
で
あ
り
、
主
客
相
対
に
秘
め
ら
れ
る
人
間
同
士
の
尊
重
精
神
の
表
れ
で
も
あ
る
。
「
茶
の
湯
と
は
た
だ
湯
を
沸
か
し
茶
を
点
て
て
飲
む
ば
か
り
な
る
も
と
を
知
る
べ
し
」
と
主
張
し
た
千
利
休
は
お
茶
を
媒
介
に
し
た
主
客
相
対
（
自
分
と
他
人
ま
た
は
他
人
と
自
分
と
の
関
係
）
の
身
近
な
世
界
を
い
か
に
築
き
上
げ
て
い
く
か
を
常
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
狭
め
に
狭
め
た
狭
い
茶
室
だ
か
ら
こ
そ
相
手
を
気
遣
い
、
敬
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
気
」
を
ど
の
よ
う
に
「
持
つ
」
か
と
い
う
こ
と
、「
気
持
ち
が
い
い
」
と
か
「
気
持
ち
が
悪
い
」
と
か
と
い
う
言
葉
の
本
来
の
意
味
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
孔
子
が
提
唱
し
た
道
徳
観
念
に
も
「
仁
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
の
意
味
は
礼
に
基
づ
い
て
自
己
を
抑
制
し
て
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。「
仁
」
と
い
う
字
は
人
偏
の
よ
う
に
一
人
が
二
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
意
味
合
い
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
人
は
他
人
と
の
関
係
を
考
え
た
場
合
、
ま
ず
自
分
が
い
か
に
正
直
に
真
心
を
込
め
て
、
慎
み
深
く
、
お
ご
ら
ぬ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
心
構
え
と
し
て
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
「
二
人
」
の
対
応
関
係
に
は
君
臣
、
父
子
、
夫
婦
、
子
弟
、
朋
友
が
あ
る
。
現
代
に
な
る
と
他
人
と
の
関
係
或
い
は
集
団
と
の
関
係
に
な
る
の
で
あ
る
。
茶
道
世
界
の
基
本
中
の
基
本
は
と
り
も
な
お
さ
ず
人
と
他
人
と
の
関
わ
り
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
千
利
休
に
よ
る
教
え
に
人
間
と
人
間
、
人
間
と
も
の
、
人
間
と
自
然
の
全
て
が
茶
室
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
彼
の
茶
道
「
七
則
」
は
即
ち
亭
主
と
し
て
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
お
客
さ
ん
へ
の
思
い
や
り
を
示
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
指
針
の
一
つ
で
あ
る
。
戦
国
の
世
に
あ
っ
て
、
日
々
生
死
の
は
ざ
ま
を
生
き
る
天
下
人
と
茶
人
た
ち
と
の
間
の
、
お
茶
を
媒
介
に
し
た
「
瞬
間
的
気
遣
い
」
と
い
う
も
の
が
い
か
に
緊
張
し
て
い
た
の
か
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
あ
の
頃
の
「
気
遣
い
」
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
精
神
か
ら
の
も
の
で
、
些
か
の
偽
り
も
許
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
茶
道
を
含
め
た
日
本
伝
統
文
化
は
中
世
の
封
建
制
社
会
の
精
神
と
環
境
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
、
封
建
的
要
素
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
精
神
性
に
深
く
結
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。
村
田
珠
光
が
「
万
事
に
、
た
し
な
み
、
き
づ
か
い
」
と
記
し
た
茶
道
精
神
は
、
残
念
な
が
ら
今
と
な
っ
て
は
、「
気
が
疲
れ
る
」
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
何
々
の
流
儀
か
ら
の
規
則
ず
く
め
と
か
、
こ
の
掛
け
物
な
ら
35
茶芸と茶道における諸要素
ば
、
花
瓶
は
唐
物
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
ま
た
は
竹
の
も
の
で
な
け
れ
ば
困
る
と
か
、
と
い
う
よ
う
に
や
た
ら
に
気
遣
い
を
し
て
い
て
、
つ
い
に
気
が
疲
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
は
な
い
。
実
は
、
今
日
の
日
本
語
も
茶
道
か
ら
生
ま
れ
た
気
遣
い
の
精
神
と
大
い
に
関
係
し
て
い
る
。
即
ち
気
遣
い
の
日
本
語
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
型
に
嵌
ま
っ
た
日
本
語
そ
の
も
の
で
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
主
な
特
徴
は
や
は
り
日
本
語
を
使
っ
て
も
の
を
考
え
な
が
ら
他
者
と
関
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
普
段
日
本
人
が
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
日
本
語
と
は
、
実
は
大
変
高
度
な
セ
ン
ス
で
周
り
へ
の
気
遣
い
を
求
め
ら
れ
る
言
語
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
お
茶
が
入
り
ま
し
た
」
と
い
う
ご
く
普
通
の
言
葉
に
も
ち
ゃ
ん
と
気
遣
い
が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
と
し
て
は
、〞
お
茶
は
自
然
に
入
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
な
た
の
た
め
に
私
が
お
茶
を
い
れ
た
よ
〝
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
気
の
レ
ベ
ル
で
の
や
り
取
り
が
高
度
に
で
き
る
関
係
が
、
も
の
ご
と
を
素
早
く
処
理
で
き
る
秘
訣
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
３
日
本
茶
道
に
お
け
る
美
術
に
つ
い
て
日
本
に
は
昔
固
有
の
美
術
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
言
葉
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
美
術
」
と
い
う
言
葉
は
英
語
の
「fine art
」
を
翻
訳
し
た
の
で
あ
っ
て
、
明
治
以
来
の
新
し
い
熟
語
で
あ
る
。
当
時
こ
の
「
美
術
」
の
字
を
用
い
る
の
は
妥
当
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
言
え
ば
「
説
文
解
字
」
に
よ
る
と
美
の
字
は
〞
羊
の
大
き
く
肥
え
た
の
は
味
が
よ
い
〝
と
い
う
所
か
ら
作
ら
れ
た
文
字
で
あ
る
。
い
く
ら
羊
が
う
ま
く
と
も
、
美
術
品
の
よ
う
に
見
る
も
の
が
気
持
ち
よ
く
鑑
賞
で
き
る
効
果
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
美
の
字
は
妥
当
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
〞
善
術
〝
と
い
う
の
も
ま
す
ま
す
妥
当
で
は
な
い
か
ら
、
や
む
を
得
ず
暫
時
の
つ
も
り
で
用
い
ら
れ
た
の
が
「
美
術
」
で
あ
る?32）
。
岡
倉
天
心
が
『
茶
の
本
』
の
中
で
、「
十
五
世
紀
に
至
り
日
本
は
こ
れ
を
高
め
て
一
種
の
審
美
的
宗
教
、
即
ち
茶
道
に
ま
で
進
め
た
。
茶
道
は
日
常
生
活
の
俗
事
の
中
に
存
す
る
美
し
き
も
の
を
崇
拝
す
る
こ
と
に
基
づ
く
一
種
の
儀
式
で
あ
っ
て
、
純
粋
と
調
和
、
相
互
愛
の
神
秘
、
社
会
秩
序
の
ロ
ー
マ
ン
主
義
を
諄
々
と
教
え
る
も
の
で
あ
る
。
茶
道
の
要
義
は
「
不
完
全
な
も
の
」
を
崇
拝
す
る
に
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
人
生
と
い
う
こ
の
不
可
解
な
も
の
の
う
ち
に
、
何
か
可
能
な
も
の
を
成
就
し
よ
う
と
す
る
や
さ
し
い
企
て
で
あ
る
か
ら?33）
」
と
あ
る
。
岡
倉
天
心
の
英
語
に
よ
る
代
表
三
部
作
の
中
の
『
茶
の
本
』
に
は
、
天
心
の
お
茶
を
め
ぐ
る
歴
史
観
、
宗
教
観
、
人
生
観
、
文
化
観
、
芸
術
観
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。『
茶
の
本
』
は
無
論
近
代
欧
米
の
物
質
主
義
的
文
化
に
対
し
て
、
東
洋
伝
統
精
神
文
化
の
奥
義
を
説
き
つ
く
し
て
い
る
か
ら
、
文
芸
作
品
の
一
つ
と
見
な
し
た
ら
よ
い
と
思
う
。
日
本
の
茶
道
と
美
術
と
の
関
係
を
考
え
る
場
合
、
こ
の
天
心
の
「
茶
道
は
日
常
生
活
の
俗
事
の
中
に
存
す
る
美
し
き
も
の
を
崇
拝
す
る
こ
と
に
基
づ
く
一
種
の
儀
式
で
あ
っ
て
（
後
略
）」
と
い
う
主
張
が
手
が
か
り
と
な
る
。
こ
こ
で
特
に
「
日
常
生
活
の
俗
事
の
中
に
存
す
る
美
し
き
も
の
」
に
注
目
し
た
い
。
即
ち
36
日
本
人
の
日
々
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
が
芸
術
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
宗
教
で
あ
る
よ
う
な
文
化
の
要
と
し
て
茶
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
で
は
、「
日
常
生
活
の
俗
事
の
中
に
存
す
る
美
し
き
も
の
」
と
は
一
体
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
。
大
久
保
喬
樹
は
、
柳
宗
悦
の
雑
器
の
美
を
め
ぐ
っ
て
、『
日
本
文
化
論
の
系
譜
「
武
士
道
」
か
ら
「「
甘
え
」の
構
造
」
ま
で?34）
』
と
い
う
本
の
中
で
、
こ
う
説
明
し
て
い
る
。「
民
芸
宣
言
と
も
い
う
べ
き
記
念
碑
的
論
文
『
雑
器
の
美
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
百
か
ら
千
字
程
度
の
断
章
を
一
一
、
そ
れ
に
簡
単
な
序
と
跋
を
付
し
た
だ
け
の
分
量
的
に
は
小
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
も
の
で
、」（
後
略
）。「
ま
ず
、
今
冒
頭
の
一
節
を
引
用
し
た
序
で
は
、
柳
に
と
っ
て
民
芸
の
最
大
本
質
で
あ
る
信
仰
と
工
芸
の
一
致
融
合
が
高
ら
か
に
唱
え
ら
れ
る
。
工
芸
、
そ
れ
も
、『
民
芸?35）
』
と
い
う
語
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
よ
う
な
庶
民
の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
工
芸
を
生
み
出
す
職
人
の
営
み
に
は
、
お
よ
そ
、
自
分
が
作
る
、
自
分
を
表
現
す
る
と
い
う
よ
う
な
意
識
の
か
け
ら
も
な
い
。
純
粋
に
無
心
の
境
地
で
、
熟
練
し
た
手
の
動
き
に
身
を
委
ね
、
物
が
生
ま
れ
て
く
る
の
を
待
つ
」
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
の
初
め
、
急
速
な
近
代
化
、
機
械
工
業
生
産
化
に
よ
っ
て
自
国
の
雑
器
も
ま
さ
に
滅
び
か
か
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
雑
器
の
掛
け
替
え
の
な
さ
が
痛
切
に
感
じ
ら
れ
、
こ
の
時
点
で
、
改
め
て
雑
器
に
つ
い
て
の
美
術
的
な
意
味
を
柳
宗
悦
が
再
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
雑
器
の
〞
雑
〝
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
①
種
々
の
も
の
の
入
り
混
じ
る
こ
と
②
主
要
で
な
い
こ
と
。
分
類
し
難
い
も
の
③
有
用
で
は
な
い
も
の
④
粗
く
て
念
入
り
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
言
で
言
う
と
つ
ま
り
純
粋
な
も
の
で
は
な
い
。
純
粋
な
も
の
で
は
な
い
の
に
、
な
ぜ
美
と
結
び
つ
け
た
の
か
。
柳
宗
悦
が
い
う
「
雑
器
」
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
か
。「
ま
ず
実
用
性
。
即
ち
日
々
の
使
用
に
耐
え
る
た
め
に
頑
健
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
た
だ
奇
を
て
ら
っ
た
よ
う
な
病
的
な
も
の
、
過
度
に
装
蝕
的
な
も
の
は
排
さ
れ
る
」、「
つ
い
で
無
名
性
、
非
個
人
性
。
芸
術
で
あ
れ
ば
、
あ
る
特
定
の
芸
術
家
個
人
の
作
品
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
が
、
工
芸
は
、
数
知
れ
ぬ
、
ま
た
、
名
も
知
れ
ぬ
職
人
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
共
同
的
な
性
格
を
本
質
と
す
る
」「
さ
ら
に
、
こ
れ
を
突
き
詰
め
て
言
え
ば
、
工
芸
は
、
自
然
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
土
地
土
地
の
土
な
り
、
木
な
り
の
材
料
こ
そ
が
工
芸
の
出
発
点
で
あ
り
、
こ
の
素
材
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
に
逆
ら
う
こ
と
な
く
、
そ
れ
に
従
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
に
こ
そ
、
お
の
ず
か
ら
な
る
天
然
の
美
が
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
」。
こ
こ
で
は
、「
実
用
性
」
と
か
「
名
も
知
れ
ぬ
職
人
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
」
と
か
「
自
然
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
（
中
略
）
お
の
ず
か
ら
な
る
天
然
の
美
」
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
注
目
し
て
ほ
し
い
。
即
ち
暮
ら
し
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
、
民
衆
の
手
に
よ
る
芸
術
、
し
か
も
自
然
の
美
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
雑
器
の
美
を
初
め
て
認
め
た
茶
道
が
や
が
て
形
式
化
、
制
度
化
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
本
来
雑
器
で
あ
っ
た
も
の
を
も
っ
ぱ
ら
美
的
な
も
の
と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
日
本
人
の
美
的
感
覚
も
精
神
主
義
と
同
じ
よ
う
に
「
も
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の
」
を
通
じ
て
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
も
の
」
を
茶
道
具
に
お
い
て
の
意
味
と
し
て
み
る
と
、
つ
ま
り
民
衆
の
暮
ら
し
に
あ
る
茶
碗
と
か
桶
と
か
壺
と
か
鉄
瓶
と
か
釜
と
か
扇
子
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
生
活
用
品
そ
の
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
こ
う
し
た
雑
器
的
な
発
想
は
実
は
千
利
休
の
時
代
か
ら
す
で
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
千
利
休
は
井
戸
茶
碗
の
よ
う
な
高
麗
の
雑
器
を
使
っ
て
い
た
。
そ
の
井
戸
茶
碗
は
実
は
当
時
朝
鮮
人
の
一
杯
盛
り
き
り
の
飯
茶
碗
で
あ
る
。
ま
た
う
が
い
茶
碗
と
か
筆
洗
と
か
薬
用
人
参
用
の
湯
の
み
も
あ
っ
た
。
利
休
の
作
意
に
よ
る
長
次
郎
焼
き
の
今
焼
き
茶
碗
、
後
の
楽
茶
碗
も
実
は
た
だ
の
雑
器
に
過
ぎ
な
い?36）
。当
時
「
茶
杓
と
い
う
の
は
自
分
で
作
っ
て
客
を
も
て
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
利
休
が
主
張
し
た
こ
と
が
あ
っ
た?37）
。
さ
ら
に
利
休
の
目
明
き
に
よ
り
発
見
し
た
も
の
に
は
、
釣
瓶
水
指
と
か
、
竹
の
蓋
置
、
面
桶
の
水
翻
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
皆
雑
器
の
類
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る?38）
。
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
の
南
北
朝
時
代
に
な
る
と
、
茶
会
で
は
派
手
な
作
り
物
や
た
く
さ
ん
の
唐
物
が
並
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
唐
物
は
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
盛
ん
に
輸
入
さ
れ
た
中
国
の
宋
元
時
代
の
絵
画
や
墨
跡
や
工
芸
品
の
こ
と
で
あ
る
。
花
鳥
、
人
物
、
山
水
の
絵
画
や
、
花
瓶
、
香
炉
、
茶
器
な
ど
の
唐
物
が
数
多
く
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
南
北
朝
時
代
か
ら
茶
室
は
豪
華
な
唐
物
で
飾
ら
れ
始
め
た
。
そ
う
し
た
贅
沢
さ
と
豪
華
を
極
め
た
唐
宋
明
の
お
茶
を
め
ぐ
る
芸
術
品
に
対
し
、
村
田
珠
光
を
は
じ
め
、
武
野
紹
鷗
や
千
利
休
ら
に
よ
っ
て
徐
々
に
日
本
的
に
組
み
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
私
が
理
解
し
た
中
世
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
の
発
想
ま
た
は
「
侘
び
」
観
は
正
に
中
国
の
豪
華
さ
に
対
す
る
一
種
の
反
動
か
ら
来
る
も
の
よ
り
ほ
か
、
何
も
の
で
も
な
い
と
考
え
る
。
即
ち
侘
び
は
い
か
に
「
福
」
か
ら
「
貧
」
へ
、
ま
た
は
「
豪
華
」
に
対
す
る
「
質
素
」
な
も
の
を
目
指
し
て
い
た
の
か
を
、
バ
サ
ラ
の
人
た
ち
も
含
め
て
茶
人
た
ち
が
常
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
４
日
本
茶
道
に
お
け
る
禅
寺
の
茶
に
つ
い
て
「
茶
湯
は
禅
宗
よ
り
出
で
た
る
に
よ
り
て
、
僧
の
行
い
を
専
に
す
。
珠
光
、
紹
鷗
、
悉
く
禅
宗
な
り
。
密
伝
あ
り
」。『
山
上
宗
二
記?39）
』
に
は
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
禅
は
梵
語
の
禅
那
（D
hyana
）
か
ら
出
た
名
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
は
静
慮
で
あ
る
。
精
進
静
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
性
了
解
の
極
致
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
岡
倉
天
心
は
『
茶
の
本
』
の
「
道
教
と
神
道
」
の
章
で
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
章
の
最
後
に
「
茶
道
い
っ
さ
い
の
理
想
は
、
人
生
の
些
事
中
に
で
も
偉
大
さ
を
考
え
る
と
い
う
こ
の
禅
の
考
え
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
道
教
は
審
美
的
理
想
の
基
礎
を
与
え
禅
は
こ
れ
を
実
際
的
な
も
の
と
し
た
」
と
あ
る
。
鈴
木
大
拙
は
そ
の
著
で
あ
る
『
禅
と
日
本
文
化?40）
』
の
中
の
「
禅
と
芸
術
」
の
部
分
で
、
禅
芸
術
の
性
格
と
し
て
、「
不
均
斉
、
簡
素
、
枯
高
、
自
然
、
幽
玄
、
脱
俗
、
静
寂
」
と
い
う
七
つ
を
挙
げ
て
〞
茶
禅
融
合
の
美
〝
に
つ
い
て
述
べ
た
38
の
で
あ
る
。
禅
と
茶
が
こ
れ
だ
け
深
く
関
わ
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
ま
ず
茶
は
僧
侶
の
居
眠
り
を
醒
ま
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
効
用
で
あ
る
。
次
は
茶
の
緑
色
は
と
て
も
静
か
で
安
ら
か
な
感
じ
を
与
え
、
生
命
と
か
自
然
な
ど
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
茶
と
禅
の
こ
の
よ
う
に
先
天
的
な
縁
深
さ
の
理
由
は
実
は
以
上
の
二
点
の
お
か
げ
で
あ
る
と
見
る
。
も
う
一
つ
茶
禅
一
味
の
思
想
を
成
立
さ
せ
て
い
く
過
程
の
中
で
、
茶
の
移
入
か
ら
喫
茶
の
普
及
ま
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
は
殆
ど
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
皆
禅
僧
で
あ
っ
た
。
平
安
時
代
、
天
台
宗
の
開
祖
最
澄
が
唐
に
渡
り
、
茶
の
実
を
持
っ
て
帰
り
、
坂
本
に
植
え
た
。
鎌
倉
時
代
に
、
二
度
宋
に
渡
っ
た
栄
西
（
臨
済
宗
を
日
本
に
伝
え
た
僧
）
が
持
ち
帰
っ
た
茶
の
木
は
そ
れ
ぞ
れ
九
州
地
方
と
京
都
北
西
部
に
あ
る
高
山
寺
の
明
恵
上
人
に
よ
っ
て
、
植
え
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
山
寺
の
中
の
茶
園
は
実
は
本
物
で
は
な
い
。
寺
の
中
の
石
水
院
の
人
に
よ
る
と
、
本
当
の
茶
園
は
そ
の
北
側
の
山
の
麓
に
あ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
、
唐
の
時
代
、
持
ち
帰
っ
た
お
茶
は
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
お
寺
に
植
え
ら
れ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
日
本
の
お
茶
は
い
つ
の
間
に
か
仏
教
の
お
寺
、
ま
た
禅
の
世
界
と
縁
が
結
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
奠
茶
奠
湯
（
死
者
を
祭
る
た
め
、
お
茶
を
供
養
す
る
）」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
中
国
に
渡
っ
た
僧
侶
た
ち
は
、
中
国
の
寺
院
の
中
の
お
茶
の
姿
に
接
し
た
。
そ
し
て
寺
院
茶
の
姿
を
見
よ
う
見
真
似
で
学
び
取
っ
て
持
ち
帰
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
中
に
成
尋?41）
と
い
う
人
が
い
た
。
彼
の
『
参
天
台
五
台
山
記
』（
以
下
『
参
記
』）
の
八
巻
は
慈
覚
大
師
円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
四
巻
と
あ
わ
せ
、
平
安
時
代
に
お
け
る
旅
行
記
の
双
璧
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
参
記
』
は
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）、
中
国
へ
密
航
し
た
岩
倉
大
雲
寺
主
の
成
尋
が
、
肥
前
国
（
佐
賀
）
松
浦
郡
壁
島
を
出
発
し
た
三
月
一
五
日
よ
り
、
翌
年
六
月
一
二
日
、
明
州
か
ら
帰
国
す
る
弟
子
達
を
見
送
る
時
ま
で
を
、
克
明
に
書
き
つ
づ
っ
た
旅
行
記
で
あ
る
。
そ
し
て
弟
子
の
一
人
に
托
さ
れ
大
雲
寺
の
経
蔵
に
無
事
届
け
ら
れ
、
日
宋
文
化
交
流
史
に
貴
重
な
史
料
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
『
改
定
史
籍
集
覧
第
廿
六
冊
新
加
別
記
類
』
の
中
の
第
八
十
三
「
参
天
台
五
台
山
記
」（
六
四
七
｜
八
一
四
頁
）
の
八
巻?42）
を
、
浙
江
大
學
日
本
文
化
研
究
所
の
許
偉
晴
、
楊
濤
ら
の
整
理
と
校
正
、
王
勇
氏
の
監
修
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
『
改
訂
史
籍
集
』
の
中
の
「
参
天
台
五
台
山
記?43）
」
八
巻
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
当
時
の
二
年
間
の
日
記
の
中
に
登
場
す
る
お
茶
に
つ
い
て
の
記
録
を
次
の
よ
う
に
一
覧
表
に
ま
と
め
て
み
た
。
一
〇
七
二
〇
四
?二
二
巻
第
一
╱
延
久
四
年
毎
見
物
人
與
茶
湯
、
令
出
錢
一
文
、
〜
以
銀
茶
器
毎
人
茶
、
出
錢
一
文
。
〜
一
〇
七
二
〇
四
?二
六
巻
第
一
╱
延
久
四
年
于
廊
可
點
茶
由
有
命
、
即
向
廊
喫
茶
、
〜
次
從
都
督
、
以
新
去
茶
院
、
銀
花
盤
送
香
湯
、
了
、
〜
一
〇
七
二
〇
四
?二
九
巻
第
一
╱
延
久
四
年
大
教
主
老
僧
為
點
茶
請
、
行
向
喫
茶
、
〜
大
小
教
主
送
大
門
前
、
有
茶
藥
、
〜
教
主
敕
賜
達
禪
師
、
年
七
十
四
、
將
入
宿
處
、
喫
茶
坊
莊
嚴
甚
妙
。
〜
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一
〇
七
二
〇
五
?〇
二
巻
第
一
╱
延
久
四
年
志
與
茶
二
瓶
、
天
台
路
間
可
喫
者
、
〜
志
與
茶
二
瓶
、
即
與
剃
刀
二
柄
了
、
〜
一
〇
七
二
〇
五
?〇
七
巻
第
一
╱
延
久
四
年
教
主
梨
出
來
點
茶
、
〜
還
釋
迦
堂
好
茶
、
出
大
門
、
取
手
令
乘
船
、
最
殷
勤
人
也
。
〜
一
〇
七
二
〇
五
?一
二
巻
第
一
╱
延
久
四
年
件
童
行
出
來
進
茶
、
而
依
器
穢
、
不
喫
、
〜
一
〇
七
二
〇
五
?一
三
巻
第
一
╱
延
久
四
年
諸
人
喫
茶
、
〜
家
主
有
道
心
、
令
喫
茶
了
、
寺
主
賜
紫
仲
方
、
副
寺
主
賜
紫
利
宣
、
監
寺
賜
紫
仲
文
為
首
大
衆
數
十
人
來
迎
、
即
共
入
大
門
、
坐
寄
子
喫
茶
、
〜
又
次
喫
茶
、
〜
毎
前
有
茶
器
、
以
寺
主
為
引
導
人
、
一
々
香
禮
、
〜
一
〇
七
二
〇
五
?一
四
巻
第
一
╱
延
久
四
年
點
茶
?
楊
梅
、
〜
一
〇
七
二
〇
五
?一
八
巻
第
一
╱
延
久
四
年
住
持
老
僧
出
來
點
茶
、
〜
副
寺
主
將
向
房
點
茶
、
三
度
伏
地
禮
、
答
了
、
〜
庵
主
印
成
梨
、
知
事
共
出
來
點
茶
、
一
〇
七
二
〇
五
?一
九
巻
第
一
╱
延
久
四
年
參
石
橋
以
茶
供
養
羅
漢
五
百
十
六
杯
、
〜
知
事
僧
驚
來
告
茶
、
〜
受
大
師
茶
供
、
現
靈
瑞
也
者
、
住
持
老
僧
點
茶
、
〜
一
〇
七
二
〇
五
?二
〇
巻
第
一
╱
延
久
四
年
于
國
清
院
點
茶
、
〜
大
守
點
茶
藥
、
〜
一
〇
七
二
〇
五
?二
一
巻
第
一
╱
延
久
四
年
巳
時
、
文
法
大
師
來
請
、
頼
縁
供
奉
、
快
宗
供
奉
共
行
向
、
有
茶
湯
糖
、
〜
一
〇
七
二
〇
五
?二
四
巻
第
一
╱
延
久
四
年
申
時
寺
主
房
有
茶
藥
菓
子
、
七
時
行
法
了
、
〜
一
〇
七
二
〇
五
?二
五
巻
第
一
╱
延
久
四
年
寺
主
來
點
茶
〜
一
〇
七
二
〇
五
?二
六
巻
第
一
╱
延
久
四
年
有
茶
湯
、
〜
有
茶
藥
、
〜
一
〇
七
二
〇
五
?二
七
巻
第
一
╱
延
久
四
年
於
茶
院
見
百
五
歳
老
翁
〜
一
〇
七
二
〇
五
?二
八
巻
第
一
╱
延
久
四
年
有
茶
湯
、
〜
點
薬
石
、
〜
點
茶
石
、
茶
小
器
十
口
〜
一
〇
七
二
〇
五
?二
九
巻
第
一
╱
延
久
四
年
有
茶
藥
、
〜
有
茶
藥
。
〜
點
茶
湯
、
〜
有
茶
湯
、
〜
有
點
茶
〜
一
〇
七
二
〇
六
?〇
一
巻
第
一
╱
延
久
四
年
面
點
茶
了
、
〜
一
〇
七
二
〇
六
?一
〇
巻
第
二
╱
延
久
四
年
院
主
可
明
、
年
六
十
、
出
來
點
茶
、
〜
次
入
如
日
文
章
房
點
茶
。
切
々
相
留
點
茶
果
子
藥
酒
、
望
晩
了
。
七
時
行
法
了
。
〜
一
〇
七
二
〇
六
?一
九
巻
第
二
╱
延
久
四
年
有
點
茶
、
自
執
筆
書
感
謝
之
由
、
退
出
了
。
〜
一
〇
七
二
〇
六
?二
九
巻
第
二
╱
延
久
四
年
於
教
院
講
堂
講
會
之
次
、
有
茶
、
道
新
所
儲
、
八
十
餘
人
同
喫
。
〜
一
〇
七
二
〇
七
?二
一
巻
第
二
╱
延
久
四
年
?
明
州
推
官
點
茶
、
〜
一
〇
七
二
〇
七
?二
六
巻
第
二
╱
延
久
四
年
文
章
志
與
老
僧
好
茶
一
囊
、
七
時
行
法
了
〜
一
〇
七
二
〇
七
?二
九
巻
第
二
╱
延
久
四
年
教
主
咸
周
梨
將
向
房
點
茶
、
〜
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一
〇
七
二
〇
七
?三
〇
巻
第
二
╱
延
久
四
年
晩
、
依
請
參
向
寺
主
院
、
有
茶
果
藥
等
、
〜
一
〇
七
二
〇
七
?〇
二
巻
第
二
╱
延
久
四
年
老
僧
一
人
同
道
来
、
點
茶
了
、
〜
一
〇
七
二
〇
七
?一
〇
巻
第
二
╱
延
久
四
年
一
行
皆
参
有
菓
茶
薬
酒
等
、
〜
一
〇
七
二
〇
七
?一
四
巻
第
二
╱
延
久
四
年
景
德
寺
僧
官
來
、
令
喫
茶
畢
、
〜
一
〇
七
二
〇
七
?一
五
巻
第
二
╱
延
久
四
年
辰
時
、
道
士
老
公
來
、
點
茶
了
。
〜
一
〇
七
二
〇
七
?二
五
巻
第
二
╱
延
久
四
年
申
時
寺
主
房
有
茶
薬
菓
、
〜
一
〇
七
二
〇
八
?〇
二
巻
第
三
╱
延
久
四
年
點
茶
退
出
、
七
時
行
法
了
。
〜
一
〇
七
二
〇
八
?〇
六
巻
第
三
╱
延
久
四
年
途
中
、
入
景
福
院
禮
佛
、
寺
主
點
茶
、
〜
一
〇
七
二
〇
八
?〇
八
巻
第
三
╱
延
久
四
年
長
老
儲
食
、
知
縣
國
博
、
仙
尉
秘
書
、
監
務
奉
職
三
人
縣
官
來
、
點
茶
湯
、
〜
一
〇
七
二
〇
八
?一
〇
巻
第
三
╱
延
久
四
年
午
時
、
至
東
關
、
先
入
天
花
院
禮
佛
喫
茶
、
〜
一
〇
七
二
〇
八
?一
一
巻
第
三
╱
延
久
四
年
辰
時
、
回
船
入
光
相
寺
禮
佛
、
喫
茶
甚
妙
、
〜
申
時
、
崇
斑
送
酒
一
瓶
、
茶
一
瓶
、
〜
一
〇
七
二
〇
八
?二
二
巻
第
三
╱
延
久
四
年
點
茶
湯
、
送
大
船
由
有
命
。
次
參
提
衙
、
有
茶
湯
。
一
〇
七
二
〇
八
?二
五
巻
第
三
╱
延
久
四
年
於
長
安
亭
點
茶
一
〇
七
二
〇
八
?二
八
巻
第
三
╱
延
久
四
年
來
坐
船
中
、
志
與
茶
二
瓶
?
香
、
有
慚
愧
人
也
。
〜
一
〇
七
二
〇
九
?〇
四
巻
第
三
╱
延
久
四
年
僧
正
等
著
倚
子
點
茶
、
〜
一
〇
七
二
〇
九
?〇
五
巻
第
三
╱
延
久
四
年
寺
主
點
茶
、
〜
即
點
茶
、
〜
一
〇
七
二
〇
九
?一
〇
巻
第
三
╱
延
久
四
年
休
息
上
堂
、
謁
通
判
、
推
官
二
人
、
有
點
茶
、
〜
一
〇
七
二
〇
九
?二
一
巻
第
三
╱
延
久
四
年
黄
色
瓦
如
茶
碗
、
有
光
、
〜
寺
主
來
點
茶
、
〜
入
講
堂
點
茶
之
次
、
〜
一
〇
七
二
〇
九
?二
五
巻
第
三
╱
延
久
四
年
申
時
、
崇
斑
來
向
船
點
茶
、
〜
一
〇
七
二
一
〇
?一
二
巻
第
四
╱
延
久
四
年
已
時
〜
具
甥
来
向
點
茶
、
〜
礼
點
茶
宿
船
〜
一
〇
七
二
一
〇
?一
三
巻
第
四
╱
延
久
四
年
入
講
堂
點
茶
四
重
閣
也
、
〜
数
之
間
點
茶
三
度
、
〜
一
〇
七
二
一
〇
?一
四
巻
第
四
╱
延
久
四
年
行
向
喫
茶
、
見
王
羲
之
蘭
亭
書
?
摸
本
影
像
等
了
、
〜
一
〇
七
二
一
〇
?一
五
巻
第
四
╱
延
久
四
年
辰
時
點
茶
、
〜
即
三
藏
將
向
房
點
茶
、
〜
將
入
房
中
點
茶
湯
、
〜
少
卿
倶
時
三
點
茶
、
〜
少
卿
三
藏
二
人
来
坐
點
茶
了
、
〜
一
問
‥
「
本
國
要
用
漢
地
是
何
物
貨
」
答
‥
「
本
國
要
用
漢
地
41
茶芸と茶道における諸要素
香
藥
茶
碗
錦
蘇
芳
等
也
。」
〜
三
藏
房
有
請
、
即
行
向
點
茶
果
廿
種
以
銀
器
備
之
、
〜
一
〇
七
二
一
〇
?一
六
巻
第
四
╱
延
久
四
年
崇
斑
來
坐
點
茶
了
、
〜
參
向
文
慧
大
師
房
點
茶
了
、
〜
一
〇
七
二
一
〇
?一
九
巻
第
四
╱
延
久
四
年
房
有
茶
湯
、
〜
一
〇
七
二
一
〇
?二
〇
巻
第
四
╱
延
久
四
年
崇
斑
來
向
令
喫
茶
了
、
〜
即
行
向
點
茶
、
〜
州
雁
蕩
山
僧
二
人
來
會
、
午
時
、
文
慧
大
師
隨
身
銀
器
茶
器
銀
花
盤
奉
向
諸
僧
皆
喫
茶
、
〜
一
〇
七
二
一
〇
?二
二
巻
第
四
╱
延
久
四
年
戌
時
、
三
藏
送
諸
僧
茶
果
、
〜
一
〇
七
二
一
〇
?二
三
巻
第
四
╱
延
久
四
年
少
卿
?
三
藏
來
會
點
茶
、
〜
東
彌
勒
、
點
茶
之
後
出
東
大
門
、
〜
于
大
門
點
茶
、
〜
従
脅
門
入
于
大
門
點
茶
、
一
〇
七
二
一
〇
?二
四
巻
第
四
╱
延
久
四
年
卯
一
點
、
三
藏
中
門
張
帳
引
幕
、
立
倚
子
、
待
侍
中
、
成
尋
出
參
共
待
、
三
藏
點
茶
、
〜
諸
僧
入
坐
喫
茶
、
〜
一
〇
七
二
一
〇
?二
五
巻
第
四
╱
延
久
四
年
子
時
、
照
大
師
來
請
點
茶
、
〜
一
〇
七
二
一
〇
?二
六
巻
第
四
╱
延
久
四
年
羹
五
度
茶
五
杯
、
銀
小
器
也
、
〜
三
藏
共
出
向
點
茶
、
一
〇
七
二
一
〇
?二
七
巻
第
四
╱
延
久
四
年
照
大
師
點
茶
、
〜
次
廣
智
大
師
自
茶
持
來
、
令
喫
了
、
〜
三
藏
點
茶
、
〜
一
〇
七
二
一
〇
?二
九
巻
第
四
╱
延
久
四
年
以
珍
菓
茶
薬
補
桃
酒
饗
食
、
〜
一
〇
七
二
一
〇
?三
〇
巻
第
四
╱
延
久
四
年
文
慧
大
師
自
持
來
茶
一
斤
、
〜
銘
曰
‥
「
廬
山
第
一
等
茶
、
奉
送
日
本
梨
供
養
、
〜
諸
向
羅
漢
供
有
茶
等
、
〜
一
〇
七
二
一
一
?〇
一
巻
第
五
╱
延
久
四
年
永
福
院
主
出
來
點
茶
、
諸
僧
皆
來
、
〜
一
〇
七
二
一
一
?一
三
巻
第
五
╱
延
久
四
年
主
老
僧
點
茶
、
〜
一
〇
七
二
一
一
?一
五
巻
第
五
╱
延
久
四
年
寺
僧
點
茶
、
〜
一
〇
七
二
一
一
?二
四
巻
第
五
╱
延
久
四
年
寨
主
來
謁
點
茶
、
〜
錢
五
百
廿
一
文
、
〜
以
新
鍮
石
盞
十
六
菓
茶
等
備
供
誦
、
〜
一
〇
七
二
一
一
?二
八
巻
第
五
╱
延
久
四
年
先
於
堂
點
茶
、
〜
一
〇
七
二
一
一
?二
九
巻
第
五
╱
延
久
四
年
時
使
臣
薬
二
斤
、
茶
一
斤
時
（
持
ヵ
）
来
志
興
、
〜
一
〇
七
二
一
二
?〇
二
巻
第
五
╱
延
久
四
年
儲
茶
藥
最
丁
寧
事
也
、
〜
一
〇
七
二
一
二
?〇
四
巻
第
五
╱
延
久
四
年
於
店
家
喫
茶
菓
、
〜
一
〇
七
二
一
二
?〇
五
巻
第
五
╱
延
久
四
年
點
茶
二
度
、
湯
藥
一
度
、
〜
一
〇
七
二
一
二
?一
一
巻
第
五
╱
延
久
四
年
申
時
使
臣
通
事
共
點
茶
之
後
、
數
剋
談
話
又
以
好
茶
點
茶
、
次
點
湯
自
藥
也
、
〜
一
〇
七
二
一
二
?一
九
巻
第
五
╱
延
久
四
年
途
中
人
々
置
茶
馬
乘
様
様
器
等
了
、
〜
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一
〇
七
二
一
二
?二
七
巻
第
五
╱
延
久
四
年
今
月
着
當
院
皆
喫
茶
藥
還
房
、
次
入
新
來
中
天
二
人
房
喫
茶
藥
、
午
時
從
大
天
國
僧
房
有
請
、
即
行
向
喫
茶
?
湯
藥
、
皆
知
唐
語
、
〜
未
時
、
新
來
中
天
來
坐
、
令
喫
茶
了
、
次
大
天
國
一
人
來
坐
、
令
喫
茶
了
、
〜
一
〇
七
二
一
二
?二
八
巻
第
五
╱
延
久
四
年
與
新
來
中
天
二
人
通
事
共
喫
茶
、
〜
一
〇
七
二
一
二
?二
九
巻
第
五
╱
延
久
四
年
中
天
新
來
二
人
來
坐
、
點
茶
了
、
次
大
天
國
一
人
來
坐
點
茶
了
一
〇
七
三
〇
一
?〇
一
巻
第
六
╱
延
久
五
年
新
來
中
天
文
惠
大
師
、
大
天
國
二
人
、
典
座
房
皆
有
茶
湯
、
〜
諸
大
師
來
座
點
茶
、
〜
未
時
中
天
二
人
共
來
點
茶
湯
、
〜
蜀
程
圖
一
帖
茶
器
十
口
、
〜
一
〇
七
三
〇
一
?〇
三
巻
第
六
╱
延
久
五
年
與
照
大
師
共
來
點
茶
湯
了
。
一
〇
七
三
〇
一
?〇
四
巻
第
六
╱
延
久
五
年
七
人
皆
參
向
點
茶
二
度
、
湯
一
度
。
一
〇
七
三
〇
一
?〇
五
巻
第
六
╱
延
久
五
年
參
三
藏
房
、
有
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
一
?〇
七
巻
第
六
╱
延
久
五
年
天
吉
祥
、
三
藏
共
來
取
遣
茶
令
喫
畢
、
〜
一
〇
七
三
〇
一
?〇
八
巻
第
六
╱
延
久
五
年
次
景
徳
寺
僧
一
人
出
文
字
來
、
令
喫
茶
湯
畢
、
〜
申
時
、
賜
紫
惠
遠
、
寂
二
人
、
令
喫
茶
藥
湯
已
畢
、
〜
一
〇
七
三
〇
一
?〇
九
巻
第
六
╱
延
久
五
年
巳
時
、
相
國
寺
譯
經
正
梵
學
宗
梵
大
師
惠
海
來
喫
茶
湯
畢
、
大
天
國
吉
祥
子
同
喫
畢
。
〜
一
〇
七
三
〇
一
?一
〇
巻
第
六
╱
延
久
五
年
照
大
師
自
手
持
茶
來
、
令
喫
畢
。
於
文
惠
大
師
房
與
梵
才
三
藏
共
喫
茶
、
次
於
梵
才
三
藏
房
茶
藥
、
〜
令
喫
茶
藥
畢
、
〜
一
〇
七
三
〇
一
?一
三
巻
第
六
╱
延
久
五
年
今
月
十
三
日
、
蒙
中
使
賜
到
上
元
節
茶
菓
、
下
項
成
尋
茶
二
斤
菓
子
十
、
小
師
七
人
各
茶
一
斤
、
菓
子
共
三
十
五
。
〜
聖
恩
賜
到
上
件
茶
菓
、
〜
他
僧
無
此
茶
菓
、
日
本
僧
施
面
目
耳
。
三
藏
許
送
菓
子
廿
五
種
、
加
新
菓
也
。
茶
一
斤
至
、
茶
破
（
子
脱
ヵ
）
、
〜
戌
時
、
請
大
天
國
吉
祥
子
?
典
座
可
道
、
令
喫
茶
菓
酒
畢
、
〜
一
〇
七
三
〇
一
?一
四
巻
第
六
╱
延
久
五
年
備
珍
菓
並
二
種
茶
一
壺
送
少
卿
房
、
次
菓
子
五
種
茶
一
壺
送
梵
義
大
師
天
吉
祥
房
、
次
菓
十
種
茶
一
壺
送
慈
備
大
師
房
。
國
清
寺
行
者
二
人
來
喫
茶
畢
、
〜
一
〇
七
三
〇
一
?一
五
巻
第
六
╱
延
久
五
年
以
通
事
爲
使
、
菓
子
十
、
茶
一
壺
送
崇
梵
大
師
房
、
〜
一
〇
七
三
〇
一
?一
七
巻
第
六
╱
延
久
五
年
照
大
師
好
茶
自
持
來
、
令
喫
諸
僧
、
〜
次
參
向
三
藏
房
喫
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
一
?一
八
巻
第
六
╱
延
久
五
年
從
梵
才
三
藏
房
有
請
、
即
行
向
喫
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
一
?一
九
巻
第
六
╱
延
久
五
年
少
卿
請
日
本
（
僧
脱
ヵ
）
八
人
令
喫
茶
湯
、
〜
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一
〇
七
三
〇
一
?二
〇
巻
第
六
╱
延
久
五
年
三
藏
同
座
、
両
度
點
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
一
?二
六
巻
第
六
╱
延
久
五
年
齋
時
崇
梵
大
師
、
小
師
景
福
請
諸
僧
喫
茶
、
次
梵
義
大
師
請
諸
僧
喫
茶
湯
、
次
參
三
藏
房
點
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
一
?二
八
巻
第
六
╱
延
久
五
年
即
行
向
房
有
茶
菓
薬
食
、
〜
三
藏
來
請
有
茶
菓
小
、
〜
一
〇
七
三
〇
一
?二
九
巻
第
六
╱
延
久
五
年
少
卿
爲
五
人
賜
紫
悦
來
坐
點
承
（
茶
ヵ
）
了
、
〜
一
〇
七
三
〇
一
?三
〇
巻
第
六
╱
延
久
五
年
至
房
點
茶
湯
了
、
〜
十
三
日
上
元
節
茶
菓
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?〇
一
巻
第
六
╱
延
久
五
年
慈
濟
大
師
來
喫
茶
畢
、
〜
梵
名
大
師
爲
喫
茶
請
、
即
行
向
喫
茶
了
。
一
〇
七
三
〇
二
?〇
五
巻
第
六
╱
延
久
五
年
齋
時
梵
義
大
師
送
菜
、
次
送
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?〇
七
巻
第
六
╱
延
久
五
年
齋
時
三
藏
送
菜
汁
、
梵
義
大
師
送
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?〇
九
巻
第
六
╱
延
久
五
年
巳
時
依
請
行
向
、、
五
人
前
喫
茶
湯
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?一
五
巻
第
六
╱
延
久
五
年
齋
時
以
前
、
依
例
參
向
諸
房
、
皆
有
茶
湯
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?一
六
巻
第
六
╱
延
久
五
年
齋
了
、
梵
義
大
師
送
茶
、
三
人
喫
了
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?一
七
巻
第
六
╱
延
久
五
年
文
惠
大
師
送
茶
三
杯
、
〜
三
藏
送
茶
喫
了
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?一
八
巻
第
六
╱
延
久
五
年
辰
時
、
梵
義
大
師
送
茶
、
沐
浴
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?一
九
巻
第
六
╱
延
久
五
年
入
夜
、
文
惠
大
師
送
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?二
〇
巻
第
六
╱
延
久
五
年
廿
日
齋
後
、
梵
義
大
師
送
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?二
一
巻
第
六
╱
延
久
五
年
文
惠
大
師
送
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?二
二
巻
第
六
╱
延
久
五
年
來
日
可
令
看
省
、
點
茶
湯
了
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?二
三
巻
第
六
╱
延
久
五
年
齋
時
照
大
師
、
送
羹
一
杯
、
菜
一
杯
、
次
送
茶
、
〜
三
藏
感
歎
、
即
有
茶
湯
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?二
四
巻
第
六
╱
延
久
五
年
齋
時
照
大
師
送
羹
一
杯
、
菜
一
杯
、
次
送
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?二
五
巻
第
六
╱
延
久
五
年
齋
時
照
大
師
送
汁
一
杯
、
菜
二
杯
、
次
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?二
七
巻
第
六
╱
延
久
五
年
梵
義
大
師
送
茶
三
枚
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?二
八
巻
第
六
╱
延
久
五
年
點
茶
両
度
、
〜
入
夜
三
藏
有
請
即
參
向
、
儲
種
々
珍
菓
子
酒
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
二
?二
九
巻
第
六
╱
延
久
五
年
當
院
沙
彌
三
十
余
請
點
茶
、
〜
當
院
沙
彌
令
持
衣
櫃
煎
茶
具
、
大
儀
式
行
戒
壇
了
云
々
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?〇
一
巻
第
七
╱
延
久
五
年
卯
二
點
參
向
、
〜
皆
以
點
湯
、
〜
。
同
參
來
點
茶
、
兩
度
銀
花
盤
?
置
銀
口
茶
器
、
茶
壺
銀
也
、
〜
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一
〇
七
三
〇
三
?〇
七
巻
第
七
╱
延
久
五
年
小
行
事
司
家
來
、
護
摩
壇
等
茶
碗
器
等
依
員
返
上
之
、
〜
諸
大
師
等
見
感
、
云
‥
「
大
卿
以
金
銀
器
置
壇
上
、
皆
取
領
耳
、
手
環
金
收
領
、
况
碗
器
乎
？
〜
一
〇
七
三
〇
三
?〇
九
巻
第
七
╱
延
久
五
年
小
僧
、
點
茶
、
〜
惠
淨
梨
與
的
乳
茶
壹
貼
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?一
〇
巻
第
七
╱
延
久
五
年
華
厳
大
師
爲
喫
茶
請
、
〜
慈
照
兩
大
師
各
點
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?一
一
巻
第
七
╱
延
久
五
年
運
食
男
十
二
文
、
茶
湯
男
二
十
文
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?一
二
巻
第
七
╱
延
久
五
年
（
甘
ヵ
）
橘
子
茶
二
斤
、
〜
取
領
茶
菓
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?一
三
巻
第
七
╱
延
久
五
年
即
出
向
點
茶
湯
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?一
四
巻
第
七
╱
延
久
五
年
於
三
藏
房
點
茶
、
〜
参
向
喫
茶
了
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?一
五
巻
第
七
╱
延
久
五
年
成
尋
先
參
向
少
卿
房
、
次
三
藏
、
次
廣
梵
大
師
、
次
崇
梵
大
師
、
次
文
慧
大
師
、
次
慈
濟
大
師
房
、
皆
有
點
湯
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?一
六
巻
第
七
╱
延
久
五
年
老
僧
、
通
事
、
聖
秀
三
人
行
顯
房
點
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?一
七
巻
第
七
╱
延
久
五
年
西
天
梵
義
大
師
有
喫
茶
請
、
與
西
天
新
來
二
人
共
喫
了
、
一
〇
七
三
〇
三
?一
八
巻
第
七
╱
延
久
五
年
即
與
使
共
參
入
有
茶
湯
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?一
九
巻
第
七
╱
延
久
五
年
照
大
師
送
茶
令
喫
之
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?二
〇
巻
第
七
╱
延
久
五
年
二
人
僧
老
俗
同
来
令
喫
茶
了
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?二
一
巻
第
七
╱
延
久
五
年
三
藏
送
茶
喫
了
、
〜
參
向
三
藏
房
喫
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?二
二
巻
第
七
╱
延
久
五
年
副
僧
文
鑑
大
師
來
坐
點
茶
了
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?二
四
巻
第
七
╱
延
久
五
年
住
此
僧
房
、
日
別
點
茶
、
依
祈
雨
後
苑
親
也
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?二
五
巻
第
七
╱
延
久
五
年
三
藏
遣
茶
令
喫
人
々
畢
、
次
文
慧
大
師
送
茶
四
盞
人
々
喫
了
、
〜
從
三
藏
房
點
茶
了
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?二
七
巻
第
七
╱
延
久
五
年
相
國
寺
嵩
大
師
與
越
州
新
司
理
參
軍
胡
傳
共
來
點
茶
了
、
〜
通
事
銭
十
貫
也
、
點
茶
還
了
、
〜
於
三
藏
許
喫
茶
了
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?二
八
巻
第
七
╱
延
久
五
年
宣
賜
茶
酒
、
使
臣
李
供
奉
令
持
茶
菓
來
、
〜
間
曳
内
菓
子
四
種
、
茶
二
枚
食
了
、
〜
出
会
喫
茶
了
、
〜
一
〇
七
三
〇
三
?三
〇
巻
第
七
╱
延
久
五
年
數
談
話
點
茶
三
度
、
少
卿
三
藏
御
藥
好
茶
也
〜
一
〇
七
三
〇
四
?〇
三
巻
第
八
╱
延
久
五
年
三
藏
來
坐
、
茶
將
來
點
、
〜
一
〇
七
三
〇
四
?〇
六
巻
第
八
╱
延
久
五
年
院
主
智
悟
大
師
點
茶
藥
、
馬
人
與
一
百
五
十
文
、
三
藏
房
點
茶
、
〜
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ま
ず
、
上
の
表
に
顕
著
に
表
れ
た
の
は
「
點
茶
」（
繁
体
字
で
書
か
れ
た
文
字
の
も
の
）
と
い
う
表
現
で
あ
っ
た
。
全
部
で
九
〇
箇
所
以
上
あ
る
。
な
か
に
は
點
茶
に
「
薬
」
と
か
「
湯
」
な
ど
が
付
い
て
、
點
茶
湯
、
點
茶
薬
な
ど
の
も
の
も
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
中
国
南
宋
時
代
、
主
な
茶
法
は
即
ち
こ
の
点
茶
法
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
闘
茶
も
実
は
こ
の
点
茶
に
由
来
す
る
も
の
だ
っ
た
。
具
体
的
に
は
点
茶
法
と
言
う
と
、
つ
ま
り
茶
を
茶
研
ま
た
は
石
臼
で
い
て
茶
粉
状
に
し
て
か
ら
、
茶
で
撃げき
払ふつ
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
点
茶
」
が
当
時
禅
寺
の
中
で
こ
ん
な
に
頻
繁
に
行
わ
れ
た
理
由
は
ほ
か
で
も
な
く
、
長
い
お
経
を
読
む
た
め
準
備
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
禅
宗
の
世
界
は
な
に
よ
り
も
集
中
力
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
座
禅
の
時
に
精
神
を
一
点
に
絞
る
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
切
で
あ
る
か
が
、
こ
の
点
茶
の
所
作
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
點
茶
湯
」
と
は
、
お
そ
ら
く
点
茶
よ
り
は
ち
ょ
っ
と
複
雑
で
は
な
い
か
と
考
一
〇
七
三
〇
四
?〇
七
巻
第
八
╱
延
久
五
年
齋
時
三
藏
來
點
茶
、
〜
戌
時
有
仙
菓
茶
飲
、
〜
一
〇
七
三
〇
四
?〇
八
巻
第
八
╱
延
久
五
年
齋
時
照
大
師
取
來
點
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
四
?一
二
巻
第
八
╱
延
久
五
年
爲
印
經
沙
汰
參
向
三
藏
房
點
茶
、
次
三
藏
來
座
、
照
大
師
自
持
來
好
茶
點
了
、
一
〇
七
三
〇
四
?一
四
巻
第
八
╱
延
久
五
年
次
於
三
藏
房
喫
粥
茶
、
〜
照
大
師
置
好
茶
還
了
、
嵩
大
師
與
大
小
師
共
來
、
點
茶
行
法
了
、
〜
一
〇
七
三
〇
五
?〇
四
巻
第
八
╱
延
久
五
年
知
府
饗
応
點
茶
湯
、
〜
次
禮
頭
子
院
々
主
點
茶
、
與
院
主
共
參
寺
主
大
師
院
謁
點
茶
兩
度
、
〜
一
〇
七
三
〇
五
?一
一
巻
第
八
╱
延
久
五
年
仍
謁
通
判
郎
中
、
點
茶
兩
度
、
湯
一
度
了
。
一
〇
七
三
〇
五
?一
四
巻
第
八
╱
延
久
五
年
退
出
間
有
點
茶
湯
、
〜
一
〇
七
三
〇
五
?一
八
巻
第
八
╱
延
久
五
年
辰
時
、
參
府
謁
郎
中
兩
度
點
茶
次
湯
、
有
送
酒
約
束
嵩
大
師
爲
通
事
殿
直
共
參
、
還
船
後
送
酒
五
瓶
、
無
灰
風
麴
新
酒
者
、
茶
酒
司
送
文
奉
返
牒
了
。
一
〇
七
三
〇
五
?二
一
巻
第
八
╱
延
久
五
年
皆
船
頭
等
相
共
來
點
茶
、
?
分
酒
二
瓶
了
、
〜
一
〇
七
三
〇
五
?二
二
巻
第
八
╱
延
久
五
年
次
參
通
判
郎
中
許
、
二
人
共
有
點
茶
湯
、
次
參
知
府
衙
有
茶
湯
、
〜
一
〇
七
三
〇
五
?二
六
巻
第
八
╱
延
久
五
年
先
參
寺
主
慈
覺
大
師
賜
紫
雲
知
房
、
重
々
宿
處
、
花
美
殊
勝
、
即
點
茶
了
、
〜
僧
正
儲
仙
菓
茶
、
〜
一
〇
七
三
〇
五
?二
八
巻
第
八
╱
延
久
五
年
善
妙
大
師
出
來
點
茶
、
以
橋
上
塔
院
禮
了
、
処
々
喫
茶
四
ヵ
度
、
〜
一
〇
七
三
〇
六
?〇
一
巻
第
八
╱
延
久
五
年
有
茶
湯
、
嵩
大
師
来
、
〜
一
〇
七
三
〇
六
?〇
四
巻
第
八
╱
延
久
五
年
即
共
參
府
有
茶
湯
學
士
好
人
也
、
〜
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え
ら
れ
る
。
即
ち
よ
い
お
茶
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
献
の
中
に
は
、
大
師
の
よ
う
な
人
が
「
好
茶
」
即
ち
好
い
お
茶
を
自
ら
持
参
し
て
き
た
記
録
が
何
ヵ
所
か
あ
っ
た
。
誰
某
の
大
師
が
お
と
ず
れ
た
時
に
、
大
抵
「
點
茶
湯
」
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
よ
い
お
茶
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
點
茶
湯
が
い
く
ら
か
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
い
。
ま
た
「
點
茶
薬
」
の
茶
薬
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
入
れ
混
ぜ
な
が
ら
煮
込
む
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
茶
の
湯
よ
り
も
も
っ
と
液
体
状
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
。
次
に
多
い
の
は
「
喫
茶
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
禅
院
の
茶
の
最
初
は
座
禅
の
時
に
眠
気
を
覚
ま
す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
禅
院
内
の
喫
茶
は
禅
の
修
行
と
同
様
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
無
論
茶
に
は
薬
効
性
（
疲
労
回
復
）
が
あ
っ
て
、
座
禅
の
一
助
に
な
る
の
も
言
う
ま
で
も
な
い
。
文
献
で
見
る
と
、「
喫
茶
」
は
「
點
茶
」
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
、
そ
し
て
出
る
頻
度
か
ら
み
る
と
や
や
高
い
。
こ
の
「
喫
茶
」
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
お
茶
を
薬
に
し
て
飲
む
と
い
う
実
用
的
な
機
能
を
重
ん
じ
は
じ
め
、
後
に
渇
き
を
癒
す
効
果
的
な
飲
み
物
ま
た
は
健
康
に
よ
い
飲
み
物
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
禅
寺
の
中
の
「
喫
茶
」
と
い
う
行
為
は
も
と
も
と
修
行
の
代
名
詞
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
禅
僧
と
茶
と
の
関
わ
り
を
論
じ
る
た
め
に
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
は
「ち
趙よう
州しゆ
喫うき
茶つさ
去こ
」（
今
か
ら
一
一
〇
〇
年
ほ
ど
昔
、
中
国
に
、ち
趙よう
州しゆうと
い
う
名
の
禅
僧
が
い
た
。
そ
の
趙
州
が
言
っ
た
言
葉
が
、「
趙
州
喫
茶
去
」
で
あ
る
。
禅
宗
で
は
公
案
と
な
っ
て
お
り
、
雲
水
（
禅
宗
の
修
行
僧
）
が
必
ず
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
と
な
っ
て
い
る
）
の
公
案
で
あ
る
。
あ
る
と
き
、
趙
州
和
尚
が
二
人
の
新
参
僧
に
尋
ね
た
。「
あ
な
た
は
此
の
辺
に
来
た
事
が
あ
る
か
。
そ
れ
と
も
ま
だ
か
」。
僧
は
言
う
、「
参
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
師
言
う
、「
喫
茶
去
！
」。
又
他
の
一
人
に
問
う
、「
こ
の
辺
に
来
た
こ
と
が
あ
る
か
。
ま
だ
か
」。
僧
言
う
、「
参
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
」。
師
言
う
、「
喫
茶
去
！
」。
そ
こ
で
院
主
問
う
、「
和
尚
さ
ん
、
来
た
事
が
な
い
者
に
、
喫
茶
去
！
と
い
う
の
は
ま
あ
い
い
と
し
て
、
来
た
事
の
あ
る
者
に
も
、
ど
う
し
て
喫
茶
去
！
と
い
う
の
で
す
か
」。
師
言
う
、「
院
主
さ
ん
」。
院
主
、「
は
い
」。
師
言
う
、「
お
茶
召
し
上
が
れ
」。
こ
れ
は
禅
の
公
案
で
あ
っ
た
。
即
ち
一
つ
の
問
い
に
対
し
て
然
り
と
い
う
に
も
、
否
と
い
う
に
も
同
じ
く
「
喫
茶
去
！
」
と
答
え
、
そ
れ
を
っ
て
聞
い
た
第
三
者
の
問
い
に
対
す
る
返
事
に
も
「
喫
茶
去
！
」
と
答
え
た
。
即
ち
趙
州
が
喫
茶
を
公
案
に
使
っ
て
、
巧
み
に
説
得
し
た
こ
と
に
由
来
し
た
。
こ
れ
は
お
茶
と
禅
宗
を
因
縁
付
け
る
面
白
い
故
事
と
し
て
よ
く
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
禅
僧
が
茶
と
の
深
い
関
わ
り
を
持
つ
原
因
は
、
ま
ず
、
茶
の
薬
用
効
果
で
あ
る
。
茶
の
各
種
の
薬
用
効
果
の
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
居
眠
り
か
ら
覚
め
さ
せ
る
と
い
う
効
用
で
あ
る
。
こ
れ
が
茶
が
禅
僧
の
間
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
主
な
原
因
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
る
。
次
は
、
茶
の
緑
色
は
静
か
で
安
ら
か
な
感
じ
を
与
え
、
生
命
、
自
然
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
苦
味
を
帯
び
た
甘
味
に
は
そ
の
後
味
を
味
わ
え
ば
味
わ
う
ほ
ど
美
味
し
く
な
る
と
い
う
奥
深
く
幽
遠
な
も
の
が
中
に
あ
る
。
ま
た
、
お
酒
な
ど
の
味
の
濃
い
飲
み
物
と
違
っ
て
、
茶
の
味
は
薄
く
て
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
。
茶
の
感
触
的
特
質
か
ら
見
て
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茶芸と茶道における諸要素
も
、
飲
茶
の
雰
囲
気
か
ら
見
て
も
、
ま
た
、
飲
茶
か
ら
得
た
心
境
か
ら
見
て
も
、
茶
ほ
ど
静
寂
、
幽
玄
、
枯
淡
と
い
う
禅
の
性
格
と
一
致
す
る
も
の
は
な
い
と
多
く
の
茶
文
化
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
。
臨
済
宗
の
祖
と
言
わ
れ
る
栄
西
禅
師
が
『
喫
茶
養
生
記
』（
一
二
一
一
）
を
著
し
、
こ
こ
に
も
「
喫
茶
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
効
用
に
つ
い
て
、
栄
西
が
宿
酔
に
よ
る
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
た
将
軍
源
実
朝
に
茶
を
薬
と
し
て
勧
め
、
す
ぐ
治
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
折
、
栄
西
が
『
喫
茶
養
生
記
』
を
献
上
し
た
。
そ
の
中
で
、
栄
西
は
、
人
間
の
五
臓
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
好
む
と
こ
ろ
の
五
味
を
多
く
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
健
康
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
肺
臓
は
辛
い
味
を
好
み
、
肝
臓
は
酸
っ
ぱ
い
味
を
好
み
、
脾
臓
は
甘
い
味
を
好
み
、
腎
臓
は
塩
辛
い
味
を
好
み
、
最
後
の
心
臓
は
苦
い
味
を
好
む
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
薬
用
と
し
て
の
喫
茶
の
風
習
は
お
寺
か
ら
武
家
社
会
、
や
が
て
一
般
の
庶
民
の
生
活
に
ま
で
進
出
し
始
め
た
と
見
ら
れ
る
。
「
一
〇
七
二
・
〇
五
・
一
九
巻
第
一
╱
延
久
四
年
參
石
橋
以
茶
供
養
羅
漢
五
百
十
六
杯
」
と
あ
っ
て
、「
参
天
台
の
石
橋
に
て
、
羅
漢
五
百
十
六
杯
の
茶
で
も
っ
て
供
養
を
し
た
」
と
あ
り
、
こ
の
光
景
を
成
尋
も
実
際
そ
の
目
で
見
た
の
で
あ
る
。
東
京
学
芸
大
学
の
高
橋
忠
彦
教
授
が
天
台
山
石
橋
の
羅
漢
供
養
茶
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。「
浙
江
茶
文
化
の
中
心
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
天
台
山
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
五
百
羅
漢
供
養
に
は
茶
が
点
て
ら
れ
た
。
そ
の
茶
に
は
花
が
生
じ
る
と
多
く
の
禅
僧
が
詩
に
詠
ん
で
い
た
」
と
。
そ
し
て
皇
帝
が
五
百
羅
漢
に
茶
を
献
じ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
時
、
茶
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
散
茶
が
飲
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
分
析
し
、
京
都
大
徳
寺
所
蔵
の
五
百
羅
漢
図
は
そ
の
五
百
羅
漢
茶
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
、
と
も
指
摘
さ
れ
た?44）
。
「
一
〇
七
三
・
〇
三
・
〇
九
巻
第
七
╱
延
久
五
年
〜
惠
淨
梨
與
的
乳
茶
壹
貼
」
と
い
う
日
記
の
内
容
に
は
「
乳
茶
」
と
い
う
言
葉
が
一
ヶ
所
だ
け
登
場
す
る
。
こ
れ
は
宋
太
宗
の
時
（
紀
元
九
九
五
年
）、
皇
室
へ
の
献
上
茶
と
し
て
、
当
時
福
建
で
製
造
し
た
乳
茶
の
こ
と
で
あ
る
。
大
変
な
高
級
品
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
石
乳
、
的
乳
、
白
乳
な
ど
も
そ
の
貢
茶
の
行
列
に
入
っ
て
い
た
。
成
尋
の
『
参
記
』
と
い
う
日
記
に
は
、
茶
器
に
つ
い
て
、
二
三
ヶ
所
で
触
れ
ら
れ
た
が
、
比
較
的
目
立
っ
た
の
は
、
銀
茶
器
の
こ
と
で
あ
る
。
お
茶
を
点
て
る
の
に
銀
茶
器
を
使
う
の
は
、
か
な
り
豪
華
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
が
、
当
時
の
お
寺
と
し
て
接
客
用
に
使
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
一
服
茶
を
飲
ん
で
か
ら
お
金
も
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
『
参
記
』
と
い
う
日
記
に
あ
る
お
茶
と
い
う
言
葉
の
背
後
に
あ
る
内
容
を
想
定
し
な
が
ら
自
分
な
り
の
分
類
を
試
み
た
。
分
類
対
象
関
係
活
動
意
味
役
割
?位
置
づ
け
コ
メ
ン
ト
点
茶
お
経
を
読
む
も
の
寺
の
一
般
行
事
修
行
の
代
名
詞
の
よ
う
な
も
の
禅
寺
中
の
点
茶
の
頻
繁
ぶ
り
（
点
）
茶
湯
茶
薬
大
師
（
役
人
）
の
到
来
等
厳
か
な
行
事
正
式
の
場
合
乳
茶
惠
淨
梨
に
贈
与
友
情
貢
茶
の
一
種
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こ
の
よ
う
に
一
一
世
紀
初
頭
頃
の
お
寺
の
中
の
お
茶
の
姿
に
つ
い
て
、
成
尋
禅
師
は
ど
う
見
た
の
か
。
そ
し
て
こ
う
し
た
中
国
の
禅
寺
の
茶
の
種
類
、
点
て
方
、
お
茶
の
意
味
内
容
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
、
成
尋
は
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
。
さ
ら
に
は
、
成
尋
が
自
分
の
書
い
た
貴
重
な
日
記
を
弟
子
に
持
ち
帰
ら
せ
た
後
、
当
時
の
人
た
ち
は
茶
木
を
植
え
、
そ
し
て
一
定
の
拡
大
生
産
が
確
保
さ
れ
た
上
で
、
だ
ん
だ
ん
と
中
国
禅
寺
の
中
の
お
茶
の
姿
を
見
よ
う
見
真
似
で
日
本
の
寺
院
で
実
践
し
は
じ
め
た
の
で
は
な
い
か
。
成
尋
の
よ
う
な
留
学
僧
た
ち
が
、
禅
寺
の
戒
律
や
礼
儀
な
ど
を
学
び
な
が
ら
禅
に
お
け
る
お
茶
の
役
割
ま
た
は
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
と
観
察
し
て
学
ん
で
持
ち
帰
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
お
茶
は
単
に
飲
む
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
禅
寺
の
中
の
お
茶
は
む
し
ろ
日
常
性
を
超
え
て
、
修
行
ま
た
は
法
を
講
じ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
ま
で
な
っ
た
。
そ
し
て
、
社
交
性
（
接
客
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）、
礼
儀
性
（
贈
与
）、
薬
効
性
（
疲
労
回
復
）、
祈
願
性
（
供
茶
）
な
ど
の
役
割
も
そ
れ
ぞ
れ
含
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
中
国
で
は
、「
道
」
で
は
な
く
、「
芸
」
と
い
う
形
で
、
茶
文
化
を
豊
か
に
し
つ
つ
あ
る
。
茶
芸
の
「
芸
」
と
は
、
技
芸
な
い
し
は
芸
術
と
い
う
意
味
で
、
中
国
の
茶
芸
は
、「
い
か
に
美
し
い
お
茶
を
淹
れ
る
か
、
ま
た
は
美
味
し
い
お
茶
を
飲
む
か
と
い
う
〞
身
心
〝
へ
の
効
用
と
快
楽
を
求
め
る
も
の
」
で
あ
る
。
中
国
人
が
「
茶
芸
」
の
二
文
字
を
用
い
る
の
は
、
中
国
の
茶
文
化
の
本
質
た
る
茶
の
歴
史
と
、
古
来
飲
茶
を
、
喉
の
渇
き
を
い
や
す
、
精
神
を
高
揚
さ
せ
る
、
友
と
交
わ
る
、
縁
を
結
ぶ
な
ど
「
楽
」
と
し
て
味
わ
う
文
化
的
背
景
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
茶
の
命
は
、
茶
、
水
、
器
と
い
う
基
本
的
要
素
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
基
本
的
要
素
を
認
識
し
た
上
、
さ
ら
に
茶
に
と
っ
て
主
体
で
あ
る
人
々
の
精
神
的
活
動
を
加
え
て
は
じ
め
て
、
茶
の
芸
術
が
誕
生
す
る
。
そ
し
て
文
学
、
絵
画
、
書
道
、
音
楽
、
陶
磁
器
、
服
装
、
生
け
花
、
建
築
な
ど
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
芸
術
的
要
素
を
取
り
入
れ
、「
茶
芸
文
化
」
と
い
う
独
特
な
文
化
形
態
を
作
り
上
げ
、
茶
の
芸
術
の
集
大
成
と
な
る
。
茶
文
化
の
重
要
な
構
成
員
で
あ
る
中
国
茶
芸
は
き
っ
と
さ
ら
な
る
飛
躍
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
来
る
に
相
違
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
茶
道
は
、「
わ
び
・
さ
び
と
い
う
含
意
で
、
即
ち
茶
道
は
唯
美
的
か
つ
〞
心
身
〝
的
な
修
練
を
重
ね
、
世
俗
的
時
空
を
超
越
す
る
も
の
」
で
あ
る
。
供
養
茶
羅
漢
五
百
十
六
杯
供
養
崇
拝
日
本
は
い
ま
も
供
茶
の
習
慣
送
茶
大
師
自
ら
荘
厳
重
要
さ
茶
器
一
般
客
接
客
一
服
一
銭
禅
寺
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
茶
茶
菓
子
茶
あ
り
、
八
十
余
人
と
も
に
喫
す
茶
な
ど
の
茶
菓
子
飲
茶
に
欠
か
せ
な
い
茶
の
お
菓
子
の
対
関
係
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日
本
で
は
、
茶
道
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
定
義
が
あ
る
。
例
え
ば
、
岡
倉
天
心
は
『
茶
の
本
』
の
中
で
、「
茶
道
と
は
日
常
生
活
の
些
細
な
事
柄
に
美
を
見
出
し
、
讃
美
し
、
そ
れ
を
礼
讃
す
る
こ
と
な
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
谷
川
徹
三
は
『
茶
の
美
学
』
の
中
で
、「
茶
道
は
、
身
体
の
所
作
を
媒
介
と
す
る
演
出
の
芸
術
と
し
て
の
茶
、〞
社
交
的
な
も
の
、
修
行
的
な
も
の
、
芸
術
的
な
も
の
、
儀
式
的
な
も
の
〝」
と
述
べ
て
い
る
。
芳
賀
幸
四
郎
は
『
茶
禅
一
味
』
の
中
で
、「
お
よ
そ
茶
道
に
は
、
社
交
の
儀
礼
を
兼
ね
た
風
流
な
遊
び
の
面
と
洗
練
さ
れ
た
高
尚
な
芸
術
の
面
、
お
よ
び
人
間
形
成
の
道
と
い
う
宗
教
的
な
面
と
の
三
つ
の
面
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
熊
倉
功
夫
は
『
茶
の
湯
の
歴
史
｜
千
利
休
ま
で
』
の
中
で
「
茶
道
を
舞
台
芸
能
と
し
て
捉
え
、
装
い
〞
服
装
と
器
具
〝、
行
い
〞
茶
室
と
露
地
〝、
し
つ
ら
い
〞
手
前
作
法
と
礼
〝、
お
も
い
〞
侘
び
寂
び
の
趣
〝」
と
述
べ
て
い
る
。
私
は
、
倉
沢
行
洋
氏
が
『
一
期
一
会
』
と
い
う
本
の
中
の
「
一
期
一
会
覚
書
」
に
書
い
た
よ
う
に
、「
茶
か
ら
心
へ
の
道
で
あ
り
、
心
か
ら
茶
へ
の
道
で
あ
る
」
と
い
う
定
義
に
大
変
賛
同
す
る
。
氏
は
、
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
茶
道
に
は
、
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
茶
を
点
て
た
り
喫
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
機
縁
と
し
て
、
言
い
換
え
れ
ば
、『
茶
湯
』
を
機
縁
と
し
て
、『
心
』
を
深
め
、
高
め
る
『
道
』
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
今
ひ
と
つ
は
、
そ
う
や
っ
て
深
め
ら
れ
、
高
め
ら
れ
た
『
心
』
の
働
き
と
し
て
、
茶
を
点
て
た
り
喫
ん
だ
り
す
る
、
つ
ま
り
茶
湯
を
行
う
、『
道
』
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
を
約
め
て
言
え
ば
、
茶
道
と
は
、
茶
か
ら
心
へ
の
道
で
あ
り
、
ま
た
心
か
ら
茶
へ
の
道
で
あ
る
」
と?45）
。
広
辞
苑
に
よ
る
と
、
茶
の
湯
は
「
客
を
招
い
て
抹
茶
を
点
て
、
会
席
の
饗
応
な
ど
を
す
る
こ
と
。
茶
会
。
茶
の
会
。
ま
た
、
そ
の
作
法
」
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
茶
道
は
「
さ
ど
う
」
と
も
「
ち
ゃ
ど
う
」
と
も
読
め
、「
茶
の
湯
に
よ
っ
て
精
神
を
修
養
し
、
交
際
礼
法
を
究
め
る
道
」
と
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
道
は
即
ち
動
物
を
含
む
す
べ
て
の
も
の
が
歩
く
道
の
こ
と
で
あ
る
。
道
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
道
が
な
い
時
も
あ
る
。
人
が
歩
く
道
を
茶
の
「
道
」
に
見
立
て
る
唯
一
の
解
釈
は
ほ
か
で
も
な
く
、
我
々
人
間
そ
の
も
の
の
姿
で
あ
る
。
姿
は
そ
の
人
の
心
を
映
す
と
い
う
。
日
本
人
の
精
神
世
界
の
す
べ
て
が
〞
モ
ノ
〝
を
通
じ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
〞
モ
ノ
〝
を
見
詰
め
な
が
ら
自
分
の
精
神
世
界
に
浸
み
込
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
茶
の
道
の
真
髄
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
注?１
）
娄
子
匡
先
生
（
九
六
歳
）
が
最
初
に
「
茶
芸
」
と
い
う
二
文
字
を
台
湾
の
あ
る
雑
誌
で
使
っ
た
。
そ
し
て
範
増
平
（
台
湾
出
身
）
が
一
九
八
九
年
四
月
十
三
日
に
、
上
海
錦
江
飯
店
（
ホ
テ
ル
）
で
中
華
茶
芸
の
実
演
と
講
演
を
し
た
。
?２
）
王
玲
著
『
中
国
茶
文
化
』、
中
国
書
店
、
一
九
九
二
年
、
一
三
頁
と
八
九
頁
。
?３
）
陸
羽
著
『
茶
経
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
。
?４
）
唐
代
徳
宗
の
貞
元
年
間
（
七
八
五
｜
八
〇
五
）
ま
で
活
躍
し
た
と
い
う
。
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?５
）
「
飲
茶
歌
雀
石
使
君
」『
全
唐
詩
』
第
二
十
三
冊
、
巻
八
二
一
、
頁
九
二
六
〇
。
?６
）
同
上
。
?７
）
趙
方
任
著
『
茶
詩
に
見
え
る
中
国
茶
文
化
の
変
遷
』、
有
限
会
社
シ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
開
発
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
、
一
七
六
｜
一
七
七
頁
。
?８
）
『
全
唐
詩
』
第
十
一
冊
、
巻
三
五
九
、
頁
四
〇
四
七
。
?９
）
『
全
唐
詩
』
第
十
七
冊
、
巻
五
六
八
、
頁
六
五
七
九
。
?10
）
『
宋
詩
鈔
』
第
四
冊
、
三
二
三
七
頁
。
?11
）
『
文
忠
集
』
巻
九
。
?12
）
『
大
観
茶
論
』
の
著
者
と
さ
れ
る
徽
宗
皇
帝
は
、
宋
の
元
豊
五
年
（
一
〇
八
二
）
一
〇
月
、
神
宗
の
第
一
一
子
と
し
て
生
ま
れ
、
一
一
〇
〇
年
北
宋
第
八
代
皇
帝
の
位
に
即
い
た
。
徽
宗
は
詩
文
書
画
を
愛
好
し
、
自
ら
も
優
れ
た
書
画
を
遺
し
た
宋
代
随
一
の
風
流
の
天
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
も
茶
の
著
し
く
発
達
し
た
模
様
を
紹
介
し
、
特
に
「
点
」
と
「
」
の
は
、
茶
の
発
展
史
か
ら
見
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
?13
）
周
達
生
著
『
中
国
茶
の
世
界
』、
保
育
社
、
一
九
九
四
年
、
一
〇
六
｜
一
三
四
頁
。
?14
）
陳
舜
臣
著
『
茶
事
遍
路
』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
、
七
〇
頁
。
?15
）
『
龍
団
茶
録
』『
欧
陽
修
忠
公
集
』
巻
六
五
。
?16
）
宋
人
陶
谷
の
『
清
異
録
』
は
宋
代
の
雑
書
で
、
わ
ず
か
四
十
余
字
の
記
載
し
か
な
い
。「
十
六
湯
品
」（
十
六
湯
）
と
湯
社
及
び
茶
百
戯
等
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。『
四
庫
全
書
』
所
収
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
〇
四
三
｜
一
〇
四
七
頁
。
?17
）
『
蘇
詩
集
』
第
七
冊
、
二
三
六
二
頁
。
?18
）
『
全
唐
詩
』
第
二
二
冊
、
巻
七
八
八
、
頁
八
八
八
二
。
?19
）
中
国
浙
江
省
に
あ
る
径
山
寺
は
唐
代
に
創
建
、
宋
代
に
な
っ
て
栄
え
、
「
東
南
第
一
の
禅
寺
」
と
も
称
さ
れ
る
。
日
本
僧
も
た
び
た
び
そ
ち
ら
で
修
行
し
、
中
日
文
化
交
流
を
促
進
し
た
。
径
山
茶
は
寺
と
と
も
に
興
り
、
茶
宴
の
儀
式
お
よ
び
茶
宴
用
具
一
式
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
が
日
本
に
伝
わ
り
日
本
的
伝
統
文
化
の
一
つ
、
茶
道
に
発
展
し
た
。
そ
の
た
め
「
径
山
茶
宴
」
は
日
本
茶
道
の
源
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
?20
）
宋
代
の
闘
茶
で
用
い
ら
れ
た
方
法
で
、
直
接
お
茶
を
煮
る
の
で
は
な
く
、
先
に
固
形
茶
を
茶
研
で
い
て
茶
碗
の
中
に
入
れ
る
。
沸
か
し
た
湯
を
茶
に
注
ぎ
込
ん
で
、「
茶
」
と
い
う
茶
道
具
で
お
茶
を
か
き
回
す
。
抹
茶
と
水
が
一
体
に
と
け
合
う
よ
う
に
な
る
ま
で
か
き
回
す
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
茶
」
が
発
明
さ
れ
た
。
茶
は
お
茶
を
か
き
ま
わ
す
道
具
で
、
金
製
、
銀
製
、
鉄
製
の
も
の
が
あ
る
。
大
部
分
は
竹
製
で
あ
る
。
お
湯
を
茶
碗
の
中
に
入
れ
て
か
ら
茶
で
力
を
入
れ
て
か
き
回
し
、
だ
ん
だ
ん
と
泡
が
現
れ
、
雲
の
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
お
茶
の
優
劣
は
、
泡
が
現
れ
る
の
が
早
い
か
ど
う
か
、
水
の
紋
様
が
現
れ
る
の
が
遅
い
か
ど
う
か
で
評
定
す
る
。
?21
）
天
目
茶
碗
は
、
鎌
倉
時
代
に
中
国
か
ら
日
本
へ
将
来
さ
れ
た
。
そ
の
後
日
本
で
も
造
ら
れ
た
。
天
目
茶
碗
は
茶
の
湯
初
期
は
主
流
だ
っ
た
。
格
も
高
い
。
産
地
は
中
国
の
福
建
省
の
建
窯
が
有
名
で
あ
る
。
な
ぜ
「
天
目
」
と
呼
ば
れ
る
の
か
。
一
説
に
は
、
鎌
倉
時
代
に
、
中
国
へ
渡
っ
た
禅
僧
が
浙
江
省
天
目
山
の
禅
寺
で
常
什
だ
っ
た
の
を
日
本
へ
持
ち
帰
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
天
目
山
は
浙
江
省
と
安
徽
省
の
間
に
あ
る
。
福
建
省
建
安
に
は
天
目
山
と
い
う
名
前
の
山
は
な
い
。
当
時
日
本
で
も
っ
と
も
多
く
使
っ
た
建
窯
製
の
天
目
茶
碗
は
建けんさん
と
と
毫ごう
盞さん
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（
中
国
名
）
で
あ
る
。『
君
台
観
左
右
帳
記
』（
室
町
時
代
一
五
〇
〇
頃
）
に
記
載
さ
れ
た
天
目
茶
碗
の
種
類
に
は
曜
変
?油
摘
?建
盞
?烏
盞
?能
皮
盞
と
天
目
が
あ
る
。
天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
当
時
の
『
山
上
宗
二
記
』
に
も
建
盞
?曜
変
?油
摘
?烏
盞
?別
盞
?能
皮
盞
が
記
録
し
て
あ
る
。
そ
の
他
、
天
目
類
に
は
灰
被
、
黄
天
目
、
只
天
目
な
ど
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
、
天
目
茶
碗
に
関
す
る
混
乱
が
広
く
見
ら
れ
た
。「
福
建
の
建
安
に
天
目
山
が
あ
る
」
と
い
う
地
理
的
誤
認
が
広
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
浙
江
省
の
天
目
山
で
は
、
天
目
茶
碗
は
造
ら
れ
て
い
な
い
。
江
戸
時
代
の
『
茶
教
字
実
方
鑑
』（
一
七
二
七
）
の
記
述
は
、
む
し
ろ
正
し
い
。
池
坊
短
期
大
学
に
て
の
『
茶
の
湯
文
化
学
会
平
成
一
九
年
度
大
会
』「〞
天
目
〝
の
由
来
通
説
成
立
の
背
景
江
戸
時
代
に
お
け
る
混
乱
と
〞
茶
教
字
実
方
鑑
〝
の
意
義
」
の
論
文
発
表
よ
り
、
岩
田
澄
子
。
?22
）
老
舎
（
一
八
九
九
｜
一
九
六
六
）
は
北
京
の
出
身
で
中
国
の
作
家
で
あ
る
。
戯
曲
の
『
駱
駝
祥
子
』
と
民
風
を
反
映
し
た
『
茶
館
』
な
ど
の
小
説
を
書
い
た
。
?23
）
中
国
最
古
の
部
首
別
字
書
で
あ
り
、
中
国
文
字
学
の
基
本
的
な
古
典
で
も
あ
る
。
全
部
で
一
五
巻
か
ら
な
る
。
後
漢
の
許
慎
が
ま
と
め
た
。
西
暦
一
〇
〇
年
頃
成
立
し
た
。
漢
字
九
千
余
字
を
五
四
〇
の
部
首
に
よ
り
分
類
し
、
六
書
の
説
に
よ
り
字
形
の
成
立
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
?24
）
一
種
の
楽
書
で
あ
る
。
唐
楽
舞
師
の
狛こま
近ちか
真ざね
（
一
一
七
七
｜
一
二
四
二
）
著
。
全
部
で
一
〇
巻
か
ら
な
っ
て
い
る
。
?25
）
熊
倉
功
夫
、
渡
辺
保
、
松
岡
正
剛
、
田
中
仙
堂
に
よ
る
座
談
会
「
文
化
の
指
標
と
し
て
の
『
型
』
と
『
道
』
日
本
文
化
論
の
過
去
現
在
未
来
と
『
型
』
の
創
造
力
」
よ
り
。『
国
際
交
流
』
第
八
一
号
、
平
成
一
〇
年
七
月
一
日
収
録
。
?26
）
柳
宗
悦
著
『
茶
と
美
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
四
五
頁
。
?27
）R
ichard Silver
（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ル
バ
ー
、
ア
メ
リ
カ
財
務
省
通
貨
監
督
庁
上
席
弁
護
士
）「
茶
の
湯
と
禅
を
め
ぐ
る
出
会
い
の
中
で－
日
本
文
化
の
体
験
か
ら
」『
国
際
交
流
』
第
八
一
号
、
平
成
一
〇
年
七
月
一
日
収
録
、
七
九
頁
。
?28
）
竹
田
健
二
「『
気
』
の
原
義
と
『
気
』
の
思
想
の
成
立
」『
日
本
語
学
』
一
九
九
六
年
、
第
十
五
巻
、
七
月
号
。
?29
）
桑
田
忠
親
著
『
茶
道
の
歴
史
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
九
年
、
四
五
頁
。
?30
）
桑
田
忠
親
著
『
茶
の
心
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
〇
年
。
?31
）
『
利
休
七
則
』
の
解
説
「
茶
の
湯
倶
楽
部
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。
?32
）
「
日
本
美
術
史
抄
黎
明
こ
れ
は
美
術
史
諸
書
を
渉
猟
し
て
本
誌
が
特
に
輯
成
し
た
も
の
で
あ
る
」『
美
術
・
工
藝
』
美
術
・
工
藝
編
輯
部
昭
和
一
九
年
一
月
号
通
巻
第
廿
二
号
、
二
九
頁
。
?33
）
岡
倉
覚
三
著
、
村
岡
博
訳
『
茶
の
本
』、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
九
年
、
二
一
頁
。
?34
）
大
久
保
喬
樹
著
『
日
本
文
化
論
の
系
譜
「
武
士
道
」
か
ら
「「
甘
え
」
の
構
造
」
ま
で
』、
中
公
新
書
、
二
〇
〇
三
年
、
八
八
｜
八
九
頁
。
?35
）
大
正
十
五
年
民
衆
的
工
芸
の
略
称
で
あ
る
。
?36
）
桑
田
忠
親
著
『
茶
道
の
歴
史
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
九
年
、
一
〇
五
頁
。
?37
）
同
上
、
七
八
頁
。
?38
）
同
上
、
一
〇
四
頁
。
?39
）
熊
倉
功
夫
校
注
『
山
上
宗
二
記
付
茶
話
指
月
集
』、
岩
波
書
店
、
二
52
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〇
六
年
、
九
九
頁
。
?40
）
鈴
木
大
拙
著
『
禅
と
日
本
文
化
』、
岩
波
新
書
、
一
九
八
六
年
。
?41
）
平
安
時
代
の
天
台
宗
の
僧
侶
（
一
〇
一
一
｜
一
〇
八
一
）
で
あ
る
。
大
雲
寺
の
文
慶
に
師
事
。
一
〇
七
二
年
（
延
久
四
）
入
宋
、
天
台
山
?五
大
山
を
歴
遊
、
宋
朝
か
ら
善
慧
大
師
の
号
を
受
け
、
彼
地
で
寂
。『
参
天
台
五
台
山
記
』
を
著
し
た
。
?42
）
近
藤
瓶
城
編
『
改
定
史
籍
集
覧
』
第
廿
六
冊
（
新
加
別
記
類
八
三
）「
参
天
台
五
台
山
記
」﹇
六
四
七
｜
八
一
四
頁
」、
臨
川
書
店
、
一
九
八
四
年
、
同
上
。
?43
）
王
勇
「
參
天
台
五
臺
山
記
」
解
題
、
浙
江
大
學
日
本
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
一
月
八
日
。
?44
）
高
橋
忠
彦
『
天
台
山
石
橋
の
羅
漢
供
養
茶
に
関
す
る
日
本
の
資
料
紹
介
』
茶
文
化
班
主
催
「
中
日
寧
波
茶
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
二
〇
〇
六
年
九
月
十
九
日
。
?45
）
倉
沢
行
洋
「
一
期
一
会
覚
書
」『
一
期
一
会
』、
燈
影
舎
、
一
九
八
八
年
、
二
一
一
頁
。
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は
じ
め
に
こ
の
度
、
私
は
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
か
ら
一
年
間
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
外
国
人
研
究
員
及
び
共
同
研
究
会
の
研
究
代
表
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
中
国
の
唐
の
都
・
長
安
（
現
在
の
陝
西
省
西
安
市
）
に
あ
る
西
北
大
学
か
ら
来
た
。
そ
し
て
受
入
れ
教
授
宇
野
隆
夫
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
国
内
三
〇
名
以
上
の
教
授
や
研
究
者
ら
と
共
同
研
究
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
嬉
し
い
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
、
私
の
肩
に
大
き
な
責
任
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。
今
回
の
共
同
研
究
の
課
題
は
『
古
代
東
ア
ジ
ア
交
流
の
総
合
的
研
究
』
で
あ
る
。
共
同
研
究
会
の
趣
旨
に
書
い
た
よ
う
に
、「
古
代
東
ア
ジ
ア
で
は
、
地
域
間
交
流
が
特
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。
中
で
も
中
日
の
往
来
は
、
日
本
の
国
家
制
度
・
都
市
建
設
・
宗
教
活
動
・
交
易
活
動
に
ま
で
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
中
国
も
、
中
国
周
辺
の
諸
国
や
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
た
西
方
諸
国
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
そ
の
社
会
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
古
代
東
ア
ジ
ア
は
、
国
際
交
流
が
大
き
な
社
会
変
革
を
生
ん
だ
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
の
さ
ら
な
る
解
明
は
、
時
間
空
間
を
こ
え
て
人
類
史
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
知
見
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
学
問
的
課
題
は
一
つ
の
研
究
方
法
で
解
明
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
学
際
的
な
共
同
研
究
が
特
に
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る?１）
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
四
年
前
に
西
安
市
の
東
郊
で
偶
然
に
発
見
さ
れ
た
在
唐
の
日
本
留
学
生
・
井
真
成
の
墓
誌
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
私
の
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
二
〇
〇
七
年
五
月
一
九
日
の
日
文
研
第
一
回
共
同
研
究
会
で
は
「
在
唐
の
日
本
留
学
生
井
真
成
墓
誌
の
発
見
と
新
研
究
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
主
に
１
?
墓
誌
の
「
贈
尚
衣
奉
御
」
の
書
き
方
、
２
?
井
真
成
と
「
贈
尚
衣
奉
御
」
と
そ
の
性
格
、
３
?
井
真
成
の
名
字
は
中
国
風
の
名
字
の
は
西
安
で
発
見
さ
れ
た
在
唐
日
本
留
学
生
・
井
真
成
墓
誌
の
最
新
研
究
井
真
成
墓
誌
に
関
す
る
研
究
後
王
維
坤
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ず
だ
、
４
?
「
日
本
」
国
号
の
確
立
年
代
考
、
５
?
水
の
東
原
墓
地
に
つ
い
て
、
６
?
井
真
成
墓
誌
の
空
白
と
九
姓
突
墓
誌
の
空
白
、
と
い
う
六
方
面
か
ら
在
唐
の
日
本
留
学
生
の
井
真
成
墓
誌
に
関
わ
る
諸
問
題
を
中
心
と
し
て
私
見
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
論
文
は
二
〇
〇
八
年
に
『
古
代
東
ア
ジ
ア
交
流
の
総
合
的
研
究
』
の
報
告
書
を
出
版
す
る
時
、
新
し
い
資
料
を
も
と
に
加
筆
し
て
、「
在
唐
日
本
留
学
生
・
井
真
成
の
墓
誌
の
発
見
と
新
研
究
井
真
成
墓
誌
に
関
す
る
研
究
前
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
発
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る?２）
。し
か
し
、
井
真
成
墓
誌
は
初
発
見
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
か
な
り
多
く
の
研
究
方
面
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
前
回
に
言
及
で
き
な
か
っ
た
、
１
?
井
真
成
墓
誌
発
見
の
経
緯
、
２
?
井
真
成
墓
誌
の
形
状
と
サ
イ
ズ
、
３
?
井
真
成
葬
期
の
推
定
、
４
?
井
真
成
墓
誌
文
の
配
置
と
考
釈
、
及
び
５
?
井
真
成
の
入
唐
時
期
、
な
ど
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
こ
の
墓
誌
に
関
す
る
最
新
研
究
を
論
じ
た
い
。
１
井
真
成
墓
誌
発
見
の
経
緯
ま
ず
、
井
真
成
墓
誌
発
見
の
経
緯
を
紹
介
し
よ
う
。
三
年
前
の
二
〇
〇
四
年
四
月
頃
、
陝
西
省
の
あ
る
建
築
会
社
が
西
安
市
の
東
郊
で
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
に
よ
る
不
法
工
事
を
し
て
い
て
、
偶
然
に
唐
代
の
都
・
長
安
で
死
去
し
た
在
唐
の
日
本
留
学
生
の
井
真
成
と
い
う
人
物
の
墓
誌
蓋
と
墓
誌
銘
を
掘
り
出
し
（
図
１
）、
す
ぐ
民
間
の
文
物
市
場
（「
古
玩
市
場
」
と
も
言
う
）
に
秘
密
裏
に
売
り
出
し
た
。
そ
の
際
、
西
北
大
学
歴
史
博
物
館
の
副
館
長
麦
明
氏
は
、
こ
の
情
報
を
聞
い
て
、
早
速
こ
の
文
物
市
場
へ
見
に
行
っ
た
。
ま
ず
氏
の
注
意
を
引
い
た
の
は
、
墓
誌
銘
の
二
行
目
に
「
公
、
姓
井
、
字
真
成
。
国
号
日
本
」
と
明
確
に
陰
刻
さ
れ
て
い
る
文
章
で
あ
る
。
そ
の
時
、
氏
は
、
わ
ざ
わ
ざ
私
の
所
へ
も
電
話
で
連
絡
し
、
墓
誌
の
様
子
を
詳
し
く
伝
え
た
。
私
の
見
た
と
こ
ろ
で
は
、「
井
真
成
と
い
う
人
物
を
図１ 井真成の墓誌蓋と墓誌銘の写真（王維坤提供)
図２ 西北大学歴史博物館の副館長 麦明氏（『新京報』より)
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含
む
遣
唐
使
墓
誌
の
発
見
は
初
め
て
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の
国
号
も
墓
誌
に
初
め
て
出
て
き
た
も
の
で
、
こ
の
墓
誌
は
疑
い
も
な
く
絶
対
に
研
究
価
値
と
文
物
価
値
が
あ
り
、
急
い
で
買
お
う
」
と
す
す
め
た
。
氏
も
勿
論
、
こ
の
墓
誌
自
体
の
価
値
を
よ
く
知
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
墓
誌
の
値
段
に
つ
い
て
は
、
氏
は
よ
く
交
渉
し
、
最
後
に
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
安
く
購
入
し
た
。
こ
の
墓
誌
は
、
い
ま
単
に
西
北
大
学
歴
史
博
物
館
に
収
蔵
・
陳
列
さ
れ
て
い
る
文
物
の
一
つ
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
の
「
館
を
鎮
め
る
宝
」
と
い
う
文
物
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
墓
誌
が
も
し
日
本
で
出
土
す
れ
ば
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
国
宝
」
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
中
国
で
は
、「
水
を
飲
む
時
は
源
を
考
え
る
」
と
い
う
諺
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が
井
真
成
墓
誌
を
研
究
す
る
時
に
は
、
氏
（
図
２
）
の
功
労
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
、
私
は
堅
く
信
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
墓
誌
の
発
見
は
、
考
古
学
の
立
場
図３ 井真成墓誌蓋の石刻写真（王維坤提供)図４ 井真成墓誌蓋の石刻拓本写真（王維坤提供)
図５ 井真成墓誌銘の石刻写真（王維坤提供)図６ 井真成墓誌銘の拓本写真（王維坤提供)
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か
ら
言
う
と
、
直
接
に
墓
か
ら
出
土
し
た
の
で
あ
る
が
、
上
述
の
通
り
に
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
に
よ
る
不
法
工
事
で
、
井
真
成
と
い
う
人
物
の
墓
は
す
っ
か
り
破
壊
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
が
、
幸
い
な
こ
と
は
、
墓
誌
と
い
う
国
宝
級
の
文
物
が
残
留
し
た
こ
と
で
あ
る
。
井
真
成
の
墓
誌
は
、
墓
誌
蓋
と
墓
誌
銘
（
墓
誌
文
と
も
言
う
）
と
い
う
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
墓
誌
蓋
に
篆
書
で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
文
字
が
一
二
個
あ
り
（
図
３
、
図
４
）、
墓
誌
銘
に
楷
書
で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
文
字
が
一
七
一
個
あ
り
（
図
５
、
図
６
）、
併
せ
て
一
八
三
個
の
文
字
し
か
な
い
。
こ
の
墓
誌
蓋
と
墓
誌
銘
の
文
章
は
非
常
に
短
い
が
、
墓
誌
銘
の
言
葉
は
簡
潔
で
要
領
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
後
、
各
方
面
か
ら
、
古
代
中
日
の
文
化
交
流
に
関
す
る
多
く
の
情
報
が
伝
わ
り
、
我
々
が
、
今
後
と
も
更
に
深
く
、
唐
代
の
長
安
で
死
去
し
た
日
本
留
学
生
の
井
真
成
墓
誌
及
び
他
の
問
題
を
研
究
す
る
た
め
の
、
た
く
さ
ん
の
新
資
料
を
提
供
さ
れ
た
。
こ
の
墓
誌
は
中
国
で
は
現
在
に
至
る
ま
で
唐
代
の
日
本
人
の
墓
誌
の
初
発
見
例
で
あ
る
の
で
、
直
ち
に
中
日
の
学
界
の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
〇
日
の
午
後
二
時
、
西
北
大
学
は
、
陝
西
歴
史
博
物
館
で
『
首
次
発
現
唐
代
日
本
留
学
生
墓
誌
新
聞
発
布
会
』
と
い
う
初
公
開
式
を
開
催
し
た
。
そ
の
時
、
日
中
友
好
協
会
会
長
平
山
郁
夫
氏
が
出
席
さ
れ
、
西
北
大
学
歴
史
博
物
館
と
大
明
宮
陳
列
館
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
す
る
字
を
揮
毫
し
た
（
図
７
）。
そ
の
同
年
の
一
二
月
一
八
日
と
一
九
日
に
、
西
北
大
学
文
博
学
院
も
ま
た
数
十
人
の
中
日
の
著
名
な
専
門
家
を
招
聘
し
て
、
文
博
学
院
の
会
議
室
で
『
中
古
時
期
中
外
文
化
交
流
学
術
研
討
会
』
と
い
う
討
論
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
討
論
会
で
は
、
諸
氏
が
積
極
的
に
発
言
し
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
井
真
成
墓
誌
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
検
討
し
、
大
き
な
研
究
成
果
を
得
た
。
こ
の
墓
誌
を
発
見
し
て
か
ら
、
今
に
至
る
ま
で
三
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
そ
の
総
合
的
研
究
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
何
故
か
と
言
う
と
、
多
く
の
未
解
決
の
問
題
を
残
し
て
い
る
か
ら
あ
り
、
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
２
井
真
成
墓
誌
の
形
状
と
サ
イ
ズ
井
真
成
墓
誌
は
実
際
、
他
の
墓
誌
と
同
じ
よ
う
に
、
墓
誌
蓋
と
墓
誌
銘
か
ら
図７ 日中友好協会会長平山郁夫氏が大明宮陳列館で記念する字を揮毫
している様子（王維坤提供)
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な
っ
て
い
る
。
幸
運
に
も
、
二
〇
〇
五
年
四
月
一
四
日
に
西
北
大
学
歴
史
博
物
館
の
麦
明
副
館
長
の
ご
好
意
に
よ
り
、
私
は
そ
の
墓
誌
の
サ
イ
ズ
を
再
び
実
測
し
た
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
こ
の
墓
誌
蓋
は
覆
斗
形
を
呈
し
、
一
辺
の
長
さ
は
三
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
八
セ
ン
チ
（
そ
の
う
ち
、
縁
の
厚
さ
二
・
八
セ
ン
チ
を
含
む
）、
四
辺
（「
四
刹
」
と
も
言
う
）
と
も
文
様
が
な
く
、
灰
青
石
質
（
建
築
に
使
わ
れ
る
黒
い
石
、
こ
れ
を
「
灰
青
石
」
と
も
俗
称
す
る
）
で
、
表
面
に
篆
書
で
「
贈
尚
衣
奉
御
井
府
君
墓
誌
之
銘
」
の
一
二
個
の
文
字
が
、
右
か
ら
縦
書
き
、
四
行
、
行
ご
と
に
三
字
で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
（
図
３
と
図
４
を
参
照
）。
井
真
成
墓
誌
蓋
の
書
き
方
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
墓
誌
銘
は
ほ
ぼ
正
方
形
を
呈
し
、
四
辺
の
平
均
の
長
さ
は
三
九
・
七
セ
ン
チ
に
近
い
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
横
の
長
さ
は
三
九
〜
三
九
・
三
セ
ン
チ
、
縦
の
長
さ
は
三
九
・
八
〜
四
〇
・
三
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
一
〇
セ
ン
チ
、
漢
白
玉
質
（
大
理
石
に
似
た
白
色
の
硬
い
石
、
こ
れ
を
「
唐
白
石
」
と
も
俗
称
す
る
）
で
あ
る
。
墓
誌
文
は
陰
刻
す
る
前
に
方
形
格
を
う
ち
、
格
ご
と
に
一
字
、
楷
書
で
右
か
ら
縦
書
き
、
全
一
二
行
、
行
ご
と
に
一
六
個
の
文
字
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
で
破
壊
さ
れ
て
い
た
九
個
の
欠
字
を
含
み
、
合
わ
せ
て
一
七
一
個
の
文
字
が
あ
る
（
図
５
と
図
６
を
参
照
）。
ま
ず
、
井
真
成
墓
誌
の
石
質
・
色
合
い
と
サ
イ
ズ
か
ら
分
析
し
て
み
た
い
。
井
真
成
墓
誌
蓋
の
材
質
は
灰
青
石
質
で
あ
る
が
、
し
か
し
墓
誌
底
の
材
質
は
漢
白
玉
質
で
あ
る
。
一
般
的
に
言
え
ば
、
蓋
の
材
質
は
底
の
材
質
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
特
に
墓
誌
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
こ
の
様
子
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
。
そ
れ
で
は
、
井
真
成
墓
誌
蓋
と
底
は
、
な
ぜ
違
う
材
質
を
選
択
し
た
の
か
？
私
見
で
は
、
こ
れ
は
た
ぶ
ん
井
真
成
の
意
外
な
死
亡
で
墓
誌
を
製
作
す
る
時
間
の
余
裕
が
な
く
、
急
遽
、
二
つ
の
四
〇
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
違
う
材
質
を
選
択
し
、
一
つ
は
蓋
を
造
り
、
も
う
一
つ
は
底
を
造
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
井
真
成
墓
誌
の
石
質
の
色
合
い
と
他
の
墓
誌
の
石
質
の
色
合
い
を
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
も
思
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
多
く
の
墓
誌
の
石
質
の
色
合
い
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
灰
青
石
質
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
井
真
成
墓
誌
の
石
質
の
色
合
い
は
多
く
の
墓
誌
と
違
っ
て
漢
白
玉
質
と
い
う
白
い
石
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
井
真
成
墓
誌
は
、
な
ぜ
漢
白
玉
質
と
い
う
白
い
石
質
を
選
択
し
た
の
か
？
私
見
で
は
、
白
い
石
の
上
に
彫
ら
れ
た
文
字
も
ま
た
白
色
を
呈
す
る
わ
け
で
、
白
地
に
白
文
字
と
な
っ
て
し
ま
い
、
た
い
へ
ん
見
づ
ら
い
点
は
否
定
で
き
な
い
。
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
当
初
、
文
字
に
は
墨
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
旧
唐
書
』
巻
九
九
「
張
嘉
貞
列
伝
」
に
は
「
張
嘉
貞
、
蒲
州
氏
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人
。
…
…
将
行
、
上
自
賦
詩
、
詔
百
僚
於
上
東
門
外
餞
之
。
至
州
、
於
恒
嶽
廟
中
立
頌
、
嘉
貞
自
為
其
文
、
乃
書
於
石
。
其
碑
用
白
石
為
之
、
素
質
黒
文
、
甚
為
奇
麗
。（
張
嘉
貞
は
、
蒲
州
氏
の
人
な
り
。
…
…
将
に
行
か
ん
と
し
て
、
上
自
ら
詩
を
賦
し
、
百
僚
に
詔
し
て
上
東
門
外
に
於
い
て
之
を
餞
す
。
州
に
至
っ
て
、
恒
嶽
廟
の
中
に
於
い
て
頌
を
立
つ
る
に
、
嘉
貞
自
ら
其
の
文
を
為
り
、
乃
ち
石
に
書
す
。
其
の
碑
に
は
白
石
を
用
い
て
之
を
為
り
、
素
の
質
に
黒
の
文
な
れ
ば
、
甚
は
だ
奇
麗
と
為
す?３）。）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
お
そ
ら
く
井
真
成
墓
誌
も
「
素
質
黒
文
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
、
私
は
推
測
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
井
真
成
墓
誌
の
サ
イ
ズ
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
言
え
ば
、
石
見
清
裕
氏
の
研
究
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
石
見
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、「
①
誌
石
が
小
さ
い
こ
と
、
②
墓
誌
文
が
短
い
こ
と
、
③
左
部
に
四
行
の
空
白
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
④
生
前
の
墓
主
の
姿
が
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る?４）
。
ま
た
、
氣
賀
澤
保
規
氏
も
墓
誌
に
つ
い
て
総
括
的
に
研
究
し
、
以
下
の
諸
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
唐
代
は
墓
誌
が
最
も
多
く
作
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
般
の
誰
も
が
自
由
に
作
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
政
治
的
、
社
会
的
に
一
定
の
地
位
に
あ
る
も
の
が
、
れ
ん
が
組
み
の
墓
を
築
い
て
埋
葬
さ
れ
る
際
に
、
墓
誌
が
用
意
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
っ
た
。
し
か
し
死
者
の
ラ
ン
ク
と
墓
誌
の
大
き
さ
は
ほ
ぼ
比
例
し
、
標
準
的
な
と
こ
ろ
で
は
、
高
官
や
皇
族
ク
ラ
ス
で
は
一
辺
八
〇
セ
ン
チ
、
中
上
級
官
人
で
六
〇
セ
ン
チ
、
下
級
官
僚
や
在
地
有
力
層
が
四
〇
セ
ン
チ
程
度
と
な
る
。
わ
が
井
真
成
は
墓
誌
を
作
り
う
る
立
場
に
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
ば
か
り
の
位
置
に
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
と
同
時
に?５）
、「
そ
の
上
で
、
贈
官
と
し
て
尚
衣
奉
御
が
贈
ら
れ
た
。
井
真
成
は
唐
朝
の
具
体
的
官
歴
も
は
っ
き
り
せ
ず
（
官
歴
な
し
？
）、
外
国
人
の
立
場
に
あ
っ
た
。
し
か
も
墓
誌
本
体
は
、
高
位
の
贈
官
者
用
と
し
て
は
粗
末
で
小
型
の
作
り
で
あ
り
、
誌
石
面
も
四
分
の
一
が
空
白
に
さ
れ
て
い
る
（
誌
面
は
ふ
つ
う
全
面
が
埋
め
ら
れ
る
）。
と
す
る
と
、
『
な
ぜ
尚
衣
奉
御
が
贈
ら
れ
た
の
か
、
尚
衣
奉
御
と
は
何
か
』
を
考
え
る
こ
と
に
、
井
真
成
の
位
置
や
そ
の
周
辺
を
解
き
ほ
ぐ
す
手
掛
か
り
の
一
つ
が
隠
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
も
強
調
し
て
い
る?６）
。
な
お
、
伊
藤
和
史
氏
の
紹
介
に
よ
る
と
、「（
井
真
成
の
）
業
績
を
低
く
見
る
見
解
も
出
た
。
見
つ
か
っ
た
墓
誌
は
ほ
ぼ
正
方
形
の
石
だ
が
、
一
辺
三
九
・
五
セ
ン
チ
と
や
や
小
さ
め
。
と
く
に
記
す
べ
き
業
績
の
な
い
被
葬
者
の
場
合
、
追
悼
の
字
数
が
少
な
く
な
り
、
墓
誌
も
小
ぶ
り
に
な
る
と
い
う
相
関
関
係
が
あ
る
と
い
う
。
官
職
に
つ
い
て
い
た
こ
と
を
否
定
的
に
見
る
意
見
も
当
然
出
て
く
る
」
と
述
べ
て
い
る?７）
。
そ
れ
で
は
、
井
真
成
の
業
績
は
本
当
に
低
い
の
か
？
そ
の
墓
誌
の
サ
イ
ズ
も
本
当
に
小
さ
い
の
か
？
以
上
の
疑
問
点
に
つ
い
て
考
え
る
に
は
、
発
掘
し
て
出
土
し
た
他
の
同
じ
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
墓
誌
と
比
較
し
た
り
、
研
究
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
ま
ず
、
墓
誌
資
料
の
比
較
対
象
と
し
て
、
則
天
武
后
の
長
安
四
年
（
七
〇
四
）
七
月
一
九
日
の
「
唐
故
尚
薬
奉
御
蔣
府
夫
劉
氏
（
令
淑
）
墓
誌
銘
」
を
提
示
し
よ
う
。
こ
の
墓
誌
も
、
正
方
形
を
な
し
、
一
辺
は
三
三
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る?８）
。
劉
氏
（
令
淑
）
の
墓
誌
は
井
真
成
墓
誌
の
サ
イ
60
ズ
よ
り
各
辺
六
セ
ン
チ
以
上
小
さ
い
。
し
か
し
、
両
者
を
比
較
す
る
う
え
で
は
、
同
じ
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
違
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
井
真
成
が
皇
帝
か
ら
も
ら
っ
た
官
位
は
「
天
子
の
衣
服
を
供
す
る
を
掌
る
」
と
い
う?９）
「
尚
衣
奉
御
」
で
あ
っ
て
、
劉
氏
は
「
天
子
の
薬
を
供
す
る
を
掌
る
」
と
い
う
「
尚
薬
奉
御
」
蔣
氏
の
夫
人
で
あ
る
。「
尚
薬
奉
御
」
も
「
尚
衣
奉
御
」
も
ど
ち
ら
も
「
従
五
品
上
」
の
官
位
で
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。
た
だ
し
「
唐
故
尚
薬
奉
御
」
が
、
生
前
に
「
尚
薬
奉
御
」
の
職
に
昇
進
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
井
真
成
の
「
贈
尚
衣
奉
御
」
は
、
死
後
に
贈
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
生
前
に
は
こ
の
職
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
両
者
は
職
責
こ
そ
同
等
な
が
ら
、
実
態
は
異
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
職
責
が
一
芸
に
秀
で
た
工
匠
や
皇
族
な
ど
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
る
職
で
あ
り
、
普
通
で
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
死
後
に
贈
ら
れ
た
「
尚
衣
奉
御
」
と
は
い
え
、
何
ら
か
の
根
拠
、
つ
ま
り
生
前
の
井
真
成
が
唐
玄
宗
李
隆
基
に
関
係
す
る
役
目
に
あ
っ
た
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
尚
薬
奉
御
の
夫
人
の
墓
誌
と
、
尚
薬
奉
御
自
身
の
墓
誌
と
は
同
じ
で
は
な
い
が
、
井
真
成
墓
誌
の
研
究
に
は
、「
六
尚
」（
尚
食
・
尚
薬
・
尚
衣
・
尚
舎
・
尚
乗
・
尚
輦
）
の
「
奉
御
」
に
関
連
す
る
墓
お
よ
び
墓
誌
と
の
比
較
検
討
が
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
、「
大
唐
贈
韋
城
県
主
韋
氏
墓
誌
銘
」
に
は
「
春
秋
六
歳
、
以
儀
鳳
三
年
（
六
七
八
）
夭
於
韋
曲
□
私
第
、
嗚
呼
哀
哉
！
﹇
中
略
﹈
乃
降
□
□
韋
城
県
主
、
仍
与
故
贈
尚
衣
奉
御
陽
鄭
□
幽
婚
焉
。（
春
秋
六
歳
に
し
て
、
儀
鳳
三
年
（
六
七
八
）
を
以
て
、
韋
曲
□
の
私
第
に
夭
す
、
嗚
呼
哀
し
い
哉
！
﹇
中
略
﹈
乃
ち
□
□
韋
城
県
主
を
降
し
、
仍
っ
て
故
贈
尚
衣
奉
御
陽
鄭
□
と
幽
婚
せ
り?10）
。）」
と
あ
る
。
こ
の
「
故
贈
尚
衣
奉
御
陽
鄭
□
幽
婚
」
と
い
う
墓
誌
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
今
後
の
井
真
成
墓
誌
の
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
対
比
資
料
と
も
な
る
。
実
際
に
は
、
石
見
清
裕
氏
は
、
次
の
よ
う
に
井
真
成
墓
誌
を
比
較
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
そ
れ
（
井
真
成
墓
誌
研
究＝
筆
者
注
）
を
行
う
た
め
に
最
も
有
効
な
方
法
は
、
他
の
墓
誌
中
に
本
墓
誌
と
似
た
特
徴
を
有
す
る
も
の
を
探
し
出
し
、
そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
比
較
す
る
墓
誌
は
、
本
墓
誌
の
作
成
と
さ
ほ
ど
時
代
が
か
け
離
れ
ず
、
し
か
し
長
安
周
辺
に
埋
葬
さ
れ
た
も
の
で
、
さ
ら
に
は
本
墓
誌
と
同
様
に
唐
人
か
ら
見
て
外
国
人
で
あ
る
と
い
う
条
件
を
満
た
す
ケ
ー
ス
が
、
理
想
的
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
視
点
に
立
っ
て
唐
代
墓
誌
を
通
覧
す
れ
ば
、
こ
こ
に
あ
る
一
つ
の
墓
誌
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
宝
三
載
（
七
四
四
）
の
刻
年
を
も
つ
「
九
姓
突とつけつ
契けいひつ
李り
中ちゆう
郎ろう
墓
誌
」
で
あ
る
。
以
下
に
、
原
文
に
極
力
忠
実
に
録
文
を
掲
げ
て
み
よ
う
（
便
宜
上
、
句
読
点
を
付
し
、
古
体
・
別
体
字
は
本
字
で
示
す
）。
１
故
九
姓
突
契
李
中
郎
、贈
右
領
軍
衛
２
大
将
軍
墓
誌
文
３
大
唐
故
九
姓
突
、贈
右
領
軍
衛
大
将
軍
李
４
中
郎
者
、西
北
蕃
突
渠
帥
之
子
也
。家
承
声
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墓
主
は
、
隋
唐
時
代
に
モ
ン
ゴ
リ
ア
北
部
に
分
布
し
て
い
た
ト
ル
コ
系
（
究
はT
u?rk
の
漢
字
音
写
）
の
契
部
の
出
身
で
第
四
行
「
渠
帥
之
子
」
の
記
述
か
ら
、
部
族
長
ク
ラ
ス
の
家
柄
の
者
と
思
わ
れ
る
。「
李
中
郎
」
は
諱
と
見
る
の
は
不
自
然
で
、
李
は
唐
室
か
ら
の
賜
姓
、
中
郎
は
中
郎
将
（
正
四
品
下
）
の
略
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
誌
石
は
縦
・
横
約
五
四
セ
ン
チ
で
、「
井
真
成
墓
誌
」
と
の
規
模
の
差
は
両
者
の
身
分
差
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
李
中
郎
の
贈
官
「
右
領
軍
衛
大
将
軍
」
は
正
三
品
）。
刻
文
さ
れ
た
天
宝
三
載
（
七
四
四
）
は
、「
井
真
成
墓
誌
」
の
一
〇
年
後
に
あ
た
り
、
第
九
行
に
見
え
る
埋
葬
地
「
長
楽
原
」
は
、
井
真
成
の
埋
葬
地
に
近
い
長
安
の
東
郊
七
里
に
あ
り
、
下
を
水
が
流
れ
る
。
さ
て
、
こ
の
墓
誌
文
は
、
毎
行
一
六
字
、
全
一
三
行
、
書
体
は
楷
書
体
で
、
誌
面
の
左
側
に
三
行
分
の
空
白
が
認
め
ら
れ
る
。
一
行
の
字
数
は
「
井
真
成
墓
誌
」
と
同
じ
で
、
行
数
は
一
行
多
い
が
、
誌
題
が
二
行
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
誌
序
・
銘
文
の
行
数
も
左
部
の
空
白
分
も
、「
井
真
成
墓
誌
」
と
全
く
同
様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る?11）
」
と
い
う
意
見
は
、
私
も
支
持
し
て
い
る
。
墓
誌
銘
文
の
左
部
の
空
白
に
つ
い
て
、
上
述
の
九
姓
突
契
李
中
郎
墓
誌
銘
以
外
に
、
私
は
最
近
も
う
一
つ
の
例
で
あ
る
「
大
周
長
安
三
年
（
七
〇
三
）
故
亡
宮
三
品
墓
誌
銘
」
と
い
う
墓
誌
の
実
物
資
料
を
見
つ
け
た
。
そ
の
墓
誌
銘
の
配
置
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
（
図
８
）。
こ
の
墓
誌
は
、
一
九
八
六
年
に
陝
西
省
礼
泉
県
昭
陵
郷
魏
陵
村
南
曹
姓
院
の
内
か
ら
出
土
し
、
現
在
は
昭
陵
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
墓
誌
銘
は
正
方
形
を
呈
し
、
各
辺
の
長
さ
は
五
一
セ
ン
チ
で
あ
り
、
厚
さ
は
九
・
九
セ
ン
チ
で
あ
る
。
墓
誌
文
は
陰
刻
す
る
前
に
方
形
格
を
う
ち
、
格
ご
と
に
一
字
、
楷
書
で
右
か
ら
縦
書
き
、
全
九
行
、
行
ご
と
に
一
四
個
（
第
三
行
だ
け
は
一
五
個
）
の
文
字
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
一
二
七
個
の
文
字
で
あ
る
。
こ
の
墓
誌
の
制
作
年
代
は
、
則
天
武
后
大
周
長
安
三
年
（
七
〇
三
）
で
あ
る
の
で
、
墓
誌
銘
の
内
に
数
個
の
「
則
天
文
字
」（
武
則
天
は
女
帝
に
な
っ
て
自
ら
「
李
唐
」
の
国
名
を
「
武
周
」
と
改
名
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
自
分
の
名
前
で
あ
る
「
」
を
含
む
一
八
個
の
文
字
を
造
っ
た
の
で
、「
則
天
文
字
」
と
さ
れ
て
い
る
）
が
あ
る?12）
。
例
え
ば
、
人
・
年
・
月
・
日
の
書
き
方
は
、
い
ず
れ
も
則
天
文
字
で
あ
る
。
則
天
武
后
は
六
八
５
朔
之
教
、身
奉
朝
宗
之
礼
。解
其
左
、万
里
入
６
臣
。由
余
事
秦
、彼
有
慙
色
、日
帰
漢
、何
能
加
７
此
。天
宝
三
載
九
月
日
、
疾
終
於
藁
街
。
８
聖
恩
軫
悼
、贈
右
領
軍
衛
大
将
軍
。以
其
載
十
９
一
月
七
日
、安
於
長
楽
原
。礼
也
。鴻
護
葬
、
10
庶
事
官
給
、著
作
司
銘
、遺
芬
是
記
。哀
栄
之
礼
、
11
国
典
存
焉
。其
詞
曰
、
12
懐
音
展
誠
、寵
亡
申
命
。夷
夏
哀
栄
、於
茲
為
盛
。
13
厚
朝
賜
、長
阡
官
ト
紀
銘
芳
珉
、敢
告
陵
谷
。
?以
下
、
三
行
分
空
白
）
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九
年
一
二
月
二
五
日
か
ら
七
〇
五
年
一
月
ま
で
先
後
し
て
一
八
個
の
文
字
を
自
ら
造
っ
た
。
こ
れ
ら
の
文
字
は
考
古
学
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
分
期
と
時
代
を
区
分
す
る
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
「
圀
」
と
い
う
文
字
は
古
代
の
日
本
に
か
な
り
影
響
を
与
え
た
。
実
際
、
私
は
す
で
に
一
九
九
七
年
に
、
則
天
文
字
を
研
究
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
論
文
は
上
田
正
昭
氏
編
の
『
古
代
の
日
本
と
渡
来
の
文
化
』
と
い
う
論
文
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る?13）
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
故
亡
三
品
墓
誌
左
部
に
七
行
の
空
白
が
あ
り
、
井
真
成
墓
誌
左
部
に
四
行
空
白
が
あ
り
、
九
姓
突
契
李
中
郎
墓
誌
左
部
に
三
行
の
空
白
が
あ
る
理
由
で
あ
る
。
こ
の
問
題
点
は
、
以
前
、
麦
明
副
館
長
が
研
究
し
た
こ
と
が
あ
る
。
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、「
墓
誌
文
の
後
に
空
白
四
行
が
あ
り
、
空
白
を
空
け
て
外
国
文
字
を
刻
み
つ
け
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
日
本
文
字
を
刻
み
つ
け
て
い
な
い
の
は
、
た
ぶ
ん
時
間
ぎ
り
ぎ
り
で
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
文
字
は
日
本
語
で
翻
訳
で
き
な
い
の
か
、
他
の
原
因
で
刻
み
つ
け
て
い
な
い
の
か
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
解
釈
し
た?14）
。
周
知
の
よ
う
に
、
七
世
紀
頃
の
日
本
は
、
相
変
わ
ら
ず
「
無
文
字
、
惟
刻
木
結
縄
」
と
い
う
記
事
の
歴
史
発
展
段
階
に
あ
た
る
の
で
あ
る?15）
。
し
か
し
、
日
本
考
古
学
の
発
見
か
ら
見
る
と
、
私
は
こ
の
『
隋
書
』
の
記
載
は
成
り
立
た
な
い
と
思
う
。
平
川
南
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
戦
後
の
古
代
史
・
考
古
学
・
国
語
学
・
国
文
学
に
関
わ
る
最
大
の
発
見
は
何
か
、
と
問
わ
れ
た
な
ら
ば
、
私
は
即
座
に
、
一
九
七
八
年
、
埼
玉
県
行
田
市
稲
荷
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
?辛
亥
年
」
銘
鉄
剣
で
あ
る
と
断
言
す
る
で
あ
ろ
う
（
正
確
に
は
、
鉄
剣
の
出
土
は
一
九
六
八
年
で
、
銘
文
の
判
明
が
一
九
七
八
年＝
筆
者
注
）。
鉄
剣
に
は
鮮
や
か
な
金
象
嵌
の
一
一
五
文
字
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
。﹇
中
略
﹈
こ
の
鉄
剣
銘
の
発
見
に
よ
っ
て
「
古
代
社
会
と
文
字
の
は
じ
ま
り
」
の
議
論
は
学
界
内
外
で
大
い
に
沸
騰
し
た
の
で
あ
る
。﹇
中
略
﹈
こ
の
鉄
剣
の
発
見
は
画
期
的
な
出
来
事
だ
っ
た
と
評
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
稲
荷
山
鉄
剣
発
見
か
ら
二
十
年
を
経
た
一
九
八
八
年
、
千
葉
県
市
原
市
稲
荷
台
一
号
墳
か
ら
、
?王
賜
」に
始
ま
る
銀
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嵌
七
文
字
の
銘
文
を
持
つ
鉄
剣
も
出
土
し
た
（
正
確
に
は
、
銘
文
の
判
明
が
一
九
八
八
年
。
刻
ま
れ
て
い
た
文
字
は
推
定
12
文
字＝
筆
者
注
）。
こ
の
銘
文
は
古
代
国
家
形
成
期
に
お
け
る
王
か
ら
の
「
下
賜
刀
」
の
典
型
的
文
型
と
考
え
ら
れ
る
。
五
世
紀
半
ば
と
い
う
鉄
剣
の
年
代
か
ら
、
こ
の
銘
文
は
日
本
で
書
か
れ
た
最
古
の
も
の
と
さ
れ
た
。﹇
中
略
﹈
と
こ
ろ
が
、
二
、
三
年
前
か
ら
突
如
と
し
て
新
聞
紙
上
に
相
次
い
で
「
日
本
最
古
の
文
字
か
」
と
い
う
見
出
し
が
載
り
は
じ
め
た
。
報
道
は
、
二
〜
四
世
紀
ご
ろ
の
土
器
な
ど
に
一
文
字
ま
た
は
数
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
一
つ
な
い
し
二
つ
の
文
字
は
、
文
章
を
な
し
て
い
な
い
点
か
ら
い
え
ば
、
や
は
り
文
字
の
は
じ
ま
り
の
問
題
と
は
一
線
を
画
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
中
国
や
朝
鮮
半
島
と
緊
密
に
交
流
し
て
い
た
列
島
各
地
で
、
鏡
や
銅
銭
な
ど
に
記
さ
れ
た
文
字
が
漢
字
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
一
種
の
記
号
・
文
様
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
未
知
の
文
物
と
し
て
日
本
人
に
強
い
印
象
を
与
え
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
日
本
で
は
、
中
国
と
外
交
関
係
を
結
ん
だ
時
点
で
は
じ
め
て
漢
字
・
漢
文
に
よ
る
外
交
文
書
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
が
日
本
列
島
に
お
け
る
文
字
の
は
じ
ま
り
と
い
え
る?16）
」。
換
言
す
れ
ば
、
七
世
紀
頃
の
日
本
で
は
、
文
字
は
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
も
中
国
の
漢
字
に
倣
う
文
字
で
あ
っ
た
と
思
う
。
七
一
二
年
、
太
安
万
侶
撰
録
の
現
存
す
る
日
本
最
古
の
史
書
『
古
事
記
』、
七
二
〇
年
に
人
親
王
、
太
安
万
侶
等
の
撰
に
よ
る
『
日
本
書
紀
』、
及
び
そ
れ
以
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
続
日
本
紀
』
も
、
す
べ
て
漢
文
で
書
か
れ
た
書
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
刻
み
つ
け
て
い
る
七
三
四
年
の
井
真
成
墓
誌
に
は
、
明
ら
か
に
「
空
白
を
空
け
て
外
国
文
字
を
刻
み
つ
け
る
」
等
の
問
題
は
存
在
し
て
い
な
い
と
思
う
。
と
に
か
く
、
上
述
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
墓
誌
銘
の
後
ろ
に
三
行
、
四
行
ひ
い
て
は
七
行
を
空
け
て
い
る
の
は
、「
空
白
を
空
け
て
外
国
文
字
を
刻
み
つ
け
る
」
た
め
で
は
な
く
、
た
ぶ
ん
墓
主
生
前
の
業
績
の
多
少
と
何
か
関
係
が
あ
る
と
考
え
て
い
る?17）
。
例
え
ば
、
故
亡
宮
三
品
墓
誌
の
七
行
空
白
は
従
五
品
上
の
井
真
成
墓
誌
の
四
行
空
白
と
比
べ
れ
ば
、
大
体
分
か
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
墓
主
生
前
の
身
分
は
直
接
に
墓
誌
の
サ
イ
ズ
と
関
係
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
五
品
上
の
「
贈
尚
衣
奉
御
」
と
い
う
井
真
成
墓
誌
の
サ
イ
ズ
は
、
各
辺
ほ
ぼ
三
九
・
七
セ
ン
チ
に
近
い
。
故
亡
宮
三
品
墓
誌
の
各
辺
の
長
さ
は
五
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。
九
姓
突
契
の
正
三
品
の
「
贈
右
領
軍
衛
大
将
軍
」
と
い
う
李
中
郎
墓
誌
の
サ
イ
ズ
は
、
縦
・
横
約
五
四
セ
ン
チ
で
あ
り
、
従
五
品
上
の
「
唐
故
尚
薬
奉
御
」
蔣
府
夫
人
劉
氏
（
令
淑
）
墓
誌
の
サ
イ
ズ
は
、
各
辺
僅
か
三
三
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
各
々
生
前
の
身
分
に
よ
っ
て
、
墓
誌
の
大
き
さ
も
違
う
は
ず
で
あ
る
が
、
し
か
し
井
真
成
墓
誌
の
サ
イ
ズ
は
、
確
か
に
平
均
的
な
墓
誌
の
サ
イ
ズ
よ
り
も
小
さ
く
は
あ
る
が
、
小
さ
す
ぎ
る
、
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
思
う
。
残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
す
で
に
数
基
の
墓
葬
に
お
よ
ぶ
墓
誌
資
料
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
イ
ズ
の
記
載
を
欠
い
た
資
料
が
多
く
、
直
接
現
物
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
64
「
従
五
品
上
」
の
墓
と
墓
誌
、
と
く
に
「
六
尚
」
の
「
奉
御
」
に
相
当
す
る
そ
れ
、
な
か
で
も
「
贈
尚
衣
（
食
・
薬
・
舎
・
乗
・
輦
）
奉
御
」
の
墓
と
墓
誌
の
出
土
が
、
井
真
成
墓
誌
の
謎
を
解
く
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。
３
井
真
成
葬
期
の
推
定
こ
こ
で
、
も
う
一
つ
注
目
に
値
す
る
こ
と
は
、
井
真
成
葬
期
で
あ
る
。
井
真
成
墓
誌
に
よ
れ
ば
、
彼
が
「
官
弟
（
第
）」
に
没
し
た
の
は
、「
開
元
廿
二
年
正
月
□
日
」
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
罫
線
と
字
の
大
き
さ
か
ら
推
し
て
一
字
の
日
付
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
（
朔
）・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
九
・
十
日
か
、
廿
日
な
い
し
は
卅
日
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
陳
垣
撰
、
董
作
賓
増
補
の
『
増
補
二
十
史
朔
閏
表
』
に
よ
れ
ば
、「
開
元
廿
二
年
」
は
小
の
月
に
当
た
り
、
三
〇
日
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
該
当
す
る
日
付
と
し
て
は
、
一
（
朔
）
〜
十
日
か
、「
廿
」（
二
〇
）
日
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
そ
の
亡
骸
が
萬
年
縣
水
東
原
に
葬
ら
れ
た
の
は
二
月
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
井
真
成
の
死
去
か
ら
葬
儀
ま
で
の
期
間
は
、
最
長
で
も
三
三
日
、
最
短
の
場
合
に
は
一
三
日
で
あ
っ
た
と
、
矢
野
建
一
氏
は
考
え
ら
れ
る?18）
。
し
か
し
、
最
近
、
私
は
も
う
一
つ
の
例
で
あ
る
「
唐
尚
衣
奉
御
唐
君
妻
故
河
南
縣
君
元
氏
墓
誌
銘
」
と
い
う
資
料
を
見
つ
け
た
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
井
真
成
の
葬
期
と
比
べ
ら
れ
る
考
古
学
資
料
に
な
る
。「
唐
尚
衣
奉
御
唐
君
妻
故
河
南
縣
君
元
氏
墓
誌
銘
」
の
記
載
に
よ
る
と
、「
夫
人
諱
萬
子
、
河
南
洛
陽
人
。
曾
祖
父
、
隋
尚
書
左
僕
射
、
…
…
以
顕
慶
二
年
（
六
五
七
）
十
二
月
三
日
疾
、
終
於
萬
年
（
縣
）
之
安
仁
里
第
、
以
三
年
（
六
五
八
）
正
月
十
四
日
於
萬
年
南
原
。（
夫
人
は
萬
子
を
諱いみなと
す
、
河
南
洛
陽
人
で
あ
る
。
曾
祖
父
は
、
隋
の
尚
書
左
僕
射
で
、
…
…
顕
慶
二
年
（
六
五
七
）
十
二
月
三
日
を
以
て
疾
に
っ
て
、
萬
年
（
縣
）
の
安
仁
里
第
に
終
り
、
に
三
年
（
六
五
八
）
正
月
十
四
日
を
以
て
萬
年
の
南
原
に
す?19）。）」。
そ
の
唐
夫
人
の
死
去
か
ら
葬
儀
ま
で
の
期
間
は
、
あ
わ
せ
て
四
二
日
で
あ
る
。
夫
人
で
も
こ
れ
ほ
ど
長
い
の
で
あ
る
か
ら
、
家
主
の
場
合
は
も
っ
と
長
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、「
九
姓
突
契
李
中
郎
墓
誌
」
の
「
贈
右
領
軍
衛
大
将
軍
」（
い
わ
ゆ
る
正
三
品
）
の
李
中
郎
は
、
天
宝
三
載
（
七
四
四
）
九
月
廿
二
日
に
疾
に
っ
て
藁
街
に
終
り
、
そ
の
年
一
一
月
七
日
に
長
楽
原
に
埋
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
葬
期
を
計
算
す
る
と
、
四
六
日
の
長
さ
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
井
真
成
の
最
長
で
も
三
三
日
の
葬
期
は
、「
九
姓
突
契
李
中
郎
墓
誌
」
の
四
六
日
の
葬
期
と
比
べ
れ
ば
、
一
三
日
短
い
。
と
く
に
唐
夫
人
の
四
二
日
の
葬
期
と
比
べ
て
も
、
八
日
短
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
井
真
成
の
死
去
と
葬
儀
の
期
間
は
、
比
較
的
短
か
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
間
に
存
在
し
た
色
々
な
違
い
は
た
ぶ
ん
井
真
成
の
低
い
身
分
と
、
突
然
で
意
外
な
死
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
に
か
く
、
私
の
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
井
真
成
墓
誌
は
「
九
姓
突
契
李
中
郎
墓
誌
」
の
サ
イ
ズ
・
葬
期
・
葬
地
な
ど
の
問
題
と
比
較
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
唐
玄
宗
の
「
皇
上
は
哀
傷
し
、
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追
崇
す
る
にき
典まり
有
り
、
詔
みことのりし
て
、
尚
衣
奉
御
を
贈
る
」
と
い
う
待
遇
は
あ
る
程
度
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
石
見
清
裕
氏
の
指
摘
し
た
通
り
、
つ
ま
り
、「
唐
が
井
真
成
に
特
別
の
待
遇
を
与
え
た
な
ど
と
解
し
て
も
い
け
な
い
。
ま
し
て
や
、
本
墓
誌
の
撰
者
を
阿
倍
仲
麻
呂
と
見
る
あ
る
作
家
の
推
測
（『
週
刊
朝
日
』
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
九
日
号
）
が
入
り
込
む
余
地
な
ど
、
全
く
な
い
の
で
あ
る?20）
」。
私
も
同
じ
見
方
を
持
っ
て
い
る
。
４
井
真
成
墓
誌
文
の
配
置
と
考
釈
こ
こ
で
は
、
ま
ず
井
真
成
墓
誌
文
の
配
置
か
ら
観
察
し
よ
う
と
思
う
。
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
墓
誌
文
は
陰
刻
す
る
前
に
方
形
格
を
う
ち
、
格
ご
と
に
一
字
、
楷
書
で
右
か
ら
縦
書
き
、
全
一
二
行
、
行
ご
と
に
一
六
字
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
九
字
の
欠
字
を
含
み
、
合
わ
せ
て
一
七
一
字
で
あ
る
。
指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
、
墓
誌
の
上
端
部
に
破
損
が
若
干
あ
り
、
最
上
部
一
行
の
九
字
が
完
全
に
は
識
別
し
が
た
い
点
で
あ
る
が
、
墓
誌
文
の
全
体
的
解
釈
に
は
大
き
な
影
響
を
与
え
な
い
。
と
く
に
井
真
成
墓
誌
文
の
配
置
は
、「
贈
右
領
軍
衛
大
将
軍
」
と
い
う
正
三
品
の
李
中
郎
墓
誌
の
配
置
と
比
べ
れ
ば
、
両
者
の
墓
誌
が
い
ず
れ
も
秘
書
省
著
作
局
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
後
者
の
李
中
郎
墓
誌
の
空
白
は
、
実
際
に
前
者
の
井
真
成
墓
誌
の
空
白
と
性
格
が
同
じ
で
あ
る
と
も
思
う
。
４-
１
井
真
成
墓
誌
文
の
配
置
井
真
成
墓
誌
文
の
配
置
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
１
贈
尚
衣
奉
御
井
公
墓
誌
文
。?
序
。
２
公
姓
井
、字
真
成
。國
号
日
本
。才
天
、故
能
３
命
遠
邦
、馳
上
國
。蹈
禮
楽
、襲
衣
冠
、束
帯
４
而
朝
、難
与
矣
。豈
強
学
不
倦
、問
道
未
終
、
５
遇
移
舟
、
奔
、以
開
元
廿
二
年
正
月
６
一
日
、乃
終
于
官
弟
、春
秋
卅
六
。
皇
上
７
哀
傷
、追
崇
有
典
。詔
贈
尚
衣
奉
御
、葬
令
官
８
給
。即
以
其
年
二
月
四
日
于
萬
年
縣
水
９
東
原
、禮
也
。嗚
呼
素
車
暁
引
、丹
行
哀
、嗟
遠
10
道
頽
暮
日
、指
窮
郊
悲
夜
臺
。其
辭
曰
、
11
死
乃
天
常
、哀
茲
遠
方
、形
既
埋
於
異
土
、魂
庶
12
帰
於
故
郷
。
1314
?四
行
分
空
白
）
1516?注
）
こ
の
中
に
は
次
の
よ
う
に
五
つ
の
異
体
字
が
あ
る
。
３
行
目
の
「
」
は
66
４-
２
井
真
成
墓
誌
文
の
解
読
贈
尚
衣
奉
御
井
公
の
墓
誌
の
文
。
序
?
せ
た
り
。
公
、
姓
は
井
、
字
は
真
成
。
国
は
日
本
と
号
す
。
才
、
天
の
縦
せ
る
に
称
う
、
故
に
能
く
命
を
遠
邦
に
み
、
上
国
に
馳
せ
聘
う
（
さ
っ
そ
く
、
招
聘
に
応
ず
る
）。
礼
楽
を
蹈
み
て
、
衣
冠
を
襲
い
、
束
帯
し
て
朝
に
而
ち
、
与
に
い
た
り
難
し
。
豈
図
ら
む
や
、
強
学
し
て
倦
ま
ず
、
道
を
問
う
こ
と
未
だ
終
ら
ざ
る
に
、
に
移
舟
に
遇
い
、
に
奔
に
う
を
や
。
開
元
廿
二
年
（
七
三
四
）
正
月
一
日
を
以
て
、
乃
ち
官
弟
（
第
）
に
終
わ
る
、
春
秋
、
卅
六
。
皇
上
、
哀
く
傷
み
て
、
追
崇
す
る
に
典
有
り
。
詔
し
て
尚
衣
奉
御
を
贈
り
、
葬
は
官
を
令
て
給
せ
し
む
。
即
ち
其
の
年
の
二
月
四
日
を
以
て
萬
年
縣
の
水
の
東
原
に
む
る
、
礼
な
り
。
嗚
呼
、
素
車
暁
に
引
か
れ
、
丹
行
く
こ
と
哀
れ
な
り
、
遠
道
を
嗟
き
て
暮
日
を
頽
し
、
窮
郊
を
指
し
て
夜
臺
を
悲
し
む
。
其
の
辞
に
曰
く
、
死
は
乃
ち
天
の
常
、
茲
の
遠
方
な
る
を
哀
し
む
。
形
は
既
に
異
土
に
埋
も
れ
、
魂
は
故
郷
に
帰
ん
こ
と
を
庶
う
。
こ
こ
で
説
明
し
た
い
の
は
、
以
前
の
「
上
国
に
馳
せ
聘
う
（
さ
っ
そ
く
、
招
聘
に
応
ず
る
）」
と
い
う
解
釈
に
つ
い
て
は
、
私
を
含
む
学
界
の
同
仁
さ
え
も
、
ず
い
ぶ
ん
間
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
度
、
私
が
こ
の
「
」
の
字
を
拡
大
し
て
よ
く
観
察
す
る
と
、
こ
の
字
は
や
は
り
「
馬
」
偏
で
あ
り
、
「
身
」
偏
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
字
は
「
」
の
異
体
字
で
あ
る
。
そ
う
す
る
な
ら
ば
、「
上
国
（
筆
者
注
‥
大
唐
を
指
す
）
に
馳
せ
聘
う
（
さ
っ
そ
く
、
招
聘
に
応
ず
る
）」
と
い
う
意
味
よ
り
も
む
し
ろ
上
国
に
さ
っ
そ
く
行
く
（
本
文
筆
者
注
‥
活
躍
す
る
と
か
駆
け
回
る
こ
と
を
形
容
す
る
。
つ
ま
り
、
さ
っ
そ
く
上
京
す
る
）
と
す
る
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
と
思
う
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
上
句
の
「
才
、
天
の
縦
せ
る
に
称
う
、
故
に
能
く
命
を
遠
邦
に
み
」
と
も
、
完
全
に
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
。
４-
３
井
真
成
墓
誌
文
の
解
釈
と
欠
字
の
考
証
４-
３-
１
「
贈
尚
衣
奉
御
」
の
中
の
「
尚
衣
奉
御
」
と
い
う
官
職
は
、
隋
唐
時
期
の
「
尚
衣
局
」
の
下
の
一
種
の
職
事
官
で
あ
っ
た
。
唐
の
李
隆
基
撰
、
李
林
甫
注
の
『
大
唐
六
典
』
巻
一
一
の
記
載
に
よ
る
と
、「
尚
衣
局
、
奉
御
二
人
、
従
五
品
上
。
…
…
隋
門
下
省
有
御
府
局
監
二
人
。
大
業
三
年
（
六
〇
七
）
分
属
殿
内
省
。
其
後
又
改
為
尚
衣
局
、
皇
朝
因
之
。
龍
朔
二
年
（
六
六
二
）、
改
為
奉
大
夫
。
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）
復
旧
。
…
…
尚
衣
奉
御
、
掌
供
天
子
衣
服
。
詳
其
制
度
、
辨
其
名
数
、
而
供
其
進
御
。（
尚
衣
局
、
奉
御
二
人
、
従
五
「
」、
４
行
目
の
「
」
は
「
図
」、
５
行
目
の
「
」
は
「
隙
」、「
」
は
「
逢
」、
６
行
目
の
「
弟
」
は
「
第
」
の
異
体
字
で
あ
る
。
な
お
、
墓
誌
文
中
の
□
は
欠
字
で
あ
り
、
□
の
中
の
文
字
は
推
測
さ
れ
る
欠
字
の
文
字
で
あ
る
。
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品
上
な
り
。
…
…
隋
の
門
下
省
に
御
府
局
監
二
人
有
り
。
大
業
三
年
（
六
〇
七
）、
分
か
た
れ
て
殿
内
省
に
属
す
。
其
の
後
又
改
め
て
尚
衣
局
と
為
し
、
皇
朝
は
之
に
因
る
。
龍
朔
二
年
（
六
六
二
）、
改
め
て
奉
大
夫
と
為
し
、
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）、
旧
に
復
す
。
…
…
尚
衣
奉
御
は
、
天
子
の
衣
服
を
供
す
る
を
掌
る
。
其
の
制
度
を
詳
ら
か
に
し
、
其
の
名
数
を
辨
じ
、
而
し
て
其
の
進
御
に
供
す
。）」
と
あ
る?21）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
尚
衣
奉
御
」
の
主
な
責
務
は
、「
天
子
の
衣
服
を
供
す
る
を
掌
る
」
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
し
か
し
、
「
贈
尚
衣
奉
御
」
か
ら
見
る
と
、
井
真
成
が
生
前
に
こ
の
役
人
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
死
後
に
贈
ら
れ
た
一
種
の
栄
誉
官
職
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。４-
３-
２
「
國
号
日
本
」
は
、
い
わ
ゆ
る
国
号
が
「
日
本
」
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
今
回
収
集
し
た
井
真
成
墓
誌
に
見
え
る
「
日
本
」
と
い
う
国
号
が
、
中
国
西
安
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
唯
一
か
つ
最
古
の
、
長
安
で
客
死
し
た
「
遣
唐
使
」
の
成
員
の
一
人
で
あ
る
入
唐
留
学
生
に
関
す
る
実
物
の
石
刻
資
料
と
い
う
点
で
あ
る
。
当
該
墓
誌
の
絶
対
年
代
は
開
元
二
二
年
（
七
三
四
）、
今
か
ら
ほ
ぼ
一
二
七
〇
年
前
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
日
本
の
奈
良
時
代
（
七
一
〇
｜
七
九
四
年
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
日
両
国
の
全
面
的
に
繁
な
文
化
交
流
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
期
間
に
は
、
「
遣
唐
使
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。
な
お
、「
遣
唐
使
」
に
関
す
る
墓
誌
は
、
中
国
西
安
の
井
真
成
墓
誌
が
発
見
さ
れ
た
以
外
、
実
際
に
は
中
国
洛
陽
で
井
真
成
墓
誌
よ
り
二
一
年
早
い
日
本
使
節
の
墓
誌
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
渡
辺
延
志
記
者
（
朝
日
新
聞
）
の
紹
介
に
よ
る
と
、
「
中
国
・
西
安
で
発
見
さ
れ
た
遣
唐
使
「
井
真
成
」
墓
誌
に
刻
ま
れ
て
い
た
「
日
本
」
は
最
古
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、「
も
っ
と
古
い
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
」
と
の
意
見
が
出
て
き
た
。
専
修
大
学
が
二
〇
〇
五
年
一
月
二
八
、
二
九
の
両
日
に
開
催
し
た
研
究
検
討
会
で
、
東
洋
大
学
の
高
橋
継
男
教
授
（
中
国
史
）
が
台
湾
の
研
究
者
の
論
文
を
紹
介
し
た
。
現
物
を
見
た
人
は
い
な
い
が
、「
信
用
性
は
高
そ
う
だ
」
と
の
見
解
が
強
い
。
多
様
な
分
野
の
専
門
家
が
集
っ
た
場
な
ら
で
は
の
驚
き
だ
っ
た
。
高
橋
教
授
が
示
し
た
の
は
一
九
九
八
年
に
台
湾
の
学
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
台
湾
大
学
教
授
の
論
文
で
あ
る
（
筆
者
注
‥
唐
の
先
天
元
年
（
七
一
二
）
の
『
徐
州
刺
史
杜
嗣
先
墓
誌
』
に
は
、「
皇
明
遠
被
、
日
本
来
庭
」
と
い
う
記
録
が
あ
る?22））。
台
湾
の
古
美
術
店
で
一
九
九
二
年
に
見
た
唐
の
官
僚
の
墓
誌
に
、「
唐
の
朝
廷
で
宰
相
と
一
緒
に
日
本
か
ら
の
使
節
に
会
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
官
僚
は
七
一
三
年
に
死
亡
し
、
洛
陽
に
葬
ら
れ
た
と
刻
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
七
三
四
年
に
死
亡
し
た
井
真
成
の
墓
誌
よ
り
二
一
年
早
い
こ
と
に
な
る
。
高
橋
教
授
は
「
井
真
成
墓
誌
が
発
見
さ
れ
『
最
古
の
日
本
』
と
話
題
に
な
っ
た
の
で
気
づ
い
た
」
と
い
う
。
白
村
江
の
戦
（
六
六
三
年
）
の
後
は
長
ら
く
遣
唐
使
は
途
絶
え
て
い
た
の
で
、
こ
の
官
僚
が
会
っ
た
と
な
る
と
、
七
〇
二
年
に
日
本
を
出
発
し
た
大
宝
の
遣
唐
使
の
ほ
か
は
見
あ
た
ら
な
い
。
国
号
を
日
本
と
名
乗
る
こ
と
68
は
前
年
の
七
〇
一
年
に
制
定
さ
れ
た
大
宝
律
令
で
定
め
ら
れ
た
ば
か
り
。
「
国
と
い
っ
た
場
合
、
当
時
は
播
磨
や
常
陸
と
い
っ
た
地
域
概
念
を
示
し
た
。
日
本
と
い
う
概
念
は
外
交
の
場
で
だ
け
必
要
だ
っ
た
は
ず
だ
」
と
鈴
木
靖
民
国
学
院
大
教
授
は
指
摘
す
る
。
日
本
と
い
う
国
号
を
初
め
て
背
負
っ
て
外
交
の
舞
台
に
登
場
し
た
遣
唐
使
が
記
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
中
国
か
ら
参
加
し
た
研
究
者
は
、
台
湾
と
い
う
想
定
し
な
か
っ
た
場
所
に
あ
ぜ
ん
と
し
た
表
情
だ
っ
た
。
論
文
を
書
い
た
台
湾
大
学
教
授
は
碑
文
研
究
で
は
定
評
が
あ
る
と
い
う
が
、
こ
の
墓
誌
を
店
先
で
書
き
写
し
た
と
記
し
て
お
り
、
発
表
し
た
雑
誌
に
は
写
真
も
拓
本
も
載
っ
て
い
な
い
。
墓
誌
は
高
値
で
売
買
さ
れ
る
の
で
、
偽
造
は
さ
ほ
ど
珍
し
く
な
い
と
い
う
。
研
究
会
で
は
「
ま
ず
拓
本
を
入
手
し
な
く
て
は
」
と
の
声
が
あ
が
り
、
高
橋
教
授
ら
東
洋
大
の
グ
ル
ー
プ
が
研
究
に
乗
り
出
す
こ
と
を
表
明
し
た?23）
」
と
い
う
。
と
に
か
く
、「
遣
唐
使
」
に
関
す
る
墓
誌
を
多
く
発
見
し
、
発
掘
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
井
真
成
の
実
像
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
徐
州
刺
史
杜
嗣
先
墓
誌
と
井
真
成
墓
誌
が
前
後
し
て
発
見
さ
れ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
一
二
七
〇
年
あ
ま
り
前
の
日
中
両
国
の
文
化
交
流
の
歴
史
的
証
拠
で
あ
っ
て
、
そ
の
重
要
性
と
学
術
的
価
値
は
言
葉
に
し
て
は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
私
の
研
究
に
よ
る
と
、「
日
本
」
国
号
の
出
現
の
年
代
は
唐
高
宗
の
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）
と
し
て
問
題
は
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、
七
〇
一
年
に
制
定
さ
れ
た
大
宝
律
令
で
出
現
し
た
「
日
本
」
国
号
は
、『
新
唐
書
』
と
『
旧
唐
書
』
の
記
載
で
い
う
六
七
〇
年
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
三
〇
年
近
く
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、「
日
本
」
国
号
が
日
本
で
正
式
に
確
立
し
た
年
代
は
、
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
古
い
と
思
う?24）
。
ま
た
、「
国
号
日
本
」
の
書
き
方
に
つ
い
て
は
、
氣
賀
澤
保
規
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
墓
誌
で
の
本
貫
の
書
き
方
は
、
本
貫
に
あ
た
る
地
名
を
入
れ
て
「
○
○
人
」
と
し
、
外
国
人
（
非
漢
人
）
で
も
「
康
国
人
」
な
ど
と
国
名
を
い
れ
て
表
記
す
る
。
「
国
号
日
本
」
と
い
う
書
き
方
は
、
墓
誌
に
お
い
て
は
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
は
じ
め
て
の
事
例
で
あ
る?25）
」
と
い
う
。
私
の
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
は
天
宝
三
載
（
七
四
四
）
の
「
九
姓
突
契
李
中
郎
墓
誌
」
の
「
九
姓
突
」
の
書
き
方
と
非
常
に
近
い
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
、
将
来
、「
国
号
日
本
」
を
も
つ
遣
唐
使
墓
誌
が
一
つ
で
も
出
土
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
、
議
論
の
余
地
は
な
い
歴
史
的
な
事
実
に
な
る
の
で
あ
る
。
４-
３-
３
「
才
天
縦
」
中
の
「
天
縦
」
の
意
味
は
、「
天
か
ら
受
け
た
も
の
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
天
賦
の
才
を
享
け
た
傑
出
し
た
才
能
の
人
物
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。『
論
語
』「
子
罕
」
に
、「
大
宰
問
于
子
貢
曰
、「
夫
子
聖
者
与
、
何
其
多
能
也
、」
子
貢
曰
、「
固
天
縦
之
将
聖
、
又
多
能
也
。（
大
宰
、
子
貢
に
問
い
て
曰
く
、「
夫
子
は
聖
者
か
。
何
ぞ
其
れ
多
能
な
る
」
と
。
子
貢
曰
く
、「
固もと
よ
り
天
縦
の
将
聖
に
し
て
、
又
た
多
能
な
り
」
と
）」
と
あ
る?26）
。
こ
の
言
葉
か
ら
、
井
真
成
が
多
才
多
芸
の
英
才
だ
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
４-
３-
４
「
故
能
命
遠
邦
、
馳
上
國
」
と
い
う
「
□
命
」
の
二
字
は
、
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お
そ
ら
く
「
命
」
で
あ
ろ
う
。
命
は
奉
命
で
あ
り
、
受
命
の
意
で
あ
る
。
『
礼
記
』「
檀
弓
上
」
に
、「
君
命
而
使
」
と
あ
る?27）
。
さ
ら
に
こ
の
語
は
阿
倍
仲
麻
呂
の
「
命
還
国
作
」
に
も
見
ら
れ
る
。
「
命
将
辞
国
、
非
才
忝
侍
臣
。
天
中
恋
明
主
、
海
外
憶
慈
親
。
伏
奏
違
金
闕
、
去
玉
津
。
蓬
莱
郷
路
遠
、
若
木
故
園
林
。
西
望
懐
恩
日
、
東
帰
感
義
辰
。
平
生
一
宝
剣
、
留
贈
結
交
人
。（
命
を
ふく
み
て
将まさ
に
国
を
辞
せ
ん
と
し
、
非
才
は
侍
臣
を
忝
かたじけ
な
く
す
。
天
中
、
明
主
を
恋した
い
、
海
外
、
慈
親
を
憶おも
う
。
伏
奏
し
て
金きん
闕けつ
を
違さ
り
、
ひ
さん
し
て
玉ぎよ
津くし
をん
去
る
。
蓬ほう
莱らい
、
郷
路
遠
く
、
若じや
木くぽ
、く
故
園
の
林
。
西
の
か
た
望
み
て
恩
日
を
懐
い
、
東
の
か
た
帰
り
て
義
辰
を
感
ず
。
平
生
の
一
宝
剣
、
留
め
て
結
交
の
人
に
贈
ら
ん
。
?28
））」
と
あ
る
。
実
際
、
こ
れ
ら
の
類
似
の
例
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
。
な
お
、「
馳
上
國
」
の
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
如
く
、「
馳
上
國
」
の
「
」
の
異
体
字
で
あ
る
と
、
私
は
思
う
。
し
か
し
、
東
野
治
之
氏
は
、
二
〇
〇
五
年
の
一
月
二
八
日
と
二
九
日
に
専
修
大
学
・
西
北
大
学
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
遣
唐
使
の
見
た
中
国
と
日
本
新
発
見
「
井
真
成
墓
誌
」
か
ら
何
が
わ
か
る
か
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
初
め
て
「
馳
上
國
」
で
は
な
く
、「
馳
聘
上
國
」
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
「
上
国
に
馳
せ
聘むか
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
、
指
摘
し
た?29）
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
氣
賀
澤
保
規
氏
の
理
解
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
「
こ
の
句
の
前
に
あ
る
「（
）
命
遠
邦
」（
遠
邦
に
命
令
を
受
け
る
）
の
遠
邦
を
日
本
と
解
す
れ
ば
、
こ
の
「
上
國
」
は
必
然
的
に
唐
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
で
「
馳
」
の
解
釈
で
あ
る
が
、
私
は
当
初
、『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
に
載
る
「
経
伝
を
貫
し
、
古
今
を
馳
す
。」（
先
人
の
著
作
を
貫
い
て
渉
猟
し
、
古
今
の
世
界
を
は
せ
め
ぐ
る
）
の
記
述
な
ど
か
ら
、
手
柄
を
あ
げ
る
べ
く
唐
朝
に
赴
き
懸
命
に
努
力
し
た
と
い
う
方
向
に
そ
れ
を
と
っ
た
。
し
か
し
馳
も
も
と
も
に
馬
を
疾
駆
す
る
こ
と
、
二
字
あ
わ
せ
て
も
馬
を
走
ら
せ
る
、
馬
を
疾
駆
さ
せ
る
と
い
う
の
が
ふ
つ
う
に
使
わ
れ
る
意
味
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
上
国
に
駆
け
つ
け
る
」
と
解
し
た
方
が
無
難
で
あ
る
。
上
の
句
と
つ
な
げ
れ
ば
、
日
本
の
国
命
を
帯
び
、
唐
で
学
ぶ
べ
く
駆
け
つ
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
馳
の
に
は
馬
車
（
乗
り
物
）
の
意
味
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
一
部
に
あ
る
、
馬
車
を
走
ら
せ
て
唐
に
赴
い
た
と
い
う
解
釈
は
成
り
立
た
な
い
。
し
か
し
馬
を
走
ら
せ
て
来
た
と
表
現
す
る
こ
と
じ
た
い
、
唐
側
に
日
本
を
陸
続
き
の
国
と
み
る
誤
解
が
あ
り
、
日
本
の
存
在
が
十
分
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
証
左
と
な
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
た
ら
な
い
。
馳
の
原
義
に
は
馬
が
あ
っ
て
も
、
用
語
と
し
て
は
そ
れ
を
離
れ
て
使
わ
れ
る
。
中
心
に
立
つ
唐
に
た
い
し
て
、
日
本
人
井
真
成
が
馳
せ
参
じ
て
き
た
こ
と
を
表
わ
す
言
葉
と
し
て
そ
れ
は
理
解
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
解
釈
し
た?30）
。
い
ま
私
も
こ
の
解
釈
を
支
持
し
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
「
馳
上
国
」
は
、
さ
っ
そ
く
、
上
京
す
る
と
い
う
意
味
の
は
ず
で
あ
る
と
70
思
う
。
「
上
國
」
は
、
唐
の
劉
長
卿
の
「
客
舎
贈
別
韋
九
建
任
河
南
、
韋
十
七
造
任
鄭
県
、
便
省
」
と
い
う
詩
に
、「
与
子
頗
疇
昔
、
常
時
仰
英
。
弟
兄
尽
公
器
、
詩
賦
凌
風
騒
。
頃
者
遊
上
國
、
独
能
光
選
曹
。
…
…
。（
子し
と
疇
昔
を
頗かたむけ
、
常
時
英
を
仰しの
ぐ
。
弟
兄
は
公
器
を
尽
く
し
、
詩
賦
は
風
騒
を
凌
ぐ
。
頃この
者ごろ
上
國
に
遊
び
、
独ひと
り
能
く
選
曹
を
光て
ら
す?31）。）」
な
ど
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
井
真
成
は
命
を
受
け
て
遥
か
な
る
日
本
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
大
唐
帝
国
の
首
都
た
る
長
安
に
や
っ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
を
こ
の
段
は
述
べ
て
い
る
。
４-
３-
５
「
蹈
禮
楽
、
襲
衣
冠
、
束
帯
□
朝
、
難
与
矣
」
と
い
う
部
分
の
欠
字
に
は
、
い
ま
ま
で
少
な
く
と
も
三
つ
の
見
方
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、
「
束
帯
立
朝
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
麦
明
・
王
建
新
・
氣
賀
澤
保
規
な
ど
の
諸
氏
そ
し
て
私
を
含
め
、
多
く
の
中
日
研
究
者
が
は
じ
め
て
こ
の
欠
字
を
研
究
し
た
時
、
殆
ん
ど
こ
の
同
じ
見
方
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
句
の
中
の
「
蹈
…
…
襲
…
…
」
と
い
う
言
葉
は
、「
蹈
襲
」
或
い
は
「
襲
蹈
」
と
も
作
り
、「
因
襲
」「
沿
用
」
の
意
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
句
の
中
の
「
束
帯
□
朝
」
は
、「
束
帯
立
朝
」
の
可
能
性
が
高
い
と
、
私
た
ち
は
考
え
て
い
た?32）
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、『
論
語
』「
公こう
冶やち
長よう
」
に
「
子
曰
、
赤
也
、
束
帯
立
于
朝
、
可
使
与
賓
客
言
也
、
不
知
其
仁
也
。（
子
曰
く
、
赤
や
、
束
帯
し
て
朝
に
立
ち
、
賓
客
と
言
わ
し
む
べ
き
な
り
、
其
の
仁
を
知
ら
ざ
る
な
り
。）」
と
あ
る?33）
。
「
赤
」
と
は
、『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
に
よ
れ
ば
、「
公
西
赤
、
字
子
華
、
少
孔
子
四
十
二
歳
。」（
公
西
赤
、
字
は
子
華
、
孔
子
よ
り
四
十
二
歳
若
い?34）。）
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
宋
の
程
大
中
『
四
書
逸
箋
』
に
、
「
古
人
無
事
則
緩
帯
、
有
事
則
束
帯
。
説
字
云
、「
在
腰
為
腰
帯
、
在
胸
為
束
帯
。
腰
帯
低
緩
、
束
帯
高
緊
。」
公
西
華
束
帯
立
朝
、
蓋
当
有
事
之
際
、
倉
卒
立
談
、
可
以
服
彊
隣
、
即
折
衝
尊
俎
之
間
意
、
泛
作
礼
服
、
非
（
古
人
は
事
無
け
れ
ば
則
ち
緩
帯
し
、
事
有
れ
ば
則
ち
束
帯
す
。
説
字
に
云
う
、
「
腰
に
在
る
を
腰
帯
と
為
し
、
胸
に
在
る
を
束
帯
と
為
す
。
腰
帯
は
低
緩
に
し
て
、
束
帯
は
高
緊
な
り
。」
と
。
公こう
西せい
華か
束
帯
し
て
朝
に
立
つ
と
は
、
蓋けだ
し
有
事
の
際
に
当
た
り
て
は
、
倉
卒
に
立
談
し
、
以
て
彊
隣
を
服
す
べ
く
、
即
ち
尊そん
俎そ
の
間
に
折
衝
す
る
の
意
な
り
。
泛あまねく
礼
服
を
作な
す
は
、
非
な
り?35）。）」
と
い
う
考
証
が
あ
る
。
こ
う
し
た
例
か
ら
、「
束
帯
立
朝
」
と
い
う
推
測
は
、
十
分
に
説
得
力
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
は
、
井
真
成
が
唐
代
の
礼
楽
制
度
と
衣
冠
制
度
を
十
分
に
襲
っ
て
、
束
帯
し
て
朝
に
立
ち
、
だ
れ
も
彼
と
比
較
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
二
は
、
麦
明
氏
と
葛
継
勇
博
士
の
「
束
帯
而
朝
」
で
あ
る
。
そ
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
こ
の
「
束
帯
□
朝
」
は
、「
束
帯
而
朝
」
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
欠
字
の
と
こ
ろ
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
而
字
の
下
半
部
に
、
こ
の
字
の
両
側
の
部
分
が
か
す
か
に
見
え
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
こ
こ
を
「
束
帯
而
朝
」
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
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注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
彼
ら
が
、
こ
の
「
而
」
字
を
「
如
」
字
と
解
釈
し
た
点
で
あ
る?36）
。
実
際
、
葛
継
勇
博
士
は
、
早
く
も
二
〇
〇
五
年
一
月
一
二
日
に
（
日
本
）
井
真
成
市
民
研
究
会
に
お
い
て
「
井
真
成
墓
誌
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
「
束
帯
而
朝
」
と
い
う
見
方
を
発
表
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
朝
」
の
字
の
上
の
漢
字
の
右
下
に
残
っ
て
い
る
字
画
は
〞
〝
で
あ
る
の
で
、「
束
帯
立
朝
」
な
ど
の
用
例
が
多
い
と
し
て
も
、「
而
」
字
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。『
四
書
逸
箋
』
巻
一
に
記
載
す
る
「
束
帯
」
条
に
、「
古
人
無
事
則
緩
帯
、
有
事
則
束
帯
（
古
人
は
事
無
け
れ
ば
則
ち
緩
帯
し
、
事
有
れ
ば
則
ち
束
帯
す
。）」
と
あ
り
、『
三
国
志
』
巻
一
六
「
魏
志
」
に
「
束
帯
立
朝
、
致
位
卿
相
（
束
帯
し
て
朝
に
立
つ
、
位
を
卿
相
に
致
す
）。」
と
あ
る
。『
唐
文
粋
』
巻
九
七
に
収
録
す
る
王
維
撰
の
「
洛
陽
鄭
少
府
與
両
省
遺
補
韋
司
戸
南
亭
序
」
に
「
拂
衣
而
放
、
則
野
人
於
小
隠
之
中
、
束
帯
而
朝
、
則
君
子
於
大
夫
之
後
（
衣
を
拂
い
て
而
し
て
放
て
ば
、
則
ち
小
隠
の
中
に
野
人
た
り
。
束
帯
し
て
而
し
て
朝
す
れ
ば
、
則
ち
大
夫
の
後
に
君
子
た
り
。）」
と
あ
り
、
宋
の
傅
察
撰
の
『
忠
集
』
巻
上
に
収
録
す
る
「
代
発
運
使
謝
賜
金
帯
表
」
に
「
佩
韋
以
戒
、
毎
師
前
哲
之
規
。
束
帯
而
朝
、
曾
乏
當
官
之
誉
。（
韋
を
佩
び
て
以
て
戒
め
、
毎
に
前
哲
の
規
を
師
と
し
。
束
帯
し
て
而
し
て
朝
し
、
曾
ち
當
官
の
誉
に
乏
し
く
す
。）」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
見
る
と
、「
束
帯
而
朝
」
は
朝
廷
に
仕
え
る
意
味
を
表
す
と
分
か
る?37）
。
そ
の
三
は
、
氣
賀
澤
保
規
氏
が
、
以
前
の
見
方
を
変
え
て
最
近
は
じ
め
て
提
出
し
た
「
束
帯
升
朝
」
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
私
は
当
初
「
束
帯
□
朝
」
の
□
に
入
る
文
字
と
し
て
、
他
の
方
々
の
解
釈
に
も
あ
る
よ
う
に
「
立
」
の
字
を
あ
て
て
考
え
て
き
た
。「
束
帯
立
朝
」
と
い
え
ば
、『
論
語
』「
公
冶
長
」
に
「
子
曰
く
、
赤
（
公
西
赤
）
や
、
束
帯
し
て
朝
に
立
ち
、
賓
客
と
言
わ
し
む
べ
き
な
り
」
と
あ
る
出
典
が
思
い
出
さ
れ
る
。
手
元
に
あ
っ
た
宮
崎
市
定
訳
で
は
「
赤
は
礼
服
を
着
て
朝
廷
に
出
仕
さ
せ
、
外
交
折
衝
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
る
」（
岩
波
現
代
文
庫
）
と
い
い
、
宇
野
哲
人
訳
で
は
「
赤
は
礼
を
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
礼
装
し
て
朝
廷
に
立
っ
て
賓
客
に
対
応
さ
せ
れ
ば
必
ず
り
っ
ぱ
に
役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
講
談
社
学
術
文
庫
）
と
い
い
、
正
式
な
服
装
で
朝
廷
に
立
っ
て
客
人
と
応
対
す
る
と
い
う
同
様
の
解
釈
が
さ
れ
て
い
る
。
私
は
「
束
帯
立
朝
」
と
一
応
文
字
を
あ
て
は
め
な
が
ら
、
一
抹
の
疑
問
を
感
じ
て
い
た
。
こ
こ
で
い
う
立
朝
と
は
為
政
者
の
側
で
朝
政
に
関
与
す
る
立
場
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
外
国
か
ら
来
た
無
位
な
る
若
者
の
井
真
成
に
用
い
る
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
言
葉
で
は
な
い
か
と
。
そ
し
て
そ
の
後
、
墓
誌
の
詳
細
な
写
真
を
み
る
機
会
が
あ
り
、
残
存
筆
画
か
ら
少
な
く
と
も
立
の
字
に
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
残
存
部
分
で
は
下
に
線
が
出
て
い
る
。
そ
こ
で
私
は
、
か
ね
て
か
ら
も
う
一
つ
の
可
能
性
を
考
え
て
い
た
「
升
（
昇
）」
の
字
に
あ
て
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
升
と
は
登
・
上
（
の
ぼ
る
）
の
こ
と
、
外
か
ら
来
て
朝
廷
に
の
ぼ
り
、
皇
帝
や
上
位
者
に
目
通
り
す
る
場
合
に
使
わ
れ
る
。
?38
）
」
と
あ
る
。
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私
は
、
近
頃
こ
の
「
束
帯
□
朝
」
と
い
う
欠
字
を
確
認
・
解
決
す
る
た
め
に
、
何
回
も
墓
誌
の
実
物
と
拡
大
し
た
写
真
を
よ
く
観
察
し
た
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
欠
字
の
下
半
部
の
両
側
に
、
左
の
「
」
と
右
の
「
」
と
い
う
残
存
筆
画
が
本
当
に
見
え
る
の
で
、
こ
の
「
束
帯
□
朝
」
は
「
束
帯
升
朝
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
束
帯
而
朝
」
と
い
う
可
能
性
が
一
番
高
い
と
考
え
る
が
、
し
か
し
氣
賀
澤
保
規
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
束
帯
升
朝
」
と
い
う
可
能
性
を
全
面
的
に
否
定
し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。
４-
３-
６
「
豈
強
學
不
倦
、
問
道
未
終
、
□
遇
移
舟
、
奔
」
の
中
の
「
問
道
」
は
、「
聞
道
」
で
は
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、
二
〇
〇
五
年
の
一
月
二
八
日
と
二
九
日
に
専
修
大
学
・
西
北
大
学
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
遣
唐
使
の
見
た
中
国
と
日
本
新
発
見
「
井
真
成
墓
誌
」
か
ら
何
が
わ
か
る
か
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
際
し
て
、
中
日
の
研
究
者
は
み
な
「
聞
道
」
と
い
う
言
葉
に
解
釈
し
た?39）
。
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
い
ま
の
解
釈
は
い
ず
れ
も
「
問
道
」
で
あ
る
。「
問
道
」
と
は
、「
学
問
の
道
」
の
意
味
で
あ
る
。
麦
明
氏
と
葛
継
勇
博
士
の
研
究
に
よ
る
と
、「「
問
道
」
の
「
問
」
の
字
は
、
古
代
漢
語
の
中
で
「
聞
」
の
意
と
も
解
釈
で
き
る
。『
墨
子
・
非
命
・
下
』
に
曰
く
、「
必
使
飢
者
得
食
、
寒
者
得
衣
、
労
者
得
息
、
乱
者
得
治
、
遂
得
光
誉
令
問
於
天
下
。（
必
ず
飢
え
た
る
者
を
し
て
食
を
得え
、
寒こご
え
た
る
者
を
し
て
衣
を
得え
、
労つか
れ
た
る
者
を
し
て
息
を
得え
、
乱
れ
た
る
者
を
し
て
治
を
得え
し
む
れ
ば
、
遂
に
光こう
誉よ
令れい
問ぶん
を
天
下
に
得え
ん
。）」
と
あ
る
。
こ
こ
の
「
問
」
は
、
聞
こ
え
る
こ
と
、
知
ら
せ
る
こ
と
、
と
く
に
帝
王
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
指
す
。
李
密
の
「
陳
情
表
」
に
曰
く
、「
謹
拝
表
以
聞
（
謹
ん
で
表
を
拝
し
て
以
聞
す
）」。
こ
こ
の
「
聞
道
」
の
意
は
、
あ
る
道
理
を
よ
く
了
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
論
語
・
里
仁
』
に
、「
子
曰
、
朝
聞
道
、
夕
死
可
矣
。（
子
曰
く
、
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
に
死
す
と
も
可
な
り
。）」
と
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る?40）
。
こ
れ
以
外
に
、
氣
賀
澤
保
規
氏
の
研
究
は
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
氣
賀
澤
氏
は
、
「
こ
れ
に
加
え
て
問
題
と
な
る
の
は
、
今
示
し
た
文
に
つ
づ
く
と
こ
ろ
の
「
強
學
不
倦
、
問
道
未
終
」
で
あ
る
。
強
学
も
問
道
も
い
ず
れ
も
一
生
懸
命
勉
学
・
学
問
に
努
め
る
こ
と
、「
夙しゅ
夜くや
強
学
」（『
礼
記
』
儒
行
）
と
か
「
承
師
問
道
」（『
漢
書
』
か
誼ぎ
伝
）
な
ど
と
使
わ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
後
に
は
具
体
的
な
官
歴
は
何
も
記
さ
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
束
帯
升
朝
」
の
句
の
前
後
す
る
と
こ
ろ
も
含
め
て
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
通
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
士
人
と
し
て
の
礼
儀
作
法
に
の
っ
と
り
（
踏
礼
楽
）、
衣
冠
を
つ
け
（
襲
衣
冠
）、
正
装
し
て
朝
廷
に
出
る
（
束
帯
升
朝
）
さ
ま
は
、
他
か
ら
抜
き
ん
出
て
い
た
。
井
真
成
は
唐
に
留
学
生
と
し
て
や
っ
て
来
た
。
化け
外がい
の
国
、
日
本
の
人
間
な
が
ら
、
朝
廷
に
赴
い
た
と
き
の
彼
の
立
ち
居
振
る
舞
い
は
礼
儀
に
か
な
い
、
正
装
し
て
堂
々
と
し
た
応
対
ぶ
り
は
立
派
で
あ
っ
た?41）
」
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
句
の
中
の
「
□
遇
移
舟
」
に
つ
い
て
は
、
王
建
新
氏
は
以
前
「
雪
遇
移
舟
」
の
意
に
解
釈
し
た
。
そ
の
根
拠
と
す
る
資
料
は
、「（
唐
）
朱
放
73
西安で発見された在唐日本留学生・井真成墓誌の最新研究
『溪
行
却
寄
新
別
者
』
詩
に
曰
く
、「
潺
湲
寒
溪
上
、
自
此
成
離
別
。
回
首
望
帰
人
、
移
舟
逢
暮
雪
。（
潺せん
湲かん
溪
上
に
寒
く
、
此
自よ
り
離
別
を
成
す
。
首
を
回めぐ
ら
し
て
帰
人
を
望
み
、
移
舟
暮
雪
に
逢
う
。）」（『
全
唐
詩
』
第
三
一
五
巻
）」
…
…
「
雪
遇
移
舟
、
逢
奔
」
は
、「
移
舟
遇
雪
、
奔
逢
隙
」
の
倒
置
文
の
は
ず
で
あ
り
、
突
然
の
変
事
が
起
き
る
こ
と
を
形
容
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る?42）
。
一
方
私
は
最
初
、「
泊
遇
移
舟
」
あ
る
い
は
「
遇
移
舟
」
と
推
測
し
た
の
で
あ
る
が
、
い
ま
は
「
遇
移
舟
」
の
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
井
真
成
と
い
う
人
物
は
若
く
し
て
大
志
を
抱
き
、
学
問
に
孜
々
と
し
て
倦
ま
な
か
っ
た
が
、
そ
の
大
志
が
報
わ
れ
る
の
を
待
た
ず
に
、
夭
折
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
い
う
。
そ
の
一
生
は
あ
た
か
も
「
□
遇
移
舟
、
奔
」
の
ご
と
く
で
あ
る
。「
」
は
隙
の
異
体
字
、「
」
は
逢
で
あ
る
。
「
奔
」
は
『
礼
記
』「
三
年
問
」
に
「
三
年
之
喪
、
二
十
五
月
而
畢
、
若
之
過
隙
。（
三
年
の
喪
は
、
二
十
五
月
に
し
て
畢
る
。
の
隙
を
過
ぐ
る
が
若
し
。）」
と
あ
り
、
そ
の
孔
穎
達
の
疏
に
、「
謂
馬
、
隙
謂
空
隙
、
馬
峻
疾
、
空
隙
狭
小
、
以
峻
疾
而
過
狭
小
、
言
急
速
之
甚
。（
は
馬
を
謂
い
、
隙
は
空
隙
を
謂
う
、
馬
は
峻
疾
、
空
隙
は
狭
小
、
峻
疾
を
以
て
狭
小
を
過
ぐ
る
は
、
急
速
な
る
こ
と
の
甚
し
き
を
言
う
。）」
と
あ
る
。
つ
ま
り
「
奔
」
は
「
白
駒
過
隙
」
と
同
義
で
あ
る
。
時
間
の
過
ぎ
る
の
は
駿
馬
が
隙
の
向
こ
う
を
す
ぎ
る
か
の
ご
と
く
速
い
と
い
う
の
で
あ
る
。『
荘
子
』
知
北
遊
に
「
人
生
天
地
之
間
、
若
白
駒
之
過
隙
、
忽
然
而
已
（
人
の
天
地
の
間
に
生
く
る
は
、
白
駒
の
隙
（
）
を
過
ぐ
る
が
若
く
、
忽
然
た
る
の
み
）」
と
あ
る
。
該
当
句
は
「
□
遇
移
舟
」
と
対
句
で
あ
り
、
も
っ
て
語
気
を
強
め
、
引
伸
す
れ
ば
夭
折
の
意
と
な
る
。
か
く
し
て
「
□
遇
移
舟
」
は
「
泊
遇
移
舟
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
唐
の
孟
浩
然
の
「
宿
建
徳
江
」
に
「
移
舟
泊
煙
渚
、
日
暮
客
愁
新
。
野
曠
天
低
樹
、
江
清
月
近
人
。（
移
舟
煙
渚
に
泊
ま
り
、
日
暮
れ
て
客
愁
新
た
な
り
。
野
は
曠むな
し
く
天
は
樹
よ
り
低
く
、
江
は
清
く
月
は
人
よ
り
近
し
。）」
と
あ
る
の
が
そ
の
例
と
な
る
。
さ
ら
に
「
泊
遇
移
舟
」
と
「
奔
」
を
逐
字
的
に
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
が
完
全
に
対
句
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
泊
と
隙
、
遇
と
逢
、
移
舟
と
奔
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
該
当
句
は
「
泊
遇
移
舟
」
に
作
る
と
理
解
す
る
の
が
最
も
適
当
だ
と
考
え
る
が
、
し
か
し
、
私
は
二
〇
〇
〇
四
年
四
月
以
来
、「
□
遇
移
舟
」
と
い
う
句
の
意
味
を
墓
誌
の
報
告
書
を
利
用
し
て
一
生
懸
命
に
調
べ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、「
白
駒
過
隙
」
と
い
う
意
味
と
ま
っ
た
く
同
じ
考
古
学
史
料
を
探
し
出
し
た
。
例
え
ば
、「
□
□
﹇
大
﹈﹇
唐
﹈
故
管
君
（
思
礼
）
墓
誌
銘
」
に
、
「
君
諱
思
礼
、
…
…
未
申
大
夏
之
材
、
遽
奄
荊
巒
之
玉
、
以
垂
拱
二
年
（
六
八
六
）
十
月
八
日
卒
於
私
第
、
春
秋
卅
有
八
。
以
其
年
歳
次
景
戌
其
月
戊
辰
朔
三
日
庚
寅
葬
於
洛
城
之
北
平
楽
郷
之
境
、
長
崗
之
卯
、
所
謂
露
将
垂
更
切
田
横
之
歎
、
白
駒
流
有
感
…
…
。（
君
諱いみなは
思
礼
、
…
…
未
だ
大
夏
の
材
を
申の
べ
ざ
る
に
、
遽にわかか
に
荊けい
巒らん
の
玉
に
奄おお
う
、
垂
拱
二
年
（
六
八
六
）
十
月
八
日
を
以
て
私
第
に
卒
す
、
春
秋
卅
有
八
。
其
の
年
歳
次
景
戌
其
の
月
戊
辰
朔
三
日
庚
寅
を
以
て
洛
城
の
北
平
楽
郷
の
境
、
長
崗
の
卯
に
葬
ら
74
る
。
所いわ
謂ゆるかい
露ろ
将まさ
に
垂
れ
ん
と
し
て
更あらため
て
田
横
の
歎
を
切
に
し
、
白
駒
の
流りゆ
うげきに
感
有
り
…
…
。）」
と
あ
る
。
こ
の
墓
誌
の
「
所
謂
露
」
は
、
人
の
命
が
非
常
に
短
い
こ
と
を
形
容
し
、
と
い
う
植
物
の
葉
に
あ
る
露
の
如
く
、
一
瞬
で
す
ぐ
干
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る?43）
。
ま
た
、「
大
唐
故
朝
散
郎
守
内
寺
伯
飛
騎
尉
成
府
君
（
忠
）
墓
誌
銘
文
?
序
」
の
中
に
「
難
留
」
と
い
う
言
葉
も
見
え
る?44）
。
こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
見
る
と
、「
□
遇
移
舟
」
は
「
遇
移
舟
」
の
は
ず
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
、
氣
賀
澤
保
規
氏
の
、
「
こ
う
し
た
出
典
を
ふ
ま
え
て
、
も
と
の
句
「
□
遇
移
舟
、
奔
」
に
も
ど
る
と
、
ま
ず
□
に
あ
た
る
文
字
は
、「
移
舟
（
蔵
舟
）」
に
も
っ
と
も
重
く
か
ら
む
語
か
ら
み
て
「
」
を
お
い
て
他
に
な
い
。
私
は
当
初
「
奄
（
に
わ
か
に
）」
の
語
を
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
副
詞
は
つ
ぎ
の
「
奔
」
と
並
べ
て
み
る
と
不
適
当
で
あ
る
。
ま
た
「
夜
」
の
字
な
ど
の
可
能
性
も
、
右
の
理
由
な
ど
か
ら
考
え
る
と
到
底
浮
か
ん
で
こ
な
い
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
墓
誌
や
墓
碑
に
お
い
て
、
死
を
目
前
に
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
死
の
す
ぐ
後
の
表
現
と
し
て
み
え
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
右
の
張
允
墓
碑
に
も
そ
の
一
端
が
う
か
が
え
た
が
、
さ
ら
に
例
え
ば
「
劉
徳
墓
誌
」
に
も
「
豈
図
隙
馬
難
停
、
蔵
舟
易
遠
、
…
…
以
貞
観
十
九
年
十
一
月
廿
一
日
、
終
於
洛
陽
私
第
、
春
秋
九
十
有
六
。」
（
豈
に
図
ら
ん
や
、
隙
馬
は
停
め
難
く
、
蔵
舟
は
遠
ざ
か
り
易
し
、
…
…
貞
観
十
九
年
（
六
四
五
）
十
一
月
二
一
日
を
以
て
、
洛
陽
の
私
第
に
終
わ
る
、
春
秋
九
十
有
六
。）
と
あ
り
、「
隙
馬
・
蔵
舟
」
と
い
う
井
真
成
墓
誌
に
直
結
す
る
二
つ
の
語
が
、
死
に
先
立
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
、
私
は
「
に
て
移
舟
（
蔵
舟
）
に
遇
い
、
（
隙
）
に
て
奔
に
逢
う
」
と
読
み
、
急
に
様
相
（
病
状
）
が
変
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
と
、
急
な
死
、
人
生
の
は
か
な
さ
、
不
確
か
さ
を
形
容
し
た
言
葉
と
理
解
し
た
。
は
た
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か?45）
」
と
い
う
見
方
を
、
私
も
支
持
し
て
い
る
。
４-
３-
７
「
以
開
元
廿
二
年
正
月
一
日
、
乃
終
于
官
弟
（
第
）、
春
秋
卅
六
。
皇
上
哀
傷
、
追
崇
有
典
。」
こ
の
段
は
二
箇
所
の
欠
字
が
あ
り
、
内
容
は
理
解
し
や
す
い
け
れ
ど
も
、
欠
字
の
推
測
は
か
な
り
難
し
い
。
ま
ず
「
正
月
□
日
」
の
残
損
し
た
様
子
か
ら
分
析
す
れ
ば
、
そ
の
面
積
が
小
さ
い
ば
か
り
で
な
く
、
残
存
し
た
筆
画
も
何
も
見
え
な
い
の
で
、
少
な
く
と
も
「
正
月
一
日
」
あ
る
い
は
「
正
月
二
日
」
以
上
の
数
字
に
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
井
真
成
の
「
正
月
□
日
」
と
い
う
死
亡
日
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
の
推
測
以
外
に
、
氣
賀
澤
保
規
氏
の
「
正
月
十
日
」
と
い
う
推
測
も
あ
る
。
私
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
い
ま
ま
で
、
欠
字
の
真
ん
中
に
残
存
し
た
「
」
の
筆
画
は
な
か
な
か
見
え
な
い
の
で
、
少
な
く
と
も
「
十
」
字
の
可
能
性
は
低
い
と
思
う
。
葛
継
勇
博
士
は
「
正
月
一
日
」
と
考
え
て
い
る?46）
。
も
し
唐
の
日
本
留
学
生
の
井
真
成
が
「
正
月
一
日
」
あ
る
い
は
「
正
月
卅
日
」
と
い
う
日
に
死
亡
す
れ
ば
、
二
月
四
日
に
そ
の
亡
骸
を
萬
年
県
水
東
原
に
埋
め
る
ま
で
、
井
真
成
の
死
去
か
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ら
葬
儀
ま
で
の
期
間
は
、
最
長
で
は
三
三
日
間
で
あ
り
、
最
短
の
場
合
で
は
五
日
間
と
な
る
。
先
の
紹
介
の
よ
う
に
、「
唐
尚
衣
奉
御
唐
君
妻
故
河
南
縣
君
元
氏
墓
誌
銘
」
の
夫
人
で
も
、
死
去
か
ら
葬
儀
ま
で
の
期
間
が
四
二
日
間
に
及
ん
で
い
る
。
夫
の
ほ
う
の
尚
衣
奉
御
自
身
な
ら
ば
、
さ
ら
に
長
期
間
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
井
真
成
の
場
合
は
、
最
長
で
も
、
夫
人
よ
り
八
日
も
短
い
三
三
日
で
あ
る
。
や
は
り
か
な
り
短
期
間
に
行
わ
れ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
原
因
は
、
井
真
成
が
若
く
し
て
、
し
か
も
不
慮
の
死
を
迎
え
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
唐
朝
が
日
本
留
学
生
の
井
真
成
の
死
亡
に
対
し
、
こ
う
し
た
特
別
な
扱
い
を
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、「
九
姓
突
契
李
中
郎
墓
誌
」
の
「
贈
右
領
軍
衛
大
将
軍
」（
い
わ
ゆ
る
正
三
品
）
の
李
中
郎
は
、
天
宝
三
載
（
七
四
四
）
九
月
廿
二
日
に
疾
に
い
て
藁
街
に
終
り
、
そ
の
年
一
一
月
七
日
に
長
楽
原
に
埋
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
葬
期
を
計
算
す
る
と
、
四
六
日
の
長
さ
に
達
し
た
は
ず
で
あ
る
。ま
た
、
こ
の
句
の
中
の
「
皇
上
□
傷
」
と
い
う
欠
字
に
対
し
て
、
中
日
の
研
究
者
は
い
ろ
い
ろ
な
例
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
私
と
麦
明
氏
は
「
皇
上
哀
傷?47）
」
と
い
う
見
方
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
氣
賀
澤
保
規
氏
は
私
た
ち
の
見
方
と
違
っ
て
、「
皇
上
悼
傷
」
と
い
う
欠
字
を
推
測
し
た?48）
。
こ
の
欠
字
は
、
い
っ
た
い
ど
の
字
で
あ
ろ
う
か
。
他
の
墓
誌
と
比
べ
る
と
、「
哀
」
が
一
番
相
応
し
い
と
私
は
思
う
。
例
え
ば
、『
全
唐
文
』
巻
二
九
一
に
載
せ
る
張
九
齢
撰
の
「
大
唐
金
紫
光
禄
大
夫
行
侍
中
兼
吏
部
尚
書
宏
文
館
学
士
贈
太
師
正
平
忠
献
公
碑
銘
?
序
」
に
「
朝
廷
哀
傷
、
震
悼
。（
朝
廷
哀
傷
し
、
べんりゆうは
震
悼
す?49）。）」
と
あ
り
、『
文
苑
英
華
』
巻
九
〇
一
に
載
せ
る
唐
の
李
堪
然
撰
の
「
太
子
少
傳
希
神
道
碑
」
に
「
朝
興
慟
、
詔
葬
哀
傷
。
亟
峻
典
礼
、
崇
寵
章
。（
朝
を
や
め
て
慟
を
興
し
、
詔
し
て
葬
り
哀
傷
す
。
亟すみ
や
か
に
典
礼
を
峻きび
し
く
し
、いよいよ
寵
章
を
崇たか
く
す?50）。）」
と
あ
り
、
と
く
に
『
新
唐
書
』
巻
一
一
〇
「
泉
男
生
列
伝
」
に
、「
泉
男
生
字
元
徳
、
高
麗
蓋
蘇
文
子
也
。
…
…
卒
、
年
四
十
四
。
帝
為
挙
哀
、
贈
?
州
大
都
督
。
喪
至
都
、
詔
五
品
以
上
官
哭
之
、
曰
襄
、
勒
碑
著
功
。（
泉
男
生
字あざなは
元
徳
、
高
麗
蓋がい
蘇そ
文ぶん
の
子
な
り
。
…
…
卒しゆつす
、
年
四
十
四
。
帝
は
為
に
哀
を
挙
げ
、
?
州
大
都
督
を
贈
る
。
喪
都みやこに
至
り
、
五
品
以
上
の
官
に
詔
し
て
之
を
哭
せ
し
め
、おくりな
し
て
襄
と
曰
い
、
碑
を
勒
し
て
功
を
著
す?51）。）」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
見
る
と
、「
皇
上
悼
傷
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
皇
上
哀
傷
」
の
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。
そ
れ
で
は
、
唐
の
玄
宗
な
る
皇
上
は
、
な
ぜ
井
真
成
に
「
哀
く
傷
み
て
、
追
崇
す
る
に
典
有
り
」
な
の
か
。
こ
れ
は
、
井
真
成
が
唐
玄
宗
の
開
元
二
二
年
（
七
三
四
）
正
月
□
日
に
官
第
に
終
り
、
享
年
三
十
六
歳
だ
っ
た
と
い
う
不
幸
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
風
格
が
立
派
で
才
能
横
溢
か
つ
容
姿
文
雅
な
る
唐
の
日
本
留
学
生
が
不
幸
に
も
夭
折
し
た
こ
と
を
、
唐
の
玄
宗
は
い
た
く
愛
惜
し
、
官
を
贈
っ
て
追
悼
し
た
わ
け
で
あ
ろ
う
と
言
え
る
。
４-
３-
８
「
詔
贈
尚
衣
奉
御
、
葬
令
官
給
。
即
以
其
年
二
月
四
日
于
萬
年
縣
水
東
原
、
禮
也
。」
ま
ず
、
説
明
し
た
い
の
は
、
唐
玄
宗
よ
り
、
詔
を
下
し
て
、
井
真
成
に
「
尚
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衣
奉
御
」
の
官
職
を
贈
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
葬
令
官
□
」
は
、「
葬
令
官
給
」
で
あ
ろ
う
。『
千
唐
誌
斎
蔵
誌
』
所
載
の
唐
の
高
宗
の
麟
徳
二
年
（
六
六
五
）
の
「
九
品
亡
宮
人
墓
誌
」
の
墓
誌
文
中
に
は
っ
き
り
と
「
葬
事
供
須
、
?
令
官
給
。（
葬
事
に
須もと
む
る
を
供
し
併
せ
て
官
給
を
（
命
）
令
す?52）。）」
と
い
う
例
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
「
大
唐
故
沙
州
刺
史
李
府
君
（
思
貞
）
墓
誌
銘
」
に
「﹇
李
思
貞
﹈
以
長
安
四
年
（
七
〇
四
）
七
月
十
日
、
卒
于
沙
州
刺
史
之
官
舎
、
春
秋
六
十
有
三
。
恩
勅
賜
物
一
百
段
、
粟
一
百
石
。
霊
柩
還
京
、
所
須
官
給
。（﹇
李
思
貞
﹈
は
長
安
四
年
（
七
〇
四
）
七
月
十
日
を
以
て
、
沙
州
刺
史
の
官
舎
に
卒しゆつす
。
春
秋
六
十
有
三
。
恩
勅
し
て
物
一
百
段
、
粟
一
百
石
を
賜
り
。
霊
柩
の
京
に
還
り
、
須もと
む
る
所
は
官
給
を
す?53））。」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
例
に
よ
れ
ば
、
こ
の
段
の
意
は
、
皇
帝
は
詔
を
下
し
て
井
真
成
に
「
尚
衣
奉
御
」
の
官
職
を
贈
っ
た
だ
け
で
な
く
、
後
事
を
処
理
す
る
よ
う
命
令
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
年
（
七
三
四
）
二
月
四
日
に
井
真
成
を
萬
年
縣
水
東
原
に
葬
っ
た
わ
け
で
、
唐
代
の
喪
葬
制
度
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
４-
３-
９
「
嗚
呼
素
車
暁
引
、
丹
行
哀
、
嗟
遠
道
頽
暮
日
、
指
窮
郊
悲
夜
臺
。」
「
嗚
呼
」
は
「
嗚
呼
哀
し
い
か
な
」
と
い
う
哀
痛
の
辞
で
あ
る
。「
素
車
暁
引
、
丹
行
哀
。」
と
い
う
の
は
、
明
け
方
に
白
色
の
麻
と
で
つ
つ
ん
だ
霊
柩
車
が
葬
儀
場
を
出
発
し
、
そ
の
最
前
に
は
丹
色
の
旗
（
俗
に
「
魂
幡
」
と
い
う
）
が
哀
悼
を
示
す
。
そ
の
「
素
車
」
は
、「
霊
車
」「
車
」「
清
素
車
」
と
も
称
す
る
。『
北
史
』
巻
二
六
「
雍
列
伝
」
に
は
、「
車
止
用
白
布
為
幔
、
不
加
画
飾
、
名
為
清
素
車
。（
じ
車しや
は
止た
だ
白
布
を
用
い
て
幔
と
為
し
、
画
飾
を
加
え
ず
、
名
づ
け
て
清
素
車
と
為
す?54）。）」
と
あ
る
。『
芸
文
類
聚
』
巻
四
九
「
太
子
舎
人
」
の
梁
の
簡
文
帝
の
「
太
子
舎
人
蕭
特
墓
誌
銘
」
に
「
丹
軽
飛
、
哀
歌
徐
引
。
（
丹たんちようは
軽
か
に
飛
び
、
哀
歌
は
徐おもむろ
に
引
か
る?55）。）」
と
あ
る
。
ま
た
、
則
天
武
后
の
如
意
元
年
（
六
九
二
）
の
「
大
周
故
文
林
郎
楊
府
君
（
訓
）
墓
誌
銘
」
に
「
丹
啓
塗
、
素
車
遵
轍
。（
丹
は
塗みち
を
啓ひら
き
、
素
車
は
轍
に
遵したがう
）
?56
）」
と
い
う
句
が
見
え
る
。
則
天
武
后
の
証
聖
元
年
（
六
九
五
）
の
「
故
左
戎
衛
右
郎
将
古
君
夫
人
匹
婁
氏
（
煥
徳
）
墓
誌
」
に
も
「
霊
車
暁
行
、
丹
晨
飛
。（
霊
車
は
暁
に
行
き
、
丹
は
晨
に
飛
ぶ?57）。）」
と
見
え
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、「
丹
」
と
い
う
記
載
に
は
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
氣
賀
澤
保
規
氏
は
、
こ
の
「
嗟
遠
□
頽
暮
日
」
の
中
の
欠
字
を
「
路
」
と
推
測
し?58）
、
麦
明
氏
と
葛
継
勇
博
士
の
推
測
は
、「
客
」
と
い
う
字
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
。
そ
の
証
拠
と
す
る
の
は
、
唐
の
獨
孤
及
撰
の
『
毘
陵
集
』
巻
一
九
「
弔
道
文
?
序
」
に
「
人
生
寄
世
、
匪
遠
客
、
嗟
爾
賦
命
、
天
年
逼
迫
。（
人
は
寄
世
を
生い
く
、
たれ
か
遠
客
に
匪あら
ず
や
、
爾なんじが
賦
命
を
嗟なげ
き
、
天
年
は
逼
迫
す
。）」
と
あ
り
、
ま
た
、『
全
唐
文
』
巻
四
五
〇
「
長
楽
鐘
賦
」
に
「
思
遠
客
於
鶉
衣
、
怨
美
人
於
羅
幕
。（
遠
客
を
鶉じゆ
衣んい
に
思
い
、
美
人
を
羅
幕
に
怨
む
）」
と
あ
る
。
そ
し
て
『
唐
文
拾
遺
』
巻
六
五
「
然
而
四
節
流
邁
、
百
齢
飄
忽
。
如
賓
之
敬
不
居
、
遠
客
之
遊
斯
尽
。（
然
れ
ど
も
四
節
を
流
邁
し
、
百
齢
は
飄
忽
た
り
。
如
賓
の
敬
は
居
ら
ず
、
遠
客
の
遊
は
斯ここ
に
尽
く
。）」
と
い
う
こ
と
で
あ
る?59）
。
な
お
、「
唐
故
廉
州
封
山
県
令
府
君
（
古
）
墓
誌
」
の
「
推
遷
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何
直
道
、
信
爽
何
平
分
。（
推
遷
何
ぞ
道
を
直ただ
さ
ん
、
信
爽
何
ぞ
分
を
平
ら
に
せ
ん?60））」
と
い
う
言
葉
か
ら
分
析
す
れ
ば
、
こ
の
「
嗟
遠
□
頽
暮
日
」
は
、
お
そ
ら
く
「
嗟
遠
道
頽
暮
日
」
の
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。
そ
の
う
ち
の
「
嗟
」
は
、
実
際
、
哀
痛
の
辞
で
あ
る
。
そ
の
「
頽
暮
日
」
は
、
す
な
わ
ち
日
が
暮
れ
て
暗
く
な
る
と
い
う
意
味
を
表
わ
す
。
こ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
「
指
窮
郊
悲
夜
臺
」
の
「
夜
臺
」
は
、
墳
墓
を
指
す
わ
け
で
あ
る
。
全
体
的
意
味
で
言
え
ば
、
明
け
方
か
ら
の
葬
送
は
、
悲
し
い
慟
哭
の
声
を
伴
っ
て
日
が
暮
れ
て
暗
く
な
る
ま
で
続
き
、
郊
外
に
い
た
る
ま
で
物
哀
し
い
雰
囲
気
を
現
出
さ
せ
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
４-
３-
10
「
其
辭
曰
、
□
乃
天
常
、
哀
茲
遠
方
、
形
既
埋
於
異
土
、
魂
庶
帰
於
故
郷
。」
其
の
辞
に
曰
く
、「
□
乃
天
常
」
と
は
、
は
じ
め
は
「
別
乃
天
常
」
で
あ
ろ
う
と
筆
者
は
考
え
た
。
つ
ま
り
、
生
死
離
別
は
天
の
常
道
で
あ
る
と
解
釈
し
た
の
だ
が
、
し
か
し
、
近
年
、
私
は
新
し
い
参
考
資
料
を
二
点
見
つ
け
た
。
そ
の
一
、『
旧
唐
書
』
巻
九
六
「
宋
列
伝
」
に
「
且
死
者
是
常
、
古
来
不
免
。（
且
つ
死
な
る
者
は
是
れ
常
な
り
、
古
来
免
れ
ず?61）。）」
と
あ
り
、
そ
の
二
、『
新
唐
書
』
巻
一
〇
六
「
盧
承
慶
列
伝
」
に
「
死
生
至
理
、
猶
朝
有
暮
。（
死
生
の
理
に
至
る
は
、
猶なお
朝
に
は
暮
有
る
が
ご
と
し?62）。）」
と
い
う
こ
と
か
ら
見
る
と
、「
□
乃
天
常
」
は
、
お
そ
ら
く
「
死
乃
天
常
」
で
あ
ろ
う
と
、
私
は
思
う
。
麦
明
氏
と
葛
継
勇
博
士
は
、
私
の
見
方
と
違
っ
て
、「
命
乃
天
常
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
命
」
の
中
左
部
の
「
口
」
が
わ
ず
か
に
見
え
る
の
で
、
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
思
っ
た
が
、
し
か
し
、「
」
部
分
の
「
」
が
見
え
な
い
の
で
、こ
の
欠
字
は
暫
く
「
命
」
と
い
う
字
を
取
り
た
い
。そ
の
証
拠
は
、
『
全
唐
文
』
巻
四
四
二
に
載
せ
る
炎
撰
の
「
神
着
立
賦
」
に
「
数
彰
得
一
、
命
乃
自
天
。（
数
は
彰あきらか
に
し
て
一
を
得え
、
命
は
乃
ち
天
よ
り
す
。）」
と
あ
り
、
唐
の
柳
宗
元
撰
の
『
柳
河
東
集
』
巻
三
〇
に
載
せ
る
「
與
蕭
翰
林
書
」
に
「
命
乃
天
也
、
非
云
云
者
所
制
、
余
又
何
恨
。（
命
は
乃
ち
天
な
り
、
云うん
云ぬん
す
る
者
の
制
す
る
所
に
非
ず
、
余
又また
何
ぞ
恨
ま
ん
。）」
と
あ
る
、
と
い
う
見
方
で
あ
る?63）
。
氣
賀
澤
保
規
氏
の
推
測
は
、
以
上
の
見
方
と
違
っ
て
、
こ
の
欠
字
は
「
憾
乃
天
常
」
で
あ
る
と
す
る
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
論
拠
は
何
も
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い?64）
。
な
お
、
次
の
「
哀
茲
遠
方
」
は
、
遠
方
か
ら
集
っ
た
人
々
の
悲
し
み
の
声
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
形
（
形
魄
・
肉
体
を
代
表
す
る
こ
と
）
は
異
国
の
他
郷
（
長
安
）
に
埋
め
ら
れ
る
が
、
魂
（
精
神
・
霊
魂
を
代
表
す
る
こ
と
）
は
故
郷
の
日
本
に
帰
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
５
井
真
成
の
入
唐
時
期
井
真
成
墓
誌
に
「
開
元
廿
二
年
（
七
三
四
）
正
月
□
日
、
乃
ち
官
弟
（
第
）
に
終
わ
る
。
春
秋
卅
六
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、
井
真
成
は
六
九
九
年
に
生
ま
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
彼
が
唐
に
赴
く
た
め
に
は
、
七
〇
二
年
に
発
っ
た
第
七
次
遣
唐
使
団
に
し
た
が
う
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
七
三
三
年
に
発
っ
た
第
九
次
遣
唐
使
団
に
し
た
が
う
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と
思
78
わ
れ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
第
七
次
遣
唐
使
団
が
七
〇
二
年
に
紫
か
ら
発
っ
た
時
に
、
井
真
成
は
ま
だ
四
歳
で
あ
っ
た
か
ら
、
第
七
次
遣
唐
使
団
に
選
ば
れ
る
資
格
は
備
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
井
真
成
が
七
三
三
年
に
難
波
を
発
っ
た
第
九
次
遣
唐
使
団
に
し
た
が
っ
た
は
ず
は
な
い
と
す
る
の
は
、
そ
の
遣
唐
使
団
が
揚
州
に
到
着
し
た
確
実
な
時
期
は
七
三
三
年
八
月
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
長
安
へ
行
け
ば
、
た
ぶ
ん
同
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
期
間
に
到
着
し
た
で
あ
ろ
う
と
、
私
は
推
測
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
た
い
へ
ん
不
幸
な
こ
と
に
、
井
真
成
は
翌
年
（
七
三
四
）「
正
月
□
日
」
に
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
井
真
成
の
年
齢
か
ら
分
析
す
れ
ば
、
そ
の
渡
唐
の
時
期
は
七
一
七
年
に
難
波
か
ら
発
っ
た
第
八
次
遣
唐
使
団
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
彼
が
唐
に
渡
っ
た
時
の
年
齢
は
一
九
歳
で
あ
り
、
ま
さ
に
颯
爽
と
し
た
青
年
時
代
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
第
八
次
遣
唐
使
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
最
適
の
人
選
だ
っ
た
は
ず
だ
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る?65）
。
日
本
の
遣
唐
使
研
究
者
で
あ
る
森
克
己
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
第
八
次
遣
唐
使
団
は
七
一
七
年
（
日
本
の
養
老
元
年
、
唐
の
開
元
五
年
）
三
月
に
難
波
を
出
発
し
、
翌
年
一
〇
月
に
長
安
に
到
着
し
た?66）
。
そ
の
人
員
構
成
を
『
大
日
本
史
』
巻
一
五
「
元
正
天
皇
記
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「﹇
霊
亀
﹈
二
年
（
七
一
六
）
丙
辰
、
秋
八
月
、
…
…
二
十
日
癸
亥
、
以
従
四
位
下
多
治
比
県
守
為
遣
唐
押
使
、
従
五
位
上
阿
倍
安
麻
呂
為
大
使
、
正
六
位
下
藤
原
馬
養
為
副
使
、
九
月
四
日
丙
子
、
以
従
五
位
下
大
伴
山
守
代
安
麻
呂
、
為
遣
唐
大
使?67）
。」
と
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
第
八
次
遣
唐
使
団
の
人
数
は
五
五
七
人
、
四
隻
の
船
に
分
乗
し
て
揚
州
・
長
安
に
向
か
っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
人
員
の
数
と
い
い
、
規
模
の
大
き
さ
と
い
い
、
陣
容
の
厳
正
さ
と
い
い
、
遣
唐
使
の
歴
史
上
空
前
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
八
次
遣
唐
使
団
の
到
来
は
、
古
代
の
日
中
文
化
交
流
を
新
た
な
歴
史
段
階
に
進
め
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
日
本
の
奈
良
時
代
（
七
一
〇
｜
七
九
四
年
）
は
高
度
に
繁
栄
し
た
盛
唐
文
化
の
大
き
な
影
響
下
に
し
て
は
じ
め
て
生
じ
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
化
交
流
の
過
程
に
お
い
て
、
遣
唐
使
や
留
学
生
・
学
問
僧
ら
は
た
い
へ
ん
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
及
ぼ
し
た
積
極
的
な
作
用
を
低
く
見
積
も
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
５-
１
阿
倍
仲
麻
呂
ま
ず
指
を
屈
す
べ
き
遣
唐
留
学
生
は
阿
倍
仲
麻
呂
で
あ
る
。
彼
は
阿
倍
船
守
の
子
で
あ
り
、
六
九
八
年
、
大
和
国
（
今
の
奈
良
県
）
に
生
ま
れ
た
。
井
真
成
よ
り
一
歳
年
上
で
あ
る
。
二
〇
歳
で
第
八
次
遣
唐
使
に
選
ば
れ
、
七
一
七
年
に
入
唐
し
た
。
ま
ず
長
安
城
の
国
子
監
で
学
び
、
天
賦
の
聡
明
さ
と
勤
勉
な
学
習
に
よ
り
、
す
ぐ
れ
た
成
績
で
進
士
に
合
格
し
、
太
学
に
名
を
つ
ら
ね
た
。
そ
し
て
左
春
坊
司
経
校
書
（
正
九
品
下
）・
左
拾
遺
・
左
補
闕
（
従
八
品
上
）・
衛
尉
少
卿
・
衛
尉
卿
・
儀
王
友
な
ど
の
職
を
歴
任
し
、
と
く
に
七
五
五
年
以
降
、
秘
書
監
（
従
三
品
）・
左
散
騎
常
侍
（
従
三
品
）・
安
南
都
護
・
鎮
南
節
度
使
・
光
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禄
大
夫
兼
御
史
中
丞
に
任
じ
ら
れ
、
北
海
郡
開
国
公
を
賜
り
、
位
は
正
三
品
、
食
邑
三
〇
〇
〇
戸
に
ま
で
至
り
、
玄
宗
の
重
用
を
得
た
。
彼
の
生
涯
の
略
歴
は
『
旧
唐
書
』巻
一
九
九
上「
東
夷
列
伝
」に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、
「
開
元
初
、
又
遣
使
来
朝
、
因
請
儒
士
授
経
。
詔
四
門
助
教
趙
玄
黙
就
鴻
寺
教
之
。
乃
遣
玄
黙
闊
幅
布
以
為
束
修
之
禮
、
題
云
「
白
亀
元
年
調
布
」。
人
亦
疑
其
偽
。
所
得
錫
、
盡
市
文
籍
、
泛
海
而
還
。
其
偏
（
副
）
使
朝
臣
仲
滿
、
慕
中
国
之
風
、
因
留
不
去
、
改
姓
名
為
朝
衡
、
仕
歴
左
補
闕
、
儀
王
友
。
衡
留
京
師
五
十
年
、
好
書
籍
、
放
帰
郷
、
逗
留
不
去
。
（
開
元
の
初
、
又
た
使
を
遣
わ
し
て
来
朝
す
、
因
っ
て
儒
士
に
経
を
授
け
ら
れ
ん
こ
と
を
請
う
。
四
門
助
教
趙
玄
黙
に
詔
し
、
鴻
寺
に
就
い
て
之
を
教
え
し
む
。
乃
ち
玄
黙
に
闊
幅
布
を
遣
り
て
、
束
修
の
禮
と
な
す
、
題
し
て
「
白
亀
元
年
の
調
の
布
」
と
。
人
亦
そ
の
偽
な
る
か
を
疑
う
。
得
る
と
こ
ろ
の
錫
盡
く
文
籍
を
市
い
、
海
に
泛
ん
で
還
る
。
其
の
偏
（
副
）
使
朝
臣
仲
滿
、
中
国
の
風
を
慕
い
、
因
て
留
ま
り
て
去
ら
ず
、
姓
名
を
改
め
て
朝
衡
と
為
し
、
仕
え
て
左
補
闕
、
儀
王
友
を
歴
た
り
。
衡
、
京
師
に
留
ま
る
こ
と
五
十
年
、
書
籍
を
好
み
、
放
ち
て
郷
に
帰
ら
し
め
し
も
、
逗
留
し
て
去
ら
ず?68））。」
と
あ
る
。
５-
２
吉
備
真
備
阿
倍
仲
麻
呂
を
、
生
涯
か
け
て
唐
王
朝
に
仕
え
た
日
本
人
留
学
生
の
典
型
と
す
れ
ば
、
吉
備
真
備
は
、
修
学
後
に
帰
国
し
て
祖
国
に
貢
献
し
た
留
学
生
の
代
表
と
言
え
る
。
吉
備
真
備
は
奈
良
時
代
の
学
者
・
官
僚
で
あ
り
、
六
九
五
年
（
六
九
三
年
あ
る
い
は
六
九
四
年
の
説
も
あ
る
）
に
吉
備
国
（
今
の
岡
山
県
・
兵
庫
県
あ
た
り
。
大
和
国
説
も
あ
る
）
に
生
ま
れ
、
井
真
成
よ
り
四
歳
年
長
で
あ
る
。
七
一
六
年
、
二
二
歳
で
正
規
に
遣
唐
留
学
生
に
選
抜
さ
れ
、
入
唐
後
は
国
子
監
四
門
助
教
の
趙
玄
黙
に
つ
い
て
儒
家
経
典
を
学
び
、
長
安
で
の
留
学
は
前
後
一
九
年
の
長
き
に
及
ん
だ
。
彼
は
刻
苦
勉
励
し
て
、
儒
家
経
典
や
歴
史
書
を
研
鑽
し
、
ひ
ろ
く
諸
芸
を
渉
猟
し
、
中
国
の
『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』
と
い
っ
た
史
書
、
儒
教
の
正
式
経
典
で
あ
る
五
経
、
法
律
の
古
典
、
算
術
、
暦
法
、
天
文
、
音
楽
、
建
築
な
ど
の
諸
方
面
に
お
い
て
深
い
造
詣
を
得
た
。
真
備
は
七
三
五
年
（
天
平
七
）
に
帰
国
す
る
と
、
価
値
あ
る
物
品
を
あ
ま
た
朝
廷
に
献
上
し
、
聖
武
天
皇
の
殊
遇
を
受
け
た
。
七
三
六
年
に
正
六
位
下
よ
り
外
従
五
位
下
と
な
る
。
翌
年
に
中
宮
亮
に
昇
進
し
、
七
三
九
年
に
は
母
の
墓
を
造
る
。
七
四
〇
年
の
藤
原
広
嗣
の
乱
に
際
し
て
は
、
僧
玄
昉
と
と
も
に
弾
劾
さ
れ
た
が
、
七
四
一
年
に
東
宮
学
士
と
な
り
皇
太
子
（
孝
謙
天
皇
）
に
『
礼
記
』
『
漢
書
』
を
講
ず
。
七
四
六
年
に
吉
備
朝
臣
と
改
め
、
翌
年
に
右
京
大
夫
に
昇
進
し
た
。
藤
原
仲
麻
呂
の
台
頭
に
よ
っ
て
前
守
・
肥
前
守
に
移
さ
れ
た
が
、
七
五
一
年
（
天
平
勝
宝
三
）
に
遣
唐
副
使
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
再
び
入
唐
し
た
。
七
五
四
年
に
帰
国
し
、
大
宰
大
弐
と
な
り
建
議
し
て
怡
土
城
を
造
営
し
た
。
そ
の
後
、
造
東
大
寺
司
長
官
と
し
て
入
京
し
、
七
六
四
年
（
天
平
宝
字
八
）
の
藤
80
原
仲
麻
呂
の
乱
に
際
し
て
は
朝
廷
の
軍
務
の
参
謀
と
な
り
、
そ
の
功
に
よ
っ
て
従
三
位
勲
二
等
、
参
議
・
中
衛
大
将
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
七
六
六
年
（
天
平
神
護
二
）
に
正
三
位
、
中
納
言
・
参
議
、
七
六
七
年
（
神
護
景
雲
一
）
に
従
二
位
右
大
臣
と
な
り
、
翌
年
に
正
二
位
に
昇
進
し
た
。
七
七
〇
年
（
宝
亀
一
）
に
白
壁
王
（
光
仁
天
皇
）
を
立
て
て
皇
太
子
と
し
、
正
二
位
右
大
臣
兼
中
衛
大
将
勲
二
等
の
地
位
に
昇
っ
た
。
そ
し
て
、
七
七
一
年
に
至
り
、
一
切
の
官
を
辞
任
し
た?69）
。
そ
れ
に
し
て
も
、
吉
備
真
備
は
な
ぜ
二
回
も
入
唐
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
私
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
吉
備
真
備
の
出
身
及
び
幼
年
時
代
よ
り
受
け
た
家
庭
教
育
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
吉
備
真
備
は
、
す
な
わ
ち
吉
備
朝
臣
真
吉
備
で
あ
る
。
彼
は
、
吉
備
下
道
朝
臣
圀
勝
の
子
で
あ
り
、
母
は
楊
木
（
八
木
）
氏
と
称
す
る
。
現
在
、
岡
山
県
圀
勝
寺
の
蔵
す
る
下
道
朝
臣
圀
勝
・
圀
依
母
夫
人
の
骨
蔵
器
は
、
吉
備
真
備
の
出
自
と
幼
年
時
代
に
受
け
た
家
庭
教
育
を
考
察
す
る
う
え
で
、
重
要
な
考
古
学
的
な
資
料
で
あ
る
。
私
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
客
員
教
授
と
し
て
の
滞
在
期
間
の
二
〇
〇
四
年
二
月
四
日
に
、
元
同
志
社
大
学
施
設
部
長
松
浦
靖
氏
の
ご
助
力
に
よ
り
、
吉
備
の
故
郷
に
あ
る
圀
勝
寺
に
お
い
て
、
圀
勝
寺
檀
家
総
代
渡
辺
捷
平
氏
の
ご
好
意
を
得
て
、「
国
宝
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
吉
備
真
備
の
祖
母
の
骨
蔵
器
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
図
９
）。
図９ 2004年２月４日に筆者は圀勝寺檀家総代渡辺捷平氏（右）・
元同志社大学施設部長松浦靖氏（左）のご案内で圀勝寺を見学。骨
蔵器が出土した下道氏墓域の入口にて（王維坤提供)
図10 圀勝寺下道朝臣圀勝・圀依母夫人骨蔵器の実物写真（王維坤
提供)
図11 圀勝寺下道朝臣圀勝・圀依母夫人骨蔵器蓋の実物写真（王
維坤提供)
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こ
の
骨
蔵
器
は
銅
で
鋳
造
さ
れ
て
お
り
、
蓋
が
つ
い
て
い
る
（
図
10
）。
と
く
に
、
蓋
の
表
面
に
次
の
二
行
の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
図
11
）。
（
内
側
）
銘
下
道
圀
勝
弟
圀
依
朝
臣
右
二
人
母
夫
人
之
骨
蔵
器
故
知
後
人
明
不
可
移
破
（
外
側
）
以
和
銅
元
年
歳
次
戊
申
十
一
月
廿
七
日
己
酉
成
（
図
11
）
こ
の
銘
文
の
年
号
は
元
明
天
皇
の
年
号
、
和
銅
元
年
は
七
〇
八
年
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
銘
文
中
に
則
天
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
圀
」
だ
け
で
、
し
か
も
人
名
で
あ
る
。「
人
」「
臣
」「
日
」「
月
」「
年
」
の
五
字
は
則
天
文
字
を
使
っ
て
い
な
い
。
周
知
の
如
く
、
日
本
の
漢
字
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
古
代
中
国
か
ら
直
接
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
国
」
の
字
は
そ
の
よ
い
例
で
あ
る
。「
国
」
は
古
く
は
繁
体
字
の
「
國
」
で
あ
り
、
現
在
使
用
し
て
い
る
簡
体
字
の
「
国
」
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
則
天
文
字
の
「
圀
」
で
も
な
い
。
管
見
で
は
、
則
天
武
后
は
前
後
一
八
字
を
新
た
に
造
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
「
圀
」
の
字
は
証
聖
元
年
（
六
九
五
）
四
月
か
ら
五
月
の
期
間
に
造
っ
た
字
で
あ
る?70）
。
目
下
、
考
古
学
的
に
最
古
の
実
例
は
万
歳
登
封
元
年
（
六
九
六
）
正
月
二
七
日
の
「
楊
昇
墓
誌
」
で
あ
る?71）
。
お
そ
ら
く
今
後
の
考
古
発
掘
に
よ
り
、
こ
れ
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
則
天
武
后
期
の
墓
誌
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
注
意
す
べ
き
は
、
古
代
日
本
人
を
個
別
に
見
た
場
合
、
自
分
の
名
前
の
「
國
」
を
「
國
」
と
書
か
ず
に
、
則
天
文
字
の
「
圀
」
を
使
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
た
ん
に
「
國
」
一
字
の
問
題
で
は
な
く
、
本
人
並
び
に
そ
の
家
庭
が
則
天
武
后
期
の
文
化
の
学
習
に
熱
心
だ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
は
ず
だ
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。５-
３
下
道
圀
勝
と
そ
の
弟
圀
依
そ
こ
で
上
述
の
銘
文
中
の
「
下
道
圀
勝
」
と
そ
の
弟
「
圀
依
」
の
関
連
状
況
に
つ
い
て
具
体
的
に
分
析
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
二
人
の
名
前
に
は
「
圀
」
と
い
う
則
天
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
下
道
圀
勝
」
は
吉
備
真
備
の
父
親
で
あ
り
、「
圀
依
」
は
同
じ
く
叔
父
で
あ
る
。
骨
蔵
器
は
真
備
の
祖
母
の
も
の
で
あ
っ
た
。「
圀
勝
」
と
「
圀
依
」
と
い
う
二
人
の
名
前
か
ら
推
す
に
、
彼
ら
が
遣
唐
使
に
つ
い
て
長
安
あ
る
い
は
洛
陽
に
行
っ
た
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
す
る
記
載
が
日
中
の
文
献
に
見
え
ず
、
具
体
的
な
こ
と
は
知
れ
な
い
と
し
て
も
、
管
見
で
は
次
の
点
は
肯
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
兄
弟
の
名
前
に
「
圀
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
則
天
武
后
の
「
大
周
」
文
化
に
関
係
が
あ
り
、
長
安
あ
る
い
は
洛
陽
に
行
っ
た
可
能
性
を
示
す
か
、
あ
る
い
は
長
安
か
洛
陽
で
改
名
し
た
あ
と
の
名
前
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
兄
弟
が
則
天
文
字
の
「
圀
」
を
自
分
の
名
前
と
し
て
み
ず
か
ら
の
母
親
の
骨
蔵
器
に
刻
む
と
い
う
行
為
は
理
解
し
に
く
い
と
思
う?72）
。
吉
備
真
備
が
六
九
五
年
に
出
生
し
た
こ
と
か
ら
逆
算
し
て
見
る
と
、
彼
の
父
親
と
叔
父
の
出
生
年
は
六
七
五
年
前
後
で
あ
ろ
う
。
六
六
九
年
、
天
智
天
皇
が
河
内
鯨
を
大
使
と
す
る
第
六
次
遣
唐
使
を
派
遣
し
た
と
き
に
、
彼
ら
兄
弟
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
し
兄
弟
が
長
安
に
行
っ
た
と
す
れ
ば
、
82
そ
れ
は
七
〇
二
年
の
第
七
次
遣
唐
使
の
ほ
か
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
当
時
の
年
齢
は
二
七
歳
前
後
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
六
六
九
年
以
降
、
日
中
関
係
に
は
新
た
な
政
治
的
危
機
が
生
じ
、
日
本
側
は
一
方
的
に
遣
唐
使
の
派
遣
を
中
断
し
て
い
た
。
七
〇
二
年
ま
で
、
三
三
年
も
の
間
そ
の
中
断
は
続
い
た
の
で
あ
る
。
５-
４
粟
田
真
人
七
〇
二
年
（
大
宝
二
）、
文
武
天
皇
は
両
国
の
国
交
正
常
化
の
た
め
に
、
粟
田
真
人
を
執
節
使
、
坂
合
部
大
分
を
大
使
、
巨
勢
邑
治
を
副
使
と
す
る
第
七
次
遣
唐
使
を
組
織
し
て
唐
に
赴
か
せ
、
再
度
文
化
交
流
の
扉
を
開
い
た
。
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
当
時
の
唐
政
権
は
時
す
で
に
「
大
周
」
政
権
に
改
ま
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
権
力
は
則
天
武
后
の
手
の
う
ち
に
確
保
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
則
天
武
后
は
大
明
宮
麟
徳
殿
で
粟
田
真
人
の
た
め
に
宴
を
は
っ
た
ば
か
り
か
、
彼
に
司
膳
卿
を
授
け
、
大
い
に
称
賛
し
た
。『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
上
「
東
夷
列
伝
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
長
安
三
年
（
七
〇
三
）、
其
大
臣
朝
臣
（
粟
田
）
真
人
来
貢
方
物
。
朝
臣
真
人
者
、
猶
中
国
戸
部
尚
書
、
冠
進
賢
冠
、
其
頂
為
花
、
分
而
四
散
、
身
服
紫
袍
、
以
帛
為
腰
帯
。
真
人
好
読
経
史
、
解
属
文
、
容
止
温
雅
。
則
天
宴
之
於
麟
徳
殿
、
授
司
膳
卿
、
放
還
本
国
（
長
安
三
年
（
七
〇
三
）、
其
の
大
臣
朝
臣
（
粟
田
）
真
人
、
来
り
て
方
物
を
貢
す
。
朝
臣
真
人
と
は
、
な
お
中
国
の
戸
部
尚
書
の
ご
と
し
、
進
賢
冠
を
冠
り
、
其
の
頂
に
花
を
為
り
、
分
れ
て
四
散
せ
し
む
。
身
は
紫
袍
を
服
し
、
帛
を
以
て
腰
帯
と
為
す
。
真
人
好
ん
で
経
史
を
読
み
、
文
を
属
す
る
を
解
し
、
容
止
温
雅
な
り
。
則
天
（
武
后
）
こ
れ
を
麟
徳
殿
に
宴
し
、
司
膳
卿
を
授
け
、
放
ち
て
本
国
に
還
ら
し
む?73））」
と
あ
る
。
則
天
武
后
が
大
明
宮
麟
徳
殿
で
粟
田
真
人
の
た
め
に
宴
を
は
り
、
司
膳
卿
の
職
を
授
け
た
の
は
、
第
七
次
遣
唐
使
に
対
す
る
重
視
と
高
い
レ
ベ
ル
の
接
待
を
表
し
て
い
る
。
実
は
、
粟
田
真
人
ら
は
唐
に
来
る
ま
で
、
皇
太
后
が
登
極
し
、
国
号
を
「
大
周
」
と
改
め
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
則
天
文
字
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
は
ず
は
あ
る
ま
い
。
『
続
日
本
紀
』
巻
三
に
よ
れ
ば
、
「（
文
武
天
皇
慶
雲
元
年
、
七
〇
四
年
）
秋
七
月
甲
申
朔
、
正
四
位
下
粟
田
朝
臣
真
人
自
唐
国
至
。
初
至
唐
時
、
有
人
来
問
曰
、
何
処
使
人
。
答
曰
、
日
本
国
使
。
我
使
反
問
曰
、
此
是
何
州
界
。
答
曰
、
是
大
周
楚
州
塩
城
県
界
也
。
更
問
、
先
是
大
唐
、
今
称
大
周
。
国
号
縁
何
改
称
。
答
曰
、
永
淳
二
年
（
六
八
三
）、
天
皇
太
帝
（
高
宗
）
崩
。
皇
太
后
（
則
天
武
后
）
登
位
、
称
号
聖
神
皇
帝
、
国
号
大
周
。
問
答
略
了
。
唐
人
謂
我
使
曰
、
亟
聞
、
海
東
有
大
倭
国
。
謂
之
君
子
国
。
人
民
豊
、
礼
義
敦
行
。
今
看
使
人
、
儀
容
大
浄
。
豈
不
信
乎
。
語
畢
而
去
。（〔
文
武
天
皇
慶
雲
元
年
、
七
〇
四
年
〕
秋
七
月
甲
申
の
朔
、
正
四
位
下
粟
田
朝
臣
真
人
、
唐
国
よ
り
至
る
。
初
め
唐
に
至
り
し
時
、
人
有
り
、
来
り
て
問
ひ
て
曰
は
く
、「
何
処
の
使
人
ぞ
」
と
い
ふ
。
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答
へ
て
曰
は
く
、「
日
本
国
の
使
な
り
」
と
い
ふ
。
我
が
使
、
反
り
て
問
ひ
て
曰
は
く
、「
此
は
是
れ
何
の
州
の
界
ぞ
」
と
い
ふ
。
答
へ
て
曰
は
く
、「
是
は
大
周
楚
州
塩
城
県
の
界
な
り
」
と
い
ふ
。
更
に
問
は
く
、「
先
に
は
是
れ
大
唐
、
今
は
大
周
と
称
く
。
国
号
、
何
に
縁
り
て
か
改
め
称
く
る
」
と
と
ふ
。
答
へ
て
曰
は
く
、「
永
淳
二
年
（
六
八
三
）、
天
皇
太
帝
（
高
宗
）
崩
じ
た
ま
ひ
き
。
皇
太
后
（
則
天
武
后
）
位
に
登
り
、
称
を
聖
神
皇
帝
と
号
ひ
、
国
を
大
周
と
号
け
り
」
と
い
ふ
。
問
答
略
了
り
て
、
唐
の
人
我
が
使
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、「
亟
聞
か
く
、「
海
の
東
に
大
倭
国
有
り
。
こ
れ
を
君
子
国
と
謂
ふ
。
人
民
豊
に
し
て
、
礼
義
敦
く
行
は
る
」
と
き
く
。
今
使
人
を
看
る
に
、
儀
容
大
だ
浄
し
、
豈
信
な
ら
ず
や
」
と
い
ふ
。
語
畢
り
て
去
り
き?74）
）」
と
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
則
天
武
后
な
ら
び
に
則
天
文
字
を
含
め
た
当
時
の
「
大
周
」
文
化
は
、
粟
田
真
人
を
執
節
使
と
す
る
第
七
次
遣
唐
使
団
に
深
い
印
象
を
与
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
と
き
則
天
武
后
が
麟
徳
殿
で
歓
待
し
た
の
は
必
ず
や
粟
田
真
人
一
人
だ
け
で
な
く
、
第
七
次
遣
唐
使
団
の
メ
ン
バ
ー
を
あ
る
程
度
含
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
も
し
そ
う
な
ら
、
第
七
次
遣
唐
使
に
つ
い
て
入
唐
し
た
下
道
圀
勝
と
圀
依
の
兄
弟
二
人
が
こ
の
宴
席
に
列
し
て
い
た
と
考
え
て
も
お
か
し
く
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
彼
ら
兄
弟
の
名
前
は
こ
の
宴
会
の
後
に
改
名
し
た
も
の
と
考
え
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
言
え
る
の
は
、
も
と
も
と
の
「
国
勝
」「
国
依
」
を
「
圀
勝
」「
圀
依
」
に
改
名
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
単
に
「
圀
」
一
字
の
問
題
で
は
な
く
、
則
天
武
后
本
人
お
よ
び
則
天
文
字
が
彼
ら
に
与
え
た
大
き
な
影
響
の
必
然
的
結
果
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
上
述
の
筆
者
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
彼
ら
兄
弟
は
七
〇
二
年
の
第
七
次
遣
唐
使
に
し
た
が
っ
て
長
安
に
行
っ
た
の
で
あ
り
、
吉
備
真
備
は
幼
少
の
時
か
ら
こ
う
し
た
父
や
叔
父
の
家
庭
環
境
の
薫
陶
を
受
け
て
い
た
の
で
、
成
人
し
て
か
ら
阿
倍
仲
麻
呂
・
大
和
長
岡
・
玄
昉
お
よ
び
井
真
成
ら
と
と
も
に
七
一
七
年
の
第
八
次
遣
唐
使
と
し
て
入
唐
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
５-
５
井
真
成
の
入
唐
時
期
こ
こ
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
二
〇
〇
五
年
四
月
九
日
、
西
北
大
学
と
陝
西
省
文
物
事
業
管
理
局
が
、
主
に
北
京
に
あ
る
数
人
の
史
学
界
の
研
究
者
を
招
待
し
て
西
安
鴻
業
大
酒
店
で
開
い
た
「
唐
代
日
本
留
学
生
井
真
成
墓
誌
学
術
研
討
会
」
で
あ
る
。
こ
の
研
討
会
で
は
ま
ず
北
京
大
学
中
国
古
代
史
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
の
栄
新
江
氏
が
「
井
真
成
墓
誌
か
ら
見
た
唐
朝
の
日
本
留
学
生
に
対
す
る
礼
遇
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
発
言
し
、
新
た
な
学
説
を
提
出
し
た
。
「
と
に
か
く
、
私
は
井
真
成
が
開
元
二
一
年
（
七
三
三
）
か
ら
出
発
し
た
遣
唐
使
団
に
従
っ
て
来
華
し
た
留
学
生
で
あ
り
、
同
年
八
月
に
蘇
州
に
到
着
し
、
そ
れ
か
ら
長
安
に
入
京
し
た
と
い
う
学
説
に
賛
成
す
る
。
お
そ
ら
く
過
労
な
ど
の
原
因
に
よ
っ
て
開
元
二
二
年
（
七
三
四
）
正
月
に
は
長
安
で
逝
去
し
た
の
で
、
太
学
に
入
る
学
習
の
機
会
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
84
そ
の
上
自
分
の
才
能
を
発
揮
し
た
所
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
彼
は
貴
族
の
出
身
で
あ
り
、
賢
く
才
能
も
横
溢
し
て
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
の
で
、
玄
宗
に
哀
傷
を
感
じ
さ
せ
て
、
長
安
を
出
て
当
地
の
飢
饉
を
避
け
る
緊
急
避
難
の
時
期
に
、
わ
ざ
わ
ざ
井
真
成
に
「
尚
衣
奉
御
」
の
官
職
を
贈
っ
た
と
同
時
に
、
政
府
よ
り
彼
の
葬
儀
を
お
だ
や
か
に
按
排
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
玄
宗
と
唐
朝
政
府
は
こ
の
よ
う
な
無
名
無
官
の
留
学
生
に
対
し
て
盛
大
な
る
葬
儀
を
行
っ
た
こ
と
を
、
唐
長
安
城
に
お
け
る
中
日
往
来
の
一
つ
の
よ
い
話
と
し
て
記
録
し
た
の
で
あ
る
。
今
度
収
集
さ
れ
て
い
る
墓
誌
は
十
分
に
飾
り
け
が
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
墓
誌
は
確
か
に
一
つ
の
非
常
に
珍
し
い
歴
史
文
物
で
あ
ろ
う
」
と
、
栄
新
江
氏
は
強
調
し
て
指
摘
し
た?75）
。
ま
た
、
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
研
究
員
の
呉
玉
貴
氏
も
「
井
真
成
の
来
華
時
間
に
関
す
る
一
意
見
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
発
言
し
、
井
真
成
が
開
元
二
一
年
（
七
三
三
）
か
ら
出
発
し
た
遣
唐
使
団
に
従
っ
て
来
華
し
た
留
学
生
だ
と
い
う
栄
新
江
氏
の
新
説
を
支
持
す
る
と
同
時
に
、
な
ぜ
こ
の
新
た
な
説
を
支
持
す
る
か
三
つ
の
理
由
を
提
示
し
た
。
「
第
一
、
墓
誌
に
記
載
す
る
と
、「
公
、
姓
は
井
、
字
は
真
成
。
国
は
日
本
と
号
し
、
才
は
天
縦
と
称
せ
ら
る
。
故
に
能
く
遠
邦
に
□
命
し
、
上
国
に
馳
す
。
礼
楽
を
蹈
み
、
衣
冠
を
襲
ぎ
、
束
帯
し
て
朝
に
（
立
つ
こ
と
）、
与
に
い
た
り
難
し
。
豈
に
図
ら
ん
や
、
強
學
し
て
倦
ま
ず
、
道
に
聞
く
こ
と
未
だ
終
わ
ら
ず
し
て
、
□
（
雪
）
に
移
舟
に
遇
い
、
隙
に
奔
に
逢
う
を
や
、
開
元
廿
二
年
正
月
□
日
を
以
て
、
乃
ち
官
弟
に
終
れ
り
、
春
秋
、
卅
六
。」
と
い
う
。
上
述
の
墓
誌
の
内
容
は
非
常
に
空
疎
簡
単
で
あ
り
、
も
し
井
真
成
が
入
唐
し
て
か
ら
も
う
十
七
年
間
が
経
つ
な
ら
ば
、
墓
誌
に
彼
の
履
歴
を
一
字
も
書
か
な
い
の
は
不
可
解
で
あ
ろ
う
。「
あ
る
学
者
」
の
意
見
に
言
わ
れ
た
「
墓
誌
の
記
載
は
常
套
句
を
並
べ
て
撰
し
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
情
況
を
指
す
は
ず
で
あ
る
。
第
二
、
こ
れ
ら
の
常
套
句
を
並
べ
た
記
載
よ
り
、
井
真
成
の
来
華
に
関
す
る
手
が
か
り
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
墓
誌
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
「
豈
に
図
ら
ん
や
、
強
学
し
て
倦
ま
ず
、
道
に
聞
く
（
筆
者
註
‥
こ
の
字
は
「
聞
」
で
は
な
く
、
「
問
」
で
あ
る
）
こ
と
未
だ
終
わ
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
も
、
彼
の
来
華
し
た
後
の
勉
強
時
間
が
あ
ま
り
長
く
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
。
も
し
非
常
に
長
い
期
間
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
墓
誌
の
中
に
こ
の
よ
う
な
描
写
が
出
現
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
思
う
。
第
三
、
こ
れ
も
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
墓
誌
に
よ
る
と
、
井
真
成
の
葬
礼
は
唐
朝
の
政
府
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
『
大
唐
六
典
』
巻
一
八
・『
旧
唐
書
』
巻
四
四
「
職
官
志
」・『
新
唐
書
』
巻
四
八
「
百
官
志
」
に
関
す
る
蕃
人
の
在
華
死
亡
者
の
喪
事
に
か
か
わ
る
も
の
を
官
に
よ
り
執
り
行
わ
せ
た
（
喪
事
所
須
、
並
令
官
給
）
記
載
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
『
新
唐
書
』
巻
四
八
「
百
官
志
・
宗
正
寺
」
の
条
に
さ
ら
に
明
確
に
記
載
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
新
羅
、
日
本
僧
入
朝
学
問
、
九
年
不
還
者
編
諸
籍
（
新
羅
、
日
本
僧
の
入
朝
し
て
学
問
し
、
九
年
還
ら
ざ
る
者
は
諸
籍
を
編
む
）」
と
い
う
85
西安で発見された在唐日本留学生・井真成墓誌の最新研究
わ
け
で
あ
る
。
留
学
僧
と
学
問
僧
は
唐
朝
で
学
習
す
る
具
体
的
な
内
容
が
違
う
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
待
遇
は
一
致
す
べ
き
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
も
し
井
真
成
が
す
で
に
唐
朝
で
十
七
年
間
滞
在
し
た
な
ら
ば
、
彼
は
も
ち
ろ
ん
早
め
に
唐
国
籍
に
入
っ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
、
喪
事
の
方
面
で
も
蕃
人
の
待
遇
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
え
る
。
彼
が
唐
朝
に
お
け
る
蕃
人
の
待
遇
を
受
け
た
か
ら
に
は
、
彼
の
来
華
時
間
を
開
元
二
一
年
（
七
三
三
）
と
す
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
、
す
な
わ
ち
去
世
の
一
年
前
で
あ
る?76）
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
上
述
の
二
氏
の
学
説
を
否
定
す
る
意
見
を
持
っ
て
い
る
。
私
は
二
氏
の
意
見
を
聞
い
て
も
、
井
真
成
の
入
唐
年
代
は
や
は
り
第
八
次
の
七
一
七
年
で
あ
り
、
第
九
次
の
七
三
三
年
の
可
能
性
は
非
常
に
低
い
と
、
強
く
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
か
と
言
う
と
、
少
な
く
と
も
、
四
つ
の
理
由
と
証
拠
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
、
井
真
成
の
年
齢
か
ら
分
析
す
る
と
、
彼
は
六
九
九
年
に
生
ま
れ
た
人
物
で
、
も
し
七
一
七
年
に
入
唐
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
、
一
九
歳
で
あ
り
、
遣
唐
留
学
生
と
す
る
の
に
最
適
の
年
齢
だ
と
思
う
。
も
し
、
井
真
成
が
七
三
三
年
に
入
唐
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
、
も
う
三
五
歳
に
な
り
、
遣
唐
留
学
生
と
い
う
身
分
で
入
唐
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
可
能
性
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
阿
倍
仲
麻
呂
は
六
九
八
年
（
七
〇
一
年
と
も
言
う?77））
に
生
ま
れ
、
七
一
七
年
に
入
唐
し
た
時
の
年
齢
は
二
〇
歳
で
あ
り
、
吉
備
真
備
の
場
合
に
は
二
二
歳
の
時
、
遣
唐
使
団
に
選
ば
れ
、
翌
年
に
入
唐
し
、
そ
の
時
の
年
齢
は
二
三
歳
で
あ
る
。
こ
の
実
例
か
ら
、
遣
唐
留
学
生
の
平
均
年
齢
は
、
二
〇
歳
ぐ
ら
い
の
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
な
お
、
北
京
大
学
中
国
古
代
史
研
究
セ
ン
タ
ー
副
教
授
の
羅
新
氏
は
遣
唐
留
学
生
の
入
唐
年
齢
に
つ
い
て
、
以
前
、
か
な
り
意
義
を
持
つ
統
計
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
入
唐
年
齢
は
ほ
と
ん
ど
二
五
歳
以
下
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
井
真
成
の
入
唐
年
代
は
第
九
次
の
七
三
三
年
よ
り
も
む
し
ろ
第
八
次
の
七
一
七
年
の
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
と
思
う
。
そ
の
二
、
七
三
三
年
に
入
る
と
、
井
真
成
の
年
齢
は
も
う
三
五
歳
を
迎
え
、
墓
誌
に
い
う
「
豈
図
ら
ん
や
、
学
に
強
め
て
倦
ま
な
い
」、
そ
れ
に
「
三
〇
歳
に
而
て
立
つ
」
年
齢
を
過
ぎ
た
人
物
で
あ
れ
ば
、
勿
論
、
大
き
な
業
績
を
挙
げ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
と
言
え
る
。
も
し
、
本
当
に
そ
う
い
う
人
物
で
あ
れ
ば
、
彼
の
名
前
は
言
う
ま
で
も
な
く
日
本
の
書
物
の
中
に
載
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
い
ま
ま
で
見
ら
れ
る
日
本
の
古
代
書
物
に
限
り
、
井
真
成
と
い
う
人
物
に
関
係
す
る
記
事
は
何
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
分
析
す
る
と
、
井
真
成
は
た
ぶ
ん
若
く
一
九
歳
で
入
唐
し
た
の
で
あ
り
、
彼
の
入
唐
年
代
は
第
九
次
の
七
三
三
年
よ
り
も
む
し
ろ
第
八
次
の
七
一
七
年
の
方
が
よ
い
と
思
う
。
そ
の
三
、
も
し
井
真
成
が
七
三
三
年
一
〇
月
以
後
に
入
唐
す
れ
ば
、
翌
年
の
正
月
に
亡
く
な
る
ま
で
、
僅
か
に
四
ヶ
月
足
ら
ず
の
期
間
、
長
安
に
滞
在
し
、
こ
の
よ
う
な
短
い
期
間
の
う
ち
に
、
何
か
大
き
な
業
績
を
挙
げ
る
の
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
と
、
私
は
思
う
。
そ
れ
で
は
、
彼
が
死
後
、
唐
玄
宗
よ
り
「
皇
上
は
哀
傷
し
、
追
崇
す
る
に
典
有
り
、
詔
し
て
、
尚
衣
奉
御
を
贈
る
」
と
い
う
待
遇
を
受
け
る
こ
と
も
理
解
で
き
な
い
。「
蕃
国
」
86
か
ら
来
た
井
真
成
が
、
四
ヶ
月
に
足
り
な
い
期
間
で
は
「
上
国
」
の
大
唐
皇
帝
で
あ
る
玄
宗
と
の
間
に
そ
の
よ
う
な
親
し
み
あ
る
関
係
を
結
ぶ
の
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
唐
玄
宗
は
そ
の
時
、
一
般
的
な
関
係
の
人
々
に
「
尚
衣
奉
御
」
と
い
う
職
官
を
贈
っ
た
例
も
な
い
。
逆
に
言
え
ば
井
真
成
は
長
安
に
長
く
滞
在
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
唐
玄
宗
と
の
関
係
を
深
め
る
機
会
が
多
く
な
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
井
真
成
の
長
安
滞
在
期
間
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
結
構
長
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
井
真
成
の
入
唐
年
代
を
第
九
次
の
七
三
三
年
よ
り
も
む
し
ろ
第
八
次
の
七
一
七
年
と
す
る
有
利
な
理
由
と
証
拠
に
な
る
と
思
う
。
そ
の
四
、
井
真
成
は
阿
倍
仲
麻
呂
や
吉
備
真
備
と
比
べ
る
と
、
殆
ん
ど
同
じ
年
代
の
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、『
続
日
本
紀
』
と
い
う
文
献
に
「
我
朝
学
生
播
名
唐
国
者
唯
大
臣
及
朝
衡
二
人
而
已
（
我
が
朝
の
学
生
に
し
て
名
を
唐
国
に
播
す
者
は
、
唯
だ
大
臣
（
吉
備
真
備
）
と
朝
衡
（
阿
倍
仲
麻
呂
）
と
の
二
人
の
み?78））」
と
あ
り
、
墓
誌
以
外
に
何
も
記
載
が
な
い
こ
と
は
実
に
理
解
し
に
く
い
。
私
の
考
え
で
は
、
も
し
井
真
成
が
七
三
四
年
に
三
六
歳
で
夭
折
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
き
っ
と
名
を
上
げ
る
機
会
が
多
く
あ
り
、
少
な
く
と
も
吉
備
真
備
や
阿
倍
仲
麻
呂
と
い
う
二
人
だ
け
で
は
な
く
、
た
ぶ
ん
井
真
成
の
名
も
考
慮
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
思
う
。
例
え
ば
、
吉
備
真
備
は
七
四
一
年
に
東
宮
学
士
と
な
り
皇
太
子
（
孝
謙
天
皇
）
に
『
礼
記
』『
漢
書
』
を
講
じ
た
人
物
で
あ
り
、
正
二
位
右
大
臣
兼
中
衛
大
将
勲
二
等
の
地
位
に
昇
っ
た
。
阿
倍
仲
麻
呂
は
、
七
七
〇
年
に
没
後
州
大
都
督
を
追
贈
さ
れ
た
。
ま
た
、
承
和
三
年
（
八
三
六
）
五
月
に
、
仁
明
天
皇
か
ら
正
二
位
を
贈
ら
れ
た
。
も
し
井
真
成
が
七
七
〇
年
ま
で
生
き
た
な
ら
ば
、
唐
玄
宗
よ
り
贈
ら
れ
た
「
従
五
品
上
」「
尚
衣
奉
御
」
の
官
職
な
ど
問
題
に
も
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
井
真
成
の
入
唐
年
代
は
第
九
次
の
七
三
三
年
よ
り
も
む
し
ろ
第
八
次
の
七
一
七
年
し
か
な
い
と
思
う
。
さ
ら
に
、
井
真
成
は
阿
倍
仲
麻
呂
と
吉
備
真
備
を
は
じ
め
と
す
る
遣
唐
使
と
一
に
入
唐
し
た
の
で
あ
る
。
阿
倍
仲
麻
呂
は
、
開
元
五
年
（
七
一
七
）
に
唐
に
行
き
、
翌
年
太
学
に
入
っ
た
あ
と
、
お
そ
ら
く
科
挙
に
合
格
し
て
、
開
元
九
年
（
七
二
一
）
二
四
歳
で
校
書
〔
郎
〕
に
（
儲
光
儀
『
洛
中
胎
朝
校
書
衡
』）、
開
元
一
〇
年
（
七
二
二
）
に
〔
左
〕
拾
遺
に
任
じ
ら
れ
た
。
開
元
一
九
年
（
七
三
一
）
に
左
補
闕
に
任
じ
ら
れ
た
（
趙
曄
『
送
晁
補
闕
帰
日
本
国
』）。
左
拾
遺
は
従
八
品
上
で
、
左
補
闕
は
従
七
品
上
で
あ
る
。
井
真
成
は
亡
く
な
っ
た
開
元
二
二
年
（
七
三
四
）
に
、
た
ぶ
ん
同
じ
位
階
の
官
職
を
持
っ
た
の
で
、
唐
玄
宗
よ
り
従
五
品
上
の
「
尚
衣
奉
御
」
の
官
職
を
贈
ら
れ
た
と
思
う
。
注?１
）
日
文
研
共
同
研
究
会
（
研
究
代
表
者
王
維
坤
・
研
究
幹
事
宇
野
隆
夫
）
「
王
共
同
研
究
会
の
趣
旨
」『
古
代
東
ア
ジ
ア
交
流
の
総
合
的
研
究
』、（『
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
要
覧
・
二
〇
〇
七
年
』
二
七
頁
所
収
）、
筆
者
は
、
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
か
ら
二
〇
〇
八
年
三
月
三
一
日
ま
で
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
外
国
人
研
究
員
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
。
?２
）
王
維
坤
「
在
唐
の
日
本
留
学
生
井
真
成
墓
誌
の
発
見
と
新
研
究
井
真
成
墓
誌
に
関
す
る
研
究
前
」
王
維
坤
・
宇
野
隆
夫
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
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交
流
の
総
合
的
研
究
』、
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
八
年
。（
予
定
）
?３
）
﹇
后
晋
﹈
劉
等
撰
『
旧
唐
書
』
三
〇
九
二
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
。
?４
）
石
見
清
裕
「
入
唐
日
本
人
「
井
真
成
墓
誌
」
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」『
ア
ジ
ア
遊
学
特
集
波
騒
ぐ
東
ア
ジ
ア
』
七
〇
号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
。
?５
）
ａ
?
氣
賀
澤
保
規
「
残
さ
れ
た
空
白
個
所
の
謎
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
〇
日
。
ｂ
?
氣
賀
澤
保
規
「
井
真
成
墓
誌
の
世
界
と
阿
倍
仲
麻
呂
」
東
海
大
学
史
学
会
『
二
〇
〇
六
年
度
東
海
大
学
史
学
会
大
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『「
井
真
成
墓
誌
」
と
遣
唐
使
の
時
代
』『
東
海
史
学
』、
第
四
一
号
、
二
〇
〇
七
年
。
?６
）
『
専
修
大
学
・
西
北
大
学
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
井
真
成
墓
誌
研
討
会
資
料
』、
一
二
頁
、
専
修
大
学
・
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
。
?７
）
伊
藤
和
史
「
謎
深
ま
る
「
井
真
成
」
の
実
像
」『
毎
日
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
二
月
一
八
日
。
?８
）
武
志
遠
・
郭
建
邦
編
『
千
唐
誌
斎
蔵
誌
』、
五
一
二
方
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。
?９
）
﹇
唐
﹈
李
隆
基
撰
・
李
林
甫
注
・
広
池
千
九
郎
校
注
・
内
田
智
雄
補
訂
『
大
唐
六
典
』、
二
三
五
｜
二
三
六
頁
、
三
秦
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。
?10
）
陝
西
省
古
籍
整
理
公
室
編
・
呉
鋼
主
編
『
全
唐
文
補
遺
』
第
七
輯
、
二
六
頁
、
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
?11
）
注
（
４
）
に
同
じ
。
?12
）
中
国
文
物
研
究
所
・
陝
西
省
古
籍
整
理
公
室
編
『
新
中
国
出
土
墓
誌
・
陝
西
・
壱
』
上
冊
、
九
三
頁
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
?13
）
王
維
坤
「
則
天
造
字
と
日
本
に
お
け
る
〞
則
天
文
字
〝
の
受
容
」、
上
田
正
昭
編
『
古
代
の
日
本
と
渡
来
の
文
化
』
八
一
｜
九
四
頁
、
学
生
社
、
一
九
九
七
年
。
?14
）
麦
明
「
新
発
現
的
唐
日
本
人
井
真
成
墓
誌
及
初
歩
研
究
」『
西
北
大
学
学
報
』
二
〇
〇
四
年
六
期
。
?15
）
﹇
唐
﹈
魏
徴
等
撰
『
隋
書
』
一
八
二
七
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
。
?16
）
平
川
南
編
『
古
代
日
本
の
文
字
世
界
』、
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。
?17
）
王
維
坤
「
関
於
唐
日
本
留
学
生
井
真
成
墓
誌
之
我
見
」『
西
北
大
学
学
報
』
二
〇
〇
五
年
二
期
。
?18
）
ａ
?
注
（
６
）
に
同
じ
、
三
〇
｜
三
八
頁
。
ｂ
?
矢
野
建
一
「「
井
真
成
墓
誌
」
と
第
一
〇
次
遣
唐
使
」
専
修
大
学
・
西
北
大
学
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
遣
唐
使
の
見
た
中
国
と
日
本
新
発
見
「
井
真
成
墓
誌
」
か
ら
何
が
わ
か
る
か
』
九
三
頁
、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
。
?19
）
周
紹
良
・
趙
超
主
編
『
唐
代
墓
誌
彙
編
続
集
』、
顕
慶
〇
一
六
方
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。
?20
）
注
（
４
）
に
同
じ
。
?21
）
注
（
９
）
に
同
じ
。
?22
）
ａ
?
葉
国
良
「
唐
代
墓
誌
考
釈
八
則
」『
台
大
中
文
学
報
』
一
九
九
五
年
、
第
七
期
。
ｂ
?
葉
国
良
『
石
学
続
探
』
一
二
八
頁
、
台
北
・
大
安
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。
?23
）
渡
辺
延
志
「
最
古
の
「
日
本
」
台
湾
に
資
料
？
井
真
成
の
墓
誌
よ
り
二
一
年
早
い
と
報
告
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
二
月
八
日
夕
。
?24
）
王
維
坤
「
井
真
成
墓
誌
に
関
す
る
諸
問
題
」『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
二
三
号
、
二
〇
〇
五
年
。
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?25
）
氣
賀
澤
保
規
「
遣
唐
使
留
学
生
「
井
真
成
墓
誌
」
へ
の
疑
問
」『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
二
三
号
、
二
〇
〇
五
年
。
?26
）
木
村
英
一
『
孔
子
と
論
語
』
三
三
一
頁
、
創
文
社
、
一
九
七
一
年
。
?27
）
﹇
元
﹈
陳
注
『
新
刊
四
書
五
経
』
五
六
頁
、
中
国
書
店
、
一
九
八
四
年
。
?28
）
張
歩
雲
『
唐
代
中
日
往
来
詩
輯
注
』
一
二
一
｜
一
二
三
頁
、
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。
?29
）
注
（
６
）
に
同
じ
。
?30
）
注
（
25
）
に
同
じ
。
?31
）
夏
于
全
集
注
『
唐
詩
宋
詞
全
集
』
四
八
一
頁
、
華
芸
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。
?32
）
ａ
?
注
（
17
）
に
同
じ
。
ｂ
?
注
（
14
）
に
同
じ
。
ｃ
?
王
建
新
「
西
北
大
学
博
物
館
収
蔵
唐
代
日
本
留
学
生
墓
誌
考
釈
」『
西
北
大
学
学
報
』
二
〇
〇
四
年
六
期
。
ｄ
?
注
（
25
）
同
じ
。
?33
）
陳
戌
国
点
校
『
四
書
五
経
』
二
四
頁
、
岳
麓
書
社
、
一
九
九
一
年
。
?34
）
﹇
漢
﹈
司
馬
遷
『
史
記
』
二
二
一
七
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
。
?35
）
﹇
魏
﹈
何
晏
・﹇
梁
﹈
皇
侃
等
注
『
四
部
要
籍
注
疏
叢
刊
』
一
六
三
〇
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
。
?36
）
麦
明
・
葛
継
勇
「
井
真
成
墓
誌
銘
釈
読
再
探
」『
西
北
大
学
学
報
』
二
〇
〇
五
年
二
期
。
?37
）
ａ
?
葛
継
勇
「
井
真
成
墓
誌
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
」
井
真
成
市
民
研
究
会
に
て
、
二
〇
〇
五
年
一
月
一
二
日
の
発
言
記
録
。
ｂ
?
藤
田
友
治
編
『
遣
唐
使
・
井
真
成
の
墓
誌
い
の
ま
な
り
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
。
?38
）
注
（
25
）
に
同
じ
。
?39
）
注
（
6
）
に
同
じ
。
?40
）
ａ
?
注
（
36
）
に
同
じ
。
ｂ
?
葛
継
勇
「
日
本
留
学
生
井
真
成
墓
誌
銘
釈
読
初
探
（
一
）」
王
勇
主
編
『
中
日
関
係
史
料
与
研
究
』
第
二
輯
、
七
八
｜
八
三
頁
、
国
際
文
化
工
房
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。
?41
）
注
（
25
）
に
同
じ
。
?42
）
注
（
27
）
に
同
じ
。
?43
）
注
（
８
）
に
同
じ
、
三
五
八
方
。
?44
）
注
（
８
）
に
同
じ
、
三
六
六
方
。
?45
）
注
（
25
）
に
同
じ
。
?46
）
注
（
37
）
に
同
じ
。
?47
）
注
（
25
）
と
注
（
６
）
に
同
じ
。
?48
）
注
（
25
）
に
同
じ
。
?49
）
﹇
清
﹈
董
等
編
『
全
唐
文
』（
三
）、
二
九
五
七
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
。
?50
）
﹇
宋
﹈
李
昉
等
編
『
文
苑
英
華
』
四
七
四
三
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
六
六
年
。
?51
）
﹇
宋
﹈
欧
陽
修
・
宋
祁
撰
『
新
唐
書
』
四
一
二
四
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
。
?52
）
注
（
８
）
に
同
じ
、
三
一
六
方
。
?53
）
注
（
10
）
に
同
じ
、
第
五
輯
二
七
八
｜
二
八
〇
頁
。
?54
）
﹇
唐
﹈
李
延
寿
撰
『
北
史
』
九
四
九
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
。
?55
）
﹇
唐
﹈
欧
陽
詢
撰
・
汪
紹
校
『
芸
文
類
聚
』
八
九
一
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
。
?56
）
注
（
８
）
に
同
じ
、
四
〇
〇
方
。
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?57
）
注
（
８
）
に
同
じ
、
四
二
二
方
。
?58
）
注
（
25
）
に
同
じ
。
?59
）
注
（
36
）
に
同
じ
。
?60
）
注
（
８
）
に
同
じ
、
三
九
一
方
。
?61
）
注
（
３
）
に
同
じ
、
三
〇
二
八
頁
。
?62
）
注
（
51
）
に
同
じ
、
四
〇
四
七
頁
。
?63
）
ａ
?
注
（
37
）
に
同
じ
。
ｂ
?
注
（
36
）
に
同
じ
。
?64
）
注
（
25
）
に
同
じ
。
?65
）
注
（
６
）
に
同
じ
。
?66
）
森
克
己
『
遣
唐
使
』
二
六
頁
、
至
文
堂
、
一
九
五
五
年
。
?67
）
徳
川
光
圀
修
『
大
日
本
史
』
吉
川
半
七
、
一
九
〇
〇
年
。
?68
）
ａ
?
注
（
３
）
に
同
じ
、
五
三
四
〇－
五
三
四
一
頁
。
ｂ
?
佐
藤
武
敏
『
長
安
古
代
中
国
と
日
本
』
二
三－
二
四
頁
、
朋
友
書
店
、
一
九
七
四
年
。
?69
）
﹇
日
﹈
三
省
堂
編
修
所
編
『
コ
ン
サ
イ
ス
日
本
人
名
事
典
』（
改
訂
版
）、
四
二
一
頁
、
三
省
堂
、
一
九
九
〇
年
。
?70
）
注
（
13
）
に
同
じ
。
?71
）
注
（
８
）
に
同
じ
、
四
二
七
方
。
?72
）
王
維
坤
『
中
日
文
化
交
流
的
考
古
学
研
究
』
四
〇
二
｜
四
〇
三
頁
、
陝
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。
?73
）
注
（
３
）
に
同
じ
、
五
三
四
〇
｜
五
三
四
一
頁
。
?74
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
12
『
続
日
本
紀
一
』、
八
〇－
八
一
頁
。
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
。
?75
）
栄
新
江
「
従
「
井
真
成
墓
誌
」
看
唐
朝
対
日
本
遣
唐
使
的
礼
遇
」『
西
北
大
学
学
報
』、
二
〇
〇
五
年
四
期
。
?76
）
呉
玉
貴
「
井
真
成
来
華
時
間
的
一
点
意
見
」
黄
留
珠
・
魏
全
瑞
主
編
『
周
秦
漢
唐
文
化
研
究
』
第
四
輯
、
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。
?77
）
西
安
市
地
方
志
館
・
張
永
禄
主
編
『
唐
代
長
安
詞
典
』
四
六
六
頁
、
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。
?78
）
新
日
本
古
典
文
学
大
係
15
『
続
日
本
紀
四
』、
四
五
八
｜
四
五
九
頁
。
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
。
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は
じ
め
に
近
世
後
期
の
上
方?１）
に
、
説
教
讃
語
座
と
称
す
る
団
体
が
突
如
と
し
て
現
れ
、
大
坂
の
宮
地
芝
居
を
中
心
に
子
供
芝
居
の
名
目
で
歌
舞
伎
の
上
演
を
行
っ
て
い
た
。
説
教
讃
語
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
木
谷
蓬
吟
氏?２）
や
盛
田
嘉
徳
氏?３）
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
、
室
木
弥
太
郎
氏?４）
や
阪
口
弘
之
氏?５）
は
説
教
讃
語
よ
り
古
い
時
代
に
流
行
し
た
「
説
経
」
に
関
す
る
論
考
の
中
で
説
教
讃
語
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
。
ま
た
室
木
・
阪
口
両
氏
に
よ
っ
て
『
関
蝉
丸
神
社
文
書?６）
』
が
翻
刻
さ
れ
、
こ
れ
を
基
本
資
料
と
し
て
、『
日
本
研
究
』
第
二
五
号
に
お
い
て
拙
稿
「
近
世
上
方
演
劇
文
化
変
容
に
お
け
る
下
層
劇
団
の
歴
史
的
役
割
関
蝉
丸
神
社
と
説
教
讃
語
を
め
ぐ
っ
て
」（
二
〇
〇
二
）
を
発
表
し
、
そ
の
興
行
に
至
る
経
緯
と
そ
の
後
の
歴
史
を
解
明
し
た
上
で
、
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
論
証
し
た
。
そ
れ
と
前
後
し
て
、
斉
藤
利
彦
氏
は
「
近
世
後
期
大
坂
の
宮
地
芝
居
と
三
井
寺?７）
」
と
題
し
た
発
表
を
大
阪
歴
史
学
会
で
行
い
、
そ
の
報
告
論
文
を
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
斉
藤
氏
は
堺
に
お
い
て
も
説
教
讃
語
座
に
よ
る
興
行
が
存
在
し
た
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
、
説
教
讃
語
座
が
大
坂
地
域
の
み
な
ら
ず
、
広
く
上
方
文
化
圏
で
も
活
動
で
き
た
こ
と
を
解
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
神
田
由
築
氏
が
さ
ら
に
「
都
市
文
化
と
芸
能
興
行
大
坂
を
中
心
と
し
て?８）
」
を
発
表
さ
れ
た
。
神
田
氏
は
そ
の
研
究
の
中
で
、
①
説
教
讃
語
名
題
と
説
経
者
と
の
関
係
が
、
い
ま
だ
不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
②
説
教
讃
語
座
に
編
成
さ
れ
た
芸
能
者
は
、
す
べ
て
が
説
経
者
で
は
な
い
こ
と
、
③
安
政
期
に
三
井
寺
が
新
た
な
説
経
者≠
芸
能
者
の
把
握
に
乗
り
出
し
た
こ
と
、
と
い
う
三
点
を
指
摘
し?９）
、
さ
ら
に
芸
能
者
（＝
説
経
者
）
に
加
え
て
「
素
人
」
芸
能
者
の
存
在
を
論
じ
ら
れ
た
。
先
の
拙
稿
で
は
歴
史
的
側
面
に
重
点
を
置
き
、
芸
能
者
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
神
田
氏
の
研
究
で
挙
げ
ら
れ
た
指
近
世
大
坂
の
説
教
讃
語
芝
居
に
お
け
る
演
奏
者
武
内
恵
美
子
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摘
に
鑑
み
な
が
ら
、
実
際
に
説
教
讃
語
座
の
興
行
に
関
わ
っ
た
芸
能
者
の
う
ち
、
演
奏
に
関
わ
っ
た
人
々
に
焦
点
を
当
て
て
考
え
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
説
教
讃
語
座
の
演
奏
者
の
個
人
と
組
織
形
態
の
実
態
を
調
査
分
析
し
、
さ
ら
に
説
教
讃
語
座
以
外
の
演
奏
者
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
演
奏
者
か
ら
み
た
説
教
讃
語
座
の
特
質
と
大
坂
歌
舞
伎
界
に
お
け
る
説
教
讃
語
座
の
存
在
形
態
の
追
求
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
１
説
教
讃
語
芝
居
概
略
説
教
讃
語
座
に
つ
い
て
は
拙
稿
あ
る
い
は
そ
の
他
の
先
行
研
究
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
山
城
国
と
近
江
国
の
国
境
で
あ
り
、
東
海
道
・
中
山
道
の
両
道
が
通
っ
て
い
る
交
通
の
要
所
と
し
て
、
逢
坂
（
逢
坂
関
と
も
。
現
、
滋
賀
県
大
津
市
逢
坂
）
が
あ
る
。
こ
の
逢
坂
の
近
江
側
に
、
三
井
寺
配
下
の
関
蝉
丸
神
社
が
存
在
す
る
。
「
説
経
」
と
い
う
芸
能
を
行
う
芸
能
者
（
説
経
者
）
を
掌
握
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
神
社
で
あ
る
。
説
経
は
本
来
門
付
芸
す
な
わ
ち
大
道
芸
で
あ
り
、
小
屋
（
劇
場
の
こ
と
。
以
下
本
稿
で
は
便
宜
上
劇
場
と
記
す
）
を
持
た
ず
に
興
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
寛
文
期
（
一
六
六
一
｜
七
三
）
に
京
都
に
お
い
て
日
暮
小
太
夫
、
日
暮
八
太
夫
の
二
名
の
説
経
名
代
（
興
行
権
）
が
許
可
さ
れ
、
劇
場
で
芝
居
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た?10）
。
こ
れ
以
後
、
劇
場
で
行
う
説
経
芝
居
と
大
道
芸
と
し
て
の
門
説
経
の
両
方
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
享
保
（
一
七
一
六
｜
三
六
）
頃
を
境
に
劇
場
の
説
経
が
廃
れ
、
そ
の
後
徐
々
に
都
市
部
で
の
大
道
芸
と
し
て
の
説
経
も
衰
退
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
神
社
に
は
芸
能
関
係
に
ま
つ
わ
る
一
連
の
文
書
が
現
存
し
て
お
り
、
「
関
蝉
丸
神
社
文
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
か
ら
は
説
経
芝
居
が
衰
退
し
た
後
、
京
都
や
大
坂
な
ど
、
上
方
の
都
市
部
で
は
な
く
地
方
の
村
な
ど
を
回
り
芝
居
を
興
行
す
る
説
経
者
の
姿
が
垣
間
見
え
る
。
そ
れ
は
差
別
や
貧
困
等
の
問
題
を
孕
み
、
決
し
て
盛
況
の
よ
う
に
は
み
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
京
都
で
の
芝
居
興
行
衰
退
か
ら
約
七
〇
年
後
の
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八?11））
に
、
唐
突
と
も
い
え
る
状
況
で
、
大
坂
に
お
い
て
歌
舞
伎
興
行
を
始
め
る
。「
説
教
讃
語
座
」
に
よ
る
芝
居
興
行
で
あ
る
。
こ
の
説
経
讃
語
座
に
よ
る
興
行
は
、
子
供
に
よ
る
歌
舞
伎
興
行
、
す
な
わ
ち
子
供
芝
居
が
名
目
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
大
人
の
役
者
も
出
演
し
て
い
た
こ
と
が
、「
関
蝉
丸
神
社
文
書
」
を
は
じ
め
と
し
て
各
種
史
料
か
ら
判
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
子
供
芝
居
の
名
目
で
通
常
の
歌
舞
伎
芝
居
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
説
教
讃
語
座
に
よ
る
歌
舞
伎
興
行
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
頃
か
ら
恒
常
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
の
ち
に
人
形
浄
瑠
璃
の
掌
握
も
狙
い
な
が
ら?12）
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
頃
ま
で
続
け
ら
れ
る
。
し
か
し
天
保
改
革
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
一
時
中
断
す
る
。
後
に
天
保
改
革
終
焉
後
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
大
坂
宮
地
芝
居
の
中
心
的
興
行
地
で
あ
る
御
霊
・
座
摩
・
稲
荷
の
各
地
と
堀
江
新
地
の
和
光
寺
境
内
に
あ
る
阿
弥
陀
池
側
の
劇
場
で
復
活
、
幕
末
に
か
け
て
爆
発
的
に
興
行
が
繰
り
返
さ
れ
、
大
坂
庶
民
の
娯
楽
と
し
て
親
し
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
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先
述
の
通
り
、
説
教
讃
語
座
の
興
行
は
堺
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
主
な
興
行
地
は
大
坂
の
宮
地
で
あ
る
。
上
方
歌
舞
伎
の
興
行
範
囲
に
は
京
都
も
含
ま
れ
る
が
、
関
蝉
丸
神
社
文
書
、
京
都
側
の
史
料
の
双
方
と
も
に
説
教
讃
語
座
の
京
都
興
行
に
関
す
る
記
録
が
皆
無
で
あ
る
の
で
、
京
都
で
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
来
享
保
頃
ま
で
説
経
者
が
芝
居
を
興
行
し
て
い
た
の
は
京
都
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
由
緒
を
も
っ
て
大
坂
で
歌
舞
伎
興
行
を
開
始
し
、
そ
の
ま
ま
大
坂
を
本
拠
地
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
堺
の
芝
居
に
つ
い
て
は
、
上
方
文
化
圏
で
は
あ
る
が
、
大
坂
と
は
興
行
形
態
が
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
大
坂
の
宮
地
で
興
行
を
行
っ
た
説
教
讃
語
座
を
対
象
に
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
２
説
教
讃
語
と
芸
能
者
古
来
行
わ
れ
て
い
た
「
説
経
」
に
関
わ
っ
た
説
経
者
と
区
別
す
る
た
め
に
、
以
下
、
説
教
讃
語
座
に
関
わ
っ
た
者
達
を
「
説
教
者
」
あ
る
い
は
芸
能
者
と
表
記
す
る
。
説
教
讃
語
座
と
芸
能
者
に
関
し
て
、
神
田
氏
が
前
掲
論
文
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
問
題
点
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
関
蝉
丸
神
社
は
、
近
世
中
期
以
降
、
歌
舞
伎
興
行
と
絡
め
て
、
把
握
で
き
る
だ
け
で
も
寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
三
度
に
亘
っ
て
全
国
的
な
説
教
者
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
最
後
の
回
で
あ
る
安
政
四
年
の
調
査
は
、
歌
舞
伎
興
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
天
保
改
革
の
末
期
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
拙
稿
に
お
い
て
、
翌
年
（
安
政
五
年
）
の
再
興
を
念
頭
に
置
い
た
調
査
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
神
田
氏
は
そ
れ
を
さ
ら
に
考
察
し
、
前
二
回
の
調
査
と
安
政
四
年
の
そ
れ
と
は
性
質
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
二
回
は
興
行
許
可
に
絡
め
た
調
査
で
あ
り
、
諸
芸
能
者
を
掌
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
安
政
の
調
査
は
大
坂
の
主
要
な
芝
居
に
そ
れ
ぞ
れ
免
許
を
与
え
名
代
を
配
置
し
た
こ
と
か
ら
、
大
坂
の
芝
居
掌
握
を
目
的
と
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
に
伴
い
新
た
な
芸
能
者
を
取
り
込
む
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
従
来
は
説
教
者
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
祭さい
文もん
や
俄
にわか
師
等
の
雑
芸
能
者
を
対
象
と
し
た
動
向
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
天
保
期
以
降
、
芸
能
の
場
や
種
類
が
多
様
化
し
、
そ
の
よ
う
な
雑
芸
能
者
ま
で
取
り
込
も
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
説
教
讃
語
座
の
中
に
事
態
の
混
乱
を
も
た
ら
し
た
に
違
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
本
来
は
「
勧
進
」
を
生
業
と
し
た
芸
能
者
が
、
歌
舞
伎
同
様
の
芸
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
歌
舞
伎
「
興
行
」
に
進
出
す
る
過
程
で
「
説
経
」
と
い
う
勧
進
芸
能
を
「
商
標
」
化
し
た
。
そ
れ
が
説
教
讃
語
座
の
商
品
化
を
促
し
た
が
、
芸
能
が
多
様
化
す
る
の
に
従
い
、
勧
進
に
近
い
雑
多
な
芸
能
を
「
市
中
繁
栄
の
た
め
に
」
取
り
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
勧
進
か
ら
脱
皮
を
図
っ
た
説
教
讃
語
座
が
再
度
勧
進
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
興
行
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
矛
盾
と
、
説
教
讃
語
座
の
商
標
と
し
て
の
限
界
が
表
れ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る?13）
。
こ
れ
に
対
し
、
史
料
に
裏
付
け
ら
れ
た
明
確
な
反
論
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
持
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ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
あ
え
て
意
見
を
述
べ
る
と
す
れ
ば
、
身
分
的
周
縁
論
の
論
理
に
踏
み
込
み
す
ぎ
て
実
態
が
見
え
難
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
説
経
者
は
、
依
然
と
し
て
地
方
で
は
説
経
を
行
っ
て
い
た
が
、
一
方
で
新
た
な
芸
を
開
拓
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
都
市
部
に
お
け
る
説
教
讃
語
芝
居
で
あ
り
、
人
形
浄
瑠
璃
へ
の
進
出
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
天
保
期
の
人
形
浄
瑠
璃
掌
握
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
安
政
期
の
沈
黙
を
経
て
説
教
讃
語
が
再
び
世
に
現
れ
た
際
に
、
祭
文
や
俄
師
、
女
太
夫
（
浄
瑠
璃
）
な
ど
を
取
り
込
み
、
な
お
一
層
の
拡
大
を
図
っ
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
一
連
の
一
貫
し
た
動
向
と
は
取
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
は
門
付
芸
の
集
団
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
門
付
を
行
う
人
々
も
所
属
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
芸
能
の
場
の
多
様
化
は
説
経
あ
る
い
は
説
教
讃
語
の
活
動
の
場
を
広
げ
る
機
会
で
あ
り
、
多
様
化
し
た
芸
能
は
そ
れ
こ
そ
基
本
形
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
芝
居
興
行
と
雑
多
な
芸
能
の
差
は
あ
れ
ど
も
、
本
来
の
形
態
、
過
去
か
ら
継
続
し
て
い
る
説
教
者
の
芸
態
を
考
え
れ
ば
、
混
乱
を
来
す
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
３
素
人
と
玄
人
の
問
題
も
う
一
点
神
田
氏
の
論
考
で
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。「
素
人
」
芸
能
者
の
存
在
で
あ
る
。
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
説
教
讃
語
座
は
玄
人
芸
能
者
集
団
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
神
田
氏
は
人
形
浄
瑠
璃
の
浄
瑠
璃
渡
世
集
団
で
あ
っ
た
「
因ちな
講みこう」
の
構
成
員
を
生
み
出
す
母
体
が
素
人
芸
能
者
層
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
説
教
讃
語
座
に
も
素
人
芸
能
者
と
の
不
可
分
な
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
、
説
教
讃
語
座
の
構
成
員
す
な
わ
ち
説
教
者
を
玄
人
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
地
方
に
居
住
し
な
が
ら
因
講
の
太
夫
・
三
味
線
と
師
弟
関
係
を
結
ん
だ
門
弟
の
多
く
は
素
人
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
素
人
芸
能
者
と
玄
人
芸
能
者
の
活
発
な
交
流
、
弟
子
と
素
人
と
の
境
界
線
の
曖
昧
さ
を
挙
げ
、
説
教
讃
語
に
お
い
て
も
説
教
讃
語
に
関
わ
っ
た
芸
能
者
に
も
素
人
と
の
不
可
分
な
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
も
の
で
あ
る?14）
。
因
講
の
場
合
の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
の
時
太
夫
の
弁
明
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
然
ル
ニ
、
目
今
之
三
味
線
ハ
前
々
の
事
し
る
や
知
ら
す
や
、
中
老
古
老
ト
雖
モ
、
本
名
を
以
て
公
然
素
人
之
会
ニ
出
席
為
シ
、
当
に
総
テ
何
連
大
会
立
三
味
線
ハ
、
素
人
稽
古
屋
或
ハ
子
供
名
氏
ノ
モ
ニ
候
処
、
当
今
ニ
テ
ハ
、
既
ニ
君
松
連
ノ
如
キ
、
廣
助
ト
立
派
ニ
記
シ
ア
リ
、（
以
下
略?15））
こ
れ
は
素
人
の
大
会
に
出
演
し
因
講
か
ら
咎
め
ら
れ
た
時
太
夫
の
弁
で
あ
る
が
、
前
々
の
事
、
す
な
わ
ち
以
前
は
素
人
会
へ
の
出
演
な
ど
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
中
老
・
古
老
ク
ラ
ス
の
人
々
で
さ
え
出
演
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。「
前
々
の
事
」
と
い
う
文
言
が
い
つ
を
指
す
の
か
は
こ
の
部
分
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
が
、
天
保
期
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
天
保
期
に
は
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
素
人
と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
「
素
人
芸
能
者
と
の
不
可
分
な
関
係
」
は
説
教
讃
語
座
の
芸
能
者
で
も
同
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様
に
結
ば
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
神
田
氏
は
述
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
浄
瑠
璃
界
に
お
い
て
素
人
と
の
関
係
は
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
い
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
は
た
し
て
説
教
讃
語
座
に
お
け
る
素
人
芸
能
者
の
存
在
を
容
認
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。「
素
人
」
は
あ
く
ま
で
も
「
素
人
」
で
あ
り
、「
素
人
」
と
「
玄
人
」
の
間
に
は
純
然
た
る
区
分
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
区
分
に
関
し
て
は
、
時
代
が
少
々
古
い
が
、
拙
稿
「
浄
瑠
璃
社
会
の
構
造
享
保
・
元
文
期
の
場
合?16）
」
に
て
、
甚
だ
簡
略
で
は
あ
る
が
考
察
し
て
い
る
。
音
曲
関
係
者
に
限
っ
て
も
、
単
に
音
曲
を
演
奏
す
る
と
い
う
こ
と
で
包
括
し
て
し
ま
う
と
素
人
と
玄
人
の
境
界
線
は
曖
昧
に
な
る
。
し
か
し
、
江
戸
初
期
の
混
沌
と
し
た
、
あ
る
い
は
三
味
線
音
楽
が
発
展
途
上
に
あ
っ
た
時
代
は
と
も
か
く
、
あ
る
程
度
興
行
が
安
定
し
ジ
ャ
ン
ル
や
流
派
が
限
定
さ
れ
た
江
戸
後
期
に
は
、
素
人
と
玄
人
の
差
が
曖
昧
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
玄
人
顔
負
け
の
技
芸
を
有
す
る
素
人
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
あ
く
ま
で
も
素
人
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
、
素
人
と
し
て
し
か
会
に
出
演
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
「
素
人
会
」
と
い
う
場
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
素
人
か
ら
玄
人
へ
越
境
し
た
者
が
多
く
い
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
が
、
素
人
と
玄
人
の
一
線
を
越
え
て
、
玄
人
の
舞
台
を
踏
ん
だ
時
点
で
、
す
で
に
素
人
で
は
な
く
玄
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
門
付
の
よ
う
に
そ
の
境
界
線
が
曖
昧
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
技
芸
を
以
て
生
業
を
た
て
る
渡
世
人
は
玄
人
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
れ
故
の
免
状
や
鑑
札
で
あ
り
、
集
団
と
し
て
の
機
能
な
の
で
あ
る
。
「
関
蝉
丸
神
社
文
書
」
に
は
、
燈
明
料
と
引
き
替
え
に
免
状
等
を
交
付
し
て
き
た
説
経
者
と
の
関
係
が
徐
々
に
薄
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
た
び
た
び
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
是
正
の
た
め
と
い
う
側
面
も
あ
っ
て
全
国
的
な
調
査
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
免
状
を
持
た
な
い
ま
ま
、
あ
る
い
は
以
前
交
付
さ
れ
た
状
態
の
ま
ま?17）
説
経
を
行
う
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
は
い
る
が
、
素
人
で
あ
る
こ
と
の
証
明
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
果
た
し
て
免
状
を
持
た
ず
説
経
を
行
い
生
計
を
立
て
て
い
る
人
物
に
対
し
、
世
間
は
素
人
と
判
断
し
た
だ
ろ
う
か
。
免
状
交
付
は
関
蝉
丸
神
社
と
の
関
係
で
あ
り
、
そ
れ
を
怠
っ
た
結
果
、
い
わ
ゆ
る
「
も
ぐ
り
」
状
態
に
は
な
る
が
、
少
な
く
と
も
そ
れ
を
趣
味
と
し
て
で
は
な
く
生
活
の
糧
と
し
て
い
る
以
上
、
世
間
は
彼
ら
を
玄
人
と
判
断
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
玄
人
と
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
を
職
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
者
、
芸
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
者
を
指
す
の
で
あ
り
、
素
人
と
は
そ
の
点
で
一
線
を
画
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
説
教
讃
語
座
に
芸
能
者
と
し
て
参
加
し
渡
世
し
て
い
る
説
教
者
は
、
す
で
に
そ
の
時
点
で
玄
人
と
呼
ば
れ
る
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
。
時
太
夫
の
弁
が
示
し
て
い
る
の
は
、
玄
人
が
素
人
会
に
出
演
（
あ
る
い
は
助
演
）
す
る
こ
と
は
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
人
側
か
ら
の
素
人
へ
の
教
授
や
素
人
会
へ
の
出
演
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
は
い
る
が
、
逆
方
向
の
、
素
人
が
玄
人
の
舞
台
を
踏
む
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
説
教
讃
語
座
と
い
う
、
三
井
寺
あ
る
い
は
関
蝉
丸
神
社
に
芸
能
者
あ
る
い
は
説
教
者
と
し
て
掌
握
・
管
理
さ
れ
、
芸
能
興
行
に
関
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わ
る
者
が
、
趣
味
で
参
加
を
す
る
、
金
銭
の
授
受
を
行
わ
な
い
素
人
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
「
説
教
讃
語
座
に
関
係
す
る
芸
能
者
」
の
規
定
は
、
あ
く
ま
で
も
興
行
さ
れ
て
い
た
歌
舞
伎
あ
る
い
は
そ
の
他
の
舞
台
や
門
付
に
恒
常
的
に
出
演
し
て
い
た
芸
能
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
人
物
に
素
人
の
弟
子
筋
が
い
な
い
、
す
な
わ
ち
舞
台
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
素
人
へ
の
教
授
を
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
注
記
し
て
お
く
。
説
教
讃
語
座
の
構
成
員
で
あ
る
音
曲
関
係
者
が
、
舞
台
出
演
の
み
で
生
計
を
立
て
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、
需
要
さ
え
あ
れ
ば
当
然
な
が
ら
素
人
に
対
す
る
教
授
は
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
素
人
と
玄
人
の
判
断
基
準
は
、
芸
能
興
行
へ
の
出
演
あ
る
い
は
芸
能
そ
の
も
の
を
生
業
と
し
て
い
る
渡
世
人
と
し
て
の
玄
人
と
、
音
曲
を
演
奏
で
き
る
と
し
て
も
あ
く
ま
で
も
素
人
と
し
て
の
立
場
を
崩
さ
な
い
人
々
と
の
差
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
述
べ
る
説
教
讃
語
座
に
出
演
し
て
い
た
演
奏
者
は
玄
人
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
神
田
氏
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
実
態
を
調
査
し
た
上
で
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
神
田
氏
は
「
関
蝉
丸
神
社
文
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
芸
能
者
の
状
況
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
別
な
角
度
か
ら
も
う
少
し
具
体
的
に
説
教
讃
語
に
関
わ
っ
た
芸
能
者
と
し
て
、
演
奏
者
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
４
説
教
讃
語
芝
居
に
出
演
し
た
演
奏
者
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
説
教
讃
語
に
出
演
し
て
い
た
演
奏
者
は
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
の
か
。
神
田
氏
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
関
蝉
丸
神
社
文
書
」
中
に
も
若
干
な
が
ら
芸
能
者
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
説
教
の
免
許
・
免
状
を
与
え
ら
れ
た
芸
能
者
た
ち
の
記
録
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
説
教
祭
文
岡
本
座
〆
八
九
人
、
西
横
堀
小
屋
役
者
〆
一
二
人
、
照
葉
狂
言
役
者
〆
六
人
、
俄
師
〆
一
六
人
、
御
霊
社
役
者
〆
一
一
人
、
和
光
寺
役
者
〆
一
一
人
、
天
満
天
神
役
者
〆
一
〇
人
、
新
築
地
小
屋
役
者
〆
一
二
人
の
計
一
六
七
人
と
、
そ
の
他
興
行
関
係
者
、
具
体
的
に
は
説
教
讃
語
座
名
代
〆
一
二
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る?18）
。
し
か
し
、
そ
れ
は
説
教
讃
語
座
の
ご
く
一
部
の
者
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
者
を
文
書
か
ら
解
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
安
政
の
再
興
の
時
点
で
説
教
讃
語
に
と
っ
て
本
業
と
も
い
え
る
歌
舞
伎
の
関
係
者
の
う
ち
、
役
者
に
関
し
て
は
上
記
の
よ
う
に
五
六
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
代
表
的
な
役
者
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
し
か
し
、
歌
舞
伎
興
行
に
関
わ
る
者
と
し
て
役
者
と
並
び
重
要
な
役
割
を
担
う
音
曲
に
携
わ
る
者
に
つ
い
て
、
文
書
の
中
か
ら
見
出
す
こ
と
は
皆
無
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
度
文
書
か
ら
離
れ
、
図
１
の
よ
う
な
役
割
番
付
に
記
載
さ
れ
た
情
報
か
ら
、
説
教
讃
語
座
の
活
動
に
携
わ
っ
た
音
曲
関
係
者
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
歌
舞
伎
役
割
番
付
は
、
歌
舞
伎
が
興
行
さ
れ
る
際
、
番
組
あ
る
い
は
主
要
な
96
出
演
者
が
変
更
に
な
る
毎
に
発
行
さ
れ
る
、
配
役
表
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
興
行
毎
に
発
行
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
劇
場
名
や
年
月
の
他
、
座
本
、
名
代
、
頭
、
頭
取
、
狂
言
作
者
、
振
付
な
ど
の
興
行
関
係
者
、
演
目
、
配
役
（
役
名
と
担
当
役
者
）
な
ど
の
興
行
に
関
す
る
基
本
事
項
が
掲
載
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
情
報
と
共
に
、
演
奏
者
名
も
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
演
奏
者
の
場
合
、
出
演
者
全
員
が
記
載
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
数
名
の
代
表
的
な
者
、
す
な
わ
ち
演
奏
の
中
心
に
な
る
人
物
が
記
載
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
興
行
に
関
わ
っ
た
演
奏
者
全
員
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
主
要
な
演
奏
者
の
把
握
が
で
き
る
。
ま
た
、
演
奏
者
の
存
在
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
の
活
動
動
向
の
実
態
を
把
握
す
る
の
に
も
適
し
た
史
料
だ
と
い
え
る
。
歌
舞
伎
役
割
番
付
の
み
で
す
べ
て
が
解
明
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ま
ず
は
足
が
か
り
と
し
て
用
い
る
に
は
最
適
だ
と
判
断
し
て
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
現
存
し
て
い
る
一
連
の
上
方
の
役
割
番
付
の
中
に
は
、
説
教
讃
語
座
の
番
付
が
一
定
数
存
在
す
る
。
こ
の
種
の
役
割
番
付
は
発
行
さ
れ
た
物
す
べ
て
が
現
存
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
所
蔵
に
関
し
て
も
散
在
し
て
い
て
な
か
な
か
全
容
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
大
坂
の
宮
地
芝
居
が
再
興
し
た
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
以
降
、
幕
末
の
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
の
一
〇
年
間
は
、
比
較
的
残
存
率
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。
概
数
で
大
坂
全
体
と
し
て
一
〇
年
間
で
五
六
〇
回
の
歌
舞
伎
興
行
が
あ
っ
た
と
す
る
と?19）
、
安
政
五
年
か
ら
慶
応
三
年
ま
で
の
調
査
番
付
点
数
が
四
二
二
点
な
の
で
、
約
七
五
％
の
番
付
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
あ
く
ま
で
も
概
算
で
は
あ
る
が
、
幕
末
の
社
会
情
勢
を
考
え
る
と
、
実
際
の
興
行
数
は
も
う
少
し
少
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
八
割
程
度
の
残
存
率
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
説
教
讃
語
座
の
番
付
を
用
い
て
、
演
奏
者
の
解
明
を
試
み
て
み
た
い
。
管
見
の
う
ち
説
教
讃
語
座
の
番
付
で
あ
る
と
明
確
に
判
断
で
き
る
も
の
は
一
図１ 芝居役割番付（大阪府立中之島図書館蔵）元治元年（1864）九月、御霊芝居 左下に演
奏者名が記載されている。
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九
二
点
存
在
す
る?20）
。
そ
の
う
ち
安
政
五
年
か
ら
慶
応
三
年
ま
で
の
も
の
は
一
四
〇
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
番
付
に
記
載
さ
れ
た
演
奏
者
名
を
抽
出
し
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
存
在
し
、
互
い
に
関
係
し
て
い
る
の
か
を
分
析
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
表
１
は
説
教
讃
語
座
の
芝
居
番
付
の
う
ち
安
政
五
年
か
ら
慶
応
三
年
ま
で
の
一
四
〇
点
の
基
本
情
報
、
表
２
は
表
１
の
番
付
に
記
載
さ
れ
た
演
奏
者
の
う
ち
、
五
回
以
上
記
録
が
抽
出
で
き
た
人
物
の
一
覧?21）
、
表
３
は
同
時
期
の
大
坂
の
芝
居
の
う
ち
、
説
教
讃
語
座
以
外
に
出
演
し
て
い
た
演
奏
者
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
い
く
つ
か
の
情
報
が
判
明
す
る
。
表
１
安
政
五
（
一
八
五
八
）
｜
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
説
教
讃
語
座
番
付
情
報
一
覧
場
所
元
号
年
西
暦
月
日
芝
居
名
天
満
裏
門
芝
居
安
政
五
一
八
五
八
二
吉
日
鏡
山
旧
錦
絵
╱
義
経
腰
越
状
╱
双
蝶
々
曲
輪
日
記
天
満
裏
門
芝
居
安
政
五
一
八
五
八
二
吉
日
伊
達
越
道
中
双
六
╱
彦
山
権
現
誓
助
╱
隅
田
川
花
俤
御
霊
社
内
安
政
五
一
八
五
八
七
三
十
石
始
╱
袖
浦
古
郷
錦
御
霊
社
内
安
政
五
一
八
五
八
九
三
十
石
始
╱
袖
浦
古
郷
錦
御
霊
社
内
安
政
五
一
八
五
八
一
一
吉
日
敵
討
高
砂
松
╱
恋
飛
脚
大
和
往
来
御
霊
社
内
安
政
五
一
八
五
八
一
二
吉
日
妹
背
山
婦
女
庭
訓
╱
木
下
蔭
狭
間
合
戦
御
霊
社
内
安
政
六
一
八
五
九
一
吉
日
新
薄
雪
物
語
╱
須
磨
都
源
平
躑
躅
╱
柳
桜
春
錦
画
御
霊
社
内
安
政
六
一
八
五
九
二
吉
日
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
御
霊
社
内
安
政
六
一
八
五
九
四
吉
日
吾
妻
海
道
茶
屋
娘
╱
東
訛
恋
深
川
御
霊
社
内
安
政
六
一
八
五
九
五
吉
日
双
蝶
々
曲
輪
日
記
╱
時
桔
梗
出
世
請
状
╱
五
大
力
恋
緘
御
霊
社
内
安
政
六
一
八
五
九
八
吉
日
菅
原
伝
授
手
習
鑑
╱
名
作
切
籠
曙
╱
双
紋
廓
錦
絵
╱
義
経
腰
越
状
御
霊
社
内
安
政
六
一
八
五
九
一
二
吉
日
箱
根
霊
験
躄
仇
討
╱
彦
山
権
現
誓
助
御
霊
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
一
二
け
い
せ
い
稚
児
淵
╱
嫁
入
信
田
妻
御
霊
芝
居
万
延
一
一
八
六
〇
三
吉
日
け
い
せ
い
玉
う
さ
き
御
霊
芝
居
万
延
一
一
八
六
〇
三
吉
日
岩
見
重
太
郎
御
霊
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
閏
三
吉
日
伽
羅
先
代
蘒
╱
傾
城
当
玉
╱
け
い
せ
い
妹
背
御
霊
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
四
吉
日
濃
紅
葉
小
倉
色
紙
╱
伊
勢
音
頭
恋
寝
御
霊
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
五
吉
日
義
経
千
本
桜
╱
累
淵
絹
川
堤
╱
南
詠
恋
抜
粋
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御
霊
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
八
吉
日
加
賀
見
山
廓
写
本
╱
重
井
筒
御
霊
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
八
吉
日
秋
葉
権
現
廻
舩
話
╱
神
霊
矢
口
渡
╱
藍
桔
梗
雁
金
五
紋
╱
倭
仮
名
在
原
系
図
御
霊
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
一
〇
吉
日
碁
太
平
記
白
石
噺
╱
義
経
腰
越
状
╱
平
井
権
八
吉
原
街
御
霊
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
一
一
吉
日
鎌
倉
三
代
記
╱
台
頭
縁
色
幕
御
霊
社
内
文
久
一
一
八
六
一
一
吉
日
姫
競
双
葉
絵
双
紙
╱
初
春
浪
花
賑
御
霊
社
内
文
久
一
一
八
六
一
六
吉
日
夏
祭
浪
花
鑑
御
霊
社
内
文
久
一
一
八
六
一
七
吉
日
花
雲
佐
倉
曙
╱
実
大
入
秋
豊
作
御
霊
社
内
文
久
一
一
八
六
一
八
吉
日
八
陣
守
護
城
╱
扇
矢
数
四
十
七
本
╱
鐘
も
ろ
と
も
夢
鮫
鞘
御
霊
社
内
文
久
一
一
八
六
一
一
一
吉
日
絵
合
太
功
記
╱
信
州
於
六
櫛
╱
廓
文
章
御
霊
社
内
文
久
一
一
八
六
一
一
二
吉
日
菅
原
伝
授
手
習
鑑
╱
信
州
於
六
櫛
╱
け
い
せ
い
青
陽
╱
戻
り
駕
御
霊
社
内
文
久
二
一
八
六
二
一
吉
日
け
い
せ
い
挾
妻
櫛
╱
伽
羅
先
代
蘒
╱
男
作
三
国
湊
御
霊
社
内
文
久
二
一
八
六
二
三
吉
日
敵
討
浦
朝
霧
╱
蔦
紅
葉
宇
都
谷
峠
御
霊
社
内
文
久
二
一
八
六
二
三
吉
日
裏
表
忠
臣
蔵
御
霊
社
内
文
久
二
一
八
六
二
五
吉
日
敵
討
殿
下
茶
屋
聚
╱
鬼
一
法
眼
三
略
巻
╱
宿
無
団
七
時
雨
傘
御
霊
社
内
文
久
二
一
八
六
二
九
吉
日
妹
背
山
婦
女
庭
訓
╱
恋
娘
錦
画
姿
御
霊
社
内
文
久
三
一
八
六
三
一
吉
日
加
賀
見
山
廓
錦
絵
御
霊
社
内
文
久
三
一
八
六
三
三
吉
日
艶
競
花
大
樹
╱
桂
川
連
理
柵
御
霊
社
内
文
久
三
一
八
六
三
四
吉
日
拳
褌
廓
大
通
╱
義
臣
伝
読
切
講
釈
╱
伊
勢
音
頭
恋
寝
剱
御
霊
社
内
文
久
三
一
八
六
三
八
吉
日
猫
怪
談
五
十
三
駅
╱
都
路
東
春
詠
御
霊
社
内
文
久
三
一
八
六
三
一
一
吉
日
姉
妹
連
大
礎
╱
重
井
筒
╱
奥
州
安
達
原
御
霊
社
内
元
治
一
一
八
六
四
一
吉
日
け
い
せ
い
染
分
總
御
霊
社
内
元
治
一
一
八
六
四
三
吉
日
濃
紅
葉
小
倉
色
紙
╱
近
江
源
氏
先
陣
館
╱
大
経
師
昔
暦
御
霊
社
内
元
治
一
一
八
六
四
五
吉
日
長
柄
長
者
黄
鳥
墳
╱
忠
臣
連
理
の
鉢
植
╱
吉
原
細
見
図
御
霊
社
内
元
治
一
一
八
六
四
八
吉
日
敵
討
高
砂
松
╱
堂
島
救
入
浜
御
霊
芝
居
元
治
一
一
八
六
四
九
吉
日
本
朝
廿
四
孝
╱
恋
白
浪
双
葉
画
姿
╱
伊
達
娘
濃
い
緋
鹿
子
御
霊
社
内
元
治
一
一
八
六
四
一
一
吉
日
秋
葉
権
現
廻
舩
話
╱
梅
椿
妹
背
八
重
垣
╱
心
中
天
網
島
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御
霊
社
内
慶
応
一
一
八
六
五
一
吉
日
け
い
せ
い
繁
夜
話
╱
恋
飛
脚
大
和
往
来
御
霊
社
内
慶
応
一
一
八
六
五
三
吉
日
敵
討
巌
流
島
╱
往
古
曾
根
崎
村
噂
╱
千
種
の
乱
咲
御
霊
社
内
元
治
二
一
八
六
五
四
吉
日
幼
稚
子
敵
討
╱
国
訛
摺
╱
須
磨
都
源
平
躑
躅
御
霊
社
内
慶
応
一
一
八
六
五
一
一
吉
日
敵
討
義
恋
柵
╱
京
羽
二
重
娘
雛
形
御
霊
社
内
慶
応
一
一
八
六
五
一
二
吉
日
箱
根
霊
験
躄
仇
討
╱
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
╱
寿
三
番
叟
御
霊
社
内
慶
応
二
一
八
六
六
一
吉
日
姫
競
双
葉
絵
草
紙
御
霊
社
内
慶
応
二
一
八
六
六
三
吉
日
三
勝
櫛
赤
根
色
指
╱
双
蝶
々
曲
輪
日
記
╱
倭
仮
名
在
原
系
図
御
霊
芝
居
慶
応
二
一
八
六
六
六
吉
日
花
魁
苔
八
總
╱
彦
山
権
現
誓
助
╱
ち
ら
し
書
恋
文
章
御
霊
社
内
慶
応
二
一
八
六
六
一
二
吉
日
初
櫓
旭
迎
賑
╱
源
平
布
引
滝
╱
結
文
浮
名
簪
╱
恋
女
房
染
分
手
綱
╱
注
連
飾
宝
来
曾
我
御
霊
芝
居
慶
応
三
一
八
六
七
一
吉
日
天
満
宮
菜
摘
御
供
御
霊
社
内
慶
応
三
一
八
六
七
三
吉
日
忠
臣
い
ろ
は
実
記
╱
都
鳥
頃
夜
桜
御
霊
社
内
慶
応
三
一
八
六
七
六
吉
日
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
╱
四
木
写
朝
顔
草
紙
御
霊
社
内
慶
応
三
一
八
六
七
六
吉
日
夏
祭
浪
花
鑑
╱
置
土
産
今
織
上
布
御
霊
芝
居
慶
応
三
一
八
六
七
八
吉
日
花
魁
苔
八
總
╱
倭
仮
名
在
原
系
図
╱
恋
娘
錦
画
姿
╱
戻
り
駕
色
相
肩
御
霊
社
内
慶
応
三
一
八
六
七
九
吉
日
復
習
亀
山
噺
╱
鬼
一
法
眼
三
略
巻
╱
隅
田
春
妓
女
容
性
御
霊
社
内
慶
応
三
一
八
六
七
一
二
吉
日
碁
太
平
記
白
石
噺
╱
梶
原
平
三
希
代
誠
╱
花
筏
情
水
棹
い
な
り
社
内
安
政
五
一
八
五
八
五
吉
日
波
枕
韓
聞
書
╱
宿
無
団
七
時
雨
傘
╱
寿
式
三
い
な
り
社
内
安
政
五
一
八
五
八
五
吉
日
波
枕
韓
聞
書
╱
夏
祭
浪
花
鑑
╱
寿
式
三
い
な
り
社
内
安
政
五
一
八
五
八
七
吉
日
玉
藻
前
袂
╱
訳
能
金
持
性
い
な
り
社
内
安
政
五
一
八
五
八
一
〇
吉
日
内
百
番
富
士
太
鼓
╱
影
猿
七
化
い
な
り
社
内
北
芝
居
安
政
六
一
八
五
九
一
吉
日
契
情
石
川
染
╱
豊
咲
妹
背
い
な
り
社
内
北
芝
居
安
政
六
一
八
五
九
三
吉
日
日
本
第
一
和
布
苅
神
事
╱
重
扇
栄
松
若
い
な
り
社
内
北
芝
居
安
政
六
一
八
五
九
四
吉
日
伽
羅
先
代
萩
╱
一
谷
軍
記
╱
東
訛
恋
深
川
い
な
り
社
内
北
芝
居
安
政
六
一
八
五
九
五
吉
日
伽
羅
先
代
萩
╱
苅
萱
桑
門
紫
╱
桂
川
連
理
柵
い
な
り
社
内
安
政
六
一
八
五
九
五
吉
日
木
下
蔭
狭
間
合
戦
╱
藍
桔
梗
雁
金
五
紋
い
な
り
社
内
安
政
六
一
八
五
九
九
吉
日
鏡
山
旧
錦
絵
╱
鬼
一
法
眼
三
略
巻
╱
花
川
戸
恋
紫
100
い
な
り
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
一
吉
日
け
い
せ
い
染
分
總
╱
檀
浦
兜
軍
記
い
な
り
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
一
吉
日
木
下
蔭
狭
間
合
戦
╱
藍
桔
梗
雁
金
五
紋
い
な
り
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
一
吉
日
け
い
せ
い
染
分
總
╱
菅
原
伝
授
手
習
鑑
╱
檀
浦
兜
軍
記
い
な
り
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
三
吉
日
敵
討
優
曇
華
山
╱
妹
背
山
婦
女
庭
訓
い
な
り
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
閏
三
吉
日
け
い
せ
い
品
評
林
い
な
り
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
閏
三
吉
日
け
い
せ
い
品
評
林
╱
千
種
の
乱
咲
い
な
り
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
五
吉
日
敵
討
御
堂
前
╱
与
話
情
浮
名
横
櫛
い
な
り
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
九
吉
日
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
い
な
り
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
一
一
吉
日
双
蝶
々
曲
輪
日
記
╱
け
い
せ
い
雪
月
花
╱
積
恋
雪
関
戸
い
な
り
社
内
文
久
一
一
八
六
一
一
吉
日
け
い
せ
い
七
草
嶋
い
な
り
社
内
文
久
一
一
八
六
一
五
吉
日
け
い
せ
い
花
発
船
╱
ち
ら
し
書
恋
の
玉
章
い
な
り
社
内
文
久
一
一
八
六
一
七
吉
日
け
い
せ
い
揚
柳
桜
╱
大
塔
宮
鎧
╱
容
艶
花
善
悪
木
津
川
い
な
り
社
内
文
久
一
一
八
六
一
九
吉
日
花
曇
歌
清
水
╱
け
い
せ
い
繁
夜
話
╱
伊
達
模
様
色
染
分
い
な
り
社
内
文
久
一
一
八
六
一
一
一
吉
日
嫁
入
信
田
妻
╱
義
経
腰
越
状
い
な
り
社
内
文
久
一
一
八
六
一
一
一
吉
日
嫁
入
信
田
妻
╱
碁
太
平
記
白
石
噺
い
な
り
社
内
文
久
二
一
八
六
二
一
吉
日
花
洛
矢
数
誉
╱
姫
小
松
子
日
の
遊
╱
平
井
権
八
吉
原
街
い
な
り
社
内
文
久
二
一
八
六
二
三
吉
日
花
魁
莟
八
總
い
な
り
社
内
文
久
二
一
八
六
二
五
吉
日
け
い
せ
い
青
陽
╱
一
の
谷
軍
記
╱
伊
勢
音
頭
恋
寝
剱
い
な
り
社
内
文
久
二
一
八
六
二
九
吉
日
碁
太
平
記
白
石
噺
╱
忠
臣
連
理
の
鉢
植
╱
千
種
の
乱
咲
い
な
り
社
内
文
久
二
一
八
六
二
一
一
吉
日
伽
羅
先
代
萩
╱
鬼
一
法
眼
三
略
巻
╱
廓
文
章
い
な
り
慶
応
二
一
八
六
六
八
吉
日
千
金
手
綱
恋
染
込
╱
今
昔
相
宿
噺
╱
鐘
も
ろ
と
も
恨
鮫
鞘
い
な
り
慶
応
二
一
八
六
六
一
一
吉
日
敵
討
殿
下
茶
屋
聚
╱
廓
文
章
い
な
り
慶
応
三
一
八
六
七
三
吉
日
け
い
せ
い
百
千
鳥
╱
彦
山
権
現
誓
助
╱
双
艶
蝶
紋
日
い
な
り
慶
応
三
一
八
六
七
七
吉
日
け
い
せ
い
花
白
浪
╱
彫
刻
左
小
刀
い
な
り
慶
応
三
一
八
六
七
九
吉
日
け
い
せ
い
筥
伝
授
╱
鬼
若
名
誉
髻
╱
噂
聞
恋
定
紋
座
摩
社
内
安
政
六
一
八
五
九
四
吉
日
花
魁
莟
八
總
╱
檀
浦
兜
軍
記
╱
寿
式
三
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座
摩
社
内
安
政
六
一
八
五
九
五
吉
日
木
下
蔭
狭
間
合
戦
╱
彦
山
権
現
誓
助
╱
恋
娘
錦
画
姿
座
摩
社
内
安
政
六
一
八
五
九
五
吉
日
花
魁
莟
八
総
╱
恋
情
商
煙
草
座
摩
社
内
安
政
六
一
八
五
九
八
吉
日
敵
討
優
曇
華
亀
山
╱
宿
無
団
七
時
雨
傘
座
摩
社
内
安
政
六
一
八
五
九
九
吉
日
け
い
せ
い
玉
手
綱
╱
芦
屋
道
満
大
内
鑑
座
摩
社
内
安
政
六
一
八
五
九
一
一
吉
日
長
柄
長
者
黄
鳥
墳
╱
容
競
出
入
湊
╱
廓
文
章
座
摩
社
内
万
延
一
一
八
六
〇
一
吉
日
け
い
せ
い
石
川
染
╱
名
筆
反
魂
香
座
摩
社
内
文
久
一
一
八
六
一
九
吉
日
色
競
九
重
錦
╱
苅
萱
桑
門
紫
╱
袖
浦
故
郷
錦
座
摩
社
内
文
久
一
一
八
六
一
一
〇
吉
日
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
╱
嫗
山
姥
座
摩
社
内
文
久
二
一
八
六
二
一
吉
日
も
も
ち
ど
り
鳴
門
白
浪
╱
梅
暦
春
魁
座
摩
社
内
文
久
二
一
八
六
二
二
吉
日
敵
討
高
砂
松
╱
同
計
略
花
の
吉
野
山
座
摩
社
内
文
久
二
一
八
六
二
三
吉
日
鼠
小
紋
吾
嬬
雛
形
╱
一
谷
?
軍
記
╱
同
計
略
花
芳
野
山
座
摩
芝
居
文
久
二
一
八
六
二
九
吉
日
菅
原
伝
授
手
習
鑑
╱
隅
田
川
恋
俤
座
摩
芝
居
文
久
三
一
八
六
三
盆
敵
討
安
栄
録
╱
苅
萱
桑
門
紫
╱
梅
ノ
由
兵
衛
╱
名
作
切
籠
曙
座
摩
芝
居
文
久
三
一
八
六
三
七
吉
日
敵
討
安
栄
録
╱
苅
萱
桑
門
紫
╱
梅
ノ
由
兵
衛
╱
名
作
切
籠
曙
座
摩
芝
居
文
久
三
一
八
六
三
八
吉
日
傾
城
紫
琴
夫
╱
け
い
せ
い
妹
背
の
鴛
鴦
╱
桂
川
連
理
柵
座
摩
社
内
文
久
三
一
八
六
三
一
〇
吉
日
箱
根
霊
験
躄
仇
討
╱
東
土
産
写
絵
怪
談
座
摩
社
内
元
治
一
一
八
六
四
一
〇
吉
日
敵
討
浦
朝
霧
╱
関
取
千
両
幟
╱
花
魁
苔
八
總
座
摩
社
内
元
治
一
一
八
六
四
一
一
吉
日
義
経
千
本
桜
╱
与
話
情
浮
名
横
櫛
座
摩
社
内
元
治
二
一
八
六
五
一
吉
日
姫
競
双
葉
絵
草
紙
╱
お
染
久
松
色
読
販
座
摩
社
内
慶
応
一
一
八
六
五
四
吉
日
敵
討
御
堂
前
╱
加
々
見
山
旧
錦
絵
座
摩
社
内
慶
応
一
一
八
六
五
五
吉
日
柵
自
来
也
話
╱
八
重
霞
浪
花
浜
荻
座
摩
社
内
慶
応
一
一
八
六
五
一
一
吉
日
敵
討
巌
流
島
╱
恋
飛
脚
大
和
往
来
座
摩
社
内
慶
応
二
一
八
六
六
一
吉
日
け
い
せ
い
染
分
總
╱
廓
文
章
座
摩
社
内
慶
応
三
一
八
六
七
一
吉
日
け
い
せ
い
浜
真
砂
╱
奥
州
安
達
原
╱
比
翼
噂
鎗
梅
座
摩
社
内
慶
応
三
一
八
六
七
四
吉
日
敵
討
崇
禅
寺
馬
場
╱
油
商
人
廓
話
阿
弥
陀
池
境
内
安
政
五
一
八
五
八
五
吉
日
苅
萱
桑
門
紫
╱
け
い
せ
い
青
陽
╱
置
土
産
今
織
上
布
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阿
弥
陀
池
境
内
安
政
五
一
八
五
八
七
吉
日
柵
自
来
也
話
╱
奥
州
安
達
原
╱
名
作
切
籠
曙
阿
弥
陀
池
境
内
安
政
五
一
八
五
八
一
〇
吉
日
敵
討
浪
花
梅
╱
娘
景
清
八
島
日
記
╱
同
計
略
花
の
吉
野
山
阿
弥
陀
池
安
政
六
一
八
五
九
一
吉
日
け
い
せ
い
品
評
林
╱
義
経
腰
越
状
╱
隅
田
春
妓
女
容
性
阿
弥
陀
池
安
政
六
一
八
五
九
二
吉
日
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
╱
新
薄
雪
物
語
╱
猿
曳
門
出
諷
阿
弥
陀
池
安
政
六
一
八
五
九
一
〇
吉
日
時
桔
梗
出
世
請
状
╱
京
羽
二
重
娘
雛
形
╱
織
合
襤
褸
錦
╱
積
雪
恋
関
扉
あ
み
だ
池
芝
居
安
政
六
一
八
五
九
一
一
傾
城
廓
船
諷
╱
梶
原
平
三
紅
梅
╱
花
扇
錦
絵
競
阿
弥
陀
池
万
延
一
一
八
六
〇
一
新
薄
雪
物
語
╱
姫
子
松
子
日
の
遊
╱
色
読
販
阿
弥
陀
池
境
内
文
久
一
一
八
六
一
一
け
い
せ
い
恋
白
浪
╱
春
霞
姿
写
絵
阿
弥
陀
池
境
内
文
久
一
一
八
六
一
七
吉
日
幼
稚
子
敵
討
╱
信
州
川
中
島
合
戦
╱
鐘
も
ろ
と
も
夢
鮫
鞘
阿
弥
陀
池
文
久
三
一
八
六
三
一
一
吉
日
敵
討
御
堂
前
╱
義
経
腰
越
状
╱
国
訛
笈
摺
阿
弥
陀
池
慶
応
一
一
八
六
五
二
吉
日
傾
城
廓
船
諷
╱
隅
田
川
続
俤
阿
弥
陀
池
慶
応
一
一
八
六
五
三
吉
日
敵
討
殿
下
茶
屋
聚
╱
絵
本
太
功
記
╱
平
井
権
八
吉
原
街
阿
弥
陀
池
慶
応
一
一
八
六
五
一
一
吉
日
伽
羅
先
代
萩
╱
名
筆
反
魂
香
╱
本
朝
廿
四
孝
阿
弥
陀
池
芝
居
慶
応
二
一
八
六
六
一
一
敵
討
浦
朝
霧
╱
恋
飛
脚
大
和
往
来
あ
み
だ
池
芝
居
慶
応
三
一
八
六
七
一
一
谷
軍
記
╱
福
在
原
系
図
╱
結
文
浮
名
簪
阿
弥
陀
池
境
内
慶
応
三
一
八
六
七
八
吉
日
菅
原
伝
授
手
習
鑑
╱
伊
勢
音
頭
恋
寝
阿
弥
陀
池
芝
居
慶
応
三
一
八
六
七
三
い
ろ
は
文
字
読
切
講
釈
╱
恋
娘
錦
画
姿
表
２
安
政
以
後
、
説
教
讃
語
座
に
出
演
し
た
主
要
演
奏
者
一
覧記
録
初
見
年
月
記
録
終
了
年
月
演
奏
者
ジ
ャ
ン
ル
役
割
件
数
他
所
へ
の
出
演
元
号
年
西
暦
月
元
号
年
西
暦
月
竹
本
鶴
太
夫
義
太
夫
太
夫
安
政
五
一
八
五
八
一
二
慶
応
三
一
八
六
七
一
二
五
○
（
一
五
）
竹
本
琴
太
夫
義
太
夫
太
夫
安
政
五
一
八
五
八
一
一
安
政
六
一
八
五
九
二
二
二
○
（
二
六
）
竹
本
勇
太
夫
義
太
夫
太
夫
安
政
五
一
八
五
八
二
安
政
六
一
八
五
九
一
一
二
一
○
（
三
四
）
竹
本
三
木
太
夫
義
太
夫
太
夫
安
政
五
一
八
五
八
七
文
久
一
一
八
六
一
七
一
四
○
（
三
四
）
竹
本
千
代
太
夫
義
太
夫
太
夫
文
久
一
一
八
六
一
一
文
久
二
一
八
六
二
九
八
○
（
六
）
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竹
本
瀧
太
夫
義
太
夫
太
夫
文
久
二
一
八
六
二
五
慶
応
一
一
八
六
五
一
一
六
△
（
四
）
竹
本
覚
太
夫
義
太
夫
太
夫
安
政
六
一
八
五
九
三
万
延
一
一
八
六
〇
一
五
×
竹
本
程
太
夫
義
太
夫
太
夫
慶
応
一
一
八
六
五
三
慶
応
二
一
八
六
六
一
五
○
（
一
七
）
竹
本
倭
太
夫
義
太
夫
太
夫
文
久
二
一
八
六
二
一
一
文
久
三
一
八
六
三
三
五
○
（
四
〇
）
鶴
沢
勢
糸
義
太
夫
三
弦
安
政
六
一
八
五
九
八
安
政
六
一
八
五
九
二
二
〇
○
（
一
二
）
鶴
沢
和
市
義
太
夫
三
弦
安
政
五
一
八
五
八
七
文
久
二
一
八
六
二
五
一
七
○
（
四
六
）
野
沢
宅
次
郎
義
太
夫
三
弦
慶
応
一
一
八
六
五
五
慶
応
三
一
八
六
七
八
一
二
○
（
四
一
）
竹
沢
富
造
義
太
夫
三
弦
安
政
五
一
八
五
八
七
安
政
五
一
八
五
八
五
九
△
（
一
）
鶴
沢
吾
市
義
太
夫
三
弦
安
政
六
一
八
五
九
二
万
延
一
一
八
六
〇
閏
三
九
△
（
四
）
鶴
沢
扇
造
義
太
夫
三
弦
元
治
一
一
八
六
四
三
元
治
二
一
八
六
五
一
九
○
（
五
）
鶴
沢
富
造
義
太
夫
三
弦
万
延
一
一
八
六
〇
一
文
久
一
一
八
六
一
一
六
×
野
沢
吾
市
義
太
夫
三
弦
安
政
五
一
八
五
八
一
二
文
久
二
一
八
六
二
一
一
六
○
（
二
二
）
鶴
沢
仙
造
義
太
夫
三
弦
安
政
五
一
八
五
八
二
慶
応
二
一
八
六
六
一
五
○
（
七
）
鶴
沢
多
見
次
郎
義
太
夫
三
弦
安
政
五
一
八
五
八
二
慶
応
三
一
八
六
七
一
五
○
（
二
四
）
鶴
沢
当
三
義
太
夫
三
弦
文
久
一
一
八
六
一
八
文
久
一
一
八
六
一
七
五
○
（
一
一
）
中
村
政
吉
長
唄
唄
安
政
五
一
八
五
八
七
慶
応
三
一
八
六
七
三
二
七
○
（
六
）
石
田
徳
次
郎
長
唄
唄
安
政
五
一
八
五
八
七
文
久
一
一
八
六
一
七
二
一
△
（
一
）
玉
村
久
楽
長
唄
唄
文
久
二
一
八
六
二
三
慶
応
三
一
八
六
七
一
一
六
○
（
六
一
）
花
房
半
吉
長
唄
唄
安
政
五
一
八
五
八
七
文
久
一
一
八
六
一
七
一
五
△
（
一
）
中
村
梅
次
郎
長
唄
唄
文
久
三
一
八
六
三
一
〇
慶
応
一
一
八
六
五
三
一
二
△
（
三
）
中
村
源
吉
長
唄
唄
万
延
一
一
八
六
〇
九
文
久
二
一
八
六
二
一
九
×
中
村
伊
三
郎
長
唄
唄
万
延
一
一
八
六
〇
九
慶
応
三
一
八
六
七
四
七
○
（
五
）
田
中
勇
吉
長
唄
唄
安
政
六
一
八
五
九
一
万
延
一
一
八
六
〇
一
六
×
中
村
新
介
長
唄
三
味
線
元
治
一
一
八
六
四
一
一
慶
応
三
一
八
六
七
一
二
二
○
（
二
四
）
板
東
伊
三
郎
長
唄
三
味
線
安
政
五
一
八
五
八
七
慶
応
三
一
八
六
七
一
二
一
三
○
（
一
八
）
中
村
亀
吉
長
唄
三
味
線
安
政
六
一
八
五
九
八
文
久
二
一
八
六
二
一
一
一
△
（
一
）
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石
田
喜
一
郎
長
唄
三
味
線
安
政
五
一
八
五
八
七
安
政
六
一
八
五
九
一
二
七
×
中
村
巳
之
介
長
唄
三
味
線
万
延
一
一
八
六
〇
一
元
治
一
一
八
六
四
八
六
○
（
二
〇
）
花
房
半
六
長
唄
三
味
線
万
延
一
一
八
六
〇
八
文
久
一
一
八
六
一
一
五
×
小
川
倉
三
郎
長
唄
三
味
線
文
久
一
一
八
六
一
九
文
久
二
一
八
六
二
三
五
○
（
五
一
）
松
出
辰
次
郎
長
唄
三
味
線
文
久
一
一
八
六
一
八
文
久
一
一
八
六
一
七
五
△
（
三
）
中
村
辰
之
介
長
唄
三
味
線
万
延
一
一
八
六
〇
五
慶
応
三
一
八
六
七
六
五
○
（
九
）
＊
他
所
へ
の
出
演
欄
の
（
）
内
は
他
所
出
現
回
数
。
○
は
表
3
に
挙
げ
ら
れ
た
人
物
、
△
は
表
3
に
は
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
他
所
番
付
の
記
録
に
あ
る
人
物
、×
は
他
所
に
全
く
記
録
が
な
い
人
物
。
表
３
安
政
以
後
、
説
教
讃
語
座
以
外
の
大
坂
芝
居
へ
出
演
し
た
主
要
演
奏
者
一
覧
記
録
初
見
年
月
記
録
終
了
年
月
演
奏
者
ジ
ャ
ン
ル
役
割
件
数
元
号
年
西
暦
月
元
号
年
西
暦
月
竹
本
倭
太
夫
義
太
夫
太
夫
文
久
二
一
八
六
二
一
二
文
久
二
一
八
六
二
閏
八
四
〇
竹
本
折
太
夫
義
太
夫
太
夫
安
政
五
一
八
五
八
一
慶
応
三
一
八
六
七
八
三
七
竹
本
三
木
太
夫
義
太
夫
太
夫
文
久
三
一
八
六
三
六
慶
応
三
一
八
六
七
二
三
四
竹
本
勇
太
夫
義
太
夫
太
夫
安
政
六
一
八
五
九
一
一
元
治
一
一
八
六
四
六
三
四
竹
本
為
太
夫
義
太
夫
太
夫
文
久
二
一
八
六
二
一
二
文
久
三
一
八
六
三
一
〇
二
七
竹
本
琴
太
夫
義
太
夫
太
夫
慶
応
一
一
八
六
五
九
慶
応
二
一
八
六
六
三
二
六
竹
本
岡
島
太
夫
義
太
夫
太
夫
万
延
一
一
八
六
〇
九
文
久
二
一
八
六
二
一
二
〇
竹
本
寿
太
夫
義
太
夫
太
夫
慶
応
三
一
八
六
七
四
慶
応
三
一
八
六
七
二
一
八
竹
本
歌
間
太
夫
義
太
夫
太
夫
慶
応
一
一
八
六
五
一
慶
応
三
一
八
六
七
二
一
七
竹
本
妻
太
夫
義
太
夫
太
夫
文
久
三
一
八
六
三
三
慶
応
二
一
八
六
六
一
二
一
七
竹
本
程
太
夫
義
太
夫
太
夫
慶
応
一
一
八
六
五
三
慶
応
二
一
八
六
六
一
〇
一
七
葉
璃
摩
一
風
義
太
夫
太
夫
万
延
一
一
八
六
〇
三
文
久
一
一
八
六
一
四
一
七
竹
本
鶴
太
夫
義
太
夫
太
夫
慶
応
二
一
八
六
六
三
慶
応
二
一
八
六
六
二
一
五
竹
本
若
太
夫
義
太
夫
太
夫
安
政
六
一
八
五
九
一
慶
応
三
一
八
六
七
一
一
〇
竹
本
千
代
太
夫
義
太
夫
太
夫
文
久
二
一
八
六
二
閏
八
文
久
三
一
八
六
三
極
月
六
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竹
本
栄
太
夫
義
太
夫
太
夫
慶
応
二
一
八
六
六
四
慶
応
二
一
八
六
六
五
五
鶴
沢
和
市
義
太
夫
三
弦
万
延
一
一
八
六
〇
一
文
久
三
一
八
六
三
六
四
六
亀
沢
笑
男
義
太
夫
三
弦
万
延
一
一
八
六
〇
三
慶
応
二
一
八
六
六
一
二
四
二
野
沢
宅
次
郎
義
太
夫
三
弦
慶
応
一
一
八
六
五
九
慶
応
一
一
八
六
五
八
四
一
鶴
沢
多
見
次
郎
義
太
夫
三
弦
文
久
三
一
八
六
三
極
月
慶
応
三
一
八
六
七
二
三
八
野
沢
小
作
義
太
夫
三
弦
元
治
一
一
八
六
四
六
慶
応
二
一
八
六
六
五
二
四
野
沢
吾
市
義
太
夫
三
弦
文
久
二
一
八
六
二
閏
八
元
治
一
一
八
六
四
六
二
二
鶴
沢
照
介
義
太
夫
三
弦
慶
応
一
一
八
六
五
極
月
慶
応
三
一
八
六
七
八
一
五
鶴
沢
小
作
義
太
夫
三
弦
文
久
二
一
八
六
二
一
慶
応
一
一
八
六
五
一
一
一
二
鶴
沢
勢
糸
義
太
夫
三
弦
文
久
二
一
八
六
二
八
文
久
三
一
八
六
三
三
一
二
鶴
沢
当
三
義
太
夫
三
弦
安
政
六
一
八
五
九
七
万
延
一
一
八
六
〇
九
一
一
鶴
沢
富
造
義
太
夫
三
弦
文
久
一
一
八
六
一
一
〇
文
久
三
一
八
六
三
一
〇
八
鶴
沢
仙
造
義
太
夫
三
弦
文
久
三
一
八
六
三
八
慶
応
一
一
八
六
五
一
〇
七
鶴
沢
多
見
次
郎
義
太
夫
三
弦
安
政
六
一
八
五
九
八
文
久
一
一
八
六
一
七
六
鶴
沢
扇
造
義
太
夫
三
弦
文
久
二
一
八
六
二
閏
八
文
久
三
一
八
六
三
一
一
五
鶴
沢
龍
介
義
太
夫
三
弦
元
治
一
一
八
六
四
一
一
慶
応
二
一
八
六
六
八
五
豊
沢
り
ん
造
義
太
夫
三
弦
文
久
二
一
八
六
二
一
〇
元
治
一
一
八
六
四
九
五
玉
村
久
楽
長
唄
唄
文
久
三
一
八
六
三
四
慶
応
二
一
八
六
六
九
六
一
花
房
半
七
長
唄
唄
安
政
五
一
八
五
八
一
文
久
一
一
八
六
一
八
四
七
玉
村
巳
午
蔵
長
唄
唄
文
久
二
一
八
六
二
三
元
治
一
一
八
六
四
一
二
二
二
岩
崎
松
之
介
長
唄
唄
文
久
二
一
八
六
二
一
二
文
久
二
一
八
六
二
閏
八
一
六
岩
崎
虎
造
長
唄
唄
文
久
二
一
八
六
二
一
二
文
久
三
一
八
六
三
九
一
三
花
房
虎
蔵
長
唄
唄
慶
応
一
一
八
六
五
極
月
慶
応
二
一
八
六
六
五
一
一
岩
崎
徳
二
郎
長
唄
唄
安
政
六
一
八
五
九
一
慶
応
二
一
八
六
六
一
一
一
花
房
留
次
郎
長
唄
唄
安
政
六
一
八
五
九
二
安
政
六
一
八
五
九
一
一
一
〇
中
村
兵
次
長
唄
唄
万
延
一
一
八
六
〇
八
文
久
三
一
八
六
三
九
八
106
岩
崎
熊
太
郎
長
唄
唄
文
久
三
一
八
六
三
一
慶
応
一
一
八
六
五
九
六
岩
崎
徳
三
郎
長
唄
唄
文
久
三
一
八
六
三
三
元
治
一
一
八
六
四
一
六
中
村
政
吉
長
唄
唄
文
久
二
一
八
六
二
九
文
久
三
一
八
六
三
一
六
岩
崎
七
三
郎
長
唄
唄
文
久
二
一
八
六
二
八
慶
応
一
一
八
六
五
一
五
玉
村
芝
楽
長
唄
唄
安
政
五
一
八
五
八
一
安
政
五
一
八
五
八
一
五
中
村
伊
三
郎
長
唄
唄
文
久
一
一
八
六
一
一
〇
文
久
三
一
八
六
三
六
五
中
村
井
ノ
丸
長
唄
唄
文
久
三
一
八
六
三
三
文
久
三
一
八
六
三
一
〇
五
板
東
幸
次
郎
長
唄
唄
慶
応
一
一
八
六
五
八
慶
応
二
一
八
六
六
三
五
小
川
倉
三
郎
長
唄
三
味
線
文
久
二
一
八
六
二
一
二
文
久
二
一
八
六
二
九
五
一
板
東
定
次
郎
長
唄
三
味
線
安
政
五
一
八
五
八
一
慶
応
三
一
八
六
七
八
三
四
中
村
新
介
長
唄
三
味
線
文
久
一
一
八
六
一
三
文
久
三
一
八
六
三
六
二
四
中
村
巳
之
介
長
唄
三
味
線
文
久
三
一
八
六
三
七
慶
応
二
一
八
六
六
五
二
〇
中
村
新
三
郎
長
唄
三
味
線
万
延
一
一
八
六
〇
五
文
久
二
一
八
六
二
閏
八
一
九
板
東
伊
三
郎
長
唄
三
味
線
文
久
一
一
八
六
一
三
慶
応
三
一
八
六
七
八
一
八
板
東
政
次
郎
長
唄
三
味
線
慶
応
二
一
八
六
六
八
慶
応
三
一
八
六
七
四
一
七
小
川
辰
次
郎
長
唄
三
味
線
文
久
三
一
八
六
三
極
月
慶
応
一
一
八
六
五
二
一
六
岩
崎
熊
次
郎
長
唄
三
味
線
安
政
六
一
八
五
九
三
慶
応
一
一
八
六
五
九
一
四
中
村
辰
之
介
長
唄
三
味
線
元
治
一
一
八
六
四
三
慶
応
三
一
八
六
七
一
一
九
板
東
角
徳
長
唄
三
味
線
慶
応
二
一
八
六
六
三
慶
応
三
一
八
六
七
八
八
板
東
貞
次
郎
長
唄
三
味
線
安
政
五
一
八
五
八
一
安
政
六
一
八
五
九
一
〇
八
杵
屋
佐
之
介
長
唄
三
味
線
安
政
六
一
八
五
九
一
一
万
延
一
一
八
六
〇
閏
三
五
中
村
美
之
介
長
唄
三
味
線
文
久
三
一
八
六
三
八
元
治
一
一
八
六
四
五
五
板
東
奥
次
郎
長
唄
三
味
線
安
政
六
一
八
五
九
一
一
文
久
二
一
八
六
二
一
〇
五
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４-
１
興
行
傾
向
ま
ず
は
、
興
行
数
か
ら
考
え
て
み
る
。
も
ち
ろ
ん
残
存
率
一
〇
〇
％
で
は
な
い
た
め
、
正
確
で
は
な
い
が
、
そ
こ
か
ら
興
行
の
傾
向
を
見
出
し
て
み
た
い
。
同
時
期
の
大
坂
全
体
の
番
付
点
数
は
四
二
二
点
で
あ
る
。
番
付
で
見
る
限
り
、
明
ら
か
に
説
教
讃
語
座
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
芝
居
数
は
全
体
の
約
三
三
％
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
１
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
説
教
讃
語
座
と
し
て
判
明
し
て
い
る
番
付
の
ほ
と
ん
ど
は
、
御
霊
・
座
摩
・
稲
荷
・
阿
弥
陀
池
の
各
劇
場
の
芝
居
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
劇
場
は
寺
社
の
境
内
で
行
わ
れ
る
た
め
、
一
般
的
に
宮
地
芝
居
と
呼
ば
れ
る
。
大
坂
で
芝
居
興
行
が
正
式
に
許
可
さ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
大
芝
居
で
あ
る
の
は
、
道
堀
の
角
の
芝
居
と
中
の
芝
居
の
二
つ
の
劇
場
で
あ
り
、
そ
の
他
道
堀
に
あ
る
後
（
大
西
）、
若
太
夫
、
竹
田
の
三
つ
の
劇
場
は
そ
れ
に
準
じ
た
形
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
大
芝
居
格
の
劇
場
に
準
じ
る
形
と
し
て
新
地
芝
居
が
許
可
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
北
新
地
（
曾
根
崎
新
地
）
と
堀
江
新
地
で
あ
る
。
宮
地
芝
居
は
そ
れ
よ
り
格
下
の
、
晴
天
百
日
興
行
、
つ
ま
り
三
ヶ
月
程
度
に
一
回
申
請
し
、
許
可
さ
れ
た
も
の
の
み
上
演
が
で
き
る
と
い
う
形
式
の
芝
居
で
あ
っ
た
。
「
関
蝉
丸
神
社
文
書
」
で
は
、
幕
末
期
に
新
地
ま
で
含
め
た
地
域
の
支
配
を
う
た
い
、
名
代
ま
で
配
置
し
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
上
記
の
よ
う
に
依
然
と
し
て
ほ
ぼ
宮
地
の
み
で
興
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
名
代
の
他
、
天
満
天
神
芝
居
の
役
者
名
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
明
ら
か
に
説
教
讃
語
座
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
天
満
の
番
付
は
二
点
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。
現
時
点
で
の
確
認
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
う
少
し
変
動
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
劇
的
に
増
加
す
る
可
能
性
は
低
く
、
天
満
で
は
説
教
讃
語
座
と
し
て
は
あ
ま
り
興
行
が
な
か
っ
た
と
考
え
て
お
く
の
が
順
当
だ
ろ
う
。
天
満
は
他
の
宮
地
と
は
別
物
、
特
に
新
地
芝
居
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
新
地
同
様
に
「
関
蝉
丸
神
社
文
書
」
の
中
で
の
み
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
態
に
則
し
て
い
な
い
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
一
方
、
宮
地
と
し
て
は
、
御
霊
社
と
和
光
寺
の
役
者
が
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
他
に
番
付
で
は
稲
荷
社
と
座
摩
社
で
行
わ
れ
た
説
教
讃
語
芝
居
の
も
の
も
多
数
現
存
す
る
。
な
ぜ
「
関
蝉
丸
神
社
文
書
」
に
稲
荷
・
座
摩
の
両
社
の
役
者
が
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
上
記
の
よ
う
に
、「
関
蝉
丸
神
社
文
書
」
の
記
載
と
番
付
の
間
に
は
若
干
の
乖
離
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
宮
地
に
限
り
な
が
ら
も
、
残
存
点
数
が
こ
の
時
期
の
大
坂
の
芝
居
番
付
全
体
の
三
割
強
に
の
ぼ
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
大
坂
の
幕
末
に
お
け
る
歌
舞
伎
興
行
の
重
要
な
一
角
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
４-
２
音
曲
の
種
類
次
に
使
用
さ
れ
る
音
曲
の
種
類
を
考
え
て
み
る
。
番
付
上
に
記
載
さ
れ
て
い
る
音
曲
の
種
類
は
義
太
夫
節
と
長
唄
の
み
に
な
っ
て
い
る
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
正
月
に
座
摩
社
内
で
行
わ
れ
た
説
教
讃
語
芝
居
に
、
一
回
の
み
新
内
節
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
番
付
記
載
情
報
か
ら
判
明
す
る
が
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
108
て
義
太
夫
節
と
長
唄
で
あ
る
。
た
だ
し
、
長
唄
に
は
音
曲
の
種
類
名
と
し
て
「
豊
後
」
と
記
さ
れ
て
い
る
番
付
も
存
在
す
る
の
で
、
長
唄
が
豊
後
節?22）
の
代
役
を
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
長
唄
奏
者
に
「
豊
後
」
の
文
字
を
冠
す
る
習
慣
は
化
政
期
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
「
豊
後
」
の
表
記
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
、
ま
だ
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
豊
後
節
も
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
表
記
方
法
は
説
教
讃
語
座
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
上
方
歌
舞
伎
の
音
曲
面
に
お
け
る
慣
習
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
説
教
讃
語
座
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
音
曲
の
使
用
傾
向
は
、
大
坂
の
他
の
地
域
（
劇
場
）
の
歌
舞
伎
と
同
様
で
あ
り
、
特
に
説
教
讃
語
座
に
の
み
見
出
せ
る
特
徴
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
音
曲
の
使
用
傾
向
に
お
い
て
は
、
他
の
歌
舞
伎
と
説
教
讃
語
座
の
歌
舞
伎
の
間
に
違
い
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
４-
３
演
奏
者
の
出
演
傾
向
表
２
と
表
３
、
す
な
わ
ち
説
教
讃
語
座
に
出
演
す
る
傾
向
を
示
し
た
演
奏
者
と
説
教
讃
語
座
以
外
の
芝
居
（
以
下
「
一
般
」
と
表
記
す
る
）
の
演
奏
者
と
を
比
較
す
る
と
、
説
教
讃
語
座
の
み
に
出
演
し
、
一
般
の
芝
居
に
は
出
演
し
な
い
と
い
う
傾
向
を
示
す
演
奏
者
の
存
在
が
見
出
せ
る
。
義
太
夫
節
の
太
夫
で
は
竹
本
瀧
太
夫
・
竹
本
覚
太
夫
の
二
人
、
義
太
夫
節
の
三
味
線
方
（
以
下
長
唄
の
三
味
線
方
と
区
別
す
る
た
め
に
本
稿
内
で
は
三
弦
と
表
記
す
る
）
で
は
竹
沢
富
造
・
鶴
沢
吾
市
・
鶴
沢
富
造
の
三
人
、
長
唄
の
唄
方
で
は
石
田
徳
次
郎
・
花
房
半
吉
・
中
村
梅
次
郎
・
中
村
源
吉
・
田
中
勇
吉
の
五
人
、
長
唄
の
三
味
線
方
（
以
下
義
太
夫
節
の
三
味
線
方
と
区
別
す
る
た
め
に
本
稿
内
で
は
三
味
線
と
表
記
す
る
）
で
は
中
村
亀
吉
・
石
田
喜
一
郎
、
花
房
半
六
・
松
出
辰
次
郎
の
四
人
、
合
計
一
四
人
で
あ
る
。
た
だ
し
、
表
３
は
五
回
以
上
出
演
し
た
主
要
演
奏
者
で
あ
り
全
員
分
で
は
な
い
た
め
、
全
デ
ー
タ
か
ら
調
べ
て
み
る
と
、
同
時
期
の
他
の
劇
場
に
全
く
出
演
が
な
か
っ
た
の
は
竹
本
覚
太
夫
・
鶴
沢
富
造
・
中
村
源
吉
・
田
中
勇
吉
・
石
田
喜
一
郎
・
花
房
半
六
の
六
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
番
付
中
、
説
教
讃
語
座
の
番
付
を
除
い
た
二
八
二
点
中
に
一
度
も
名
前
が
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
者
た
ち
は
説
教
讃
語
座
の
み
に
出
演
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
仮
に
彼
ら
の
こ
と
を
説
教
讃
語
座
「
固
有
」
の
演
奏
者
と
表
現
し
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
演
奏
者
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
数
は
説
教
讃
語
座
の
主
要
演
奏
者
と
し
て
抽
出
で
き
た
三
七
人
に
対
し
六
人
と
、
六
分
の
一
以
下
、
約
一
六
・
二
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
残
り
の
演
奏
者
は
他
の
歌
舞
伎
興
行
に
も
出
演
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
（
以
下
一
般
の
芝
居
に
も
出
演
す
る
演
奏
者
の
こ
と
を
「
共
通
」
の
演
奏
者
と
称
す
る
）。
ま
た
、
一
般
の
歌
舞
伎
興
行
へ
の
出
演
が
五
回
以
下
の
八
人
は
「
準
固
有
」
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
（
以
下
こ
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
物
を
「
準
固
有
」
と
表
記
す
る
）。
準
固
有
の
人
物
ま
で
含
め
る
と
、
固
有
・
準
固
有
の
演
奏
者
は
説
教
讃
語
座
の
主
要
演
奏
者
の
三
分
の
一
強
、
約
三
七
・
八
％
の
人
数
で
あ
る
。そ
の
内
訳
を
み
て
み
る
と
、
固
有
・
準
固
有
で
は
義
太
夫
節
は
太
夫
が
九
人
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中
二
人
、
三
弦
が
一
一
人
中
三
人
の
合
計
二
〇
人
中
五
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
長
唄
は
唄
が
八
人
中
五
人
、
三
味
線
が
九
人
中
四
人
の
合
計
一
七
人
中
九
人
で
あ
る
。
固
有
者
の
み
で
み
て
も
義
太
夫
節
が
太
夫
・
三
弦
と
も
に
一
人
ず
つ
な
の
に
対
し
、
長
唄
は
唄
・
三
味
線
と
も
に
二
名
ず
つ
で
あ
る
。
義
太
夫
節
に
比
べ
て
長
唄
は
固
有
・
準
固
有
の
演
奏
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
主
要
演
奏
者
の
う
ち
義
太
夫
節
で
は
、
太
夫
・
三
弦
方
の
双
方
で
、
共
通
者
の
多
く
は
一
般
で
の
出
演
回
数
が
二
桁
台
で
あ
り
、
一
般
で
も
活
躍
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
場
合
が
多
い
の
に
対
し
、
長
唄
の
唄
に
関
し
て
は
、
共
通
者
は
玉
村
久
楽
の
六
一
回
の
他
は
一
桁
台
で
あ
り
、
一
般
で
活
躍
し
て
い
る
人
物
は
あ
ま
り
説
教
讃
語
座
に
は
出
演
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
長
唄
の
三
味
線
方
は
義
太
夫
節
と
同
様
に
、
共
通
者
は
、
一
般
で
も
相
応
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
固
有
・
準
固
有
の
演
奏
者
は
、
説
教
讃
語
座
の
各
音
曲
ジ
ャ
ン
ル
内
で
出
演
回
数
が
多
い
人
物
と
も
少
な
い
人
物
と
も
い
え
な
い
こ
と
が
表
2
か
ら
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
長
唄
の
唄
方
で
あ
る
田
中
勇
吉
は
そ
の
中
で
は
最
低
数
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
必
ず
し
も
出
演
回
数
の
少
な
い
人
物
、
逆
に
最
多
の
人
物
が
固
有
・
準
固
有
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
出
演
回
数
に
よ
っ
て
固
有
・
準
固
有
と
共
通
の
区
別
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
義
太
夫
節
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
一
般
と
の
区
別
は
な
く
、
説
教
讃
語
に
も
一
般
の
歌
舞
伎
に
も
出
演
す
る
演
奏
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
に
対
し
、
長
唄
は
固
有
・
準
固
有
の
演
奏
者
の
存
在
が
あ
る
程
度
見
ら
れ
る
こ
と
、
殊
に
唄
に
関
し
て
は
一
般
で
活
躍
す
る
人
物
は
ほ
と
ん
ど
説
教
讃
語
座
に
は
出
演
し
な
い
と
い
う
傾
向
が
見
出
せ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
長
唄
の
三
味
線
方
に
関
し
て
は
、
義
太
夫
節
と
長
唄
の
唄
方
の
中
間
的
な
状
態
で
、
一
般
で
比
較
的
活
躍
し
て
い
る
共
通
の
演
奏
者
が
全
体
の
半
数
程
度
を
占
め
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
芝
居
番
付
の
み
で
判
断
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
が
、
こ
の
結
果
か
ら
は
、
長
唄
に
は
説
教
讃
語
座
付
の
演
奏
者
が
一
定
数
存
在
し
、
一
方
義
太
夫
節
は
説
教
讃
語
座
付
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
４-
４
演
奏
者
の
共
演
関
係
次
に
こ
れ
ら
三
七
人
の
説
教
讃
語
座
で
の
共
演
関
係
を
調
査
・
分
析
し
て
み
た
。
４-
４-
１
義
太
夫
太
夫
同
士
図
２
は
、
義
太
夫
節
の
太
夫
同
士
で
一
回
以
上
共
演
関
係
を
示
し
た
演
奏
者
同
士
を
実
線
で
結
ん
だ
共
演
関
係
図
で
あ
る
。
固
有
の
演
奏
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
竹
本
覚
太
夫
は
誰
と
も
共
演
関
係
を
示
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
共
通
の
演
奏
者
で
あ
る
竹
本
程
太
夫
も
誰
と
も
共
演
関
係
を
示
さ
な
か
っ
た
。
準
固
有
の
竹
本
瀧
太
夫
は
竹
本
三
木
太
夫
と
い
う
、
共
通
の
演
奏
者
と
共
演
関
係
を
示
し
た
。
関
係
図
上
に
は
一
回
以
上
の
段
階
か
ら
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
出
現
し
た
。
た
だ
し
、
図
２
下
段
の
竹
本
琴
太
夫
ら
の
五
人
の
グ
ル
ー
プ
は
全
員
が
一
回
の
関
係
で
あ
り
、
共
演
回
数
を
二
回
に
す
る
と
関
係
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
弱
い
関
係
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
図
２
上
段
の
110
竹
本
瀧
太
夫－
竹
本
三
木
太
夫
は
三
回
の
共
演
関
係
を
示
し
て
お
り
、
太
夫
同
士
の
中
で
は
一
番
関
係
が
深
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
三
回
の
共
演
関
係
は
、
こ
こ
で
は
最
多
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
数
値
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
太
夫
同
士
は
あ
ま
り
関
係
性
を
示
さ
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
グ
ル
ー
プ
形
成
に
他
の
要
因
が
な
い
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
演
劇
場
を
み
た
が
、
一
カ
所
で
は
な
く
複
数
の
劇
場
に
出
演
す
る
傾
向
を
示
す
者
が
多
く
、
そ
こ
か
ら
グ
ル
ー
プ
構
成
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
図
２
で
図
上
を
外
れ
る
二
人
の
太
夫
は
、
劇
場
は
異
な
る
も
の
の
一
カ
所
の
劇
場
に
し
か
出
演
し
な
い
と
い
う
、
同
様
の
傾
向
を
示
す
共
通
点
が
あ
る
が
、
他
の
太
夫
の
動
向
を
見
る
限
り
、
出
演
劇
場
が
共
演
関
係
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
何
が
共
演
関
係
の
決
め
手
に
な
る
の
か
は
、
太
夫
同
士
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
こ
れ
以
上
追
求
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
太
夫
同
士
の
関
係
性
が
あ
ま
り
見
え
て
こ
な
い
原
因
と
し
て
、
番
付
の
記
載
方
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
義
太
夫
節
は
太
夫
と
三
味
線
が
一
人
ず
つ
記
載
さ
れ
る
形
が
多
く
、
太
夫
あ
る
い
は
三
弦
が
何
人
も
名
を
連
ね
て
記
載
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
ま
り
多
く
な
い
。
そ
も
そ
も
義
太
夫
節
は
大
人
数
で
演
奏
す
る
類
の
音
曲
で
は
な
い
た
め
、
太
夫
同
士
の
関
係
は
見
出
し
に
く
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
４-
４-
２
義
太
夫
三
弦
同
士
図
３
は
義
太
夫
の
三
弦
同
士
で
一
回
以
上
共
演
関
係
に
あ
る
演
奏
者
同
士
の
関
係
図
で
あ
る
。
固
有
の
三
弦
方
で
あ
る
鶴
沢
富
造
は
、
準
固
有
の
鶴
沢
吾
市
と
二
回
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
準
固
有
の
竹
沢
富
造
は
共
通
の
野
沢
宅
次
郎
と
一
回
の
共
演
関
係
を
示
し
て
い
る
。
共
演
図
上
に
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
出
現
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
太
夫
と
同
様
に
一
回
ず
つ
の
関
係
で
あ
り
、
二
回
以
上
に
し
た
時
点
で
鶴
沢
富
造
と
鶴
沢
吾
市
の
グ
ル
ー
プ
し
か
図
図２ 説教讃語座 義太夫節 太夫 ｜太夫 1回以上 共演関係図 ●は義太夫節の太夫を表す。
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上
に
残
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
三
弦
同
士
も
関
係
性
は
希
薄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
三
弦
も
劇
場
別
で
も
調
査
し
て
み
た
が
、
全
員
が
一
カ
所
の
劇
場
に
集
中
せ
ず
複
数
の
劇
場
に
出
演
し
て
お
り
、
固
有
の
劇
場
に
よ
る
関
係
性
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
太
夫
・
三
弦
と
も
に
固
有
あ
る
い
は
準
固
有
の
人
物
が
最
多
回
数
を
示
す
が
、
そ
の
数
値
は
低
く
、
特
出
し
た
特
徴
と
い
う
に
は
弱
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
４-
４-
３
義
太
夫
太
夫
対
三
味
線
図
４
は
義
太
夫
節
の
太
夫
と
三
弦
の
一
回
以
上
の
共
演
関
係
図
で
あ
る
。
図
上
か
ら
外
れ
る
人
物
は
お
ら
ず
、
一
つ
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
が
出
現
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
分
か
り
難
い
の
で
共
演
回
数
を
上
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
図
５
は
太
夫
と
三
弦
の
二
回
以
上
の
共
演
関
係
図
で
あ
る
。
一
回
以
上
で
一
つ
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
も
の
が
二
つ
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
と
一
つ
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
の
三
つ
に
分
割
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
固
有
・
準
固
有
の
演
奏
者
は
全
員
が
大
き
な
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
。
固
有
の
太
夫
で
あ
る
竹
本
覚
太
夫
は
準
固
有
の
三
弦
で
あ
る
竹
沢
富
造
と
共
演
関
係
が
み
ら
れ
、
固
有
の
三
弦
で
あ
る
鶴
沢
富
造
と
準
固
有
の
三
弦
で
あ
る
鶴
沢
吾
市
は
共
通
の
太
夫
で
あ
る
竹
本
鶴
太
夫
と
関
係
す
図３ 説教讃語座 義太夫節 三弦 ｜三弦 1回以上 共演関係図 ◆は義太夫節の三弦を表
す。
図４ 説教讃語座 義太夫節 太夫 ｜三弦 1回以上 共演関係図 ●は義太夫節の太夫、◆
は義太夫節の三弦を表す。
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る
。
ま
た
準
固
有
の
太
夫
で
あ
る
竹
本
瀧
太
夫
は
共
通
の
三
弦
、
鶴
沢
和
市
と
関
係
が
み
ら
れ
た
。
つ
ま
り
固
有
・
準
固
有
同
士
の
関
係
は
竹
本
覚
太
夫
と
竹
沢
富
造
の
間
で
し
か
見
出
せ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
関
係
は
五
回
の
共
演
で
あ
り
、
図
６
の
よ
う
に
、
終
盤
近
く
ま
で
共
演
図
上
に
残
り
、
比
較
的
強
い
関
係
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
一
方
、
準
固
有
の
三
弦
で
あ
る
鶴
沢
吾
市
は
、
共
通
の
太
夫
、
竹
本
鶴
太
夫
と
図
７
の
最
終
段
階
ま
で
共
演
関
係
を
示
し
た
。
図
７
に
は
、
と
も
に
八
回
の
共
演
関
係
を
示
す
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
鶴
沢
吾
市－
竹
本
鶴
太
夫
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
太
夫
と
三
弦
に
つ
い
て
も
劇
場
別
の
関
係
性
を
調
査
し
て
み
た
が
、
太
夫
同
士
、
三
弦
同
士
で
述
べ
た
よ
う
に
、
義
太
夫
節
の
演
奏
者
は
基
本
的
に
一
カ
所
に
集
中
し
て
出
演
す
る
傾
向
が
希
薄
で
あ
る
。
図
７
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
出
演
劇
場
を
調
査
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
出
演
傾
向
の
強
い
劇
場
は
み
え
る
も
の
の
、
そ
れ
が
要
因
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
竹
本
鶴
太
夫－
鶴
沢
吾
市
を
例
に
あ
げ
れ
ば
、
鶴
太
夫
が
一
番
多
く
出
演
す
る
劇
場
は
御
霊
で
あ
る
が
、
鶴
沢
吾
市
は
御
霊
に
は
一
回
も
出
演
し
て
い
な
い
。
鶴
太
夫
の
図５ 説教讃語座 義太夫節 太夫 ｜三弦 2回以上 共演関係図 ●は義太夫節の太夫、◆
は義太夫節の三弦を表す。
図６ 説教讃語座 義太夫節 太夫 ｜三弦 5回以上 共演関係図 ●は義太夫節の太夫、◆
は義太夫節の三弦を表す。
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次
に
出
演
が
多
い
劇
場
は
稲
荷
で
あ
る
が
、
鶴
太
夫
は
七
回
、
吾
市
は
五
回
で
あ
り
、
共
演
回
数
は
八
回
で
あ
る
の
で
、
稲
荷
の
み
で
共
演
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
複
数
の
劇
場
で
共
演
を
し
た
結
果
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
他
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
劇
場
に
共
演
回
数
以
上
の
出
演
を
示
す
が
、
他
の
劇
場
に
も
出
演
し
て
い
る
た
め
、
一
カ
所
の
共
演
に
よ
る
結
果
と
は
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
太
夫
と
三
弦
の
関
係
性
で
も
、
劇
場
に
よ
る
区
分
は
難
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
劇
場
特
有
の
演
奏
者
と
い
う
形
態
は
、
義
太
夫
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
一
に
、
義
太
夫
節
の
固
有
・
準
固
有
の
演
奏
者
は
、
そ
の
中
で
共
演
関
係
を
強
く
示
す
こ
と
は
少
な
く
、
共
通
の
演
奏
者
と
の
関
係
の
方
が
よ
り
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
、
第
二
に
固
有
・
準
固
有
の
演
奏
者
が
他
者
と
示
す
関
係
性
は
、
決
し
て
希
薄
ば
か
り
で
は
な
く
、
鶴
沢
吾
市
の
よ
う
に
最
終
段
階
ま
で
関
係
を
示
す
よ
う
な
演
奏
者
も
存
在
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
劇
場
特
有
の
演
奏
者
と
い
う
形
態
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
４-
４-
４
長
唄
唄
同
士
図７ 説教讃語座 義太夫節 太夫 ｜三弦 7回以上 共演関係図 ●は義太夫節の太夫、◆
は義太夫節の三弦を表す。
図８ 説教讃語座 長唄 唄 ｜唄 1回以上 共演関係図 ■は長唄の唄を表す。
114
次
に
長
唄
の
共
演
関
係
図
を
分
析
し
て
み
る
。
図
８
は
長
唄
の
唄
同
士
の
一
回
以
上
の
共
演
関
係
図
で
あ
る
。
最
初
か
ら
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
検
出
さ
れ
、
玉
村
久
楽
一
人
が
最
初
か
ら
誰
と
も
共
演
関
係
を
示
さ
な
か
っ
た
。
玉
村
久
楽
は
共
通
の
演
奏
者
で
、
か
つ
一
般
へ
の
出
演
が
六
一
回
と
群
を
抜
い
て
多
い
、
す
な
わ
ち
一
般
で
非
常
に
活
躍
し
て
い
る
と
い
う
、
長
唄
の
唄
の
中
で
唯
一
異
な
る
動
向
を
示
す
人
物
で
あ
る
。
彼
が
誰
と
も
共
演
関
係
を
示
さ
な
か
っ
た
の
は
興
味
深
い
。
そ
の
他
の
人
物
に
よ
っ
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
て
い
る
が
、
右
側
の
石
田
徳
次
郎－
花
房
半
吉
の
二
名
の
グ
ル
ー
プ
は
、
と
も
に
準
固
有
の
演
奏
者
同
士
で
あ
る
。
か
つ
、
一
般
へ
の
出
演
が
一
回
と
非
常
に
少
な
い
、
固
有
に
近
い
人
物
同
士
で
も
あ
る
。
左
側
の
五
人
の
グ
ル
ー
プ
は
、
共
通
の
演
奏
者
で
あ
る
中
村
政
吉
が
中
心
と
な
っ
て
残
り
の
四
人
を
関
係
づ
け
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
う
ち
中
村
源
吉
と
田
中
勇
吉
は
固
有
、
中
村
梅
次
郎
は
準
固
有
で
あ
り
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
固
有
・
準
固
有
と
共
通
の
混
合
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
共
演
回
数
を
上
げ
て
い
く
と
、
図
９
の
七
回
以
上
の
関
係
図
で
左
側
の
グ
ル
ー
プ
が
中
村
政
吉
を
中
心
に
中
村
梅
次
郎
と
中
村
源
吉
の
三
名
に
整
理
さ
れ
る
。
図９ 説教讃語座 長唄 唄 ｜唄 7回以上 共演関係図 ■は長唄の唄を表す。
図10 説教讃語座 長唄 三味線 ｜三味線 1回以上 共演関係図 ■は長唄の唄、▲は長唄
の三味線を表す。
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し
か
し
共
通
・
固
有
・
準
固
有
の
混
合
グ
ル
ー
プ
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
し
て
唄
同
士
の
中
で
一
番
強
い
関
係
を
示
す
の
は
、
右
側
の
準
固
有
同
士
の
グ
ル
ー
プ
で
、
一
五
回
と
い
う
、
他
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
か
な
り
強
力
な
関
係
を
見
せ
る
。
長
唄
で
は
、
番
付
上
の
記
載
が
連
名
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
比
較
的
共
演
関
係
が
見
出
し
易
い
と
い
う
性
質
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
出
演
形
態
が
異
な
る
玉
村
久
楽
は
誰
と
も
共
演
関
係
を
示
さ
ず
、
ま
た
準
固
有
同
士
の
関
係
が
強
力
で
あ
る
な
ど
、
長
唄
特
有
の
特
徴
が
見
出
せ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
別
な
見
方
を
す
る
と
、
左
の
グ
ル
ー
プ
は
、
田
中
勇
吉
が
関
係
し
て
い
る
も
の
の
、
図
９
で
外
れ
、
完
全
な
中
村
姓
の
グ
ル
ー
プ
に
な
る
。
つ
ま
り
中
村
姓
グ
ル
ー
プ
と
、
花
房－
石
田
グ
ル
ー
プ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
三
味
線
同
士
、
唄
と
三
味
線
と
も
合
わ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。
次
に
演
奏
者
の
出
演
劇
場
別
に
調
査
し
て
み
る
と
、
図
８
の
右
側
、
花
房－
石
田
グ
ル
ー
プ
は
、
と
も
に
御
霊
に
し
か
出
演
し
な
い
、
御
霊
特
有
の
演
奏
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
一
方
左
側
の
中
村
（－
田
中
）
グ
ル
ー
プ
は
政
吉
・
源
吉
・
田
中
勇
吉
は
稲
荷
の
み
、
梅
次
郎
・
伊
三
郎
は
他
の
劇
場
に
も
出
演
す
る
も
の
の
、
稲
荷
へ
の
出
演
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
傾
向
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
稲
荷
特
有
の
演
奏
者
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
関
係
図
上
か
ら
外
れ
た
玉
村
久
楽
は
、
複
数
の
劇
場
に
出
演
す
る
も
の
の
、
座
摩
へ
の
出
演
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
傾
向
を
示
し
た
。
座
摩
特
有
の
演
奏
者
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
長
唄
の
唄
同
士
は
、
劇
場
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
き
れ
い
に
分
割
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
姓
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
性
と
共
に
、
劇
場
付
と
い
う
性
質
も
見
出
せ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
４-
４-
５
長
唄
三
味
線
同
士
図
10
は
長
唄
の
三
味
線
同
士
の
一
回
以
上
の
共
演
関
係
図
で
あ
る
。
三
味
線
同
士
も
最
初
か
ら
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
七
回
ず
つ
の
共
演
な
の
で
、
関
係
図
は
関
係
数
を
上
げ
て
も
こ
れ
以
上
の
進
展
は
な
い
。
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
石
田
喜
一
郎
と
共
通
の
板
東
伊
三
郎
、
準
固
有
の
中
村
亀
吉
と
共
通
の
中
村
新
介
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
混
合
グ
ル
ー
プ
と
い
え
る
。
ま
た
固
有
の
花
房
半
六
、
準
固
有
の
松
出
辰
次
郎
は
最
初
か
ら
誰
と
も
関
係
を
示
さ
な
い
な
ど
、
固
有
・
準
固
有
・
共
通
と
い
う
区
分
で
は
、
特
徴
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
一
方
姓
を
み
る
と
、
右
の
グ
ル
ー
プ
は
唄
と
同
様
に
中
村
姓
、
左
は
石
田－
板
東
姓
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
味
線
で
も
中
村
姓
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
見
出
せ
る
。
た
だ
し
、
中
村
は
他
に
二
名
い
る
が
、
彼
ら
は
同
じ
中
村
で
も
共
演
関
係
を
示
さ
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
左
の
グ
ル
ー
プ
は
石
田
姓
が
含
ま
れ
る
も
の
の
、
唄
で
見
ら
れ
た
石
田－
花
房
で
は
な
い
こ
と
も
相
違
点
と
い
え
る
。
し
か
し
、
中
村
姓
が
唄
同
士
、
三
味
線
同
士
で
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
次
に
劇
場
別
に
調
査
し
て
み
る
と
、
左
の
石
田－
板
東
グ
ル
ー
プ
は
、
と
も
に
御
霊
に
の
み
出
演
し
、
他
の
劇
場
に
は
出
演
し
な
い
演
奏
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
御
霊
特
有
の
演
奏
者
で
あ
る
と
い
え
る
。
右
の
中
村
姓
グ
ル
ー
プ
は
複
数
劇
場
へ
の
出
演
が
あ
る
も
の
の
、
と
も
116
に
一
番
多
い
の
は
稲
荷
へ
の
出
演
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
稲
荷
を
主
に
活
動
場
所
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
図
上
を
外
れ
て
い
る
五
名
も
花
房
半
六
の
よ
う
に
御
霊
の
み
に
出
演
傾
向
を
示
す
者
、
中
村
辰
之
介
の
よ
う
に
稲
荷
に
多
く
出
演
傾
向
を
示
す
者
な
ど
、
図
上
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
も
お
か
し
く
な
い
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、
劇
場
の
み
が
決
定
事
項
で
あ
る
と
も
言
い
難
い
。
む
し
ろ
、
姓
や
劇
場
、
そ
の
他
様
々
な
要
因
が
グ
ル
ー
プ
性
を
決
定
す
る
要
因
と
し
て
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
４-
４-
６
長
唄
唄
対
三
味
線
図
11
は
長
唄
の
唄
と
三
味
線
の
一
回
以
上
の
共
演
関
係
図
で
あ
る
。
最
初
か
ら
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
割
さ
れ
、
松
出
辰
次
郎
が
図
上
か
ら
外
れ
た
。
松
出
は
準
固
有
の
三
味
線
で
あ
る
。
三
味
線
同
士
で
も
共
演
関
係
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
唄
と
三
味
線
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
関
係
図
上
に
存
在
す
る
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
と
も
に
固
有
・
準
固
有
・
共
通
の
混
合
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
が
、
上
の
五
人
の
グ
ル
ー
プ
は
唄
の
花
房
半
吉
・
石
田
徳
次
郎
が
と
も
に
準
固
有
、
三
味
線
の
花
房
半
六
・
石
田
喜
一
郎
が
固
有
、
板
東
伊
三
郎
の
み
が
共
通
の
、
ほ
ぼ
固
有
・
準
固
有
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
図11 説教讃語座 長唄 唄 ｜三味線 1回以上 共演関係図 ■は長唄の唄、▲は長唄の三
味線を表す。
図12 説教讃語座 長唄 唄 ｜三味線 4回以上 共演関係図 ■は長唄の唄、▲は長唄の三
味線を表す。
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一
方
下
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
は
、
中
村
姓
の
人
物
が
全
員
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
周
辺
に
田
中
勇
吉
、
小
川
倉
三
郎
、
玉
村
久
楽
が
属
す
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
中
村
姓
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
い
え
る
。
姓
に
注
目
し
て
上
の
グ
ル
ー
プ
を
見
れ
ば
、
花
房
二
名
、
石
田
二
名
と
板
東
と
い
う
構
成
で
あ
る
。こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
関
係
は
唄
同
士
、
三
味
線
同
士
で
も
見
ら
れ
た
形
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
姓
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
構
成
と
い
う
見
方
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
大
き
く
動
く
の
は
四
回
以
上
の
図
12
で
、
下
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
玉
村
久
楽－
小
川
倉
三
郎
の
二
名
が
分
離
し
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
な
る
こ
と
だ
が
、
こ
の
関
係
も
五
回
ま
で
な
の
で
、
六
回
以
上
の
関
係
図
で
ま
た
中
村
姓
グ
ル
ー
プ
、
花
房－
石
田
－
板
東
姓
グ
ル
ー
プ
に
戻
る
。
そ
の
後
徐
々
に
グ
ル
ー
プ
か
ら
外
れ
る
者
が
出
て
緩
や
か
に
人
数
が
減
少
し
な
が
ら
、
図
13
、
一
〇
回
以
上
の
関
係
図
で
は
三
名
ず
つ
、
図
14
、
一
二
回
以
上
の
関
係
図
で
そ
れ
ぞ
れ
二
名
ず
つ
に
な
る
。
上
段
は
石
田－
板
東
の
二
名
と
な
り
、
下
段
は
中
村
二
名
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
中
村
姓
グ
ル
ー
プ
が
一
五
回
と
い
う
関
係
性
を
見
せ
、
最
後
ま
で
図
上
に
残
る
結
果
と
な
る
。
図13 説教讃語座 長唄 唄 ｜三味線 10回以上 共演関係図 ■は長唄の唄、▲は長唄の三
味線を表す。
図14 説教讃語座 長唄 唄 ｜三味線 12回以上 共演関係図 ■は長唄の唄、▲は長唄の三
味線を表す。
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図
13
で
図
上
に
残
っ
た
人
物
の
う
ち
、
花
房
半
吉
・
石
田
徳
次
郎
・
中
村
亀
吉
の
三
人
は
準
固
有
、
板
東
伊
三
郎
・
中
村
政
吉
・
中
村
新
介
は
共
通
で
あ
り
、
か
な
り
終
盤
ま
で
準
固
有
の
演
奏
者
が
図
上
に
残
る
が
、
と
も
に
共
通
の
演
奏
者
と
の
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
図
14
で
は
四
名
の
う
ち
準
固
有
な
の
は
石
田
徳
次
郎
の
み
と
な
り
、
他
三
人
は
共
通
の
演
奏
者
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
固
有
・
準
固
有
の
演
奏
者
が
そ
の
範
囲
の
み
で
共
演
関
係
を
示
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
説
教
讃
語
座
の
特
徴
と
い
う
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
姓
に
よ
る
ま
と
ま
り
の
方
が
強
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
判
明
し
た
。
劇
場
別
に
み
て
み
る
と
、
唄
と
三
味
線
で
も
や
は
り
劇
場
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
が
分
か
れ
る
傾
向
を
示
し
た
。
図
10
の
上
の
花
房
｜
石
田
｜
板
東
グ
ル
ー
プ
は
全
員
が
御
霊
に
し
か
出
演
し
な
い
者
で
あ
り
、
下
の
中
村
姓
中
心
の
グ
ル
ー
プ
は
稲
荷
に
の
み
出
演
し
て
い
る
者
、
ま
た
は
稲
荷
に
多
く
出
演
し
て
い
る
者
が
多
い
。
た
だ
し
、
中
村
新
介
と
玉
村
久
楽
の
間
で
グ
ル
ー
プ
は
分
割
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
右
の
、
玉
村
久
楽
｜
小
川
倉
三
郎
｜
中
村
巳
之
介
の
三
名
は
座
摩
が
共
通
事
項
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
中
村
巳
之
介
が
一
回
の
み
の
関
係
な
の
で
す
ぐ
に
関
係
が
解
消
さ
れ
る
も
の
の
、
玉
村
久
楽
｜
小
川
倉
三
郎
は
図
12
に
お
い
て
中
村
姓
グ
ル
ー
プ
か
ら
分
割
す
る
よ
う
に
、
中
村
姓
グ
ル
ー
プ
と
は
出
演
劇
場
も
異
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
図
12
に
お
け
る
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
花
房
｜
石
田
｜
板
東
の
御
霊
グ
ル
ー
プ
、
中
村
姓
の
稲
荷
グ
ル
ー
プ
、
玉
村
｜
小
川
の
座
摩
グ
ル
ー
プ
と
い
う
、
明
快
な
編
成
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
４-
４-
７
共
演
関
係
か
ら
み
た
演
奏
者
組
織
以
上
、
義
太
夫
節
・
長
唄
そ
れ
ぞ
れ
に
番
付
記
載
状
況
と
共
演
関
係
を
分
析
し
て
み
た
。
説
教
讃
語
座
に
出
演
し
た
主
要
な
演
奏
者
の
う
ち
、
説
教
讃
語
座
に
の
み
出
演
す
る
固
有
の
演
奏
者
、
ま
た
は
ほ
ぼ
説
教
讃
語
に
し
か
出
演
し
な
い
準
固
有
の
演
奏
者
の
可
能
性
が
見
出
せ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
そ
の
枠
同
士
で
共
演
関
係
を
示
す
の
で
は
な
く
、
他
の
歌
舞
伎
に
も
出
演
す
る
共
通
の
演
奏
者
と
の
関
係
性
を
強
く
打
ち
出
す
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
説
教
讃
語
座
固
有
の
演
奏
者
グ
ル
ー
プ
の
存
在
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
特
に
義
太
夫
節
に
関
し
て
は
、
説
教
讃
語
座
の
中
で
も
複
数
の
劇
場
に
出
演
傾
向
を
示
す
者
が
多
く
、
劇
場
固
有
の
演
奏
者
の
存
在
も
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
た
。
ま
た
義
太
夫
節
は
、
演
奏
者
同
士
の
関
係
性
か
ら
そ
の
動
向
や
グ
ル
ー
プ
性
を
見
出
す
に
は
限
界
が
あ
り
、
全
く
別
の
要
因
に
よ
っ
て
出
演
が
決
ま
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
他
の
情
報
と
照
合
し
つ
つ
解
明
し
て
み
た
い
。
一
方
長
唄
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
明
快
と
も
見
え
る
結
果
が
検
出
さ
れ
た
。
説
教
讃
語
座
固
有
・
準
固
有
の
演
奏
者
の
存
在
は
、
義
太
夫
節
同
様
に
見
出
せ
た
が
、
そ
の
枠
自
体
で
は
強
い
関
係
性
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
姓
に
よ
る
関
係
と
劇
場
に
よ
る
関
係
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
軸
を
見
出
せ
た
の
で
あ
る
。
長
唄
は
、
姓
に
よ
っ
て
流
派
の
差
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
姓
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
編
成
は
す
な
わ
ち
流
派
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
編
成
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派
が
、
劇
場
に
よ
っ
て
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あ
る
程
度
の
棲
み
分
け
を
し
て
い
た
可
能
性
も
検
出
で
き
た
。
そ
れ
は
流
派
に
よ
る
劇
場
付
、
あ
る
い
は
座
付
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
５
演
奏
者
分
析
か
ら
み
た
説
教
讃
語
以
上
、
説
教
讃
語
に
出
演
し
た
演
奏
者
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
も
う
一
度
説
教
讃
語
座
に
立
ち
返
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
説
教
讃
語
座
は
、
本
来
子
供
芝
居
を
上
演
す
る
団
体
で
あ
り
、
図
１
の
番
付
を
み
て
も
分
か
る
と
お
り
、
説
教
讃
語
座
で
あ
る
こ
と
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
興
行
し
て
い
る
。
か
た
や
一
般
の
芝
居
は
、
た
と
え
宮
地
で
行
わ
れ
て
い
て
も
説
教
讃
語
で
は
な
い
。
団
体
と
し
て
も
把
握
す
る
上
部
組
織
と
し
て
も
説
教
讃
語
と
一
般
の
歌
舞
伎
は
形
態
が
異
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
質
的
に
は
同
じ
よ
う
な
歌
舞
伎
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
前
稿
で
も
考
察
し
た
通
り
で
あ
っ
た
。
一
般
と
説
教
讃
語
と
で
行
っ
て
い
る
内
容
に
相
違
が
な
い
な
ら
ば
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
音
曲
に
関
し
て
も
大
き
な
異
同
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
に
番
付
か
ら
は
、
用
い
ら
れ
る
音
曲
の
種
類
に
相
違
点
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
点
に
関
し
て
裏
付
け
ら
れ
た
。
番
付
か
ら
は
主
要
な
演
奏
者
名
が
判
明
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
伴
う
多
く
の
実
態
が
解
明
で
き
る
。
説
教
讃
語
座
の
演
奏
者
名
は
、
一
般
の
歌
舞
伎
と
何
ら
差
異
は
な
い
。
例
え
ば
「
関
蝉
丸
神
社
文
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
説
教
祭
文
岡
本
座
」
の
構
成
員
は
、
全
員
が
「
岡
本
」
姓
を
名
乗
る
。
名
を
み
る
と
義
太
夫
節
の
太
夫
名
と
酷
似
し
て
い
る
者
が
多
く
、
義
太
夫
節
の
太
夫
が
姓
を
変
え
て
出
演
す
る
可
能
性
も
否
め
な
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、
あ
く
ま
で
も
「
岡
本
」
姓
を
統
一
的
に
名
乗
っ
て
い
る
。
ま
た
演
奏
者
で
は
な
い
が
、
照
葉
狂
言
役
者
は
「
林
」
姓
を
統
一
的
に
名
乗
っ
て
お
り
、
俄
師
は
姓
を
用
い
な
い
な
ど
、
歌
舞
伎
と
は
異
な
る
形
態
で
あ
る
こ
と
が
名
前
か
ら
も
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
説
教
讃
語
座
の
歌
舞
伎
は
、
一
般
の
歌
舞
伎
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
説
教
讃
語
座
が
一
般
の
歌
舞
伎
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
固
有
・
準
固
有
の
演
奏
者
が
抽
出
で
き
た
が
、
彼
ら
が
そ
の
範
囲
で
共
演
関
係
を
示
さ
ず
、
一
般
の
演
奏
者
と
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
説
教
讃
語
独
自
の
組
織
が
存
在
し
な
い
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
説
教
讃
語
に
出
演
す
る
演
奏
者
は
一
般
の
演
奏
者
と
同
一
の
組
織
に
属
し
、
そ
の
中
で
説
教
讃
語
に
出
演
し
や
す
い
と
い
う
傾
向
を
示
す
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
義
太
夫
節
に
関
し
て
は
、
説
教
讃
語
特
有
の
演
奏
者
の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
劇
場
固
有
の
傾
向
も
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
加
え
、
表
２
に
あ
げ
ら
れ
た
人
物
は
、
ほ
ぼ
人
形
浄
瑠
璃
に
も
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
は
説
教
讃
語
座
に
出
演
す
る
こ
と
が
演
奏
者
と
し
て
の
名
声
や
評
価
を
左
右
す
る
、
す
な
わ
ち
ラ
ン
ク
付
の
決
定
事
項
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
説
教
讃
語
座
へ
の
出
演
が
演
奏
者
の
差
別
や
区
別
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
数
あ
る
歌
舞
伎
興
行
の
一
種
類
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
長
唄
に
関
し
て
は
、
義
太
夫
節
と
は
少
々
状
況
が
異
な
る
こ
と
が
判
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し
た
。
姓
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
性
と
劇
場
別
の
活
動
状
況
の
分
割
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
定
の
グ
ル
ー
プ
が
特
定
の
歌
舞
伎
興
行
と
関
係
す
る
と
い
う
、
組
織
と
し
て
の
関
係
性
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
姓
に
よ
る
組
織
の
存
在
は
拙
著?23）
に
お
い
て
考
察
し
て
い
る
が
、
今
回
の
分
析
で
説
教
讃
語
座
に
お
い
て
も
そ
の
組
織
が
有
効
で
あ
り
、
か
つ
劇
場
に
よ
っ
て
姓
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
が
ほ
ぼ
き
れ
い
に
分
割
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
個
人
の
動
向
で
み
れ
ば
、
説
教
讃
語
以
外
に
も
出
演
す
る
者
が
多
く
み
ら
れ
、
ま
た
固
有
の
演
奏
者
同
士
の
み
で
の
共
演
関
係
を
示
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
一
般
の
歌
舞
伎
と
の
間
に
完
全
な
断
絶
は
な
い
こ
と
も
判
明
し
た
。
こ
れ
は
、
個
人
と
し
て
の
座
付
契
約
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
の
座
付
契
約
の
可
能
性
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
一
般
の
歌
舞
伎
で
非
常
に
活
躍
し
て
い
る
者
は
見
出
し
難
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
長
唄
に
お
い
て
は
一
般
の
歌
舞
伎
と
説
教
讃
語
座
へ
の
出
演
に
は
、
そ
れ
な
り
の
差
異
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
家
元
級
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
実
力
者
は
一
般
に
出
演
し
、
そ
れ
以
下
あ
る
い
は
そ
れ
に
続
く
者
が
説
教
讃
語
に
多
く
出
演
す
る
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
説
教
讃
語
へ
の
出
演
は
、
長
唄
の
場
合
は
演
奏
者
の
ラ
ン
ク
を
見
出
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
差
別
」
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、「
区
別
」
は
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
演
奏
者
の
存
在
形
態
を
見
る
限
り
に
お
い
て
、
説
教
讃
語
座
と
一
般
の
歌
舞
伎
の
間
に
は
「
差
別
」
的
な
傾
向
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
の
み
で
説
教
讃
語
座
に
対
す
る
差
別
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
演
奏
者
の
出
演
に
そ
れ
は
関
係
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
役
者
も
同
様
で
あ
っ
た
場
合
、
差
別
的
な
視
点
は
な
い
可
能
性
が
高
く
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
天
保
改
革
期
に
差
別
を
受
け
る
身
分
で
は
な
い
と
主
張
し
た
人
形
浄
瑠
璃
の
義
太
夫
が
説
教
讃
語
に
出
演
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
そ
こ
に
差
別
的
な
視
線
は
な
い
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ャ
ン
ル
の
差
は
あ
れ
ど
も
一
般
の
歌
舞
伎
、
人
形
浄
瑠
璃
に
出
演
す
る
演
奏
者
が
説
教
讃
語
座
に
出
演
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
説
教
讃
語
座
に
関
わ
る
演
奏
者
は
、
玄
人
演
奏
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
大
坂
の
説
教
讃
語
座
に
関
わ
る
演
奏
者
を
芝
居
番
付
か
ら
調
査
し
て
み
る
と
い
う
試
み
は
、「
関
蝉
丸
神
社
文
書
」
か
ら
は
見
出
し
得
な
い
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
使
用
さ
れ
る
音
曲
の
種
類
、
第
二
に
関
わ
っ
た
演
奏
者
、
第
三
に
説
教
讃
語
座
固
有
の
演
奏
者
の
存
在
、
第
四
に
固
有
の
演
奏
者
以
外
の
演
奏
者
の
出
演
、
第
五
に
固
有
の
演
奏
者
の
み
で
は
組
織
を
編
成
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
、
第
六
に
長
唄
の
流
派
と
劇
場
付
と
い
う
組
織
編
成
の
可
能
性
の
解
明
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
説
教
讃
語
座
と
い
う
特
質
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
「
関
蝉
丸
神
社
文
書
」
か
ら
読
み
取
れ
る
天
保
改
革
前
の
説
教
讃
語
座
の
一
般
と
の
差
別
に
も
近
い
相
違
が
、
天
保
改
革
後
に
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。
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今
回
の
分
析
は
天
保
改
革
後
の
一
〇
年
間
に
限
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
傾
向
が
天
保
の
改
革
を
経
た
結
果
な
の
か
、
史
料
的
な
問
題
な
の
か
を
厳
密
に
は
言
明
で
き
な
い
。
し
か
し
、
前
稿
で
考
察
し
た
天
保
改
革
期
か
ら
の
説
教
讃
語
座
の
躍
進
と
、
そ
の
後
の
状
況
の
変
化
と
今
回
の
分
析
結
果
の
方
向
性
は
同
軸
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
態
面
か
ら
補
強
で
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
回
は
演
奏
者
の
み
に
焦
点
を
当
て
た
た
め
、
ま
だ
解
明
し
き
れ
て
い
な
い
要
因
が
存
在
す
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
さ
ら
に
役
者
や
名
代
等
と
の
関
係
、
ま
た
は
人
形
浄
瑠
璃
と
の
関
係
を
見
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
演
奏
者
の
組
織
編
成
の
要
因
に
関
す
る
解
明
を
試
み
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
説
教
讃
語
座
の
特
質
、
一
般
の
歌
舞
伎
と
の
差
異
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
わ
ざ
わ
ざ
説
教
讃
語
を
名
乗
る
意
味
な
ど
を
さ
ら
に
考
え
て
い
き
た
い
。
?６
）
室
木
弥
太
郎
・
阪
口
弘
之
編
、
一
九
八
七
、『
関
蝉
丸
神
社
文
書
』（
大
阪
、
和
泉
書
院
）
?７
）
斎
藤
利
彦
、
二
〇
〇
二
、「
近
世
後
期
大
坂
の
宮
地
芝
居
と
三
井
寺
〔
含
質
疑
・
討
論
〕」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
一
七
八
号
（
大
阪
、
大
阪
歴
史
学
会
）
一
八
九
｜
二
一
八
頁
。
?８
）
神
田
由
築
、
二
〇
〇
四
、「
都
市
文
化
と
芸
能
興
行
大
坂
を
中
心
と
し
て
」『
都
市
文
化
研
究
』
第
三
号
（
大
阪
、
大
阪
市
立
大
学
）
一
三
八
｜
一
五
一
頁
。
?９
）
神
田
由
築
、
前
掲
論
文
、
一
三
八
頁
。
?10
）
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
巻
二
「
京
四
条
芝
居
間
敷
?
名
代
之
事
」
（
岩
生
成
一
監
修
一
九
八
八
、『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』（
大
阪
、
清
文
堂
出
版
）
所
収
）。
?11
）
こ
の
説
教
讃
語
座
の
開
始
は
単
発
興
行
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
は
拙
稿
七
六
頁
参
照
の
こ
と
。
?12
）
歌
舞
伎
興
行
と
し
て
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
正
月
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
芝
居
番
付
の
存
在
か
ら
そ
の
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
番
付
の
年
号
記
載
は
干
支
に
よ
る
も
の
な
の
で
、
こ
の
年
号
は
あ
く
ま
で
も
推
定
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
こ
の
前
年
の
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
大
坂
稲
荷
社
内
に
お
い
て
浄
瑠
璃
興
行
把
握
の
動
き
が
あ
っ
た
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
神
田
由
築
、
一
九
九
九
、「
近
世
大
坂
の
浄
瑠
璃
渡
世
集
団
天
保
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
」『
東
京
大
学
日
本
史
研
究
室
紀
要
』
第
三
号
（
東
京
、
東
京
大
学
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
?13
）
神
田
由
築
、
前
掲
論
文
、
一
四
五
｜
一
四
八
頁
。
?14
）
神
田
由
築
、
前
掲
書
、
一
四
八
｜
一
四
九
頁
。
注?１
）
京
都
・
大
坂
を
中
心
と
し
た
文
化
圏
。
?２
）
木
谷
蓬
吟
、
一
九
二
九
、『
文
楽
今
昔
譚
』（
大
坂
、
道
堀
編
集
部
）。
?３
）
盛
田
嘉
徳
、
一
九
九
四
、『
中
世
賤
民
と
雑
芸
能
の
研
究
』（
東
京
、
雄
山
閣
出
版
）。
?４
）
室
木
弥
太
郎
、
一
九
八
一
、『
語
り
物
（
舞
・
説
経
・
古
浄
瑠
璃
）
の
研
究
』（
東
京
、
風
間
書
房
）。
?５
）
阪
口
弘
之
、
二
〇
〇
一
、「
蝉
丸
宮
と
説
教
日
暮
」
塚
田
孝
・
吉
田
伸
之
編
『
近
世
大
坂
の
都
市
空
間
と
社
会
構
造
』（
東
京
、
山
川
出
版
社
）。
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?15
）
棚
町
知
彌
編
、
一
九
九
九
、『
吉
永
孝
雄
旧
蔵
五
世
竹
本
弥
太
夫
・
木
谷
蓬
吟
関
係
資
料
等
目
録
』（
近
松
研
究
所
紀
要
第
八
・
第
九
合
併
号
）（
大
阪
・
和
泉
書
院
）
一
九
二
｜
一
九
三
頁
。
?16
）
武
内
恵
美
子
、
二
〇
〇
二
、
時
田
ア
リ
ソ
ン
・
薦
田
治
子
編
『
日
本
の
語
り
物
口
頭
性
・
構
造
・
意
義
』（
京
都
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
二
六
九
｜
二
八
四
頁
。
?17
）
説
経
の
免
状
が
更
新
制
で
あ
っ
た
の
か
は
、「
関
蝉
丸
神
社
文
書
」
で
も
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
。
?18
）
神
田
由
築
、
前
掲
書
、
一
四
六
頁
、
表
２
、
表
３
参
照
。
?19
）
一
つ
の
劇
場
で
一
一
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
の
間
の
一
年
間
に
お
お
よ
そ
七
回
（
顔
見
世
、
初
春
、
二
の
替
り
、
三
の
替
り
、
五
月
、
盆
、
秋
の
七
回
）
程
度
の
興
行
が
行
わ
れ
た
と
し
、
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
大
坂
の
劇
場
、
す
な
わ
ち
道
堀
五
座
、
新
地
二
座
、
宮
地
五
座
の
計
一
二
カ
所
の
う
ち
、
す
べ
て
の
劇
場
で
毎
回
歌
舞
伎
が
興
行
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
お
よ
そ
三
分
の
二
の
八
カ
所
が
興
行
し
て
い
た
も
の
と
し
て
算
出
し
た
概
算
。
八
カ
所
×
年
七
回
×
一
〇
年
間
。
?20
）
管
見
中
の
芝
居
番
付
の
う
ち
、
名
代
に
「
説
教
讃
語
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
他
、
記
載
さ
れ
た
名
代
名
が
明
ら
か
に
説
教
讃
語
名
代
の
者
で
あ
る
番
付
に
つ
い
て
も
説
教
讃
語
座
の
興
行
と
し
て
含
め
た
。
た
だ
し
、
説
教
讃
語
座
の
興
行
が
多
い
劇
場
で
あ
り
、
前
後
の
番
付
が
説
教
讃
語
座
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
説
教
讃
語
の
文
言
の
記
載
が
な
く
、
か
つ
名
代
名
も
記
載
が
な
く
不
明
と
い
う
場
合
は
説
教
讃
語
の
番
付
と
は
判
断
し
な
か
っ
た
。
?21
）
記
録
さ
れ
た
す
べ
て
の
人
物
を
記
載
す
る
と
煩
雑
に
な
る
た
め
、
五
回
以
上
に
限
定
し
て
分
析
を
行
っ
た
。
?22
）
宮
古
路
豊
後
掾
を
開
祖
と
す
る
浄
瑠
璃
の
一
派
。
太
夫
の
名
乗
っ
た
姓
か
ら
宮
古
路
節
、
宮
園
節
と
も
呼
ば
れ
る
。
宮
古
路
豊
後
掾
の
弟
子
筋
が
江
戸
で
発
展
さ
せ
た
常
磐
津
節
、
富
本
節
、
新
内
節
と
富
本
節
か
ら
派
生
し
た
清
元
節
も
含
め
て
総
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
豊
後
系
浄
瑠
璃
と
も
称
さ
れ
る
。
?23
）
武
内
恵
美
子
、
二
〇
〇
六
、『
歌
舞
伎
囃
子
方
の
楽
師
論
的
研
究
近
世
上
方
を
中
心
と
し
て
』（
大
阪
、
和
泉
書
院
）。
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は
じ
め
に
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
、
小
泉
八
雲
（L
afcadio H
earn,
一
八
五
〇
｜
一
九
〇
四
）
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
島
に
生
ま
れ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
育
ち
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
で
教
育
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
に
長
期
滞
在
し
、
そ
し
て
帰
化
し
て
終
生
日
本
人
と
し
て
過
ご
し
た
。
現
在
の
日
本
で
ハ
ー
ン
は
、
非
常
に
敬
愛
さ
れ
て
い
る
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
日
本
文
化
の
紹
介
と
理
解
に
大
い
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ハ
ー
ン
の
昔
話
や
怪
談
の
翻
訳
と
解
釈
に
よ
っ
て
、
西
洋
人
に
日
本
と
日
本
の
文
化
が
紹
介
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
人
も
自
ら
の
文
化
の
伝
統
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
周
知
の
通
り
、
日
本
の
民
俗
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
柳
田
國
男
も
ハ
ー
ン
の
薫
陶
を
受
け
て
い
た
し
、
柳
田
の
民
俗
学
観
や
学
問
も
、
ハ
ー
ン
の
業
績
に
負
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
と
言
っ
て
も
、
ハ
ー
ン
の
影
響
は
民
俗
学
や
昔
話
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ハ
ー
ン
は
日
本
の
宗
教
や
信
仰
、
精
神
生
活
に
つ
い
て
の
深
み
の
あ
る
分
析
も
多
く
残
し
て
お
り
、
宗
教
関
係
の
テ
ー
マ
が
、
ハ
ー
ン
の
全
集
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
ハ
ー
ン
自
身
、
日
本
を
理
解
す
る
た
め
に
、
宗
教
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。“Y
et w
hile it
﹇religion
﹈continues to be ignored
 
and m
isrepresented,no real know
ledge of Japan is possible”
?し
か
し
、
こ
の
問
題
（
宗
教
の
こ
と
）
が
い
つ
ま
で
も
無
視
さ
れ
た
り
、
誤
り
伝
え
ら
れ
た
り
し
て
い
る
間
は
、
日
本
に
対
す
る
ほ
ん
と
う
の
知
識
は
、
ぜ
っ
た
い
に
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い?１））。
日
本
を
理
解
す
る
た
め
に
、
宗
教
が
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
同
じ
よ
う
に
、
ハ
ー
ン
自
身
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
彼
の
文
章
に
反
映
さ
れ
て
い
る
宗
教
観
と
信
仰
心
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
仏
教
観
十
九
世
紀
科
学
思
想
と
の
一
致
論
を
中
心
と
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ス
キ
ン
ド
125
ラフカディオ・ハーンの仏教観
１ハ
ー
ン
の
思
想
の
支
流
詳
し
く
言
え
ば
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
思
想
に
は
、
⑴
汎
神
論
思
想
、
⑵
仏
教
（
業
、
輪
廻
、
因
果
）、
⑶
進
化
論
思
想
（
主
に
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
哲
学
や
自
然
科
学
思
想
）、
そ
し
て
、
⑷
霊
界
、
つ
ま
り
、
妖
怪
や
霊
（
生
霊
、
死
霊
）
へ
の
傾
倒
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
支
流
は
ハ
ー
ン
の
全
体
的
な
宗
教
観
に
合
流
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
ハ
ー
ン
の
宗
教
観
の
す
べ
て
の
局
面
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
ハ
ー
ン
の
思
想
の
中
軸
を
な
す
仏
教
と
科
学
思
想
の
関
係
に
絞
り
た
い
と
思
う
。
ハ
ー
ン
の
知
的
、
思
想
的
形
成
は
、
ヌ
マ
・
デ
ニ
・
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
（N
um
a D
enis F
ustel de C
oulanges,
一
八
三
〇
｜
一
八
八
九
）
の
『
古
代
都
市
』（L
a C
ite?
A
ntique
）
に
よ
っ
て
、
大
い
な
る
影
響
を
受
け
た?２）
。
多
神
教
の
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
に
憧
れ
、
幽
霊
や
先
祖
崇
拝
が
ま
だ
健
在
で
あ
っ
た
こ
の
文
明
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
、
こ
の
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
先
祖
崇
拝
も
、
死
者
へ
の
感
情
も
、
家
と
い
う
制
度
も
、
当
時
の
日
本
に
似
通
う
こ
と
に
驚
い
た?３）
。
し
か
し
、『
古
代
都
市
』
は
ハ
ー
ン
個
人
の
哲
学
や
宗
教
観
よ
り
も
む
し
ろ
、
彼
の
霊
魂
観
や
妖
怪
観
の
方
に
よ
り
影
響
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
ハ
ー
ン
の
考
察
は
、
仏
教
の
基
本
的
な
思
想
で
あ
る
業
（karm
a
）、
輪
廻
思
想
（rebirth
）、
そ
し
て
因
果
応
報
（
善
因
に
は
善
果
、
悪
因
に
は
悪
果
が
あ
る
こ
と
）
に
と
ど
ま
ら
ず
、
神
道
や
日
本
の
神
々
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
迷
信
や
信
仰
に
及
び
、
執
筆
の
対
象
と
な
っ
た
。
ハ
ー
ン
の
宗
教
観
や
思
想
に
関
し
て
は
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
、
科
学
思
想
、
特
に
、
進
化
論
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
（C
harles R
obert D
arw
im
,
一
八
〇
九
｜
一
八
八
二
）
の
理
論
に
基
づ
い
た
社
会
思
想
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ハ
ー
ン
は
彼
が
理
解
し
た
東
洋
思
想
（
主
に
仏
教
思
想
の
業
や
輪
廻
）
と
進
化
論
、
遺
伝
、
そ
し
て
適
者
生
存
の
理
論
と
を
相
互
に
当
て
嵌
め
よ
う
と
し
な
が
ら
、
東
西
思
想
と
の
新
し
い
融
合
を
目
指
し
た
。
こ
れ
は
ハ
ー
ン
の
思
想
の
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
大
雑
把
に
言
え
ば
、
ハ
ー
ン
は
仏
教
を
大
き
く
二
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
庶
民
の
迷
信
や
現
世
利
益
の
仏
教
と
、
彼
が
言
う“H
igher
 
B
udd-
hism
,”
（
直
訳
す
る
と
、
高
尚
な
仏
教
）と
に
区
別
を
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
ハ
ー
ン
の
日
本
語
へ
の
翻
訳
者
で
あ
る
平
井
呈
一
氏
は
、
ハ
ー
ン
の
“H
igher B
uddhism
”
を
「
大
乗
仏
教
」
と
翻
訳
し
た
が
、
こ
の
訳
が
適
切
か
ど
う
か
は
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ハ
ー
ン
が
よ
く“H
igher
 
B
uddhism
”
と
し
て
取
り
上
げ
る
仏
教
思
想
業
、
輪
廻
、
因
果
法
、
縁
起
法
な
ど
は
、
小
乗
仏
教
?正
確
に
は
、
上
座
部
｜T
herava?da
｜
）に
も
見
ら
れ
る
も
の
だ
し
、
そ
の
思
想
に
中
心
的
位
置
を
占
め
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
大
乗
仏
教
の
な
に
よ
り
の
特
色
で
あ
る
超
自
然
の
仏
や
菩
薩
、
極
楽
往
生
思
想
な
ど
を
、
ハ
ー
ン
は
、
む
し
ろ
迷
信
や
庶
民
の
信
仰
の
範
疇
に
入
る
と
見
な
し
て
い
た?１）
。
来
日
す
る
以
前
か
ら
、
ハ
ー
ン
は
仏
教
の
形
而
上
学
と
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
（H
erbert Spencer,
一
八
二
〇
｜
一
九
〇
三
）
の
哲
学
に
惹
か
れ
、
両
126
方
と
も
合
理
的
で
、
理
性
に
基
づ
い
た
点
に
お
い
て
、
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
て
い
た?５）
。
超
自
然
的
な
存
在
、
つ
ま
り
、
菩
薩
や
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
思
想
な
ど
を
信
じ
込
め
な
か
っ
た
ハ
ー
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
信
仰
を
レ
ベ
ル
の
低
い
も
の
と
し
て
理
解
し
た
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
ハ
ー
ン
の
仏
教
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
沿
っ
た
解
釈
に
過
ぎ
ず
、
彼
の
理
解
不
足
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
こ
の
時
代
の
産
物
で
あ
り
、
ハ
ー
ン
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
十
九
世
紀
後
半
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
達
は
、
セ
イ
ロ
ン
（
現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
）
が
正
統
仏
教
の
最
後
の
砦
だ
と
考
え
て
お
り
、
パ
ー
リ
語
で
書
か
れ
た
経
典
（
パ
ー
リ
語
聖
典
）
に
の
み
、
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
釈
迦
の
本
当
の
教
え
が
存
在
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
た
。
当
時
、
こ
の
理
論
を
進
め
た
の
は
、
セ
イ
ロ
ン
滞
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
公
務
員
で
あ
っ
た
ト
ー
マ
ス
・
リ
ズ
・
デ
ー
ビ
ッ
ズ
（T
hom
as R
hys
?Davids,
一
八
四
三
｜
一
九
二
二
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
パ
ー
リ
語
文
献
協
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
協
会
は
、
そ
の
仕
事
の
一
環
と
し
て
、
世
界
中
の
パ
ー
リ
語
聖
典
の
シ
ュ
ロ
の
葉
の
写
本
を
収
集
し
、
英
訳
し
た
。
リ
ズ
・
デ
ー
ビ
ッ
ズ
と
パ
ー
リ
語
文
献
協
会
は
、
実
在
し
た
ゴ
ー
タ
マ
仏
（
釈
迦
）
の
純
粋
仏
教
は
セ
イ
ロ
ン
や
南
ア
ジ
ア
に
し
か
存
在
し
な
い
と
し
、
そ
の
「
南
方
の
仏
教
」
を
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
仏
教
」
と
呼
び
、
科
学
的
、
合
理
的
、
道
理
的
な
も
の
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
北
方
の
仏
教
」（
大
乗
仏
教
）
は
、
迷
信
と
聖
職
者
の
政
略
に
よ
っ
て
堕
落
し
た
雑
種
体
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
よ
う
に
、
儀
式
形
式
化
さ
れ
、
聖
人
と
同
じ
く
、
菩
薩
の
仲
介
に
頼
り
、
聖
職
者
に
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
設
定
し
た?６）
。
パ
ー
リ
語
文
献
協
会
の
研
究
成
果
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
編
『
東
方
聖
典
叢
書
』
と
し
て
出
版
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ー
ン
は
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
２
汎
神
論
者
と
し
て
の
ハ
ー
ン
小
さ
い
時
か
ら
、
大
叔
母
（Sarah H
olm
es B
renane,
一
七
九
三
｜
一
八
七
一
）
が
ハ
ー
ン
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
た
が
、
自
由
思
想
家
で
あ
っ
た
ハ
ー
ン
は
固
く
拒
否
し
た
。
こ
の
時
か
ら
ハ
ー
ン
は
変
わ
っ
た
も
の
、
禁
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
に
強
く
惹
か
れ
る
傾
向
を
見
せ
て
い
た
。
こ
の
と
き
の
こ
と
を
彼
は
回
想
し
て
い
る
。
“
…I have pledged m
e to the
 
w
orship of the O
dd,the Q
ueer,the Strange,the E
xotic,and the
 
M
onstrous”
?変
わ
っ
た
も
の
、
奇
妙
な
も
の
、
不
可
思
議
な
も
の
、
エ
ク
ゾ
チ
ッ
ク
な
も
の
、
そ
し
て
奇
怪
な
も
の
へ
の
崇
拝
を
自
ら
に
誓
っ
た?７））。
十
五
歳
の
頃
に
は
、
大
叔
母
が
雇
っ
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
家
庭
教
師
の
教
え
や
戒
め
に
耳
を
傾
け
な
か
っ
た
と
い
う
。
ハ
ー
ン
自
身
、
自
分
が
汎
神
論
者
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
そ
の
家
庭
教
師
に
汎
神
論
は
邪
教
で
あ
る
と
警
告
さ
れ
た
か
ら
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
少
年
の
こ
ろ
、
草
の
な
か
に
仰
向
け
に
寝
こ
ろ
ん
で
、
夏
の
青
い
空
を
じ
っ
と
見
つ
め
な
が
ら
、
あ
あ
、
自
分
も
あ
の
な
か
へ
溶
け
こ
ん
で
し
ま
い
た
い
な
あ
！
あ
の
青
い
空
の
一
部
分
に
自
分
も
な
っ
て
し
ま
い
た
い
な
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あ
！
と
思
っ
た
こ
と
を
、
わ
た
く
し
は
今
で
も
憶
え
て
い
る
。
少
年
の
こ
ろ
の
こ
う
し
た
わ
た
く
し
の
空
想
に
は
、
信
心
ぶ
か
か
っ
た
当
時
の
家
庭
教
師
に
、
当
人
の
知
ら
な
い
責
任
が
あ
る
と
、
わ
た
く
し
は
信
じ
て
い
る
。
な
に
か
夢
み
た
い
な
、
た
わ
い
も
な
い
こ
と
を
わ
た
く
し
が
尋
ね
た
の
で
、
そ
の
教
師
は
、
自
分
が
考
え
て
い
る
「
汎
神
論
の
馬
鹿
々
々
し
さ
と
不
正
な
こ
と
」
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
お
か
げ
で
、
当
時
十
六
歳
の
ま
だ
若
い
す
な
お
な
年
頃
だ
っ
た
わ
た
く
し
は
、
さ
っ
そ
く
汎
神
論
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
わ
た
く
し
の
想
像
は
、
わ
た
く
し
に
大
空
を
運
動
場
に
し
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
自
分
が
大
空
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
し
む
け
た
の
で
あ
っ
た?８）
。
こ
の
若
さ
で
、
ハ
ー
ン
は
押
し
付
け
ら
れ
た
、
排
他
的
な
宗
教
の
一
切
を
否
定
し
、
自
分
の
良
心
、
感
受
性
に
従
っ
て
、
神
や
心
が
森
羅
万
象
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
宿
っ
て
い
る
と
見
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
仏
教
の
「
縁
起
法
」
?Dependent origination
）と
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
。
汎
神
論
思
想
は
「
神
」
や
「
心
」
の
存
在
が
宇
宙
の
す
べ
て
を
貫
く
こ
と
で
、
一
体
感
を
表
す
点
に
お
い
て
「
縁
起
」
に
似
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
持
っ
て
い
る
。
縁
起
は
、
す
べ
て
の
現
象
は
無
数
の
原
因
や
条
件
が
相
互
に
関
係
し
あ
っ
て
成
立
す
る
点
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
お
互
い
に
依
存
し
、
お
互
い
に
繫
が
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
一
体
で
あ
る
と
説
く
。
ハ
ー
ン
も
全
部
が
繫
が
っ
て
い
る
こ
と
、
す
べ
て
の
も
の
は
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
の
ち
、
ハ
ー
ン
は
自
分
に
と
っ
て
の
仏
教
の
よ
り
深
い
意
味
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。：F
or the B
uddha of the deeper B
udd-
hism is not G
autam
a,nor yet any one T
atha?gata,but sim
ply the
 
divine in m
an.C
hrysalides of the infinite w
e all are:each contains
 
a ghostly B
uddha,and the m
illions are but one.
（
高
尚
な
仏
教
の
仏
陀
は
、
ゴ
ー
タ
マ
で
は
な
い
。
ま
た
、
ど
ん
な
如
来
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
、
人
間
の
心
の
な
か
に
あ
る
仏
性
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
と
ご
と
く
み
な
、
無
限
無
窮
の
蛆
虫
で
あ
る
。
そ
の
蛆
虫
は
、
ど
れ
に
も
そ
の
な
か
に
霊
的
仏
陀
を
宿
し
、
百
千
万
億
、
す
べ
て
の
衆
生
は
み
な
一
体
で
あ
る
）。
明
治
期
の
時
勢
と
い
え
ば
、
啓
蒙
思
想
が
有
力
と
な
っ
て
い
た
が
、
明
治
二
十
年
以
降
、
ロ
マ
ン
主
義
も
次
第
に
顕
著
に
な
っ
た
。
そ
の
中
心
的
な
要
素
は
、
啓
蒙
主
義
・
進
化
論
と
結
び
つ
い
た
科
学
的
合
理
性
、
個
人
の
内
的
体
験
を
お
も
ん
じ
る
こ
と
で
あ
る?９）
。
こ
れ
ら
の
表
現
の
一
つ
の
場
が
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
世
界
博
覧
会
で
あ
っ
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
科
学
思
想
と
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
の
ロ
マ
ン
主
義
に
基
づ
い
た
「
科
学
的
宗
教
学
」
?the
 
scientific
 
study of religion
）と
が
十
九
世
紀
末
に
流
行
し
て
い
た
二
つ
の
流
れ
で
あ
る?10）
。
ハ
ー
ン
も
ま
た
こ
の
二
つ
の
風
潮
に
強
く
影
響
を
受
け
、
と
も
に
彼
の
思
想
の
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
く
、
日
本
の
ロ
マ
ン
主
義
も
啓
蒙
思
想
へ
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
、
啓
蒙
思
想
の
理
性
と
科
学
万
能
思
想
に
対
立
し
て
、
感
情
と
理
想
化
さ
れ
た
自
然
力
に
重
点
を
置
い
た
。
当
時
の
思
想
体
系
の
動
揺
に
よ
り
、
宗
教
、
哲
学
、
迷
信
、
そ
し
て
科
学
に
お
け
128
る
新
し
い
位
置
づ
け
と
定
義
づ
け
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
さ
ら
に
展
開
す
れ
ば
、
宗
教
は
不
合
理
で
あ
っ
て
一
種
の
よ
り
高
度
の
迷
信
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
科
学
は
合
理
的
で
、
理
性
と
時
代
向
上
精
神
に
適
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
宗
教
と
科
学
だ
け
で
す
べ
て
の
思
想
や
信
仰
の
諸
々
の
形
を
網
羅
す
る
と
は
い
え
な
い
。
汎
神
論
思
想
は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
論
争
が
発
生
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
汎
神
論
思
想
を
め
ぐ
っ
て
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヤ
コ
ー
ビ
（F
riedrich Jacobi,
一
七
四
三
｜
一
八
一
九
）
と
モ
ー
ゼ
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
（M
oses M
endelssohn,
一
七
二
九
｜
一
七
八
六
）
は
正
反
対
の
結
論
に
到
達
し
た
。
ヤ
コ
ー
ビ
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
は
じ
め
て
作
っ
た
人
で
、
神
は
す
べ
て
に
内
在
し
て
い
る
と
唱
え
る
汎
神
論
は
、
啓
蒙
思
想
期
の
理
性
崇
拝
に
基
づ
き
、
そ
の
唯
物
論
的
な
と
こ
ろ
に
必
ず
無
神
論
を
導
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
、
汎
神
論
が
有
神
論
に
等
し
い
と
訴
え
た
。
確
か
に
、
自
然
の
偉
大
さ
と
神
が
同
質
、
同
等
、
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
点
で
は
、
汎
神
論
思
想
は
ロ
マ
ン
主
義
に
共
通
す
る
要
素
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
合
理
と
理
性
を
中
心
と
す
る
啓
蒙
思
想
の
枠
外
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
ハ
ー
ン
の
思
想
に
は
、
き
れ
い
に
分
類
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
汎
神
論
を
信
じ
て
い
た
り
、
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
あ
っ
た
り
す
る
と
同
時
に
、
啓
蒙
思
想
を
堅
く
支
持
し
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
い
わ
ゆ
る
虚
無
的
な
思
想
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
啓
蒙
思
想
、
つ
ま
り
理
性
、
科
学
と
、
ロ
マ
ン
主
義
が
唱
え
て
い
る
自
然
の
偉
大
さ
、
感
情
、
そ
し
て
直
感
に
よ
る
啓
示
や
閃
き
と
は
、
か
な
ら
ず
相
反
す
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
３
ハ
ー
ン
と
仏
教
と
の
出
会
い
ハ
ー
ン
の
中
で
、
仏
教
思
想
へ
の
関
心
が
芽
生
え
た
の
が
い
つ
か
ら
な
の
か
は
、
は
っ
き
り
と
摑
み
難
い
。
カ
ー
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（C
arl Jackson
）
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
ー
ン
の
東
洋
思
想
や
宗
教
に
対
す
る
関
心
は
、
知
的
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
独
自
の
も
の
で
も
あ
る
。
彼
は
生
涯
、
真
理
の
探
求
者
と
し
て
様
々
な
宗
教
や
思
想
を
試
着
し
、
自
ら
の
肌
に
合
う
も
の
を
求
め
続
け
て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
、
十
五
歳
で
汎
神
論
者
だ
と
自
ら
名
乗
り
、
そ
の
後
、
仏
教
に
熱
中
し
、
そ
し
て
、
や
が
て
ス
ペ
ン
サ
ー
主
義
を
標
榜
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
知
的
な
レ
ベ
ル
で
は
進
化
論
と
不
可
知
論
を
固
く
信
じ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
心
の
中
は
汎
神
論
で
あ
り
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
で
も
あ
っ
た?11）
。
一
八
七
九
年
に
ハ
ー
ン
は
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
の
新
聞
に
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ア
ー
ノ
ル
ド
（E
dw
in
 
A
rnold,
一
八
三
二
｜
一
九
〇
四
）
の
名
作T
he
 
L
ight of A
sia
?『
ア
ジ
ア
の
光
』）の
批
評
を
書
い
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
益
々
仏
教
へ
の
関
心
が
募
る
一
方
と
な
る
。
友
人
の
一
人
Ｗ
・
Ｄ
・
オ
・
コ
ー
ナ
ー
?W
.D
.
O
’C
onnor
）宛
の
書
簡
で
は
次
の
よ
う
に
仏
教
を
絶
賛
し
て
い
る
。
ア
ー
ノ
ル
ド
の
『
ア
ジ
ア
の
光
』“L
ight of A
sia”
の
素
晴
ら
し
い
新
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版
を
御
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？
そ
れ
は
私
を
魅
惑
し
ま
し
た
妙
に
新
し
い
美
し
い
礼
拝
の
香
料
で
私
の
心
を
薫
ら
し
た
よ
う
で
す
。
畢
竟
、
或
る
秘
密
な
形
式
の
仏
教
が
未
来
の
宗
教
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
。
遊
牧
の
民
か
ら
文
化
人
へ
数
限
り
の
な
い
野
獣
の
形
を
通
し
て
蛆
か
ら
王
へ
の
広
大
な
進
化
に
転
生
の
循
環
が
実
際
に
証
拠
立
て
ら
れ
て
い
ま
せ
ぬ
か
？
凡
て
近
代
哲
学
の
傾
向
は
眼
に
見
え
る
物
は
眼
に
見
え
な
い
神
の
流
出
で
あ
り
、
一
つ
の
迷
想
で
あ
り
至
高
の
夢
の
創
造
か
、
或
は
そ
の
夢
の
影
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
古
代
印
度
人
の
教
え
を
認
容
す
る
方
へ
向
っ
て
来
て
い
ま
せ
ぬ
か
？
…
最
後
に
、
こ
の
相
互
関
係
動
物
と
人
間
の
同
胞
関
係
を
私
達
に
承
服
さ
せ
る
た
め
の
ロ
マ
ネ
ス
ヴ
ィ
ニ
ヨ
リ
の
努
力
は
ゴ
ー
タ
マ
に
依
っ
て
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
真
人
が
東
洋
の
信
仰
を
説
く
事
に
依
っ
て
西
洋
の
全
宗
教
界
を
今
根
本
的
に
改
造
す
る
事
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
考
え
を
私
は
有
っ
て
い
ま
す?12）
。
そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
滞
在
時
（
一
八
八
〇
年
頃
）
か
ら
益
々
仏
教
に
傾
倒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る?13）
。
当
時
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
（F
rielrich M
ax M
u?ller,
一
八
二
三
｜
一
九
〇
〇
）
の
編
纂
し
た
『
東
方
聖
典
叢
書
』
の
翻
訳
が
出
て
、
多
く
の
西
洋
人
に
仏
教
思
想
が
紹
介
さ
れ
た
。
ハ
ー
ン
の
信
仰
の
中
で
、
仏
教
思
想
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
時
期
に
、
彼
は
勤
め
て
い
た
「
タ
イ
ム
ズ
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
」
紙
に
よ
く
投
稿
し
て
い
た
Ａ
・
Ｃ
・
ダ
ン
ロ
（A
.C
.
D
unro
）
の
甥
で
あ
る
オ
ス
カ
ー
・
ジ
ェ
リ
ー
・
ク
ロ
ズ
ビ
ー
（O
scar Jerry C
rosby
）
か
ら
ス
ペ
ン
サ
ー
の
『
第
一
原
理
』
?First P
rinciples
）
を
勧
め
ら
れ
、
そ
れ
を
読
破
し
、
す
っ
か
り
ス
ペ
ン
サ
ー
の
総
合
哲
学
?Synthetic P
hilosophy
）の
虜
に
な
っ
た
。
そ
の
出
会
い
か
ら
、
ハ
ー
ン
の
人
生
観
や
世
界
観
が
一
変
し
た
。
友
人
で
あ
る
ク
レ
ビ
エ
ル
宛
の
手
紙
に
次
の
よ
う
に
自
分
の
気
持
ち
を
表
し
た
「
今
ま
で
の
自
分
の
東
洋
哲
学
の
研
究
は
、
ま
っ
た
く
時
間
の
浪
費
だ
っ
た
。」
と?14）
。
し
か
し
、「
東
洋
哲
学
」
の
範
疇
に
収
ま
る
仏
教
に
対
す
る
関
心
が
消
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
益
々
熱
心
に
仏
教
思
想
（
主
に
仏
教
の
因
果
・
輪
廻
思
想
と
進
化
論
思
想
）
と
科
学
と
の
思
想
上
の
一
致
や
調
和
に
努
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
４
ハ
ー
ン
の
仏
教
観
ハ
ー
ン
の
全
作
品
の
大
半
は
宗
教
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
し
て
、
彼
自
身
、
日
本
を
理
解
す
る
た
め
に
、
日
本
の
宗
教
や
信
仰
を
考
察
す
る
必
要
を
認
め
た
が
、
自
ら
の
信
仰
心
は
そ
れ
ほ
ど
厚
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
教
義
や
硬
い
定
説
に
溢
れ
る
組
織
化
さ
れ
た
宗
教
を
生
涯
固
く
拒
否
し
た
。
ハ
ー
ン
は
自
ら
述
べ
て
い
る
。「
私
は
『
信
仰
』
と
か
ド
グ
マ
と
か
い
う
も
の
を
少
し
も
信
じ
て
い
な
い
こ
と
は
ご
存
知
の
通
り
で
す?15）
。」
ア
メ
リ
カ
滞
在
期
か
ら
ハ
ー
ン
の
仏
教
に
関
す
る
興
味
が
芽
生
え
、
日
本
に
着
い
て
か
ら
、
そ
れ
は
益
々
顕
著
に
な
っ
た
。
終
生
、
彼
の
仏
教
に
対
す
る
基
130
本
的
な
姿
勢
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
哲
学
上
の
信
者
で
は
あ
っ
て
も
、
信
仰
者
で
は
な
か
っ
た
。
外
国
人
と
し
て
、
明
治
時
代
の
日
本
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
ベ
ー
シ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（B
asil H
all C
ham
berlain,
一
八
五
〇
｜
一
九
三
五
）
宛
の
書
簡
の
中
で
、
い
ず
れ
の
宗
教
で
あ
っ
て
も
そ
の
教
徒
に
は
な
れ
な
い
が
、
も
し
自
分
に
と
っ
て
信
仰
が
可
能
な
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
仏
教
に
ち
が
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
?If it w
ere pos-
sible for m
e to adopt a faith,I should adopt it
﹇B
uddhism ?16
）﹈.
）ま
た
、
彼
が“M
y F
irst D
ay in the O
rient”
「
極
東
第
一
日
」
と
し
て
、
日
本
に
到
着
し
て
最
初
の
一
日
の
印
象
を
書
き
と
め
た
も
の
が
、
数
年
後
「
日
本
瞥
見
記
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
（G
lim
pses of U
nfam
iliar Japan
に
収
録
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
ハ
ー
ン
は
お
寺
を
訪
ね
、
若
い
寺
僧
と
次
の
よ
う
な
対
話
を
し
て
い
る
。
「
あ
な
た
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。」（
僧
侶
）
わ
た
く
し
は
正
直
に
答
え
る
。
「
い
い
え
。」（
ハ
ー
ン
）
「
仏
教
徒
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。」
「
そ
う
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。」
「
仏
教
の
信
者
で
お
い
で
で
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
御
喜
捨
を
な
さ
る
の
で
す
か
。」
「
わ
た
し
は
釈
迦
の
教
え
の
美
し
い
こ
と
と
、
そ
の
教
え
を
奉
じ
て
い
る
人
た
ち
の
信
仰
を
尊
敬
し
ま
す
か
ら
。」
「
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
に
も
、
仏
教
徒
は
お
り
ま
す
か
。」
「
す
く
な
く
と
も
、
仏
教
哲
学
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
も
の
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
ね?17）
。」
ハ
ー
ン
の
仏
教
に
対
す
る
関
心
は
、
仏
教
の
奥
深
い
教
学
や
計
り
知
れ
な
い
哲
学
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
西
洋
の
文
化
や
宗
教
か
ら
逃
亡
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
そ
の
関
心
を
育
て
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ハ
ー
ン
が
た
だ
新
奇
を
求
め
る
が
ゆ
え
に
、
仏
教
に
惹
か
れ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
上
記
の
対
話
と
殆
ど
同
じ
時
期
に
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
世
界
博
覧
会
（
一
八
九
三
）
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
博
覧
会
で
は
東
西
の
宗
教
史
上
の
画
期
的
な
一
齣
が
あ
っ
た
。「
万
国
宗
教
会
議
」
が
開
か
れ
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
人
に
大
乗
仏
教
を
紹
介
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
日
本
側
の
注
目
す
べ
き
二
人
の
参
加
者
は
、
臨
済
宗
の
僧
で
あ
る
釈
宗
演
?一
八
五
九
｜
一
九
一
九
）と
そ
の
弟
子
の
鈴
木
大
拙
?一
八
七
〇
｜
一
九
六
六
）で
、
大
拙
は
後
に
西
洋
へ
の
禅
の
紹
介
者
の
第
一
人
者
に
な
る
人
物
だ
っ
た
。
当
時
、
仏
教
が
高
く
評
価
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
仏
教
のana?tm
an
?無
我
）思
想
が
当
時
、
芽
生
え
て
い
た
新
心
理
学
と
合
致
し
、
更
に
、
天
地
創
造
説
つ
ま
り
、
創
造
者
で
あ
る
絶
対
的
な
神
｜
を
否
定
し
て
お
り
、
優
勢
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
進
化
論
思
想
や
唯
物
論
思
想
に
ぴ
っ
た
り
と
一
致
し
て
い
る
と
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た?18）
。
131
ラフカディオ・ハーンの仏教観
明
治
二
十
年
代
は
、
諸
宗
教
、
諸
思
想
の
坩
堝
で
あ
っ
た
。
世
界
博
覧
会
の
日
本
代
表
の
一
人
で
あ
っ
た
岸
本
能
武
太
?一
八
六
五
｜
一
九
二
八
）は
、
当
時
の
日
本
を
「
宗
教
の
戦
場
」
に
喩
え
、
キ
リ
ス
ト
教
と
他
宗
教
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
不
可
知
論
」、
コ
ン
ト
（A
uguste C
om
te,
一
七
九
八
｜
一
八
五
七
）
の
唯
物
論
、
そ
し
て
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
（A
rthur Schopenhauer,
一
七
八
八
｜
一
八
六
〇
）
の
悲
観
主
義
が
あ
り
、
無
神
、
無
宗
教
の
流
れ
と
伝
統
的
宗
教
と
が
争
っ
て
い
た
と
い
う?19）
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
特
に
仏
教
と
科
学
思
想
（
進
化
論
）
と
の
一
致
性
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ン
は
熱
心
に
論
述
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
ハ
ー
ン
の
仏
教
観
は
、
仏
教
が
自
然
の
働
き
に
適
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
人
間
の
倫
理
に
一
番
適
切
で
あ
る
こ
と
を
大
き
な
二
つ
の
論
点
と
し
て
い
る
。
ハ
ー
ン
の
考
え
で
は
科
学
思
想
と
仏
教
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
は
、
西
洋
宗
教
（
主
に
キ
リ
ス
ト
教
）
の
成
り
立
つ
礎
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
下
記
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
仏
教
思
想
と
科
学
思
想
の
一
致
に
到
達
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
、
ハ
ー
ン
は
述
べ
て
い
る
。（
１
）
一
切
の
も
の
の
結
合
の
不
安
定
は
仏
教
語
で
い
う
「
諸
行
無
常
」
に
当
た
る
こ
と
。（
２
）
遺
伝
の
倫
理
的
意
味
と
精
神
の
教
訓
及
び
道
徳
上
の
向
上
の
義
務
は
、「
業
」
と
輪
廻
の
働
き
の
結
び
つ
き
に
似
て
お
り
、
仏
教
哲
学
の
中
核
を
な
す
「
中
道
」
は
、
唯
心
論
と
唯
物
論
の
よ
う
な
極
端
な
二
元
論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
見
破
り
、
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
。（
３
）
縁
起
法
に
よ
る
と
、
す
べ
て
の
現
象
は
関
係
し
合
っ
て
お
り
、
宇
宙
の
創
造
以
前
か
ら
世
界
と
隔
絶
し
て
存
在
し
て
い
る
全
能
の
造
物
主
を
認
め
な
い
こ
と
に
な
る
こ
と
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
仏
教
と
科
学
思
想
と
は
共
通
し
て
い
る
。（
４
）
最
後
に
、
永
久
不
滅
の
霊
魂
は
仏
教
で
も
、
科
学
で
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
ハ
ー
ン
は
い
う
。
さ
て
最
後
に
、
仏
教
は
、
い
っ
さ
い
の
結
合
の
不
安
定
で
あ
る
こ
と
や
、
遺
伝
の
倫
理
的
意
義
や
、
精
神
的
進
化
の
教
訓
、
道
義
上
の
向
上
の
義
務
な
ど
に
つ
い
て
、
十
九
世
紀
の
思
想
と
著
し
く
同
調
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
そ
れ
は
ま
た
、
西
独
の
唯
心
論
と
唯
物
論
の
学
説
や
、
造
物
主
と
特
殊
な
創
造
に
つ
い
て
の
所
説
、
ま
た
霊
魂
不
滅
の
信
念
な
ど
を
一
様
に
し
り
ぞ
け
て
い
る
点
で
も
、
現
代
科
学
と
軌
を
一
に
し
て
い
る?20）
。
ハ
ー
ン
は
、
宗
教
の
す
べ
て
を
排
斥
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
宗
教
を
信
仰
す
る
人
々
が
盲
従
す
る
教
学
と
独
断
的
な
教
理
の
結
合
は
拒
否
す
る
が
、
宗
教
心
そ
の
も
の
を
支
え
る
感
情
、
神
秘
、
未
知
、
見
え
な
い
世
界
へ
の
憧
れ
の
気
持
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ン
は
人
間
の
欠
か
せ
な
い
一
部
と
し
て
認
め
て
い
た
。
彼
の
中
で
単
な
る
教
学
と
こ
の
感
情
は
異
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
は
言
う
。
単
な
る
教
義
と
し
て
の
宗
教
は
、
け
っ
き
ょ
く
滅
び
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
進
化
論
の
研
究
が
到
達
し
た
ひ
と
つ
の
結
論
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
人
間
132
の
感
情
と
し
て
の
宗
教
、
つ
ま
り
、
人
間
を
も
、
星
辰
を
も
、
ひ
と
し
く
形
成
す
る
、
未
知
の
力
に
対
す
る
信
仰
と
し
て
の
宗
教
が
、
こ
れ
も
と
も
に
跡
形
も
な
く
滅
び
て
し
ま
う
と
は
、
こ
ん
に
ち
の
と
こ
ろ
、
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い?21）
。
ハ
ー
ン
は
、
教
義
の
結
合
と
し
て
の
宗
教
を
排
除
す
べ
き
も
の
と
見
な
し
て
い
た
が
、
宗
教
に
は
不
要
で
な
い
、
も
う
ひ
と
つ
の
機
能
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
宗
教
は
、
自
ら
を
方
便
と
し
て
、
単
な
る
寓
話
で
は
な
く
、
命
の
真
理
、
神
秘
を
比
喩
的
に
説
明
し
て
く
れ
る
役
目
を
果
た
す
と
い
う
点
で
あ
る
。
彼
は
、
永
久
の
命
は
な
く
、
神
様
か
ら
の
愛
（
理
想
化
さ
れ
た
配
慮
）
に
頼
る
こ
と
の
な
い
、
人
間
相
互
の
愛
や
気
配
り
以
外
の
救
済
力
は
な
い
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
ハ
ー
ン
は
、
世
界
の
救
済
の
責
任
は
人
間
の
手
に
あ
る
と
固
く
主
張
す
る
こ
と
で
、
実
践
的
な
宗
教
を
勧
め
た
。
以
下
の
よ
う
な
ハ
ー
ン
自
身
の
言
葉
が
あ
る
。
人
間
相
互
の
愛
の
ほ
か
に
、
神
の
愛
な
ん
て
も
の
は
、
こ
の
世
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
、
全
知
全
能
の
神
だ
の
、
救
世
主
だ
の
、
守
護
神
だ
の
、
そ
ん
な
も
の
は
ど
こ
に
も
あ
り
は
し
な
い
、
け
っ
き
ょ
く
、
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
以
外
に
、
た
よ
れ
る
よ
う
な
逃
げ
場
は
何
も
も
っ
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
よ
く
言
い
ふ
く
め
た
上
で
、
信
仰
と
い
う
も
の
は
、
い
つ
か
消
滅
し
て
し
ま
う
も
の
な
の
だ
ろ
う?22）
。
ハ
ー
ン
は
、
全
知
全
能
の
神
の
存
在
を
き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
救
世
主
も
守
護
神
も
認
め
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
西
洋
の
宗
教
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
日
本
で
有
力
な
浄
土
教
を
は
じ
め
と
す
る
他
力
の
宗
教
も
「
方
便
」
の
範
疇
に
入
っ
て
い
る
。
ハ
ー
ン
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、
自
ら
が
確
固
た
る
自
力
の
信
者
で
、
災
い
も
救
済
も
、「
自
己
」
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
述
べ
る
「
自
己
」
は
「
他
（
ほ
か
）」
を
排
斥
し
な
い
。「
自
」
の
中
に
「
他
」
が
存
在
し
、
他
の
中
に
「
自
」
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
ハ
ー
ン
が
傾
倒
す
る
一
体
化
の
思
想
、
汎
神
論
や
縁
起
思
想
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
仏
教
の
縁
起
法
で
説
く
相
互
依
存
関
係
で
は
、「
自
」・
「
他
」
の
区
別
は
存
在
せ
ず
、
世
界
の
全
て
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
て
、
一
体
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
と
他
と
い
う
二
元
論
的
思
考
を
破
却
し
、
仏
教
の
不
二
法
門
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
体
性
を
あ
ら
わ
に
す
る
原
因
は
進
化
の
容
赦
な
い
働
き
だ
と
ハ
ー
ン
は
述
べ
た?23）
。
そ
し
て
、
最
後
に
ハ
ー
ン
の
汎
神
論
に
説
か
れ
て
い
る
、
神
が
世
界
と
質
的
に
同
一
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
相
互
依
存
関
係
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
森
羅
万
象
を
貫
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
一
体
性
だ
け
な
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
は
、
仏
教
に
つ
い
て
の
知
識
を
、
来
日
以
前
に
は
、
西
洋
人
の
仏
教
学
者
（
主
に
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
）
が
書
い
た
本
か
ら
吸
収
し
た
。
来
日
し
て
か
ら
も
、
仏
教
思
想
や
仏
教
の
信
仰
の
形
が
興
味
の
中
心
に
あ
り
、
執
筆
の
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大
半
を
占
め
て
い
た
。
日
本
語
が
読
め
な
か
っ
た
ハ
ー
ン
は
、
知
り
合
い
や
友
達
の
翻
訳
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、O
ut of the E
ast
（『
東
の
国
か
ら
』）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
横
浜
で
」（In Y
okoham
a
）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
に
は
、
ハ
ー
ン
と
あ
る
老
僧
と
の
対
話
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
僧
侶
と
の
会
話
が
ハ
ー
ン
の
情
報
収
集
の
大
き
な
手
段
で
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ハ
ー
ン
の
宗
教
観
の
お
よ
そ
の
輪
郭
は
は
っ
き
り
と
摑
ま
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
一
生
に
亘
っ
て
一
貫
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
は
、
死
後
も
な
ん
ら
か
の
存
在
が
続
く
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
動
揺
し
、
一
定
の
意
見
や
観
念
に
到
達
し
な
か
っ
た
。
ハ
ー
ン
の
仏
教
学
を
め
ぐ
っ
て
の
理
解
力
は
か
な
り
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
仏
教
の
原
典
も
読
め
ず
、
日
本
在
住
中
も
、
仏
教
の
思
想
を
説
明
す
る
た
め
の
日
本
語
力
も
充
分
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ハ
ー
ン
の
仏
教
把
握
は
不
完
全
な
も
の
だ
っ
た
し
、
誤
っ
た
理
解
や
解
釈
が
生
じ
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
特
に
仏
性
や
「
如
来
蔵
」
と
い
う
大
乗
仏
教
の
観
念
は
、
ハ
ー
ン
に
は
仏
教
が
永
久
の
霊
魂
の
存
在
を
肯
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
映
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
横
浜
で
」
の
中
で
、
老
僧
は
如
来
蔵
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
ハ
ー
ン
が
書
き
留
め
た
老
僧
の
言
葉
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
宇
宙
は
す
な
わ
ち
こ
れ
、
無
窮
無
辺
の
実
在
の
発
散
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
る
。
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
実
在
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
は
申
さ
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
各
自
の
「
自
我
」
の
根
源
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
は
十
界
諸
法
の
一
念
つ
ま
り
、
宇
宙
の
心
な
の
で
あ
り
ま
す
る
。
で
あ
る
か
ら
い
た
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
は
、
宇
宙
我
と
い
う
も
の
が
、
最
初
の
迷
い
の
因
果
と
い
っ
し
ょ
に
す
で
に
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
な
。
そ
う
し
て
、
こ
の
「
自
我
」
の
根
源
が
、
迷
い
の
因
果
の
中
に
包
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
状
態
、
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
方
で
は
『
如
来
蔵
』
も
し
く
は
『
仏
胎
』
と
申
し
て
お
り
ま
す
る
。
わ
れ
わ
れ
が
み
な
、
汗
水
た
ら
し
て
励
み
努
め
る
、
そ
の
究
極
の
目
的
は
何
か
と
申
す
と
、
け
っ
き
ょ
く
そ
れ
は
、
無
窮
無
辺
の
『
自
我
の
根
源
』
に
還
る
こ
と
な
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
『
自
我
の
根
源
』
と
申
す
も
の
が
、
こ
れ
が
つ
ま
り
、
仏
の
本
体
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
な?24）
。
「
如
来
蔵
」
は
大
乗
仏
教
に
お
け
る
中
心
思
想
で
あ
り
、
理
解
し
難
く
、
誤
解
さ
れ
や
す
い
観
念
で
あ
る
。
ま
ず
、「
如
来
蔵
」
を
直
訳
す
る
と
、
如
来
（
仏
の
最
も
高
い
称
号
で
あ
っ
て
、
修
行
完
成
後
に
至
る
も
の
）
の
胎
（
子
宮
）
を
意
味
す
る
。
胎
は
比
喩
的
に
解
釈
す
れ
ば
、
衆
生
の
胎
内
の
こ
と
で
、
仏
に
な
り
う
る
可
能
性
（
悟
り
の
性
質
）
を
宿
す
と
こ
ろ
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
更
に
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
）
如
来
の
絶
対
身
と
い
う
意
味
。
二
）
真
実
性
で
あ
る
如
来
は
無
差
別
の
総
体
で
あ
る
と
い
う
意
味
。
三
）
す
べ
て
の
生
き
物
の
中
に
は
如
来
の
胚
種
が
存
在
す
る
と
い
う
意
味?25）
。
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「
横
浜
で
」
で
老
僧
は
こ
の
如
来
蔵
思
想
を
ハ
ー
ン
に
語
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ハ
ー
ン
の
「
自
我
の
根
源
は
宇
宙
の
心
で
あ
っ
て
、
人
間
の
究
極
の
目
的
は
無
窮
無
辺
で
あ
る
自
我
の
根
源
に
還
る
」
と
い
う
考
え
は
、
バ
ラ
モ
ン
教
及
び
ヒ
ン
ズ
ー
教
に
あ
る
ブ
ラ
フ
マ
ン
（B
rahm
an
）
の
思
想
を
連
想
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ヒ
ン
ズ
ー
教
で
は
、
人
間
が
こ
の
世
を
去
る
と
、
宇
宙
の
心
で
あ
る
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
戻
り
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
一
体
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遥
か
に
二
元
的
思
索
を
超
え
、
自
他
の
区
別
が
自
ら
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
。
し
か
し
、
老
僧
の
話
を
聞
い
た
ハ
ー
ン
が
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
と
も
「
如
来
蔵
」
の
正
し
い
理
解
を
得
た
か
ど
う
か
は
知
る
術
は
な
い
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
の
宗
教
観
の
も
う
一
つ
の
主
要
な
テ
ー
マ
は
、
宗
教
と
科
学
と
の
間
に
、
道
徳
が
ど
う
い
う
位
置
を
占
め
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
答
は
「
業
」（
カ
ル
マ
）
思
想
と
「
進
化
論
」
に
よ
っ
て
道
徳
の
位
置
が
決
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
５
ハ
ー
ン
の
「
業
」
思
想
今
日
で
は
、
ハ
ー
ン
は
、
日
本
文
化
や
仏
教
を
解
釈
し
、
西
洋
人
に
紹
介
し
た
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
ハ
ー
ン
は
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
解
釈
者
で
も
あ
り
、
多
く
の
仏
教
に
関
す
る
論
述
中
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
思
想
と
仏
教
の
思
想
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
共
通
点
を
引
き
出
し
、
深
み
の
あ
る
分
析
を
し
た
。
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
は
、
仏
教
と
科
学
（
進
化
論
思
想
）
は
相
互
排
他
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
科
学
的
な
枠
組
を
通
じ
て
仏
教
が
解
釈
で
き
る
と
同
時
に
、
仏
教
的
な
枠
組
み
で
進
化
論
の
基
本
的
な
思
想
が
よ
り
簡
単
に
理
解
で
き
る
と
信
じ
て
い
た
。
こ
の
二
つ
の
思
想
体
系
を
結
び
つ
け
る
の
が
、
業
と
因
果
応
報
思
想
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ハ
ー
ン
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
仏
教
思
想
の
な
か
に
は
、
西
洋
の
近
代
進
化
思
想
に
驚
く
ほ
ど
の
相
似
を
示
し
て
い
る
も
の
が
あ
っ
て
、
西
洋
の
思
想
と
は
最
も
遠
く
隔
っ
た
仏
教
思
想
が
、
近
代
科
学
か
ら
借
り
た
図
解
と
こ
と
ば
の
助
け
に
よ
っ
て
、
け
っ
こ
う
う
ま
く
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
理
由
で
、
涅
槃
の
教
え
は
ま
ず
と
も
か
く
と
し
て
、
高
尚
な
仏
教
の
な
か
の
顕
著
な
教
え
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
よ
か
ろ
う
か
と
思
う
。
1
?
実
在
は
、
た
だ
一
つ
で
あ
る
。
2
?
意
識
は
、
真
の
自
我
で
は
な
い
。
3
?
物
と
は
、
行
為
と
思
考
の
力
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
、
現
象
の
総
和
で
あ
る
。
4
?
一
切
の
客
観
的
・
主
観
的
存
在
は
、「
因
果
応
報
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
。
現
在
は
過
去
の
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
と
過
去
の
行
為
と
が
結
び
合
っ
て
、
未
来
の
状
態
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
…
…
言
い
か
え
れ
ば
、
物
質
の
世
界
と
精
神
（
有
限
の
）
の
世
界
と
は
、
そ
の
進
化
の
う
ち
に
、
厳
然
た
る
道
徳
的
秩
序
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る?26）
。
「
業
」
思
想
、
と
い
う
の
は
、
ハ
ー
ン
の
思
想
、
人
生
観
そ
の
も
の
を
貫
い
て
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い
た
。
中
村
元
の
『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
業
」
の
主
な
定
義
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
）
な
す
は
た
ら
き
。
作
用
。
二
）
人
間
の
な
す
行
為
。
ふ
る
ま
い
。
行
為
の
は
た
ら
き
。
行
な
い
。
動
作
。
普
通
、
身
・
口
・
意
の
三
業
に
分
か
つ
。
身
と
口
と
意
と
の
な
す
一
切
の
わ
ざ
。
す
な
わ
ち
、
身
体
の
動
作
、
口
で
い
う
こ
と
ば
、
心
に
意
思
す
る
考
え
の
す
べ
て
を
総
称
す
る
。
三
）
行
為
の
残
す
潜
在
的
な
余
力
（
業
力?27））。
「
業
」
の
解
説
で
中
村
氏
が
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
本
来
は
、
た
だ
行
為
を
指
し
て
い
た
が
、
後
に
、
因
果
応
報
思
想
と
結
合
し
て
、
以
前
か
ら
存
続
し
て
は
た
ら
く
一
種
の
力
と
み
な
さ
れ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
一
つ
の
行
為
は
、
必
ず
善
悪
・
苦
楽
の
果
報
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
に
業
に
よ
る
輪
廻
思
想
が
生
ま
れ
、
業
が
前
世
か
ら
来
世
に
ま
で
引
き
伸
ば
さ
れ
て
説
か
れ
る
に
い
た
る?28）
。
ハ
ー
ン
の
「
業
」
に
お
け
る
解
釈
は
、
単
な
る
「
行
為
」
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
莫
大
な
規
模
の
も
の
で
、
宇
宙
全
体
が
業
の
働
き
に
包
含
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
「
業
」
の
容
赦
な
い
働
き
を
考
え
る
と
、
仏
教
の
も
う
一
つ
の
非
常
に
大
切
で
、
根
本
的
な
観
念
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
つ
ま
り
、
宇
宙
の
す
べ
て
の
現
象
、
森
羅
万
象
が
お
互
い
に
働
き
あ
う
か
ら
こ
そ
物
事
が
成
立
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
が
縁
起
法
に
直
結
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
独
立
自
存
の
も
の
は
存
在
せ
ず
、
い
ず
れ
か
の
条
件
や
原
因
を
と
り
の
ぞ
け
ば
、
お
の
ず
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
の
「
業
」
の
解
釈
は
仏
教
の
定
義
に
反
し
な
い
も
の
だ
が
、
ハ
ー
ン
な
り
の
特
徴
が
内
在
し
て
い
る
。
ハ
ー
ン
の
解
釈
に
よ
る
と
、
人
間
の
実
体
は
「
業
」、
す
な
わ
ち
個
人
が
冒
し
た
行
動
や
言
動
の
総
体
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
自
我
（“self”
）
は
業
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
の
だ
。
ハ
ー
ン
自
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
が
「
自
我
セ
ル
フ
」
と
い
っ
て
い
る
こ
の
「
業
我
カルマ・エゴ」
は
、
心
で
あ
り
、
体
で
あ
る
。
心
も
、
体
も
、
ふ
た
つ
な
が
ら
不
断
に
衰
耗
し
、
不
断
に
新
し
く
な
る
も
の
で
あ
る?29）
。」
「
業
」
の
働
き
を
有
機
的
な
自
然
作
用
と
し
て
解
釈
し
、
物
質
が
解
体
と
合
成
を
か
わ
る
が
わ
る
繰
り
返
す
原
動
力
で
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
合
成
と
解
体
が
絶
え
間
な
く
お
互
い
に
入
れ
替
わ
る
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
カ
ル
マ
（
業
）
の
働
き
に
よ
っ
て
物
事
の
生
成
と
消
滅
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
ハ
ー
ン
の
言
葉
を
借
り
る
と
、「
こ
の
『
業
』
が
、
な
ん
ら
か
の
形
と
状
態
の
な
か
で
生
々
死
々
す
る
ほ
か
に
、
生
死
と
い
う
も
の
は
な
い
の
で
あ
る?30）
」。
ハ
ー
ン
の
仏
教
観
に
よ
る
と
、
宇
宙
そ
の
も
の
も
業
の
働
き
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
宇
宙
の
材
料
で
あ
る
原
子
が
物
質
の
最
小
の
単
位
と
し
て
不
滅
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
宇
宙
の
す
べ
て
の
現
象
も
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
の
再
生
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
こ
と
を
言
う
。
こ
の
点
で
ハ
ー
ン
の
見
た
「
業
」
と
136
「
輪
廻
」
と
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
領
域
が
あ
る
よ
う
だ
。
仏
教
思
想
上
、
確
か
に
業
は
輪
廻
転
生
に
拍
車
を
掛
け
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、
ハ
ー
ン
の
考
え
方
に
は
同
一
視
す
る
気
味
が
多
少
あ
る
。
素
人
と
し
て
科
学
思
想
や
仏
教
哲
学
に
興
味
を
持
っ
た
ハ
ー
ン
だ
が
、
天
性
の
文
学
者
と
し
て
の
、
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
性
格
は
流
石
に
強
か
っ
た
。
存
在
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
冷
静
な
仏
教
者
と
し
て
の
自
分
と
、
空
想
家
と
し
て
の
自
分
は
、
ハ
ー
ン
の
相
容
れ
な
い
二
つ
の
顕
著
な
要
素
だ
っ
た
。
彼
は
、
格
調
高
く
、
華
や
か
な
文
体
で
、
物
体
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
感
情
そ
の
も
の
も
復
活
で
き
る
か
ど
う
か
、
永
遠
に
続
く
か
ど
う
か
を
さ
ぐ
る
。
ハ
ー
ン
は
言
う
。
「
そ
こ
に
は
復
活
が
あ
る
。
西
洋
の
信
仰
が
夢
想
し
て
い
る
復
活
な
ど
よ
り
、
も
っ
と
途
方
も
な
い
復
活
が
あ
る
。
死
滅
し
た
感
情
は
、
死
滅
し
た
太
陽
や
月
と
同
じ
よ
う
に
、
確
実
に
生
き
か
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
ん
に
ち
認
め
う
る
限
り
で
は
、
同
一
の
個
性
が
ま
た
元
に
還
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
再
現
は
、
か
な
ら
ず
、
前
生
に
存
在
し
て
い
た
も
の
の
結
合
し
直
し
た
も
の
、
同
類
を
再
編
制
し
た
も
の
、
前
世
の
経
験
の
し
み
こ
ん
だ
物
を
鋳
直
し
た
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
宇
宙
は
『
業
』
な
の
で
あ
る?31）
。」
し
か
し
、
個
性
な
く
し
て
、
ど
う
や
っ
て
死
滅
し
た
感
情
が
生
き
か
え
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、
ハ
ー
ン
の
汎
神
論
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。
個
性
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
「
自
我
」
と
い
う
固
定
観
念
に
執
着
し
て
い
る
限
り
、
自
然
の
根
本
原
理
、
根
底
に
流
れ
る
真
理
で
あ
る
造
化
の
一
体
性
（
前
述
の
イ
ン
ド
思
想
で
言
う
宇
宙
の
支
配
原
理
で
あ
る
ブ
ラ
フ
マ
ン
）
に
溶
け
込
め
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
答
え
が
あ
る
「
自
我
」
を
な
く
せ
ば
、
は
じ
め
て
全
て
と
一
体
に
な
る
。「
自
我
」
と
い
う
壁
さ
え
な
け
れ
ば
他
の
全
て
と
何
ら
の
隔
絶
は
な
い
と
ハ
ー
ン
が
い
う
。
こ
れ
は
ハ
ー
ン
の
よ
く
言
っ
た
「
万
物
は
一
な
り
」
を
指
す
。
こ
の
ハ
ー
ン
が
言
う
「
万
物
は
一
な
り
」
は
、
基
本
的
に
二
つ
の
解
釈
に
由
来
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
ず
は
、
１
?
先
ほ
ど
述
べ
た
汎
神
論
的
な
視
点
つ
ま
り
「
神
」
が
す
べ
て
に
内
在
し
て
い
る
か
ら
、
神
の
共
通
の
存
在
で
す
べ
て
の
現
象
が
お
互
い
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
、
２
?
仏
教
の
縁
起
思
想
の
立
場
か
ら
の
視
点
つ
ま
り
、
す
べ
て
が
相
互
に
関
係
し
あ
い
な
が
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宇
宙
の
全
現
象
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
で
あ
る
。
こ
の
類
の
無
名
の
一
体
性
、
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
な
い
、
感
情
が
生
き
返
る
必
要
の
な
い
一
体
性
の
中
で
は
、
死
滅
さ
え
も
な
い
し
、
真
な
る
現
実
し
か
な
い
と
ハ
ー
ン
は
言
う
。
ハ
ー
ン
は
こ
の
原
理
を
次
の
よ
う
に
表
す
。
「
百
万
の
宇
宙
は
消
滅
す
る
と
も
、
真
な
る
も
の
は
失
わ
れ
な
い
。
全
き
壊
滅
、
永
遠
の
死
こ
う
い
う
恐
ろ
し
い
こ
と
ば
も
、
こ
れ
が
真
に
相
通
ず
る
の
は
、
永
久
不
滅
の
法
則
以
外
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
形
態
は
滅
び
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
波
が
引
い
て
砕
け
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
137
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。
波
が
引
く
の
は
ま
た
新
た
に
寄
せ
返
す
た
め
で
あ
る
万
物
は
一
と
し
て
、
滅
す
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る?32）
。」
な
お
、
以
上
の
言
葉
に
関
し
て
、
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
は
米
国
の
読
者
の
た
め
に
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
ハ
ー
ン
が
見
た
美
し
い
日
本
や
仏
教
を
、
で
き
る
だ
け
好
意
的
に
提
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
。
そ
の
中
に
は
、
無
論
、
ハ
ー
ン
自
身
の
考
え
や
偏
見
の
入
っ
た
自
己
流
解
釈
が
混
じ
る
に
相
違
な
い
。
ハ
ー
ン
自
身
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
、
儀
礼
、
そ
し
て
教
会
を
徹
底
的
に
否
定
し
た
。
し
か
し
、
ハ
ー
ン
は
米
国
の
読
者
の
殆
ど
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
を
、
計
算
に
入
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
で
き
る
限
り
理
解
し
や
す
く
、
好
印
象
が
残
る
よ
う
に
書
こ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
の
基
本
的
な
教
義
で
主
張
さ
れ
る
「
永
遠
不
朽
の
魂
」
と
仏
教
の
「
諸
行
無
常
」
思
想
と
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
だ
が
、
上
記
の
言
葉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
洋
の
宗
教
の
教
徒
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
「
滅
す
る
も
の
は
な
い
」
と
い
う
観
念
を
仏
教
的
な
枠
組
み
で
説
明
す
る
。
天
国
を
信
じ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
は
、「
宇
宙
が
一
つ
で
あ
り
、
滅
す
る
も
の
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
心
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
は
ず
と
考
え
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
「
諸
行
無
常
」
と
い
う
観
念
は
仏
教
の
第
一
の
原
理
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
釈
迦
の
三
法
印
（
仏
教
の
三
つ
の
根
本
的
な
思
想
と
い
う
こ
と
）
の
一
番
目
で
あ
り
、
四
諦
の
第
一
（
生
き
る
こ
と
は
苦
で
あ
る
と
い
う
真
理
）
で
は
「
諸
行
無
常
」
と
い
う
絶
え
間
の
な
い
変
化
、
移
り
変
わ
り
の
中
で
、
永
遠
な
る
も
の
へ
の
渇
望
（tanha
）
が
苦
の
本
、
原
動
力
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
ハ
ー
ン
の
見
た
科
学
思
想
も
そ
う
だ
っ
た
。
進
化
と
い
う
過
程
も
遥
か
昔
か
ら
い
つ
ま
で
も
続
く
も
の
だ
。
人
間
の
心
も
同
じ
性
質
の
も
の
で
、
仏
教
の
「
無
我
」
に
当
た
る
。
だ
か
ら
、
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
は
、
諸
行
無
常
と
い
う
真
理
が
、
仏
教
と
十
九
世
紀
に
有
力
と
な
っ
て
き
た
科
学
思
想
と
の
接
点
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
お
互
い
に
立
証
し
合
う
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
業
も
不
可
欠
の
一
部
分
で
、
業
を
否
定
す
れ
ば
、
仏
教
全
体
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
そ
こ
で
ハ
ー
ン
は
言
う
。
こ
こ
で
し
ば
ら
く
、
こ
れ
ら
の
仏
教
の
根
本
義
と
西
欧
科
学
の
概
念
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ひ
と
わ
た
り
考
察
を
し
て
み
よ
う
。
仏
教
が
現
象
世
界
の
実
在
を
否
定
し
て
い
る
の
は
、
現
象
と
し
て
の
現
象
の
実
在
を
否
定
し
て
い
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
客
観
的
・
主
観
的
現
象
を
生
ず
る
力
を
否
定
し
て
い
る
の
で
も
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
と
い
う
の
に
、「
業ごう
」
と
し
て
の
「
業
」
を
否
定
し
て
し
ま
え
ば
、
仏
教
の
思
想
体
系
の
全
部
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
ほ
ん
と
う
の
仏
説
は
、
わ
れ
わ
れ
が
知
覚
す
る
も
の
は
、
そ
れ
自
体
か
ら
い
え
ば
、
実
在
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
知
覚
す
る
「
我エゴ
」
で
す
ら
、
そ
れ
自
体
は
、
不
安
定
な
、
迷
い
の
性
質
を
も
っ
た
諸
念
が
集
合
し
た
、
一
個
の
不
安
定
な
綱
叢
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
所
138
説
は
、
科
学
的
に
見
て
も
、
じ
つ
に
し
っ
か
り
し
た
論
旨
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
ど
こ
か
ら
衝
い
て
も
び
く
と
も
し
な
い
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
わ
れ
わ
れ
は
、
物
の
本
質
に
つ
い
て
は
何
も
知
っ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
、
力
の
洪
大
な
る
運
行
と
し
て
、
森
羅
万
象
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
力
の
行
動
に
あ
ら
わ
れ
た
法
則
の
、
普
遍
的
・
相
対
的
な
意
味
を
識
別
す
る
際
に
も
、
い
っ
さ
い
の
「
非
我
」
は
、
ふ
た
り
の
人
間
に
ぜ
っ
た
い
に
同
一
の
も
の
が
な
い
神
経
構
造
の
振
動
を
通
し
て
の
み
、
わ
れ
わ
れ
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
千
差
万
別
の
不
完
全
な
認
識
を
通
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
い
っ
さ
い
の
形
あ
る
物
客
観
的
・
主
観
的
集
合
体
の
一
時
性
（
無
常
）
を
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
確
認
す
る
の
で
あ
る?33）
。
ハ
ー
ン
が
来
日
し
た
の
は
、
明
治
二
十
年
代
初
頭
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
は
日
本
で
は
国
家
と
宗
教
の
再
編
や
対
立
の
時
期
に
当
た
る
。
こ
の
対
立
の
一
つ
の
引
き
金
は
、
明
治
十
年
代
に
東
京
帝
国
大
学
に
勤
め
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
（E
dw
ard M
orse,
一
八
三
八
｜
一
九
二
五
）
が
進
化
論
思
想
を
紹
介
し
た
こ
と
に
遡
る?34）
。
進
化
論
思
想
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
思
想
的
・
宗
教
的
基
盤
を
根
底
か
ら
揺
す
ぶ
る
大
事
件
と
な
っ
た
。
磯
前
順
一
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
経
験
科
学
の
成
果
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
き
、
キ
リ
ス
ト
教
の
啓
示
的
な
教
説
は
成
り
立
ち
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
科
学
的
合
理
性
が
文
明
の
あ
か
し
と
み
な
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
は
そ
の
対
極
に
あ
る
非
合
理
的
な
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る?35）
。」
明
治
二
十
年
代
、
騎
虎
の
勢
い
で
進
化
論
が
世
界
中
に
広
ま
り
始
め
る
と
、
ハ
ー
ン
も
そ
の
波
に
飲
み
込
ま
れ
、
進
化
論
思
想
と
仏
教
と
の
一
致
論
を
す
す
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
読
者
に
、
仏
教
思
想
や
日
本
の
宗
教
、
社
会
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
、
ハ
ー
ン
は
媒
体
と
し
て
科
学
思
想
を
用
い
た
。
ハ
ー
ン
が
生
き
た
十
九
世
紀
の
後
半
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
啓
蒙
思
想
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
に
当
た
り
、
啓
蒙
思
想
が
科
学
革
命
に
も
拍
車
を
か
け
、
相
乗
効
果
で
、
哲
学
、
自
然
科
学
思
想
が
相
互
に
発
展
し
て
き
た
。
こ
の
思
想
的
な
過
渡
期
に
、
哲
学
と
自
然
科
学
思
想
と
の
区
別
自
体
が
ぼ
や
け
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
当
時
、
こ
の
斬
新
な
哲
学
と
科
学
思
想
の
融
合
や
相
互
発
展
に
お
け
る
中
心
的
な
人
物
と
し
て
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ト
マ
ス
・
ハ
ク
ス
リ
ー
?Thom
as H
uxley,
一
八
二
五
｜
一
八
九
五
）、
そ
し
て
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ケ
ル
?Ernst H
aeckel,
一
八
三
四
｜
一
九
一
九
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
三
人
と
も
同
年
代
の
人
物
で
、
科
学
・
生
物
学
者
（
ス
ペ
ン
サ
ー
の
場
合
は
、
科
学
思
想
家
）
と
し
て
、
哲
学
者
と
し
て
、
時
代
の
思
潮
に
消
え
な
い
足
跡
を
残
し
、
当
時
の
思
想
家
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ハ
ー
ン
も
彼
ら
の
影
響
を
受
け
た
一
人
で
あ
っ
た
。
６
ハ
ー
ン
が
見
た
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
像
｜
そ
の
思
想
と
位
置
今
日
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
は
哲
学
者
と
し
て
も
、
政
治
理
論
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思
想
家
と
し
て
も
、
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
時
代
遅
れ
で
、
科
学
万
能
主
義
?scientism
）の
信
者
だ
っ
た
と
軽
視
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
理
論
は
、
現
代
の
学
界
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
、
倫
理
学
、
宗
教
学
、
政
治
学
、
そ
し
て
科
学
思
想
と
広
範
囲
に
貢
献
し
、
同
年
代
の
数
多
く
の
思
想
家
た
ち
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
十
九
世
紀
の
後
半
か
ら
二
十
世
紀
の
初
頭
ま
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
思
想
が
有
力
な
位
置
を
占
め
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る?36）
。
「
適
者
生
存
」“Survival of the fittest”
と
い
う
表
現
を
作
っ
た
の
は
ス
ペ
ン
サ
ー
だ
っ
た
し
、
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
父
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
実
績
を
遺
し
た
が
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
哲
学
や
思
想
を
支
え
た
の
は
進
化
論
思
想
で
あ
っ
て
、
こ
の
主
流
か
ら
は
他
の
分
野
へ
も
支
流
が
引
き
出
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
残
し
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
生
物
世
界
に
お
け
る
進
化
論
を
進
め
た
の
に
対
し
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
社
会
学
や
倫
理
学
な
ど
に
適
用
し
な
が
ら
進
化
論
思
想
を
さ
ら
に
展
開
さ
せ
た
。
そ
の
中
で
、
造
化
の
す
べ
て
の
現
象
を
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
哲
学
を
「
総
合
哲
学
」
“Synthetic
 
philosophy”
と
い
っ
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
考
え
方
に
よ
る
と
、
進
化
は
宇
宙
の
す
べ
て
生
物
、
社
会
、
天
体
な
ど
の
働
き
を
貫
き
、
自
然
に
織
り
込
ま
れ
た
、
有
機
的
な
法
則
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ン
も
、
ス
ペ
ン
サ
ー
と
同
じ
よ
う
に
、
統
一
理
論
を
探
求
し
て
い
た
が
、
仏
教
哲
学
を
中
心
と
し
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
科
学
思
想
と
結
び
付
け
る
こ
と
を
試
み
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
“Syn-
thetic philosophy”
に
倣
っ
て
、
ハ
ー
ン
の
本
G
leanings in
 
B
uddha
 
F
ields
?日
本
語
タ
イ
ト
ル
『
仏
の
畑
の
落
穂
』）の
中
の
エ
ッ
セ
イ“N
irvana”
?涅
槃
）の
全
タ
イ
ト
ル
を“N
irvana:A Study in Synthetic B
uddhism
”
と
し
て
い
る?37）
。“Synthetic”
と
い
う
共
通
語
を
用
い
た
こ
と
は
、
ハ
ー
ン
が
ス
ペ
ン
サ
ー
に
倣
っ
て
、
自
分
の
哲
学
の
融
合
体
に
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
網
羅
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ハ
ー
ン
が
心
に
描
い
た
、
西
洋
の
未
来
の
宗
教
はSynthetic philosophy
に
支
え
ら
れ
、
仏
教
と
同
じ
く
、
魂
は
縁
起
で
形
成
さ
れ
、「
業
」
の
よ
う
な
新
し
い
精
神
法
則
（“spir-
itual law
”
）
の
確
立
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た?38）
。
一
八
五
五
年
に
、
出
版
さ
れ
た
『
心
理
学
原
理
』
の
中
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
肉
体
で
あ
る
「
我
が
身
」
と
心
が
別
々
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
身
も
心
も
同
じ
生
物
体
か
ら
発
す
る
こ
と
を
論
じ
、
ス
ペ
ン
サ
ー
風
の
一
元
論
思
想
を
確
定
し
た
。
こ
の
作
品
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
原
』
?The
 
O
rigin
 
of
 
Species,
一
八
五
九
）の
前
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。『
心
理
学
原
理
』
で
は
、
人
間
の
「
心
」
は
環
境
の
必
要
性
に
応
じ
た
条
件
や
原
因
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
中
で
、
進
化
し
て
き
た
こ
と
を
論
じ
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
原
』
へ
の
道
を
開
か
せ
た
一
因
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
一
八
六
二
年
に
ス
ペ
ン
サ
ー
の
金
字
塔
で
あ
る
「
第
一
原
理
」
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
で
は
、
進
化
思
想
を
通
じ
て
、
統
一
理
論
を
体
系
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
生
物
だ
け
で
は
な
く
、
宗
教
、
社
会
、
倫
理
、
心
理
な
ど
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
い
て
、
進
化
論
を
当
て
嵌
め
よ
う
と
し
た
。
ハ
ー
140
ン
は
ス
ペ
ン
サ
ー
に
追
随
し
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
ハ
ー
ン
は
作
品
中
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
こ
と
を
何
度
も
絶
賛
し
て
い
る
。
“T
he greatest of philosophers”
「
世
界
最
高
の
哲
学
者
」
で
あ
る
と
か
“T
he greatest m
ind that this w
orld has yet produced”
「
こ
の
世
界
が
か
つ
て
生
ん
だ
最
も
偉
大
な
頭
脳
」
の
よ
う
に
褒
め
上
げ
た
。
こ
の
言
葉
を
見
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
ス
ペ
ン
サ
ー
を
尊
敬
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
進
化
論
支
持
を
標
榜
し
て
い
た
ハ
ー
ン
は
、
こ
れ
が
仏
教
思
想
の
真
理
の
裏
づ
け
に
な
る
と
解
釈
し
た
。
も
し
、
科
学
の
原
理
に
基
づ
い
た
世
界
最
大
の
哲
学
者
の
論
理
と
仏
教
の
思
想
や
哲
学
と
が
一
致
す
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
な
ら
、
ハ
ー
ン
の
愛
す
る
日
本
や
仏
教
が
、
西
洋
の
宗
教
よ
り
合
理
的
で
自
然
に
適
っ
て
い
る
と
い
う
結
論
を
導
き
出
せ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
西
洋
の
帝
国
主
義
、
人
種
的
優
越
性
の
思
い
込
み
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
動
機
が
ど
う
で
あ
れ
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
仏
教
の
理
解
及
び
解
釈
と
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ハ
ク
ス
リ
ー
、
そ
し
て
ヘ
ッ
ケ
ル
の
科
学
思
想
つ
ま
り
、
進
化
論
に
よ
る
一
元
論
や
倫
理
観
と
は
、
本
当
に
一
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
遥
か
昔
か
ら
、
道
理
と
信
仰
、
科
学
と
宗
教
と
の
間
に
は
飛
び
越
え
ら
れ
な
い
溝
が
存
在
し
続
け
て
き
た
。
今
日
に
い
た
っ
て
も
こ
の
問
題
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弁
証
的
な
道
理
に
基
づ
く
科
学
と
、
信
仰
に
よ
る
宗
教
と
の
和
解
は
試
み
続
け
ら
れ
て
い
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
著
作
で
も
、
科
学
と
宗
教
と
の
弁
証
論
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
自
身
は
仏
教
を
取
り
上
げ
、
論
じ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
ハ
ー
ン
が
称
賛
し
た
の
も
、
ス
ペ
ン
サ
ー
が
進
化
論
を
展
開
さ
せ
、
統
一
論
を
把
握
で
き
た
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
一
つ
の
論
点
を
あ
げ
れ
ば
、
科
学
と
宗
教
と
は
、
相
互
に
排
他
的
な
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
宗
教
と
科
学
と
の
間
に
は
最
も
古
く
、
深
く
、
そ
し
て
強
い
対
立
が
あ
る
と
認
め
た
が?39）
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
両
方
と
も
に
な
ん
ら
か
の
真
理
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
、
啓
蒙
思
想
家
で
あ
る
ス
ペ
ン
サ
ー
に
と
っ
て
は
、
宗
教
の
教
義
や
教
学
の
文
字
通
り
の
解
釈
は
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
ま
っ
た
く
価
値
の
な
い
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
「（
宗
教
）
に
潜
在
し
て
い
る
真
理
は
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
。
す
べ
て
の
宗
教
が
純
粋
に
真
理
そ
の
も
の
で
な
く
て
も
、
す
べ
て
が
真
理
の
予
示
で
あ
る?40）
。」
と
い
う
。
哲
学
的
に
宗
教
と
科
学
と
の
間
に
そ
れ
ほ
ど
違
和
感
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
科
学
の
定
義
に
そ
の
理
由
が
あ
る
よ
う
だ
。
そ
の
定
義
に
内
在
す
る
宗
教
も
進
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
の
天
地
創
造
説
が
有
力
だ
っ
た
十
九
世
紀
に
は
科
学
へ
の
偏
見
や
抵
抗
が
あ
っ
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
同
じ
く
、
ス
ペ
ン
サ
ー
も
非
難
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ス
ペ
ン
サ
ー
に
と
っ
て
は
、「
科
学
」
は
非
常
に
自
然
な
も
の
で
あ
っ
て
、
既
成
の
信
仰
の
代
わ
り
に
新
し
い
宗
教
と
し
て
導
入
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
言
葉
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。「（
科
学
は
）
た
だ
常
識
の
よ
り
高
い
進
展
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
も
し
科
学
を
否
定
す
る
の
な
ら
、
す
べ
て
の
知
識
も
否
定
す
べ
き
で
あ
る?41）
。」
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宗
教
と
科
学
の
板
ば
さ
み
に
お
け
る
大
論
争
は
両
者
に
真
理
が
あ
り
、
宗
教
が
人
間
の
文
化
を
貫
い
て
い
る
こ
と
で
、
あ
る
種
の
永
遠
の
真
理
や
事
実
を
表
す
に
違
い
な
い
と
ス
ペ
ン
サ
ー
は
主
張
し
た
。
も
し
両
方
と
も
に
、
真
理
に
基
盤
が
あ
れ
ば
、
お
互
い
に
基
本
的
な
調
和
が
た
も
て
る
は
ず
で
あ
る
。
完
全
で
永
遠
の
対
立
に
あ
る
二
種
の
真
理
が
あ
る
と
い
う
の
は
無
理
で
あ
る
、
と
ス
ペ
ン
サ
ー
は
述
べ
て
い
る?42）
。
と
こ
ろ
が
、
い
く
ら
ハ
ー
ン
が
ス
ペ
ン
サ
ー
の
信
者
だ
と
い
っ
て
も
、
宗
教
に
対
す
る
姿
勢
は
基
本
的
に
相
違
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
ず
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
傑
作
で
あ
る
『
第
一
原
理
』
に
は
、
宗
教
に
つ
い
て
論
述
す
る
と
き
、
広
く
、
抽
象
的
な
概
念
と
し
て
の
宗
教
と
科
学
と
の
一
致
点
や
相
違
点
を
指
摘
す
る
。
あ
る
宗
教
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
定
の
教
学
と
科
学
と
の
詳
細
を
一
々
対
応
さ
せ
た
り
、
比
較
し
た
り
す
る
こ
と
が
殆
ど
な
い
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
い
ず
れ
の
宗
教
に
も
属
さ
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
宗
教
も
少
し
も
信
じ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ハ
ー
ン
は
仏
教
徒
と
自
ら
名
乗
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
仏
教
哲
学
の
熱
心
な
支
持
者
で
あ
り
、
上
述
の
寺
僧
と
の
対
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
を
一
つ
の
思
想
系
統
と
し
て
大
い
に
敬
意
を
表
し
た
。
ゆ
え
に
、
ハ
ー
ン
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
科
学
と
宗
教
一
般
と
の
一
致
思
想
を
仏
教
に
当
て
嵌
め
、
詳
し
く
展
開
さ
せ
た
。
特
に
、「
前
世
の
観
念
」
に
カ
ル
マ
、
遺
伝
と
進
化
（
心
理
的
進
化“psychological evolution”
を
中
心
に
）
を
詳
し
く
取
り
上
げ
る
。
ハ
ー
ン
は
仏
教
と
科
学
の
一
つ
の
一
致
点
と
し
て
、
人
の
心
理
、
心
の
あ
り
よ
う
が
過
去
の
心
の
経
験
に
因
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
こ
れ
は
、
科
学
に
も
仏
教
に
も
通
じ
る
因
果
関
係
（
作
用
、
反
作
用“cause and effect”
）
を
指
し
て
い
る
が
、
仏
教
に
お
い
て
は
そ
の
原
動
力
は
カ
ル
マ
で
あ
っ
て
、
科
学
で
は
遺
伝“heredity”
に
帰
す
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
著
作
中
で
は
仏
教
は
あ
ま
り
課
題
に
な
ら
な
い
が
、
ハ
ー
ン
が
見
た
西
洋
の
新
宗
教
の
未
来
に
は
仏
教
思
想
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
未
来
の
宗
教
は
「
総
合
哲
学
の
全
部
の
力
で
支
持
さ
れ
、
た
だ
仏
教
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
概
念
が
非
常
に
精
確
だ
と
い
う
点
だ
け
で
…
…
そ
し
て
仏
教
に
お
け
る
業
の
教
義
に
似
た
、
新
し
い
精
神
的
法
則
を
説
い
て
ゆ
く
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る?43）
。」
科
学
思
想
家
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
目
に
見
え
な
い
も
の
、
科
学
の
実
験
で
確
か
め
ら
れ
な
い
も
の
一
切
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
か
え
っ
て
、
同
じ
真
理
、
同
じ
現
実
の
裏
と
表
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
て
、
科
学
が
身
近
で
見
え
る
局
面
で
、
宗
教
は
遠
く
離
れ
た
、
隠
れ
た
局
面
を
表
す
と
し
て
い
る?44）
。
ス
ペ
ン
サ
ー
も
、
ハ
ー
ン
も
科
学
の
可
能
性
は
無
限
だ
と
信
じ
て
い
た
の
で
、
宇
宙
の
原
動
力
、
基
本
的
な
真
理
は
い
つ
ま
で
も
“the unknow
a-
ble”
（
不
可
知
の
存
在
）
で
在
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
ペ
ン
サ
ー
自
身
、
こ
の
事
実
を
主
張
し
た
。「
宗
教
と
科
学
が
和
解
で
き
る
た
め
に
は
、
そ
の
和
解
の
根
拠
が
も
っ
と
も
深
く
、
も
っ
と
も
広
く
、
そ
し
て
、
も
っ
と
も
正
確
な
事
実
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
つ
ま
り
、
宇
宙
が
我
々
に
明
示
し
て
く
れ
る
力
が
不
可
解
で
あ
る?45）
」
心
で
も
物
質
で
も
究
極
の
真
理
で
も
な
い
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
い
う
。「
こ
の
両
方
の
言
葉
『
唯
心
論
』
?spiritualism
）
と
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『
唯
物
論
』
?materialism
）と
は
、（
真
理
の
）
仕
事
究
極
点
で
も
な
い
の
だ
。
主
観
と
客
観
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
相
反
す
る
概
念
で
あ
る
精
神
（
心
）
仕
事
と
物
体
と
い
う
区
別
が
必
要
と
な
っ
て
い
く
が
、
平
等
に
両
方
と
も
の
根
底
に
あ
る
の
は
「
未
知
の
現
実
」
の
印
で
あ
る
。」
“H
e
 
w
ill see
 
that though the relation of subject and object renders necessary
 
to us these antithetical conceptions of Spirit and M
atter;the one
 
is no less than the other to be regarded as but a sign of the
 
U
nknow
n R
eality w
hich underlies both ?46
）”
汎
神
論
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
が
内
在
し
、
一
切
万
有
が
神
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
す
べ
て
は
神
に
よ
っ
て
繫
が
っ
て
い
て
、
一
体
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仏
教
の
縁
起
法
で
は
、
森
羅
万
象
の
す
べ
て
の
現
象
は
無
数
の
条
件
や
原
因
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
な
り
の
意
味
で
す
べ
て
は
接
続
さ
れ
、
ま
た
一
体
性
を
持
つ
と
し
て
い
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
論
も
同
様
な
現
象
を
説
明
す
る
。
便
宜
上
、
進
化
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
当
て
嵌
め
る
が
、
進
化
が
分
裂
し
て
働
く
こ
と
は
な
い
。
逆
に
、
宇
宙
の
全
体
に
わ
た
っ
て
同
じ
過
程
が
容
赦
な
く
起
こ
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
言
う
。
「
わ
れ
わ
れ
は
進
化
と
い
う
も
の
が
、
天
文
学
的
、
地
質
学
的
、
生
物
学
的
、
心
理
学
的
、
そ
し
て
社
会
学
的
な
ど
と
い
う
ふ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
同
じ
変
身
が
す
べ
て
の
区
分
に
亘
る
こ
と
は
偶
然
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
区
分
は
た
だ
習
慣
的
な
も
の
を
理
解
で
き
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
宇
宙
の
構
成
要
素
で
あ
る
。
従
っ
て
、
共
通
点
の
あ
る
、
数
種
の
進
化
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
唯
一
の
進
化
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
同
じ
よ
う
に
、
働
い
て
い
る?47）
。」
そ
し
て
、
ハ
ー
ン
の
汎
神
論
思
想
は
、
後
年
の
仏
教
へ
の
関
心
の
前
触
れ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
神
の
存
在
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
宿
っ
て
い
る
と
い
う
要
素
は
、
仏
教
の
業
・
因
果
・
縁
起
法
の
、
す
べ
て
が
働
き
あ
い
な
が
ら
、
繫
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
一
体
で
あ
る
こ
と
、
に
似
通
っ
て
い
る
。
ハ
ー
ン
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
生
物
学
に
も
こ
の
よ
う
な
思
想
が
通
じ
合
っ
て
い
る
と
見
て
い
た
。
ハ
ー
ン
の
解
釈
に
よ
る
と
、「
業
」（
カ
ル
マ
）
の
原
動
力
は
「
渇
愛
」（tanha
）
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
、
激
し
い
渇
き
の
よ
う
な
、
執
着
や
愛
着
の
こ
と
を
い
う
。
特
に
、
生
へ
の
欲
望
に
よ
っ
て
、
業
が
生
み
出
さ
れ
る
と
仏
教
に
説
か
れ
て
い
る
の
だ
。
ハ
ー
ン
が
見
た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
生
物
学
は
、
生
物
の
性
向
と
変
種
と
を
両
極
性
?the transm
ission of tendencies,
and their variations by a
 
theory of polarities
）
生
理
学
上
の
単
位
の
両
極
性
説
｜
｜
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
ハ
ー
ン
は
い
う
。
こ
の
両
極
性
説
と
、
仏
教
の
渇
愛
説
と
の
あ
い
だ
に
は
、
相
違
よ
り
相
似
の
方
が
多
く
あ
る
。「
業
」
と
遺
伝
、「
渇
愛
」
と
両
極
性
こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
究
極
の
性
質
に
至
っ
て
は
、
ど
う
説
明
の
し
よ
う
も
な
い
も
の
で
あ
る
。
仏
教
も
、
科
学
も
、
こ
の
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
た
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だ
、
注
意
に
値
す
る
事
実
は
、
両
者
と
も
に
、
異
な
っ
た
名
称
の
も
と
に
、
同
じ
現
象
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ?48）
。
ハ
ー
ン
の
解
釈
で
は
、「
業
」
は
「
遺
伝
」
に
類
似
し
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
科
学
（
進
化
論
）
に
引
き
つ
け
な
が
ら
論
じ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
業
思
想
の
中
に
道
徳
（
モ
ラ
ル
）
が
内
在
し
て
い
る
よ
う
に
見
て
い
る
。
つ
ま
り
、
今
日
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
は
、
明
日
に
響
く
の
で
あ
る
。
上
記
の
通
り
、
ハ
ー
ン
の
進
化
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
カ
ル
マ
の
働
き
に
よ
っ
て
、
現
在
は
過
去
の
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
と
過
去
の
行
為
と
が
結
び
付
き
合
い
、
未
来
の
状
態
を
決
定
す
る
。
こ
の
意
味
で
こ
そ
、
業
に
動
か
さ
れ
て
い
る
進
化
に
よ
っ
て
は
、
物
質
の
世
界
に
も
精
神
世
界
に
も
道
徳
的
な
秩
序
、
倫
理
体
系
が
つ
く
ら
れ
る
。
こ
の
道
徳
秩
序
も
、
物
質
、
精
神
両
世
界
に
及
ぶ
。
ハ
ー
ン
が
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
読
者
に
訴
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
は
、
仏
教
に
よ
る
道
徳
、
倫
理
観
は
堅
固
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
は
日
本
人
の
モ
ラ
ル
に
対
す
る
、
宣
教
師
た
ち
の
否
定
的
な
評
価
と
は
対
立
し
た
。
大
切
な
の
は
、
仏
教
の
教
学
に
は
、
物
質
的
な
進
化
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
的
な
進
化
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
、
と
い
う
。
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
に
、
空
に
あ
る
天
国
に
む
か
っ
て
、
神
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
往
生
を
望
ま
な
く
て
も
、
宇
宙
も
、
精
神
も
、
業
の
結
合
で
あ
っ
て
、
精
神
の
進
化
の
最
終
的
な
目
的
が
涅
槃
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
は
、
仏
教
に
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
総
合
哲
学
」
に
似
通
っ
た
理
念
を
見
出
せ
た
。
進
化
は
、
始
め
無
き
、
終
わ
り
無
き
、
限
り
な
き
も
の
で
、
究
極
の
目
的
、
到
達
点
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
れ
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
“G
reat
 
U
nknow
n”
で
あ
り
、
涅
槃
と
同
じ
よ
う
に
、
認
識
、
意
識
を
超
越
し
た
無
我
の
境
界
で
あ
る
。
７
ト
マ
ス
・
ハ
ク
ス
リ
ー
の
進
化
論
と
仏
教
観
｜
ハ
ー
ン
と
の
相
似
と
相
違
ハ
ク
ス
リ
ー
が
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
ブ
ル
ド
ッ
グ
」
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
原
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
進
化
論
を
固
く
、
強
く
主
張
、
支
持
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ク
ス
リ
ー
自
身
も
優
れ
た
生
物
学
者
だ
っ
た
が
、
当
時
の
イ
ン
テ
リ
層
の
多
く
の
人
々
と
同
じ
く
、
宗
教
、
哲
学
、
そ
し
て
倫
理
学
と
数
多
く
の
分
野
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
。
当
時
、
倫
理
と
道
徳
の
領
域
と
科
学
思
想
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
現
代
の
科
学
、
科
学
思
想
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
そ
の
時
代
に
は
、
倫
理
や
道
徳
が
科
学
の
発
展
状
態
と
方
向
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
ハ
ク
ス
リ
ー
の
著
作
の
『
進
化
論
と
倫
理
』
?Evolution and E
thics
）
と
『
科
学
と
道
徳
』
?Science and M
orals
）な
ど
を
見
れ
ば
、
そ
の
傾
向
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ハ
ク
ス
リ
ー
、
ヘ
ッ
ケ
ル
、
そ
し
て
ハ
ー
ン
は
、
進
化
論
の
倫
理
的
な
価
値
や
、
ど
う
い
う
意
味
が
包
含
さ
れ
て
い
た
の
か
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
。
も
し
、
天
地
創
造
説
が
進
化
論
に
置
き
換
え
ら
れ
た
な
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宇
宙
観
が
覆
っ
て
、
人
々
の
道
徳
や
人
生
観
の
根
本
的
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
強
く
影
響
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
は
、
西
洋
文
明
144
の
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層
体
現
で
な
く
な
り
、
む
し
ろ
、「
西
洋
文
明
は
宗
教
と
は
切
り
離
さ
れ
た
自
然
科
学
的
な
合
理
性
の
も
と
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る?49）
」。
日
本
で
も
、
明
治
初
期
の
啓
蒙
思
想
に
よ
っ
て
、
宗
教
と
倫
理
は
は
っ
き
り
と
異
な
る
も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
日
で
も
、
宗
教
・
科
学
の
領
域
を
め
ぐ
っ
て
の
倫
理
問
題
は
、
幹
細
胞
研
究
?stem
 
cell research
）と
い
う
重
大
な
医
学
的
、
倫
理
的
問
題
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
我
々
も
同
じ
問
題
に
直
面
し
て
い
る
状
態
な
の
だ
。
ハ
ク
ス
リ
ー
は
唯
物
論
に
基
づ
い
た
科
学
思
想
を
主
張
し
た
。
こ
れ
は
、
世
界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
、
考
え
方
を
同
じ
く
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ペ
ン
サ
ー
や
ド
イ
ツ
の
ヘ
ッ
ケ
ル
と
交
流
し
、
親
し
い
関
係
を
作
っ
た
。
一
八
九
八
年
以
前
で
も
ハ
ク
ス
リ
ー
の
著
作
は
部
分
的
に
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
た
。
本
格
的
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
思
想
が
中
国
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
、
一
八
九
九
年
の
ハ
ク
ス
リ
ー
の
『
進
化
論
と
倫
理
』
の
中
国
語
訳
の
刊
行
で
あ
っ
た?50）
。
英
語
の
言
葉
「agnostic
」（
不
可
知
論
）
を
は
じ
め
て
作
っ
た
の
は
、
ハ
ク
ス
リ
ー
だ
っ
た
。
神
や
究
極
の
問
題
に
つ
い
て
、
あ
る
神
秘
的
直
感
、
つ
ま
り
、
グ
ノ
ー
シ
ス
を
得
た
と
言
う
人
に
対
し
て
、
ハ
ク
ス
リ
ー
自
身
は
、
そ
ん
な
閃
き
が
一
切
な
く
、
gnosis
（
グ
ノ
ー
シ
ス
）
の
反
対
を
表
す
接
頭
辞
「a
?」
を
つ
け
て
、agnos-
tic
（
反
グ
ノ
ー
シ
ス
）
と
し
た
。
こ
れ
が
日
本
語
の
「
不
可
知
論
」
に
当
た
る
言
葉
で
あ
る
。
ハ
ク
ス
リ
ー
の
『
進
化
論
と
倫
理
』
は
一
八
九
三
年
に
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
第
二
回
目
の
ロ
マ
ネ
ス
講
演
?Rom
anes L
ecture
）で
発
表
し
た
も
の
だ
っ
た
。
二
万
語
未
満
の
こ
の
論
文
の
中
に
は
、
進
化
思
想
が
一
本
の
糸
の
よ
う
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
中
身
の
殆
ど
は
イ
ン
ド
と
ギ
リ
シ
ャ
の
思
想
と
進
化
論
と
の
類
似
性
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
文
明
に
ど
の
よ
う
に
進
化
思
想
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
指
摘
し
て
い
る
。
ハ
ク
ス
リ
ー
は
宇
宙
が
循
環
的
な
進
化
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
断
定
し
、
紀
元
前
六
世
紀
に
は
、
イ
ン
ド
や
ギ
リ
シ
ャ
に
（
印
度
の
場
合
は
バ
ラ
モ
ン
教
と
仏
教
、
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
は
ス
ト
ア
派
に
）
そ
の
思
想
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
を
提
示
す
る
。
仏
教
思
想
の
観
念
に
関
し
て
は
、
輪
廻
、
カ
ル
マ
（
業
）、
無
我
、
諸
行
無
常
、
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
仏
教
の
観
念
に
、
自
然
科
学
で
立
証
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
特
色
を
指
摘
し
な
が
ら
当
て
嵌
め
る
。
例
え
ば
、
遺
伝
と
カ
ル
マ
と
の
思
想
上
の
類
似
性
な
ど
で
あ
る
。
以
下
に
仏
教
に
対
す
る
い
く
つ
か
の
ハ
ク
ス
リ
ー
の
考
察
を
列
挙
し
、
ハ
ー
ン
の
仏
教
観
、
自
然
観
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。
先
ず
は
、
仏
教
に
通
ず
る
ハ
ク
ス
リ
ー
の
発
言
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
宇
宙
の
も
っ
と
も
明
白
な
特
色
は
無
常
で
あ
る
こ
と
だ
。
不
変
な
実
体
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、
絶
え
間
の
な
い
変
化
過
程
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
や
そ
れ
を
貫
く
合
理
的
秩
序
を
存
在
さ
せ
る?51）
。
バ
ー
ク
レ
ー
が
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
感
知
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
心
の
実
体
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
こ
と
だ
。
ゴ
タ
マ
（
釈
迦
）
は
現
代
の
最
高
の
理
想
主
義
者
（
バ
ー
ク
レ
ー
）
よ
り
も
深
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く
見
極
め
た
こ
と
は
イ
ン
ド
の
思
弁
の
巧
妙
さ
の
顕
著
な
証
明
に
な
る
。
し
か
し
、
バ
ー
ク
レ
ー
の
精
神
に
関
し
て
の
推
論
を
展
開
さ
せ
れ
ば
、
殆
ど
同
じ
結
末
に
到
達
す
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う?52）
。
全
宇
宙
に
は
永
遠
の
も
の
は
存
在
し
な
い
。
心
（
精
神
）
に
も
物
質
に
も
、
永
遠
の
実
体
は
な
い
。
個
性
は
形
而
上
学
上
の
空
想
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
真
実
に
は
我
々
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
も
の
は
、
幻
覚
連
鎖
に
存
在
す
る
無
数
の
世
界
の
中
で
の
、
夢
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る?53）
。
そ
し
て
、
仏
教
に
つ
い
て
の
論
述
の
最
後
で
、
仏
教
が
世
界
に
広
ま
る
理
由
、
成
功
の
元
は
絶
対
的
な
神
の
不
在
、
永
遠
不
朽
の
魂
（soul
）
の
否
定
、
命
が
永
遠
に
続
く
信
仰
を
間
違
い
と
し
て
捉
え
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
永
遠
の
命
の
願
望
こ
そ
は
罪
で
あ
る
こ
と
と
、
祈
り
や
生
贄
を
さ
さ
げ
る
こ
と
が
無
効
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
人
間
は
自
力
、
つ
ま
り
、
自
分
の
努
力
で
救
済
を
求
め
る
し
か
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
と
述
べ
る?54）
。
先
に
見
て
き
た
と
お
り
、
ハ
ー
ン
も
殆
ど
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
ハ
ク
ス
リ
ー
の
仏
教
哲
学
、
思
想
に
対
す
る
姿
勢
は
非
常
に
肯
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
釈
迦
に
よ
る
心
理
的
な
発
見
は
、
バ
ー
ク
レ
ー
の
結
論
を
二
千
年
以
上
前
に
先
取
り
し
、
そ
し
て
、
十
九
世
紀
後
半
に
発
見
、
立
証
さ
れ
た
進
化
論
や
遺
伝
に
も
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
ハ
ク
ス
リ
ー
は
称
賛
す
る
。
バ
ー
ク
レ
ー
が
啓
蒙
思
想
期
の
中
心
的
な
人
物
だ
っ
た
の
で
、
唯
物
論
の
破
壊
と
い
え
ば
、
バ
ー
ク
レ
ー
を
取
り
上
げ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ハ
ー
ン
は
バ
ー
ク
レ
ー
に
つ
い
て
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
、
学
校
の
教
材
と
し
て
使
っ
て
い
た
。
バ
ー
ク
レ
ー
が
西
洋
に
お
け
る
先
駆
的
な
思
想
家
と
し
て
ハ
ー
ン
の
高
い
評
価
を
得
る
が
、
バ
ー
ク
レ
ー
は
唯
物
論
の
破
壊
に
と
ど
ま
り
、
心
・
魂
も
無
常
、
無
我
で
あ
る
こ
と
ま
で
は
見
抜
い
て
い
な
か
っ
た?55）
。
ハ
ク
ス
リ
ー
の
バ
ー
ク
レ
ー
と
釈
迦
と
の
比
較
は
、
昔
の
イ
ン
ド
の
思
想
が
啓
蒙
期
の
最
高
の
思
想
家
の
一
人
で
あ
る
バ
ー
ク
レ
ー
よ
り
一
層
深
い
真
理
に
到
達
し
て
い
た
こ
と
を
見
せ
る
た
め
だ
っ
た
。
ハ
ー
ン
の
場
合
は
ハ
ク
ス
リ
ー
と
同
じ
結
論
に
達
し
た
が
、
そ
の
目
的
は
違
っ
た
。
当
時
の
日
本
に
は
唯
物
論
?materialism
）や
無
宗
教
が
蔓
延
っ
て
い
る
と
非
難
さ
れ
て
い
た
と
ハ
ー
ン
は
述
べ
て
い
る?56）
。
だ
か
ら
ハ
ー
ン
の
執
筆
の
目
的
の
一
つ
は
日
本
の
仏
教
の
代
表
で
あ
る
釈
迦
の
教
え
の
理
性
、
合
理
性
が
欧
米
の
思
想
よ
り
も
レ
ベ
ル
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
の
読
者
に
伝
え
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ハ
ー
ン
の
エ
ッ
セ
イ
の
冒
頭
に
は
っ
き
り
言
っ
て
い
る
そ
の
理
由
は
ど
う
で
あ
れ
、
ハ
ー
ン
と
ハ
ク
ス
リ
ー
の
バ
ー
ク
レ
ー
と
釈
迦
の
位
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
同
等
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ン
も
ハ
ク
ス
リ
ー
の
薫
陶
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
ハ
ク
ス
リ
ー
と
同
じ
く
、
ハ
ー
ン
も
遺
伝
と
カ
ル
マ
と
を
同
一
視
す
る
。
ハ
ー
ン
は
遺
伝
と
カ
ル
マ
が
「
異
な
っ
た
名
称
の
も
と
に
、
同
じ
現
象
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
ま
で
言
っ
て
い
る?57）
。
ハ
ク
ス
リ
ー
も
『
進
化
論
と
倫
理
』
で
こ
の
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
ハ
ー
ン
の
解
釈
に
と
て
も
近
い
。
そ
し
て
、
ハ
ー
ン
の
『
心
』
に
収
録
さ
れ
る
「
前
世
の
観
念
」
で
は
、
ハ
ク
ス
リ
ー
の
『
進
化
146
論
と
倫
理
』
か
ら
輪
廻
の
存
在
を
肯
定
す
る
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。「
進
化
論
そ
の
も
の
と
同
じ
よ
う
に
、
輪
廻
説
は
、
実
在
の
世
界
に
根
拠
を
も
っ
て
い
る?58）
」。
ハ
ク
ス
リ
ー
も
ハ
ー
ン
も
こ
の
「
セ
ル
フ
」
と
い
う
の
は
錯
覚
の
集
合
体
に
過
ぎ
ず
、
カ
ル
マ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
宗
教
の
話
を
め
ぐ
っ
て
は
、
形
而
上
学
的
な
話
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
倫
理
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
。
無
論
、
宗
教
の
も
つ
大
き
な
意
味
は
、
な
に
を
信
ず
べ
き
か
、
ど
う
生
き
る
べ
き
か
と
い
っ
た
問
い
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
信
仰
の
力
で
救
済
す
る
と
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
や
浄
土
真
宗
に
お
い
て
も
、
人
間
の
言
動
、
行
為
、
他
者
の
扱
い
や
他
者
に
対
す
る
態
度
な
ど
は
け
っ
し
て
看
過
で
き
な
い
事
柄
だ
。
キ
リ
ス
ト
や
阿
弥
陀
仏
を
信
仰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
後
天
国
に
昇
れ
た
り
、
西
方
の
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
た
り
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
上
の
世
界
に
い
る
限
り
、
自
分
の
行
動
の
責
任
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
十
九
世
紀
の
科
学
者
や
哲
学
者
も
こ
の
問
題
に
重
点
を
置
い
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ハ
ク
ス
リ
ー
、
そ
し
て
ヘ
ッ
ケ
ル
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
ハ
ク
ス
リ
ー
が
一
段
と
深
く
こ
の
問
題
に
切
り
込
ん
だ
の
だ
。
彼
の
『
進
化
論
と
倫
理
』
で
は
様
々
な
視
点
か
ら
こ
の
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
上
述
の
通
り
、
ハ
ク
ス
リ
ー
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
友
人
で
あ
り
、
支
持
者
で
も
あ
っ
た
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
に
賛
同
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
特
に
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
適
者
生
存
」
に
倫
理
的
に
反
対
し
た
。
ハ
ク
ス
リ
ー
の
こ
の
思
想
の
解
釈
は
、
動
植
物
が
完
成
の
目
標
に
近
づ
く
の
は
、
存
在
す
る
た
め
の
苦
闘
を
し
て
き
た
わ
け
で
（
い
わ
ゆ
る
「
適
者
生
存
」）、
従
っ
て
、
社
会
の
人
々
も
、
倫
理
的
な
存
在
と
し
て
、
完
成
へ
近
づ
く
た
め
の
後
押
し
と
し
て
、
同
じ
過
程
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
も
必
然
の
結
果
と
し
て
、
生
存
競
争
を
生
き
、
環
境
な
ど
に
適
応
す
る
た
め
に
、
苦
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
生
存
で
き
た
も
の
は
絶
滅
し
た
も
の
よ
り
も
い
い
と
か
優
れ
て
い
る
と
見
な
す
の
は
間
違
っ
て
い
る
、
と
ハ
ク
ス
リ
ー
は
言
う
。「
最
高
」
や
「
優
れ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
倫
理
・
道
徳
的
な
色
彩
が
あ
る
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
生
存
と
絶
滅
は
計
り
知
れ
ず
、
そ
れ
は
無
数
の
条
件
や
原
因
に
よ
る
も
の
な
の
だ
か
ら
。
ハ
ク
ス
リ
ー
は
言
う
。
「
最
適
者
」
と
い
う
の
は
、「
最
高
」
と
い
う
暗
示
的
な
意
味
が
あ
り
、
そ
し
て
、「
最
高
」
と
い
う
言
葉
の
周
り
に
倫
理
・
道
徳
の
空
気
が
漂
う
。
と
こ
ろ
が
、
全
宇
宙
の
中
で
、「
最
適
者
」
で
あ
る
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
や
原
因
に
よ
る
の
で
あ
る?59）
。
か
え
っ
て
、
ハ
ク
ス
リ
ー
は
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
と
も
ヘ
ッ
ケ
ル
と
も
違
っ
て
い
た
。
社
会
の
進
化
や
向
上
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
絶
え
間
な
く
、
こ
の
宇
宙
の
適
者
生
存
に
伴
う
苦
闘
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
抵
抗
し
、
そ
れ
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
。
自
然
に
起
こ
っ
て
い
る
進
化
を
人
間
の
社
会
に
当
て
嵌
め
ず
に
、
逆
に
、
適
者
生
存
思
想
を
倫
理
思
想
に
置
き
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
到
達
点
は
あ
ら
ゆ
る
条
件
に
応
じ
て
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最
適
者
し
か
生
存
し
な
い
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
倫
理
的
に
最
高
の
人
間
が
生
存
す
る
の
で
あ
る?60）
。
だ
か
ら
、
倫
理
的
に
最
高
の
言
行
つ
ま
り
、
善
良
や
美
徳
と
呼
ぶ
も
の
を
宇
宙
的
な
存
在
の
苦
闘
に
よ
り
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
反
対
の
行
為
を
必
要
と
す
る
。
冷
酷
な
自
己
主
張
よ
り
、
自
制
を
必
要
と
す
る
。
競
争
相
手
を
突
き
飛
ば
し
、
踏
み
躙
る
の
で
は
な
く
、
他
人
を
尊
敬
し
、
ま
た
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
目
的
は
、
最
適
者
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
を
生
存
に
適
う
者
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
ハ
ク
ス
リ
ー
は
促
す?61）
。
下
記
は
ハ
ク
ス
リ
ー
の
社
会
進
化
論
思
想
の
基
本
的
な
立
場
の
概
略
で
あ
る
。
宇
宙
の
自
然
に
お
い
て
は
、
存
在
の
苦
闘
は
立
派
な
業
績
を
挙
げ
た
が
、
こ
れ
は
倫
理
上
で
も
平
等
に
慈
悲
深
い
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。
私
の
主
張
が
本
当
で
あ
れ
ば
、
宇
宙
の
プ
ロ
セ
ス
が
倫
理
と
一
切
関
係
が
な
け
れ
ば
、
人
間
が
そ
れ
を
真
似
る
こ
と
が
倫
理
の
第
一
原
理
に
矛
盾
す
れ
ば
、
こ
の
意
外
な
理
論
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
最
終
的
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
社
会
の
倫
理
的
な
進
展
が
、
宇
宙
の
プ
ロ
セ
ス
を
真
似
る
こ
と
や
そ
こ
か
ら
逃
げ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
抵
抗
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
だ
?…the ethical progress of society
 
depends,not on im
itating the cosm
ic process,still less in running
 
aw
ay from it,but in com
bating it ?62
））。
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
ハ
ク
ス
リ
ー
は
尊
敬
の
対
象
で
は
あ
っ
た
が
、
ハ
ー
ン
の
見
方
は
多
少
こ
れ
と
相
違
が
あ
る
。
進
化
の
媒
体
で
あ
る
遺
伝
と
そ
れ
に
相
応
す
る
仏
教
の
カ
ル
マ
（
こ
の
意
味
で
業
や
因
果
関
係
を
表
す
）
と
い
う
観
念
と
が
倫
理
的
意
義
を
有
す
る
、
と
ハ
ー
ン
は
主
張
し
た
。
ハ
ー
ン
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
仏
教
は
、
依
然
と
し
て
人
類
の
あ
こ
が
れ
に
深
い
合
致
を
も
ち
、
道
徳
的
進
歩
と
調
和
す
る
貴
重
な
道
徳
上
の
有
効
な
仮
説
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
物
質
的
宇
宙
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
実
在
を
、
信
ず
る
信
じ
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
説
明
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
遺
伝
の
法
則
特
殊
化
し
な
い
生
殖
細
胞
の
な
か
に
、
種
族
お
よ
び
個
人
の
性
向
が
伝
え
ら
れ
る
事
実
の
倫
理
的
意
義
は
、
因
果
説
の
存
在
を
肯
定
す
る?63）
。
こ
こ
で
は
倫
理
と
遺
伝
と
が
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
の
だ
。
ハ
ー
ン
の
理
解
で
は
、
遺
伝
は
た
だ
の
宇
宙
の
情
報
交
換
の
媒
体
に
過
ぎ
な
い
よ
う
だ
。
だ
か
ら
、
遺
伝
そ
の
も
の
が
「
倫
理
」
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
宇
宙
の
進
化
や
動
き
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
、
一
つ
の
倫
理
的
な
原
理
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
か
ら
原
子
ま
で
、
森
羅
万
象
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
ま
で
及
ぶ
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
業
に
よ
っ
て
動
い
て
い
る
遺
伝
は
冷
酷
な
法
則
で
あ
る
し
、
か
な
ら
ず
倫
理
的
に
一
番
優
れ
て
い
る
人
々
を
生
存
さ
せ
る
と
は
い
え
な
い
。
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倫
理
的
に
ハ
ク
ス
リ
ー
と
ハ
ー
ン
の
間
に
業
と
遺
伝
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
多
少
相
違
し
て
い
る
が
、
両
方
と
も
宇
宙
の
プ
ロ
セ
ス
を
貫
い
て
い
る
の
は
理
論
的
秩
序
で
あ
る
と
し
、
ハ
ー
ン
は
こ
れ
を
業
の
力
で
あ
る
と
す
る
。
ハ
ー
ン
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
表
す
。
古
代
の
仏
教
哲
学
者
が
近
代
科
学
の
諸
事
実
を
知
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
か
れ
ら
は
、
そ
う
し
た
科
学
的
事
実
の
解
釈
に
、
か
れ
ら
の
教
義
を
、
驚
く
ほ
ど
う
ま
く
適
用
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
原
子
の
跳
躍
も
、
分
子
の
親
和
も
、
エ
ー
テ
ル
の
震
動
も
、
か
れ
ら
の
「
業
」
と
い
う
理
論
に
よ
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
、
恐
ろ
し
い
よ
う
な
方
法
で
解
明
し
た
か
も
し
れ
な
い?64）
。
８
ヘ
ッ
ケ
ル
の
一
元
論
宗
教
と
ハ
ー
ン
の
“H
igher B
uddhism
”
の
類
似
性
ヘ
ッ
ケ
ル
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
及
び
ハ
ク
ス
リ
ー
と
同
じ
く
、
生
物
学
者
で
あ
り
、
哲
学
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
初
の
進
化
論
擁
護
者
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ハ
ク
ス
リ
ー
と
の
交
流
を
通
し
て
、
進
化
論
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
多
分
、
ヘ
ッ
ケ
ル
の
一
番
知
ら
れ
て
い
る
思
想
的
な
寄
与
は
、「
個
体
発
生
は
系
統
発
生
を
要
約
す
る
」
と
い
う
反
復
説
で
あ
ろ
う
。
ヘ
ッ
ケ
ル
の
思
想
を
支
え
る
中
軸
は
、
進
化
論
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
一
元
論
思
想
、
さ
ら
に
詳
し
く
い
え
ば
、
本
人
の
言
う
「
一
元
論
宗
教
」
で
あ
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
・
ハ
ク
ス
リ
ー
・
ヘ
ッ
ケ
ル
の
三
人
の
中
で
は
、
ヘ
ッ
ケ
ル
が
一
番
強
固
な
一
元
論
者
だ
っ
た
。
鈴
木
貞
美
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
、
慎
重
な
姿
勢
を
取
っ
た
し
、
ハ
ク
ス
リ
ー
は
「
不
可
知
者
」
と
し
て
最
終
的
に
神
の
有
無
に
つ
い
て
何
一
つ
確
信
、
主
張
で
き
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
ヘ
ッ
ケ
ル
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
二
元
論
思
想
を
容
赦
な
く
否
定
し
、「
物
質
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
滅
の
法
則
」
を
根
本
原
理
と
し
、
宇
宙
と
生
物
の
進
化
の
法
則
を
「
永
劫
の
自
然
法
則
」
と
し
て
い
る?65）
。
進
化
論
者
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ま
っ
た
く
同
じ
進
化
論
観
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
進
化
論
と
ラ
マ
ル
ク
進
化
論
と
に
大
き
く
分
け
ら
れ
、
こ
の
両
者
の
科
学
上
の
相
違
に
よ
っ
て
倫
理
的
な
基
盤
が
大
い
に
変
わ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
進
化
の
主
た
る
原
因
は
、
自
然
淘
汰
に
よ
る
変
化
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ラ
マ
ル
ク
は
個
体
に
そ
の
生
涯
の
間
に
適
応
に
よ
る
変
化
が
生
じ
、
そ
れ
を
個
体
の
子
孫
が
継
承
す
る
と
い
う
理
論
に
基
づ
く
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
遺
伝
の
法
則
に
関
わ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
獲
得
形
質
の
遺
伝
」
?L’he?re?dite?
des caracte?res acquis
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る?66）
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
は
、
進
化
が
前
進
的
な
も
の
で
あ
る
と
見
な
し
、
も
の
が
進
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
よ
り
複
雑
、
よ
り
完
全
な
形
に
と
進
ん
で
い
く
と
い
う
見
方
が
背
景
に
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
進
化
に
は
目
的
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
生
物
が
進
化
に
よ
っ
て
完
全
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
過
程
を
想
定
す
る
。
し
か
し
、
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
ラ
マ
ル
ク
の
進
化
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論
の
解
釈
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
以
前
の
も
の
で
、
十
八
世
紀
の
啓
蒙
思
想
か
ら
の
理
想
化
さ
れ
た
表
象
を
踏
ま
え
て
い
る
と
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
啓
蒙
期
に
、
個
人
、
社
会
、
国
家
が
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
高
尚
な
形
に
進
む
と
信
じ
て
い
た
啓
蒙
思
想
が
ラ
マ
ル
ク
の
進
化
論
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ラ
マ
ル
ク
は
進
化
が
自
然
法
則
に
従
い
な
が
ら
働
く
こ
と
を
提
唱
し
て
い
た
。
ラ
マ
ル
ク
学
説
に
よ
る
と
、
生
物
の
個
体
が
進
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
よ
り
複
雑
に
な
る
こ
と
と
生
物
個
体
が
生
涯
の
間
に
環
境
に
適
応
す
る
機
能
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
も
ラ
マ
ル
ク
の
進
化
論
へ
の
先
駆
的
貢
献
を
認
め
た
が
、
自
然
淘
汰
の
原
理
に
重
点
を
置
い
た
の
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
最
大
の
貢
献
で
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
が
種
の
変
化
の
直
接
的
要
因
と
ヘ
ッ
ケ
ル
は
述
べ
て
い
た?67）
。
ス
ペ
ン
サ
ー
と
ヘ
ッ
ケ
ル
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
非
常
に
尊
敬
し
、
偉
大
な
人
物
だ
と
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
二
人
の
進
化
論
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
必
ず
し
も
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
同
じ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
学
や
倫
理
学
に
お
け
る
思
想
は
ラ
マ
ル
ク
学
派
的
色
彩
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ラ
マ
ル
ク
学
派
の
人
生
観
に
は
、
冷
酷
な
自
然
に
よ
る
淘
汰
や
無
情
な
働
き
に
よ
っ
て
物
事
が
進
化
し
な
が
ら
変
化
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
個
体
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
、
自
分
の
遺
伝
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
善
い
方
に
進
化
し
、
子
孫
を
よ
り
よ
い
、
よ
り
有
利
な
状
態
に
で
き
る
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
大
雑
把
に
言
え
ば
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
は
予
測
不
可
能
で
、
日
和
見
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ラ
マ
ル
ク
学
派
は
個
体
の
内
な
る
独
創
性
に
よ
り
自
ら
の
進
化
過
程
に
貢
献
で
き
る
と
主
張
す
る?68）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
原
』
も
獲
得
形
質
の
遺
伝
（
ラ
マ
ル
ク
説
）
を
認
め
て
い
な
い
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
し
か
し
、
ハ
ク
ス
リ
ー
は
、
ラ
マ
ル
ク
流
の
進
化
論
の
裏
付
け
が
不
足
と
見
な
し
、
拒
絶
し
た
。
以
上
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
進
化
論
の
解
釈
の
相
違
に
よ
り
、
科
学
観
だ
け
で
は
な
く
、
倫
理
観
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
気
付
く
。
ハ
ー
ン
の
進
化
論
の
見
解
に
よ
る
と
、
進
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
生
ま
れ
変
わ
れ
ば
生
ま
れ
変
わ
る
ほ
ど
（
善
行
を
行
う
前
提
で
）
よ
り
涅
槃
と
い
う
最
終
的
、
最
良
の
到
達
点
が
あ
る
と
主
張
し
た
と
こ
ろ
で
ハ
ー
ン
も
ラ
マ
ル
ク
派
に
属
し
た
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ハ
ー
ン
自
身
が
、
い
く
ら
自
分
は
進
化
論
者
で
あ
り
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
弟
子
で
あ
る
と
名
乗
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
実
態
は
進
化
論
を
主
張
し
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
仏
教
思
想
の
裏
づ
け
と
し
て
し
か
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
斬
新
な
科
学
発
見
で
あ
る
進
化
論
と
遺
伝
説
が
、
ハ
ー
ン
が
い
う
「
業
」
?karm
a
）や
「
前
世
の
観
念
」
?the idea of preexis-
tence
）や
「
祖
先
崇
拝
」（ancestor w
orship
）
と
い
っ
た
仏
教
観
念
に
見
ら
れ
、
立
証
さ
れ
れ
ば
、
東
洋
、
日
本
の
独
特
の
宗
教
で
あ
る
仏
教
の
方
が
、
宣
教
師
に
よ
っ
て
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
よ
り
合
理
的
で
、
科
学
に
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ハ
ー
ン
の
科
学
と
仏
教
思
想
の
一
致
論
に
お
け
る
言
葉
を
考
慮
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
対
す
る
抵
抗
と
い
う
底
意
も
あ
っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
上
記
で
、
指
摘
し
た
と
お
り
、
ハ
ー
ン
の
言
う
「H
igher B
uddhism
」
は
、
教
学
的
に
「
大
乗
仏
教
」
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ハ
ー
ン
の
150
執
筆
活
動
の
最
高
の
業
績
で
あ
る
『
日
本
一
つ
の
試
論
』
収
録
の
エ
ッ
セ
イ“T
he H
igher B
uddhism
”
で
は
涅
槃
（N
irvana
）
と
業
?karm
a
）
と
を
取
り
上
げ
、
哲
学
的
に
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
ハ
ー
ン
は
そ
の
中
で
、
哲
学
的
仏
教
（P
hilosophical B
uddhism
）
と
高
尚
な
仏
教
?Higher B
udd-
hism
）を
同
義
の
言
葉
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
冒
頭
で
、
こ
の
よ
う
な
哲
学
的
仏
教
を
取
り
上
げ
、
論
述
す
る
三
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
第
一
の
理
由
は
哲
学
的
仏
教
に
対
す
る
西
洋
人
の
無
知
に
よ
っ
て
、
日
本
の
イ
ン
テ
リ
層
全
体
が
無
神
論
者
で
あ
る
と
非
難
の
対
象
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
。
第
二
の
理
由
は
、
西
洋
に
い
る
人
た
ち
は
、
日
本
の
庶
民
の
理
解
は
涅
槃
イ
コ
ー
ル
消
滅
と
し
て
い
る
と
受
け
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
第
三
の
理
由
は
仏
教
は
近
代
の
哲
学
に
関
心
の
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、
大
変
興
味
深
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る?69）
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
ハ
ー
ン
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
仏
教
の
世
界
観
は
、
西
洋
の
宗
教
観
（
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
枠
組
み
か
ら
の
）
と
ま
っ
た
く
裏
返
し
で
、
あ
べ
こ
べ
の
「
知
的
風
景
の
珍
し
さ
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
仏
教
観
念
の
中
に
は
西
洋
の
範
疇
に
当
て
は
ま
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ハ
ー
ン
の
言
う“H
igher B
uddhism
”
は
一
種
の
一
元
論
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
「
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
の
一
元
論
の
学
説
に
驚
く
ほ
ど
合
致
す
る
教
義
が
含
ま
れ
て
い
る?70）
」。
ハ
ー
ン
は
一
元
論
の
定
義
づ
け
を
試
み
る
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
ま
ず
最
初
に
一
元
論
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。
形
と
か
名
前
を
も
っ
て
い
る
い
っ
さ
い
の
物
仏
、
神
、
人
間
、
い
っ
さ
い
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
太
陽
、
世
界
、
月
、
目
に
見
え
る
い
っ
さ
い
の
宇
宙
は
、
み
な
、
有
為
転
変
、
無
常
の
現
象
で
あ
る
。
…
…
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
が
言
っ
た
よ
う
に
、
実
体
の
証
左
と
な
る
も
の
は
永
遠
な
も
の
だ
と
考
え
る
と
す
る
と
、
た
れ
も
こ
の
見
方
に
疑
念
を
は
さ
む
も
の
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
第
一
原
理
」
の
終
り
の
章
に
、
結
語
と
し
て
述
べ
て
あ
る
説
と
少
し
も
異
な
ら
な
い
。
「
客
観
と
主
観
の
関
係
は
、
物
、
心
を
相
対
的
に
考
え
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
に
感
じ
さ
せ
る
け
れ
ど
も
、
物
も
、
心
も
、
た
だ
、
そ
の
根
本
に
横
た
わ
っ
て
い
る
、
未
知
の
実
体
の
し
る
し
と
し
て
、
考
え
ら
れ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。」
?一
八
九
四
年
版?71））
ハ
ー
ン
の
仏
教
の
解
釈
に
よ
る
と
、
一
つ
の
「
絶
対
」
が
あ
り
、
そ
れ
が
無
辺
無
量
自
在
な
る
存
在
の
「
仏
陀
」
で
あ
っ
て
、
物
・
心
に
つ
い
て
も
「
仏
陀
」
以
外
に
、
真
の
存
在
も
、
真
の
個
性
も
、
真
の
人
性
も
な
い
と
い
う
。
こ
の
心
境
に
達
す
れ
ば
、「
我
」
と
「
非
我
」
と
は
、
基
本
的
に
同
じ
も
の
で
あ
っ
て
、
主
観
的
、
客
観
的
だ
と
い
っ
て
い
る
実
体
は
、
同
一
不
二
の
も
の
で
あ
る?72）
。
と
こ
ろ
が
、
意
識
が
存
続
す
る
限
り
、
主
観
と
客
観
と
の
対
立
を
超
越
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、「
心
」
や
「
意
識
」
と
い
う
錯
覚
を
見
破
れ
ば
、
実
在
は
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
心
境
の
な
い
「
心
」
と
い
う
境
は
151
ラフカディオ・ハーンの仏教観
「
涅
槃
」
で
あ
っ
て
、
無
辺
な
る
平
和
と
静
寂
さ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ハ
ー
ン
の
徹
底
し
た
一
元
論
を
突
き
詰
め
る
と
、
涅
槃
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
ヘ
ッ
ケ
ル
も
ハ
ー
ン
と
よ
く
似
た
、
一
元
論
・
二
元
論
の
区
別
の
解
釈
を
提
供
す
る
。
ハ
ー
ン
と
ス
ペ
ン
サ
ー
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
突
き
詰
め
た
一
元
論
は
涅
槃
へ
と
導
く
が
、
ヘ
ッ
ケ
ル
は
違
う
。
ヘ
ッ
ケ
ル
に
よ
る
と
、
二
元
論
は
、
も
っ
と
も
広
い
意
味
で
は
宇
宙
を
は
っ
き
り
と
分
け
る
要
素
物
質
界
と
非
物
質
界
（
神
）
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
神
は
宇
宙
の
創
造
主
、
維
持
者
、
そ
し
て
支
配
者
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
元
論
は
（
同
じ
く
も
っ
と
も
広
い
意
味
で
は
）
一
つ
の
要
素
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
が
同
時
に
「
神
と
自
然
」「
身
体
と
魂
」（
あ
る
い
は
物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
で
あ
っ
て
、
分
離
で
き
な
い
も
の
だ
と
い
う
説
を
す
す
め
る
。
二
元
論
の
超
越
し
た
神
様
は
必
ず
有
神
論
へ
と
導
く
が
、
一
元
論
の
現
世
的
神
は
汎
神
論
に
導
く
の
だ?73）
。
ヘ
ッ
ケ
ル
に
よ
る
と
、
一
元
論
思
想
を
科
学
の
物
質
界
に
当
て
嵌
め
、
そ
の
意
義
を
は
じ
め
て
理
解
で
き
た
人
は
バ
ー
ル
ー
フ
・
デ
・
ス
ピ
ノ
ザ
?Baruch
 
D
e Spinoza,
一
六
三
二
｜
一
六
七
七
）だ
っ
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
の
偉
大
な
哲
学
者
、
神
学
者
で
あ
っ
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
汎
神
論
的
思
想
体
系
は
、
宇
宙
の
観
念
が
神
に
通
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
時
に
も
っ
と
も
純
粋
で
、
も
っ
と
も
合
理
的
な
一
元
論
且
つ
一
神
教
の
両
方
の
要
素
を
持
っ
て
い
る
と
ヘ
ッ
ケ
ル
は
述
べ
る?74）
。「
万
有
神
論
」
と
「
無
神
論
」
と
は
、
一
見
す
れ
ば
、
反
対
の
現
象
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
ヘ
ッ
ケ
ル
の
見
解
で
は
そ
う
で
も
な
い
。
ヘ
ッ
ケ
ル
自
身
は
自
分
の
宇
宙
観
が
ス
ピ
ノ
ザ
が
唱
え
た
「
万
有
神
論
」
と
同
じ
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
神
が
万
物
に
宿
っ
て
い
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
の
外
に
立
つ
超
越
的
な
神
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る?75）
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
正
統
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
ス
ピ
ノ
ザ
や
ヘ
ッ
ケ
ル
の
い
わ
ゆ
る
「
宗
教
観
」
は
無
神
論
に
等
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
事
実
上
、
ヘ
ッ
ケ
ル
の
「
神
」
は
人
格
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
二
元
論
的
な
思
惟
で
概
念
化
で
き
な
い
本
質
を
備
え
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
確
か
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
宗
教
観
と
ハ
ー
ン
の
そ
れ
と
は
似
通
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ハ
ー
ン
は
ス
ピ
ノ
ザ
と
同
じ
く
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
お
け
る
宗
教
教
育
を
批
判
し
、
汎
神
論
的
な
宇
宙
観
へ
と
心
を
寄
せ
て
き
た
。
ハ
ー
ン
は
大
叔
母
に
押
し
付
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
教
育
か
ら
脱
皮
し
、
汎
神
論
、
そ
し
て
そ
の
後
、
仏
教
へ
と
傾
倒
し
て
い
っ
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
そ
れ
な
り
の
教
育
（
ラ
ビ
に
な
る
た
め
の
）
を
受
け
た
が
、
汎
神
論
的
な
視
点
か
ら
ユ
ダ
ヤ
教
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
汎
神
論
思
想
は
神
の
存
在
が
自
然
の
至
る
と
こ
ろ
に
内
在
し
、
神
も
自
然
も
、
心
も
身
体
も
二
つ
な
ら
ず
、
一
つ
の
実
体
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
神
の
人
格
化
を
徹
底
的
に
否
定
し
、
神
イ
コ
ー
ル
自
然
と
い
う
結
論
に
帰
結
し
た
。
ヘ
ッ
ケ
ル
も
宗
教
が
進
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
よ
り
抽
象
的
な
神
観
念
に
な
り
、
最
終
的
に
は
神
の
人
格
が
滅
却
し
、
神
が
純
然
た
る
「
霊
」
に
な
っ
て
く
る
と
し
て
い
る?76）
。
従
っ
て
、
ハ
ー
ン
も
、
自
身
の
宗
教
観
に
つ
い
て
、
宗
教
の
形
成
過
程
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
進
化
論
者
と
し
て
そ
う
す
る
義
務
も
あ
る
と
示
唆
す
る
。
し
か
し
、
ハ
ー
ン
の
宗
教
の
進
化
の
信
念
と
ス
ピ
ノ
ザ
や
ヘ
152
ッ
ケ
ル
の
も
の
に
は
多
少
相
違
が
あ
る
。
長
い
引
用
に
な
る
が
、
ハ
ー
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
お
よ
そ
宗
教
の
形
式
に
は
、
ど
ん
な
も
の
に
も
、
そ
の
底
に
は
何
か
し
ら
不
朽
の
真
理
を
蔵
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
進
化
論
者
は
宗
教
を
分
類
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
進
化
論
者
は
、
人
間
の
思
想
の
進
歩
の
上
に
お
い
て
、
多
神
教
よ
り
も
一
神
教
の
方
が
大
き
な
進
歩
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
一
神
教
は
、
無
数
の
亡
霊
の
信
仰
を
、
目
に
見
え
な
い
全
能
の
力
と
い
う
一
つ
の
大
き
な
考
え
に
溶
か
し
こ
み
、
押
し
広
げ
た
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
心
理
学
的
進
化
論
の
立
場
か
ら
い
う
と
、
進
化
論
者
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
汎
神
論
を
一
神
教
よ
り
も
、
さ
ら
に
進
ん
だ
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
こ
の
二
つ
よ
り
も
、
さ
ら
に
進
ん
だ
も
の
と
し
て
、
不
可
知
論
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
一
つ
の
信
仰
の
価
値
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
は
相
関
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
評
価
の
問
題
は
、
限
ら
れ
た
教
養
あ
る
階
級
の
人
た
ち
の
知
性
の
発
達
に
そ
れ
が
適
応
採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
き
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
が
道
徳
経
験
を
体
現
し
て
い
る
社
会
全
体
に
対
す
る
、
も
っ
と
広
い
範
囲
の
情
操
の
上
に
与
え
た
関
係
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
ん
な
社
会
に
し
ろ
、
そ
の
社
会
に
対
す
る
宗
教
の
価
値
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
社
会
の
道
徳
経
験
に
そ
の
宗
教
が
お
の
ず
か
ら
適
応
す
る
力
、
そ
れ
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
は
ず
だ?77）
。
面
白
い
こ
と
に
、
ス
ピ
ノ
ザ
や
ヘ
ッ
ケ
ル
と
同
じ
く
、
ハ
ー
ン
も
宗
教
の
進
化
上
、
多
神
教
よ
り
も
一
神
教
の
方
が
上
位
を
占
め
る
と
見
て
い
た
。
ヘ
ッ
ケ
ル
も
ス
ピ
ノ
ザ
も
一
元
論
思
想
を
突
き
詰
め
れ
ば
、
神
の
存
在
が
す
べ
て
を
貫
い
て
い
る
こ
と
に
目
覚
め
る
。
ヘ
ッ
ケ
ル
も
真
理
を
追
究
す
る
に
は
、
自
然
と
い
う
寺
院
の
中
か
ら
し
か
見
出
せ
ず
、
人
間
が
作
っ
た
教
会
や
宗
教
団
か
ら
の
啓
示
は
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
主
張
し
た?78）
。
し
か
し
、
心
理
学
的
な
視
点
と
な
る
と
、
ち
ょ
っ
と
異
な
っ
て
く
る
。
一
神
教
と
汎
神
論
を
同
一
視
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
神
が
森
羅
万
象
に
宿
っ
て
い
る
と
説
を
す
す
め
る
汎
神
論
の
方
が
一
神
教
よ
り
も
上
位
を
占
め
る
。
ハ
ー
ン
の
一
神
教
の
表
象
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
よ
う
に
神
イ
コ
ー
ル
自
然
と
い
う
汎
神
論
と
違
っ
て
い
た
。
あ
く
ま
で
も
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
は
一
神
教
と
い
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
と
い
う
連
想
を
断
ち
切
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
汎
神
論
・
一
神
教
と
は
異
質
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ハ
ー
ン
が
一
番
高
く
位
置
づ
け
た
の
は
、
神
の
存
在
が
な
に
一
つ
正
確
に
把
握
で
き
な
い
と
す
る
懐
疑
的
な
不
可
知
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
ハ
ー
ン
と
ス
ペ
ン
サ
ー
と
は
同
意
見
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、
ハ
ー
ン
が
ス
ペ
ン
サ
ー
に
感
化
を
受
け
、
啓
発
さ
れ
た
結
果
、
同
じ
意
見
を
持
つ
に
到
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
『
第
一
原
理
』
の
中
で
は“the U
nknow
n”
或
い
は“the U
nknow
n reality”
と
い
う
表
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現
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
い
く
ら
経
験
的
か
つ
実
験
的
に
科
学
や
哲
学
を
見
て
い
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
見
え
る
も
の
と
見
え
な
い
も
の
と
は
は
っ
き
り
分
け
ら
れ
、
科
学
が
見
え
る
も
の
を
説
明
す
る
の
と
同
じ
く
、
宗
教
は
見
え
な
い
も
の
へ
の
憧
れ
や
表
現
を
表
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
「
両
方
の
結
論
を
組
み
合
わ
せ
る
構
想
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
科
学
と
宗
教
と
が
同
じ
真
理
の
裏
と
表
一
方
（
科
学
）
は
そ
の
近
く
て
見
え
る
局
面
、
も
う
一
方
（
宗
教
）
は
遠
く
離
れ
た
、
隠
れ
た
局
面
。」
と
こ
れ
を
表
現
し
た?79）
。
そ
し
て
、
上
記
の
引
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
は
、
宗
教
の
価
値
は
相
対
的
な
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
道
徳
的
な
経
験
に
よ
る
必
要
性
に
応
え
、
当
て
嵌
め
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
ハ
ー
ン
も
ス
ペ
ン
サ
ー
も
、
ハ
ク
ス
リ
ー
も
、
そ
し
て
ヘ
ッ
ケ
ル
も
共
通
し
て
い
る
。
ヘ
ッ
ケ
ル
の
到
達
し
た
結
論
は
、
倫
理
や
道
徳
の
最
高
の
目
的
は
利
己
主
義
と
利
他
主
義
、
自
己
愛
と
他
愛
と
の
調
和
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ヘ
ッ
ケ
ル
の
体
系
を
整
理
で
き
た
の
が
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
で
あ
っ
た
、
と
論
じ
た?80）
。
最
後
に
、
も
し
、
ハ
ー
ン
の
思
想
を
分
類
す
る
と
す
れ
ば
、
な
か
な
か
ぴ
っ
た
り
と
哲
学
系
と
科
学
系
の
ど
ち
ら
か
に
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
科
学
思
想
、
特
に
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
風
の
進
化
論
や
自
然
科
学
に
共
感
し
た
が
、
宗
教
心
を
い
つ
ま
で
も
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
、
ハ
ー
ン
は
科
学
と
仏
教
思
想
、
西
洋
と
東
洋
と
の
融
合
を
志
し
、
ハ
ー
ン
な
り
に
そ
の
融
合
を
遂
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
下
記
の
言
葉
に
ハ
ー
ン
の
宗
教
と
科
学
思
想
と
の
一
体
観
が
よ
く
窺
え
る
。進
化
論
は
、
わ
れ
わ
れ
が
、
物
質
も
、
人
間
の
精
神
も
、
た
だ
刻
々
に
変
り
つ
つ
あ
る
表
象
に
す
ぎ
な
い
と
唱
え
る
未
知
の
「
究
極
」
の
点
で
は
、
と
も
に
ひ
と
つ
の
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
進
化
論
は
、
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
多
数
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
個
に
し
て
多
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
は
、
他
の
個
、
お
よ
び
宇
宙
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
過
去
の
世
の
人
間
性
を
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
う
ち
に
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
同
時
に
、
す
べ
て
の
同
胞
の
生
命
の
貴
さ
、
美
し
さ
の
な
か
に
も
、
そ
れ
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
他
人
に
お
い
て
、
自
身
を
最
も
よ
く
愛
し
う
る
こ
と
、
ま
た
、
他
人
に
お
い
て
自
身
を
最
も
よ
く
役
立
て
う
る
こ
と
、
物
の
形
骸
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
ほ
ん
の
霞
か
ま
ぼ
ろ
し
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
死
者
も
生
者
も
、
と
も
ど
も
に
、
す
べ
て
の
人
間
の
感
情
は
、
ほ
ん
と
う
は
形
の
な
い
、
「
無
窮
」
に
属
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
進
化
論
は
わ
れ
わ
れ
に
教
え
て
い
る
の
で
あ
る?81）
。
結
び
に
上
記
の
文
章
に
見
え
る
よ
う
に
、
行
間
に
漂
っ
て
い
る
の
は
、
ハ
ー
ン
の
全
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体
的
な
哲
学
や
宗
教
心
の
結
晶
で
あ
る
。「
進
化
論
」
に
よ
っ
て
、
物
質
も
精
神
も
宇
宙
の
未
知
の
「
究
極
」
と
一
つ
で
あ
る
。
上
記
の
発
言
は
紛
れ
も
無
く
ハ
ー
ン
の
汎
神
論
へ
の
傾
倒
を
表
す
。
彼
に
よ
る
科
学
哲
学
と
宗
教
心
と
の
融
合
は
、
た
だ
ハ
ー
ン
自
身
の
精
神
的
安
定
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
東
西
文
明
の
衝
突
に
よ
る
傷
を
癒
す
た
め
で
も
あ
っ
た
。
確
か
に
、
ハ
ー
ン
の
心
の
中
に
も
文
明
衝
突
に
対
す
る
一
種
の
蟠
り
が
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
蟠
り
は
世
界
情
勢
に
よ
り
ま
す
ま
す
色
鮮
や
か
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
き
た
。
彼
の
上
記
の
言
葉
、「
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
他
人
に
お
い
て
、
自
身
を
最
も
よ
く
愛
し
う
る
こ
と
、
ま
た
、
他
人
に
お
い
て
自
身
を
最
も
よ
く
役
立
て
う
る
」
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
は
世
界
、
宇
宙
の
本
来
の
姿
は
一
つ
で
あ
り
、
国
々
の
国
境
や
自
・
他
の
区
別
を
遥
か
に
超
越
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ハ
ー
ン
の
包
容
力
の
あ
る
、
個
人
的
か
つ
普
遍
的
な
宗
教
観
で
は
な
い
か
と
思
う
。
仏
教
の
縁
起
法
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
ー
ン
の
精
神
的
・
知
的
形
成
も
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
な
り
の
原
因
や
諸
要
素
が
あ
っ
た
。
ハ
ー
ン
は
生
ま
れ
育
っ
た
西
洋
文
明
を
拒
否
し
、
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な
し
う
る
場
所
を
探
求
し
て
き
た
。
長
い
漂
泊
を
続
け
た
挙
句
、
日
本
に
到
着
し
、
仕
事
に
就
き
、
妻
を
娶
り
、
新
し
い
人
生
を
始
め
た
。
や
っ
と
日
本
と
い
う
新
し
い
故
郷
に
た
ど
り
つ
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
精
神
的
探
求
は
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
た
。
ハ
ー
ン
の
西
洋
文
明
か
ら
の
疎
外
感
は
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
反
感
に
直
結
す
る
の
だ
ろ
う
。
大
叔
母
に
キ
リ
ス
ト
教
を
押
し
付
け
ら
れ
、
行
き
た
く
も
な
い
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学
校
に
通
わ
せ
ら
れ
、
そ
し
て
、
汎
神
論
思
想
、
霊
界
に
強
く
惹
か
れ
た
た
め
に
、
正
統
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
無
理
も
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
宗
教
的
感
情
は
強
く
、
感
受
性
の
鋭
い
ハ
ー
ン
は
“w
hence”
?ど
こ
か
ら
）“w
hither”
?こ
れ
か
ら
は
）
そ
し
て“w
hy”
（
何
故
）
と
い
う
三
大
根
元
的
問
題
を
不
断
に
問
い
続
け
て
い
た
。
ハ
ー
ン
が
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
読
者
に
日
本
の
仏
教
を
説
明
、
解
明
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ハ
ー
ン
風
の
独
特
な
仏
教
観
が
生
ま
れ
て
き
た
。
無
論
、
ハ
ー
ン
が
提
示
し
た
仏
教
像
の
影
響
は
、
ハ
ー
ン
の
作
品
や
思
想
に
接
触
し
た
人
々
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
ハ
ー
ン
の
名
声
を
考
え
る
と
、
か
な
り
の
人
数
に
の
ぼ
る
に
違
い
な
い
。
ハ
ー
ン
が
描
い
て
き
た
仏
教
は
、
伝
統
仏
教
と
比
較
し
て
、
正
し
い
か
、
正
し
く
な
い
か
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ハ
ー
ン
が
提
示
し
た
仏
教
は
、
ハ
ー
ン
と
そ
の
時
代
に
つ
い
て
何
を
反
映
し
、
語
り
か
け
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
自
由
思
想
家
で
あ
る
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
は
、
十
九
世
紀
の
末
に
有
力
に
な
っ
て
き
た
進
化
論
（
生
物
と
社
会
両
方
に
お
い
て
）
思
想
は
、
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
発
想
に
よ
っ
て
、
天
地
創
造
説
が
覆
り
、
全
知
全
能
の
、
絶
対
的
か
つ
排
他
的
な
神
に
支
配
さ
れ
る
真
実
性
が
成
り
立
た
な
く
な
り
、
む
し
ろ
、
人
の
信
仰
や
人
種
の
違
い
を
認
め
な
い
、
有
機
的
な
自
然
法
則
こ
そ
が
「
生
」
の
原
動
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
進
化
論
説
が
本
当
で
あ
れ
ば
、
神
が
全
部
を
決
め
付
け
る
の
で
は
な
く
、
む
し
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ろ
、
全
て
の
責
任
が
人
間
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ハ
ー
ン
の
進
化
論
思
想
が
道
徳
・
倫
理
問
題
に
帰
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
道
徳
問
題
と
進
化
論
と
の
接
点
と
な
る
と
こ
ろ
で
、
仏
教
思
想
で
あ
る
「
業
」
と
「
輪
廻
」
が
ハ
ー
ン
の
宗
教
観
の
中
軸
を
な
し
て
く
る
。
今
日
の
不
幸
や
状
況
は
業
、
つ
ま
り
遺
伝
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
あ
る
神
の
意
図
的
な
仕
業
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
今
、
し
っ
か
り
道
徳
に
適
う
生
活
を
送
れ
ば
、
つ
ま
り
、
道
徳
的
な
人
間
と
し
て
進
化
す
れ
ば
進
化
す
る
ほ
ど
、
転
生
す
れ
ば
よ
り
よ
い
状
態
が
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
と
。
こ
の
進
化
論
と
仏
教
思
想
の
一
致
性
を
見
た
ハ
ー
ン
は
、
未
来
の
新
宗
教
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
総
合
哲
学
」
と
東
洋
哲
学
?仏
教
）の
融
合
体
に
基
づ
く
だ
ろ
う
と
推
測
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ハ
ク
ス
リ
ー
、
そ
し
て
ヘ
ッ
ケ
ル
は
三
人
と
も
に
ハ
ー
ン
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
ス
ペ
ン
サ
ー
を
ハ
ー
ン
は
崇
拝
し
た
の
で
あ
り
、
歴
史
上
最
大
の
天
才
で
あ
る
と
ま
で
ハ
ー
ン
は
主
張
し
た
。
し
か
し
、
ハ
ー
ン
は
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ハ
ク
ス
リ
ー
、
そ
し
て
ヘ
ッ
ケ
ル
の
思
想
体
系
か
ら
選
択
的
に
要
素
を
借
用
し
、
自
分
の
仏
教
、
宗
教
観
に
取
り
入
れ
、
適
用
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
三
人
の
科
学
者
、
哲
学
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
も
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
三
人
と
も
科
学
的
進
歩
が
そ
の
主
な
主
張
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
ハ
ー
ン
の
場
合
は
、
第
二
、
と
い
う
よ
り
、
第
一
の
心
の
故
郷
と
な
っ
た
日
本
に
つ
い
て
、
西
洋
人
に
好
印
象
を
与
え
た
か
っ
た
こ
と
が
執
筆
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
っ
て
も
、
ハ
ー
ン
自
身
と
日
本
と
の
関
係
は
、
も
う
少
し
複
雑
な
も
の
だ
っ
た
。
日
本
在
住
の
十
四
年
の
間
に
、
日
本
に
対
す
る
気
持
が
相
当
動
揺
し
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
宛
の
書
簡
に
は
こ
れ
を“pendulum to the left,”
“pendu-
lum to the right”
?振
り
子
は
左
へ
、
振
り
子
は
右
へ
）と
い
う
ふ
う
に
自
分
の
気
持
の
起
伏
を
表
現
し
た
が
、
最
終
的
に
日
本
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
結
局
、
彼
の
宗
教
観
と
同
じ
く
、
ハ
ー
ン
自
身
が
東
・
西
の
融
合
体
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
注?１
）L
afcadio H
earn,
“D
ifficulties”
in Japan:
A
n
 
A
ttem
pt at
 
Interpretation
,
in T
he W
ritings of L
afcadio H
earn:
in Sixteen
 
V
olum
es
(1922;reprint,K
yoto:R
insen Shoten, 1988),p. 12: 4.
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
わ
か
り
に
く
さ
」『
日
本：
一
つ
の
試
論
』
所
収
、
第
十
一
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）
四
頁
。
?２
）
平
川
祐
弘
著
『
小
泉
八
雲
と
カ
ミ
ガ
ミ
の
世
界
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
八
八
年
）、
六
一
頁
。
?３
）
平
川
祐
弘
著
『
小
泉
八
雲
と
カ
ミ
ガ
ミ
の
世
界
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
八
八
年
）、
六
二
頁
。
?４
）
一
般
の
庶
民
は
高
尚
仏
教
で
あ
る
涅
槃
を
考
え
ず
、
む
し
ろ
、
天
国
や
極
楽
往
生
を
望
む
と
い
う
大
衆
的
信
仰
が
主
流
で
あ
る
と
ハ
ー
ン
は
述
べ
る
。
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
涅
槃
」『
仏
の
畑
の
落
穂
』
所
収
、
第
八
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）
二
一
七
頁
参
照
。
?５
）D
aniel Stem
pel
“L
afcadio H
earn:
Interpreter of Japan”
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 A
m
erican L
iterature
20: 1
(M
ar., 1948),p. 3.
?６
）R
ick F
ields,H
ow the Sw
ans C
am
e to the L
ake:
A N
arrative
 
H
istory of B
uddhism
 
in A
m
erica
(B
oulder:Sham
bhala P
ublica-
tions, 1981),p. 106.
?７
）E
lizabeth B
island,T
he L
ife and L
etters of L
afcadio H
earn
,
vol. 1
(H
oughton M
ifflin
&
C
o., 1909),p. 328.
?８
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
月
が
ほ
し
い
」『
異
国
風
物
と
回
想
』
所
収
、
第
八
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）
三
九
三
頁
。
?９
）
磯
前
順
一
著
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
一
頁
。
?10
）Jam
es E
dw
ard K
etelaar,
O
f H
eretics and M
artyrs in M
eiji
 
Japan
(P
rinceton:P
rinceton U
niversity P
ress, 1990),p. 145.
?11
）C
arl T
.
Jackson,
T
he O
riental R
eligions and
 
A
m
erican
 
T
hought
(G
reenw
ood C
T
:G
reenw
ood P
ress, 1981),pp. 229-230.
?12
）E
lizabeth B
island,T
he L
ife and L
etters of L
afcadio H
earn
,
vol. 1
(H
oughton M
ifflin
&
C
o., 1909),pp. 291-292
日
本
語
訳
、
落
合
貞
三
郎
﹇
ほ
か
﹈
訳
『
小
泉
八
雲
全
集
』
九
巻
（
第
一
書
房
、
一
九
二
九
｜
一
九
三
〇
年
）
一
九
一
｜
一
九
二
頁
。
?13
）
平
井
呈
一
著
「
八
雲
と
仏
教
思
想
」『
小
泉
八
雲
作
品
集
』
所
収
、
第
八
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）
四
八
七
頁
。
?14
）E
lizabeth B
island,T
he L
ife and L
etters of L
afcadio H
earn
,
vol. 1
(H
oughton M
ifflin
&
C
o., 1909),pp. 85-86.
?15
）E
lizabeth B
island,T
he L
ife and L
etters of L
afcadio H
earn
,
vol. 1
(H
oughton M
ifflin
&
C
o., 1909),pp. 208-209;
日
本
語
訳
、
落
合
貞
三
郎
﹇
ほ
か
﹈
訳
『
小
泉
八
雲
全
集
』
九
巻
（
第
一
書
房
、
一
九
二
九
｜
一
九
三
〇
年
）
七
三
頁
。
?16
）E
lizabeth B
island,T
he L
ife and L
etters of L
afcadio H
earn
,
vol. 2
(H
oughton M
ifflin
&
C
o., 1909),p. 26.
?17
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
極
東
第
一
日
」『
日
本
瞥
見
記
上
』
所
収
、
第
五
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）
三
四
頁
。
?18
）Judith Snodgrass,Presenting Japanese B
uddhism to the W
est:
O
rientalism
,
O
ccidentalism
,
and
 
the
 
C
olum
bian
 
E
xposition
(C
hapel H
ill:U
niversity of N
orth C
arolina P
ress, 2003),p. 6.
?19
）Judith Snodgrass,Presenting Japanese B
uddhism to the W
est:
O
rientalism
,
O
ccidentalism
,
and
 
the
 
C
olum
bian
 
E
xposition
(C
hapel H
ill:U
niversity of N
orth C
arolina P
ress, 2003),p. 133.
?20
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
涅
槃
」『
仏
の
畑
の
落
穂
』
所
収
、
第
八
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）
二
三
三
頁
。
?21
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
前
世
の
観
念
」『
心
』
所
収
、
第
七
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）
五
八
二
頁
。
?22
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
石
仏
」『
東
の
国
か
ら
』
所
収
、
第
七
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）
一
九
五
頁
。
?23
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
祖
先
崇
拝
の
思
想
」『
心
』
所
収
、
第
七
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）、
六
三
七
｜
六
三
八
頁
。
?24
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
横
浜
で
」『
東
の
国
か
ら
』
所
収
、
第
七
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）
三
二
八
｜
三
二
九
頁
。
?25
）
中
村
元
著
『
仏
教
語
大
辞
典
』
縮
刷
版
（
東
京：
東
京
書
籍
、
一
九
八
一
年
）、
一
〇
六
五
頁
。
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?26
）L
afcadio H
earn,
“T
he H
igher B
uddhism
”
in Japan:
A
n
 
A
ttem
pt at Interpretation
,in T
he W
ritings of L
afcadio H
earn:
in
 
Sixteen V
olum
es
(1922;reprint,K
yoto:R
insen Shoten, 1988),p. 12:
200.
?27
）
中
村
元
著
『
仏
教
語
大
辞
典
』
縮
刷
版
（
東
京：
東
京
書
籍
、
一
九
八
一
）
四
〇
六
頁
。
?28
）
中
村
元
著
『
仏
教
語
大
辞
典
』
縮
刷
版
（
東
京：
東
京
書
籍
、
一
九
八
一
）
四
〇
六
頁
。
?29
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
、「
涅
槃
」『
仏
の
畑
の
落
穂
』
所
収
、
第
八
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）、
二
〇
一
頁
。
?30
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
涅
槃
」『
仏
の
畑
の
落
穂
』
所
収
、
第
八
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）、
二
〇
一
頁
。
?31
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
塵
」『
仏
の
畑
の
落
穂
』
所
収
、
第
八
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）
八
九
｜
九
〇
頁
。
?32
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
夢
想
」『
骨
董
』
所
収
、
第
十
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）
一
四
二
頁
。
?33
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
涅
槃
」『
仏
の
畑
の
落
穂
』
所
収
、
第
八
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）
二
〇
三
｜
二
〇
四
頁
。
?34
）
磯
前
順
一
著
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
四
五
頁
。
?35
）
磯
前
順
一
著
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
四
六
頁
。
?36
）
ス
ペ
ン
サ
ー
の
哲
学
や
位
置
と
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
貞
美
著
『
生
命
観
の
探
究
』（
作
品
社
、
二
〇
〇
七
年
）
一
一
四
｜
一
二
〇
を
参
照
。
?37
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
涅
槃
」『
仏
の
畑
の
落
穂
』
所
収
、
第
八
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）
?38
）L
afcadio H
earn,“T
he Idea of Preexistence”
in K
okoro in the
 
W
ritings of L
afcadio H
earn in Sixteen V
olum
es
(1922;
reprint,
K
yoto:R
insen Shoten, 1988),p. 449-450.
?39
）H
erbert Spencer,
F
irst Principles
1904
edition:
R
eprint
(O
snabruck,O
tto Zeller, 1966),p. 8.
?40
）H
erbert Spencer,
F
irst Principles
1904
edition:
R
eprint
(O
snabruck,O
tto Zeller, 1966),p. 12.
?41
）H
erbert Spencer,
F
irst Principles
1904
edition:
R
eprint
(O
snabruck,O
tto Zeller, 1966),p. 13.
?42
）H
erbert Spencer,
F
irst Principles
1904
edition:
R
eprint
(O
snabruck,O
tto Zeller, 1966),p. 15.
?43
）L
afcadio H
earn,“T
he Idea of Preexistence”
in K
okoro in the
 
W
ritings of L
afcadio H
earn in Sixteen V
olum
es
(1922;
reprint,
K
yoto:R
insen Shoten, 1988),p. 449-450.
?44
）H
erbert Spencer,
F
irst Principles
1904
edition:
R
eprint
(O
snabruck,O
tto Zeller, 1966),p. 16.
?45
）H
erbert Spencer,
F
irst Principles
1904
edition:
R
eprint
(O
snabruck,O
tto Zeller, 1966),p. 34.
?46
）H
erbert Spencer,
F
irst Principles
1904
edition:
R
eprint
(O
snabruck,O
tto Zeller, 1966),p. 446.
?47
）H
erbert Spencer,
F
irst Principles
1904
edition:
R
eprint
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(O
snabruck,O
tto Zeller, 1966),p. 438.
?48
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
前
世
の
観
念
」『
心
』
所
収
、
第
七
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）
五
八
〇
頁
。
?49
）
磯
前
順
一
著
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
四
六
頁
。
?50
）
ハ
ク
ス
リ
ー
の
「
進
化
論
と
倫
理
」
は
厳げん
復ぷく
（
一
八
五
三
｜
一
九
二
一
）
に
よ
り
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。J.V
.Jensen
“T
hom
as H
enry H
uxley’
s L
ecture T
our of the U
nited States, 1876”
N
otes and R
ecords of
 
the R
oyal Society of L
ondon
42: 2
(Jul, 1988),p. 181.
厳
復
の
活
動
と
中
国
に
お
け
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
思
想
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
研
究
の
た
め
に
、
Jam
es R
eeve P
usey,
C
hina and
 
C
harles D
arw
in
(C
am
bridge:
H
arvard U
niversity P
ress, 1983)
を
見
よ
。
?51
）T
hom
as H
.
H
uxley,
E
volution
 
and
 
E
thics,
Science and
 
M
orals
1894:
R
eprint,
(N
ew Y
ork:
P
rom
etheus B
ooks,
2004),
p.
50.
?52
）T
hom
as H
.
H
uxley,
E
volution
 
and
 
E
thics,
Science and
 
M
orals
1894:
R
eprint,
(N
ew Y
ork:
P
rom
etheus B
ooks,
2004),
p.
66.
?53
）T
hom
as H
.
H
uxley,
E
volution
 
and
 
E
thics,
Science and
 
M
orals
1894:
R
eprint,
(N
ew Y
ork:
P
rom
etheus B
ooks,
2004),
p.
66.
?54
）T
hom
as H
.
H
uxley,
E
volution
 
and
 
E
thics,
Science and
 
M
orals
1894:R
eprint, (N
ew Y
ork:P
rom
etheus B
ooks, 2004),pp.
68-69.
?55
）T
hom
as H
.
H
uxley,
E
volution
 
and
 
E
thics,
Science and
 
M
orals
1894:R
eprint, (N
ew Y
ork:P
rom
etheus B
ooks, 2004),pp.
68-69.
?56
）L
afcadio H
earn,“T
he Idea of Preexistence”
in K
okoro in the
 
W
ritings of L
afcadio H
earn in Sixteen V
olum
es
(1922;
reprint,
K
yoto:R
insen Shoten, 1988),p. 445.
?57
）L
afcadio H
earn,“T
he Idea of Preexistence”
in K
okoro in the
 
W
ritings of L
afcadio H
earn in Sixteen V
olum
es
(1922;
reprint,
K
yoto:R
insen Shoten, 1988),p. 445.
?58
）L
afcadio H
earn,“T
he Idea of Preexistence”
in K
okoro in the
 
W
ritings of L
afcadio H
earn in Sixteen V
olum
es
(1922;
reprint,
K
yoto:R
insen Shoten, 1988),p. 445.
?59
）T
hom
as H
.
H
uxley,
E
volution
 
and
 
E
thics,
Science and
 
M
orals
1894:
R
eprint,
(N
ew Y
ork:
P
rom
etheus B
ooks,
2004),
p.
80.
?60
）T
hom
as H
.
H
uxley,
E
volution
 
and
 
E
thics,
Science and
 
M
orals
1894:
R
eprint,
(N
ew Y
ork:
P
rom
etheus B
ooks,
2004),
p.
81.
?61
）T
hom
as H
.
H
uxley,
E
volution
 
and
 
E
thics,
Science and
 
M
orals
1894:
R
eprint,
(N
ew Y
ork:
P
rom
etheus B
ooks,
2004),
p.
82.
?62
）T
hom
as H
.
H
uxley,
E
volution
 
and
 
E
thics,
Science and
 
M
orals
1894:
R
eprint,
(N
ew Y
ork:
P
rom
etheus B
ooks,
2004),
p.
83.
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?63
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
「
前
世
の
観
念
」『
心
』
所
収
、
第
七
巻
（
平
井
呈
一
訳
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
）、
五
九
三
頁
。
?64
）L
afcadio H
earn,
“T
he H
igher B
uddhism
”
in Japan:
A
n
 
A
ttem
pt at Interpretation,
in T
he W
ritings of L
afcadio H
earn:
in
 
Sixteen V
olum
es
(1922;
reprint,
K
yoto:
R
insen Shoten,
1988),
p.
12: 212.
?65
）
鈴
木
貞
美
著
『
生
命
観
の
探
究
』（
作
品
社
、
二
〇
〇
七
年
）
一
五
三
頁
。
?66
）Ian G
.
B
arbour,
R
eligion and Science:
H
istorical and C
on
-
tem
porary Issues
(San F
rancisco:H
arperSanF
rancisco, 1997),pp.
54-55.
?67
）E
rnst H
aeckel,T
he R
iddle of the U
niverse Joseph M
cC
abe
 
trans.N
ew Y
ork:H
arper
&
B
rothers, 1900;R
eprint: (N
ew Y
ork:
P
rom
etheus B
ooks, 1992),p. 79.
?68
）Ian G
.
B
arbour,
R
eligion and Science:
H
istorical and C
on
-
tem
porary Issues
(San F
rancisco:H
arperSanF
rancisco, 1997),p.
55.
?69
）L
afcadio H
earn,
“T
he H
igher B
uddhism
”
in Japan
:
A
n
 
A
ttem
pt at Interpretation
,in T
he W
ritings of L
afcadio H
earn:
in
 
Sixteen V
olum
es
(1922;
reprint,
K
yoto:
R
insen Shoten,
1988),
p.
12: 196.
?70
）L
afcadio H
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は
じ
め
に
御
家
人
の
内
に
余
と
親
戚
同
様
の
交
り
せ
し
人
あ
り
、
癸
卯
の
年
余
門
生
古
谷
周
平
を
其
家
に
頼
み
て
食
客
と
な
せ
り
、
其
家
主
人
も
と
株
を
求
め
た
る
人
に
て
、
家
に
付
き
た
る
義
弟
あ
り
、
是
は
別
に
御
家
人
の
株
を
も
ち
な
が
ら
同
居
せ
り
、
其
義
弟
頗
る
疎
懶
の
人
に
て
、
晝
も
午
時
ま
で
眠
る
、
其
兄
余
に
我
家
の
朽
木
子
と
云
ふ
て
嘲
り
た
り?１）
こ
れ
は
、
江
戸
後
期
の
儒
者
で
あ
る
広
瀬
旭
荘
に
よ
っ
て
書
き
記
さ
れ
た
随
筆
『
九
桂
草
堂
随
筆
』（
安
政
二
年
よ
り
同
四
年
ま
で
）
の
中
の
一
節
で
あ
る
。
広
瀬
旭
荘
は
、
文
化
四
年
に
豊
後
国
日
田
郡
豆
田
町
（
大
分
県
日
田
市
）
の
博
多
屋
広
瀬
三
郎
右
衛
門
（
桃
秋
）
の
八
男
に
生
ま
れ
た
。
広
瀬
旭
荘
の
記
述
に
よ
る
と
、
彼
と
親
戚
同
様
の
付
き
合
い
を
し
て
い
た
あ
る
御
家
人
は
、
御
家
人
株
を
買
っ
て
御
家
人
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
人
の
義
弟
は
別
の
御
家
人
の
株
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
御
家
人
株
」
と
は
、
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
御
家
人
株
」
の
項
を
引
い
て
み
る
と
、
金
銭
で
売
買
さ
れ
る
御
家
人
の
家
格
。
江
戸
時
代
の
中
期
以
後
、
生
活
に
困
窮
し
た
御
家
人
が
、
表
面
上
は
養
子
縁
組
み
の
形
で
、
そ
の
家
格
を
農
民
や
町
人
な
ど
に
売
り
渡
す
こ
と
が
行
な
わ
れ
た?２）
。
と
あ
る
。
ま
た
、『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
に
、
御
家
人
が
自
家
の
御
家
人
と
し
て
の
分
限
を
、
金
銭
を
も
っ
て
他
人
に
譲
渡
し
た
場
合
、
こ
れ
を
御
家
人
株
の
売
買
と
い
っ
た
。
売
買
に
あ
た
っ
て
は
、
株
の
売
手
と
買
手
が
養
子
縁
組
を
行
い
、
縁
組
の
の
ち
売
手
が
隠
居
し
て
買
手
に
家
督
相
続
さ
せ
る
と
い
う
形
式
を
と
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た?３）
。
?
研
究
ノ
ー
ト
?
近
世
中
後
期
に
お
け
る
武
士
身
分
の
売
買
に
つ
い
て
『
藤
岡
屋
日
記
』
を
素
材
に
姜
鶯
燕
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近世中後期における武士身分の売買について
と
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
御
家
人
株
」
と
は
金
銭
で
売
買
さ
れ
る
御
家
人
の
家
格
・
分
限
で
あ
る
。
形
式
上
、
買
い
手
が
売
り
手
で
あ
る
御
家
人
の
養
子
と
な
り
、
養
父
の
隠
居
後
、
家
督
相
続
す
れ
ば
御
家
人
の
身
分
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
御
家
人
株
だ
け
で
は
な
い
。
売
買
の
対
象
と
な
る
武
士
の
身
分
に
よ
っ
て
、「
旗
本
株
」（
上
級
幕
臣
）、「
御
家
人
株
」（
下
級
幕
臣
）
の
名
が
つ
い
た
。
ま
た
、
売
り
手
が
務
め
る
役
職
に
よ
っ
て
、「
同
心
株
」、「
与
力
株
」
「
御
徒
株
」
な
ど
の
名
で
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
論
文
で
は
武
士
身
分
の
売
買
を
総
称
す
る
言
葉
と
し
て
「
武
士
株
」
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
江
戸
時
代
中
期
以
後
、
武
士
株
の
売
買
が
一
般
化
し
、
御
家
人
の
身
分
に
よ
る
株
の
相
場
が
形
成
さ
れ
た
。
渡
邊
幾
治
郎
は
武
士
株
の
相
場
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
旧
幕
府
の
旗
本
御
家
人
の
家
督
が
売
買
せ
ら
れ
、
そ
の
相
場
は
嘉
永
六
年
六
月
頃
高
百
石
ニ
付
五
十
両
、
急
養
子
は
七
八
十
両
か
ら
百
両
ま
で
で
あ
つ
た
と
い
わ
れ
る?４）
。
ま
た
、
与
力
が
一
〇
〇
〇
両
、
同
心
が
二
〇
〇
両
、
御
徒
が
五
〇
〇
両
と
い
う
相
場
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
武
士
の
身
分
は
一
つ
の
株
、
す
な
わ
ち
権
利
と
し
て
売
買
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
態
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
身
分
制
社
会
に
お
い
て
階
層
間
の
流
動
性
が
な
い
と
い
う
の
は
今
ま
で
の
通
念
で
あ
る
。
果
た
し
て
当
時
の
社
会
は
本
当
に
そ
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
武
士
株
の
売
買
が
存
在
す
る
以
上
、
実
質
的
な
個
人
に
よ
る
階
層
移
動
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
問
題
の
所
在
江
戸
時
代
に
お
け
る
御
家
人
株
の
売
買
の
成
立
に
つ
い
て
、
歴
史
学
者
の
竹
越
与
三
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
徳
川
氏
の
御
家
人
た
る
の
権
利
が
、
一
の
株
と
し
て
売
買
せ
ら
る
ヽ
に
至
り
し
は
、
元
禄
頃
よ
り
漸
く
盛
な
り
と
雖
も
、
其
初
は
、
関
ヶ
原
の
役
を
距
る
僅
に
六
十
年
の
寛
文
頃
に
あ
り
て
、
此
時
は
、
猶
ほ
株
と
云
は
ず
、
聟
養
子
を
平
人
よ
り
迎
ふ
と
称
し
、
其
實
、
巨
多
の
持
参
金
を
取
り
、
御
家
人
の
嗣
子
た
る
の
権
利
を
売
り
し
も
の
に
し
て?５）
こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
御
家
人
の
権
利
の
売
買
は
元
禄
期
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
寛
文
頃
に
は
す
で
に
、
御
家
人
の
嗣
子
の
権
利
は
売
買
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
御
家
人
の
嗣
子
の
権
利
を
手
に
入
れ
る
方
法
に
つ
い
て
、
竹
越
与
三
郎
は
庶
民
が
持
参
金
付
で
御
家
人
の
婿
養
子
に
な
る
と
い
う
方
法
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
婿
養
子
の
形
式
の
ほ
か
に
、
通
常
養
子
の
形
で
御
家
人
の
嗣
子
の
権
利
を
買
う
と
い
う
方
法
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
御
家
人
の
権
利
が
株
と
し
て
売
買
さ
れ
る
前
に
、
持
参
金
付
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で
庶
民
を
養
子
に
迎
え
る
こ
と
で
実
質
的
に
御
家
人
の
権
利
が
売
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
持
参
金
養
子
の
形
態
が
、
御
家
人
株
の
売
買
の
始
ま
り
で
あ
ろ
う
。
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
八
月
五
日
に
、
江
戸
幕
府
が
公
布
し
た
「
御
旗
本
御
法
度
」
に
、
一
嫁
娶
?
養
子
之
儀
付
て
、
貪
た
る
作
法
不
可
仕
事?６）
、
と
い
う
一
条
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
幕
府
が
直
々
の
家
来
で
あ
る
旗
本
に
対
し
て
、
財
貨
目
当
て
の
婚
姻
と
養
子
縁
組
に
つ
い
て
注
意
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
寛
文
期
に
、
持
参
金
目
的
の
養
子
縁
組
が
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
江
戸
時
代
は
、
固
定
化
さ
れ
た
身
分
制
社
会
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
、「
士
農
工
商
」
の
身
分
制
度
が
あ
っ
た
。
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
身
分
統
制
令
で
あ
る
。
身
分
統
制
令
は
農
民
が
商
人
に
な
る
こ
と
や
、
武
士
が
町
人
・
農
民
に
な
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
支
配
階
級
で
あ
る
武
士
層
の
内
部
に
お
い
て
も
、
家
格
と
役
職
が
一
致
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
が
働
く
。
ま
た
、
武
家
の
養
子
制
度
に
関
し
て
も
身
分
的
な
規
制
が
あ
っ
た
。
鎌
田
浩?７）
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
武
士
養
子
法
に
対
す
る
様
々
な
規
制
の
中
で
、
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
次
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
（
一
）
身
分
的
規
制
。
（
二
）
族
縁
的
規
制
。
（
三
）
勤
務
奉
公
上
の
規
制
。
身
分
的
規
制
に
よ
っ
て
、
武
士
は
武
士
相
互
間
で
し
か
養
子
の
や
り
と
り
は
で
き
な
い
。
庶
民
と
武
士
の
養
子
縁
組
は
勿
論
禁
じ
ら
れ
た
が
、
武
士
身
分
の
中
に
お
い
て
も
、
同
じ
階
層
か
ら
養
子
を
迎
え
る
の
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
旗
本
は
旗
本
の
家
か
ら
養
子
を
迎
え
、
御
家
人
は
御
家
人
の
家
か
ら
養
子
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則
を
破
っ
た
の
が
持
参
金
養
子
の
流
行
で
あ
る
。
武
士
と
百
姓
、
或
は
武
士
と
町
人
と
い
っ
た
身
分
違
い
の
養
子
縁
組
は
幕
府
の
処
罰
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
次
の
よ
う
な
持
参
金
養
子
の
禁
令
が
出
さ
れ
た
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
甲
午
二
月
日
一
、
長
谷
川
吉
郎
兵
衛
様
、
戸
田
五
助
様
よ
り
御
渡
被
成
候
御
書
付
、
左
之
通
口
上
之
覚
男
子
無
之
面
々
、
養
子
取
組
之
節
、
持
参
金
有
之
様
成
風
聞
も
在
之
候
儀
は
有
之
間
敷
事
に
候
間
、
此
段
寄
々
御
達
置
可
申
旨
、
周
防
守
殿
御
口
上
に
て
被
仰
聞
候
、
長
谷
川
太
郎
兵
衛
戸
田
五
介?８）
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近世中後期における武士身分の売買について
こ
の
後
、
幕
府
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
二
度
に
わ
た
っ
て
禁
令
を
出
し
て
い
る
。
婚
姻
や
養
子
縁
組
に
際
し
て
、
持
参
金
の
有
無
を
問
題
に
し
て
取
り
決
め
を
す
る
と
い
う
状
況
に
対
し
て
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
禁
令?９）
で
は
、
養
子
縁
組
だ
け
で
は
な
く
、
女
子
縁
組
を
も
禁
止
の
対
象
と
し
た
。
さ
ら
に
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
禁
令?10）
で
は
、
今
後
の
養
子
縁
組
は
持
参
金
な
し
で
行
な
う
よ
う
に
命
じ
た
。し
か
し
、
江
戸
幕
府
の
禁
令
が
繰
返
し
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
禁
令
が
守
ら
れ
る
こ
と
な
く
持
参
金
養
子
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
売
買
の
対
象
と
な
る
旗
本
と
御
家
人
の
身
分
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
こ
う
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
将
軍
家
に
直
属
し
た
家
臣
を
「
直
臣
」
と
い
う
。「
直
臣
」
の
中
で
知
行
一
万
石
以
上
の
武
士
を
「
大
名
」
と
い
い
、
一
万
石
未
満
の
者
を
「
直
参
」
と
い
っ
た
。「
旗
本
」
と
「
御
家
人
」
は
こ
の
「
直
参
」
の
身
分
で
あ
る
。
旗
本
は
将
軍
に
謁
見
で
き
る
身
分
で
、
「
御
目
見
以
上
」
と
い
い
、
御
家
人
は
謁
見
が
許
さ
れ
な
い
身
分
で
、「
御
目
見
以
下
」
と
い
っ
た
。
御
目
見
以
下
の
家
筋
に
は
「
御
譜
代
席
」、「
御
譜
代
准
席
（
二
半
場
）」、「
御
抱
席
（
一
代
限
り
）」
の
区
別
が
あ
っ
た?11）
。
前
両
者
は
老
衰
や
病
気
に
よ
っ
て
隠
居
が
許
さ
れ
、
実
子
か
養
子
が
跡
を
継
ぐ
こ
と
は
で
き
た
が
、「
御
抱
席
」
の
者
は
隠
居
が
許
さ
れ
ず
、
実
子
が
い
て
も
、
相
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
御
暇
を
願
う
と
、
実
子
が
「
番
代
」
と
い
う
形
で
召
し
抱
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
御
抱
席
」
と
い
っ
て
も
、
事
実
上
の
相
続
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
実
子
が
い
な
い
場
合
に
は
、
親
類
が
新
規
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
譜
代
の
直
参
か
ら
株
を
譲
っ
て
も
ら
う
場
合
に
は
必
ず
そ
の
者
と
養
子
縁
組
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、「
御
抱
席
」
の
場
合
に
は
「
番
代
」
の
資
格
を
得
れ
ば
、
召
し
抱
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
武
士
株
の
売
買
は
幕
臣
身
分
の
旗
本
と
御
家
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
藩
の
下
級
武
士
に
も
影
響
が
及
ん
だ
。
江
戸
時
代
中
期
の
儒
学
者
・
思
想
家
で
あ
る
荻
生
徂
徠
は
『
政
談
』
の
中
で
武
士
身
分
の
売
買
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
御
徒
与
力
ヲ
頭
ノ
心
儘
ニ
入
ル
コ
ト
故
、
悉
ク
金
ノ
沙
汰
ニ
成
テ
、
町
人
百
姓
又
ハ
小
普
請
手
代
ノ
類
、
金
ニ
テ
与
力
に
成
テ
居
テ
、
又
金
ヲ
出
シ
テ
我
子
ヲ
御
番
衆
ノ
養
子
ニ
ス
ル
、
中
継
ニ
ス
ル
類
当
時
ハ
甚
多
シ
、
是
等
ハ
戦
場
ヲ
勤
ル
者
成
バ
、
ケ
様
ニ
ハ
有
間
敷
コ
ト
也?12）
、
町
人
や
百
姓
が
金
銭
を
以
て
御
家
人
や
旗
本
の
身
分
を
取
得
し
、
武
士
と
な
る
様
子
が
窺
え
る
。
ま
た
、
徂
徠
は
、
筋
モ
無
者
金
ニ
テ
人
ノ
跡
ヲ
買
ヒ
、
町
人
、
小
普
請
、
手
代
、
座
頭
ノ
子
ノ
類
、
御
旗
本
ニ
混
ズ
ル
類
其
数
ヲ
知
ラ
ズ
、
先
祖
ノ
奉
公
ニ
ヨ
リ
テ
賜
リ
タ
ル
知
行
ヲ
、
外
ノ
者
ニ
遣
サ
ル
ベ
キ
様
ナ
シ?13）
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と
嘆
い
て
い
る
よ
う
に
、
武
士
身
分
を
買
い
求
め
た
者
に
は
、
百
姓
、
町
人
、
手
代
、
座
頭
な
ど
様
々
の
身
分
の
者
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
文
化
年
間
に
書
か
れ
た
『
世
事
見
聞
録
』
の
中
で
当
時
の
世
相
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
養
子
縁
組
な
ど
整
ふ
る
に
も
、
人
物
の
善
悪
を
次
に
し
、
実
方
の
家
柄
を
も
構
は
ず
、
持
参
金
の
多
分
な
る
を
善
し
と
し
、
或
は
ま
た
離
縁
い
た
し
、
持
参
金
そ
の
ほ
か
衣
類
諸
具
等
を
返
さ
ず
。
幾
度
も
縁
組
い
た
し
、
幾
度
も
養
子
を
い
た
す?14）
。
持
参
金
は
養
子
縁
組
の
成
否
を
決
定
す
る
不
可
欠
な
条
件
に
な
っ
て
い
っ
た
。
離
縁
の
際
に
持
参
金
や
衣
類
諸
具
等
を
返
す
義
務
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
を
返
さ
な
い
者
も
多
く
い
た
。
持
参
金
の
み
で
結
ば
れ
る
親
子
関
係
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
一
体
養
子
は
先
祖
の
家
を
嗣
が
せ
、
殊
に
御
奉
公
を
勤
む
べ
き
大
切
の
も
の
な
れ
ば
、
実
子
同
様
に
教
育
を
加
へ
、
得
と
行
状
を
見
届
け
た
る
上
に
て
、
家
督
を
譲
る
べ
き
筈
な
る
に
、
当
時
は
持
参
金
を
多
く
取
る
こ
と
を
是
と
し
て
、
後
の
成
行
き
を
も
構
は
ず
、
或
は
親
属
同
姓
の
内
に
、
養
子
致
す
べ
き
筋
目
の
も
の
、
又
は
厄
介
等
の
内
、
随
分
相
応
の
人
物
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
持
参
金
の
望
み
叶
は
ざ
る
も
の
ゆ
ゑ
、
表
向
き
病
身
と
偽
り
こ
れ
を
除
き
、
先
祖
の
血
脈
を
絶
や
し
、
角
他
姓
の
者
の
財
用
の
便
り
有
る
を
好
み
け
る?15）
こ
の
よ
う
に
、
武
家
出
身
の
正
当
な
養
子
候
補
者
は
持
参
金
が
な
け
れ
ば
、
候
補
者
か
ら
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
。
養
子
と
な
る
者
の
身
分
が
町
人
で
あ
ろ
う
と
百
姓
で
あ
ろ
う
と
、
多
額
の
持
参
金
に
よ
り
、
武
士
の
養
子
に
な
れ
る
世
の
中
に
な
っ
た
。
町
人
や
百
姓
が
御
家
人
の
株
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
高
柳
金
芳
は
、
幕
末
期
に
は
御
家
人
の
生
活
が
い
よ
い
よ
窮
迫
し
た
の
と
、
裕
福
な
町
人
・
百
姓
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
武
士
と
い
う
も
の
の
権
威
が
魅
力
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う?16）
。
と
述
べ
て
い
る
。
武
士
の
窮
乏
化
や
武
士
の
堕
落
は
武
士
身
分
が
売
買
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
主
な
原
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
武
士
の
株
の
売
買
に
つ
い
て
、
稲
垣
史
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
さ
て
、
そ
の
堕
落
の
極
限
は
、
何
と
い
っ
て
も
与
力
・
同
心
株
の
売
買
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
町
方
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
旗
本
・
御
家
人
の
全
体
が
、
そ
の
株
を
売
っ
て
金
に
し
た?17）
。
武
士
身
分
の
売
買
は
武
家
社
会
の
堕
落
と
み
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
笠
谷
和
比
古
は
能
力
主
義
の
視
点
か
ら
御
家
人
株
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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近世中後期における武士身分の売買について
御
家
人
株
の
売
買
と
い
う
こ
と
は
武
家
社
会
の
堕
落
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
他
面
で
は
農
民
・
町
人
な
ど
の
庶
民
が
そ
の
中
に
参
入
し
て
く
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
新
鮮
な
感
覚
や
活
力
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
停
滞
気
味
で
あ
っ
た
武
家
社
会
が
活
性
化
さ
れ
る
と
い
う
側
面
の
あ
っ
た
点
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
御
家
人
株
を
購
入
し
た
庶
民
出
身
の
者
は
、
そ
の
ハ
ン
デ
ィ
を
は
ね
か
え
す
た
め
に
、
ま
た
武
家
社
会
に
参
入
し
え
た
機
会
を
充
分
に
活
か
す
た
め
に
努
力
も
向
上
心
も
い
っ
そ
う
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る?18）
。
庶
民
が
武
士
株
を
買
っ
て
武
家
社
会
に
参
入
し
た
結
果
、
武
家
社
会
が
活
性
化
さ
れ
た
と
い
う
一
面
も
あ
る
。
だ
が
、
武
士
株
の
売
買
は
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
ち
、
近
世
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
ま
だ
十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
八
王
子
千
人
同
心
を
対
象
と
す
る
諸
研
究
に
お
い
て
、
下
級
武
士
と
江
戸
近
郊
の
百
姓
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
町
人
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
身
分
と
武
士
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
論
文
は
、『
藤
岡
屋
日
記
』
を
素
材
に
武
士
株
の
売
買
の
具
体
的
な
事
例
を
抽
出
し
、
ど
ん
な
身
分
の
人
が
ど
ん
な
方
法
で
武
士
株
を
買
い
得
た
の
か
、
株
を
売
っ
た
武
士
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
史
料
紹
介
本
論
文
で
取
り
扱
う
史
料
は
『
藤
岡
屋
日
記
』
で
あ
る
。『
藤
岡
屋
日
記
』
は
、
幕
末
、
上
州
藤
岡
（
現
在
の
群
馬
県
藤
岡
市
）
か
ら
江
戸
に
出
て
、
江
戸
の
外
神
田
の
御
成
道
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
秋
葉
原
駅
西
側
）
に
書
肆
を
営
ん
だ
須
藤
（
藤
岡
屋
）
由
蔵
の
手
記
で
あ
る
。
著
者
の
藤
岡
屋
由
蔵
は
、
幕
府
の
政
策
や
人
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
江
戸
市
中
の
様
々
な
出
来
事
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
『
藤
岡
屋
日
記
』
は
編
年
体
の
も
の
（
一
五
〇
余
巻
）
と
件
名
に
よ
る
も
の
（
一
〇
〇
冊
近
く
）
と
の
二
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
記
録
時
期
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
か
ら
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
ま
で
六
五
年
間
に
及
ぶ
。
原
本
は
文
学
博
士
狩
野
亨
吉
所
蔵
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
東
京
大
学
図
書
館
に
移
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
大
正
一
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
編
年
体
の
部
分
に
あ
た
る
一
五
〇
余
巻
の
写
本
の
み
が
残
り
、
現
在
東
京
都
公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
東
京
都
公
文
書
館
に
勤
務
し
て
い
た
吉
原
健
一
郎
に
よ
れ
ば
、
由
蔵
は
『
藤
岡
屋
日
記
』
を
世
話
に
な
っ
た
足
袋
屋
中
川
屋
に
贈
っ
た
ら
し
く
、
明
治
期
に
本
屋
文
行
堂
の
主
人
で
あ
る
横
尾
勇
之
助
は
古
書
市
で
中
川
屋
に
あ
っ
た
日
記
原
本
を
入
手
し
た
。
そ
の
後
、
狩
野
亨
吉
が
横
尾
勇
之
助
か
ら
そ
れ
を
購
入
し
た
。
震
災
前
ま
で
『
藤
岡
屋
日
記
』
の
原
本
は
狩
野
亨
吉
の
所
蔵
で
あ
る
。
そ
の
後
、
東
京
市
史
編
纂
の
資
料
に
充
て
る
た
め
、
東
京
市
役
所
の
職
員
の
島
田
波
（
一
郎
）
が
、
原
本
を
借
り
出
し
、
東
京
市
役
所
の
東
京
市
史
編
纂
室
で
写
し
た
。
件
名
に
よ
る
も
の
に
は
手
が
168
及
ば
な
か
っ
た
た
め
、
今
日
に
残
る
写
本
は
編
年
体
の
部
分
の
み
で
あ
る?19）
。
『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』
二
（
三
都
Ⅱ
）
に
『
藤
岡
屋
日
記
』
の
一
部
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
か
ら
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
ま
で
の
五
年
間
の
記
録
が
入
っ
て
い
る
。
最
近
に
な
っ
て
、『
藤
岡
屋
日
記
』
は
完
全
な
形
で
史
料
集
に
お
さ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
は
東
京
都
公
文
書
館
本
を
翻
刻
・
校
訂
し
、『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』（
全
一
五
巻
）
を
編
集
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、『
藤
岡
屋
日
記
』
の
六
五
年
の
全
て
が
参
照
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
か
ら
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
ま
で
記
録
内
容
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
た
。
一
つ
は
幕
府
政
治
関
係
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
珍
説
集
」
と
い
う
表
題
が
つ
け
ら
れ
た
町
々
の
出
来
事
で
あ
る
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
は
こ
の
分
離
し
た
記
録
方
式
か
ら
「
日
記
」
に
戻
っ
た
。
由
蔵
が
自
ら
名
づ
け
た
表
題
は
『
日
記
』
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
の
ま
に
か
、『
藤
岡
屋
日
記
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
藤
岡
屋
日
記
』
の
性
格
に
つ
い
て
、
吉
原
健
一
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ひ
と
く
ち
に
日
記
と
い
っ
て
も
、
現
在
私
た
ち
が
書
く
日
記
と
は
違
っ
て
い
る
。
由
蔵
個
人
が
自
分
の
こ
と
や
自
分
の
眼
で
み
た
周
囲
の
様
子
を
主
観
的
に
書
い
た
も
の
で
は
な
い
。
江
戸
に
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
客
観
的
に
記
述
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る?20）
。
著
者
の
藤
岡
屋
由
蔵
は
公
私
の
事
件
か
ら
庶
民
生
活
ま
で
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
武
士
か
ら
庶
民
ま
で
強
い
関
心
を
示
し
た
由
蔵
は
江
戸
の
情
報
発
信
源
と
な
っ
た
。
山
口
孤
剣
は
由
蔵
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。弘
化
の
頃
、
御
布
令
を
初
め
と
し
て
、
世
上
の
風
説
を
記
き
集
め
、
毎
月
一
歩
の
謝
儀
を
以
て
其
の
廻
覧
を
許
し
た
る
、
本
邦
新
聞
通
信
業
の
祖
と
も
い
ふ
べ
き
藤
岡
屋
由
蔵
と
い
う
古
本
屋
は
、
神
田
旅
籠
町
の
人
で
あ
る?21）
。
藤
岡
屋
由
蔵
が
「
新
聞
通
信
業
の
祖
」
と
し
て
評
価
さ
れ
、
彼
の
情
報
の
ニ
ュ
ー
ス
性
が
窺
え
る
。『
藤
岡
屋
日
記
』
は
幕
末
の
江
戸
に
お
け
る
庶
民
の
動
き
を
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
。
幕
府
の
動
向
や
政
治
的
事
件
、
犯
罪
記
録
な
ど
の
史
実
も
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
幕
府
の
政
策
に
対
す
る
不
満
や
批
判
は
落
首
・
落
書
の
形
で
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
藤
岡
屋
日
記
』
を
史
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
に
は
次
の
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。
第
一
、『
藤
岡
屋
日
記
』
は
庶
民
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
庶
民
生
活
史
で
あ
り
、
幕
末
社
会
を
知
る
上
で
重
要
な
史
料
と
し
て
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
第
二
、『
藤
岡
屋
日
記
』
は
庶
民
の
性
格
や
意
識
な
ど
を
あ
り
の
ま
ま
に
反
映
し
て
い
る
。
幕
府
が
定
め
た
「
制
度
」
と
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
現
実
社
会
と
の
乖
離
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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以
上
の
点
か
ら
、『
藤
岡
屋
日
記
』
は
本
研
究
の
関
心
の
対
象
で
あ
る
武
士
株
の
事
例
を
抽
出
す
る
の
に
適
し
て
い
る
と
考
え
た
。
武
士
株
売
買
の
事
例
『
藤
岡
屋
日
記
』
の
中
か
ら
武
士
株
の
売
買
と
思
わ
れ
る
事
例
を
抽
出
す
る
際
に
、
主
な
判
断
基
準
は
「
株
」・「
養
子
」・「
持
参
金
」
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
百
姓
や
町
人
と
い
っ
た
庶
民
が
武
士
身
分
を
獲
得
し
た
と
い
う
身
分
の
変
化
が
あ
っ
た
場
合
も
武
士
株
の
売
買
と
み
な
し
、
考
察
の
対
象
と
す
る
。
以
上
の
基
準
に
よ
っ
て
、『
藤
岡
屋
日
記
』
全
巻
を
通
読
し
た
と
こ
ろ
、
一
七
の
武
士
株
の
売
買
の
事
例
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
文
末
の
表
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
年
代
順
に
従
っ
て
武
士
株
の
売
買
の
事
例
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
〔
事
例
①
〕
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
八
月
に
二
人
の
富
安
九
八
郎
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
由
緒
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
金
銭
で
武
士
の
身
分
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
代
目
富
安
九
八
郎
に
つ
い
て
、「
御
金
奉
行
富
安
九
八
郎
由
緒
之
事
、
奥
医
師
橘
隆
庵
由
緒
之
事
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
長
文
で
あ
る
が
、
次
に
挙
げ
て
お
く
。
爰
ニ
文
化
六
巳
年
元
方
御
金
奉
行
相
勤
候
富
安
九
八
郎
由
緒
を
尋
る
ニ
、
生
国
上
州
ニ
て
寛
政
之
始
国
許
を
出
た
り
、
同
時
ニ
奥
御
医
師
橘
隆
庵
も
同
国
出
生
に
し
て
、
同
道
ニ
而
出
府
致
し
け
る
が
、
相
談
致
し
何
卒
江
戸
へ
出
候
ハ
ゞ
御
目
見
以
上
の
御
籏
本
成
ら
ざ
る
内
は
対
面
致
ス
ま
じ
と
相
談
致
し
、
板
橋
宿
ニ
て
酒
く
ミ
か
わ
し
暫
く
之
間
対
面
は
致
ま
じ
と
誓
を
立
て
出
府
致
し
け
り
、
斯
而
富
安
九
八
郎
は
出
府
之
後
、
何
卒
金
を
溜
て
出
世
致
さ
ん
と
思
ひ
、
屋
敷
中
間
ニ
住
込
て
、
昼
夜
草
鞋
を
作
り
て
か
せ
ぎ
け
り
、
亦
壱
人
ハ
奥
医
師
橘
宗
仙
院
と
て
小
川
町
ニ
高
七
百
石
之
御
医
師
方
江
薬
箱
持
ニ
住
込
し
が
、
何
卒
学
問
致
し
て
出
世
を
致
さ
ん
と
て
、
昼
夜
供
先
之
隔
も
無
之
、
本
を
懐
中
致
し
て
学
問
致
し
け
る
故
ニ
主
人
宗
仙
院
の
目
鏡
ニ
留
り
、
軽
キ
者
ニ
ハ
奇
特
な
り
と
て
侍
ニ
引
上
げ
て
召
仕
ひ
た
め
し
見
る
ニ
、
万
事
取
計
ひ
行
届
利
発
ニ
付
、
弟
子
ニ
致
し
て
仕
込
け
る
に
、
一
躰
心
懸
と
申
、
万
端
抜
目
無
之
出
精
致
候
ニ
付
、
纔
之
内
ニ
御
出
入
屋
敷
江
も
師
匠
の
代
脈
ニ
迄
出
候
様
ニ
相
成
け
り
、
然
ル
ニ
橘
宗
仙
院
実
子
無
之
故
、
養
子
ニ
致
橘
隆
庵
と
改
名
致
し
け
り
、
先
壱
人
は
寛
政
の
初
ニ
奥
医
師
ニ
相
成
、
御
籏
本
ニ
相
成
け
り
、
斯
て
富
安
九
八
郎
は
未
だ
中
間
奉
公
致
し
居
け
る
が
、
或
時
両
国
橋
ニ
而
橘
隆
庵
に
は
た
と
行
逢
し
が
、
片
々
ハ
奥
医
師
七
百
石
の
御
籏
本
ニ
而
御
目
見
以
上
、
長
棒
之
乗
物
ニ
而
、
両
侍
・
両
箱
ニ
而
あ
た
り
を
払
て
通
行
致
す
に
、
片
の
富
安
九
八
郎
は
屋
し
き
中
間
に
て
草
鞋
を
か
つ
ぎ
て
乗
物
の
内
の
隆
庵
と
顔
を
見
合
せ
た
り
、
此
時
九
八
郎
ぱ
つ
と
赤
面
し
、
何
面
目
ニ
な
が
ら
へ
ん
と
既
ニ
両
国
橋
身
を
170
な
げ
ん
と
致
せ
し
が
、
い
や
〳
〵
と
心
を
取
直
し
、
両
国
川
ニ
て
沐
浴
致
し
て
大
聖
歓
喜
天
に
誓
願
し
、
我
一
生
無
妻
不
犯
た
ら
ん
間
何
卒
我
一
代
之
内
ニ
御
目
見
以
上
御
籏
本
ニ
出
世
な
さ
し
め
給
へ
と
一
心
ニ
丹
精
を
こ
ら
し
祈
念
致
し
、
夫
猶
か
せ
ぎ
け
る
に
、
神
も
納
受
あ
り
て
願
望
成
就
の
印
ニ
や
、
九
八
郎
無
病
に
し
て
は
た
ら
き
け
る
故
に
段
金
子
も
出
来
致
し
、
文
化
之
始
ニ
ハ
御
徒
の
株
を
相
求
め
、
先
ハ
七
十
俵
五
人
扶
持
の
御
家
人
ニ
こ
そ
成
ニ
け
り
、
夫
昼
夜
共
ニ
怠
り
な
く
御
奉
公
出
精
致
し
勤
け
る
故
ニ
、
御
勘
定
方
仮
役
ニ
出
け
る
処
、
猶
出
精
相
勤
候
ニ
付
、
御
奉
行
の
目
鏡
ニ
叶
ひ
て
御
勘
定
ニ
成
、
夫
段
々
出
世
致
し
て
、
文
化
六
己
巳
年
、
元
方
御
金
奉
行
被
仰
付
、
焼
火
之
間
弐
百
石
高
御
役
料
百
俵
ニ
而
御
目
見
以
上
之
御
籏
本
ニ
相
成
け
る
、
然
れ
バ
富
安
九
八
郎
年
来
之
大
願
成
就
致
し
け
れ
バ
、
両
侍
・
鎗
・
挟
箱
に
て
小
川
町
橘
隆
庵
方
江
尋
行
、
久
ニ
而
対
面
致
し
、
先
年
出
府
之
砌
之
誓
約
違
わ
ず
し
て
今
度
御
目
見
以
上
之
御
籏
本
ニ
成
し
事
目
出
度
と
、
両
人
語
り
合
て
悦
び
の
酒
く
み
か
わ
し
、
是
両
家
親
類
之
因
を
結
び
、
弥
〳
〵
深
く
交
り
合
け
り
、
斯
而
九
八
郎
、
願
之
通
御
目
見
以
上
ニ
は
相
成
候
得
共
、
年
来
之
心
配
故
に
や
病
気
差
お
こ
り
て
大
病
に
な
り
け
れ
共
、
妻
子
無
け
れ
バ
親
類
も
無
之
、
尤
養
子
願
は
出
し
置
、
纔
ニ
一
ケ
年
余
相
勤
て
文
化
七
庚
午
年
に
は
病
死
致
し
け
り?22）
。
御
金
奉
行
富
安
九
八
郎
は
御
徒
の
株
を
買
っ
て
武
士
に
な
っ
た
。
株
を
買
う
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。
奥
医
師
橘
隆
庵
と
御
金
奉
行
富
安
九
八
郎
は
同
じ
く
上
野
国
（
現
在
の
群
馬
県
）
の
出
身
で
あ
る
。
寛
政
の
初
め
に
、
両
人
は
御
目
見
以
上
の
旗
本
に
な
る
と
い
う
共
通
の
志
を
も
っ
て
国
許
を
出
た
。
出
府
前
に
、
両
人
は
旗
本
に
な
ら
な
い
内
は
会
わ
な
い
と
誓
っ
た
。
江
戸
に
出
て
か
ら
、
両
人
は
別
々
の
道
を
歩
ん
だ
が
、
最
終
的
に
両
人
と
も
旗
本
に
な
る
と
い
う
目
標
を
達
成
し
た
。
江
戸
に
出
た
橘
隆
庵
（
本
名
不
明
）
は
薬
箱
を
持
っ
て
小
川
町
に
住
む
家
禄
七
百
石
で
奥
医
師
を
務
め
る
橘
宗
仙
院
の
家
に
住
み
込
み
で
使
用
人
と
し
て
働
き
、
学
問
の
道
で
出
世
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
彼
の
努
力
は
主
人
の
目
に
と
ま
り
、
侍
（
武
家
奉
公
人
の
身
分
の
一
つ
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
橘
隆
庵
は
あ
ら
ゆ
る
事
に
関
し
て
気
が
つ
き
、
役
に
立
っ
た
の
で
、
主
人
の
橘
宗
仙
院
は
彼
を
弟
子
に
し
て
医
術
を
教
え
込
ん
だ
。
橘
隆
庵
は
日
頃
か
ら
心
構
え
が
よ
く
、
ぬ
か
り
な
く
修
業
に
励
ん
だ
た
め
、
短
い
期
間
を
経
て
師
匠
の
代
り
に
出
入
屋
敷
に
行
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
橘
宗
仙
院
は
実
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
橘
隆
庵
を
養
子
に
迎
え
た
。
奥
医
師
は
江
戸
幕
府
の
役
職
名
で
、
将
軍
や
大
奥
の
女
性
た
ち
を
診
察
し
た
。
法
印
医
師
と
法
眼
医
師
合
わ
せ
て
一
六
名
い
た
。
法
印
は
最
高
の
僧
位
で
、
法
眼
は
法
印
に
次
ぐ
僧
位
で
あ
る
。
二
〇
〇
俵
高
で
、
御
番
料
二
〇
〇
俵
が
支
給
さ
れ
た
。
将
軍
に
接
近
す
る
役
職
で
、
旗
本
身
分
で
あ
る
。橘
隆
庵
が
旗
本
に
な
り
、
奥
医
師
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、
一
方
の
富
安
九
八
郎
は
ま
だ
中
間
奉
公
を
し
て
い
た
。
江
戸
に
出
た
富
安
九
八
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郎
は
金
を
溜
め
て
出
世
し
よ
う
と
思
っ
て
屋
敷
中
間
と
し
て
住
み
込
み
を
し
て
昼
夜
な
く
草
履
作
り
に
励
ん
だ
。
九
八
郎
は
武
士
株
を
買
う
た
め
の
資
金
づ
く
り
の
た
め
に
中
間
奉
公
を
し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
一
生
懸
命
に
稼
い
で
、
や
っ
と
株
を
買
う
資
金
を
集
め
た
。
文
化
の
初
め
に
、
九
八
郎
は
御
徒
の
株
を
買
っ
て
七
〇
俵
五
人
扶
持
の
御
家
人
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
勘
定
方
仮
役
を
経
て
勘
定
と
な
っ
た
。
文
化
六
年
に
、
九
八
郎
は
元
方
御
金
奉
行
に
任
命
さ
れ
、
二
〇
〇
石
高
の
役
料
で
、
一
〇
〇
俵
に
加
増
さ
れ
て
つ
い
に
御
目
見
の
旗
本
に
な
っ
た
。
江
戸
幕
府
で
は
、
勘
定
奉
行
の
下
に
御
金
奉
行
と
い
う
役
職
が
あ
る
。
御
金
奉
行
は
幕
府
の
金
庫
を
管
掌
す
る
役
で
、
元
方
（
収
納
）
と
、
払
方
（
支
出
）
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た?23）
。
富
安
九
八
郎
が
務
め
た
の
は
元
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
九
八
郎
は
旗
本
に
な
っ
て
か
ら
僅
か
一
年
余
り
務
め
た
だ
け
で
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
病
死
し
た
。
富
安
九
八
郎
は
妻
が
な
く
親
類
も
な
か
っ
た
。
一
代
目
御
金
奉
行
富
安
九
八
郎
が
亡
く
な
っ
た
後
、
彼
の
跡
を
継
い
だ
者
も
富
安
九
八
郎
と
名
乗
っ
て
い
た
。
二
代
目
の
富
安
九
八
郎
の
由
緒
に
つ
い
て
、『
藤
岡
屋
日
記
』
で
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
文
化
八
辛
未
年
、
富
安
九
八
郎
養
子
と
な
り
し
二
代
目
九
八
郎
之
由
緒
を
尋
ル
ニ
、
其
頃
根
津
ニ
杉
浦
何
某
と
て
知
行
百
五
十
俵
取
ニ
て
小
普
請
組
の
御
籏
本
在
、
元
来
当
家
ハ
八
千
石
之
杉
浦
出
雲
守
本
家
に
て
家
元
な
る
よ
し
成
共
、
当
時
は
高
本
家
ニ
し
て
分
地
ニ
な
り
し
よ
し
也
、
右
杉
浦
家
の
仕
送
り
用
人
相
勤
候
竹
中
忠
蔵
と
い
へ
る
者
、
殿
の
前
へ
出
で
申
け
る
ハ
、
御
金
奉
行
富
安
九
八
郎
去
年
中
病
死
致
し
候
が
、
末
家
督
無
之
由
承
り
候
が
、
何
卒
私
を
御
前
の
子
分
ニ
致
し
富
安
へ
養
子
の
御
世
話
被
下
候
ハ
ヾ
御
用
立
置
候
金
子
ハ
不
残
差
上
候
間
、
何
卒
右
死
跡
へ
養
子
の
義
相
願
ひ
候
よ
し
申
け
れ
バ
、
杉
浦
殿
早
速
ニ
承
知
有
之
、
子
分
ニ
致
し
、
養
子
の
事
相
談
之
上
ニ
て
上
江
願
書
差
上
候
処
、
早
速
養
子
之
義
被
仰
付
、
富
安
九
八
郎
と
改
名
し
跡
目
相
続
致
さ
れ
け
り
、
然
ル
処
御
目
見
江
以
上
之
御
籏
本
に
て
ハ
有
之
候
得
共
、
九
八
郎
死
去
之
後
は
御
役
料
上
り
て
御
徒
之
元
高
七
十
俵
ニ
五
人
扶
持
ニ
立
帰
り
候
ニ
付
、
暮
し
方
至
而
難
渋
ニ
付
、
養
子
致
し
て
占
者
ニ
出
ん
と
て
小
山
紅
雲
方
へ
弟
子
入
致
し
、
易
道
の
𥡴
古
ニ
毎
日
通
ひ
候
け
る
処
江
、
天
徳
院
の
金
牛
尋
来
り
し
処
な
り
、
然
ル
ニ
養
子
九
八
郎
の
生
国
素
姓
を
尋
ル
ニ
、
泉
州
の
出
生
ニ
し
て
郷
士
竹
中
忠
治
郎
の
一
子
ニ
而
幼
名
を
忠
蔵
と
申
、
幼
少
之
頃
よ
り
大
坂
江
出
で
天
王
寺
や
方
ニ
奉
公
致
し
、
中
年
之
頃
ニ
至
り
主
人
の
金
子
三
百
両
盗
取
て
出
奔
致
し
、
江
戸
江
来
て
右
金
子
を
以
杉
浦
家
之
仕
送
り
用
人
ニ
住
込
、
今
度
杉
浦
殿
の
子
ニ
成
て
富
安
之
家
督
致
せ
し
が
、（
後
略?24））
二
代
目
富
安
の
本
名
は
竹
中
忠
蔵
と
い
い
、
和
泉
国
（
現
在
の
大
阪
府
南
部
）
の
生
ま
れ
で
郷
士
竹
中
忠
治
郎
の
子
で
あ
る
。
竹
中
忠
蔵
は
大
坂
天
王
寺
屋
に
奉
公
し
た
後
、
主
人
の
金
子
三
百
両
を
盗
み
、
江
戸
に
出
て
、
一
五
〇
俵
取
り
の
小
普
請
組
の
旗
本
で
あ
る
杉
浦
家
の
仕
送
り
用
人
と
な
っ
た
。
彼
は
病
死
し
た
富
安
九
八
郎
に
嗣
子
が
い
な
い
と
い
う
情
報
を
得
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て
、
そ
の
跡
を
継
ぐ
た
め
に
、
用
立
の
金
子
を
残
ら
ず
杉
浦
家
に
差
し
上
げ
る
こ
と
を
条
件
に
、
主
人
に
子
分
に
し
て
も
ら
い
、
一
代
目
九
八
郎
の
養
子
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
竹
中
忠
蔵
は
一
代
目
富
安
九
八
郎
の
跡
を
継
い
だ
。
な
お
、
一
代
目
富
安
九
八
郎
の
死
去
に
よ
り
、
元
方
御
金
奉
行
の
役
職
に
つ
い
て
い
る
役
料
の
一
〇
〇
俵
が
没
収
さ
れ
、
御
徒
の
元
高
七
〇
俵
五
人
扶
持
に
立
ち
戻
っ
た
。
『
続
徳
川
実
紀
』
の
天
保
九
年（
一
八
三
八
）六
月
二
九
日
の
記
録
に
は
、
こ
の
日
甲
府
勤
番
富
安
九
八
郎
罪
あ
り
て
六
郷
兵
庫
頭
に
あ
づ
け
ら
れ
。
そ
の
子
市
三
郎
。
二
子
與
三
郎
は
改
易
せ
し
め
ら
る?25）
。
と
富
安
九
八
郎
が
処
罰
さ
れ
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
富
安
九
八
郎
は
、
文
化
七
年
に
病
死
し
た
九
八
郎
の
跡
を
継
い
だ
二
代
目
の
富
安
九
八
郎
で
あ
る
。
旗
本
の
家
系
を
調
べ
る
に
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
と
い
う
基
本
史
料
が
あ
る
。
寛
政
末
期
に
江
戸
幕
府
が
旗
本
の
家
譜
を
も
と
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
便
宜
上
、
以
下
『
寛
修
譜
』
と
略
記
す
る
。
富
安
家
を
調
べ
て
み
る
と
、
富
安
九
八
郎
を
名
乗
っ
て
い
た
の
は
富
安
直
章
と
い
う
旗
本
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。『
寛
修
譜?26）
』
に
よ
る
富
安
直
章
の
経
歴
を
整
理
す
る
と
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
十
二
月
西
城
の
御
徒
に
召
抱
え
ら
れ
る
。
…
組
頭
↓
御
勘
定
吟
味
方
改
役
並
↓
支
配
勘
定
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
八
月
二
十
七
日
班
を
す
す
め
ら
れ
て
御
勘
定
と
な
る
。
時
に
六
十
八
歳
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
閏
七
月
五
日
御
金
奉
行
に
転
ず
る
。
富
安
直
章
が
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
六
八
歳
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
逆
算
す
る
と
、
彼
が
生
ま
れ
た
年
は
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
な
る
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
彼
は
七
五
歳
に
な
っ
た
。
直
章
に
は
二
人
の
息
子
と
三
人
の
娘
が
い
た
。
長
男
は
直
温
と
い
い
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
一
二
月
二
二
日
に
は
じ
め
て
将
軍
家
（
家
斉
）
に
御
目
見
す
る
。
そ
の
時
彼
は
三
六
歳
で
あ
る
。
も
う
一
人
の
息
子
は
花
田
仁
兵
衛
秀
精
の
養
子
に
な
っ
て
い
る
。
『
柳
営
補
任
』の
中
に
富
安
九
八
郎
の
名
前
が
二
箇
所
に
出
て
い
る
。
一
箇
所
は
御
金
奉
行?27）
で
、
も
う
一
箇
所
は
御
裏
門
切
手
番
之
頭?28）
の
職
歴
で
あ
る
。
そ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
閏
七
月
五
日
御
金
奉
行
（
御
勘
定
御
材
木
奉
行
出
役
よ
り
）
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
閏
二
月
廿
四
日
御
裏
門
御
切
手
番
之
頭
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
十
一
月
九
日
辞
任
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と
な
る
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
一
代
目
富
安
九
八
郎
は
も
う
亡
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
御
裏
門
御
切
手
番
之
頭
を
務
め
た
の
は
二
代
目
九
八
郎
で
あ
る
。
彼
は
二
年
後
の
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
に
役
職
を
辞
め
た
。
御
裏
御
門
切
手
番
頭
は
御
留
守
居
の
支
配
を
受
け
る
役
職
で
あ
る
。
四
〇
〇
石
高
、
焼
火
の
間
席
で
定
員
は
六
人
、
下
に
同
心
が
一
九
人
つ
く
。
仕
事
内
容
は
裏
門
を
守
衛
し
、
通
行
を
監
査
す
る
の
で
あ
っ
た
。
特
に
大
奥
女
中
が
外
出
を
願
う
と
、
許
可
さ
れ
た
証
明
と
な
る
切
手
を
検
め
る
の
で
あ
る?29）
。
『
藤
岡
屋
日
記
』に
登
場
す
る
一
代
目
と
二
代
目
の
富
安
九
八
郎
の
経
歴
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。
●
〔
一
代
目
富
安
九
八
郎
〕
寛
政
の
初
め
上
野
国
か
ら
江
戸
に
出
た
。
文
化
の
初
め
御
徒
の
株
を
買
い
、
御
家
人
に
な
っ
た
。
…
↓
勘
定
方
仮
役
…
↓
勘
定
（
旗
本
）
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
元
方
御
金
奉
行
（
旗
本
、
弐
百
石
高
御
役
料
、
百
俵
）
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
病
死
。
●
〔
二
代
目
富
安
九
八
郎
〕
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
一
代
目
富
安
の
養
子
に
な
り
、
跡
目
相
続
を
し
た
。
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
天
徳
院
金
牛
和
尚
の
女
犯
事
件
に
関
わ
っ
た
と
し
て
、
百
日
の
閉
門
を
命
じ
ら
れ
た
。
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
天
徳
院
金
牛
は
伊
豆
国
三
宅
島
へ
の
流
罪
に
処
せ
ら
れ
た
。
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
三
宅
島
で
生
れ
た
金
牛
の
子
（
当
年
十
二
歳
）
は
富
安
を
頼
っ
て
江
戸
に
出
た
。
入
江
団
之
丞
と
名
を
改
め
た
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
富
安
九
八
郎
と
家
来
入
江
団
之
丞
両
人
は
揚
り
屋
に
な
っ
た
。（
一
年
程
）
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
甲
府
勝
手
小
普
請
、
牧
野
左
衛
門
支
配
の
富
安
九
八
郎
は
、
不
行
跡
と
し
て
六
郷
兵
庫
頭
に
あ
ず
け
ら
れ
、
惣
領
市
三
郎
、
三
男
与
三
郎
共
改
易
処
分
と
な
っ
た
。
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
六
郷
兵
庫
頭
へ
お
預
け
の
富
安
九
八
郎
は
病
死
し
た
。
『
藤
岡
屋
日
記
』の
中
の
一
代
目
富
安
九
八
郎
が
御
徒
の
株
を
買
っ
た
の
は
、
文
化
の
初
め
で
あ
る
。
彼
が
富
安
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
彼
は
富
安
九
八
郎
直
章
の
養
子
に
な
っ
て
い
る
。
直
章
に
は
二
人
の
子
が
い
た
。
一
人
は
秀
苗
と
い
い
、
養
子
に
出
さ
れ
て
い
る
。
も
う
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一
人
は
直
温
と
い
っ
て
、
寛
政
九
年
に
初
め
て
将
軍
に
御
目
見
え
し
た
。
直
温
の
通
称
は
「
八
十
郎
」
で
「
九
八
郎
」
で
は
な
い
。
文
化
の
初
め
に
、
富
安
直
章
が
御
金
奉
行
の
役
職
を
務
め
て
い
た
。
富
安
家
は
御
家
人
の
家
柄
で
あ
る
が
、
徳
川
吉
宗
が
実
施
し
た
「
足
高
制
」
に
よ
っ
て
、
格
式
の
高
い
役
職
に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
御
家
人
が
旗
本
へ
昇
進
し
て
も
、
そ
の
代
に
限
ら
れ
た
。
次
代
以
降
は
御
家
人
の
家
格
へ
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
時
点
に
お
い
て
、
富
安
直
章
が
生
き
て
い
て
も
八
二
歳
で
あ
る
。
一
代
目
富
安
九
八
郎
が
富
安
直
章
の
養
子
に
な
っ
た
の
は
直
章
が
病
床
に
臥
し
て
い
る
時
、
あ
る
い
は
直
章
が
亡
く
な
っ
た
直
後
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
、
一
代
目
九
八
郎
は
急
養
子
（
末
期
養
子
と
も
い
う
）
と
い
う
形
で
富
安
家
を
継
ぎ
、
富
安
九
八
郎
を
名
乗
っ
た
の
だ
ろ
う
。
中
瀬
勝
太
郎
は
急
養
子
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
売
官
売
地
位
の
た
め
、
旗
本
御
家
人
の
中
で
急
養
子
と
称
す
る
世
襲
官
職
の
売
買
が
非
常
に
増
加
し
、
つ
い
に
は
幕
府
勘
定
所
の
う
ち
に
、
こ
れ
が
事
務
を
整
理
す
る
た
め
、
と
く
に
急
養
子
に
関
す
る
出
願
事
務
を
処
理
さ
せ
る
専
任
の
係
員
さ
え
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た?30）
。
江
戸
時
代
の
武
家
が
家
の
断
絶
を
避
け
る
た
め
に
、
当
主
の
死
の
間
際
に
、
急
に
願
い
出
る
養
子
の
こ
と
を
「
急
養
子
」
ま
た
は
「
末
期
養
子
」
と
呼
ん
だ
。
本
来
は
実
子
・
養
子
の
い
な
い
大
名
・
旗
本
が
危
篤
状
態
の
時
に
幕
府
に
願
い
出
る
養
子
の
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
大
名
勢
力
を
削
減
す
る
た
め
に
、
急
養
子
を
禁
止
し
た
。
無
嗣
断
絶
に
よ
る
改
易
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
家
は
少
な
く
な
い
。
改
易
に
よ
る
浪
人
の
増
加
は
社
会
不
安
の
原
因
と
な
っ
た
。
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
に
由
比
正
雪
や
丸
橋
忠
弥
ら
の
浪
人
が
幕
府
を
批
判
す
る
騒
動
が
あ
っ
た
。
事
が
露
見
し
て
正
雪
は
切
腹
し
、
忠
弥
は
捕
ら
え
ら
れ
た
。
こ
の
慶
安
事
件
を
き
っ
か
け
に
幕
府
は
大
名
家
断
絶
の
機
会
を
少
な
く
す
る
た
め
、
養
父
一
七
歳
以
上
五
〇
歳
未
満
の
制
限
を
設
け
て
急
養
子
を
解
禁
し
た
。
こ
の
急
養
子
の
制
度
が
武
士
身
分
の
売
買
に
利
用
さ
れ
た
。
〔
事
例
②
〕
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
の
記
事
に
、
家
来
が
主
人
の
世
話
で
同
心
株
を
買
っ
た
と
い
う
話
が
書
か
れ
て
い
る
。
○
一
往
古
青
山
若
松
町
ニ
川
奈
助
左
衛
門
と
言
ふ
、
遠
藤
吉
七
郎
と
双
び
し
己
前
の
富
家
な
り
、
或
年
の
暮
ニ
廿
八
日
之
事
な
る
ニ
、
助
左
衛
門
家
来
に
至
而
正
直
な
る
者
有
之
、
右
之
者
ニ
申
付
蔵
宿
江
金
子
五
拾
両
取
ニ
遣
し
け
る
、
折
節
雪
ニ
而
道
悪
敷
故
財
布
を
首
ニ
懸
戻
り
し
に
、
近
所
之
玉
龍
寺
前
に
て
す
べ
り
た
お
れ
、
漸
く
宿
江
帰
り
、
足
も
よ
ご
れ
し
故
、
右
先
財
布
を
玄
関
の
鴨
居
へ
引
懸
置
し
事
を
忘
、
仰
天
し
脇
差
も
さ
ゝ
ず
欠
出
し
玉
龍
寺
前
ニ
て
倒
し
所
江
罷
越
さ
が
せ
し
ニ
、
金
子
三
十
八
両
を
得
た
り
、
是
ハ
最
初
た
お
れ
し
ハ
、
右
之
金
す
べ
り
し
故
ニ
倒
れ
し
也
、
夫
よ
り
三
十
八
両
を
ひ
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ろ
ひ
集
、
跡
は
不
足
す
れ
ど
も
是
ニ
て
申
分
可
有
と
無
拠
立
帰
り
、
道
ニ
而
以
前
鴨
居
へ
懸
置
候
を
思
ひ
出
し
、
早
返
り
て
主
人
江
委
細
申
け
れ
バ
直
様
右
之
次
第
を
公
儀
江
伺
ひ
け
れ
ど
も
、
落
主
出
ず
、
故
ニ
右
之
者
江
被
下
、
右
之
金
子
を
元
手
と
し
て
主
人
も
世
話
致
し
て
、
末
ニ
ハ
同
心
の
株
ニ
あ
り
付
、
当
子
年
迄
ニ
三
代
相
続
と
、
遠
藤
の
直
物
語
也?31）
。
同
心
の
株
を
買
っ
た
の
は
、
青
山
若
松
町
に
居
住
す
る
川
奈
助
左
衛
門
の
家
来
で
あ
る
。
小
川
恭
一
の
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
に
川
奈
助
左
衛
門
の
名
は
載
っ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
御
家
人
で
あ
ろ
う
。
あ
る
年
の
暮
れ
に
、
川
奈
助
左
衛
門
の
家
来
は
主
人
の
指
示
を
受
け
、
蔵
宿
へ
金
子
五
〇
両
を
取
り
に
行
っ
た
。
帰
り
道
に
、
雪
で
歩
き
に
く
く
な
っ
た
た
め
、
彼
は
五
〇
両
が
入
っ
た
財
布
を
首
に
か
け
た
。
近
く
の
玉
龍
寺
の
前
を
通
っ
た
時
に
、
彼
は
滑
っ
て
転
ん
で
し
ま
っ
た
。
屋
敷
へ
帰
っ
た
後
に
、
彼
は
す
ぐ
に
財
布
を
玄
関
の
鴨
居
へ
か
け
た
。
し
か
し
、
汚
れ
た
足
を
ふ
い
て
い
た
時
に
、
彼
は
五
〇
両
が
入
っ
て
い
る
財
布
を
玄
関
の
鴨
居
に
か
け
た
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ
、
屋
敷
へ
戻
る
途
中
に
財
布
を
ど
こ
か
に
落
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
勘
違
い
し
て
し
ま
っ
た
。
驚
い
た
そ
の
家
来
は
玉
龍
寺
の
前
で
転
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
、
脇
差
も
さ
さ
ず
に
慌
て
て
玉
龍
寺
へ
戻
っ
た
。
彼
は
滑
っ
た
所
で
金
子
三
八
両
を
見
つ
け
た
。
彼
が
滑
っ
た
の
は
こ
の
金
子
の
せ
い
で
あ
る
。
彼
は
三
八
両
を
拾
い
集
め
た
。
最
初
の
五
〇
両
に
比
べ
る
と
一
二
両
足
り
な
い
が
、
こ
の
三
八
両
が
あ
れ
ば
言
い
分
が
立
つ
と
彼
は
思
い
、
屋
敷
へ
戻
る
こ
と
に
し
た
。
彼
は
帰
る
途
中
に
財
布
を
玄
関
の
鴨
居
へ
か
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
が
、
す
ぐ
に
三
八
両
を
拾
っ
た
こ
と
を
主
人
に
報
告
し
た
。
主
人
は
家
来
が
拾
っ
た
金
を
役
所
に
届
け
出
た
が
、
落
し
主
が
名
乗
り
出
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
三
八
両
は
家
来
に
与
え
ら
れ
た
。
家
来
は
拾
っ
た
三
八
両
を
元
手
と
し
て
、
主
人
の
世
話
も
あ
っ
て
同
心
の
株
を
買
う
こ
と
が
で
き
た
。
川
奈
助
左
衛
門
の
知
り
合
い
の
遠
藤
吉
七
郎
に
よ
る
と
、
文
化
一
三
年
ま
で
に
三
代
相
続
し
た
。
同
心
株
の
購
入
時
期
に
つ
い
て
、
明
確
な
記
述
が
な
い
た
め
、
不
明
で
あ
る
が
、
二
〇
年
で
一
回
の
世
代
交
代
が
あ
る
と
い
う
基
準
で
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
宝
暦
期
（
一
七
五
一
｜
一
七
六
四
）
に
同
心
株
の
売
買
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
〔
事
例
③
〕
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
三
月
一
九
日
に
、
本
郷
四
丁
目
の
中
村
屋
と
い
う
呉
服
屋
の
息
子
が
芸
者
の
美
濃
吉
を
殺
し
た
と
い
う
騒
動
が
起
き
た
。
美
濃
吉
は
、
深
川
で
評
判
の
高
い
芸
者
で
あ
る
。
美
濃
吉
の
由
緒
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
美
濃
吉
ハ
当
年
廿
歳
計
ニ
て
、
下
谷
御
切
手
町
鳶
之
平
右
衛
門
が
妹
也
、
此
平
右
衛
門
元
御
坊
主
に
て
良
世
と
言
し
が
、
放
蕩
に
し
て
株
も
売
、
妹
も
う
り
て
、
自
分
も
鳶
の
者
ニ
成
、
平
右
衛
門
と
改
て
も
人
呼
て
良
世
坊
〳
〵
と
云
也?32）
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美
濃
吉
は
下
谷
御
切
手
町
に
住
む
平
右
衛
門
と
い
う
人
の
妹
で
あ
る
。
平
右
衛
門
は
元
御
坊
主
で
、
良
世
と
い
う
。
彼
は
放
蕩
し
て
務
め
て
い
た
御
坊
主
の
株
を
売
っ
た
。
株
を
売
っ
た
後
、
良
世
は
鳶
の
者
に
な
り
、
下
谷
御
切
手
町
に
移
っ
た
。
鳶
の
者
と
は
、
土
木
・
建
築
工
事
に
従
事
す
る
人
を
い
う
。
江
戸
時
代
に
一
部
の
鳶
の
者
は
町
方
の
火
消
し
の
労
働
者
（
人
足
）
を
兼
ね
た
。
良
世
は
名
を
平
右
衛
門
と
改
め
た
が
、
彼
が
御
坊
主
を
務
め
て
い
た
経
歴
を
知
る
人
達
は
彼
を
「
良
世
坊
」
と
呼
ん
で
い
た
。「
御
坊
主
」
と
い
っ
て
も
、
宗
教
に
携
わ
る
僧
侶
と
は
異
な
り
、
江
戸
幕
府
の
役
職
名
で
あ
る
。
御
坊
主
衆
に
は
中
奥
で
将
軍
の
世
話
や
幕
閣
と
の
取
次
ぎ
を
す
る
奥
坊
主
、
表
で
登
城
し
た
大
名
の
世
話
を
や
く
表
坊
主
と
喫
茶
を
取
り
扱
う
御
数
寄
屋
御
坊
主
の
三
種
類
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
御
譜
代
准
席
で
あ
る
。
茶
礼
茶
器
を
掌
る
御
数
寄
屋
御
坊
主
は
四
〇
人
程
お
り
、
持
高
勤
め
で
、
た
い
て
い
二
、
三
〇
俵
で
あ
る
。
表
坊
主
は
三
〇
〇
人
程
お
り
、
二
〇
俵
二
人
扶
持
で
、
三
日
に
一
日
勤
め
で
あ
る
。
奥
坊
主
は
二
〇
俵
二
人
扶
持
で
、
御
役
金
二
十
三
両
の
役
職
で
あ
り
、
将
軍
の
諸
用
を
つ
と
め
る
御
小
姓
の
下
回
り
役
で
、
古
く
は
小
納
戸
坊
主
と
い
っ
た?33）
。
平
右
衛
門
は
「
表
坊
主
」、「
奥
坊
主
」、「
御
数
寄
屋
御
坊
主
」
の
い
ず
れ
か
を
務
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
役
職
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
誰
に
株
を
譲
っ
た
か
は
こ
の
史
料
で
は
わ
か
ら
な
い
。
〔
事
例
④
〕
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
五
月
に
奥
坊
主
河
内
山
宗
俊
の
事
件
に
関
係
し
た
と
し
て
全
部
で
九
人
が
処
罰
を
受
け
た
。
そ
の
と
き
の
判
決
を
次
に
記
す
。
奥
坊
主
病
死
河
内
山
宗
俊
存
命
ニ
候
得
バ
死
罪
異
名
馬
の
沓
事
死
罪
大
川
鉄
蔵
同
断
同
女
房
河
内
山
子
分
死
罪
御
家
人
直
同
断
同
金
御
披
官
小
普
請
遠
島
斎
藤
孫
八
同
断
山
田
周
易
宗
俊
重
追
放
河
内
山
三
之
助
水
戸
浪
人
水
戸
三
事
右
之
通
三
次
郎?34）
河
内
山
宗
俊
の
父
河
内
山
宗
久
は
寛
政
の
初
に
奥
坊
主
頭
（
五
〇
俵
高
）
を
務
め
て
い
た
。
河
内
山
宗
久
の
拝
領
屋
敷
は
外
神
田
御
成
道
白
壁
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近世中後期における武士身分の売買について
横
丁
に
あ
る
が
、
実
際
は
下
谷
御
徒
町
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、
下
谷
御
徒
町
か
ら
湯
島
天
神
へ
移
っ
た
。
河
内
山
宗
久
が
亡
く
な
っ
た
後
、
息
子
の
宗
俊
は
家
督
を
相
続
し
た
。
宗
俊
が
色
々
ゆ
す
り
に
類
す
る
事
を
し
て
い
た
た
め
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
五
月
一
三
日
に
、
新
吉
原
の
遊
女
屋
で
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
息
子
と
共
に
捕
ら
え
ら
れ
た
。
河
内
山
宗
俊
の
同
類
の
内
に
、
異
名
馬
の
沓
と
名
乗
る
大
川
鉄
蔵
と
い
う
人
が
い
た
。
彼
に
つ
い
て
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
九
月
二
七
日
付
け
の
追
加
記
事
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
下
に
記
す
。
右
河
内
山
同
類
之
内
、
異
名
馬
之
沓
事
高
原
八
十
次
郎
御
仕
置
之
事
。
文
政
九
年
九
月
廿
七
日
町
奉
行
筒
井
伊
賀
守
宅
ニ
於
て
御
吟
味
有
之
。
御
目
付
支
配
一
通
り
尋
之
上
無
役
ニ
而
致
出
奔
候
揚
屋
へ
遣
す
高
原
八
十
次
郎
戌
三
十
九
同
人
妻
ま
き
三
十
三
右
於
筒
井
伊
賀
守
宅
、
御
目
付
酒
井
作
左
衛
門
立
合
、
伊
賀
守
申
渡
之
。右
ハ
同
年
十
一
月
廿
三
日
夫
婦
共
死
罪
也
。
是
名
代
の
悪
者
馬
の
沓
也
。
元
ハ
下
谷
御
切
手
町
の
煮
売
酒
屋
ニ
て
、
後
ニ
御
家
人
ニ
相
成
、
黒
鍬
を
勤
メ
、
其
頃
ハ
阿
部
川
町
ニ
居
ル
也
。
女
房
ま
き
、
鬼
の
女
房
の
鬼
人?神
）ニ
て
、
夫
に
増
り
し
悪
者
也?35）
。
文
政
八
年
に
処
罰
を
受
け
た
者
の
中
で
、
馬
の
沓
と
い
う
別
名
を
も
つ
者
の
名
前
は
大
川
鉄
蔵
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
判
決
文
は
、
大
川
鉄
蔵
で
は
な
く
、
高
原
八
十
次
郎
と
い
う
名
前
に
な
っ
て
い
る
。
馬
の
沓
の
別
名
を
も
つ
者
が
二
人
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
者
が
「
大
川
鉄
蔵
」
と
「
高
原
八
十
次
郎
」
の
二
つ
の
名
前
を
名
乗
っ
た
か
は
こ
の
史
料
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
元
下
谷
御
切
手
町
の
煮
売
酒
屋
を
営
む
町
人
が
御
家
人
の
株
を
買
っ
て
黒
鍬
者
を
務
め
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
黒
鍬
者
は
一
二
俵
二
人
扶
持
で
、
御
目
付
の
支
配
に
属
す
る
。
黒
鍬
者
の
身
分
は
低
い
が
、
譜
代
席
で
あ
る
か
ら
、
家
督
相
続
が
で
き
る
。
無
役
に
な
る
と
、
御
目
付
支
配
無
役
に
編
入
さ
れ
る
。
煮
売
酒
屋
を
営
む
町
人
が
ど
ん
な
方
法
で
御
家
人
に
な
っ
た
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
元
の
身
分
は
町
人
で
あ
る
こ
と
と
黒
鍬
者
は
譜
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
町
人
が
持
参
金
養
子
の
形
で
譜
代
席
の
御
家
人
の
身
分
を
買
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
〔
事
例
⑤
〕
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
二
月
一
九
日
に
次
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
○
二
月
十
九
日
夜
変
事
178
本
所
亀
沢
町
角
小
十
人
本
多
左
京
組村
井
幸
之
進
右
幸
之
進
、
実
父
毛
受
山
城
守
三
男
、
養
父
ハ
元
御
勘
定
組
頭
村
井
栄
之
進
、
右
栄
之
進
は
三
四
年
以
前
病
死
、
当
時
家
督
高
百
五
十
俵
、
尤
養
父
以
前
富
家
ニ
而
、
拝
領
之
黄
金
今
以
三
四
枚
所
持
致
候
と
の
事
也
。
養
父
栄
之
進
、
以
前
召
遣
候
家
来
江
御
家
人
之
株
へ
金
子
差
出
、
養
子
ニ
遣
し
候
由
、
然
ル
処
、
跡
金
十
両
不
足
ニ
付
、
此
節
先
方
催
促
致
候
ニ
付
、
右
跡
金
を
無
心
ニ
参
り
候
処
、
幸
之
進
申
ニ
は
、
其
義
一
向
存
も
寄
ら
ず
、
養
父
懸
合
之
義
存
知
不
申
由
、
不
当
之
挨
拶
致
候
ニ
付
、
左
候
ハ
ヾ
金
十
両
借
用
致
度
段
相
歎
候
処
、
一
向
不
取
合
候
ニ
付
、
其
晩
ハ
玄
関
へ
泊
、
雪
隠
ヘ
看
板
を
敷
、
盗
賊
之
這
入
候
様
ニ
致
し
、
玄
関
之
鎗
を
切
折
、
幸
之
進
を
殺
害
致
し
候
由
、
尤
疵
ハ
数
ケ
処
有
之
候
由
、
検
使
ハ
井
戸
大
内
蔵
罷
越
候
由?36）
。
こ
れ
は
天
保
一
四
年
に
起
っ
た
小
十
人
本
多
左
京
組
の
村
井
幸
之
進
が
何
者
か
に
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
被
害
者
の
村
井
幸
之
進
は
毛
受
山
城
守
の
三
男
で
あ
り
、
元
御
勘
定
組
頭
村
井
栄
之
進
の
養
子
に
な
っ
た
。
養
父
の
村
井
栄
之
進
は
三
、
四
年
前
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
彼
は
家
来
に
金
子
を
与
え
て
養
子
の
形
で
御
家
人
株
を
買
い
与
え
た
。
こ
の
御
家
人
株
の
売
買
は
、
養
子
の
幸
之
進
を
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ん
だ
。
家
来
が
行
っ
た
養
子
先
か
ら
幸
之
進
に
対
し
て
株
金
が
一
〇
両
足
り
な
い
と
し
て
支
払
い
を
求
め
た
の
だ
。
幸
之
進
が
自
分
は
そ
の
事
を
知
ら
な
い
と
言
っ
て
応
じ
な
か
っ
た
。
結
局
話
し
合
い
が
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
た
め
、
養
子
先
は
雪
隠
へ
看
板
を
敷
き
、
盗
賊
が
入
っ
た
よ
う
に
装
っ
て
玄
関
に
あ
っ
た
槍
で
幸
之
進
を
殺
害
し
た
。
御
家
人
株
の
売
買
に
お
い
て
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
い
と
い
う
こ
と
は
こ
の
事
件
か
ら
推
測
で
き
る
。
〔
事
例
⑥
〕
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
四
月
四
日
に
四
谷
内
藤
新
宿
仲
町
に
あ
る
引
手
茶
屋
の
豊
田
屋
半
七
が
母
と
妻
を
殺
し
た
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
の
一
件
に
つ
い
て
、
同
年
四
月
一
三
日
に
火
消
役
牧
野
兵
庫
組
か
ら
月
番
若
年
寄
の
大
岡
主
膳
正
忠
固
（
在
職
期
間
‥
天
保
七
年
〜
嘉
永
五
年
）
宛
て
に
次
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
○
天
保
十
五
辰
年
四
月
十
三
日
御
月
番
若
年
寄
大
岡
主
膳
正
殿
江
差
出
し
候
書
面
、
左
之
通
。
火
消
役牧
野
兵
庫
組
与
力
黒
川
金
次
郎
右
私
組
与
力
金
次
郎
儀
、
元
麴
町
八
丁
目
ニ
住
居
仕
候
豊
田
屋
半
七
と
申
者
、
元
錺
屋
商
売
仕
、
年
来
大
小
拵
申
付
候
者
之
儀
ニ
而
、
当
時
四
ツ
谷
内
藤
新
宿
ニ
而
茶
屋
渡
世
仕
、
商
売
向
は
相
違
候
得
共
、
馴
染
之
儀
故
、
是
迄
引
続
キ
大
小
拵
頼
候
而
出
入
候
間
、
当
三
月
廿
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近世中後期における武士身分の売買について
九
日
、
半
七
方
迄
職
方
者
ヘ
遣
し
呉
候
様
頼
ミ
置
候
所
ニ
、
同
人
半
七
と
申
者
、
去
ル
三
日
之
夜
乱
心
仕
、
右
刀
を
以
実
母
女
房
ヲ
殺
害
候
旨
、
右
は
品
物
等
閑
之
取
計
仕
置
申
分
無
御
座
候
旨
、
且
刀
之
儀
一
件
落
着
迄
返
却
出
来
仕
兼
候
旨
、
半
七
書
面
を
以
申
出
候
段
、
金
次
郎
申
出
候
、
私
病
気
ニ
付
以
名
代
、
御
届
申
上
候
、
以
上
。
四
月
十
三
日
牧
野
兵
庫
名
代
小
笠
原
弥
八
郎?37）
江
戸
市
内
で
火
災
が
あ
っ
た
と
き
に
、
定
火
消
役
が
消
火
と
警
備
に
あ
た
っ
た
。
定
火
消
与
力
は
定
火
消
役
の
支
配
に
属
す
る
。
与
力
は
八
〇
俵
高
で
譜
代
席
で
あ
る
。
牧
野
兵
庫
組
の
与
力
黒
川
金
次
郎
は
事
件
を
起
し
た
茶
屋
の
豊
田
屋
半
七
の
実
父
で
あ
る
。
黒
川
金
次
郎
は
元
の
名
は
豊
田
屋
半
七
と
言
い
、
麴
町
八
丁
目
に
住
ん
で
い
た
。
金
次
郎
は
元
錺
屋
の
商
売
を
営
み
、
打
刀
と
脇
差
の
拵
え
を
引
き
受
け
て
い
た
。
そ
の
後
、
四
谷
内
藤
新
宿
で
茶
屋
を
も
営
む
よ
う
に
な
っ
た
。
豊
田
屋
半
七
は
そ
の
後
火
消
役
与
力
の
株
を
買
っ
て
名
を
黒
川
金
次
郎
と
改
め
た
。
豊
田
屋
半
七
の
子
は
跡
を
継
い
で
豊
田
屋
半
七
と
名
乗
っ
た
。
火
消
役
の
牧
野
兵
庫
は
金
次
郎
と
親
し
か
っ
た
の
で
、
打
刀
と
脇
差
を
拵
え
る
仕
事
を
彼
に
依
頼
し
て
い
た
。
天
保
一
五
年
の
三
月
二
九
日
に
、
牧
野
兵
庫
は
刀
の
拵
え
を
職
人
に
頼
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
黒
川
金
次
郎
を
訪
ね
て
刀
を
彼
に
預
け
た
。
同
年
四
月
三
日
の
夜
に
、
黒
川
金
次
郎
の
子
の
豊
田
屋
半
七
は
乱
心
し
て
、
牧
野
兵
庫
か
ら
預
か
っ
た
刀
で
実
の
母
と
妻
を
殺
害
し
た
。
豊
田
屋
半
七
が
い
つ
与
力
黒
川
金
次
郎
に
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
黒
川
家
の
養
子
に
な
っ
て
か
ら
黒
川
金
次
郎
と
名
乗
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
町
人
身
分
の
豊
田
屋
半
七
が
武
士
に
な
っ
た
こ
と
は
裏
に
御
家
人
株
の
売
買
が
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
〔
事
例
⑦
〕
弘
化
三
年（
一
八
四
六
）七
月
一
二
日
に
次
の
事
件
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
○
七
月
十
二
日
湯
嶋
妻
恋
ご
ミ
坂
下
手
代
町
ニ
て
、
廿
二
三
の
女
殺
さ
れ
し
一
件
此
女
、
元
新
宿
の
か
る
こ
ニ
し
て
、
近
辺
の
御
家
人
是
に
馴
染
て
、
金
銭
を
入
揚
て
後
ニ
ハ
夫
婦
と
な
り
、
株
も
売
て
町
人
と
な
り
、
湯
嶋
切
通
し
の
裏
店
ニ
住
居
て
、
す
い
の
う
の
網
を
拵
て
渡
世
と
し
、
夫
婦
か
す
か
に
暮
し
居
た
る
処
江
、
女
房
の
両
親
来
り
、
懸
り
人
と
な
り
役
介
?厄
）
と
な
り
け
る
故
、
夫
婦
で
さ
へ
六
ケ
敷
暮
し
方
な
る
に
、
四
人
口
と
成
て
中
暮
の
成
難
き
故
ニ
、
湯
嶋
手
代
町
御
坊
主
の
か
た
へ
女
房
を
雇
ニ
遣
し
け
る
処
、
夜
る
ハ
内
へ
帰
り
け
る
処
、
亭
主
申
候
ハ
、
夜
分
ハ
内
へ
帰
ル
様
ニ
可
致
由
申
候
得
共
、
女
房
承
知
致
し
て
内
へ
帰
ら
ず
、
後
に
ハ
十
日
目
程
ニ
て
帰
け
る
故
ニ
、
亭
主
気
を
も
ミ
居
け
る
処
へ
、
近
所
の
者
是
を
し
や
く
り
て
女
に
色
男
出
来
た
り
と
云
け
る
故
ニ
、
亭
主
や
つ
き
と
な
り
て
女
房
の
方
へ
参
り
て
呼
出
し
、
切
殺
し
、
其
場
よ
り
亭
主
は
欠
落
致
し
、
内
ニ
ハ
女
房
180
の
両
親
計
残
り
居
て
、
娘
は
殺
さ
れ
、
聟
は
欠
落
し
、
年
寄
二
人
残
り
居
、
難
渋
致
し
候
よ
し
、
右
死
骸
を
妻
恋
坂
ニ
晒
シ
置
候
得
共
、
引
取
人
無
之
故
、
取
方
付
之
節
両
親
出
て
貰
ひ
し
也?38）
。
殺
さ
れ
た
女
は
元
新
宿
の
遊
女
で
あ
る
。
彼
女
と
親
し
く
な
っ
た
御
家
人
は
株
を
売
っ
て
彼
女
と
夫
婦
に
な
っ
た
。
彼
は
町
人
と
な
り
、
湯
嶋
切
通
し
の
裏
店
に
住
み
、
水
囊
の
網
を
拵
え
て
渡
世
し
た
。
夫
婦
二
人
だ
け
な
ら
な
ん
と
か
暮
ら
し
を
維
持
で
き
た
。
し
か
し
、
後
に
妻
の
両
親
が
頼
っ
て
き
て
同
居
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
暮
ら
し
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
り
、
元
御
家
人
は
妻
を
武
家
奉
公
に
出
し
た
。
勤
め
先
は
湯
嶋
手
代
町
の
御
坊
主
の
屋
敷
で
あ
る
。
夫
は
妻
に
対
し
て
夜
は
家
に
帰
る
よ
う
に
注
意
し
た
が
、
妻
は
承
知
し
な
が
ら
も
家
に
帰
ら
な
か
っ
た
。
一
〇
日
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
夫
が
苛
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
近
所
の
人
々
は
彼
を
唆
し
て
女
に
色
男
が
で
き
た
な
ど
と
言
っ
た
。
そ
の
た
め
、
元
御
家
人
は
妻
が
勤
め
る
湯
嶋
手
代
町
に
行
き
、
妻
を
呼
び
出
し
、
切
り
殺
し
た
。
妻
を
殺
し
た
元
御
家
人
は
ひ
そ
か
に
逃
げ
て
行
方
を
く
ら
ま
し
た
。
殺
さ
れ
た
女
の
死
骸
は
妻
恋
坂
に
晒
さ
れ
た
。
こ
れ
は
遊
女
と
恋
に
落
ち
た
た
め
、
自
ら
御
家
人
の
身
分
を
売
っ
て
町
人
に
な
っ
た
御
家
人
の
事
例
で
あ
る
。
〔
事
例
⑧
〕
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
一
一
月
に
「
神
田
仲
町
三
丁
目
家
主
糸
屋
喜
右
衛
門
娘
騒
動
、
尼
寺
欠
込
一
件
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
関
わ
っ
た
時
次
郎
に
つ
い
て
、
持
参
金
を
も
っ
て
町
与
力
の
養
子
に
な
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
爰
に
麻
裏
草
履
の
職
人
ニ
時
次
郎
と
申
者
有
之
、
此
者
之
種?素
）性
は
、
当
時
の
津
軽
越
中
守
順
承
が
落
種
な
る
よ
し
、
右
順
承
ハ
実
松
平
伊
豆
守
信
明
の
三
男
に
し
て
、
幼
名
新
之
助
邦
定
と
号
し
、
津
軽
甲
斐
守
親
足
の
養
子
と
な
り
、
津
軽
左
近
将
監
順
徳
と
改
め
、
家
督
の
後
、
本
家
越
中
守
信
順
の
養
子
と
な
り
、
大
隅
守
順
承
と
改
め
、
天
保
十
年
五
月
、
家
督
相
続
致
し
、
越
中
守
と
改
名
、
弘
化
元
年
十
二
月
被
叙
四
品
ニ
、
大
広
間
詰
被
仰
付
也
。
一
右
新
之
助
部
屋
住
之
内
、
十
五
歳
ニ
相
成
候
お
半
と
申
部
屋
女
ニ
手
を
付
、
懐
妊
致
し
男
子
出
生
、
是
時
次
郎
也
、
部
屋
住
之
子
故
ニ
育
る
事
も
相
な
ら
ず
候
故
、
薦
の
上
よ
り
家
老
へ
遣
す
也
、
右
は
ん
事
は
金
子
を
遣
し
、
下
ル
也
。
一
然
ル
処
ニ
、
時
次
郎
ハ
主
家
之
種
故
ニ
、
家
老
も
義
理
合
も
有
之
候
故
ニ
、
成
長
之
後
ニ
大
分
の
持
参
金
ニ
て
、
町
与
力
へ
養
子
ニ
遣
し
候
処
ニ
、
先
ニ
実
子
有
之
候
得
共
、
二
株
有
之
候
ニ
付
、
別
家
致
候
積
り
之
処
、
養
父
死
去
之
後
、
兄
弟
ニ
て
操
合
?揉
カ
）
有
之
、
離
縁
ニ
及
び
て
屋
敷
へ
帰
り
、
時
次
郎
身
持
宜
し
か
ら
ず
、
放
蕩
ニ
相
成
、
悪
所
通
ひ
に
て
手
ニ
余
り
候
ニ
付
、
座
敷
牢
を
拵
へ
入
置
候
処
ニ
、
是
を
破
り
逃
出
し
候
ニ
付
、
勘
当
ニ
相
な
り
候
、（
後
略?39））
草
履
職
人
の
時
次
郎
は
津
軽
越
中
守
順
承
の
実
子
で
あ
る
。
時
次
郎
は
181
近世中後期における武士身分の売買について
父
順
承
が
部
屋
住
み
の
と
き
、
一
五
歳
の
お
半
と
い
う
部
屋
女
と
の
間
に
生
れ
た
子
で
あ
る
。
部
屋
住
み
の
子
で
あ
る
た
め
、
育
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
時
次
郎
は
家
老
に
預
け
ら
れ
た
。
時
次
郎
を
養
育
し
た
家
老
は
正
当
な
身
分
を
与
え
て
も
ら
え
な
い
時
次
郎
を
不
憫
に
思
い
、
大
分
の
持
参
金
を
持
た
せ
て
町
与
力
の
家
に
養
子
入
り
さ
せ
た
。
養
子
先
に
は
実
子
が
い
た
が
、
実
子
に
本
家
を
継
が
せ
、
養
子
の
時
次
郎
に
分
家
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
養
父
の
死
去
に
と
も
な
い
、
実
子
と
養
子
が
揉
め
た
た
め
、
時
次
郎
は
家
老
の
家
に
戻
さ
れ
た
。
『
江
戸
幕
臣
人
名
事
典
』
に
「
津
軽
和
泉
守
順
承
」
の
名
が
見
え
る
。
次
に
そ
の
記
事
を
記
す
。
津
軽
和
泉
守
順
承
出
羽
守
養
子
実
父
松
平
伊
豆
守
死
天
保
十
亥
年
五
月
十
六
日
養
子
被
仰
付
家
督
無
相
違
被
下
置
蝦
夷
警
固
之
儀
越
中
守
時
之
通
被
仰
付
□
月
十
九
日
左
近
将
監
同
年
六
月
朔
日
家
督
之
五
節
句
月
次
御
礼
登
城
之
儀
済
弘
化
御
礼
済
弘
化
二
巳
年
三
月
二
十
三
日
越
中
守
与
改
嘉
永
三
戌
年
十
二
月
十
六
日
被
任
侍
従
同
月
二
十
二
日
右
御
礼
安
政
六
未
年
二
月
七
日
病
身
ニ
付
願
之
通
隠
居
被
仰
付
候?40）
こ
の
人
物
は
時
次
郎
の
父
津
軽
越
中
守
順
承
で
あ
る
。
津
軽
順
承
は
松
平
伊
豆
守
信
明
の
三
男
で
あ
る
。
松
平
信
明
は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
四
月
四
日
に
老
中
に
任
命
さ
れ
、
寛
政
改
革
を
行
な
っ
た
松
平
定
信
と
共
に
幕
政
に
加
わ
っ
た
。
松
平
信
明
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
一
二
月
二
二
日
に
老
中
を
辞
任
し
た
。
時
次
郎
は
松
平
信
明
の
実
の
孫
で
あ
る
。
祖
父
は
幕
府
の
政
治
を
掌
っ
て
不
正
な
養
子
縁
組
を
取
り
締
ま
る
一
方
、
実
の
孫
は
武
士
身
分
を
得
る
た
め
に
、
持
参
金
養
子
で
町
与
力
の
株
を
買
う
。
こ
の
よ
う
に
、
大
名
の
家
に
お
い
て
も
政
策
と
現
実
の
乖
離
が
み
ら
れ
た
。
〔
事
例
⑨
〕
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
一
一
月
五
日
に
諸
大
夫
に
昇
進
し
た
佐
々
木
信
濃
守
を
祝
う
出
立
行
列
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
具
足
櫃
壱
棹
、
鉄
炮
二
挺
袋
猩
々
緋
、
本
毛
絹
羽
織
着
、
弓
壱
張
二
張
立
、
柿
大
形
、
ぶ
つ
さ
き
羽
織
着
、
白
熊
対
鑓
二
本
、
長
刀
袋
黒
羅
沙?紗
）、
先
徒
六
人
二
行
、
黒
絹
は
お
り
、
駕
包
腰
白
竹
日
覆
羅
沙
、
侍
四
人
、
鎗
二
本
白
た
ゝ
き
身
形
十
文
字
中
結
銀
萌
黄
羅
沙
ろ
う
そ
く
形
、
傘
黒
羅
沙
紐
黒
、
長
持
壱
棹
黒
滑
革
金
紋
付
、
挟
箱
、
簑
惣
?箱
脱
）
黒
、
茶
弁
当
、
馬
鞍
覆
黒
滑
革
紋
置
上
ゲ
薄
縁
金
、
駄
覆
黒
羅
沙
、
用
人
花
井
定
七
、
駕
籠
、
具
足
、
鎗
壱
本
、
合
羽
入
籠
四
荷
、
垂
籠
、
押?41）
。
盛
大
な
行
列
は
民
衆
の
注
目
を
集
め
た
。
佐
々
木
信
濃
守
の
由
緒
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
右
佐
々
木
氏
ハ
壮
年
之
頃
、
小
川
町
土
屋
向
角
、
奥
御
右
筆
182
田
中
唯
一
方
ニ
侍
奉
公
致
し
居
り
候
処
、
或
年
の
正
月
、
具
足
祝
ひ
に
、
家
来
を
召
出
し
御
盃
を
下
さ
れ
申
候
様
ハ
、
面
出
世
を
望
ぬ
者
ハ
無
之
候
得
共
、
此
内
に
も
出
世
を
願
ひ
候
者
も
有
之
候
哉
と
御
尋
之
処
ニ
、
末
席
佐
々
木
脩
輔
殿
進
ミ
出
申
候
ハ
、
私
事
出
世
を
願
ひ
候
得
共
、
差
当
り
金
子
無
之
、
願
ひ
も
叶
不
申
と
申
上
候
処
、
夫
ハ
何
程
金
子
有
之
候
得
ば
出
世
致
候
哉
と
被
尋
候
処
、
金
三
十
両
有
之
候
へ
ば
出
世
之
つ
る
に
取
付
候
様
申
上
候
、
然
ル
処
ニ
、
平
常
眼
鏡
に
叶
ひ
候
に
や
、
然
ば
金
子
貸
遣
し
候
間
、
出
世
可
致
と
て
、
金
三
十
両
ニ
小
袖
等
添
て
遣
し
候
由
、
右
之
仕
度
ニ
て
目
白
台
御
徒
之
家
へ
養
子
に
参
り
候
由
、
其
節
之
御
徒
頭
飯
田
町
俎
机?板
）橋
三
百
石
榊
原
隠
岐
守
也
、
然
ル
処
、
佐
々
木
氏
、
頭
之
眼
鏡
ニ
叶
ひ
候
に
や
、
無
程
御
勘
定
へ
出
役
致
さ
せ
候
が
、
是
出
世
の
小
口
也
、
右
故
ニ
佐
々
木
氏
御
役
替
之
度
毎
ニ
、
右
両
家
へ
礼
に
参
り
候
よ
し?42）
。
奥
御
右
筆
田
中
唯
一
の
家
で
侍
奉
公
を
し
た
者
が
主
人
の
世
話
に
よ
っ
て
、
金
三
十
両
と
小
袖
な
ど
を
持
参
し
て
目
白
台
御
徒
の
家
に
養
子
に
行
っ
た
。
そ
の
人
は
後
の
佐
々
木
信
濃
守
で
あ
る
。
佐
々
木
信
濃
守
は
佐
々
木
家
の
養
子
に
な
っ
た
後
に
、
当
時
の
御
徒
頭
で
あ
る
榊
原
隠
岐
守
の
眼
鏡
に
か
な
い
、
程
な
く
御
勘
定
へ
出
役
と
な
っ
た
。
佐
々
木
信
濃
守
が
佐
々
木
家
に
養
子
入
り
す
る
前
に
田
中
家
で
武
家
奉
公
を
し
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
彼
の
実
家
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。『
江
戸
幕
臣
人
名
事
典
』
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
佐
々
木
信
濃
守
の
名
は
な
い
が
、「
佐
々
木
大
和
守
」
と
い
う
幕
臣
は
載
っ
て
い
る
。
佐
々
木
大
和
守
に
関
連
す
る
記
事
を
次
に
挙
げ
る
。
佐
々
木
大
和
守
子
歳
五
十
九
高
二
百
俵
本
国
信
濃
生
国
武
蔵
養
祖
父
佐
々
木
喜
四
郎
死
御
徒
養
父
佐
々
木
助
左
衛
門
死
御
徒
組
頭
実
祖
父
河
野
小
右
衛
門
死
飛
州
高
山
地
役
人
実
父
河
野
周
助
死
元
御
代
官
元
〆
手
代
養
子
文
政
九
戌
年
十
二
月
二
十
二
日
御
徒
江
抱
入
天
保
元
寅
年
五
月
十
二
日
支
配
勘
定
出
役
同
二
卯
年
五
月
二
日
支
配
勘
定
評
定
所
留
役
当
分
助
同
四
巳
年
正
月
二
十
四
日
評
定
所
留
役
助
同
五
午
年
六
月
四
日
御
勘
定
評
定
所
留
役
同
六
未
年
正
月
十
一
日
寺
社
奉
行
吟
味
物
調
役
当
分
助
同
年
十
二
月
二
十
八
日
寺
社
奉
行
吟
味
物
調
役
同
十
三
寅
年
四
月
六
日
評
定
所
留
役
勘
定
組
頭
永
々
御
目
見
以
上
与
可
相
心
得
旨
被
仰
渡
同
十
四
卯
年
閏
九
月
二
十
日
御
勘
定
吟
味
役
被
仰
付
百
俵
高
ニ
御
加
増
同
年
十
二
月
十
六
日
布
衣
被
仰
付
弘
化
二
巳
年
五
月
四
日
御
留
守
居
番
次
席
被
仰
付
嘉
永
四
亥
年
七
月
二
十
八
日
奈
良
奉
行
被
仰
付
二
百
俵
高
御
加
増
同
年
十
一
月
十
五
日
諸
大
夫
被
仰
付
同
五
子
年
十
月
八
日
大
坂
町
奉
行
被
仰
付
安
政
四
巳
年
二
月
二
十
四
日
小
普
請
奉
行
被
仰
付
同
五
午
年
五
月
二
十
四
日
御
勘
定
奉
行
被
仰
付
同
年
十
一
月
晦
日
道
中
奉
行
被
仰
付
同
六
未
年
二
月
二
日
思
召
有
之
御
役
御
免
差
扣
同
年
十
月
二
十
七
日
思
召
有
之
小
普
請
入
同
年
十
二
月
二
十
八
日
差
扣
御
免
文
久
二
戌
年
七
月
六
日
御
徒
頭
被
仰
付
同
年
十
月
十
日
御
作
事
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奉
行
被
仰
付
同
三
亥
年
四
月
十
六
日
町
奉
行
被
仰
付
同
月
二
十
三
日
西
丸
御
留
守
居
被
仰
付
同
年
八
月
二
日
町
奉
行
被
仰
付
元
治
元
子
年
五
月
二
十
五
日
外
国
奉
行
兼
帯
被
仰
付
同
年
六
月
二
十
九
日
外
国
奉
行
被
仰
付
同
年
七
月
二
十
五
日
御
役
御
免
寄
合
被
仰
付
候?43）
佐
々
木
大
和
守
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
七
月
二
八
日
に
奈
良
奉
行
に
任
命
さ
れ
、
同
年
一
一
月
に
諸
大
夫
に
昇
進
し
て
い
る
。
こ
の
職
歴
を
み
れ
ば
、
佐
々
木
大
和
守
は
『
藤
岡
屋
日
記
』
に
登
場
す
る
佐
々
木
信
濃
守
と
同
一
人
物
で
あ
る
。
諸
大
夫
に
昇
進
し
た
日
付
に
は
十
日
間
の
ズ
レ
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
記
録
上
の
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。
小
川
恭
一
の
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典?44）
』
を
み
て
も
、
佐
々
木
大
和
守
は
佐
々
木
信
濃
守
と
同
一
人
物
で
あ
る
。
佐
々
木
大
和
守
の
出
身
は
信
濃
で
あ
る
た
め
、
彼
は
佐
々
木
信
濃
守
と
も
呼
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。佐
々
木
大
和
守
は
も
と
河
野
姓
で
、
飛
州
（
現
在
の
岐
阜
県
北
部
）
高
山
の
地
役
人
の
家
に
生
ま
れ
た
。
実
の
父
は
河
野
周
助
と
い
い
、
代
官
元
締
手
代
を
務
め
て
い
た
。
河
野
周
助
の
子
は
後
に
御
徒
を
務
め
る
佐
々
木
家
に
養
子
入
り
し
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
一
二
月
二
二
日
に
御
徒
へ
抱
入
ら
れ
た
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
、
元
手
代
の
子
は
勘
定
評
定
所
留
役
に
任
命
さ
れ
、
御
目
見
以
上
の
旗
本
に
昇
進
し
た
。
そ
の
後
、
彼
は
寺
社
奉
行
吟
味
物
調
役
当
分
助
、
寺
社
奉
行
吟
味
物
調
役
を
経
て
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
四
月
六
日
に
評
定
所
留
役
勘
定
組
頭
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
佐
々
木
家
は
永
々
御
目
見
の
家
格
を
獲
得
し
た
。
佐
々
木
大
和
守
は
諸
大
夫
に
な
っ
た
後
に
も
大
坂
町
奉
行
、
小
普
請
奉
行
、
勘
定
奉
行
、
道
中
奉
行
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
代
官
手
代
は
代
官
所
の
役
人
で
あ
る
が
、
幕
臣
で
は
な
い
。
町
人
や
百
姓
で
も
手
代
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
佐
々
木
大
和
守
の
実
父
は
町
人
な
の
か
百
姓
な
の
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
幕
臣
身
分
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
手
代
の
家
に
生
ま
れ
た
子
が
侍
奉
公
に
出
さ
れ
る
こ
と
も
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。
佐
々
木
家
へ
養
子
入
り
を
世
話
し
た
奥
御
右
筆
田
中
唯
一
に
つ
い
て
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
一
一
月
五
日
の
記
事
に
、
田
中
唯
一
殿
ハ
先
年
死
去
致
し
、
子
息
唯
一
、
当
時
御
小
納
戸
相
勤
候?45）
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
奥
御
右
筆
を
務
め
て
い
た
田
中
唯
一
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
以
前
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
子
息
の
唯
一
が
御
小
納
戸
を
務
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』で
田
中
家
を
見
て
み
る
と
、
家
禄
一
七
五
俵
で
小
川
町
に
屋
敷
を
構
え
る
田
中
竜
之
助
良
顕
と
い
う
旗
本
が
い
る
。
こ
の
田
中
竜
之
助
良
顕
の
子
は
田
中
唯
一
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
職
歴
を
次
に
挙
げ
る?46）
。
＜
父＞
田
中
竜
之
助
良
顕
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禄
一
七
五
俵
余
屋
小
川
町
役
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
十
一
月
十
九
日
奥
右
筆
よ
り
奥
右
筆
組
頭
格
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
五
月
十
二
日
奥
右
筆
組
頭
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
十
月
二
十
四
日
二
丸
留
守
居
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
二
月
二
十
七
日
納
戸
頭
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
二
月
二
十
八
日
中
用
人
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
八
月
十
七
日
卒
＜
子＞
田
中
唯
一
・
田
中
竜
之
助
役
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
八
月
十
一
日
小
姓
組
よ
り
西
丸
小
納
戸
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
九
月
二
十
二
日
本
丸
小
納
戸
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
月
六
日
家
茂
公
小
納
戸
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
卒
こ
の
職
歴
を
み
れ
ば
、
田
中
竜
之
助
良
顕
は
河
野
氏
の
世
話
を
し
た
一
代
目
田
中
唯
一
で
あ
り
、
そ
の
子
は
二
代
目
田
中
唯
一
と
な
る
。
一
代
目
田
中
唯
一
の
職
歴
を
み
る
と
、
彼
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
一
一
月
一
九
日
に
奥
右
筆
か
ら
奥
右
筆
組
頭
格
へ
昇
進
し
て
い
る
。
奥
右
筆
を
務
め
始
め
た
年
は
分
か
ら
な
い
が
、
天
保
三
年
ま
で
務
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
彼
が
奥
右
筆
組
頭
格
に
昇
進
す
る
六
年
前
の
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
、
佐
々
木
は
す
で
に
御
徒
に
抱
入
に
な
っ
て
い
た
。
一
代
目
田
中
唯
一
が
亡
く
な
っ
た
の
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
で
あ
る
。
確
か
に
、
『
藤
岡
屋
日
記
』
に
あ
る
よ
う
に
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
前
に
死
去
し
て
い
る
。
二
代
目
の
田
中
唯
一
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
八
月
一
一
日
に
小
姓
組
か
ら
西
丸
小
納
戸
へ
役
替
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
九
月
二
二
日
に
本
丸
小
納
戸
へ
役
替
し
て
い
る
。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
は
二
代
目
田
中
唯
一
が
西
丸
小
納
戸
を
務
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
奥
右
筆
を
務
め
る
田
中
唯
一
は
奉
公
人
に
武
士
株
を
獲
得
す
る
機
会
を
与
え
た
。
旗
本
の
屋
敷
で
持
参
金
養
子
に
つ
い
て
公
然
と
話
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
〔
事
例
⑩
〕
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
一
〇
月
二
三
日
に
、
本
郷
附
木
店
で
殺
人
事
件
が
起
き
た
。
加
害
者
は
元
西
丸
御
切
手
同
心
の
磯
雄
右
衛
門
で
あ
る
。
被
害
者
は
紅
葉
山
御
高
盛
六
尺
小
栗
万
蔵
の
妻
で
あ
る
。
こ
の
騒
動
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
右
小
栗
万
蔵
ハ
三
ケ
年
跡
ニ
死
去
致
し
、
妻
ニ
而
勝
蔵
と
同
居
致
し
居
候
処
、
雄
右
衛
門
ハ
西
丸
御
切
手
同
心
相
勤
、
放
蕩
ニ
て
火
消
同
心
へ
入
れ
ら
れ
、
其
後
又
御
切
手
江
帰
り
て
右
株
色
を
田
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舎
者
へ
売
渡
し
候
得
共
、
御
譜
代
故
ニ
養
子
分
ニ
致
し
、
自
分
ハ
隠
居
と
称
し
ご
ろ
つ
き
居
り
候
て
、
右
後
家
と
密
通
致
し
居
り
候
処
ニ
、
勝
蔵
の
泊
番
を
見
込
し
け
込
居
り
候
て
、
口
舌
の
上
ニ
て
契
約
?痴
話
カ
）喧
嘩
ニ
て
も
致
し
候
ニ
や
、
鉄
槌
ニ
て
打
た
ゝ
き
候
処
、
打
処
悪
敷
候
に
や
気
絶
致
し
候
故
、
狼
狽
て
と
ゞ
め
を
指
候
由
、
是
廿
三
日
朝
四
ツ
時
之
事
也
、（
後
略?47））
事
件
を
起
こ
し
た
磯
雄
右
衛
門
は
元
西
丸
御
切
手
同
心
で
あ
っ
た
。
彼
は
放
蕩
に
よ
っ
て
一
度
火
消
同
心
に
入
れ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
ま
た
御
切
手
同
心
に
戻
っ
た
。
磯
雄
右
衛
門
は
御
切
手
同
心
の
株
を
田
舎
に
住
む
者
に
売
っ
た
。
磯
家
は
譜
代
の
御
家
人
の
家
で
あ
る
た
め
、
株
を
他
人
に
譲
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
を
養
子
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
磯
雄
右
衛
門
は
田
舎
の
者
を
養
子
に
し
、
自
分
は
隠
居
と
称
し
て
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
た
。
彼
は
紅
葉
山
御
高
盛
六
尺
を
務
め
る
小
栗
万
蔵
の
妻
と
密
通
し
て
い
た
。
磯
雄
右
衛
門
か
ら
同
心
の
株
を
買
っ
た
者
は
磯
卯
之
助
と
名
乗
っ
た
。
こ
の
養
子
縁
組
は
同
心
株
の
売
買
で
あ
る
た
め
、
磯
雄
右
衛
門
は
磯
卯
之
助
の
実
家
に
相
当
な
持
参
金
を
要
求
し
た
と
思
わ
れ
る
。
西
丸
御
切
手
同
心
は
裏
門
御
切
手
同
心
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
裏
門
を
守
衛
し
、
通
行
を
監
査
す
る
役
職
で
あ
る
。
事
例
①
の
二
代
目
富
安
九
八
郎
が
務
め
た
の
は
御
裏
門
切
手
番
頭
で
あ
る
。
磯
雄
右
衛
門
は
御
裏
門
切
手
番
頭
の
下
に
つ
い
て
い
る
同
心
を
務
め
た
。
磯
雄
右
衛
門
は
普
段
か
ら
勤
務
を
怠
る
た
め
、
ご
ろ
ご
ろ
し
て
遊
ぶ
た
め
に
、
譜
代
の
身
分
を
売
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
〔
事
例
?
〕
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
一
二
月
一
三
日
に
、
御
先
手
御
鉄
砲
頭
内
藤
甚
左
衛
門
組
の
同
心
小
田
切
庄
次
郎
の
養
子
市
十
郎
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
事
件
の
裏
に
御
家
人
と
百
姓
と
の
持
参
金
養
子
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。
右
庄
次
郎
義
、
去
ル
嘉
永
元
申
年
四
月
中
、
同
組
同
心
武
井
金
之
助
媒
人
ニ
而
、
下
総
国
葛
飾
郡
上
市
川
村
百
性
甚
右
衛
門
市
十
郎
が
金
子
四
拾
両
持
参
ニ
而
養
子
対
談
致
し
、
右
金
子
而
已
受
取
置
候
内
、
庄
次
郎
妻
病
死
致
し
、
無
程
後
妻
を
貰
受
候
を
市
十
郎
方
ニ
而
は
不
存
、
其
後
市
十
郎
罷
越
見
受
候
処
、
母
違
ひ
居
り
候
故
、
夫
様
子
不
宜
哉
、
其
儘
ニ
年
月
相
立
、
折
参
り
候
而
已
、
庄
次
郎
方
ニ
而
も
養
子
願
も
不
致
差
置
、
彼
是
不
熟
ニ
付
、
外
ニ
養
子
致
し
、
右
持
参
金
可
返
相
談
も
有
之
候
由
、
然
ル
処
、
去
子
冬
中
市
十
郎
書
面
を
以
始
末
申
立
候
ニ
付
、
組
合
ニ
而
取
扱
、
丑
ノ
春
ハ
養
子
願
可
差
出
積
り
ニ
而
、
武
井
金
之
助
義
同
組
小
林
?空
白
）
義
は
続
合
ニ
候
間
、
市
十
郎
義
、
同
人
方
へ
参
り
居
掛
合
致
し
、
願
書
等
も
出
来
致
し
候
ニ
付
、
右
書
面
持
参
ニ
而
、
去
子
十
二
月
十
一
日
朝
小
林
へ
参
り
相
渡
候
節
、
市
十
郎
義
、
金
之
助
ニ
早
朝
支
度
被
致
、
何
方
へ
被
罷
越
候
哉
と
尋
候
へ
バ
、
本
所
ニ
娘
奉
公
致
し
居
候
間
、
夫
へ
参
り
候
由
申
候
得
ば
、
左
様
ニ
候
哉
、
私
義
も
浅
草
阿
部
川
町
辺
へ
参
り
候
間
、
同
道
可
致
と
立
出
候
而
、
下
谷
広
小
路
金
沢
ニ
而
別
れ
買
186
物
致
し
、
金
之
助
ハ
本
所
へ
参
り
候
処
、
市
十
郎
義
、
右
始
末
ニ
而
相
果
居
候
を
不
存
居
り
候
処
、
同
月
廿
四
日
、
同
組
之
者
清
水
寺
ニ
而
右
掛
札
見
受
候
処
、
市
十
郎
懐
中
ニ
一
件
懸
合
書
物
、
金
之
助
受
取
致
所
持
候
間
名
前
有
之
、
依
而
立
帰
り
、
庄
次
郎
へ
内
々
相
咄
候
ニ
付
、
組
合
宮
下
?空
白
）
内
々
相
談
致
候
処
、
実
家
へ
ハ
無
沙
汰
捨
置
候
て
宜
由
申
候
間
、
不
存
分
ニ
而
捨
置
、
猶
又
追
々
外
ニ
而
内
相
談
致
候
得
ば
、
捨
置
候
而
ハ
宜
間
敷
由
申
候
ニ
付
、
不
存
分
ニ
而
甚
右
衛
門
方
へ
市
十
郎
義
養
子
願
ひ
取
極
候
ニ
付
、
市
十
郎
罷
越
候
様
書
面
差
遣
し
候
処
、
市
十
郎
ハ
不
存
事
故
、
書
面
之
趣
間
違
、
早
速
甚
右
衛
門
罷
越
候
処
、
市
十
郎
義
、
当
所
ニ
不
居
、
夫
色
々
捜
し
候
間
、
当
正
月
四
日
、
市
十
郎
行
衛
相
知
申
候
間
、
甚
右
衛
門
悦
び
候
而
、
同
道
ニ
而
旅
宿
清
水
寺
へ
罷
越
、
右
始
末
申
聞
候
間
、
夫
甚
右
衛
門
方
ニ
而
六
ヶ
敷
申
出
し
、
当
時
吟
味
願
ひ
可
差
出
掛
合
中
之
由?48）
。
市
十
郎
は
実
は
下
総
国
葛
飾
郡
上
市
川
村
の
百
姓
甚
右
衛
門
の
子
で
あ
る
。
嘉
永
元
年
四
月
中
に
、
小
田
切
庄
次
郎
は
同
僚
の
武
井
金
之
助
の
仲
介
で
上
市
川
村
の
百
姓
甚
右
衛
門
と
養
子
縁
組
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
そ
の
時
、
庄
次
郎
は
甚
右
衛
門
か
ら
四
〇
両
の
持
参
金
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
後
、
庄
次
郎
の
妻
が
病
死
し
た
た
め
、
庄
次
郎
は
後
妻
を
迎
え
た
。
甚
右
衛
門
の
側
は
庄
次
郎
が
後
妻
を
迎
え
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
市
十
郎
が
庄
次
郎
の
家
を
訪
ね
た
時
に
初
め
て
養
母
が
別
の
人
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
養
子
縁
組
の
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
に
数
年
が
経
っ
た
。
市
十
郎
は
時
々
庄
次
郎
の
家
を
訪
ね
る
が
、
庄
次
郎
は
養
子
願
を
出
さ
ず
に
そ
の
ま
ま
に
放
置
し
て
い
た
。
甚
右
衛
門
側
は
庄
次
郎
と
折
り
合
い
が
悪
か
っ
た
の
で
、
市
十
郎
を
ほ
か
に
養
子
に
す
る
た
め
に
、
庄
次
郎
が
受
け
取
っ
た
持
参
金
を
甚
右
衛
門
側
に
返
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
し
合
い
も
あ
っ
た
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
冬
、
市
十
郎
は
庄
次
郎
と
の
養
子
縁
組
に
つ
い
て
書
類
を
も
っ
て
申
立
て
を
し
た
。
小
田
切
庄
次
郎
が
所
属
す
る
御
鉄
砲
組
の
組
合
は
市
十
郎
の
書
類
を
受
け
取
っ
た
。
市
十
郎
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
春
に
養
子
願
を
差
し
出
す
つ
も
り
で
、
武
井
金
之
助
と
縁
続
き
の
関
係
に
あ
る
同
僚
の
小
林
と
相
談
し
、
願
書
を
作
成
し
た
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
一
二
月
一
一
日
の
朝
、
市
十
郎
が
作
成
し
た
願
書
を
小
林
に
渡
す
た
め
に
彼
の
家
に
行
こ
う
と
し
た
時
に
、
武
井
金
之
助
も
早
朝
か
ら
出
か
け
る
準
備
を
し
て
い
た
。
市
十
郎
は
武
井
金
之
助
と
一
緒
に
出
か
け
た
。
二
人
は
下
谷
広
小
路
金
沢
で
別
れ
た
。
そ
の
後
、
市
十
郎
が
何
者
か
に
殺
さ
れ
た
。
市
十
郎
が
死
ん
だ
後
、
持
参
金
は
実
父
上
市
川
村
百
姓
甚
右
衛
門
へ
返
さ
れ
、
一
件
落
着
と
な
っ
た
。
御
先
手
御
鉄
砲
組
は
幕
府
直
属
の
鉄
砲
足
軽
隊
で
あ
る
。
御
先
手
御
鉄
砲
頭
は
一
五
〇
〇
石
高
で
、
譜
代
席
で
あ
る
。
与
力
は
八
〇
石
高
で
、
譜
代
席
で
あ
る
。
同
心
は
三
〇
俵
三
人
扶
持
か
ら
一
五
俵
二
人
扶
持
で
、
譜
代
准
席
と
御
抱
席
が
あ
っ
た
。
養
子
縁
組
に
こ
だ
わ
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
小
田
切
家
は
御
譜
代
准
席
で
あ
ろ
う
。
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〔
事
例
?
〕
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
二
月
二
二
日
に
、
御
徒
と
按
摩
が
衝
突
し
た
一
件
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
騒
動
は
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
○
二
月
廿
二
日
浅
草
並
木
ニ
而
盲
人
、
侍
を
切
候
事千
葉
左
衛
門
組
、
御
徒
香
取
源
四
郎
相
手
安?按
）摩
取
右
源
四
郎
ハ
香
取
検
校
之
ニ
而
、
検
校
先
年
御
徒
之
明
株
を
買
求
而
源
四
郎
ニ
為
?マ
マ
）、
検
校
も
右
宅
江
同
居
致
し
居
候
所
、
一
体
源
四
郎
義
は
身
持
不
宜
、
其
上
殊
外
酒
之
上
悪
敷
候
ニ
付
、
検
校
義
も
兼
異
見
差
加
候
得
共
、
一
向
ニ
聞
不
申
、
尤
検
校
事
ハ
至
而
富
家
ニ
候
間
、
源
四
郎
義
も
実
父
之
金
銭
を
引
出
し
、
酒
食
?
遊
女
通
ひ
ニ
遣
ひ
捨
、
其
度
毎
ニ
口
論
等
致
し
候
ニ
付
、
検
校
も
数
度
異
見
致
し
候
処
ニ
、
悪
口
而
已
申
募
、
乱
酒
之
上
、
足
ニ
而
蹴
候
処
、
気
絶
致
し
、
其
儘
即
死
致
し
候
由
、
右
は
七
ケ
年
以
前
未
年
二
月
廿
二
日
之
由
、
右
一
件
病
気
之
由
ニ
而
、
極
内
ニ
而
相
済
候
よ
し
。
斯
而
、
源
四
郎
義
、
其
後
も
身
持
慎
候
義
無
之
、
益
大
酒
乱
妨
等
有
之
候
所
ニ
、
当
二
月
廿
二
日
、
浅
草
蔵
前
通
り
を
夜
中
駕
籠
に
て
帰
り
候
処
ニ
、
並
木
町
ニ
而
右
駕
籠
舁
、
安?按
）摩
ニ
突
当
り
候
ニ
付
、
安
摩
以
之
外
立
腹
致
し
候
ニ
付
、
駕
舁
相
詫
、
漸
事
済
候
処
、
源
四
郎
是
を
聞
付
、
盲
人
之
分
ニ
而
、
某
が
駕
籠
ニ
突
当
り
悪
口
申
候
段
不
届
至
極
と
、
酒
狂
之
上
、
駕
籠
よ
り
飛
出
し
刀
を
抜
候
故
、
駕
舁
ハ
逃
出
し
候
ニ
付
、
按
摩
ハ
一
生
懸
命
ニ
、
人
殺
〳
〵
と
呼
り
な
が
ら
杖
振
廻
し
候
所
、
右
之
杖
、
刀
持
候
手
ニ
当
、
刀
を
取
落
し
候
処
、
按
摩
ハ
右
之
音
を
し
る
べ
に
刀
を
尋
拾
ひ
取
、
無?夢
）中
ニ
振
廻
し
候
故
、
侍
七
八
ケ
所
手
疵
負
ひ
、
其
上
大
酔
故
ニ
逆
上
致
し
、
打
倒
れ
候
音
に
て
、
座
頭
ハ
刀
を
投
出
し
、
並
木
町
角
之
乾
物
屋
の
戸
を
蹴
放
し
て
飛
込
け
り
、
是
夜
九
ツ
時
過
之
騒
動
也
、
侍
も
右
之
音
ニ
て
心
付
起
上
り
、
捨
有
之
候
刀
を
持
、
跡
を
追
懸
入
候
故
、
座
頭
危
く
候
処
ニ
、
往
来
之
駕
籠
通
り
懸
り
、
右
之
由
を
自
身
番
屋
へ
知
ら
せ
候
故
、
家
主
大
勢
欠
付
候
て
取
押
へ
、
無
事
ニ
双
方
へ
引
渡
し
候
よ
し
、
斯
而
、
座
頭
ハ
以
之
外
憤
り
て
、
右
之
始
末
を
申
立
、
是
非
〳
〵
出
訴
致
候
処
申
候
ニ
付
、
表
向
ニ
致
し
候
得
ば
御
徒
之
株
ニ
相
障
候
故
、
仲
人
相
頼
、
内
済
之
相
懸
?マ
マ
）
合
候
得
共
、
座
頭
中
承
知
不
致
、
出
訴
之
由
申
募
り
候
ニ
付
、
段
懸
合
、
内
済
金
相
増
廿
両
ニ
而
漸
承
知
致
し
、
頭
を
そ
が
れ
其
上
数
ケ
処
疵
を
負
て
二
十
両
金
を
出
、
内
済
ニ
相
成
候
へ
共
、
右
一
件
余
り
風
聞
高
く
相
成
、
御
徒
ハ
免
番
代
被
申
付
候
よ
し
。
右
ハ
全
く
実
父
香
取
検
校
七
回
忌
に
相
当
り
、
同
月
同
日
ニ
懸
ル
故
、
障
之
出
来
せ
し
報
ひ
の
程
こ
そ
恐
し
け
れ?49）
。
騒
動
を
起
こ
し
た
の
は
千
葉
左
衛
門
組
の
御
徒
香
取
源
四
郎
で
あ
る
。
香
取
源
四
郎
は
香
取
検
校
の
子
で
あ
る
。
香
取
検
校
は
源
四
郎
の
た
め
に
御
徒
の
明
株
を
買
い
与
え
た
。
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二
月
二
二
日
の
夜
、
源
四
郎
は
駕
籠
に
乗
っ
て
浅
草
の
蔵
前
を
通
ろ
う
と
し
た
。
駕
籠
担
ぎ
が
按
摩
に
ぶ
つ
か
っ
た
が
、
す
ぐ
に
謝
っ
た
。
こ
こ
で
一
件
落
着
の
は
ず
で
あ
る
が
、
源
四
郎
は
按
摩
に
対
し
て
自
分
の
駕
籠
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
し
て
彼
を
責
め
、
さ
ら
に
酒
乱
の
上
、
刀
を
抜
い
た
。
按
摩
は
身
の
危
険
を
感
じ
必
死
で
抵
抗
し
た
。
揉
め
て
い
る
音
が
聞
こ
え
て
大
勢
の
人
が
駆
け
つ
け
た
。
按
摩
は
無
事
で
あ
っ
た
が
、
怒
り
が
治
ま
ら
ず
、
源
四
郎
を
訴
え
よ
う
と
言
い
出
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
源
四
郎
は
焦
り
出
し
た
。
彼
の
御
徒
の
身
分
は
父
が
金
で
買
っ
た
た
め
、
訴
訟
に
な
れ
ば
、
御
徒
株
を
買
っ
た
こ
と
も
露
見
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
訴
訟
に
持
ち
込
ま
ず
に
和
解
す
る
し
か
な
い
。
源
四
郎
は
仲
人
に
頼
ん
で
内
済
す
る
よ
う
に
解
決
し
よ
う
と
し
た
が
、
按
摩
は
中
々
承
知
し
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
、
内
済
金
二
十
両
で
按
摩
は
漸
く
承
知
し
た
。
こ
の
一
件
は
訴
訟
に
持
ち
込
ま
な
か
っ
た
が
、
余
り
に
も
風
聞
が
高
か
っ
た
た
め
、
源
四
郎
は
御
徒
を
や
め
さ
せ
ら
れ
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
騒
動
の
あ
っ
た
二
月
二
二
日
は
七
年
前
に
亡
く
な
っ
た
香
取
検
校
の
七
回
忌
に
当
る
。
源
四
郎
は
身
持
ち
が
宜
し
く
な
い
上
、
酒
癖
も
悪
い
。
香
取
検
校
が
注
意
し
て
も
変
わ
る
様
子
が
な
か
っ
た
。
七
年
前
に
、
源
四
郎
に
注
意
し
た
検
校
は
酒
乱
の
源
四
郎
に
足
で
蹴
ら
れ
て
即
死
し
た
。
こ
の
一
件
は
香
取
検
校
が
病
死
し
た
こ
と
に
し
て
解
決
し
た
。
普
通
、
株
の
売
買
は
買
手
が
売
り
手
の
武
士
本
人
に
持
参
金
や
株
金
を
払
っ
て
そ
の
身
分
を
譲
っ
て
も
ら
う
。
し
か
し
、
御
徒
は
、
与
力
・
同
心
と
違
い
、
登
用
さ
れ
る
機
会
が
多
く
、
支
配
勘
定
出
役
や
ほ
か
の
役
職
に
栄
転
す
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
時
に
御
徒
の
席
に
欠
員
が
生
じ
る
。
本
来
、
同
組
の
古
参
の
者
か
ら
順
に
子
供
を
徒
見
習
い
に
出
し
て
空
い
た
席
を
補
充
し
て
い
た
。
し
か
し
、
次
第
に
欠
員
を
補
充
す
る
権
利
は
売
買
の
対
象
と
な
っ
た
た
め
、「
明
株
」
と
呼
ば
れ
た
。
本
事
例
は
香
取
検
校
が
空
い
た
御
徒
の
席
へ
新
規
採
用
さ
れ
る
権
利
を
買
っ
た
。
〔
事
例
?
〕
嘉
永
七
年
九
月
四
日
の
日
記
に
、
御
小
納
戸
を
務
め
る
野
田
家
に
奉
公
し
て
い
た
下
女
の
む
め
が
野
田
家
の
女
隠
居
に
打
ち
殺
さ
れ
た
事
件
が
載
っ
て
い
る
。
野
田
家
の
女
隠
居
が
用
人
橋
本
新
右
衛
門
と
密
通
し
て
い
た
。
彼
ら
の
密
会
は
下
女
の
む
め
に
度
々
見
つ
け
ら
れ
た
。
女
隠
居
は
新
右
衛
門
と
の
こ
と
が
外
へ
漏
れ
る
と
自
分
の
立
場
が
悪
く
な
る
と
危
機
を
感
じ
た
。
一
方
の
新
右
衛
門
は
む
め
に
奉
公
を
や
め
て
も
ら
う
よ
う
に
説
得
し
た
。
新
右
衛
門
は
む
め
に
別
の
い
い
奉
公
先
を
紹
介
す
る
と
約
束
し
た
。
女
隠
居
は
こ
の
こ
と
を
聞
き
つ
け
、
新
右
衛
門
と
下
女
の
む
め
が
密
通
し
て
い
る
と
思
い
込
み
、
嫉
妬
の
あ
ま
り
口
惜
し
い
一
念
で
む
め
を
打
ち
殺
し
た
。
野
田
家
の
由
緒
に
つ
い
て
、
下
記
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
右
野
田
家
は
下
総
国
野
田
之
百
性
ニ
而
、
軽
る
き
御
家
人
ニ
相
成
、
先
代
野
田
吉
五
郎
、
文
政
九
年
に
御
台
様
御
用
人
被
仰
下
、
下
総
守
と
改
、
天
保
八
年
よ
り
小
普
請
奉
行
被
仰
付
、
伊
勢
守
と
改
、
同
十
二
年
よ
り
御
普
請
奉
行
、
同
十
四
年
よ
り
御
先
手
頭
被
仰
付
、
甲
斐
守
と
改
名
な
し
、
当
主
野
田
三
郎
左
衛
門
ハ
其
ニ
而
、
親
勤
功
ニ
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て
御
小
納
戸
へ
出
候
得
ど
も
、
お
ろ
か
も
の
ゝ
よ
し?50）
。
野
田
家
は
下
総
国
野
田
の
百
姓
で
、
の
ち
に
御
家
人
に
な
っ
た
。
野
田
吉
五
郎
は
御
台
様
御
用
人
、
小
普
請
奉
行
、
御
普
請
奉
行
を
経
て
、
御
先
手
頭
に
任
命
さ
れ
た
。
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
に
野
田
吉
五
郎
と
野
田
三
郎
左
衛
門
の
名
前
が
見
え
る
。
野
田
吉
五
郎
の
父
の
野
田
文
蔵
（
元
清
）
と
野
田
三
郎
左
衛
門
の
子
の
野
田
吉
五
郎
の
名
前
も
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
従
い
、
寛
政
以
降
の
四
代
の
経
歴
を
下
記
の
よ
う
に
ま
と
め
る?51）
。
①
野
田
文
蔵
元
清
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
九
月
四
日
家
督
小
普
請
入
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
一
月
二
十
六
日
勘
定
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
十
二
月
二
日
勘
定
組
頭
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
十
一
月
二
十
四
日
代
官
②
野
田
吉
五
郎
元
矩
・
野
田
下
総
守
・
野
田
伊
勢
守
・
野
田
甲
斐
守
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
五
月
十
日
一
橋
用
人
よ
り
西
丸
納
戸
頭
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
十
二
月
二
十
四
日
広
敷
用
人
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
八
月
二
十
日
小
普
請
奉
行
?家
禄
）
二
百
俵
高
に
加
増
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
六
月
二
十
八
日
普
請
奉
行
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
十
一
月
三
十
日
先
手
鉄
炮
頭
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
十
一
月
五
日
卒
③
野
田
三
郎
左
衛
門
守
兼
・
野
田
下
総
守
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
一
月
十
三
日
小
納
戸
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
三
月
二
十
三
日
家
定
公
小
納
戸
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
九
月
二
十
二
日
本
丸
小
納
戸
肝
煎
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
月
六
日
家
茂
公
小
納
戸
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
十
一
月
七
日
小
納
戸
頭
取
格
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
五
月
二
十
四
日
小
納
戸
頭
取
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
一
月
六
日
広
敷
用
人
④
野
田
吉
五
郎
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月
六
日
小
納
戸
頭
取
小
姓
組
よ
り
小
納
戸
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
一
月
六
日
御
役
廃
止
勤
仕
並
寄
合
野
田
家
の
元
の
家
禄
は
七
〇
俵
五
人
扶
持
で
あ
り
、
野
田
吉
五
郎
が
天
保
八
年
に
小
普
請
奉
行
に
昇
進
し
た
時
に
二
〇
〇
俵
高
に
加
増
さ
れ
た
。
野
田
家
が
い
つ
御
家
人
か
ら
旗
本
に
昇
進
し
た
か
を
『
寛
修
譜
』
で
確
認
し
よ
う
。
野
田
文
蔵
元
清
の
父
元
偏
の
代
に
旗
本
へ
昇
進
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
野
田
元
偏
は
「
享
保
十
五
年
三
月
十
五
日
に
御
徒
に
め
し
加
へ
ら
れ
、
の
ち
支
配
勘
定
に
転
ず
。
延
享
元
年
八
月
十
一
日
班
を
す
ゝ
め
ら
れ
て
御
勘
定
と
な
り
、
寶
暦
五
年
二
月
二
十
日
組
頭
に
す
ゝ
み
、
十
年
二
月
十
日
仰
を
う
け
た
ま
は
り
て
三
河
國
に
赴
き
、
大
樹
寺
及
び
信
光
明
寺
の
190
普
請
を
し
、
十
三
年
六
月
朔
日
死
」
ん
で
い
る?52）
。
こ
の
野
田
家
は
御
抱
席
の
御
徒
の
家
柄
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
野
田
の
百
姓
が
空
い
た
御
徒
の
席
を
買
っ
て
出
身
地
の
「
野
田
」
を
名
乗
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
御
徒
の
明
株
を
買
う
と
い
う
方
法
で
あ
る
。『
寛
修
譜
』
の
記
録
に
よ
る
と
、
野
田
元
偏
は
野
田
弥
市
兵
衛
政
是
の
二
男
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
株
の
売
買
の
事
実
を
隠
す
た
め
の
作
為
で
あ
ろ
う
。
〔
事
例
?
〕
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
、
御
家
人
の
株
を
売
っ
た
元
武
士
に
関
す
る
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
○
九
月
十
四
日
夜
九
ツ
時
半
頃
筋
違
橋
御
門
外
、
講
武
処
附
竹
林
麦
め
し
右
亭
主
ハ
御
家
人
ニ
而
、
株
を
売
、
麦
め
し
見
世
を
出
し
、
弟
ハ
浪
人
の
術
者
ニ
て
同
居
致
し
居
候
処
ニ
、
土
方
躰
の
男
三
人
連
ニ
て
来
り
、
酒
食
之
上
乱
妨
致
し
候
ニ
付
、
外
へ
追
出
し
戸
を
〆
候
処
ニ
、
又
裏
口
押
込
、
乱
妨
狼
藉
之
上
、
弟
を
打
擲
致
し
候
故
、
元
来
武
士
故
ニ
全
ハ
勘
?マ
マ
）
忍
袋
の
紐
が
切
れ
、
二
階
へ
欠
上
り
、
刀
を
持
来
り
、
可
打
果
と
致
し
候
故
、
兄
下
階
子
を
引
候
処
ニ
、
上
刀
を
持
飛
下
り
、
二
人
ニ
手
を
負
せ
候
処
ニ
、
二
人
ハ
逃
出
ス
、
一
人
ハ
殺
し
て
仕
廻
へ
と
て
不
逃
故
、
無
是
非
、
初
太
刀
ニ
眉
間
を
切
、
二
之
太
刀
ニ
肩
首
へ
懸
ケ
切
落
し
、
首
皮
計
り
懸
り
居
候
、
自
分
も
肝
を
潰
し
、
咽
を
突
候
処
ニ
死
損
じ
、
苦
し
ミ
居
ル
、
右
ニ
付
、
十
六
日
御
検
使
之
上
、
死
骸
門
口
ニ
而
三
日
晒
し
、
非
人
番
ニ
附
置
也
、（
後
略?53）
）
こ
れ
は
麦
め
し
屋
の
亭
主
と
店
の
客
と
の
間
で
起
き
た
事
件
で
あ
る
。
亭
主
は
店
の
客
を
切
り
殺
し
、
自
分
も
咽
を
突
い
て
変
死
し
た
。
麦
め
し
の
店
を
営
む
亭
主
は
株
を
売
っ
た
元
御
家
人
で
あ
る
。
こ
の
御
家
人
が
誰
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
株
を
売
っ
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
の
よ
う
に
御
家
人
の
株
を
売
っ
て
町
人
と
な
っ
た
元
御
家
人
は
ほ
か
に
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
〔
事
例
?
〕
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
五
月
四
日
に
、
勘
定
組
頭
を
務
め
て
い
た
高
橋
平
作
が
勘
定
吟
味
役
へ
役
替
し
た
。
高
橋
平
作
の
由
緒
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
右
平
作
ハ
、
元
御
台
処
人
大
谷
氏
厄
介
ニ
て
、
小
日
向
馬
場
桜
井
九
右
衛
門
江
侍
奉
公
ニ
出
、
夫
御
代
官
手
代
へ
養
子
ニ
参
り
、
不
縁
致
し
、
夫
御
普
請
役
高
橋
江
養
子
ニ
参
り
、
支
配
勘
定
出
役
致
し
、
御
勘
定
ニ
な
り
、
勤
切
ニ
而
組
頭
ニ
な
り
、
今
度
吟
味
役
被
仰
付
也?54）
。
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近世中後期における武士身分の売買について
高
橋
家
の
養
子
に
な
る
前
の
高
橋
平
作
（
本
名
不
明
）
の
経
歴
を
ま
と
め
る
と
、
彼
は
元
御
台
所
人
大
谷
氏
の
厄
介
で
あ
り
、
小
日
向
馬
場
桜
井
九
右
衛
門
の
も
と
で
侍
奉
公
を
し
た
後
、
代
官
手
代
の
養
子
に
な
り
、
不
縁
に
よ
り
、
御
普
請
役
高
橋
の
養
子
に
な
っ
た
。
御
普
請
役
は
三
〇
俵
三
人
扶
持
で
、
勘
定
所
の
役
職
の
一
つ
で
あ
る
。
大
谷
氏
の
厄
介
と
は
大
谷
の
親
類
、
或
は
大
谷
氏
の
家
で
居
候
し
て
い
て
大
谷
氏
の
扶
養
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
。
こ
の
史
料
の
文
脈
で
は
、
平
作
は
元
御
台
所
人
大
谷
氏
の
世
話
に
よ
っ
て
小
日
向
馬
場
桜
井
九
右
衛
門
の
家
へ
侍
奉
公
に
出
た
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
ほ
か
の
事
例
で
世
話
し
た
と
い
う
意
味
で
「
世
話
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
の
「
厄
介
」
は
大
谷
家
で
居
候
し
て
い
る
者
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
侍
奉
公
、
代
官
手
代
の
養
子
と
い
う
経
歴
か
ら
み
れ
ば
、
平
作
は
武
士
で
は
な
く
、
庶
民
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
本
名
は
分
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
持
参
金
付
の
養
子
の
形
で
高
橋
家
に
入
籍
す
る
こ
と
で
御
家
人
の
身
分
を
手
に
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
平
作
は
一
度
代
官
手
代
の
養
子
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
経
歴
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
推
測
で
あ
る
が
、
平
作
は
御
家
人
の
株
を
買
う
た
め
に
、
代
官
手
代
の
養
子
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
御
家
人
株
を
買
う
機
会
を
見
つ
け
た
た
め
、
彼
は
離
縁
し
て
高
橋
家
に
養
子
入
り
し
た
。
〔
事
例
?
〕
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
九
月
二
三
日
に
勘
定
評
定
所
留
役
を
務
め
て
い
た
手
嶋
重
四
郎
が
公
事
吟
味
物
取
調
を
終
え
た
後
、
虎
門
山
口
丹
波
守
の
役
所
か
ら
帰
る
途
中
に
殺
害
さ
れ
た
事
件
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
件
は
同
年
一
一
月
一
三
日
に
落
着
し
、
手
嶋
の
家
来
が
押
込
に
な
り
、
青
山
辻
番
人
五
人
が
急
度
り
の
処
罰
を
受
け
た
。
殺
害
さ
れ
た
手
嶋
重
四
郎
の
由
緒
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
右
、
手
嶋
重
四
郎
由
緒
ハ
、
下
谷
車
坂
下
与
力
町
、
与
力
岡
部
藤
右
衛
門
二
男
ニ
而
、
上
野
坊
中
ニ
小
性
奉
公
致
し
、
始
麻
布
前
坊
谷
御
先
手
小
出
丹
宮
組
与
力
之
株
を
求
メ
与
力
ニ
成
、
夫
御
徒
目
付
へ
出
、
三
年
勤
メ
、
御
勘
定
江
出
役
致
し
、
評
定
処
留
役
格
ニ
成
、
当
六
月
頃
本
役
ニ
相
成
候
由?55）
。
手
嶋
重
四
郎
は
与
力
の
家
に
生
ま
れ
た
が
、
二
男
な
の
で
、
父
の
跡
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
彼
は
上
野
坊
中
に
小
姓
奉
公
し
て
、
御
先
手
小
出
丹
宮
組
与
力
の
株
を
買
っ
た
。
手
嶋
重
四
郎
が
与
力
の
役
職
に
就
任
し
た
後
、
御
徒
目
付
、
御
勘
定
、
評
定
所
留
役
格
を
経
て
、
安
政
六
年
六
月
に
勘
定
評
定
所
留
役
に
就
任
し
た
。
彼
が
殺
害
さ
れ
た
の
は
勘
定
評
定
所
留
役
に
就
任
し
て
か
ら
わ
ず
か
三
ヶ
月
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
与
力
の
二
男
が
別
の
与
力
の
株
を
買
っ
て
与
力
の
身
分
を
確
保
す
る
事
例
で
あ
る
。
〔
事
例
?
〕
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
九
月
に
諸
大
夫
に
昇
格
し
、
駿
河
守
と
改
名
192
し
た
都
築
金
三
郎
に
関
す
る
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
○
都
築
金
三
郎
父
駿
河
守
ハ
、
出
生
武
州
忍
領
荒
木
ニ
て
百
姓
ニ
而
、
江
戸
江
出
、
御
徒
ニ
成
、
支
配
勘
定
へ
出
役
致
し
、
御
勘
定
ニ
成
、
評
定
所
留
役
江
出
、
夫
よ
り
御
勘
定
吟
味
ニ
出
、
下
田
奉
行
相
勤
候
而
、
禁
裏
附
ニ
成
、
京
都
ニ
而
切
腹
之
よ
し
、
右
勤
功
ニ
依
而
、
当
金
三
郎
、
御
目
付
よ
り
神
奈
川
奉
行
ニ
成
、
二
代
之
諸
太
夫
成
バ
、
役
人
ハ
皆
忠
勤
を
駿
河
よ
し
願
ひ
神
奈
川
つ
ゞ
き
諸
太
夫
九
月
廿
一
日
、
諸
太
夫
被
仰
付
之
、
駿
河
守
と
改
名
。
九
月?56）
都
築
金
三
郎
の
父
は
武
蔵
国
の
百
姓
で
、
江
戸
に
出
て
徒
に
な
り
、
そ
の
後
、
支
配
勘
定
・
勘
定
な
ど
の
役
職
を
経
て
下
田
奉
行
を
務
め
、
禁
裏
附
に
な
っ
た
。
禁
裏
附
の
時
に
、
京
都
で
切
腹
し
た
が
、
そ
の
勤
功
に
よ
り
、
子
の
金
三
郎
は
目
付
か
ら
神
奈
川
奉
行
に
昇
進
し
た
。
親
子
二
代
と
も
諸
大
夫
に
な
っ
た
。
都
築
金
三
郎
の
父
は
養
子
の
形
で
御
徒
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
御
徒
の
明
株
を
買
っ
て
御
徒
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
本
来
の
身
分
は
百
姓
で
あ
り
、
武
士
で
は
な
い
。
何
ら
か
の
方
法
で
、
御
徒
の
株
を
手
に
入
れ
、
下
級
武
士
か
ら
上
級
武
士
へ
と
徐
々
に
昇
進
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』で
、
都
築
駿
河
守
と
称
し
た
の
は
「
都
築
金
三
郎
峯
重
」
と
「
都
築
源
七
郎
峯
暉
」
の
二
人
で
あ
る
。
子
の
都
築
源
七
郎
峯
暉
の
職
歴
を
み
る
と
、
彼
は
禁
裏
附
駿
河
守
の
子
で
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
八
月
九
日
に
書
院
番
か
ら
徒
頭
へ
と
役
替
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
目
付
、
外
国
掛
を
務
め
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
九
月
一
五
日
に
神
奈
川
奉
行
に
任
じ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
都
築
峯
重
は
初
代
駿
河
守
で
、
子
の
峯
暉
は
二
代
目
駿
河
守
で
あ
る
。
都
築
駿
河
守
峯
重
の
子
は
、『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
で
、
都
築
源
七
郎
峯
暉
の
ほ
か
に
三
人
い
た
。
そ
の
三
人
を
下
に
記
す
。
①
鈴
木
荘
五
郎?57）
（
養
祖
父
）
鈴
木
庄
五
郎
・
御
徒
（
養
父
）
鈴
木
安
房
守
・
勤
仕
並
寄
合
②
由
比
図
書?58）
（
養
祖
父
）
由
比
恵
次
郎
・
小
普
請
（
養
父
）
由
比
慎
之
丞
・
小
普
請
③
池
野
富
五
郎?59）
（
養
祖
父
）
高
橋
勇
太
・
丹
羽
長
門
守
家
来
（
養
父
）
池
野
山
城
守
・
勘
定
都
築
駿
河
守
峯
重
は
都
築
源
七
郎
峯
暉
を
跡
継
ぎ
と
し
て
都
築
家
を
継
が
せ
、
ほ
か
の
三
人
の
男
子
を
そ
れ
ぞ
れ
鈴
木
家
、
由
比
家
、
池
野
家
へ
養
子
に
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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ま
と
め
以
上
、『
藤
岡
屋
日
記
』
を
素
材
に
武
士
株
の
売
買
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
今
回
取
上
げ
た
一
七
の
事
例
は
す
べ
て
御
家
人
の
身
分
の
売
買
で
あ
る
。
売
買
さ
れ
た
御
家
人
の
役
職
で
グ
ル
ー
プ
分
け
を
試
み
た
。
役
職
が
明
記
さ
れ
ず
単
に
「
御
家
人
」
と
書
か
れ
る
事
例
も
あ
っ
た
た
め
、
ど
の
役
職
に
つ
い
た
か
が
分
ら
な
い
事
例
に
関
し
て
「
役
職
不
明
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
設
け
て
ま
と
め
た
。
文
末
の
表
に
ま
と
め
た
一
七
の
事
例
は
大
き
く
次
の
Ａ
か
ら
Ｇ
ま
で
の
七
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。（
①
②
③
等
の
番
号
は
表
の
番
号
に
対
応
す
る
）
Ａ
御
徒
①
、
⑨
、
?
、
?
Ｂ
同
心
②
、
⑩
、
?
?１
）
西
丸
御
切
手
同
心
⑩
?２
）
御
先
手
御
鉄
砲
組
同
心
?
?３
）
所
属
不
明
②
Ｃ
御
坊
主
③
Ｄ
黒
鍬
者
④
Ｅ
与
力
⑥
、
⑧
、
?
?１
）
定
火
消
組
与
力
⑥
?２
）
町
与
力
⑧
?３
）
御
先
手
与
力
?
Ｆ
御
普
請
役
?
Ｇ
役
職
不
明
⑤
、
⑦
、
?
、
?
本
稿
に
お
け
る
分
析
結
果
を
下
記
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。
一
、
売
買
の
対
象
と
な
っ
た
御
家
人
の
役
職
は
多
彩
で
あ
っ
た
。
御
家
人
株
の
売
買
に
よ
っ
て
、
御
家
人
の
身
分
と
と
も
に
役
職
も
買
手
へ
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
仕
事
の
内
容
を
み
る
と
、
将
軍
警
護
と
幕
府
軍
の
仕
事
（「
御
徒
」、「
御
先
手
御
鉄
砲
」）、
江
戸
市
中
の
司
法
・
警
察
の
仕
事
（「
町
与
力
」）
や
消
防
に
か
か
わ
る
仕
事
（「
定
火
消
役
」）
等
が
あ
っ
た
。
売
買
さ
れ
た
御
家
人
株
の
中
で
、「
御
抱
席
」
の
御
家
人
も
い
た
が
、「
御
譜
代
准
席
」
と
「
御
譜
代
席
」
の
御
家
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
二
、
幕
臣
が
家
来
に
持
参
金
養
子
の
世
話
を
し
、
御
家
人
株
を
買
い
与
え
る
事
例
は
い
く
つ
か
み
ら
れ
た
。
事
例
②
の
場
合
は
主
人
が
お
金
を
拾
っ
た
こ
と
を
正
直
に
報
告
し
た
誠
実
な
家
来
に
対
し
て
、
褒
美
と
し
て
同
心
株
を
世
話
し
た
。
事
例
⑤
の
場
合
は
家
来
に
御
家
人
株
を
買
い
与
え
た
こ
と
で
株
金
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
。
事
例
⑨
は
旗
本
が
家
の
奉
公
人
に
持
参
金
養
子
の
世
話
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
旗
本
の
屋
敷
で
持
参
金
養
子
に
つ
い
て
堂
々
と
話
し
て
い
た
こ
と
は
金
銭
で
御
家
人
の
株
を
買
え
る
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
事
柄
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
三
、
御
家
人
株
の
売
買
は
庶
民
が
武
士
に
な
る
手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
武
家
の
二
男
以
下
の
男
子
や
武
士
身
分
を
失
っ
た
元
武
士
に
と
っ
て
再
び
武
士
層
に
戻
る
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
事
例
?
は
与
力
の
二
男
が
別
の
与
力
の
株
を
買
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
事
例
⑧
は
特
殊
な
ケ
ー
ス
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
名
の
家
老
は
武
士
身
分
を
与
え
て
も
ら
え
な
い
主
人
の
子
に
、
御
家
人
株
を
買
い
与
え
た
。
四
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
通
し
て
、
御
家
人
株
を
売
っ
た
元
武
士
の
、
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そ
の
後
の
暮
ら
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
事
例
③
の
元
坊
主
は
株
を
売
っ
て
鳶
の
者
に
な
っ
た
。
事
例
⑦
の
御
家
人
は
町
人
と
な
り
、
水
囊
の
網
を
拵
え
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。
事
例
⑩
の
元
同
心
は
譜
代
で
あ
る
た
め
、
持
参
金
養
子
を
と
っ
て
、
自
分
は
隠
居
と
称
し
て
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
た
。
楽
し
て
暮
ら
し
た
い
が
た
め
に
、
株
を
売
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
事
例
?
で
は
、
元
御
家
人
が
株
を
売
っ
た
後
、
麦
め
し
の
店
を
営
む
町
人
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
武
士
株
の
売
買
と
い
う
現
象
は
御
家
人
層
の
全
体
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
武
家
出
身
の
者
ま
で
も
武
士
株
の
売
買
と
い
う
方
法
を
利
用
し
て
い
た
。
今
回
の
史
料
で
「
旗
本
株
」
や
「
足
軽
株
」
の
売
買
の
事
例
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
別
稿
で
他
の
史
料
を
用
い
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
八
王
子
千
人
同
心
株
の
研
究
を
行
っ
た
馬
場
憲
一
は
幕
臣
の
養
子
縁
組
に
関
す
る
幕
府
の
方
針
を
次
の
三
点
に
ま
と
め
た?60）
。
（
１
）
養
子
は
由
緒
あ
る
家
柄
の
親
類
・
縁
者
に
求
め
る
こ
と
。
（
２
）
養
子
縁
組
に
際
し
て
持
参
金
を
含
め
金
銭
の
授
受
は
禁
止
す
る
。
（
３
）
た
と
え
身
分
が
低
い
幕
臣
（
御
家
人
）
で
も
「
御
譜
代
席
」
を
有
す
る
も
の
は
養
子
相
続
に
金
銭
授
受
が
伴
な
う
契
約
は
禁
ず
る
。
幕
府
法
令
に
お
い
て
、
相
続
が
認
め
ら
れ
て
い
る
「
御
譜
代
准
席
」、
「
御
譜
代
席
」
の
御
家
人
と
旗
本
に
つ
い
て
、
金
銭
に
よ
る
身
分
の
売
買
が
基
本
的
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。「
御
抱
席
」（
一
代
抱
）
の
御
家
人
に
つ
い
て
は
黙
認
し
た
節
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
別
稿
で
詳
し
く
論
ず
る
。
特
に
、
御
徒
株
の
売
買
に
つ
い
て
、
幕
府
に
よ
る
相
続
の
規
定
と
実
際
の
相
続
慣
行
と
の
乖
離
を
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
御
徒
は
一
代
抱
の
御
家
人
で
、
実
子
が
い
る
場
合
に
は
実
子
が
召
抱
え
ら
れ
る
が
、
実
子
が
い
な
い
場
合
に
は
そ
の
親
類
が
召
抱
え
ら
れ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
相
続
の
形
態
で
は
な
い
た
め
、
養
子
を
取
っ
て
家
の
相
続
を
さ
せ
る
こ
と
は
原
則
上
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
事
例
①
、
⑨
の
よ
う
に
庶
民
が
御
徒
の
養
子
と
な
り
、
養
家
の
姓
を
継
い
で
御
徒
の
身
分
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
事
例
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
事
例
?
の
よ
う
に
、「
御
徒
之
明
株
」
と
い
っ
て
、
御
徒
の
栄
転
に
よ
っ
て
生
じ
た
御
徒
の
空
席
を
金
銭
で
買
う
と
い
う
事
例
も
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
株
金
は
誰
に
払
わ
れ
た
か
、
買
手
が
町
人
や
百
姓
の
場
合
に
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
名
乗
っ
た
か
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。今
後
、
武
士
身
分
の
売
買
に
つ
い
て
、
更
な
る
事
例
（
旗
本
や
足
軽
を
含
む
）
の
収
集
と
同
時
に
、
以
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
い
た
い
。
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売却後 方法 金額 出典 記事年代
－ 持参金養子 －
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第一巻、
1987年。
文化十二年八月
（1815）
－ 主人世話 三十八両
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第一巻、
1987年。
文化十三年三月
（1816）
鳶の者に成り、平右衛門
と改めた。 － －
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第一巻、
1987年。
文政三年三月十九日
（1820）
－ － －
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第一巻、
1987年。
文政九年九月廿七日
（1826）
－ 持参金養子（主人世話） －
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第二巻、
1988年。
天保十四年二月十九
日（1843）
－ － －
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第二巻、
1988年。
天保十五年四月
（1844）
かること親しく
夫婦になるため。
町人となり、湯嶋切通し
の裏店に住み、すいのう
の網を拵て渡世した。
－ －
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第三巻、
1988年。
弘化三年七月十二日
（1846）
－ 持参金養子（家老世話） －
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第四巻、
1988年。
嘉永三年十一月
（1850）
－ 持参金養子（主人世話）
三十両に
小袖等
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第四巻、
1988年。
嘉永四年十一月五日
（1851）
ので、火消同心
られ、その後
切手へ帰った。
田舎者を養子にし、自分
は隠居と称し、ごろごろ
した。
持参金養子 －
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第四巻、
1988年。
嘉永四年十月廿三日
（1851）
－ 持参金養子 四十両
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第五巻、
1989年。
嘉永五年十二月十三
日（1852）
－ 明株 －
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第五巻、
1989年。
嘉永六年二月廿二日
（1853）
－ － －
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第六巻、
1989年。
安政元年九月四日
（1854）
株を売って麦めしの店を
営む。 － －
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第八巻、
1990年。
安政四年九月十四日
（1857）
－ 持参金養子 －
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第八巻、
1990年。
安政六年五月四日
（1859）
－ 持参金養子 －
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第八巻、
1990年。
安政六年九月廿三日
（1859）
－ － －
『近世庶民生活史料
藤岡屋日記』第九巻、
1991年。
万延元年九月
（1860）
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表：『藤岡屋日記』にみられる武士株売買の事例
番号 株名 購入時期 買主 理由 購入後 売主 理由
① 御徒 文化の初 生国上州（？～文化七年）
出世
(旗本に
なる)
御徒→御勘定方→御勘定
文化六年：元方御金奉行 富安九八郎 －
② 同心 － 川奈助左衛門の家来 － 文化十三年まで三代相続 － －
③ 御坊主 － － － － 良世 放蕩
④ 黒鍬者 － 下谷御切手町の煮売酒屋（町人） － 馬の沓（別名） － －
⑤ 御家人 － 御勘定組頭村井栄之進の家来 － － － －
⑥ 与力 －
豊田屋半七（町人）
錺屋商売
麴町八丁目ニ住居
－ 火消役、牧野兵庫組与力になり、黒川金次郎と名乗る。 － －
⑦ 御家人 － － － － 新宿近辺の御家人
新宿の
なり、
⑧ 町与力 － 時次郎（津軽越中守順承の落種） － － － －
⑨ 御徒 － 奥御右筆田中唯一の家で侍奉公した者 出世
佐々木信濃守脩輔
御徒→御勘定へ出役・・・
嘉永四年に、奈良奉行
－ －
⑩ 同心 － 田舎者 －
西丸御切手同心磯雄右衛門の
養子になり、名を磯卯之助と
改めた。
磯雄右衛門
放蕩な
に入れ
又々御
? 同心 －
下総国葛飾郡上市川
村百姓甚右衛門、子
の市十郎
－ 養子縁組が成立する前に、市十郎は殺された。
小田切庄次郎
（御先手御鉄
砲組同心）
－
? 御徒 － 香取検校、子の源四郎 －
香取源四郎が千葉左衛門組御
徒になった。 － －
? 御家人 － 下総国野田の百姓 － － － －
? 御家人 － － － － － －
? 御普請役 － 御台処人大谷氏の厄介 －
高橋平作と名乗る。
御普請役高橋氏へ養子→支配
勘定→勘定→勘定組頭→御勘
定吟味役
高橋氏（御普
請役） －
? 与力 －
下谷車坂下与力町、
与力岡部藤右衛門の
二男
－ 与力→御徒目付→御勘定→評定処留役格→評定処留役
手嶋氏（御先
手小出丹宮組
与力）
－
? 御徒 － 武州忍領荒木の百姓 －
都築金三郎と名乗る。
御徒→支配勘定へ出役→御勘
定→評定所留役→御勘定吟味
→下田奉行→禁裏附
－ －
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注?１
）
「
九
桂
草
堂
随
筆
」
巻
之
八
、
国
書
刊
行
会
（
編
）『
百
家
随
筆
』
第
一
巻
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
七
年
、
一
五
七
｜
一
五
八
頁
。
?２
）
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
・
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
（
編
）『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
第
五
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
六
三
二
頁
。
?３
）
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
（
編
）『
国
史
大
辞
典
』
第
五
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
七
二
一
頁
。「
御
家
人
株
」
の
項
。
?４
）
渡
邊
幾
治
郎
『
皇
国
大
日
本
史
』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
〇
年
、
二
五
三
頁
。
?５
）
竹
越
与
三
郎
『
日
本
経
済
史
』
第
五
巻
、
日
本
経
済
史
編
纂
会
、
一
九
二
〇
年
、
四
〇
四
頁
。
?６
）
「
御
当
家
令
条
」
巻
一
、
石
井
良
助
（
編
）『
近
世
法
制
史
料
叢
書
』
第
二
巻
、
創
文
社
、
一
九
五
九
年
、
九
頁
。
?７
）
鎌
田
浩
「
武
士
社
会
の
養
子
幕
藩
比
較
養
子
法
」、
大
竹
秀
男
・
竹
田
旦
・
長
谷
川
善
計
（
編
）『
擬
制
さ
れ
た
親
子
養
子
』、
三
省
堂
、
一
九
八
八
年
、
八
一
｜
八
二
頁
。
?８
）
財
政
経
済
史
料
研
究
会
『
日
本
財
政
経
済
史
料
』
第
九
巻
（
下
）、
小
宮
山
書
店
、
一
九
七
二
年
、
一
一
〇
八
頁
。
?９
）
高
柳
真
三
・
石
井
良
助
（
編
）『
御
触
書
天
保
集
成
』（
下
）、
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
第
三
刷
、
五
四
六
二
号
、
四
一
三
頁
。
?10
）
法
制
史
学
会
（
編
）
石
井
良
助
（
校
訂
）『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
四
巻
、
創
文
社
、
一
九
八
一
年
第
四
刷
、
二
三
一
六
号
、
二
六
七
頁
。
?11
）
高
柳
金
芳
『
江
戸
時
代
御
家
人
の
生
活
』、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
六
六
年
、
三
一
｜
三
三
頁
。
?12
）
荻
生
徂
徠
「
政
談
」
巻
三
、
滝
本
誠
一
（
編
）『
日
本
経
済
叢
書
』
第
三
巻
、
日
本
経
済
叢
書
刊
行
会
、
一
九
一
四
年
、
四
四
七
頁
。
?13
）
荻
生
徂
徠
「
政
談
」
巻
四
、
滝
本
誠
一
（
編
）『
日
本
経
済
叢
書
』
第
三
巻
、
日
本
経
済
叢
書
刊
行
会
、
一
九
一
四
年
、
四
九
三
頁
。
?14
）
武
陽
隠
士
「
世
事
見
聞
録
」、
本
庄
栄
治
郎
（
校
訂
）、
瀧
川
政
次
郎
（
解
説
）『
世
事
見
聞
録
』、
青
蛙
房
、
二
〇
〇
一
年
、
七
六
｜
七
七
頁
。
?15
）
武
陽
隠
士
「
世
事
見
聞
録
」、
本
庄
栄
治
郎
（
校
訂
）、
瀧
川
政
次
郎
（
解
説
）『
世
事
見
聞
録
』、
青
蛙
房
、
二
〇
〇
一
年
、
七
七
頁
。
?16
）
高
柳
金
芳
『
江
戸
時
代
御
家
人
の
生
活
』、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
六
六
年
、
七
二
頁
。
?17
）
稲
垣
史
生
『
考
証
「
江
戸
町
奉
行
」
の
世
界
』、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
七
年
、
二
四
八
頁
。
?18
）
笠
谷
和
比
古
『
士
（
サ
ム
ラ
イ
）
の
思
想
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
、
一
六
一
頁
。
?19
）
吉
原
健
一
郎
『
江
戸
の
情
報
屋
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
八
年
、
一
一
頁
。
?20
）
吉
原
健
一
郎
『
江
戸
の
情
報
屋
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
八
年
、
一
〇
頁
。
?21
）
山
口
孤
剣
「
東
都
新
繁
昌
記
」、
龍
溪
書
舎
編
集
部
（
編
）『
近
代
日
本
地
誌
叢
書
』
東
京
十
四
、
龍
溪
書
舎
、
一
九
九
二
年
、
三
八
頁
。
?22
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
一
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
七
年
、
一
七
一
｜
一
七
二
頁
。
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?23
）
笹
間
良
彦
『
江
戸
幕
府
役
職
集
成
』、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
六
七
年
、
二
二
五
｜
二
二
六
頁
。
?24
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
一
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
七
年
、
一
七
二
頁
。
?25
）
「
続
徳
川
実
紀
」
第
二
、
黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
修
会
（
編
）
『
国
史
大
系
』
第
四
十
九
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
、
三
六
二
頁
。
?26
）
続
群
書
類
従
完
成
会
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
九
巻
、
一
九
八
八
年
、
三
九
四
頁
。
?27
）
「
柳
営
補
任
」、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本
近
世
史
料
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
、
二
六
二
頁
。
?28
）
「
柳
営
補
任
」、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本
近
世
史
料
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
、
一
八
四
頁
。
?29
）
笹
間
良
彦
『
江
戸
幕
府
役
職
集
成
』、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
六
七
年
、
一
六
一
頁
。
?30
）
中
瀬
勝
太
郎
『
江
戸
時
代
の
徳
政
秘
史
』、
築
地
書
館
、
一
九
九
一
年
、
八
一
頁
。
?31
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
一
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
七
年
、
一
八
六
｜
一
八
七
頁
。
?32
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
一
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
七
年
、
二
四
六
頁
。
?33
）
笹
間
良
彦
『
江
戸
幕
府
役
職
集
成
』、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
六
七
年
、
二
九
七
｜
二
九
九
頁
。
?34
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
一
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
七
年
、
三
六
〇
頁
。
?35
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
一
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
七
年
、
三
六
一
頁
。
?36
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
二
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
、
三
一
五
頁
。
?37
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
二
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
、
四
一
八
頁
。
?38
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
三
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
、
六
四
頁
。
?39
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
四
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
、
二
三
四
頁
。
?40
）
熊
井
保
・
大
賀
妙
子
（
編
）『
江
戸
幕
臣
人
名
事
典
』
第
三
巻
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
〇
年
、
七
三
頁
。
?41
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
四
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
、
四
九
四
｜
四
九
五
頁
。
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?42
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
四
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
、
四
九
五
頁
。
?43
）
熊
井
保
・
大
賀
妙
子
（
編
）『
江
戸
幕
臣
人
名
事
典
』
第
二
巻
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
九
年
、
一
九
九
頁
。
?44
）
小
川
恭
一
（
編
著
）『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
第
三
巻
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
七
年
、
一
二
六
四
頁
。
?45
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
四
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
、
四
九
五
頁
。
?46
）
小
川
恭
一
（
編
著
）『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
第
三
巻
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
七
年
、
一
六
八
一
頁
。
?47
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
四
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
、
四
九
九
頁
。
?48
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
五
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
九
年
、
一
九
〇
｜
一
九
一
頁
。
?49
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
五
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
九
年
、
二
三
五
｜
二
三
六
頁
。
?50
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
六
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
九
年
、
二
九
八
頁
。
?51
）
小
川
恭
一
（
編
著
）『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
第
四
巻
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
八
年
、
二
一
一
八
頁
。
?52
）
続
群
書
類
従
完
成
会
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
六
巻
、
一
九
八
五
年
、
二
四
八
頁
。
?53
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
八
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
一
五
｜
一
六
頁
。
?54
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
八
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
五
一
九
頁
。
?55
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
八
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
六
三
七
頁
。
?56
）
藤
岡
屋
由
蔵
（
著
）「
藤
岡
屋
日
記
」、
鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
（
編
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
九
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
九
一
年
、
三
八
六
頁
。
?57
）
小
川
恭
一
（
編
著
）『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
第
三
巻
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
七
年
、
一
四
八
〇
頁
。
?58
）
小
川
恭
一
（
編
著
）『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
第
五
巻
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
八
年
、
二
九
九
九
頁
。
?59
）
小
川
恭
一
（
編
著
）『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
第
一
巻
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
七
年
、
二
〇
五
頁
。
?60
）
馬
場
憲
一
「
江
戸
幕
府
御
家
人
株
売
買
の
実
態
に
つ
い
て
」、日
本
古
文
書
学
会（
編
）『
古
文
書
研
究
』第
三
十
六
号
、一
九
九
二
年
十
月
、三
五
頁
。
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Ⅰは
じ
め
に
一
柳
満
喜
子
（
以
下
、
満
喜
子
）
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
を
生
き
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
、
教
育
者
で
あ
る
。
特
に
、
幼
児
の
た
め
に
、
多
く
の
実
践
を
お
こ
な
っ
た
。
満
喜
子
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
学
校
は
、
今
日
も
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
ま
で
も
有
す
る
近
江
兄
弟
社
学
園
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
満
喜
子
に
よ
る
教
育
事
業
に
つ
い
て
、
夫
の
一
柳
米
来
留
（W
illiam
 
M
errell V
ories:
以
下
、
メ
レ
ル
）
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
教
育
事
業
は
、
満
喜
子
の
創
意
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
満
喜
子
は
新
し
い
方
法
を
紹
介
し
、
生
徒
ば
か
り
で
は
な
く
、
教
師
も
訓
練
の
対
象
と
し
て
い
る?１）
メ
レ
ル
は
、
一
九
〇
五
年
に
滋
賀
県
立
商
業
学
校
（
現
在
の
滋
賀
県
立
八
幡
商
業
高
等
学
校
）
の
英
語
教
師
と
し
て
来
日
し
て
以
降
、
彼
と
そ
の
教
え
子
で
あ
る
吉
田
悦
蔵
、
村
田
幸
一
郎
と
と
も
に
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
現
在
の
近
江
兄
弟
社
‥
以
下
、
近
江
兄
弟
社
）
を
設
立
し
、
建
築
家
、
伝
道
家
、
実
業
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
近
江
兄
弟
社
で
の
教
育
事
業
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
メ
レ
ル
で
は
な
く
満
喜
子
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
メ
レ
ル
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く
お
こ
な
?
研
究
ノ
ー
ト
?
一
柳
満
喜
子
の
生
涯
に
関
す
る
一
考
察
平
松
隆
円
撮影年月不明：『教育随想：初版』
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わ
れ
て
き
た
も
の
の
、
満
喜
子
に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
満
喜
子
は
、
自
ら
す
す
ん
で
も
の
を
書
く
と
い
う
こ
と
を
せ
ず
、
依
頼
に
よ
る
講
演
や
執
筆
が
多
く
、
満
喜
子
を
知
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
断
片
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
学
校
通
信
な
ど
の
満
喜
子
に
よ
る
文
章
の
一
部
が
一
九
五
九
年
と
一
九
七
二
年
に
文
集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
多
く
が
未
整
理
あ
る
い
は
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
華
族
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
満
喜
子
に
関
す
る
公
文
書
の
一
切
が
宮
内
庁
や
霞
会
館
に
現
存
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
一
柳
家
の
系
譜
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
『
一
柳
家
史
紀
要
』
に
も
、
満
喜
子
の
名
前
は
登
場
し
な
い
。
伝
記
に
類
す
る
も
の
と
し
て
は
、
満
喜
子
自
身
の
手
に
よ
る
『
教
育
随
想
』
所
収
の
「
辿
り
来
し
道
を
ふ
り
か
え
り
て
」
や
グ
レ
イ
ス
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
（G
race N
ies F
letcher
）
の
『T
he B
ridge of L
ove
』（
ア
メ
リ
カ
で
の
書
名
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
『L
ove is the B
ridge
』）
が
あ
る
。
「
辿
り
来
し
道
を
ふ
り
か
え
り
て
」
は
、
満
喜
子
が
自
分
自
身
に
つ
い
て
語
っ
た
唯
一
の
文
章
で
あ
る
。
ま
た
、『T
he B
ridge of L
ove
』
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
グ
レ
イ
ス
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
一
九
六
六
年
四
月
五
日
に
来
日
、
約
一
ヶ
月
に
わ
た
り
一
柳
邸
に
滞
在
し
満
喜
子
本
人
か
ら
の
直
接
取
材
を
含
め
て
関
係
者
か
ら
メ
レ
ル
と
満
喜
子
に
つ
い
て
取
材
し
、
執
筆
し
て
い
る
。
グ
レ
イ
ス
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
執
筆
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
五
年
に
満
喜
子
が
渡
米
し
、
十
一
月
十
六
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
出
版
社E
.P
.D
utton
&
C
o.,IN
C
を
訪
れ
た
際
、「
メ
レ
ル
の
生
涯
は
誰
か
に
書
か
せ
、
広
く
読
ま
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
出
版
社
が
グ
レ
イ
ス
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
満
喜
子
に
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
る
。
主
に
メ
レ
ル
に
関
す
る
内
容
で
大
半
が
占
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
日
本
国
内
で
の
出
版
が
前
提
で
は
な
か
っ
た
た
め
か
、
満
喜
子
の
生
家
で
の
出
来
事
を
は
じ
め
、
近
江
兄
弟
社
関
係
の
出
版
物
、
ま
た
講
演
な
ど
で
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
極
め
て
私
的
な
内
容
も
記
さ
れ
て
い
る
。
『T
he B
ridge of L
ove
』
は
こ
れ
ま
で
一
度
も
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
現
在
、
平
松
隆
円
を
中
心
に
翻
訳
出
版
の
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
新
制
学
校
制
度
に
な
っ
て
か
ら
の
高
校
第
三
期
卒
業
生
た
ち
が
、『
忘
れ
ら
れ
な
い
教
育
者
一
柳
満
喜
子
先
生
の
思
い
出
「
満
喜
子
先
生
あ
り
が
と
う
」』
を
二
〇
〇
六
年
に
出
版
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
第
三
期
卒
業
生
た
ち
が
満
喜
子
の
思
い
出
を
つ
づ
っ
て
お
り
、
断
片
的
に
語
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
学
校
で
の
満
喜
子
の
姿
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。
ロ
ー
マ
ン
ス
め
い
た
も
の
は
決
し
て
私
の
手
で
は
書
き
こ
な
せ
ま
せ
ぬ?２）
戦
前
、
満
喜
子
に
接
し
て
い
た
吉
田
悦
蔵
は
そ
の
著
書
、『
近
江
の
兄
弟
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
等
』
の
な
か
で
満
喜
子
に
つ
い
て
、
何
も
書
き
残
し
て
い
な
い
。
満
喜
子
に
つ
い
て
の
研
究
報
告
は
、
佐
野
安
仁
の
「
一
柳
満
喜
子
の
教
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育
観
」、
石
井
紀
子
の
「C
onstructing
 
C
hristian
 
B
rotherhood:
M
akiko H
itotsuyanagi V
ories and H
er A
m
erican M
entors
」、
奥
村
直
彦
の
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
夫
妻
の
教
育
思
想
と
「
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
教
育
事
業
の
展
開
」
の
み
で
あ
る
。
佐
野
安
仁
は
『
教
育
随
想
』
を
史
料
に
満
喜
子
の
教
育
観
を
論
じ
、
石
井
紀
子
は
日
米
女
性
文
化
交
流
の
立
場
か
ら
満
喜
子
と
メ
レ
ル
の
国
際
結
婚
を
題
材
に
キ
リ
ス
ト
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
ま
と
め
、
奥
村
直
彦
は
主
と
し
て
メ
レ
ル
に
関
心
を
置
き
な
が
ら
、『T
he B
ridge of L
ove
』
を
史
料
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
の
関
係
の
な
か
で
部
分
的
に
満
喜
子
を
取
り
上
げ
る
程
度
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
い
ず
れ
も
満
喜
子
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
の
よ
う
に
、
研
究
が
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
満
喜
子
に
つ
い
て
は
、
な
お
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
の
た
め
か
、
現
在
の
近
江
兄
弟
社
学
園
に
お
い
て
さ
え
、
そ
の
創
立
者
が
満
喜
子
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
実
と
異
な
る
言
説
も
み
ら
れ
る
。
満
喜
子
先
生
が
教
育
の
責
任
者
と
し
て
君
臨
さ
れ
、
学
園
幹
部
は
そ
れ
に
忠
実
な
方
々
で
固
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
い
わ
ば
満
喜
子
先
生
オ
ン
リ
ー
の
考
え
方
で
…
（
中
略
）
…
一
九
九
〇
年
ご
ろ
か
ら
意
図
的
に
学
園
創
立
者
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
夫
妻
と
い
う
風
に
表
現
し
て
来
ま
し
た
が
、
今
で
も
学
園
創
立
者
・
一
柳
満
喜
子
と
い
う
表
現
が
処
々
に
見
ら
れ
ま
す
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
百
年
を
機
に
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
さ
ん
の
研
究
を
す
す
め
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
精
神
を
学
園
創
立
理
念
と
し
て
き
っ
ち
り
位
置
付
け
る?３）
だ
が
、
メ
レ
ル
は
教
育
事
業
に
は
深
く
関
わ
ら
な
か
っ
た
。
メ
レ
ル
に
代
わ
っ
て
、
教
育
事
業
を
担
っ
た
の
が
満
喜
子
で
あ
る
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
一
番
の
欠
点
は
、
教
育
事
業
の
な
い
こ
と
で
あ
る?４）
賀
川
豊
彦
は
、
一
九
二
三
年
の
時
点
で
は
っ
き
り
メ
レ
ル
が
教
育
事
業
を
お
こ
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ミ
セ
ス
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
も
聡
明
な
人
で
あ
る
。
然
し
私
は
彼
女
の
こ
と
に
就
て
あ
ま
り
知
ら
な
い?５）
ま
た
、
賀
川
豊
彦
は
満
喜
子
に
つ
い
て
「
聡
明
」
と
だ
け
記
し
、
詳
し
く
は
語
ら
な
か
っ
た
。
満
喜
子
に
関
す
る
研
究
は
、
た
ん
に
一
人
の
女
性
の
生
涯
を
検
証
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
教
育
事
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
メ
レ
ル
の
人
的
交
流
に
お
け
る
満
喜
子
の
役
割
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
メ
レ
ル
研
究
で
は
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
領
域
に
お
け
る
新
た
な
知
見
の
提
供
が
可
能
と
な
る
。
一
般
的
に
は
、
メ
レ
ル
が
日
本
の
建
築
や
戦
後
の
天
皇
制
に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
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が
ら
、
メ
レ
ル
の
事
業
を
人
的
に
も
経
済
的
に
も
支
え
て
い
た
の
は
、
満
喜
子
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
満
喜
子
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
満
喜
子
の
生
涯
に
つ
い
て
、
特
に
彼
女
が
近
江
兄
弟
社
で
担
っ
た
教
育
事
業
に
焦
点
を
当
て
て
概
観
し
、
満
喜
子
研
究
だ
け
で
は
な
く
新
た
な
メ
レ
ル
研
究
へ
の
萌
芽
と
し
た
い
。
Ⅱ
一
柳
末
徳
の
娘
と
し
て
一
八
八
四
年
三
月
十
七
日
。
慶
應
義
塾
で
英
学
を
学
び
、
の
ち
に
子
爵
と
し
て
貴
族
院
議
員
と
な
る
一
柳
末
徳
（
以
下
、
末
徳
）
を
父
に
、
女
三
従
の
徳
を
教
え
ら
れ
婦
徳
を
全
う
す
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
栄
子
を
母
に
、
東
京
芝
の
愛
宕
下
佐
久
間
町
（
現
在
の
東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
）
で
満
喜
子
は
こ
の
世
に
生
を
享
け
た
。
末
徳
は
九
鬼
隆
都
の
五
男
で
あ
り
、
播
磨
小
野
藩
の
第
十
一
代
の
藩
主
で
あ
っ
た
一
柳
末
彦
の
養
嗣
子
と
な
っ
て
一
八
六
三
年
六
月
九
日
、
末
彦
の
隠
居
に
よ
り
家
督
を
継
い
だ
。
従
二
位
、
対
馬
守
で
あ
り
、
帝
国
博
物
館
員
も
務
め
た
。
ま
た
栄
子
は
、
伊
予
松
本
藩
第
八
代
藩
主
の
一
柳
頼
紹
の
娘
で
あ
っ
た
。
末
徳
に
は
正
妻
で
あ
る
栄
子
と
の
あ
い
だ
に
四
人
（
男
三
人
、
女
一
人
）
と
、
三
人
の
妾
と
の
あ
い
だ
に
三
人
（
女
三
人
）
の
子
が
い
た
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
、
家
督
継
承
者
を
絶
や
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
天
皇
家
に
側
室
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
華
族
の
家
に
妾
が
い
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
た
と
え
、
現
実
に
は
妾
の
子
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
一
柳
家
の
子
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
「
辿
り
来
し
道
を
ふ
り
か
え
り
て
」
に
よ
る
と
、
長
じ
た
満
喜
子
は
、
こ
の
よ
う
な
家
庭
の
あ
り
方
を
「
乱
れ
た
」
と
感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
栄
子
自
身
は
疎
ま
し
く
思
う
こ
と
な
く
、
夫
を
愛
す
る
よ
う
努
力
し
た
。
そ
れ
は
、
妾
は
奉
公
人
で
あ
り
、
妾
が
何
人
い
て
も
そ
れ
を
統
制
し
、
服
従
さ
せ
て
家
を
平
和
に
治
め
る
と
い
う
典
型
的
な
武
家
の
妻
の
姿
で
も
あ
っ
た
。
長
女
で
あ
る
妾
の
娘
が
十
一
歳
で
ジ
ュ
リ
ア
・
カ
ル
ロ
ゾ
ル
ス
（Julia C
arrothers
）
が
東
京
築
地
の
外
国
人
居
留
地
に
設
立
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
Ａ
六
番
女
学
校
に
入
学
し
て
も
、
菓
子
折
り
を
携
え
て
よ
く
寮
を
訪
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
訪
問
が
、
後
に
栄
子
を
キ
リ
ス
ト
教
へ
と
導
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
父
は
、
聖
書
を
読
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
さ
は
理
解
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
改
変
は
、
ま
ず
棚
に
あ
げ
、
女
子
に
は
よ
い
教
と
考
え
、
妻
が
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
す
る
こ
と
を
許
し
ま
し
た?６）
満
喜
子
は
、
末
徳
が
聖
書
を
読
む
姿
を
み
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
末
徳
が
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
さ
を
理
解
し
て
い
た
と
回
想
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
末
徳
は
慶
應
義
塾
で
、
ア
メ
リ
カ
の
医
師
で
あ
り
宣
教
師
で
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あ
っ
た
ヘ
ボ
ン
（Jam
es C
urtis H
epburn
）
や
オ
ラ
ン
ダ
の
法
学
者
で
あ
り
神
学
者
で
あ
っ
た
フ
ル
ベ
ッ
キ
（G
uido H
erm
an F
ridolin V
er-
beek
）
ら
か
ら
欧
米
文
化
を
学
ぶ
機
会
を
え
て
い
た
。
ま
た
、
末
徳
の
実
の
兄
で
あ
る
九
鬼
隆
義
が
、
一
八
八
七
年
に
洗
礼
を
受
け
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
ど
の
程
度
理
解
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
の
初
頭
は
欧
化
主
義
の
訪
れ
と
と
も
に
、
上
層
階
級
の
者
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
教
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
東
京
は
近
代
国
家
体
制
の
整
備
に
と
も
な
い
、
キ
リ
ス
ト
教
が
広
ま
っ
て
い
た
。
末
徳
は
、
上
層
階
級
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
広
ま
り
の
な
か
で
、
知
識
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
知
っ
て
い
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
栄
子
が
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
し
た
い
と
い
う
願
い
を
末
徳
に
出
し
た
と
き
、
こ
れ
を
許
し
た
。
一
八
七
七
年
十
月
、
栄
子
は
長
老
派
芝
露
月
教
会
で
洗
礼
を
受
け
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
っ
た
。
年
月
は
不
明
で
あ
る
が
、
皇
后
に
謁
見
を
許
さ
れ
た
と
き
、
白
無
垢
を
着
て
聖
書
を
献
納
し
た
と
い
う
。
栄
子
に
と
っ
て
婦
徳
を
全
う
す
る
こ
と
の
実
現
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
隣
人
愛
の
教
え
と
重
な
り
、
妾
た
ち
に
対
し
て
疎
ん
ず
る
ど
こ
ろ
か
一
層
、
妾
た
ち
を
し
つ
け
、
そ
の
子
ら
を
我
が
子
の
ご
と
く
愛
す
る
よ
う
に
行
動
さ
せ
た
。
だ
が
、
ひ
た
す
ら
家
庭
円
満
を
は
か
る
栄
子
と
は
対
照
的
に
、
末
徳
は
妾
に
お
ぼ
れ
、
栄
子
に
理
不
尽
な
怒
り
を
ぶ
つ
け
、
と
き
に
は
み
る
に
忍
び
な
い
傷
を
栄
子
の
身
体
に
残
し
た
。
心
づ
か
な
か
っ
た
淋
し
さ
が
急
に
込
あ
げ
て
き
て
、
一
時
は
、
母
の
埋
め
ら
れ
た
土
の
な
か
に
自
分
も
と
も
に
入
る
よ
り
ほ
か
に
逃
れ
道
の
な
い
思
い
に
な
り
ま
し
た?７）
そ
し
て
栄
子
は
、
満
喜
子
が
九
歳
の
一
八
九
五
年
秋
に
長
い
病
床
の
生
活
の
後
、
こ
の
世
を
去
る
の
で
あ
る
。
満
喜
子
は
、
こ
の
よ
う
な
家
庭
の
な
か
で
、
生
ま
れ
育
っ
た
。
妾
の
子
ら
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
よ
う
に
、
満
喜
子
も
ま
た
同
様
の
学
び
の
機
会
を
え
る
。
一
八
八
九
年
、
五
歳
に
な
っ
た
満
喜
子
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
幼
稚
園
に
入
園
し
た
。
そ
こ
で
は
、
英
語
の
歌
を
歌
い
、
リ
ズ
ム
遊
び
や
リ
ズ
ム
劇
、
折
り
紙
、
刺
し
紙
、
張
り
紙
、
縫
い
と
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。
特
に
、
こ
の
縫
い
と
り
が
、
満
喜
子
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た
。
二
年
に
わ
た
る
幼
稚
園
の
あ
と
、
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
へ
満喜子６歳、姉の喜久子（左）：The Bridge of Love
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入
学
し
四
年
間
学
び
、
さ
ら
に
同
附
属
女
学
校
へ
と
す
す
ん
だ
。
家
の
経
済
力
と
私
自
身
の
願
い
と
に
よ
り
、
適
当
な
理
由
を
申
し
出
て
旧
宮
内
省
に
不
参
加
の
許
可
願
を
出
し
て
お
断
り
申
し
た?８）
本
来
、
子
爵
一
柳
家
の
子
女
で
あ
れ
ば
、
学
習
院
女
子
部
の
前
身
で
あ
る
華
族
女
学
校
に
す
す
む
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
満
喜
子
は
、
華
族
女
学
校
に
は
行
か
ず
、
官
立
学
校
が
あ
る
お
茶
の
水
に
通
っ
た
。
一
柳
家
の
経
済
状
況
は
、
末
徳
の
浪
費
で
東
京
の
邸
宅
の
処
分
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
な
お
、
宮
内
庁
書
陵
部
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
「
不
参
加
の
許
可
願
」
は
現
存
し
て
い
な
い
。
六
年
間
の
附
属
女
学
校
在
学
中
に
満
喜
子
は
、
中
村
五
六
が
主
事
を
し
て
い
た
附
属
幼
稚
園
を
度
々
見
学
し
て
い
る
。
中
村
五
六
は
、
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
兼
附
属
幼
稚
園
主
事
と
し
て
、
日
本
の
幼
稚
園
教
育
の
指
導
的
立
場
に
あ
り
、『
幼
児
教
育
法
』
な
ど
を
残
し
た
日
本
の
幼
児
教
育
の
実
践
に
お
け
る
先
駆
者
の
一
人
で
あ
る
。
そ
ん
な
環
境
の
な
か
で
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
満
喜
子
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
幼
児
教
育
の
素
養
を
身
に
つ
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
幼
稚
園
と
藤
棚
は
つ
き
も
の
と
い
う
印
象?９）
さ
て
、
満
喜
子
は
度
重
な
る
幼
稚
園
の
見
学
の
な
か
で
、
園
舎
に
大
き
な
藤
棚
が
あ
る
こ
と
に
感
動
し
て
い
る
。
そ
の
感
動
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
後
に
、
満
喜
子
は
自
ら
が
近
江
兄
弟
社
で
は
じ
め
た
幼
稚
園
で
も
大
き
な
藤
棚
を
つ
く
っ
て
い
る
。
女
学
校
修
了
後
は
、
二
ヶ
年
の
補
習
科
で
和
裁
を
学
び
、
音
楽
と
英
語
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
た
め
、
補
習
科
卒
業
後
も
再
度
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
入
学
し
、
音
楽
と
英
語
の
勉
強
を
続
け
て
い
る
。
だ
が
、
満
喜
子
の
青
春
は
子
爵
令
嬢
と
し
て
の
優
雅
な
毎
日
で
も
、
希
望
に
満
ち
た
学
業
の
毎
日
で
も
な
か
っ
た
。
母
栄
子
の
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
家
事
や
妹
の
勉
強
の
世
話
な
ど
が
満
喜
子
の
役
割
と
な
っ
た
。
誰
ひ
と
り
待
っ
て
い
て
く
れ
る
人
も
、
心
配
し
て
く
れ
る
人
も
な
く
、
私
は
だ
ま
っ
て
夕
食
の
膳
に
向
う?10）
そ
ん
な
日
々
が
、
多
く
の
妾
と
と
も
に
住
む
母
亡
き
家
で
過
ぎ
、
居
心
地
の
良
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
学
校
か
ら
の
帰
宅
が
遅
く
な
っ
て
も
心
配
し
て
く
れ
る
も
の
は
誰
も
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
父
の
も
と
に
い
ま
し
た
時
の
生
活
は
、
ほ
ん
と
う
に
愛
の
な
い
淋
し
い
な
が
い
な
が
い
間?11）
母
亡
き
家
は
、
た
だ
の
調
法
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
愛
の
な
い
寂
し
い
時
間
に
満
ち
た
場
で
し
か
な
か
っ
た
。
満
喜
子
と
末
徳
と
の
あ
い
だ
に
は
、
深
い
確
執
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
末
徳
が
栄
子
に
暴
力
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
の
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で
は
な
い
。
満
喜
子
の
世
話
係
で
あ
っ
た
ナ
ツ
が
、
末
徳
の
三
番
目
の
妾
と
な
っ
た
こ
と
に
、
大
き
な
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
家
で
の
生
活
は
、
満
喜
子
に
と
っ
て
辛
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
末
徳
が
東
京
か
ら
明
石
の
邸
宅
に
移
る
の
に
あ
わ
せ
、
満
喜
子
は
十
九
歳
の
一
九
〇
三
年
、
三
番
目
の
兄
恵
三
の
養
子
先
で
あ
る
廣
岡
家
に
家
庭
教
師
と
し
て
奉
公
に
で
る
と
い
う
理
由
で
、
家
を
離
れ
た
。
廣
岡
家
は
大
阪
の
豪
商
加
島
屋
の
一
族
で
あ
っ
た
が
、
幕
府
崩
壊
に
と
も
な
う
大
名
貸
し
の
返
済
の
滞
り
に
よ
り
大
き
な
負
債
を
か
か
え
て
い
た
。
満
喜
子
が
廣
岡
家
に
赴
い
た
の
は
、
廣
岡
浅
子
（
以
下
、
浅
子
）
に
よ
り
家
業
が
立
ち
直
り
、
一
人
娘
の
か
め
子
の
も
と
に
恵
三
が
婿
養
子
と
な
っ
た
直
後
で
あ
る
。
な
お
、
浅
子
は
三
井
家
の
出
身
で
あ
り
、
成
瀬
仁
蔵
ら
と
と
も
に
一
九
〇
一
年
に
日
本
女
子
大
学
校
の
設
立
に
尽
力
し
、
一
九
一
一
年
に
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
恵
三
の
も
と
で
の
生
活
は
、
満
喜
子
に
と
っ
て
、
実
家
で
の
生
活
に
比
べ
れ
ば
愛
を
も
っ
て
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
心
安
ら
か
な
場
で
あ
っ
た
。
廣
岡
家
に
は
、
タ
エ
、
ヤ
エ
、
サ
エ
と
い
う
三
歳
か
ら
五
歳
の
年
子
の
娘
が
い
た
が
、
満
喜
子
の
仕
事
は
こ
の
姪
た
ち
の
世
話
で
あ
っ
た
。
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
い
た
守
り
を
解
雇
、
一
人
だ
け
自
分
の
助
手
と
し
て
残
し
、
三
人
が
自
分
同
士
で
楽
し
む
よ
う
に?12）
姪
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
い
た
世
話
係
の
う
ち
、
一
人
だ
け
満
喜
子
の
助
手
と
し
て
残
し
、
そ
の
ほ
か
は
解
雇
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
三
人
が
自
分
た
ち
だ
け
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
導
い
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
歯
磨
き
、
着
衣
脱
衣
、
食
事
の
膳
の
準
備
と
後
片
付
け
、
遊
具
の
後
片
付
け
を
自
分
た
ち
で
は
で
き
な
か
っ
た
の
が
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
分
専
属
の
世
話
係
が
す
べ
て
身
の
回
り
の
こ
と
を
し
て
く
れ
て
い
た
状
態
か
ら
、
自
分
が
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
状
態
へ
の
変
化
は
、
姪
た
ち
に
と
っ
て
は
生
活
訓
練
で
あ
り
、
満
喜
子
に
と
っ
て
は
幼
児
の
自
主
性
の
発
見
で
あ
っ
た
。
こ
の
実
験
が
、
後
年
の
幼
稚
園
教
育
の
大
き
な
土
台
と
な
る
。
一
九
〇
六
年
、
神
戸
女
学
院
に
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
の
音
楽
部
ピ
ア
ノ
科
に
満
喜
子
は
入
学
し
て
い
る
。
神
戸
女
学
院
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
末
徳
の
女
子
教
育
へ
の
高
い
関
心
と
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
末
徳
は
、
私
生
活
は
酒
と
女
性
に
よ
っ
て
乱
れ
て
い
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
は
遺
漏
が
な
か
っ
た
。
自
分
の
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
学
校
で
父
兄
会
が
あ
る
と
き
に
は
、
必
ず
参
加
し
た
と
い
う
。
神
戸
女
学
院
は
、
一
八
七
三
年
の
ア
メ
リ
カ
伝
道
会
派
遣
の
エ
ラ
イ
ザ
・
タ
ル
カ
ッ
ト
（E
liza
 
T
alcott
）、
ジ
ュ
リ
ア
・
ダ
ッ
ド
レ
ー
（Julia D
udley
）
両
宣
教
師
が
神
戸
に
私
塾
を
開
い
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
そ
し
て
、
一
八
七
五
年
に
そ
れ
が
発
展
し
設
立
さ
れ
た
女
子
寄
宿
学
校
、
通
称
「
神
戸
ホ
ー
ム
」
の
設
立
に
尽
力
し
た
人
物
に
、
福
沢
諭
吉
と
深
い
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交
流
が
あ
り
摂
津
三
田
藩
最
後
の
藩
主
で
あ
っ
た
九
鬼
隆
義
が
い
る
。
満
喜
子
の
父
末
徳
の
兄
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
縁
か
ら
も
、
満
喜
子
は
神
戸
女
学
院
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
神
戸
女
学
院
音
楽
部
ピ
ア
ノ
科
の
第
一
期
生
と
し
て
、
一
九
〇
八
年
に
た
っ
た
一
人
の
卒
業
生
と
な
っ
た
満
喜
子
は
、
そ
の
後
、
日
本
女
子
大
学
校
に
助
手
と
し
て
半
ば
学
生
、
半
ば
教
師
の
よ
う
な
形
で
勤
め
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
日
本
女
子
大
学
校
と
の
縁
は
、
浅
子
の
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
Ⅲ
思
い
が
け
な
い
渡
米
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
女
学
校
、
神
戸
女
学
院
音
楽
部
へ
と
す
す
み
、
日
本
女
子
大
学
校
の
助
手
と
な
る
と
い
う
高
い
学
歴
が
災
い
し
て
か
、
そ
れ
と
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
キ
リ
ス
ト
の
教
え
や
妾
を
多
く
抱
え
る
家
で
の
母
を
み
て
育
っ
た
こ
と
の
影
響
か
、
二
十
四
歳
に
な
っ
た
満
喜
子
の
も
と
に
は
縁
談
が
舞
い
込
ん
で
も
、
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
い
や
、
満
喜
子
に
結
婚
す
る
気
が
な
か
っ
た
。
自
分
の
世
話
係
で
あ
っ
た
ナ
ツ
が
父
の
妾
と
な
っ
た
五
歳
の
と
き
、
男
性
は
み
な
父
の
よ
う
で
あ
る
と
、
生
涯
結
婚
し
な
い
こ
と
を
決
心
し
た
と
い
う
。
そ
ん
な
満
喜
子
の
幼
い
と
き
か
ら
の
決
心
を
知
る
よ
し
も
な
い
周
囲
は
、
満
喜
子
に
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
を
す
す
め
る
。
婚
期
が
遅
れ
て
い
る
娘
を
も
つ
家
の
体
裁
を
つ
く
ろ
う
た
め
と
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
寂
し
さ
か
ら
、
現
地
に
い
る
日
本
人
と
結
婚
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
は
、
満
喜
子
に
と
っ
て
は
、
願
っ
て
も
な
い
話
で
あ
っ
た
。
友
人
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ク
レ
メ
ン
ト
（E
rnest C
lem
ent
）
夫
人
を
頼
り
に
、
一
九
〇
九
年
七
月
に
ア
メ
リ
カ
へ
と
旅
立
っ
た
。
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ク
レ
メ
ン
ト
と
は
、
バ
プ
テ
ス
ト
派
の
宣
教
師
で
あ
り
、
一
八
九
五
年
に
東
京
築
地
の
東
京
中
学
院
開
設
に
関
わ
り
校
長
に
就
任
、
ま
た
旧
制
第
一
高
等
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
人
物
で
あ
り
、『M
ito
 
Sam
urai and B
ritish Sailors in 1824
』
な
ど
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。準
備
も
ま
ま
な
ら
な
い
う
ち
の
旅
立
ち
で
あ
っ
た
が
、
満
喜
子
は
ク
レ
メ
ン
ト
夫
人
に
よ
り
ハ
ワ
イ
の
オ
ア
フ
・
カ
レ
ッ
ジ
（O
ahu C
ollege
）
学
長
夫
妻
を
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
当
初
、
ハ
ワ
イ
に
留
学
す
る
予
定
で
あ
満喜子24歳：『教育のこころみ』
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っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
へ
向
か
う
船
の
旅
が
満
喜
子
の
そ
の
後
の
人
生
へ
の
転
機
と
な
る
。
同
船
の
ア
メ
リ
カ
紳
士
五
名
が
、
こ
の
小
さ
い
日
本
女
性
の
た
め
に
頭
を
寄
せ
て
相
談
し
、
そ
の
な
か
の
一
人
で
、
夫
人
同
伴
だ
っ
た
人
が
口
を
聞
い
て
私
を
呼
び
、〞
も
し
私
た
ち
を
信
用
な
さ
る
な
ら
ば
、
切
角
ア
メ
リ
カ
に
勉
強
を
し
よ
う
と
す
る
あ
な
た
を
無
名
の
大
学
で
な
い
、
東
部
一
流
の
大
学
に
案
内
し
た
い?13）
〝
そ
の
船
中
で
出
会
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
が
、
満
喜
子
の
学
歴
と
社
会
的
地
位
を
考
慮
し
て
ブ
リ
ン
モ
ア
カ
レ
ッ
ジ
（B
ryn M
aw
r C
ollege
）
に
留
学
先
を
変
更
す
る
よ
う
に
す
す
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
人
に
つ
い
て
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
満
喜
子
は
、
他
人
の
親
切
の
お
か
げ
で
導
か
れ
た
と
回
想
す
る
の
み
で
あ
る
。
ブ
リ
ン
モ
ア
カ
レ
ッ
ジ
入
学
前
に
、
ブ
リ
ン
モ
ア
カ
レ
ッ
ジ
予
備
学
校
で
三
年
間
、
英
語
、
幾
何
、
代
数
、
地
理
、
歴
史
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ラ
テ
ン
語
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
と
な
る
。
ブ
リ
ン
モ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は
、
一
八
八
五
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
ク
エ
ー
カ
ー
派
の
人
々
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
大
学
で
あ
り
、
女
子
英
学
塾
（
現
在
の
津
田
塾
大
学
）
創
立
者
の
津
田
梅
子
や
恵
泉
女
学
園
創
立
者
の
河
井
道
も
学
ん
で
い
る
。
予
備
学
校
在
学
中
、
満
喜
子
は
一
九
一
〇
年
十
二
月
四
日
に
ブ
リ
ン
モ
ア
の
プ
レ
ス
バ
イ
テ
リ
ア
ン
教
会
（B
ryn
 
M
aw
r
 
P
resbyterian
 
C
hurch
）
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
（G
eorgia Johnston
）
か
ら
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
寮
で
の
生
活
は
、
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
障
害
を
も
つ
友
人
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
彼
ら
へ
の
社
会
に
存
在
す
る
人
道
的
態
度
、
障
害
者
自
身
が
障
害
を
克
服
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
の
無
限
の
可
能
性
を
知
っ
た
。
生
涯
の
友
と
な
る
脳
性
小
児
麻
痺
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
（F
lorence M
cIntosh
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
聴
覚
障
害
な
ど
を
も
つ
友
人
へ
の
援
助
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
方
法
は
、
た
ん
に
彼
女
ら
の
生
活
や
勉
強
を
手
取
り
足
取
り
助
け
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
彼
女
た
ち
自
身
で
何
事
も
お
こ
な
え
る
よ
う
自
立
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
長
年
、
日
本
で
英
語
を
学
ん
で
き
た
満
喜
子
で
は
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
英
語
の
ス
ラ
ン
グ
や
生
活
様
式
に
は
初
め
て
体
験
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
留
学
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
笑
い
話
が
残
さ
アメリカ留学時代：『教育のこころみ』
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い
る
。
あ
る
日
、
ボ
ル
チ
モ
ア
近
く
の
海
岸
を
満
喜
子
が
一
人
で
歩
き
、
お
腹
が
減
り
ラ
ン
チ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
、
店
員
に
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
（hot dog
）
を
す
す
め
ら
れ
、
満
喜
子
は
犬
な
ん
か
食
べ
な
い
と
怒
っ
て
帰
っ
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
ラ
イ
麦
パ
ン
（rye
）
を
す
す
め
ら
れ
た
と
き
は
、
家
畜
の
え
さ
な
ん
か
食
べ
な
い
と
怒
っ
た
と
い
う
。
さ
て
、
長
期
に
わ
た
る
留
学
生
活
は
有
意
義
で
は
あ
っ
た
が
一
向
に
結
婚
し
よ
う
と
せ
ず
、
思
惑
の
外
れ
た
日
本
の
家
族
は
早
く
帰
国
さ
せ
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
度
々
帰
国
す
る
よ
う
諭
す
手
紙
が
日
本
か
ら
届
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
満
喜
子
は
仕
送
り
を
断
り
、
独
立
し
た
生
計
で
勉
強
を
続
け
よ
う
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
女
性
団
体
か
ら
女
学
生
の
た
め
の
奨
学
金
を
受
け
、
ブ
リ
ン
モ
ア
カ
レ
ッ
ジ
へ
入
学
し
た
。
氏
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
奨
学
金
制
度
の
創
立
者
で
あ
り
満
喜
子
が
申
請
し
た
当
時
の
給
付
者
選
定
委
員
会
委
員
長
の
祖
母
は
、
一
八
九
三
年
に
来
日
し
て
お
り
、
満
喜
子
の
母
栄
子
と
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
学
進
学
後
も
満
喜
子
を
家
に
招
い
て
は
、
満
喜
子
の
支
え
と
な
っ
て
い
た
。
奨
学
金
に
よ
り
は
じ
ま
っ
た
ブ
リ
ン
モ
ア
カ
レ
ッ
ジ
で
の
生
活
で
あ
る
が
、
二
年
の
と
き
生
牡
蠣
を
食
べ
た
こ
と
に
よ
り
腸
チ
フ
ス
に
か
か
り
半
年
近
く
を
病
床
で
過
ご
す
こ
と
と
な
る
。
ま
た
期
待
を
高
ま
ら
せ
て
い
た
学
問
に
つ
い
て
も
、
十
八
、
十
九
歳
と
い
う
大
き
く
年
の
離
れ
た
学
生
達
と
机
を
並
べ
る
こ
と
に
な
じ
め
ず
、
ま
た
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。
長
い
病
院
で
の
生
活
、
ま
た
心
か
ら
打
ち
込
む
こ
と
の
出
来
な
い
学
び
の
な
か
で
奨
学
金
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
満
喜
子
は
給
付
を
辞
退
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
奨
学
金
な
し
で
は
ア
メ
リ
カ
で
生
活
が
で
き
な
い
と
思
い
悩
む
満
喜
子
で
あ
っ
た
が
、
見
舞
い
に
訪
れ
た
ア
リ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
（A
lice M
abel B
acon:
以
下
、
ベ
ー
コ
ン
）
の
す
す
め
に
よ
り
、
大
学
を
中
退
し
ベ
ー
コ
ン
の
事
業
を
支
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ベ
ー
コ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
の
会
衆
派
教
会
の
牧
師
で
あ
り
、
エ
ー
ル
大
学
神
学
部
の
教
授
で
も
あ
っ
た
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ベ
ー
コ
ン
（L
eonard B
acon
）
の
娘
で
あ
り
、
父
レ
オ
ナ
ル
ド
の
影
響
を
受
け
黒
人
教
育
に
生
涯
を
捧
げ
た
教
育
者
で
あ
る
。
彼
女
は
、
レ
オ
ナ
ル
ド
が
森
有
礼
の
依
頼
に
よ
り
受
け
入
れ
、
と
も
に
暮
ら
し
た
日
本
最
初
の
女
子
留
学
生
で
あ
る
山
川
捨
松
と
の
交
流
か
ら
、
一
八
八
一
年
以
降
、
華
族
女
学
校
、
東
京
女
子
師
範
学
校
、
女
子
英
学
塾
の
英
語
教
師
と
し
て
度
々
来
日
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
満
喜
子
は
女
学
校
時
代
に
ベ
ー
コ
ン
か
ら
英
語
を
学
ん
で
い
た
。
自
分
の
こ
と
は
満
喜
子
が
一
番
よ
く
し
っ
て
い
る
か
ら
、
彼
女
に
遺
産
の
処
理
を
頼
む?14）
ベ
ー
コ
ン
は
自
分
の
死
後
の
、
遺
産
処
理
を
任
せ
る
ほ
ど
、
満
喜
子
に
信
頼
と
愛
情
を
寄
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ベ
ー
コ
ン
は
満
喜
子
を
養
女
に
し
て
い
る
。
な
ぜ
養
女
と
な
っ
た
の
か
詳
し
い
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
の
ち
に
述
べ
る
が
満
喜
子
が
メ
レ
210
ル
と
結
婚
し
た
と
き
は
日
本
国
籍
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
国
内
に
限
定
す
れ
ば
正
式
な
手
続
き
は
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
通
常
、
養
子
関
係
が
成
立
す
れ
ば
、
旧
司
法
省
な
ど
関
係
機
関
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
に
公
式
書
類
が
残
さ
れ
て
い
る
か
、
わ
か
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
手
続
き
の
書
類
は
連
邦
政
府
が
一
元
管
理
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
各
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
コ
ー
ト
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
全
米
の
ど
こ
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
コ
ー
ト
に
提
出
し
て
も
よ
い
た
め
、
調
査
は
ほ
ぼ
不
可
能
と
い
え
る
。
百
人
の
男
女
の
客
と
、
三
十
人
余
の
黒
人
の
学
校
教
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
労
働
者
を
相
手
に
全
く
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
社
会
を
つ
く
る
興
味
深
い
仕
事?15）
ベ
ー
コ
ン
の
も
と
で
は
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
事
業
や
家
庭
生
活
を
助
け
る
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
と
な
る
。
そ
の
仕
事
は
、
小
遣
い
程
度
の
収
入
し
か
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
満
喜
子
に
と
っ
て
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
社
会
を
作
る
興
味
深
い
仕
事
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
同
時
に
、
ベ
ー
コ
ン
の
手
伝
い
を
す
る
あ
い
だ
、
エ
ー
ル
大
学
神
学
部
の
聴
講
生
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
。
Ⅳ
メ
レ
ル
と
の
出
会
い
渡
米
後
、
八
年
が
た
っ
た
一
九
一
七
年
十
月
、
満
喜
子
は
「
厳
父
老
衰
帰
国
さ
れ
た
し
」
と
の
報
に
接
し
た
。
た
と
え
、
そ
の
人
格
は
尊
敬
し
に
く
く
て
も
、
親
は
、
た
だ
一
人
し
か
い
な
い
。
そ
の
人
の
最
後
は
見
送
る
べ
き
だ
。
ぜ
ひ
帰
れ?16）
こ
の
頃
は
ベ
ー
コ
ン
も
健
康
を
危
ぶ
ん
で
い
た
時
期
で
あ
り
、
ま
た
末
徳
と
の
確
執
も
あ
り
、
満
喜
子
は
帰
国
を
た
め
ら
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ベ
ー
コ
ン
の
す
す
め
も
あ
り
、
ふ
た
た
び
ア
メ
リ
カ
に
戻
る
と
の
約
束
の
も
と
、
帰
国
し
た
。
末
徳
の
晩
年
は
、
一
九
二
二
年
に
亡
く
な
る
ま
で
の
あ
い
だ
、
明
石
の
邸
宅
で
安
静
を
要
す
る
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
帰
国
し
た
頃
の
末
徳
の
容
体
、
ま
た
家
族
と
の
再
会
な
ど
に
つ
い
て
満
喜
子
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
日
本
に
帰
る
よ
う
招
か
れ
た
の
は
、
神
の
摂
理
で
、
こ
こ
に
は
終
生
の
伴
侶
と
し
て
私
を
待
っ
て
い
た
人
が
あ
っ
た
の
で
す?17）
唯
一
語
る
の
は
、
メ
レ
ル
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
当
時
、
メ
レ
ル
は
満
喜
子
の
兄
恵
三
の
邸
宅
設
計
を
請
け
負
っ
て
い
た
。
メ
レ
ル
三
十
九
歳
、
満
喜
子
三
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
満
喜
子
と
メ
レ
ル
の
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出
会
い
は
、
廣
岡
家
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
駐
日
大
使
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
モ
リ
ス
（R o l a n d
 
M
orris
）
を
招
待
し
た
夕
食
の
席
上
で
あ
っ
た
。
満
喜
子
は
兄
恵
三
か
ら
通
訳
兼
邸
宅
設
計
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ベ
ー
コ
ン
が
満
喜
子
に
帰
国
を
す
す
め
た
の
は
、
末
徳
の
件
以
外
に
も
理
由
が
あ
る
。
一
柳
さ
ん
は
素
晴
ら
し
い
女
性
で
、
し
か
も
有
能
な
方
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
私
達
は
彼
女
が
日
本
に
帰
っ
て
き
た
時
に
は
、
梅
の
仕
事
を
受
け
継
い
で
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ア
リ
ス
、
梅
の
病
気
の
こ
と
は
御
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
梅
は
も
う
以
前
の
よ
う
に
仕
事
を
す
る
こ
と
は
無
理
だ
と
思
い
ま
す
。
梅
の
代
わ
り
の
で
き
る
よ
う
な
人
、
少
な
く
と
も
私
た
ち
が
頼
み
た
い
よ
う
な
人
は
ま
だ
み
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
私
の
考
え
で
は
、
一
柳
さ
ん
は
ま
さ
に
適
任
者
だ
と
思
い
ま
す
。
彼
女
が
日
本
で
受
け
た
教
育
は
、
梅
よ
り
レ
ベ
ル
が
高
い
の
で
、
梅
よ
り
優
れ
た
仕
事
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
か
あ
な
た
か
ら
も
彼
女
を
説
得
し
て
み
て
下
さ
い?18）
一
九
一
八
年
二
月
十
七
日
付
の
こ
の
手
紙
は
、
山
川
捨
松
か
ら
ベ
ー
コ
ン
に
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
津
田
梅
子
は
健
康
が
す
ぐ
れ
ず
後
継
者
を
探
し
て
い
た
。
満
喜
子
は
、
西
郷
隆
盛
の
従
弟
で
あ
り
日
露
戦
争
時
の
満
州
軍
総
司
令
官
で
あ
っ
た
大
山
巌
夫
人
と
な
っ
た
山
川
捨
松
や
海
軍
大
将
瓜
生
外
吉
夫
人
と
な
っ
た
永
井
繁
子
ら
に
よ
り
津
田
梅
子
に
推
薦
さ
れ
、
塾
長
候
補
と
し
て
女
子
英
学
塾
に
招
聘
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
説
得
を
山
川
捨
松
は
ベ
ー
コ
ン
に
頼
ん
だ
の
だ
。
だ
が
、
満
喜
子
は
辞
し
て
受
諾
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
す
ぐ
に
で
も
ベ
ー
コ
ン
の
も
と
へ
と
、
渡
米
す
る
決
意
、
そ
し
て
二
度
と
日
本
に
帰
ら
ぬ
決
意
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
し
受
諾
し
て
い
れ
ば
、
二
代
目
塾
長
に
は
、
星
野
あ
い
で
は
な
く
満
喜
子
が
就
任
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
満
喜
子
と
の
出
会
い
は
メ
レ
ル
に
と
っ
て
、
よ
ほ
ど
運
命
的
な
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
私
は
彼
女
の
完
全
な
英
語
に
感
心
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
彼
女
の
人
格
に
興
味
を
覚
え
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た?19）
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メ
レ
ル
が
結
婚
に
対
し
て
直
接
語
っ
て
い
る
言
葉
か
ら
は
、
満
喜
子
の
何
に
惹
か
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
神
の
導
き
に
よ
っ
て
結
婚
し
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
だ
。
し
か
し
、
多
く
の
宣
教
師
が
結
婚
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
仕
事
が
中
断
さ
せ
ら
れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
結
婚
を
し
な
い
ほ
う
が
仕
事
を
貫
く
こ
と
が
で
き
る
と
、
友
人
た
ち
に
宣
言
し
て
い
た
矢
先
の
結
婚
の
決
心
だ
っ
た
。
メ
レ
ル
が
満
喜
子
に
惹
か
れ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
そ
ん
な
突
然
と
も
い
え
る
結
婚
へ
の
思
い
を
、
メ
レ
ル
は
満
喜
子
に
書
い
た
最
初
の
手
紙
で
つ
づ
り
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
し
て
い
る
。
そ
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
満
喜
子
は
、
メ
レ
ル
か
ら
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
に
は
驚
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
結
婚
は
肉
体
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
二
人
の
人
の
総
人
格
の
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
目
に
見
え
る
も
の
、
手
に
つ
か
め
る
富
、
世
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
、
社
会
的
地
位
、
こ
れ
ら
は
、
過
ぎ
去
る
も
の
、
無
く
な
る
も
の
で
す
。
無
く
な
ら
な
い
も
の
に
よ
っ
て
結
ば
れ
れ
ば
、
そ
の
結
合
は
永
久
不
変
で
あ
り
ま
し
ょ
う?20）
「
婚
約
者
へ
の
お
す
す
め
」
と
題
し
て
、『
湖
畔
の
声
』
一
九
六
三
年
十
一
月
号
に
満
喜
子
は
、
自
分
の
経
験
を
も
と
に
結
婚
に
際
し
て
の
重
大
な
問
題
は
、
外
見
よ
り
も
中
身
だ
と
助
言
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
相
手
は
、
第
三
者
が
骨
を
折
っ
て
も
、
当
事
者
が
い
く
ら
結
婚
し
た
い
と
願
っ
て
も
、
ま
と
ま
ら
な
い
と
き
は
ま
と
ま
ら
ず
、
ま
た
い
く
ら
破
談
に
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
ま
と
ま
る
と
き
は
ま
と
ま
る
と
し
て
、「
縁
は
異
な
も
の
」
と
語
っ
て
い
る
。
満
喜
子
に
も
、
メ
レ
ル
と
の
出
会
い
は
運
命
的
な
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
メ
レ
ル
と
の
結
婚
は
容
易
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
長
く
満
喜
子
を
放
任
し
て
い
た
一
柳
家
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
満
喜
子
は
子
爵
令
嬢
で
あ
り
、
異
国
の
人
で
あ
る
メ
レ
ル
と
の
結
婚
は
社
会
的
に
も
理
解
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
華
族
出
身
の
者
が
外
国
人
と
結
婚
を
し
た
と
い
う
前
例
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
正
確
に
い
え
ば
い
く
つ
か
の
事
例
は
あ
っ
た
。
早
い
時
期
に
は
、
万
里
小
路
秀
麿
が
い
る
。
彼
は
、
一
八
七
一
年
に
ロ
シ
ア
に
留
学
し
、
一
八
八
二
年
に
帰
国
、
華
族
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
帰
国
に
際
し
て
、
親
密
で
あ
っ
た
ロ
シ
ア
人
女
性
を
と
も
な
い
結
婚
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
五
爵
制
が
制
定
さ
れ
る
以
前
の
事
例
で
あ
る
。
五
爵
制
成
立
以
後
と
し
て
は
、
三
好
太
郎
が
い
る
。
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
一
八
八
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
と
結
婚
し
た
が
、
帰
国
後
に
三
好
家
を
廃
嫡
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
男
性
の
場
合
で
あ
り
、
女
性
が
外
国
人
と
結
婚
し
た
事
例
は
な
い
。
ま
た
、
男
性
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
廃
嫡
ま
た
は
爵
位
返
上
と
い
う
処
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
外
国
人
と
の
結
婚
が
、
何
ら
か
の
法
律
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
外
国
人
と
の
結
婚
が
社
会
的
に
認
め
ら
れ
ず
、
好
意
的
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
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家
族
の
す
べ
て
が
結
婚
に
反
対
し
た
。
そ
れ
は
、
満
喜
子
の
よ
き
理
解
者
で
あ
る
兄
恵
三
も
同
じ
で
あ
り
、
も
っ
と
も
強
く
反
対
し
た
の
は
義
姉
の
か
め
子
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
メ
レ
ル
の
家
族
も
反
対
し
た
。
そ
の
た
め
満
喜
子
は
、
家
族
の
こ
と
を
考
え
一
度
は
結
婚
を
断
っ
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
婚
期
が
遅
れ
て
い
た
娘
が
、
や
っ
と
三
十
四
歳
に
な
り
結
婚
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
機
会
を
捨
て
さ
せ
る
こ
と
も
家
族
に
と
っ
て
は
、
忍
び
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
だ
と
、
満
喜
子
は
回
想
し
て
い
る
。
幸
い
、
キ
リ
ス
ト
教
に
深
い
信
仰
を
も
ち
、
メ
レ
ル
を
よ
く
知
る
兄
恵
三
の
義
母
、
浅
子
が
満
喜
子
と
メ
レ
ル
の
結
婚
に
理
解
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
浅
子
の
助
け
を
待
っ
て
、
旧
宮
内
省
で
皇
族
・
華
族
の
事
務
を
担
当
す
る
宗
秩
寮
の
許
可
を
受
け
、
実
家
の
子
爵
一
柳
家
か
ら
分
家
し
、
平
民
一
柳
満
喜
子
と
し
て
自
由
の
立
場
と
な
り
、
結
婚
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
記
録
は
、
現
在
宮
内
庁
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
華
族
女
学
校
へ
の
不
参
加
の
許
可
願
、
そ
し
て
こ
の
平
民
戸
主
と
な
っ
た
記
録
が
宮
内
庁
に
現
存
し
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
よ
る
と
、
関
東
大
震
災
で
消
失
し
た
可
能
性
、
ま
た
華
族
出
身
者
と
し
て
好
ま
し
く
な
い
行
動
で
あ
っ
た
た
め
、
意
図
的
に
処
分
も
し
く
は
書
類
が
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
が
先
例
と
な
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
男
爵
徳
川
厚
の
長
女
で
あ
る
喜
久
子
も
ま
た
、
自
由
恋
愛
の
す
え
平
民
の
男
性
と
結
婚
す
る
た
め
、
一
九
二
三
年
に
徳
川
家
よ
り
分
家
し
平
民
戸
主
と
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
浅
子
の
助
け
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
ぐ
に
結
婚
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
ベ
ー
コ
ン
か
ら
の
、
生
死
を
分
け
る
手
術
を
前
に
助
力
を
求
め
る
手
紙
が
、
満
喜
子
の
も
と
に
届
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
四
月
、
満
喜
子
は
す
ぐ
さ
ま
ア
メ
リ
カ
へ
と
旅
立
っ
た
。
こ
の
と
き
メ
レ
ル
は
、
横
浜
ま
で
満
喜
子
を
見
送
っ
て
い
る
。
だ
が
満
喜
子
は
、
存
命
中
の
ベ
ー
コ
ン
の
姿
を
再
び
眼
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
五
月
一
日
、
故
郷
ニ
ュ
ー
へ
イ
ブ
ン
の
病
院
で
腸
疾
患
の
た
め
な
く
な
っ
た
。
ベ
ー
コ
ン
の
も
と
へ
向
か
う
途
中
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
着
く
五
日
前
で
あ
り
、
そ
こ
で
満
喜
子
は
訃
報
を
受
け
た
。
ベ
ー
コ
ン
の
死
に
立
ち
会
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
満
喜
子
は
ベ
ー
コ
ン
の
死
後
の
遺
産
処
理
な
ど
を
お
こ
な
い
、
半
年
後
に
帰
国
し
た
。
満
喜
子
の
結
婚
式
は
、
一
九
一
九
年
六
月
三
日
午
後
二
時
、
メ
レ
ル
自
身
の
設
計
に
よ
る
東
京
で
最
も
長
い
ア
イ
ル
を
も
つ
明
治
学
院
の
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
、
日
米
の
国
旗
が
掲
揚
さ
れ
る
な
か
、
近
江
兄
弟
社
の
伝
道
満喜子結婚式：『教育のこころみ』
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者
で
あ
り
同
志
社
大
学
の
総
寮
長
兼
宗
教
主
任
で
あ
っ
た
武
田
猪
平
の
司
式
の
も
と
に
執
り
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
過
去
に
例
が
な
い
華
族
と
外
国
人
と
の
結
婚
に
対
し
て
、
余
計
な
う
わ
さ
を
封
じ
る
た
め
に
東
京
で
例
が
な
い
ほ
ど
の
立
派
な
結
婚
式
に
し
よ
う
と
い
う
一
柳
家
と
廣
岡
家
の
希
望
で
あ
っ
た
と
い
う
。
満
喜
子
の
結
婚
式
に
は
、
徳
川
賴
貞
を
は
じ
め
一
柳
家
、
廣
岡
家
、
三
井
家
の
関
係
者
が
数
百
名
列
席
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
父
末
徳
は
病
が
重
く
、
明
石
の
邸
宅
か
ら
赴
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
末
徳
は
満
喜
子
の
結
婚
を
喜
び
、
祝
福
し
て
満
喜
子
に
ヒ
ス
イ
と
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
で
作
ら
れ
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
贈
っ
て
い
る
。
披
露
宴
は
、
麻
布
の
廣
岡
邸
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
新
婚
旅
行
先
は
、
廣
岡
家
が
所
有
す
る
別
荘
（
二
ノ
岡
荘
）
の
あ
る
軽
井
沢
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
軽
井
沢
は
満
喜
子
と
メ
レ
ル
の
毎
年
七
月
末
か
ら
九
月
ま
で
の
避
暑
地
と
な
り
、
メ
レ
ル
の
最
も
好
む
土
地
と
な
っ
た
。
Ⅴ
近
江
八
幡
で
の
暮
ら
し
メ
レ
ル
の
妻
と
し
て
の
生
活
は
、
新
婚
旅
行
か
ら
帰
っ
た
滋
賀
県
蒲
生
郡
八
幡
町
（
現
在
の
近
江
八
幡
市
‥
以
下
、
近
江
八
幡
）
で
一
九
一
九
年
六
月
二
十
六
日
に
は
じ
ま
っ
た
。
満
喜
子
に
と
っ
て
そ
こ
で
の
生
活
は
、
近
江
八
幡
の
人
々
の
話
す
江
州
弁
も
農
村
地
帯
の
習
慣
も
不
慣
れ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
町
で
、
私
の
姿
を
み
る
と
、
一
つ
手
前
の
角
か
ら
曲
が
っ
て
、
私
に
会
わ
な
い
よ
う
に
す
る
人
さ
え
あ
り
ま
し
た?21）
近
江
八
幡
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
満
喜
子
と
な
じ
み
あ
う
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
満
喜
子
の
関
東
弁
の
は
っ
き
り
と
し
た
口
調
は
紋
切
り
口
上
の
き
び
し
さ
に
、
ま
た
率
直
さ
は
威
張
っ
た
態
度
と
し
て
受
け
と
ら
れ
た
。
飼
い
犬
さ
え
も
、
い
じ
め
ら
れ
た
。
買
物
に
出
か
け
て
も
、
満
喜
子
と
近
江
八
幡
の
人
々
の
あ
い
だ
で
は
、
方
言
や
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
に
よ
り
な
か
な
か
会
話
が
で
き
ず
、
満
喜
子
の
関
東
弁
の
発
音
を
聞
き
返
さ
ず
に
す
ん
だ
の
は
、
子
ど
も
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
当
時
の
近
江
八
幡
は
湿
地
帯
の
農
村
で
衛
生
環
境
も
悪
く
、
住
ま
い
も
汚
く
、
ネ
ズ
ミ
や
害
虫
の
あ
ふ
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
近
江
八
幡
で
の
生
活
を
、
滋
賀
県
立
商
業
学
校
の
教
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
メ
レ
ル
と
は
異
な
り
、
知
人
も
な
く
親
し
む
者
が
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
か
ら
、
満
喜
子
は
近
江
八
幡
の
人
々
と
よ
い
関
係
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
お
互
い
理
解
す
る
こ
と
だ
と
考
え
た
。
自
宅
を
開
放
し
生
活
を
通
じ
て
人
々
と
理
解
し
あ
う
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
メ
レ
ル
が
商
業
学
校
に
赴
任
し
、
自
宅
を
学
生
ク
ラ
ブ
の
場
と
し
て
、
か
つ
学
生
へ
の
伝
道
の
場
（
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
）
と
し
た
こ
と
に
似
て
い
る
。
す
べ
て
を
そ
の
人
の
成
長
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
使
っ
て
も
ら
う
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た
め
と
し
、
ま
た
家
事
は
教
材
で
あ
る?22）
満
喜
子
は
六
人
の
少
女
た
ち
を
招
き
、
自
宅
を
家
政
教
育
の
場
と
し
て
提
供
し
た
。
そ
し
て
、
料
理
や
掃
除
と
い
っ
た
家
政
は
、
尊
敬
さ
れ
、
ま
た
科
学
的
に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
教
え
た
。
山
川
菊
栄
は
、
水
戸
藩
の
娘
教
育
に
つ
い
て
、
嫁
入
り
前
に
武
家
屋
敷
に
見
習
奉
公
に
い
き
、
言
葉
遣
い
や
行
儀
作
法
な
ど
を
仕
込
ま
れ
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
り
、
そ
の
た
め
山
間
の
さ
び
れ
た
農
家
の
庭
先
か
ら
き
れ
い
な
東
京
弁
が
聞
か
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
が
、
満
喜
子
の
実
践
は
関
東
の
娘
教
育
の
慣
例
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
自
宅
開
放
は
満
喜
子
と
近
江
八
幡
の
人
々
と
の
交
流
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
環
境
が
劣
悪
だ
っ
た
近
江
八
幡
や
そ
こ
に
住
む
人
々
の
行
動
や
意
識
を
変
え
る
目
的
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
の
ち
に
、
こ
の
実
践
は
近
江
兄
弟
社
で
の
二
十
四
時
間
訓
練
と
い
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
設
立
さ
れ
る
女
学
校
で
の
、
生
徒
た
ち
を
五
〜
六
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
学
校
に
泊
り
込
み
、
自
分
た
ち
で
買
い
出
し
、
料
理
、
掃
除
な
ど
を
お
こ
な
う
生
活
訓
練
へ
と
継
承
さ
れ
た
。
さ
て
、
新
婚
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て
満
喜
子
は
、
近
江
兄
弟
社
へ
の
感
想
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
わ
た
し
は
近
江
兄
弟
社
（
当
時
の
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
来
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た?23）
な
ぜ
、
来
る
気
に
な
れ
な
か
っ
た
の
か
。
満
喜
子
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
新
婚
早
々
の
不
慣
れ
な
土
地
で
の
生
活
へ
の
、
あ
る
い
は
メ
レ
ル
の
両
親
と
の
同
居
へ
の
不
安
な
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
結
婚
間
も
な
い
大
正
中
期
の
近
江
兄
弟
社
は
、
メ
レ
ル
の
建
築
家
と
し
て
の
仕
事
、
結
核
治
療
を
お
こ
な
う
近
江
療
養
院
（
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
現
在
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
病
院
）、
そ
し
て
伝
道
に
関
す
る
事
業
が
中
心
で
あ
り
、
満
喜
子
の
関
わ
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
生
来
の
行
動
力
が
、
満
喜
子
を
次
第
に
近
江
兄
弟
社
の
事
業
へ
と
参
加
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
。
軒
下
で
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
何
す
る
と
も
な
く
た
た
ず
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
に
建
設
的
な
遊
び
場
を
作
る
必
要
を
感
じ
た?24）
一
九
二
〇
年
三
月
、
満
喜
子
と
満
喜
子
の
も
と
に
集
ま
っ
た
六
人
の
少
女
た
ち
に
よ
り
、
学
校
の
放
課
後
に
集
ま
る
子
ど
も
を
対
象
に
、
池
田
町
五
丁
目
の
自
宅
一
室
と
近
江
兄
弟
社
の
空
き
地
を
利
用
し
て
建
設
的
遊
び
場
の
提
供
と
生
活
指
導
が
は
じ
ま
っ
た
。
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
事
業
、「
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
で
あ
る
。
当
初
は
、
満
喜
子
の
小
遣
い
や
持
ち
物
を
現
金
に
か
え
て
は
じ
め
た
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
次
第
に
近
江
兄
弟
社
の
若
い
社
員
た
ち
が
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
216
ド
事
業
に
参
加
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
雑
誌
部
、
木
工
部
、
読
書
部
、
英
語
部
、
料
理
部
、
絵
画
部
な
ど
の
活
動
が
開
始
さ
れ
、
団
体
生
活
の
訓
練
と
し
て
児
童
会
が
組
織
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
自
身
に
よ
る
会
議
、
会
食
、
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
が
計
画
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
特
に
子
ど
も
た
ち
へ
の
衛
生
指
導
が
重
視
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
湿
地
帯
の
農
村
で
あ
っ
た
近
江
八
幡
の
衛
生
状
況
、
ま
た
保
護
者
た
ち
が
田
畑
の
仕
事
で
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
に
ま
で
気
配
り
が
お
よ
ぶ
こ
と
が
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
不
衛
生
な
場
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
、
満
喜
子
が
危
惧
し
た
か
ら
で
あ
る
。
良
い
成
人
を
造
る
た
め
に
は
、
幼
い
子
ど
も
に
、
良
い
教
育
を
与
え
る
よ
り
ほ
か
な
い
と
存
知
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
良
い
母
親
を
作
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
良
い
母
親
は
良
い
娘
さ
ん
を
必
要
と
い
た
し
ま
す?25）
そ
し
て
、
衛
生
教
育
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
来
る
子
ど
も
た
ち
の
母
親
に
対
し
て
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
多
く
の
時
間
を
、
定
期
的
に
子
ど
も
た
ち
に
捧
げ
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
自
宅
と
は
別
に
池
田
町
五
丁
目
に
家
屋
を
買
い
求
め
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。一
九
二
一
年
七
月
二
日
に
新
園
舎
の
開
園
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
神
戸
頌
栄
幼
稚
園
教
師
の
和
久
山
キ
ソ
に
よ
る
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
園
舎
で
は
、
毎
週
月
木
土
の
夜
に
、
山
田
寅
之
助
の
指
導
に
よ
る
柔
道
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。
一
九
二
二
年
六
月
三
十
日
、
滋
賀
県
に
幼
稚
園
設
置
許
可
願
を
提
出
し
、
八
月
二
十
三
日
に
二
年
保
育
を
お
こ
な
う
認
可
幼
稚
園
と
し
て
清
友
園
幼
稚
園
が
設
立
さ
れ
た
。
九
月
十
四
日
に
認
可
幼
稚
園
と
し
て
開
園
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
最
初
の
園
児
で
あ
る
四
名
が
入
園
し
た
。
初
期
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
清
友
園
と
命
名
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
名
称
が
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
清
友
園
の
な
か
の
幼
稚
園
と
い
う
こ
と
で
清
友
園
1920年ごろのプレイグラウンド：『教育のこころみ』
初期の清友園園舎：『教育のこころみ』
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幼
稚
園
（
以
下
、
清
友
園
）
と
よ
ば
れ
た
。
清
友
園
の
命
名
は
、
武
田
猪
平
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
保
育
者
に
は
、
加
藤
ふ
じ
、
富
永
操
、
山
田
寅
之
助
夫
妻
を
は
じ
め
と
す
る
、
満
喜
子
が
自
宅
を
開
放
し
た
家
政
教
育
の
場
に
集
ま
っ
て
い
た
女
性
た
ち
を
中
心
と
し
て
そ
の
役
を
担
っ
た
。
さ
て
、
清
友
園
が
誕
生
し
た
翌
年
の
一
九
二
三
年
九
月
一
日
に
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。
満
喜
子
は
そ
れ
を
例
年
の
避
暑
先
で
あ
る
軽
井
沢
の
廣
岡
家
の
別
荘
で
経
験
し
た
。
こ
の
と
き
、
汽
車
の
不
通
な
ど
に
よ
り
満
喜
子
と
メ
レ
ル
は
例
年
の
よ
う
に
は
近
江
八
幡
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
メ
レ
ル
は
そ
の
あ
い
だ
に
も
、
建
築
家
と
し
て
の
関
心
と
彼
の
事
務
所
で
あ
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
東
京
出
張
所
の
被
災
状
況
を
探
る
た
め
、
ひ
と
り
東
京
に
赴
い
た
。
メ
レ
ル
が
被
災
し
た
東
京
に
出
か
け
て
い
る
あ
い
だ
、
満
喜
子
は
、
そ
の
期
間
は
不
明
で
あ
る
が
、
避
暑
先
で
足
止
め
さ
れ
、
学
校
へ
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
同
じ
く
任
地
に
戻
れ
ず
に
い
た
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
た
ち
と
一
緒
に
英
語
学
校
を
は
じ
め
て
い
た
。
Ⅵ
近
江
兄
弟
社
で
の
教
育
事
業
満
喜
子
の
も
と
に
集
ま
る
女
性
や
近
江
兄
弟
社
の
若
い
社
員
た
ち
の
協
力
に
よ
り
、
歩
み
始
め
た
幼
稚
園
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
満
喜
子
は
、
従
来
の
幼
児
教
育
の
方
法
に
は
満
足
で
き
ず
、
か
つ
て
自
分
が
姪
た
ち
に
お
こ
な
っ
た
新
し
い
幼
児
の
生
活
の
仕
方
を
清
友
園
で
実
践
し
た
い
と
考
え
た
。新
し
い
幼
児
の
生
活
の
仕
方
と
は
、
何
事
も
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
と
い
う
自
主
の
教
育
で
あ
る
。
満
喜
子
は
姪
た
ち
へ
の
実
践
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
も
つ
自
発
力
の
偉
大
さ
を
学
ん
で
い
た
。
満
喜
子
の
生
家
で
あ
る
一
柳
家
に
は
多
く
の
女
中
が
お
り
、
家
族
の
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
い
た
。
徳
川
慶
喜
の
孫
で
あ
る
徳
川
幹
子
は
、
化
粧
を
す
る
と
き
で
さ
え
も
世
話
係
が
目
を
光
ら
せ
て
い
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
が
、
華
族
家
を
は
じ
め
と
す
る
上
層
社
会
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
何
も
自
ら
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
廣
岡
家
で
も
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
世
話
係
が
つ
い
て
い
た
。
服
の
着
替
え
か
ら
全
て
、
子
ど
も
た
ち
自
身
は
何
も
し
な
く
て
も
世
話
係
が
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
満
喜
子
は
そ
れ
を
廃
し
、
子
ど
も
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
に
や
ら
せ
る
よ
う
試
み
た
の
で
あ
る
。
栄
子
亡
き
あ
と
、
満
喜
子
は
家
中
の
絹
物
の
縫
い
替
え
や
、
妹
の
勉
強
を
み
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
周
り
が
手
を
差
し
出
さ
な
け
れ
ば
何
も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
姉
妹
た
ち
。
そ
ん
な
彼
女
た
ち
を
み
て
い
た
こ
と
が
、
独
立
自
主
の
重
要
性
を
満
喜
子
に
感
じ
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
満
喜
子
は
自
身
の
幼
児
教
育
方
法
の
教
育
学
的
裏
づ
け
を
得
る
た
め
、
一
九
二
九
年
に
渡
米
し
た
。
そ
し
て
、
清
友
園
の
保
育
の
助
け
を
お
こ
な
218
い
、
一
九
二
七
年
よ
り
三
年
間
、
ル
ー
シ
ー
・
ウ
イ
ー
ロ
ッ
ク
（L
ucy
 
W
heelock
）
が
ボ
ス
ト
ン
に
設
立
し
た
ウ
イ
ー
ロ
ッ
ク
保
育
学
校
（W
heelock’s School for K
indergarteners
）
の
保
育
士
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
た
浪
川
岩
次
郎
の
妹
か
つ
（
後
の
中
村
穣
夫
人
）
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
幼
児
教
育
研
究
を
視
察
し
て
ま
わ
っ
た
。
浪
川
岩
次
郎
は
幼
年
の
頃
、
水
口
教
会
の
日
曜
学
校
で
メ
レ
ル
の
話
を
聴
い
た
こ
と
が
あ
り
、
一
九
歳
の
と
き
メ
レ
ル
に
す
す
め
ら
れ
近
江
兄
弟
社
に
入
社
し
た
人
物
で
あ
る
。
浪
川
か
つ
の
留
学
費
用
は
、
満
喜
子
が
ブ
リ
ン
モ
ア
カ
レ
ッ
ジ
予
備
学
校
時
代
に
、
と
も
に
生
活
を
し
た
小
児
麻
痺
を
わ
ず
ら
っ
て
い
た
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
か
ら
奨
学
金
と
し
て
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
のN
ational C
hild
 
H
ealth
 
A
ssociation
や
N
ational H
eigine A
ssociation
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
のC
hild R
esearch C
enter
や
イ
エ
ー
ル
の
ギ
ゼ
ル
博
士
の
教
育
実
験
所
を
訪
問
視
察
し
ま
し
た
。
又L
incoln
 
School
、
H
oracem
on School
（
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
博
士
の
教
育
法
の
実
験
学
校
で
、
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
大
学
学
芸
学
部
に
属
す
る
学
校
）
を
視
察
見
学
し
、
こ
の
間
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
大
学
学
芸
学
部
の
夏
期
大
学
に
も
席
を
置
い
て
受
講
し
ま
し
た
。
又
、P
erkins Institute
に
盲
人
教
育
の
実
際
を
み
、
黒
人
教
育
の
殿
堂
と
い
わ
れ
て
い
る
H
am
pton
 
Institute
を
も
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
デ
ト
ロ
イ
ト
に
あ
る
N
ursery School
のM
errill P
alm
er School
も
見
ま
し
た?26）
N
ational C
hild H
ealth A
ssociation
と
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
子
ど
も
の
健
康
に
関
す
る
機
関
で
あ
る
。
N
ational H
eigine
 
A
ssociation
と
は
、N
ational H
ygiene
 
A
ssociation
の
誤
り
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
公
衆
衛
生
に
関
す
る
機
関
で
あ
る
。
C
hild R
esearch C
enter
と
は
、
一
九
二
八
年
に
広
域
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
?
Ｃ
?
地
区
を
対
象
に
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
援
助
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
、
就
学
前
教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
機
関
で
あ
る
。
L
incoln School
は
同
名
を
冠
す
る
学
校
が
多
数
あ
り
、
満
喜
子
が
ど
の
学
校
を
訪
問
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
H
oracem
on School
と
はH
oracem
ann School
の
誤
り
で
あ
り
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
学
芸
部
付
属
と
し
て
一
八
八
七
年
に
設
立
さ
れ
た
、
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
（John D
ew
ey
）
の
教
育
方
法
の
実
験
学
校
で
あ
る
。
P
erkins Institute
と
は
、
ボ
ス
ト
ン
に
あ
る
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（John D
ix F
isher
）
に
よ
り
一
八
二
九
年
に
設
立
さ
れ
た
視
覚
障
害
者
教
育
施
設
で
あ
る
。
自
立
支
援
の
た
め
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ル
（A
lexander G
raham B
ell
）
の
す
す
め
に
よ
り
へ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
（H
elen K
eller
）
も
学
ん
だ
。
H
am
pton Institute
は
、
現
在
のH
am
pton U
niversity
の
前
身
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
後
の
一
八
六
八
年
に
黒
人
教
育
施
設
と
し
て
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
（Sam
uel
 
C
hapm
an
 
A
rm
-
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strong
）
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。H
am
pton Institute
の
初
期
か
ら
黒
人
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
一
人
が
、
ベ
ー
コ
ン
で
あ
っ
た
。
M
errill -P
alm
er School
と
は
、
一
九
二
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
デ
ト
ロ
イ
ト
に
あ
るW
ayne State U
niversity
の
付
属
機
関
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
家
庭
生
活
と
人
間
発
達
に
関
す
る
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
、
N
ursery School
と
よ
ば
れ
る
保
育
園
で
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
、
ア
イ
ー
ダ
・
ハ
イ
ド
（A
ida H
yde
‥
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
創
始
者A
lberta A
lexander H
yde
夫
人
）
よ
り
、
三
万
ド
ル
と
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
寄
付
を
受
け
た
。
そ
の
資
金
に
よ
り
、
近
江
八
幡
東
部
の
市
井
町
に
保
育
室
、
昼
寝
部
屋
、
台
所
、
ト
イ
レ
を
備
え
た
園
舎
を
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
九
三
一
年
、
幼
児
教
育
の
場
を
池
田
町
五
丁
目
の
狭
い
日
本
家
屋
か
ら
、
明
る
く
、
清
潔
で
、
美
し
く
、
落
ち
着
き
の
あ
る
新
園
舎
へ
と
移
し
た
。
な
お
、
ア
ル
バ
ー
タ
・
ハ
イ
ド
自
身
は
、
一
九
一
〇
年
頃
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
製
造
販
売
の
近
江
兄
弟
社
へ
の
代
理
権
委
任
、
近
江
兄
弟
社
所
有
に
な
る
琵
琶
湖
周
回
伝
道
船
ガ
リ
ラ
ヤ
丸
の
寄
贈
な
ど
、
メ
レ
ル
の
事
業
を
支
援
し
続
け
て
い
る
。
一
九
二
九
年
十
一
月
十
三
日
に
ア
メ
リ
カ
で
の
視
察
を
終
え
て
満
喜
子
は
帰
国
し
た
。
同
年
十
二
月
三
日
に
は
、
満
喜
子
は
帰
国
報
告
会
を
か
ね
て
八
幡
キ
リ
ス
ト
教
会
で
滋
賀
県
内
の
幼
稚
園
関
係
者
三
十
五
名
を
招
待
し
て
滋
賀
県
保
育
大
会
を
開
催
し
、
ア
メ
リ
カ
で
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
た
。
幼
稚
園
の
三
才
児
組
で
は
、
共
通
の
遊
び
道
具
、
共
通
の
部
屋
、
共
通
の
時
間
に
共
通
な
動
作
を
す
る
（
お
ね
ん
ね
、
食
事
、
お
い
の
り
）、
こ
れ
に
な
ら
ん
で
自
治
の
練
習
を
さ
せ
る
、
姿
勢
運
動
、
手
の
わ
ざ
、
遊
戯
、
歌
、
ゲ
ー
ム
、
食
事
の
た
べ
方
、
そ
の
他
、
日
常
生
理
生
活
、
四
才
児
組
で
は
、
環
境
を
少
し
広
め
て
、
自
分
お
よ
び
自
分
と
共
通
の
環
境
を
持
つ
遊
び
相
手
の
他
に
、
も
っ
と
広
く
幼
稚
園
全
体
と
い
う
環
境
を
自
覚
さ
せ
、
国
と
か
他
の
国
と
か
の
話
を
、
だ
ん
だ
ん
し
て
、
少
し
ず
つ
大
き
い
人
類
世
界
の
観
念
に
進
め
る
準
備
と
し
ま
す
。
自
然
科
学
も
、
こ
の
点
に
お
い
て
同
じ
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
五
才
児
組
で
は
、
現
在
の
状
態
で
、
ま
だ
ま
だ
訓
練
を
多
く
要
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
わ
が
ま
ま
の
角
も
か
た
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
精
神
的
に
何
物
か
が
育
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
ら
、
そ
こ
に
力
を
か
り
て
、
大
い
に
社
会
良
心
を
育
て
て
行
き
、
国
に
対
し
て
真
の
愛
国
の
念
を
育
て
、
そ
の
た
め
に
は
個
人
生
活
に
余
裕
が
あ
り
、
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
、
良
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
隣
人
に
対
す
る
寛
容
な
親
切
を
す
る
人
と
な
る
よ
う
に
、
し
む
け
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す?27）
幼
児
教
育
の
指
針
と
し
て
、
満
喜
子
は
「
わ
が
ま
ま
に
な
ら
な
い
程
度
の
自
己
中
心
」「
自
己
統
制
力
」
を
あ
げ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
を
教
育
す
る
た
め
に
は
、
豊
か
な
経
験
の
あ
る
保
育
者
や
設
備
が
不
足
し
て
い
た
。
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指
導
者
た
る
べ
き
保
母
達
が
、
未
だ
知
能
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
生
理
的
に
も
、
理
性
と
情
緒
の
調
和
せ
る
真
の
自
由
の
生
活
の
体
験
を
持
た
ず
、
又
之
に
対
す
る
自
発
的
興
味
を
さ
え
も
も
た
ぬ?28）
清
友
園
で
の
教
育
の
困
難
さ
の
理
由
に
、
保
育
者
へ
の
教
育
不
足
を
挙
げ
て
い
る
。
満
喜
子
に
と
っ
て
教
育
者
は
、
知
能
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
生
理
的
に
も
、
理
性
と
情
緒
の
調
和
せ
る
真
の
自
由
の
生
活
の
体
験
と
、
こ
れ
に
対
す
る
自
発
的
興
味
を
も
つ
必
要
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
教
育
者
を
養
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
は
四
年
保
育
を
計
画
し
て
い
た
も
の
の
、
ま
ず
は
幼
児
六
十
名
を
迎
え
、
三
年
保
育
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
一
九
三
九
年
三
月
一
三
日
、
近
江
兄
弟
社
内
に
兄
弟
社
女
子
教
育
準
備
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
で
は
、
近
江
兄
弟
社
教
育
研
究
所
が
立
案
さ
れ
、
一
九
三
九
年
四
月
二
一
日
に
中
村
穣
を
主
事
に
設
立
さ
れ
た
、
近
江
兄
弟
社
教
育
研
究
所
は
、
そ
の
前
身
と
し
て
清
友
園
教
育
研
究
所
が
あ
り
、
指
導
者
と
し
て
の
保
育
士
や
研
究
生
の
養
成
を
目
的
に
三
年
制
の
幼
児
教
育
専
攻
部
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
最
初
の
修
了
生
は
西
川
は
ま
子
ら
二
名
で
あ
っ
た
。
同
所
は
、
社
会
情
勢
な
ど
の
影
響
に
よ
り
一
九
四
三
年
三
月
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
研
究
所
の
教
育
目
的
は
、「
創
造
力
と
自
給
力
を
有
す
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
養
成
」
で
あ
り
、
そ
の
方
針
は
「
子
女
の
個
性
生
活
及
び
社
会
に
お
け
る
発
育
の
過
程
を
助
け
る
た
め
実
社
会
に
直
面
す
る
経
験
を
与
え
る
独
立
独
尊
、
奉
仕
の
生
活
の
根
本
な
る
自
己
統
制
力
の
訓
練
機
会
を
与
え
る
」
と
あ
り
ま
す?29）
近
江
兄
弟
社
教
育
研
究
所
の
目
的
は
、
文
化
の
発
展
や
創
造
に
寄
与
す
る
人
物
の
養
成
で
あ
っ
た
。
幼
児
教
育
専
攻
部
の
目
的
に
は
、「
世
に
奉
仕
せ
ん
と
す
る
希
望
を
持
た
し
め
奉
仕
に
必
要
な
る
心
身
及
頭
脳
の
力
を
与
え
る
」
と
あ
り?30）
幼
児
教
育
専
攻
部
で
は
、
実
生
活
に
即
し
た
人
間
教
育
の
場
の
提
供
と
し
て
、
清
友
園
幼
稚
園
を
幼
児
教
育
の
実
習
場
と
し
て
、
ま
た
近
江
兄
弟
社
の
園
芸
家
畜
部
と
洋
裁
部
を
労
作
教
育
の
実
習
場
と
し
て
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
さ
て
、
幼
稚
園
で
の
教
育
は
、
健
康
で
あ
る
こ
と
と
い
う
消
極
的
な
健
康
観
で
は
な
く
、
与
え
ら
れ
た
自
己
の
生
命
を
活
発
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
身
体
を
育
て
る
こ
と
が
保
育
の
目
標
の
一
つ
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
人
間
は
心
、
頭
、
体
の
三
方
面
を
持
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
よ
く
均
衡
の
と
れ
た
発
達
を
し
、
相
と
も
に
働
く
事
に
よ
っ
て
、
所
謂
、
全
人
の
成
長
を
見
る
こ
と
が
で
き
る?31）
こ
の
教
育
観
は
、
満
喜
子
自
身
の
体
が
弱
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
満
喜
子
が
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
ア
メ
リ
カ
の
友
人
た
ち
の
自
立
を
助
け
た
経
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一柳満喜子の生涯に関する一考察
験
が
そ
の
根
底
に
あ
る
と
と
も
に
、
近
江
兄
弟
社
社
員
の
西
川
仲
二
の
姉
た
ち
で
あ
る
昌
子
や
は
ま
子
と
の
出
会
い
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
。
西
川
昌
子
は
、
京
都
の
女
学
校
卒
業
後
に
受
け
た
先
天
性
股
関
節
脱
臼
の
手
術
後
の
悪
化
か
ら
足
が
不
自
由
と
な
り
、
そ
の
妹
の
西
川
は
ま
子
は
耳
が
不
自
由
で
あ
っ
た
。
こ
の
姉
妹
と
の
出
会
い
は
、
満
喜
子
が
三
十
七
歳
の
時
で
あ
る
。
よ
く
み
る
眼
、
よ
く
聞
く
耳
、
よ
く
工
夫
す
る
頭
、
よ
く
心
に
従
う
頭
、
よ
く
心
と
頭
に
従
う
手
足?32）
自
分
を
全
面
的
に
生
か
し
て
使
う
能
力
と
自
己
統
制
力
の
訓
練
を
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
に
従
う
人
々
を
育
て
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、「
既
成
の
玩
具
を
与
え
ず
、
子
ど
も
た
ち
自
身
の
工
夫
?創
造
を
促
す
材
料
を
与
え
る
こ
と
」「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
自
主
性
の
養
育
」「
生
理
生
活
?日
々
の
排
泄
習
慣
の
習
得
や
定
期
的
な
身
体
測
定
に
よ
り
人
間
構
造
を
知
る
こ
と
」
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
こ
で
、
清
友
園
以
外
の
近
江
兄
弟
社
の
教
育
事
業
に
つ
い
て
、
簡
単
に
み
て
お
き
た
い
。
現
在
の
中
学
校
、
高
等
学
校
の
前
身
と
し
て
近
江
勤
労
女
学
校
（
以
下
、
勤
労
女
学
校
）
が
設
立
さ
れ
、
一
九
三
三
年
四
月
四
日
に
、
新
入
生
十
六
名
を
迎
え
た
。
勤
労
女
学
校
設
立
の
主
唱
者
は
、
満
喜
子
で
は
な
く
メ
レ
ル
の
教
え
子
、
近
江
兄
弟
社
の
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
吉
田
悦
蔵
で
あ
り
、
最
初
の
校
長
に
就
任
し
た
。
吉
田
悦
蔵
は
、
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
製
造
工
場
（
現
在
の
株
式
会
社
近
江
兄
弟
社
）
で
働
い
て
い
る
女
性
の
た
め
に
、
学
課
と
労
作
を
お
こ
な
う
教
育
の
場
が
必
要
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
勤
労
女
学
校
は
、
労
作
教
育
を
重
ん
じ
た
ド
イ
ツ
の
教
育
者
ケ
ル
シ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
（G
eorg
 
K
ers-
chensteiner
）
の
労
作
学
校
に
倣
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
一
ク
ラ
ス
十
六
人
の
五
年
制
で
あ
っ
た
。
午
前
は
学
課
、
午
後
は
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
包
装
の
紙
折
の
労
作
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
労
作
で
は
、
一
九
三
六
年
か
ら
新
入
生
の
た
め
の
制
服
の
縫
製
、
一
九
四
〇
年
に
は
多
賀
農
園
で
の
蕎
麦
蒔
き
、
近
江
兄
弟
社
図
書
館
の
図
書
整
理
な
ど
も
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
四
一
年
六
月
か
ら
は
、
従
来
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
深
清
水
や
荒
川
で
の
一
ヶ
月
に
わ
た
る
農
繁
期
託
児
所
奉
仕
活
動
を
実
習
と
し
て
お
こ
な
う
な
ど
、
戦
時
中
で
あ
っ
て
も
教
育
が
続
け
ら
れ
た
。
勤
労
女
学
校
は
、
従
業
員
教
育
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
正
規
の
学
校
教
育
の
場
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
設
立
当
初
は
公
認
の
学
校
教
育
と
し
て
の
資
格
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
勤
労
女
学
校
は
、
工
場
の
従
業
員
教
育
と
間
違
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
一
九
三
五
年
一
月
二
十
六
日
に
近
江
兄
弟
社
女
学
校
（
以
下
、
女
学
校
）
と
改
称
さ
れ
た
。
一
九
三
八
年
三
月
十
九
日
に
第
一
回
の
卒
業
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
卒
業
生
は
十
一
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
四
月
に
は
西
元
町
に
寄
宿
舎
が
で
き
、
七
名
の
生
徒
が
入
舎
し
た
。
一
九
四
三
年
十
二
月
十
四
日
に
は
、
専
門
学
校
入
学
者
規
定
に
よ
る
高
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等
女
学
校
の
卒
業
と
同
等
の
資
格
を
も
ち
四
年
制
と
な
っ
た
。
一
九
四
五
年
三
月
十
一
日
に
は
、
看
護
婦
学
校
と
し
て
指
定
を
受
け
二
十
名
が
入
学
し
、
五
年
制
と
な
っ
た
。
一
九
四
七
年
に
女
学
校
は
新
制
へ
と
移
行
し
た
。
従
業
員
教
育
の
場
と
し
て
は
、
勤
労
女
学
校
と
同
じ
く
吉
田
悦
蔵
に
よ
り
、
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
製
造
工
場
の
包
装
部
で
働
く
約
五
十
名
の
女
子
従
業
員
へ
の
教
育
を
目
的
と
し
て
、
一
九
三
三
年
五
月
五
日
に
向
上
学
園
が
設
立
さ
れ
た
。
園
長
に
は
佐
藤
安
太
郎
が
就
任
し
た
。
女
子
従
業
員
た
ち
を
四
組
に
分
け
、
毎
日
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
各
一
時
間
の
学
課
を
学
ば
せ
、
土
曜
日
に
は
家
政
、
洋
裁
、
茶
の
湯
が
教
え
ら
れ
た
。
九
月
の
時
点
で
生
徒
総
数
は
五
十
五
名
で
あ
り
、
十
二
歳
か
ら
四
十
八
歳
の
者
が
在
籍
し
た
。
作
業
時
間
中
或
ハ
ソ
ノ
前
後
ヲ
問
ハ
ズ
、
各
自
ノ
日
々
直
面
ス
ル
生
活
ノ
体
験
ノ
総
テ
ヲ
通
ジ
テ
生
活
即
教
育
ヲ
標
榜?33）
一
九
四
二
年
の
『
向
上
学
園
一
覧
』
に
学
園
の
目
的
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
満
喜
子
に
よ
る
設
立
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
満
喜
子
の
、
将
来
女
性
に
参
政
権
が
与
え
ら
れ
た
と
き
、
正
し
く
判
断
で
き
る
準
備
と
し
て
の
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。
向
上
学
園
は
、
工
場
と
の
語
呂
合
わ
せ
に
よ
り
命
名
さ
れ
た
の
だ
が
、
一
九
三
四
年
に
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
女
子
従
業
員
教
育
と
改
称
し
、
一
九
三
七
年
に
ふ
た
た
び
向
上
学
園
、
戦
時
中
の
一
九
四
四
年
に
は
女
子
青
年
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
敗
戦
後
の
翌
年
、
一
九
四
六
年
五
月
に
満
喜
子
が
校
長
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
八
年
四
月
の
新
制
近
江
兄
弟
社
高
等
学
校
の
設
立
と
と
も
に
、
そ
の
定
時
制
部
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
四
年
の
株
式
会
社
近
江
兄
弟
社
の
倒
産
に
と
も
な
い
、
一
九
七
八
年
に
最
後
の
卒
業
生
七
名
を
も
っ
て
、
廃
止
さ
れ
た
。
な
お
、
株
式
会
社
近
江
兄
弟
社
の
倒
産
に
よ
り
、
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
製
造
販
売
の
代
理
権
が
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
社
に
返
上
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
代
理
権
は
ロ
ー
ト
製
薬
株
式
会
社
へ
と
移
っ
た
。
現
在
で
は
、
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
社
は
ロ
ー
ト
製
薬
株
式
会
社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
代
理
権
の
返
上
後
の
株
式
会
社
近
江
兄
弟
社
は
、
残
っ
た
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
製
造
設
備
を
利
用
し
、
主
原
料
や
効
能
は
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
と
は
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
タ
ー
ム
を
製
造
販
売
し
て
い
る
。
衛
生
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
大
林
地
区
へ
の
幼
稚
園
分
園
事
業
と
し
て
、「
大
林
子
供
の
家
」
が
一
九
三
五
年
四
月
に
大
林
公
衆
浴
場
の
階
上
で
、
保
健
衛
生
を
主
と
し
た
幼
児
を
対
象
と
す
る
生
活
訓
練
教
育
が
は
じ
ま
っ
た
。
一
九
三
六
年
の
四
月
に
は
、
活
動
の
場
を
大
林
か
ら
慈
恩
寺
町
に
移
し
、
一
九
三
九
年
か
ら
は
清
友
園
と
統
合
さ
れ
た
。
ま
た
隣
保
館
が
一
九
三
六
年
十
一
月
に
、
乳
幼
児
の
保
護
や
保
健
衛
生
の
強
化
を
主
と
し
た
幼
児
の
生
活
訓
練
と
母
親
へ
の
教
育
、
青
少
年
教
化
な
ど
を
目
的
に
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
責
任
者
は
、
満
喜
子
で
あ
っ
た
。
八
幡
英
語
学
校
が
メ
レ
ル
に
よ
り
一
九
〇
七
年
、
八
幡
基
督
教
青
年
会
館
内
に
設
立
さ
れ
た
。
五
年
制
で
英
語
、
一
年
制
で
珠
算
が
教
え
ら
れ
た
。
一
九
二
六
年
二
月
か
ら
は
、
八
日
市
（
現
在
の
東
近
江
市
）
に
あ
っ
た
八
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日
市
飛
行
艇
隊
の
将
校
向
け
の
英
語
教
授
を
担
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
九
四
二
年
三
月
に
株
式
会
社
近
江
兄
弟
社
に
引
き
継
が
れ
る
ま
で
続
い
た
。
一
九
三
三
年
に
、
悦
蔵
の
妻
で
あ
る
清
野
に
よ
り
近
江
家
政
塾
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
清
野
が
は
じ
め
た
料
理
講
習
会
が
前
身
で
あ
り
、
次
第
に
習
字
、
手
芸
、
刺
繡
、
編
物
、
造
花
、
人
形
作
り
な
ど
を
講
習
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
種
の
花
嫁
学
校
と
し
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
清
野
は
、
一
八
八
八
年
に
宮
城
県
で
生
ま
れ
、
仙
台
市
東
二
番
町
の
日
本
基
督
教
会
牧
師
丹
羽
金
十
郎
の
紹
介
で
東
京
芝
の
フ
レ
ン
ド
女
学
校
（
現
在
の
普
連
土
学
園
）
で
学
ん
で
い
る
。
フ
レ
ン
ド
女
学
校
は
、
一
八
八
七
年
に
内
村
鑑
三
と
新
渡
戸
稲
造
の
助
言
に
よ
り
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
フ
レ
ン
ド
派
に
属
す
る
婦
人
伝
道
会
の
人
々
に
よ
っ
て
女
子
教
育
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
校
名
の
「
普
連
土
」
は
、
津
田
梅
子
の
父
仙
に
よ
っ
て
「
普
く
世
界
の
土
地
に
連
な
る
」
よ
う
に
と
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
清
野
は
近
江
家
政
塾
の
ほ
か
に
も
、
一
九
二
三
年
四
月
十
一
日
に
米
原
紫
苑
会
館
に
開
設
さ
れ
た
付
属
の
紫
苑
幼
稚
園
の
初
代
園
長
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
の
幼
稚
園
は
、
満
喜
子
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
近
江
基
督
教
慈
善
教
化
財
団
に
よ
る
設
立
で
あ
る
。
近
江
基
督
教
慈
善
教
化
財
団
と
は
、
一
九
一
〇
年
六
月
に
メ
レ
ル
、
吉
田
悦
蔵
、
村
田
幸
一
郎
の
三
人
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
と
そ
の
伝
道
者
の
養
成
を
目
的
と
す
る
近
江
基
督
教
伝
道
団
を
前
身
に
、
一
九
一
八
年
三
月
八
日
に
設
立
認
可
さ
れ
た
財
団
法
人
で
あ
る
。
基
督
教
主
義
ヲ
以
テ
慈
善
救
済
ヲ
ナ
シ
且
ツ
各
人
ノ
霊
性
知
識
身
体
ノ
修
養
を
奨
励
シ
、
殊
ニ
衛
生
思
想
ヲ
普
及
ス
ル?34）
そ
の
設
立
目
的
を
み
る
と
、
教
会
を
中
心
と
す
る
伝
道
と
近
江
療
養
院
に
よ
る
医
療
が
中
心
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
近
江
基
督
教
伝
道
団
は
、
基
督
教
近
江
伝
道
団
と
も
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
も
よ
ば
れ
て
い
た
。
近
江
基
督
教
慈
善
教
化
財
団
が
設
立
し
た
付
属
幼
稚
園
は
米
原
だ
け
で
は
な
く
、
堅
田
基
督
教
会
館
、
今
津
基
督
教
会
館
に
も
あ
り
、
八
日
市
に
は
託
児
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
近
江
八
幡
に
は
図
書
館
が
な
か
っ
た
が
、
一
九
四
〇
年
十
二
月
十
一
日
に
近
江
兄
弟
社
図
書
館
が
教
会
建
物
を
利
用
し
て
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
吉
田
悦
蔵
の
、
広
く
書
物
を
集
め
る
の
で
は
な
く
特
定
の
作
家
の
全
書
を
集
め
る
文
庫
形
態
の
図
書
館
を
設
立
し
た
い
と
い
う
願
い
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当
初
は
、
馬
場
孤
蝶
の
遺
し
た
著
書
を
収
蔵
す
べ
く
交
渉
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
最
終
的
に
慶
應
義
塾
に
収
蔵
さ
れ
た
。
一
九
四
一
年
五
月
に
、
日
本
図
書
館
協
会
の
支
部
と
な
り
、
滋
賀
県
図
書
館
協
会
創
立
総
会
が
近
江
兄
弟
社
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
。
同
年
九
月
に
は
巡
回
図
書
館
事
業
を
開
始
し
、
戦
時
中
に
お
い
て
も
開
館
を
続
け
て
い
た
。
蔵
書
数
は
記
録
の
残
る
一
九
四
六
年
二
月
で
、
約
一
万
冊
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
一
九
六
六
年
に
は
四
万
冊
と
な
り
、
利
用
登
録
者
数
も
総
人
口
の
六
割
に
あ
た
る
二
千
六
百
人
を
超
え
て
い
た
。
近
江
兄
弟
社
図
書
館
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は
初
代
館
長
に
吉
田
悦
蔵
が
就
任
し
、
一
九
七
五
年
ま
で
私
立
と
し
て
運
営
さ
れ
続
け
た
。
だ
が
、
近
江
兄
弟
社
の
財
政
困
難
か
ら
近
江
八
幡
市
に
全
て
が
寄
贈
さ
れ
、
市
立
と
し
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
近
江
兄
弟
社
で
は
、
数
日
間
の
期
間
限
定
で
社
会
教
育
事
業
が
い
く
つ
か
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
九
二
九
年
に
は
湖
畔
国
民
高
等
学
校
が
開
か
れ
、
外
国
思
想
を
同
志
社
大
学
講
師
清
水
安
三
、
昆
虫
学
を
京
都
帝
国
大
学
教
授
湯
浅
八
郎
、
住
宅
問
題
を
メ
レ
ル
、
家
政
学
を
満
喜
子
が
担
当
す
る
な
ど
し
て
開
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
三
三
年
か
ら
同
じ
く
期
間
限
定
で
、
学
生
基
督
教
青
年
会
冬
期
学
校
が
メ
レ
ル
、
吉
田
悦
蔵
、
斎
藤
惣
一
、
ラ
ン
バ
ス
女
学
院
院
長
田
中
貞
ら
を
講
師
に
開
会
さ
れ
た
。
ま
た
、
近
江
農
村
青
年
学
校
が
賀
川
豊
彦
、
メ
レ
ル
、
満
喜
子
、
高
橋
虔
ら
を
中
心
に
三
月
三
日
か
ら
十
二
日
ま
で
開
会
さ
れ
た
。
第
一
回
か
ら
第
二
回
ま
で
の
近
江
農
村
青
年
学
校
は
男
性
の
み
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
第
三
回
か
ら
は
女
子
部
が
設
け
ら
れ
、
満
喜
子
が
そ
の
責
を
担
っ
た
。
湖
畔
国
民
高
等
学
校
と
近
江
農
村
青
年
学
校
は
近
江
八
幡
で
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
ほ
か
琵
琶
湖
湖
畔
の
、
野
田
、
能
登
川
、
八
日
市
、
信
楽
、
海
老
江
、
堅
田
、
今
津
な
ど
の
各
地
で
農
業
指
導
と
伝
道
を
か
ね
た
近
江
農
民
福
音
学
校
が
、
メ
レ
ル
、
吉
田
悦
蔵
、
賀
川
豊
彦
ら
を
講
師
と
し
て
一
九
三
一
年
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
堅
田
に
は
江
西
義
塾
が
、
夜
間
学
校
と
し
て
一
九
三
〇
年
七
月
七
日
に
開
設
さ
れ
、
二
年
制
で
英
語
、
数
学
、
国
語
が
教
え
ら
れ
た
。
一
九
三
六
年
に
は
二
十
名
の
在
籍
生
が
い
た
。
戦
後
は
、
一
九
四
七
年
四
月
に
新
学
制
に
基
づ
い
て
近
江
兄
弟
社
小
学
校
、
近
江
兄
弟
社
中
学
校
、
一
九
四
八
年
に
は
高
等
学
校
が
開
設
さ
れ
、
女
学
校
は
廃
止
し
た
。
満
喜
子
が
そ
れ
ぞ
れ
の
校
長
に
就
任
し
、
こ
れ
で
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
総
合
学
園
体
制
が
整
い
、
す
べ
て
に
満
喜
子
が
責
任
を
負
う
立
場
と
な
っ
た
。
教
育
に
軍
閥
の
干
渉
が
厳
し
く
な
っ
て
、
こ
の
幼
稚
園
も
二
回
陸
軍
中
将
の
訪
問
を
受
け
ま
し
た
。
群
集
心
理
を
か
り
た
て
そ
の
使
用
を
図
ろ
う
と
す
る
当
時
の
軍
部
の
思
想
か
ら
は
個
性
尊
重
の
教
育
は
道
は
ず
れ
で
あ
る
と
断
定
さ
れ?35）
一
時
は
順
調
に
発
展
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
教
育
の
実
践
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
の
激
化
と
と
も
に
、
軍
に
よ
る
教
育
へ
の
干
渉
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
満
喜
子
は
、
軍
部
の
思
想
か
ら
は
道
は
ず
れ
と
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
「
真
理
を
追
究
し
、
実
践
せ
よ
」
の
教
え
に
よ
る
精
神
的
健
康
を
育
て
る
こ
と
を
目
標
に
、
個
性
を
尊
重
し
、
愛
と
祈
り
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
お
こ
な
っ
て
い
た
た
め
、
ま
た
一
九
四
一
年
に
帰
化
す
る
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
メ
レ
ル
に
は
ス
パ
イ
の
容
疑
な
ど
が
か
け
ら
れ
、
メ
レ
ル
や
満
喜
子
は
何
度
も
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
救
っ
た
の
は
、
満
喜
子
の
兄
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
十
一
月
十
八
日
、
大
正
天
皇
の
子
で
あ
り
、
昭
和
天
皇
の
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弟
で
あ
っ
た
高
松
宮
宣
仁
親
王
が
公
式
に
近
江
兄
弟
社
と
一
柳
邸
を
訪
問
し
て
い
る
。
ま
た
前
年
の
一
九
四
一
年
十
二
月
十
八
日
に
は
、
宮
内
省
を
通
じ
て
近
江
兄
弟
社
に
御
下
賜
金
が
渡
さ
れ
て
い
る
。
満
喜
子
の
兄
で
あ
り
、
末
徳
に
か
わ
っ
て
一
柳
家
の
家
督
を
相
続
し
た
剛
が
大
正
天
皇
の
学
友
で
あ
っ
た
た
め
、
一
柳
家
は
皇
室
と
関
係
が
深
か
っ
た
。
満
喜
子
自
身
は
、
高
松
宮
宣
仁
親
王
と
は
直
接
面
識
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
満
喜
子
や
メ
レ
ル
は
軍
や
警
察
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
事
態
は
免
れ
た
。
今
回
新
学
園
の
誕
生
と
共
に
道
を
後
進
に
譲
り
、
今
後
と
も
指
導
員
の
養
成
に
協
力
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り?36）
し
か
し
な
が
ら
一
九
四
二
年
二
月
、
教
育
事
業
が
統
合
さ
れ
近
江
兄
弟
社
学
園
と
称
し
、
満
喜
子
は
近
江
兄
弟
社
で
の
教
育
事
業
の
責
任
を
解
か
れ
、
檜
山
嘉
蔵
が
担
っ
た
。
メ
レ
ル
は
、
一
九
四
一
年
一
月
二
十
四
日
に
日
本
に
帰
化
し
、
帰
化
と
と
も
に
一
柳
米
来
留
と
名
乗
っ
た
。
な
ぜ
、
メ
レ
ル
は
帰
化
し
た
の
か
。
近
江
兄
弟
社
の
発
展
と
と
も
に
、
永
住
の
意
思
が
固
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
満
喜
子
と
の
結
婚
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。一
九
一
九
年
六
月
三
日
の
結
婚
式
の
前
日
、
満
喜
子
は
ア
メ
リ
カ
総
領
事
館
で
婚
姻
の
法
的
手
続
き
を
済
ま
せ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
メ
レ
ル
の
妻
と
な
っ
た
満
喜
子
は
、
当
時
の
国
籍
法
に
よ
り
日
本
国
籍
を
離
れ
ア
メ
リ
カ
国
籍
を
獲
得
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
律
上
の
問
題
と
も
満
喜
子
が
東
洋
人
で
あ
る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
が
嫌
っ
た
た
め
と
も
い
わ
れ
る
が
、
メ
レ
ル
と
と
も
に
日
本
に
在
住
し
続
け
る
か
ぎ
り
、
ア
メ
リ
カ
国
籍
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
満
喜
子
は
、
無
国
籍
の
状
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
満
喜
子
に
生
じ
た
戸
籍
上
の
問
題
が
、
メ
レ
ル
の
帰
化
を
決
心
し
た
理
由
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
満
喜
子
の
国
籍
に
関
す
る
や
り
取
り
は
、
法
務
省
や
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
に
は
保
管
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
四
二
年
か
ら
戦
争
が
終
結
す
る
ま
で
の
あ
い
だ
、
近
江
兄
弟
社
よ
り
生
活
費
の
送
金
は
あ
っ
た
も
の
の
、
満
喜
子
は
メ
レ
ル
や
彼
の
父
母
と
と
も
に
、
避
暑
地
の
軽
井
沢
か
ら
近
江
八
幡
へ
戻
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
九
四
二
年
五
月
号
の
『
湖
畔
の
声
』
に
、
満
喜
子
が
後
進
に
道
を
譲
っ
た
と
あ
る
が
、
事
実
上
の
軟
禁
で
あ
る
。
清
友
園
も
、
一
九
四
五
年
三
月
二
十
六
日
に
一
般
保
育
が
停
止
、
四
月
か
ら
戦
時
保
育
所
と
な
り
幼
児
部
と
乳
児
部
に
な
っ
た
。
軽
井
沢
に
幽
閉
さ
れ
て
い
る
あ
い
だ
メ
レ
ル
は
、
京
都
帝
国
大
学
講
師
、
同
志
社
大
学
講
師
、
東
京
帝
国
大
学
講
師
と
な
る
な
ど
、
戦
争
中
の
四
年
間
は
大
学
講
師
と
な
っ
て
過
ご
し
た
。
満
喜
子
は
東
京
か
ら
の
疎
開
者
が
軽
井
沢
に
増
え
る
に
連
れ
、
近
江
兄
弟
社
の
軽
井
沢
オ
フ
ィ
ス
を
開
放
し
、
小
学
一
年
生
か
ら
高
等
女
学
校
四
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生
ま
で
を
対
象
と
す
る
独
学
自
営
の
学
校
を
開
設
し
、
子
ど
も
た
ち
に
教
育
の
機
会
を
提
供
し
た
。
こ
れ
は
の
ち
に
、
啓
明
学
園
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
啓
明
学
園
は
、
三
井
高
維
が
私
邸
を
開
放
し
て
、
帰
国
子
女
教
育
の
た
め
に
創
立
し
た
学
校
で
あ
る
。
啓
明
学
園
に
移
管
さ
れ
た
背
景
に
は
、
啓
明
学
園
の
子
ど
も
た
ち
が
東
京
か
ら
軽
井
沢
に
疎
開
し
た
こ
と
が
あ
る
。
啓
明
学
園
理
事
長
平
野
吉
三
に
こ
の
件
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
七
年
五
月
に
電
話
で
取
材
を
お
こ
な
っ
た
。
終
戦
後
に
何
度
か
拝
島
の
啓
明
学
園
を
満
喜
子
が
訪
問
し
た
記
録
は
、
啓
明
学
園
に
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
移
管
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
啓
明
学
園
に
は
移
管
そ
の
も
の
の
記
録
は
な
い
の
で
す
。
お
そ
ら
く
は
、
満
喜
子
が
教
育
を
お
こ
な
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
集
団
疎
開
し
て
き
た
啓
明
学
園
に
合
流
し
た
の
が
、
移
管
の
真
相
だ
と
思
わ
れ
る
。
移
管
さ
れ
た
の
ち
に
は
、
満
喜
子
は
高
等
女
学
校
の
生
徒
を
相
手
に
、
そ
の
実
習
の
場
と
し
て
生
後
一
年
八
ヶ
月
か
ら
四
歳
未
満
を
対
象
と
す
る
託
児
所
を
開
設
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
軽
井
沢
基
督
合
同
教
会
付
属
幼
稚
園
と
し
て
一
九
一
六
年
に
設
立
さ
れ
た
軽
井
沢
幼
稚
園
の
園
長
と
し
て
、
教
育
に
携
わ
っ
た
。
軽
井
沢
幼
稚
園
は
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
宣
教
師
ダ
ニ
エ
ル
・
ノ
ル
マ
ン
（D
aniel N
orm
an
）
に
よ
り
軽
井
沢
の
繁
忙
期
に
地
元
商
店
街
や
避
暑
客
の
家
庭
の
幼
児
を
対
象
に
夏
だ
け
開
設
さ
れ
、
一
九
二
七
年
に
は
通
年
制
に
移
行
し
て
い
る
。
満
喜
子
が
軽
井
沢
幼
稚
園
に
携
わ
っ
た
背
景
に
は
、
軽
井
沢
幼
稚
園
の
園
舎
が
メ
レ
ル
に
よ
る
設
計
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
ダ
ニ
エ
ル
・
ノ
ル
マ
ン
と
の
交
流
が
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
一
九
四
〇
年
以
降
の
軽
井
沢
幼
稚
園
の
卒
園
児
童
名
簿
は
現
存
す
る
も
の
の
、
園
長
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
満
喜
子
と
軽
井
沢
幼
稚
園
の
関
係
を
示
す
史
料
と
し
て
、
写
真
が
現
存
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ダ
ニ
エ
ル
・
ノ
ル
マ
ン
は
一
九
四
〇
年
十
二
月
二
十
日
、
カ
ナ
ダ
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
受
け
て
、
満
喜
子
は
ダ
ニ
エ
ル
・
ノ
ル
マ
ン
に
代
わ
り
園
長
を
務
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
近
江
兄
弟
社
で
の
教
育
の
責
任
を
解
か
れ
た
戦
時
中
で
あ
っ
て
も
、
満
喜
子
は
軽
井
沢
で
教
育
事
業
を
や
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
戦
争
終
結
の
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
を
、
満
喜
子
は
軽
井
沢
で
迎
え
1965年頃の満喜子：『教育のこころみ』
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た
。
し
か
し
、
メ
レ
ル
が
病
床
に
あ
っ
た
た
め
、
す
ぐ
に
近
江
八
幡
に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
江
八
幡
に
戻
る
の
は
、
三
ヶ
月
後
の
十
一
月
十
七
日
で
あ
る
。
そ
の
あ
い
だ
、
満
喜
子
は
軽
井
沢
で
教
育
事
業
を
続
け
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
五
年
九
月
三
日
に
は
、
同
じ
く
軽
井
沢
に
疎
開
し
て
い
た
大
正
天
皇
の
后
で
あ
っ
た
貞
明
皇
后
が
、
満
喜
子
の
も
と
を
大
量
の
菓
子
や
布
地
を
携
え
て
訪
問
し
て
い
る
。
貞
明
皇
后
は
、
一
九
二
四
年
十
二
月
に
同
志
社
女
学
校
を
訪
問
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
に
参
加
し
賛
美
歌
を
歌
う
な
ど
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
自
由
教
育
に
関
心
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
病
床
の
メ
レ
ル
の
も
と
へ
は
、
終
戦
か
ら
一
ヶ
月
も
た
た
な
い
九
月
六
日
に
近
衛
文
麿
よ
り
の
使
者
で
あ
る
外
務
省
の
井
川
忠
雄
が
訪
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
メ
レ
ル
は
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（D
ouglas
 
M
acA
rthur
）
と
の
秘
密
交
渉
の
任
に
あ
た
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
日
本
政
府
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（G
eneral H
eadquarters
）
の
仲
介
役
で
あ
る
。
メ
レ
ル
は
、
九
月
十
日
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
（Sam
uel B
artlett Jr.
）
を
仲
介
と
し
て
、
横
浜
の
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
近
衛
文
麿
の
伝
言
を
伝
え
、
九
月
十
二
日
に
は
天
皇
の
人
間
宣
言
の
草
案
起
草
に
関
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
の
父
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
（Sam
uel B
artlett
）
は
、
戦
前
に
同
志
社
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
お
り
、
メ
レ
ル
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
こ
の
井
川
忠
雄
訪
問
に
は
じ
ま
る
一
連
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
に
つ
い
て
、
メ
レ
ル
は
「
メ
レ
ル
・
ノ
ー
ト
」
と
も
い
う
べ
き
メ
モ
を
残
し
て
お
り
、
財
団
法
人
近
江
兄
弟
社
に
現
存
し
て
い
る
。
よ
う
や
く
近
江
八
幡
に
戻
っ
た
満
喜
子
は
、
十
二
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
近
江
兄
弟
社
の
全
体
会
議
に
お
い
て
、
ふ
た
た
び
教
育
事
業
の
全
責
任
を
担
う
立
場
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
、
新
教
育
の
方
針
を
浪
川
か
つ
、
高
橋
輝
尾
ら
と
と
も
に
決
め
た
。
教
師
が
教
え
る
の
で
は
な
く
、
引
き
出
す
と
い
う
意
味
で
、
生
徒
各
自
の
自
発
的
、
自
主
的
な
勉
強
を
促
す
方
法?37）
こ
れ
は
、
た
ん
な
る
教
育
方
針
だ
け
で
は
な
く
、
教
師
の
立
場
も
表
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
教
師
が
子
ど
も
の
う
え
に
位
置
す
る
絶
対
的
な
支
配
者
と
し
て
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
奉
仕
す
る
者
と
し
て
の
存
在
の
表
明
で
あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
自
身
の
自
主
・
自
活
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
近
江
兄
弟
社
で
の
教
育
事
業
の
再
出
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
さ
な
か
、
満
喜
子
は
い
く
つ
か
の
要
請
を
受
け
て
い
る
。
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（Suprem
e C
om
m
ander for the A
llied P
ow
ers
）
か
ら
は
、
日
本
の
新
し
い
学
校
教
科
書
を
つ
く
る
委
員
へ
の
就
任
要
請
が
あ
り
、
滋
賀
県
か
ら
は
国
会
議
員
と
な
る
た
め
に
立
候
補
の
要
請
を
受
け
て
い
た
。
だ
が
満
喜
子
は
、
ど
ち
ら
も
断
っ
て
い
る
。
満
喜
子
は
自
分
の
仕
事
を
、
何
か
の
要
職
に
つ
く
こ
と
に
よ
り
教
育
を
指
図
す
る
の
で
は
な
く
、
近
江
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弟
社
で
の
実
践
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
政
界
に
、
実
業
界
に
、
宗
教
界
に
、
そ
の
ほ
か
全
て
の
方
面
を
通
じ
て
、
そ
の
現
実
を
静
か
に
分
析
し
て
み
る
と
、
人
間
共
通
の
弱
点
が
、
し
み
じ
み
と
見
い
だ
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
補
い
た
い
と
思
う
心
か
ら
生
ま
れ
た
人
間
教
育
の
理
想
が
、
幼
稚
園
教
育
の
目
的
で
あ
り
ま
す?38）
う
ら
や
み
、
闘
争
、
誘
惑
。
そ
れ
ら
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
、
自
己
を
統
制
し
て
い
く
力
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
つ
子
時
代
は
、
模
倣
の
時
代
で
、
環
境
か
ら
潜
在
精
神
に
受
け
る
印
象
が
、
そ
の
教
育
と
な
り
、
こ
の
印
象
は
、
子
ど
も
の
一
生
を
通
じ
、
消
え
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
善
で
あ
る
な
ら
ば
、
成
功
、
幸
福
の
原
動
力
と
な
り
、
こ
れ
が
悪
け
れ
ば
、
不
成
功
、
不
幸
の
種
に
な
り
ま
す?39）
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
（John L
ocke
）
は
、
人
間
の
精
神
は
は
じ
め
白
紙
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
こ
に
様
々
な
観
念
を
構
成
す
る
の
が
教
育
で
あ
る
と
す
る
白
紙
説
を
唱
え
た
が
、
満
喜
子
も
そ
の
立
場
に
あ
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
一
日
も
早
く
、
正
し
い
教
育
を
受
け
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
、
満
喜
子
は
、「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
と
い
う
言
葉
に
よ
り
幼
児
教
育
を
重
視
し
た
。
幼
稚
園
で
は
、
自
省
と
自
制
の
力
お
よ
び
心
身
の
自
発
動
作
を
う
な
が
す
環
境
を
造
り
、
こ
れ
を
指
導
せ
ん
と
試
み
る?40）
ど
ん
な
子
ど
も
で
も
家
庭
で
は
我
が
先
立
ち
、
あ
や
ま
っ
た
周
囲
の
大
人
の
手
本
や
躾
で
無
邪
気
な
自
己
中
心
が
わ
が
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
で
き
る
か
ぎ
り
集
団
環
境
を
与
え
、
人
の
た
め
社
会
の
た
め
に
自
己
を
統
制
す
る
よ
う
に
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
の
環
境
が
幼
稚
園
な
の
で
あ
る
。
す
く
す
く
と
幼
児
期
を
脱
し
て
、
少
年
期
に
進
ま
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
少
年
期
も
、
つ
か
の
ま
、
や
が
て
青
春
期
へ
と
成
人
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
幼
年
期
は
少
年
期
を
は
ぐ
く
み
、
少
年
期
は
青
春
期
を
生
む
の
で
あ
り
ま
す?41）
満
喜
子
に
よ
っ
て
幼
児
か
ら
青
年
に
い
た
る
ま
で
の
近
江
兄
弟
社
学
園
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
。
た
だ
、
満
喜
子
は
近
江
兄
弟
社
で
の
教
育
事
業
に
大
学
に
い
た
る
ま
で
の
発
展
を
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
日
に
お
い
て
も
未
だ
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
大
学
設
立
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
、
メ
レ
ル
に
よ
る
反
対
が
あ
っ
た
た
め
と
い
う
説
が
あ
る
。
な
ぜ
設
立
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
二
〇
〇
七
年
六
月
に
満
喜
子
が
名
付
け
親
と
な
り
、
満
喜
子
に
学
び
と
も
に
働
い
た
経
験
の
あ
る
近
江
兄
弟
社
学
園
史
編
纂
委
員
会
委
員
の
辻
友
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子
に
、
こ
の
件
に
つ
い
て
取
材
を
し
た
。
メ
レ
ル
先
生
が
反
対
し
た
な
ん
て
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
が
つ
く
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
財
政
的
な
問
題
か
ら
で
し
ょ
う
大
学
設
立
を
可
能
と
す
る
財
政
的
基
盤
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
九
一
〇
年
十
二
月
、
メ
レ
ル
、
吉
田
悦
蔵
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
海
外
宣
教
学
生
奉
仕
団
出
身
の
レ
ス
タ
ー
・
チ
ェ
ー
ピ
ン
（L
ester
 
G
rover
 
C
hapin
）
は
、
共
同
出
資
で
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
を
設
立
し
た
。
主
な
業
務
は
、
建
築
設
計
監
理
で
あ
る
。
メ
レ
ル
の
設
計
事
務
所
は
、
一
九
〇
八
年
一
〇
月
に
京
都
基
督
教
青
年
会
館
が
新
築
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
な
か
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
を
開
設
し
て
い
た
が
、
法
的
と
い
う
意
味
で
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
が
最
初
の
組
織
に
な
る
。
一
九
二
〇
年
十
二
月
十
五
日
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
を
解
散
し
、
新
た
に
近
江
セ
ー
ル
ズ
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
会
社
で
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
建
材
や
ピ
ア
ノ
な
ど
の
輸
入
、
そ
し
て
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
製
造
と
販
売
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
利
益
の
大
部
分
を
近
江
基
督
教
慈
善
教
化
財
団
に
贈
与
す
る?42）
定
款
第
二
条
で
明
確
に
、
利
益
が
近
江
基
督
教
慈
善
教
化
財
団
に
贈
与
さ
れ
る
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
財
団
に
対
し
て
、
一
九
二
九
年
を
例
に
寄
付
状
況
を
み
る
と
、
利
益
が
約
六
百
九
十
三
万
八
千
円
な
の
に
対
し
、
財
団
寄
付
は
約
六
百
四
十
三
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
近
江
セ
ー
ル
ズ
株
式
会
社
が
近
江
兄
弟
社
全
体
の
資
金
源
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
メ
レ
ル
の
設
計
事
務
所
で
あ
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
の
解
散
と
と
も
に
一
時
独
立
し
、
ふ
た
た
び
一
九
三
七
年
に
近
江
セ
ー
ル
ズ
株
式
会
社
の
一
事
業
部
門
と
な
り
、
一
九
四
二
年
に
一
柳
建
築
事
務
所
に
改
称
、
一
九
六
一
年
に
一
粒
社
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
設
計
事
務
所
と
し
て
独
立
す
る
。
ま
た
、
近
江
セ
ー
ル
ズ
株
式
会
社
は
一
九
四
三
年
の
企
業
整
備
令
に
よ
り
日
本
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
株
式
会
社
、
一
九
四
六
年
に
株
式
会
社
近
江
兄
弟
社
と
社
名
変
更
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
寄
付
行
為
が
な
ぜ
可
能
だ
っ
た
の
か
、
非
常
に
興
味
深
い
。
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
発
行
株
式
の
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
メ
レ
ル
ら
が
所
有
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
企
業
経
営
に
お
け
る
運
営
資
金
の
面
か
ら
み
た
場
合
、
満
喜
子
の
兄
恵
三
の
養
父
で
あ
る
廣
岡
信
五
郎
が
一
八
八
八
年
に
大
阪
土
佐
堀
に
合
資
会
社
と
し
て
設
立
し
た
加
島
銀
行
が
、
近
江
セ
ー
ル
ズ
株
式
会
社
の
取
引
銀
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
自
己
資
本
を
上
回
る
経
営
資
金
が
加
島
銀
行
か
ら
融
資
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
メ
レ
ル
の
建
築
設
計
も
、
大
同
生
命
ビ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
建
築
事
業
が
廣
岡
財
閥
を
中
心
と
す
る
依
頼
に
よ
り
成
功
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
江
兄
弟
社
の
事
業
は
、
直
接
間
接
を
問
わ
ず
満
喜
子
の
兄
恵
三
の
支
え
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
九
三
九
年
十
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
湖
畔
の
声
』
に
所
収
の
「
昭
和
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一
三
年
度
近
江
基
督
教
慈
善
教
化
財
団
事
業
並
び
に
決
算
報
告
」
を
み
る
と
、
今
津
、
米
原
、
堅
田
、
水
口
、
野
田
、
木
之
本
、
鳥
居
本
、
能
登
川
、
愛
知
川
、
安
土
、
高
宮
の
基
督
教
会
館
、
信
楽
、
深
清
水
、
仁
保
の
伝
道
所
の
維
持
管
理
や
そ
こ
で
の
宗
教
教
育
、
託
児
、
学
術
文
化
講
演
会
の
開
催
、
近
江
兄
弟
社
女
学
校
、
近
江
家
政
塾
、
清
友
園
幼
稚
園
、
清
友
園
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
八
幡
英
語
学
校
、
近
江
療
養
院
を
は
じ
め
と
す
る
各
事
業
を
行
っ
て
い
た
近
江
基
督
教
慈
善
教
化
財
団
の
収
入
の
三
分
の
一
以
上
が
寄
付
金
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
四
一
年
五
月
号
の
『
湖
畔
の
声
』
に
記
さ
れ
て
い
る
当
該
年
度
の
財
団
事
業
予
算
は
、
清
友
園
、
女
学
校
、
近
江
兄
弟
社
教
育
研
究
所
な
ど
の
教
育
事
業
に
約
三
万
五
千
円
、
米
原
、
水
口
、
堅
田
、
今
津
の
教
会
館
と
そ
の
付
属
幼
稚
園
、
図
書
館
な
ど
の
社
会
事
業
に
約
三
万
円
、
近
江
療
養
院
の
医
療
事
業
に
約
十
二
万
円
、
財
団
の
諸
経
費
に
三
万
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
株
式
会
社
か
ら
の
寄
付
金
が
収
入
の
五
割
に
お
よ
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
加
島
銀
行
の
廃
業
や
支
援
者
の
減
少
な
ど
と
関
連
し
経
営
が
悪
化
す
る
。
近
江
基
督
教
慈
善
教
化
財
団
の
所
有
し
て
い
た
教
会
館
な
ど
の
不
動
産
も
、
一
九
四
〇
年
四
月
一
日
の
宗
教
団
体
法
に
よ
る
伝
道
活
動
の
近
江
八
幡
組
合
基
督
教
会
へ
の
委
譲
、
ま
た
滋
賀
県
か
ら
の
要
請
で
一
九
四
二
年
に
米
原
基
督
教
会
館
を
米
原
町
に
寄
付
す
る
な
ど
、
近
江
兄
弟
社
の
動
産
不
動
産
資
産
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
な
お
、
メ
レ
ル
や
満
喜
子
の
晩
年
か
ら
企
業
業
績
が
悪
化
し
、
一
九
七
四
年
に
株
式
会
社
近
江
兄
弟
社
は
負
債
額
三
十
七
億
三
千
四
百
万
円
を
も
っ
て
倒
産
し
た
が
、
こ
の
処
理
に
は
近
江
兄
弟
社
が
経
営
し
て
い
た
安
土
な
ど
に
あ
っ
た
農
場
な
ど
の
不
動
産
の
大
半
が
あ
て
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
初
期
近
江
兄
弟
社
が
所
有
し
て
い
た
不
動
産
、
建
築
設
計
や
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
が
生
み
出
し
て
い
た
資
金
は
次
第
に
減
少
し
、
大
学
設
立
の
た
め
の
敷
地
や
財
政
的
基
盤
が
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
近
江
兄
弟
社
の
教
育
事
業
で
あ
る
近
江
兄
弟
社
学
園
の
設
立
を
満
喜
子
か
ら
メ
レ
ル
に
よ
る
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
。近
江
兄
弟
社
の
事
業
は
大
き
く
分
け
て
、
株
式
会
社
な
ど
の
産
業
部
門
、
幼
稚
園
な
ど
の
教
育
事
業
部
門
、
伝
道
や
病
院
な
ど
の
社
会
事
業
部
門
に
大
別
さ
れ
る
。
社
会
事
業
部
門
の
う
ち
伝
道
に
関
す
る
事
業
が
近
江
八
幡
組
合
基
督
教
会
へ
委
譲
さ
れ
、
メ
レ
ル
が
来
日
し
て
開
い
た
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
が
発
展
し
、
滋
賀
県
商
業
学
校
基
督
教
青
年
会
、
そ
し
て
八
幡
基
督
教
青
年
会
と
し
て
活
動
を
続
け
た
近
江
八
幡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
一
九
四
七
年
九
月
七
日
に
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
に
加
入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
近
江
兄
弟
社
か
ら
独
立
し
た
。
そ
し
て
、
教
育
事
業
、
社
会
事
業
部
門
の
経
済
的
基
盤
と
な
っ
て
い
た
産
業
部
門
の
倒
産
で
あ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
社
会
事
業
部
門
の
各
法
人
は
、
法
人
と
し
て
別
組
織
で
あ
る
と
い
う
形
式
的
な
独
立
だ
け
で
は
な
く
、
独
自
の
財
政
基
盤
、
経
営
方
針
に
よ
る
実
質
的
な
独
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
近
江
兄
弟
社
は
解
体
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
株
式
会
社
近
江
兄
弟
社
の
経
営
再
建
な
ど
に
よ
り
、
一
九
八
〇
年
以
降
、
ふ
た
た
び
財
団
法
人
近
江
兄
弟
社
を
中
心
と
し
て
近
江
兄
弟
社
の
再
建
と
各
法
人
の
統
合
が
す
す
め
ら
れ
た
。
そ
の
と
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き
、
近
江
兄
弟
社
全
体
の
象
徴
が
メ
レ
ル
で
あ
っ
た
。
近
江
兄
弟
社
グ
ル
ー
プ
事
業
体
の
名
称
変
更
の
流
れ
に
伴
い
、
学
園
に
お
い
て
も
、
法
人
名
に
は
「
近
江
兄
弟
社
」
を
、
校
名
に
は
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
」
の
名
を
冠
し
た
い?43）
教
育
事
業
の
み
が
満
喜
子
に
よ
る
設
立
で
は
、「
近
江
兄
弟
社
グ
ル
ー
プ
」
の
形
成
に
お
い
て
問
題
が
あ
っ
た
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
結
婚
し
た
一
柳
満
喜
子
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
精
神
に
共
感
し
、
そ
の
信
仰
に
基
づ
く
教
育
事
業
に
着
手
し
た?44）
そ
の
た
め
、
満
喜
子
に
よ
る
創
立
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
精
神
と
い
う
名
目
で
の
メ
レ
ル
に
よ
る
創
立
と
い
う
か
た
ち
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
Ⅶ
満
喜
子
の
人
柄
満
喜
子
と
と
も
に
近
江
兄
弟
社
で
働
い
て
い
た
浦
谷
道
三
は
、
満
喜
子
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
信
仰
の
人
、
意
志
の
人
、
教
育
の
鬼
、
英
会
話
の
達
人?45）
教
育
の
た
め
に
自
ら
に
鞭
打
ち
、
ま
た
悩
み
や
過
ち
を
告
白
し
て
く
る
者
と
と
も
に
涙
を
流
す
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
気
の
つ
き
過
ぎ
る
人
、
ま
ね
ご
と
の
嫌
い
な
人
、
遠
く
の
山
や
空
を
眺
め
る
人
の
好
き
な
人
、
賛
美
歌
を
歌
う
こ
と
の
好
き
な
人
、
の
り
巻
き
、
お
か
き
、
甘
い
も
の
の
好
き
な
人?46）
さ
ら
に
浦
谷
道
三
に
よ
れ
ば
、
は
っ
き
り
物
を
言
う
こ
と
、
創
意
工
夫
を
す
る
こ
と
、
な
ん
で
も
能
力
い
っ
ぱ
い
に
す
る
こ
と
、
き
ち
ん
と
し
た
服
装
、
よ
い
音
楽
を
き
く
こ
と
、
積
極
的
に
物
を
考
え
る
こ
と
、
言
う
だ
け
で
な
く
実
行
す
る
こ
と
、
人
の
話
を
熱
心
に
き
く
こ
と
、
禁
酒
、
禁
煙
、
間
違
い
を
す
ぐ
あ
や
ま
る
こ
と
、
礼
拝
を
ま
も
る
こ
と
、
自
主
独
立
の
精
神
、
正
直
で
あ
か
ら
さ
ま
な
こ
と
、
い
つ
も
整
理
整
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
子
ど
も
と
遊
ぶ
こ
と
、
教
育
に
つ
い
て
話
す
こ
と
、
何
事
も
徹
底
し
て
や
る
こ
と
を
好
み
、
相
手
の
目
を
み
て
話
さ
な
い
こ
と
、
言
う
だ
け
で
実
行
し
な
い
こ
と
、
は
っ
き
り
物
を
言
わ
な
い
こ
と
、
時
間
を
守
ら
な
い
こ
と
、
後
始
末
を
し
な
い
こ
と
、
隠
し
事
を
す
る
こ
と
、
飲
酒
、
喫
煙
、
不
潔
な
身
な
り
、
う
わ
さ
を
信
ず
る
こ
と
、
無
作
法
な
こ
と
、
姿
勢
の
悪
い
こ
と
、
物
を
大
切
に
し
な
い
こ
と
、
食
事
の
マ
ナ
ー
の
悪
い
こ
と
、
話
を
静
か
に
き
か
な
い
こ
と
、
日
曜
日
に
買
物
を
す
る
こ
と
、
け
じ
め
の
な
い
男
女
交
際
、
返
事
の
不
明
瞭
な
こ
と
を
嫌
っ
た
と
い
う
。
浦
谷
道
三
自
身
は
、「
部
屋
の
な
か
で
洗
濯
物
を
干
す
の
は
恰
好
が
悪
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か
ら
や
め
な
さ
い
」
と
し
か
ら
れ
た
と
回
想
し
て
い
る
。
満
喜
子
の
金
銭
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
話
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
結
婚
に
際
し
、
メ
レ
ル
と
満
喜
子
に
こ
ん
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。
前
年
の
末
日
、
す
べ
て
の
支
払
い
を
し
た
後
、
金
は
、
い
く
ら
あ
っ
た
と
思
う
、
三
十
人
の
青
年
を
養
う
の
だ?47）
こ
の
メ
レ
ル
の
質
問
に
対
し
て
、
満
喜
子
が
百
円
か
二
百
円
か
三
百
円
か
と
だ
ん
だ
ん
と
値
段
を
上
げ
て
回
答
し
て
い
っ
た
も
の
の
、
そ
の
答
え
は
二
円
六
十
七
銭
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
メ
レ
ル
が
固
有
財
産
を
も
た
ず
、
財
産
の
た
め
の
貯
蓄
を
し
な
い
と
い
う
生
活
方
針
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
、
満
喜
子
に
伝
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
満
喜
子
は
借
金
だ
け
は
決
し
て
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
、
万
が
一
に
備
え
て
銀
行
に
密
か
に
預
金
し
て
い
た
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
メ
レ
ル
に
は
、
汽
車
の
食
堂
で
食
事
を
し
た
後
に
、
お
金
が
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
滞
在
が
延
び
て
宿
泊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
宿
泊
費
が
な
か
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
帰
り
の
汽
車
賃
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
飲
酒
喫
煙
は
満
喜
子
が
嫌
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
近
江
兄
弟
社
の
入
社
式
で
は
禁
酒
禁
煙
を
宣
誓
さ
せ
、
ま
た
滋
賀
県
内
の
各
地
で
禁
酒
禁
煙
講
演
会
を
開
催
す
る
ほ
ど
に
、
メ
レ
ル
も
嫌
っ
た
。
満
喜
子
と
メ
レ
ル
が
、
一
九
四
七
年
六
月
十
日
に
京
都
御
所
に
て
昭
和
天
皇
に
謁
見
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
近
江
兄
弟
社
で
の
教
育
実
践
な
ど
に
つ
い
て
語
り
、
帰
路
に
就
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
漆
塗
り
の
箱
に
入
っ
た
煙
草
を
土
産
と
し
て
も
ら
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
満
喜
子
は
中
身
を
み
て
す
か
さ
ず
、
感
謝
の
言
葉
と
同
時
に
「
煙
草
は
時
間
も
お
金
も
浪
費
す
る
だ
け
で
あ
り
、
我
が
家
で
は
吸
わ
な
い
」
と
受
け
取
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
に
は
、
さ
す
が
の
メ
レ
ル
も
驚
い
た
と
い
う
が
、
満
喜
子
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
的
な
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
一
例
で
あ
ろ
う
。
明
る
い
ゆ
る
や
か
な
階
段
が
あ
っ
て
、
あ
る
日
、
私
は
急
い
で
走
っ
て
二
段
ず
つ
と
び
上
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
す
る
と
そ
の
と
き
に
丁
度
、
満
喜
子
先
生
が
上
が
っ
て
こ
ら
れ
て
、
私
の
走
っ
て
い
る
の
を
み
て
、
す
ぐ
に
注
意
さ
れ
ま
し
た
。「
一
段
ず
つ
お
上
が
り
な
さ
い
」
私
は
ハ
イ
と
返
事
を
し
ま
し
た
が
、
満
喜
子
先
生
は
、
じ
っ
と
そ
こ
に
立
っ
て
お
ら
れ
、
私
が
上
り
直
す
の
を
待
っ
て
み
て
お
ら
れ
た?48）
満
喜
子
に
つ
い
て
、
近
江
兄
弟
社
の
関
係
者
や
近
江
八
幡
の
人
々
に
取
材
を
お
こ
な
う
と
、
満
喜
子
は
礼
儀
に
う
る
さ
か
っ
た
と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
。
満
喜
子
の
厳
し
さ
は
老
若
男
女
を
問
わ
な
か
っ
た
。
満
喜
子
の
近
隣
に
住
む
前
川
夫
人
が
、
満
喜
子
に
す
れ
違
い
の
挨
拶
を
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
満
喜
子
は
、
挨
拶
を
返
す
前
に
前
川
夫
人
を
呼
び
止
め
、「
挨
拶
は
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
立
ち
止
ま
っ
て
す
る
も
の
で
す
よ
」
と
諭
し
た
と
い
う
。
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こ
の
厳
し
さ
は
、
満
喜
子
の
子
爵
令
嬢
と
し
て
の
立
場
と
重
な
り
、
時
に
近
江
八
幡
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
権
威
的
に
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
近
江
八
幡
に
来
た
頃
の
近
江
八
幡
の
人
々
と
の
あ
い
だ
の
壁
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
満
喜
子
に
学
び
、
と
も
に
働
い
て
い
た
山
脇
芳
美
に
、
二
〇
〇
六
年
九
月
に
取
材
し
た
と
こ
ろ
、
掃
除
に
つ
い
て
の
話
が
き
け
た
。
子
ど
も
た
ち
が
園
舎
や
校
舎
の
掃
除
を
す
る
と
き
、
叩
き
に
よ
る
掃
除
は
ほ
こ
り
が
舞
い
散
る
た
め
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
満
喜
子
先
生
の
目
を
盗
み
、
畑
木
を
使
っ
た
と
き
に
は
決
ま
っ
て
、
足
音
を
立
て
ず
に
近
づ
き
、
白
い
ハ
ン
カ
チ
で
窓
枠
を
ぬ
ぐ
っ
て
、「
山
脇
さ
ん
、
ま
だ
ほ
こ
り
が
あ
る
わ
よ
」
と
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
諭
す
と
き
、
間
違
い
を
訂
正
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
す
る
の
か
理
由
を
し
っ
か
り
説
明
し
た
。
靴
を
脱
ぐ
と
き
も
た
だ
揃
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
と
で
履
き
易
い
よ
う
に
と
少
し
隙
間
を
空
け
て
並
べ
る
こ
と
な
ど
も
、
子
ど
も
た
ち
を
見
つ
け
て
は
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
厳
し
い
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
も
、
箸
の
も
ち
方
が
正
し
く
で
き
な
い
子
ど
も
に
は
、
強
制
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
相
応
に
で
き
れ
ば
よ
い
と
話
し
た
と
い
う
。
校
舎
の
端
の
女
子
寮
に
住
み
、
朝
は
暗
い
う
ち
に
起
き
て
全
館
の
窓
開
け
、
玄
関
や
廊
下
・
ト
イ
レ
な
ど
の
掃
除
を
し
ま
す
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
窓
を
閉
め
、
冬
は
ス
ト
ー
ブ
も
つ
け
て
回
り
ま
す
。
生
徒
さ
ん
た
ち
が
登
校
し
た
と
き
に
気
持
ち
よ
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
で
し
た?49）
戦
後
、
家
庭
科
の
教
師
と
し
て
満
喜
子
の
そ
ば
に
い
た
丸
山
直
子
は
当
時
を
回
想
し
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
、
わ
が
子
の
よ
う
に
愛
情
を
注
い
で
い
た
満
喜
子
の
姿
を
語
っ
て
い
る
。
さ
て
、
満
喜
子
に
対
し
て
生
家
の
一
柳
家
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
柳
末
徳
の
孫
で
あ
る
一
柳
末
幸
の
長
女
、
一
柳
由
美
子
に
対
し
て
書
面
で
二
〇
〇
六
年
九
月
に
取
材
を
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
回
答
を
も
ら
っ
た
。
な
に
ぶ
ん
小
中
学
生
の
こ
ろ
で
す
の
で
大
人
の
会
話
に
入
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
話
の
断
片
を
覚
え
て
い
る
程
度
で
す
。
い
つ
も
す
き
焼
き
を
食
べ
に
案
内
し
て
く
れ
た
こ
と
、
ら
れ
た
こ
と
、
日
曜
日
の
夕
食
が
い
つ
も
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
だ
っ
た
こ
と
、
幼
稚
園
や
学
校
、
サ
ナ
ト
リ
ア
ム
な
ど
を
車
で
案
内
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
両
親
の
話
や
、
自
分
の
父
親
母
親
、
ま
た
は
腹
違
い
の
姉
妹
の
こ
と
、
な
ど
耳
に
は
さ
み
ま
し
た
が
234
す
き
焼
き
は
、
満
喜
子
に
と
っ
て
客
を
も
て
な
す
料
理
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
高
松
宮
宣
仁
親
王
が
一
柳
家
を
訪
れ
た
と
き
も
、
満
喜
子
は
す
き
焼
き
を
振
る
舞
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
高
松
宮
は
、
す
き
焼
き
を
つ
く
っ
て
い
る
の
が
、
ま
さ
か
華
族
出
身
の
満
喜
子
だ
と
は
思
わ
ず
、
家
中
に
満
喜
子
を
捜
し
て
ま
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
満
喜
子
の
料
理
に
つ
い
て
は
、
山
脇
芳
美
も
次
の
よ
う
な
話
を
し
て
く
れ
た
。満
喜
子
先
生
の
家
に
週
末
う
か
が
う
と
、
決
ま
っ
て
コ
ッ
ペ
パ
ン
と
ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー
で
し
た
ど
う
や
ら
満
喜
子
の
つ
く
る
料
理
は
大
人
数
を
も
て
な
す
こ
と
が
可
能
な
、
シ
チ
ュ
ー
の
類
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
満
喜
子
の
料
理
が
、
ベ
ー
コ
ン
の
も
と
キ
ャ
ン
プ
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
頃
に
培
っ
た
も
の
だ
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
て
、
不
仲
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
満
喜
子
と
末
徳
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
一
柳
由
美
子
は
語
っ
て
く
れ
た
。
結
婚
後
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
当
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
行
き
来
は
あ
り
ま
し
た
。
私
も
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
近
江
八
幡
の
お
ば
の
家
に
は
時
々
遊
び
に
い
き
ま
し
た
し
、
又
お
ば
が
我
家
に
泊
ま
り
に
来
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
末
徳
と
の
確
執
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
柳
家
と
の
交
流
は
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
末
徳
と
満
喜
子
と
の
あ
い
だ
の
確
執
は
、
末
徳
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
も
解
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
Ⅷ
最
後
ま
で
教
育
者
満
喜
子
は
、
亡
く
な
る
二
日
前
ま
で
教
壇
に
た
ち
、
夫
メ
レ
ル
と
同
じ
部
屋
で
な
く
な
っ
た
。
そ
の
瞬
間
ま
で
、
満
喜
子
は
教
育
者
で
あ
っ
た
。
教
育
へ
の
熱
意
は
近
江
兄
弟
社
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
だ
け
に
注
が
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
満
喜
子
に
と
っ
て
教
育
と
は
、
民
主
主
義
に
対
応
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
満
喜
子
は
一
九
二
五
年
六
月
十
五
日
に
、
ハ
ワ
イ
で
開
催
さ
れ
る
第
一
回
太
平
洋
会
議
に
日
本
代
表
と
し
て
参
加
す
る
た
め
渡
米
し
た
。
十
五
日
は
ち
ょ
う
ど
、
十
日
間
続
い
た
兄
恵
三
の
大
同
生
命
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
新
築
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披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
の
最
終
日
で
あ
っ
た
。
太
平
洋
会
議
と
は
、
世
界
学
生
キ
リ
ス
ト
教
連
盟
の
総
主
事
で
あ
り
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
ジ
ョ
ン
・
モ
ッ
ト
（John R
aleigh M
ott
）
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
太
平
洋
沿
岸
各
国
及
び
同
地
域
に
利
害
を
も
つ
国
々
の
知
的
交
流
・
理
解
促
進
を
目
指
し
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
会
議
で
あ
る
。
一
九
二
五
年
の
第
一
回
会
議
か
ら
一
九
五
八
年
の
第
十
三
回
会
議
に
い
た
る
ま
で
ほ
ぼ
隔
年
で
開
催
さ
れ
た
。
第
一
回
会
議
に
は
、
日
本
か
ら
は
斎
藤
惣
一
や
沢
柳
政
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る
十
九
人
が
参
加
し
て
い
る
。
メ
レ
ル
と
ジ
ョ
ン
・
モ
ッ
ト
は
、
以
前
か
ら
お
互
い
を
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
メ
レ
ル
が
コ
ロ
ラ
ド
大
学
在
学
中
の
一
九
〇
二
年
一
月
に
参
加
し
た
学
生
義
勇
団
の
大
会
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
メ
レ
ル
は
こ
の
大
会
で
講
演
し
た
ジ
ョ
ン
・
モ
ッ
ト
に
感
銘
を
受
け
、
外
国
伝
道
を
志
し
た
。
ジ
ョ
ン
・
モ
ッ
ト
は
メ
レ
ル
だ
け
で
は
な
く
一
九
一
三
年
の
悦
蔵
の
訪
米
以
来
、
彼
と
も
親
交
を
深
め
、
一
九
三
七
年
三
月
七
日
に
は
近
江
兄
弟
社
を
訪
問
し
て
い
る
。
メ
レ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
会
議
で
の
満
喜
子
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
『O
utlook
』
に
掲
載
さ
れ
る
ほ
ど
、
公
正
で
国
際
的
な
意
見
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
満
喜
子
の
ス
ピ
ー
チ
は
太
平
洋
会
議
に
は
公
式
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
正
式
な
日
本
代
表
出
席
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ワ
イ
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
関
係
公
式
資
料
に
も
満
喜
子
の
名
前
を
み
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
太
平
洋
会
議
に
詳
し
い
早
稲
田
大
学
大
学
院
山
岡
道
男
教
授
に
、
こ
の
件
に
つ
い
て
二
〇
〇
七
年
三
月
に
電
話
で
取
材
し
た
。
満
喜
子
の
ス
ピ
ー
チ
は
会
議
内
の
も
の
で
は
な
く
、
滞
在
中
に
行
わ
れ
た
ハ
ワ
イ
市
民
に
向
け
た
ス
ピ
ー
チ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
か
し
、
満
喜
子
自
身
が
正
式
な
参
加
者
と
し
て
太
平
洋
会
議
へ
参
加
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
生
涯
に
わ
た
り
文
章
を
あ
ま
り
残
し
て
い
な
い
満
喜
子
の
性
格
か
ら
考
え
る
と
、
た
ん
に
ス
ピ
ー
チ
原
稿
が
残
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
メ
レ
ル
と
ジ
ョ
ン
・
モ
ッ
ト
と
の
親
交
を
考
え
る
と
、
ジ
ョ
ン
・
モ
ッ
ト
は
メ
レ
ル
を
参
加
さ
せ
た
か
っ
た
も
の
の
、
メ
レ
ル
が
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
り
日
本
側
か
ら
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
名
目
上
は
満
喜
子
を
正
式
な
参
加
者
と
し
、
メ
レ
ル
を
付
添
い
人
の
形
に
し
て
参
加
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
が
、
メ
レ
ル
に
つ
い
て
も
公
式
記
録
に
は
一
切
発
言
記
録
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
真
相
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
雑
誌
『O
utlook
』
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
の
特
定
と
所
在
に
つ
い
て
現
在
調
査
中
で
あ
り
、
太
平
洋
会
議
で
の
満
喜
子
の
ス
ピ
ー
チ
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
詳
細
に
報
告
し
た
い
。
さ
て
、
こ
の
太
平
洋
会
議
の
参
加
に
合
わ
せ
て
、
満
喜
子
は
ア
メ
リ
カ
本
土
に
渡
り
、
近
江
兄
弟
社
の
支
援
者
た
ち
を
訪
問
し
、
さ
ら
に
は
イ
ギ
リ
ス
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
蓄
音
機
会
社
の
イ
ギ
リ
ス
支
配
人
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
シ
ー
ル
ズ
（Jam
es
 
A
llen
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 Shields
）
が
近
江
兄
弟
社
の
代
表
を
務
め
る
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
近
江
兄
弟
社
の
支
援
者
た
ち
が
多
く
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
ロ
ン
ド
ン
、
リ
バ
プ
ー
ル
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
な
ど
を
訪
問
し
た
と
さ
れ
る
が
、
特
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
は
近
江
兄
弟
社
の
支
援
者
の
一
人
と
し
て
綿
花
取
引
所
の
仲
買
人
が
い
た
縁
も
あ
り
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
綿
花
取
引
所
を
訪
問
し
て
い
る
。
そ
し
て
満
喜
子
は
、
特
別
会
員
と
し
て
扱
わ
れ
、
歴
史
上
初
め
て
立
会
場
に
立
っ
た
女
性
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
英
国
放
送
協
会
（
Ｂ
Ｂ
Ｃ
）
を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
満
喜
子
は
メ
レ
ル
と
と
も
に
、
何
度
も
欧
米
へ
で
か
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
に
近
江
兄
弟
社
の
支
援
者
が
い
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
だ
が
、
主
に
寄
付
を
募
る
こ
と
が
旅
の
目
的
で
あ
っ
た
。寄
付
者
に
対
し
て
メ
レ
ル
は
、
事
業
報
告
書
と
し
て
の
英
文
広
報
誌
『T
he M
ustard Seed
』
を
不
定
期
で
は
あ
る
が
送
付
し
て
い
る
。
ま
た
満
喜
子
は
一
九
二
七
年
の
教
育
視
察
以
降
も
、
ダ
ル
ト
ン
案
の
実
験
学
校
や
フ
ラ
ン
シ
ス
・
パ
ー
カ
ー
の
学
校
な
ど
を
視
察
す
る
た
め
に
渡
米
し
て
い
る
。
ダ
ル
ト
ン
案
の
実
験
学
校
と
は
、D
alton School
の
こ
と
で
あ
り
、
ヘ
レ
ン
・
パ
ー
カ
ー
ス
ト
（H
elen P
arkhurst
）
が
考
案
し
た
学
校
の
社
会
化
と
学
習
の
個
性
化
を
ね
ら
い
自
由
と
協
力
に
基
づ
く
指
導
を
お
こ
な
う
シ
カ
ゴ
に
あ
る
学
校
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・
パ
ー
カ
ー
の
学
校
と
は
、P
arker School
の
こ
と
で
あ
り
、
ヨ
ハ
ン
・
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
（Johann H
einrich P
estalozzi
）、
ヨ
ハ
ン
・
ヘ
ル
バ
ル
ト
（Johann F
riedrich H
erbart
）
ら
の
思
想
を
学
び
、
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
で
す
ら
多
く
の
点
で
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
わ
し
め
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
パ
ー
カ
ー
（F
rancis W
ayland P
arker
）
の
後
継
者
に
よ
り
、
一
九
〇
一
年
に
シ
カ
ゴ
大
学
の
付
属
小
学
校
と
し
て
、
直
観
教
育
、
単
元
学
習
、
合
科
教
授
等
を
実
践
す
る
児
童
中
心
主
義
教
育
に
基
づ
く
実
験
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
満
喜
子
の
海
外
渡
航
歴
に
つ
い
て
法
務
省
入
国
管
理
局
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
一
九
七
三
年
四
月
以
前
の
日
本
国
民
の
渡
航
記
録
を
入
国
管
理
局
で
は
保
存
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
外
務
省
外
交
資
料
館
に
は
、
一
九
〇
九
年
の
初
渡
米
に
際
し
て
六
月
七
日
付
の
、
ま
た
一
九
一
八
年
四
月
に
再
渡
米
す
る
に
際
し
て
三
月
九
日
付
の
、
満
喜
子
の
旅
券
取
得
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
の
記
録
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
メ
レ
ル
と
の
結
婚
に
よ
る
国
籍
の
移
動
と
関
係
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
正
確
な
満
喜
子
の
海
外
渡
航
歴
を
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
さ
て
、
戦
後
は
近
江
兄
弟
社
で
の
教
育
事
業
に
専
念
し
て
い
た
満
喜
子
で
あ
る
が
、
一
九
四
六
年
よ
り
二
年
の
あ
い
だ
滋
賀
県
教
育
委
員
、
一
九
四
七
年
に
は
滋
賀
県
青
少
年
防
犯
協
会
女
子
部
長
、
一
九
五
二
年
よ
り
二
年
の
あ
い
だ
近
江
八
幡
市
教
育
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
近
江
兄
弟
社
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
公
立
学
校
な
ど
に
対
し
て
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。一
九
四
七
年
五
月
に
は
自
主
行
為
試
煉
会
を
開
催
し
、
滋
賀
県
下
の
中
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学
校
長
や
教
員
を
集
め
、
近
江
兄
弟
社
に
お
け
る
教
育
活
動
を
利
用
し
て
、
授
業
研
究
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
七
月
に
は
滋
賀
県
か
ら
の
要
請
で
、
高
等
学
校
の
教
員
を
目
指
す
中
学
校
教
員
の
夏
期
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。こ
の
ほ
か
、
一
九
六
六
年
九
月
二
十
一
日
に
幼
稚
園
教
育
九
十
年
記
念
滋
賀
大
会
で
「
幼
稚
園
事
業
に
携
わ
っ
て
四
十
四
年
の
思
い
出
」
と
題
し
講
演
す
る
な
ど
、
様
々
な
場
で
幼
児
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
る
。
毎
日
を
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
た
生
活
と
し
て
過
ご
し
て
い
た
も
の
の
、
純
潔
の
生
活
を
貫
い
た
満
喜
子
に
は
、
自
身
の
子
ど
も
が
な
か
っ
た
。
血
を
分
け
た
赤
ん
坊
を
も
つ
光
栄
を
も
た
な
か
っ
た
妻
は
、
老
い
た
る
姑
の
お
む
つ
の
お
か
げ
で
、
お
む
つ
の
世
話
が
で
き
る
の
を
よ
ろ
こ
び
、
一
日
の
仕
事
を
終
え
た
後
の
、
真
夜
中
の
洗
濯
を
た
の
し
み
ま
し
た?50）
自
分
の
子
ど
も
を
も
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
、
孫
を
抱
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
義
父
ジ
ョ
ン
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
（John V
ories
）
に
対
し
て
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
た
と
い
う
。
満
喜
子
に
は
九
十
人
の
子
ど
も
が
い
る
。
も
し
、
満
喜
子
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
れ
ば
彼
ら
へ
の
時
間
が
減
っ
て
し
ま
う
。
私
は
満
喜
子
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
と
暮
ら
せ
て
幸
せ
だ
っ
た?51）
ジ
ョ
ン
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
幼
稚
園
を
は
じ
め
と
す
る
近
江
兄
弟
社
学
園
に
通
う
子
ど
も
た
ち
全
て
が
、
満
喜
子
の
子
だ
と
語
っ
た
と
い
う
。
満
喜
子
は
メ
レ
ル
の
生
前
、
一
時
心
停
止
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
幸
い
、
心
臓
は
ふ
た
た
び
鼓
動
し
、
生
き
返
っ
た
満
喜
子
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
満
喜
子
の
看
病
を
し
た
の
は
、
東
京
の
聖
路
加
国
際
病
院
で
看
護
師
を
し
て
い
た
満
喜
子
の
「
子
ど
も
」
の
一
人
で
あ
っ
た
。
満
喜
子
の
生
涯
は
、
多
く
の
近
江
兄
弟
社
社
員
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
一
九
六
九
年
九
月
七
日
、
日
曜
日
の
午
前
一
時
に
八
十
五
歳
で
終
わ
っ
た
。
満
喜
子
は
、
長
年
の
教
育
上
の
功
労
か
ら
、
一
九
五
九
年
と
一
九
六
六
年
に
文
部
大
臣
表
彰
、
一
九
六
三
年
に
藍
綬
褒
章
、
一
九
六
五
年
に
勲
四
等
瑞
宝
章
、
一
九
六
九
年
に
従
五
位
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
Ⅸ
お
わ
り
に
メ
レ
ル
や
近
江
兄
弟
社
の
事
業
に
は
子
爵
令
嬢
と
し
て
の
満
喜
子
の
人
脈
が
、
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
た
。
建
築
家
メ
レ
ル
へ
の
設
計
依
頼
、
ま
た
近
江
兄
弟
社
の
事
業
へ
の
経
済
的
支
援
は
、
満
喜
子
の
兄
恵
三
の
養
子
先
で
あ
る
廣
岡
家
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
時
中
と
い
う
局
面
に
お
い
て
は
、
皇
室
と
の
関
わ
り
が
近
江
兄
弟
社
の
事
業
活
動
の
破
綻
を
回
避
さ
せ
る
こ
と
の
裏
打
ち
と
な
っ
て
い
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。
近
江
兄
弟
社
へ
の
御
下
賜
金
、
高
松
宮
宣
仁
親
王
の
公
式
訪
問
、
貞
明
皇
后
の
訪
問
、
昭
和
天
皇
と
の
謁
見
な
ど
、
こ
れ
ら
は
満
喜
子
の
兄
剛
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
戦
後
に
お
い
て
も
近
江
兄
弟
社
と
皇
室
と
の
関
係
は
続
く
。
一
九
四
七
年
七
月
、
皇
太
子
（
現
在
の
天
皇
）
の
家
庭
教
師
で
あ
っ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
（E
lizabeth G
rey V
ining
）
が
軽
井
沢
の
別
荘
で
皇
太
子
と
そ
の
弟
正
仁
親
王
を
招
い
て
夕
食
会
を
開
催
し
た
と
き
、
満
喜
子
と
メ
レ
ル
も
同
席
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
五
九
年
に
は
結
核
予
防
会
総
裁
で
あ
っ
た
秩
父
宮
が
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
、
一
九
六
一
年
に
近
江
兄
弟
社
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
に
は
三
笠
宮
が
会
員
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
今
上
天
皇
と
皇
后
の
出
会
い
の
場
と
し
て
知
ら
れ
る
「
軽
井
沢
会
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
」
は
メ
レ
ル
の
一
九
三
〇
年
の
作
品
で
あ
る
。
満
喜
子
自
身
は
近
江
兄
弟
社
学
園
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
教
育
事
業
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
理
想
は
、
私
が
考
え
つ
い
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
上
よ
り
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
こ
の
仕
事
は
私
が
し
て
き
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
導
き
に
よ
っ
て
育
っ
て
き
た
の
で
す?52）
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
満
喜
子
に
ふ
さ
わ
し
く
、
神
に
よ
り
与
え
導
か
れ
る
ま
ま
に
教
育
事
業
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
永
年
悩
み
多
い
青
年
男
女
の
友
と
し
て
、
又
多
く
の
問
題
を
も
た
れ
る
親
の
相
談
相
手
と
し
て
、
こ
れ
の
根
本
的
な
解
決
へ
の
祈
り
に
み
ち
び
か
れ
て
、
御
自
分
の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
幼
児
教
育
の
場
、
若
い
女
性
の
育
み
の
本
能
の
科
学
化
の
実
験
場
と
し
て
幼
稚
園
を
始
め
ら
れ
た?53）
満
喜
子
を
教
育
事
業
へ
と
導
い
た
き
っ
か
け
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
深
い
関
心
と
愛
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
満
喜
子
の
幼
児
期
の
生
活
は
父
、
母
、
妾
、
妾
の
子
に
囲
ま
れ
る
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
。
大
名
か
ら
子
爵
と
な
っ
た
一
柳
家
で
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
妾
と
の
生
活
は
、
し
か
し
、
民
主
主
義
が
花
開
こ
う
と
し
て
い
た
時
代
に
生
ま
れ
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
満
喜
子
に
と
っ
て
は
、
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
も
、
妾
に
対
し
て
も
疎
む
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
教
育
し
、
そ
の
子
ど
も
ら
に
も
平
等
に
接
し
た
母
の
キ
リ
ス
ト
教
的
態
度
は
、
満
喜
子
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
満
喜
子
自
身
の
孤
独
な
子
ど
も
時
代
、
廣
岡
家
で
の
姪
の
世
話
や
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
の
体
の
不
自
由
な
友
人
た
ち
へ
の
支
援
な
ど
を
通
じ
て
の
子
ど
も
の
、
い
や
人
間
の
成
長
の
可
能
性
へ
の
理
解
が
、
満
喜
子
を
教
育
者
と
し
て
、
導
い
た
の
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
満
喜
子
の
生
涯
を
概
観
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
そ
れ
は
、
満
喜
子
の
教
育
方
針
・
活
動
と
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
は
な
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く
、
日
本
教
育
史
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
け
る
満
喜
子
や
近
江
兄
弟
社
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
に
も
な
り
得
た
こ
と
だ
ろ
う
。
付
記
満
喜
子
に
関
す
る
文
字
史
料
が
少
な
い
た
め
、
取
材
対
象
者
と
満
喜
子
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
取
材
内
容
の
資
料
的
価
値
を
検
討
す
る
た
め
、
名
を
記
し
た
。
謝
辞
本
研
究
は
、
一
柳
由
美
子
氏
を
は
じ
め
、
山
脇
芳
美
氏
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
山
岡
道
男
氏
、
軽
井
沢
幼
稚
園
事
務
長
出
口
哲
徳
氏
、
啓
明
学
園
理
事
長
平
野
吉
三
氏
、
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
資
料
室
真
鍋
泉
氏
、
近
江
兄
弟
社
学
園
辻
友
子
氏
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
法
務
省
大
臣
官
房
秘
書
課
情
報
公
開
係
、
大
津
地
方
法
務
局
戸
籍
課
、
外
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
情
報
公
開
室
、
外
務
省
外
交
史
料
館
米
内
宏
幸
氏
、
ア
メ
リ
カ
総
領
事
館
関
西
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
、
霞
会
館
華
族
資
料
係
、
近
江
八
幡
市
市
史
編
纂
室
、
近
江
八
幡
市
立
図
書
館
の
協
力
を
え
た
。
ま
た
、
執
筆
に
あ
た
り
高
橋
虔
氏
の
ご
子
息
で
あ
る
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
高
橋
悠
氏
か
ら
は
有
益
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
。
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九
七
二
年
、
一
三
九
頁
。
?10
）
中
村
か
つ
（
編
）『
教
育
随
想
‥
初
版
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
五
九
年
、
六
五
頁
。
?11
）
中
村
か
つ
（
編
）『
教
育
随
想
‥
初
版
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
五
九
年
、
六
四
頁
。
?12
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
一
三
九
頁
。
?13
）
中
村
か
つ
（
編
）『
教
育
随
想
‥
初
版
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
五
九
年
、
六
六
頁
。
?14
）
一
柳
米
来
留
『
失
敗
者
の
自
叙
伝
‥
再
版
』、
近
江
兄
弟
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
七
六
頁
。
?15
）
中
村
か
つ
（
編
）『
教
育
随
想
‥
初
版
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
五
九
年
、
六
七
頁
。
?16
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
四
四
頁
。
?17
）
中
村
か
つ
（
編
）『
教
育
随
想
‥
初
版
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
注?１
）
一
柳
米
来
留
『
失
敗
者
の
自
叙
伝
‥
再
版
』、
近
江
兄
弟
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
七
七
頁
。
?２
）
吉
田
悦
蔵
『
近
江
の
兄
弟
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
等
』、
警
醒
社
書
店
、
一
九
二
三
年
、
一
七
一
頁
。
?３
）
池
田
健
夫
『
近
江
兄
弟
社
学
園
同
窓
会
会
報
神
の
国
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
二
〇
〇
六
年
、
一
頁
。
?４
）
賀
川
豊
彦
「
跋
」
吉
田
悦
蔵
『
近
江
の
兄
弟
』、
警
醒
社
書
店
、
一
九
二
三
年
、
一
一
頁
。
?５
）
賀
川
豊
彦
「
跋
」
吉
田
悦
蔵
『
近
江
の
兄
弟
』、
警
醒
社
書
店
、
一
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五
九
年
、
六
八
頁
。
?18
）
久
野
明
子
『
鹿
鳴
館
の
貴
婦
人
大
山
捨
松－
日
本
初
の
女
子
留
学
生
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
年
、
二
八
二
｜
二
八
三
頁
。
?19
）
一
柳
米
来
留
『
失
敗
者
の
自
叙
伝
‥
再
版
』、
近
江
兄
弟
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
七
五
頁
。
?20
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
一
三
三
頁
。
?21
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
二
九
頁
。
?22
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
二
七
頁
。
?23
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
二
四
頁
。
?24
）
中
村
か
つ
（
編
）『
教
育
随
想
‥
初
版
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
五
九
年
、
七
〇
頁
。
?25
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
一
〇
四
頁
。
?26
）
中
村
か
つ
（
編
）『
教
育
随
想
‥
初
版
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
五
九
年
、
七
二
頁
。
?27
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
一
一
六
頁
。
?28
）
一
柳
満
喜
子
『
湖
畔
の
声
‥
二
四
二
』、
湖
声
社
、
一
九
三
三
年
、
二
六
｜
二
七
頁
。
?29
）
中
村
か
つ
（
編
）『
教
育
随
想
‥
初
版
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
五
九
年
、
七
九
頁
。
?30
）
中
村
か
つ
（
編
）『
教
育
随
想
‥
初
版
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
五
九
年
、
七
九
頁
。
?31
）
中
村
か
つ
（
編
）『
教
育
随
想
‥
初
版
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
五
九
年
、
七
四
頁
。
?32
）
一
柳
満
喜
子
『
湖
畔
の
声
』、
近
江
兄
弟
社
、
一
九
六
五
年
、
一
一
頁
。
?33
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
二
〇
三
頁
。
?34
）
奥
村
直
彦
『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
評
伝
』、
港
の
人
、
二
〇
〇
五
年
、
一
二
九
頁
。
?35
）
中
村
か
つ
（
編
）『
教
育
随
想
‥
初
版
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
五
九
年
、
一
八
頁
。
?36
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
二
〇
一
頁
。
?37
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
四
四
頁
。
?38
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
一
二
七
頁
。
?39
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
一
三
一
頁
。
?40
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
一
〇
八
頁
。
?41
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
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弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
一
〇
九
頁
。
?42
）
奥
村
直
彦
『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
評
伝
』、
港
の
人
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
一
頁
。
?43
）
近
江
兄
弟
社
、「
近
江
兄
弟
社
学
園
二
一
世
紀
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
第
三
次
案
）」『
一
粒
の
麦
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
二
〇
〇
七
年
、
七
頁
。
?44
）
近
江
兄
弟
社
、「
近
江
兄
弟
社
学
園
二
一
世
紀
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
第
三
次
案
）」『
一
粒
の
麦
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
二
〇
〇
七
年
、
六
頁
。
?45
）
浦
谷
道
三
『
忘
れ
ら
れ
な
い
教
育
者
一
柳
満
喜
子
先
生
』、
未
公
刊
、
一
九
八
〇
年
、
二
頁
。
?46
）
浦
谷
道
三
『
忘
れ
ら
れ
な
い
教
育
者
一
柳
満
喜
子
先
生
』、
未
公
刊
、
一
九
八
〇
年
、
二
｜
三
頁
。
?47
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
七
七
頁
。
?48
）
近
江
兄
弟
社
学
園
新
制
三
期
会
『
忘
れ
ら
れ
な
い
教
育
者
一
柳
満
喜
子
先
生
の
思
い
出
「
満
喜
子
先
生
あ
り
が
と
う
」』、
白
峰
社
、
二
〇
〇
六
年
、
六
〇
頁
。
?49
）
近
江
兄
弟
社
学
園
新
制
三
期
会
『
忘
れ
ら
れ
な
い
教
育
者
一
柳
満
喜
子
先
生
の
思
い
出
「
満
喜
子
先
生
あ
り
が
と
う
」』、
白
峰
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
五
頁
。
?50
）
学
園
五
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
『
教
育
の
こ
こ
ろ
み
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
七
二
年
、
五
九
頁
。
?51
）F
letcher,G
.N
.
T
he B
ridge of L
ove,
E
.P
.D
utton
&
C
o.,
IN
C
、
一
九
六
七
年
、
一
二
一
頁
。
?52
）
中
村
か
つ
（
編
）『
教
育
随
想
‥
初
版
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
五
九
年
、
八
一
頁
。
?53
）
中
村
か
つ
（
編
）『
教
育
随
想
‥
初
版
』、
近
江
兄
弟
社
学
園
、
一
九
五
九
年
、
七
九
頁
。
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資
料
一
柳
満
喜
子
関
連
年
譜
年
代
事
項
一
八
八
四
年
三
月
一
七
日
‥
一
柳
末
徳
・
栄
子
の
長
女
と
し
て
東
京
芝
愛
宕
下
?東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
）に
誕
生
。
一
八
八
九
年
ミ
ッ
シ
ョ
ン
幼
稚
園
に
入
園
。
一
八
九
一
年
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
入
学
。
一
八
九
五
年
附
属
小
学
校
卒
業
。
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
女
学
校
に
入
学
。
一
九
〇
一
年
附
属
女
学
校
卒
業
。
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
女
学
校
補
習
科
で
和
裁
を
学
ぶ
。
一
九
〇
三
年
兄
恵
三
を
頼
っ
て
廣
岡
家
に
家
庭
教
師
と
し
て
奉
公
に
で
る
。
一
九
〇
五
年
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
来
日
。
一
九
〇
六
年
神
戸
女
学
院
音
楽
部
ピ
ア
ノ
科
に
入
学
。
一
九
〇
七
年
八
幡
英
語
学
校
の
開
設
。
一
九
〇
八
年
神
戸
女
学
院
音
楽
部
ピ
ア
ノ
科
を
卒
業
。
日
本
女
子
大
学
校
で
助
手
と
な
る
。
一
九
〇
九
年
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ク
レ
メ
ン
ト
夫
人
を
頼
り
に
渡
米
。
当
初
、
留
学
先
は
ハ
ワ
イ
で
あ
っ
た
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
変
更
。
一
九
一
〇
年
六
月
‥「
近
江
基
督
教
慈
善
教
化
財
団
」
設
立
。
一
二
月
‥
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
設
立
。
一
二
月
四
日
‥
ブ
リ
ン
モ
ア
の
長
老
派
プ
レ
ス
バ
イ
テ
リ
ア
ン
教
会
で
洗
礼
を
受
け
る
。
一
九
一
七
年
一
〇
月
‥「
厳
父
老
衰
帰
国
さ
れ
た
し
」
と
の
報
に
接
し
、
帰
国
。
兄
恵
三
邸
の
建
築
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
ウ
イ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
出
会
う
。
一
九
一
八
年
四
月
‥
ベ
ー
コ
ン
よ
り
手
紙
を
受
け
、
渡
米
。
ベ
ー
コ
ン
の
死
後
の
整
理
を
お
こ
な
い
、
半
年
後
に
帰
国
。
一
九
一
九
年
一
柳
末
徳
家
よ
り
分
家
し
、
平
民
戸
主
と
な
る
。
六
月
三
日
‥
メ
レ
ル
と
明
治
学
院
の
チ
ャ
ペ
ル
で
結
婚
。
一
九
二
〇
年
三
月
‥「
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
開
設
。
四
月
‥
兄
恵
三
・
メ
レ
ル
ら
と
と
も
に
、
建
築
調
査
の
た
め
渡
米
。
一
九
二
一
年
池
田
町
五
丁
目
に
空
き
家
を
購
入
。「
清
友
園
」
と
名
付
け
保
育
事
業
を
開
始
。
一
九
二
二
年
九
月
一
四
日
‥
滋
賀
県
の
認
可
幼
稚
園
と
し
て
「
清
友
園
幼
稚
園
」
開
園
?認
可
は
八
月
二
三
日
）、
園
長
就
任
。
一
九
二
三
年
四
月
十
一
日
‥
紫
苑
幼
稚
園
開
設
?園
長
に
吉
田
清
野
）。
九
月
一
日
‥
関
東
大
震
災
を
軽
井
沢
で
経
験
。
軽
井
沢
に
い
た
子
ど
も
た
ち
を
相
手
に
、
ア
メ
リ
カ
宣
教
師
達
と
英
語
学
校
を
開
設
。
一
九
二
五
年
第
一
回
太
平
洋
会
議
参
加
の
た
め
ハ
ワ
イ
へ
。
後
、
渡
英
。
B
B
C
か
ら
放
送
。
一
九
二
九
年
「
湖
畔
国
民
高
等
学
校
」
開
設
?満
喜
子
は
家
政
学
を
講
義
）。
五
月
‥
幼
児
教
育
研
究
の
た
め
渡
米
?一
一
月
一
三
日
‥
帰
国
）
一
二
月
‥
滋
賀
県
保
育
大
会
開
催
。
一
九
三
〇
年
二
月
二
九
日
‥
メ
レ
ル
、
吉
田
悦
蔵
ら
と
と
も
に
中
国
に
わ
た
る
。
七
月
七
日
‥
「
江
西
義
塾
」
開
設
。
一
九
三
一
年
一
〇
月
‥
ア
イ
ー
ダ
・
ハ
イ
ド
よ
り
の
寄
付
を
も
と
に
、
園
舎
を
市
井
町
に
新
築
し
移
転
。
一
九
三
三
年
四
月
四
日
‥「
近
江
勤
労
女
学
校
」
開
設
?校
長
に
吉
田
悦
蔵
）
五
月
五
日
‥
「
向
上
学
園
」
の
開
設
。
「
学
生
基
督
教
青
年
会
冬
期
学
校
」「
近
江
農
村
青
年
学
校
」
開
設
?近
江
農
村
青
年
学
校
で
は
第
三
回
以
降
の
女
子
部
の
責
任
者
に
満
喜
子
）。
一
九
三
四
年
二
月
‥「
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
「
近
江
兄
弟
社
」
に
改
称
。
「
向
上
学
園
」
が
「
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
女
子
従
業
員
教
育
」
と
改
称
。
一
九
三
五
年
四
月
‥「
大
林
子
供
の
家
」
開
設
。
一
月
‥
近
江
勤
労
女
学
校
を
「
近
江
兄
弟
社
女
学
校
」
と
改
称
。
「
近
江
家
政
塾
」
校
舎
完
成
。
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一
九
三
六
年
一
一
月
‥
「
隣
保
館
」
開
設
。
一
九
三
七
年
女
子
従
業
員
教
育
を
「
向
上
学
園
」
と
改
称
。
三
月
七
日
‥
ジ
ョ
ン
・
モ
ッ
ト
が
近
江
兄
弟
社
を
訪
問
。
一
九
三
八
年
九
月
二
六
日
‥
メ
レ
ル
と
と
も
に
渡
米
?一
九
三
九
年
二
月
三
日
‥
帰
国
）。
一
九
三
九
年
三
月
一
三
日
‥
近
江
兄
弟
社
内
に
兄
弟
社
女
子
教
育
準
備
委
員
会
を
設
置
、
近
江
兄
弟
社
教
育
研
究
所
の
設
立
。
四
月
二
一
日
‥
近
江
兄
弟
社
内
に
三
年
制
の
「
近
江
兄
弟
社
教
育
研
究
所
（
幼
児
教
育
専
攻
部
）」
を
開
設
。
一
九
四
〇
年
「
近
江
兄
弟
社
図
書
館
」
の
開
設
。
一
九
四
一
年
一
月
二
四
日
‥
メ
レ
ル
の
帰
化
に
と
も
な
い
復
籍
（
？
）
し
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
満
喜
子
か
ら
一
柳
満
喜
子
に
。
一
二
月
一
八
日
‥
宮
内
省
を
通
じ
て
御
下
賜
金
が
近
江
兄
弟
社
に
。
一
二
月
二
一
日
‥
軽
井
沢
幼
稚
園
園
長
に
就
任
。
一
九
四
二
年
二
月
‥
清
友
園
幼
稚
園
、
幼
児
教
育
専
攻
部
、
女
学
校
を
近
江
兄
弟
社
学
園
と
し
て
統
合
。
一
一
月
一
八
日
‥
高
松
宮
が
近
江
兄
弟
社
を
訪
問
。
戦
時
体
制
に
よ
り
、
軽
井
沢
に
幽
閉
。
一
九
四
三
年
一
二
月
一
四
日
‥
近
江
兄
弟
社
女
学
校
は
専
門
学
校
入
学
者
規
定
に
よ
る
高
等
女
学
校
の
卒
業
と
同
等
の
資
格
と
な
る
。
一
九
四
四
年
「
向
上
学
園
」
を
「
女
子
青
年
学
校
」
に
改
称
。
一
九
四
五
年
一
一
月
一
七
日
‥
終
戦
に
よ
り
軽
井
沢
よ
り
近
江
八
幡
に
帰
る
。
一
二
月
二
四
日
‥
近
江
兄
弟
社
全
体
会
議
出
席
。
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
か
ら
の
依
頼
を
固
辞
。
一
九
四
六
年
一
二
月
‥
滋
賀
県
教
育
委
員
就
任
?一
九
四
八
年
ま
で
）。
一
九
四
七
年
近
江
兄
弟
社
女
学
校
を
廃
止
。
近
江
兄
弟
社
小
学
校
・
中
学
校
を
設
立
。
滋
賀
県
青
少
年
防
犯
協
会
女
子
部
長
就
任
、
日
本
赤
十
字
評
議
員
就
任
。
五
月
‥
「
自
主
行
為
試
煉
会
」
を
開
催
。
六
月
一
〇
日
‥
昭
和
天
皇
に
メ
レ
ル
と
と
も
に
謁
見
。
七
月
‥
中
学
校
教
員
の
た
め
の
夏
期
講
習
会
を
開
催
。
一
九
四
八
年
四
月
‥
幼
稚
園
長
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
校
長
に
就
任
。
同
月
‥
近
江
兄
弟
社
高
等
学
校
（
全
日
制
共
学
）
を
設
立
。
高
等
学
校
定
時
制
部
は
向
上
高
等
学
校
と
し
て
認
可
。
五
月
一
五
日
‥
メ
レ
ル
の
眼
科
手
術
の
た
め
渡
米
。
一
九
五
一
年
三
月
‥
「
学
校
法
人
近
江
兄
弟
社
学
園
」
設
立
、
学
園
長
就
任
。「
清
友
園
幼
稚
園
」
を
「
近
江
兄
弟
社
幼
稚
園
」
に
改
称
。
一
九
五
二
年
近
江
八
幡
市
教
育
委
員
就
任
?一
九
五
四
年
ま
で
）。
一
九
五
四
年
メ
レ
ル
と
と
も
に
渡
米
、
メ
レ
ル
の
コ
ロ
ラ
ド
大
学
卒
業
生
の
ク
ラ
ス
会
に
参
加
。
一
九
五
九
年
一
一
月
七
日
‥
教
育
功
労
者
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
。
一
九
六
三
年
六
月
三
日
‥
教
育
功
労
者
と
し
て
藍
綬
褒
章
。
一
九
六
四
年
五
月
七
日
‥
メ
レ
ル
死
去
。
七
月
二
一
日
‥
近
江
兄
弟
社
学
園
理
事
長
就
任
。
一
〇
月
‥
渡
米
。
一
九
六
五
年
株
式
会
社
近
江
兄
弟
社
取
締
役
会
長
就
任
。
教
育
功
労
者
と
し
て
勲
四
等
瑞
宝
章
。
一
九
六
六
年
財
団
法
人
近
江
兄
弟
社
理
事
長
就
任
。
九
月
二
一
日
‥
滋
賀
県
教
育
委
員
会
主
催
の
幼
稚
園
教
育
九
十
年
記
念
滋
賀
大
会
で
講
演
、
滋
賀
県
知
事
よ
り
感
謝
状
。
九
月
二
三
日
‥
滋
賀
県
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
た
私
立
幼
稚
園
教
育
講
習
会
で
講
演
。
一
一
月
一
五
日
‥
国
立
教
育
会
館
ホ
ー
ル
に
て
、
文
部
省
主
催
の
幼
稚
園
教
育
九
十
年
記
念
式
典
で
、
教
育
功
労
者
の
一
人
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
。
一
九
六
七
年
四
月
一
日
‥
名
誉
学
園
長
に
就
任
、
後
任
は
浦
谷
道
三
。
一
一
月
‥
文
部
大
臣
よ
り
幼
児
教
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
。
一
九
六
九
年
六
月
一
九
日
‥
理
事
会
で
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
理
事
長
再
任
。
七
月
一
四
日
‥
担
当
理
事
制
に
と
も
な
い
教
育
担
当
。
九
月
七
日
‥
永
眠
、
近
江
兄
弟
社
葬
に
よ
り
「
恒
春
園
」
に
葬
る
。
従
五
位
、
勲
四
等
。
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序
に
か
え
て
研
究
会
経
緯
こ
の
小
特
集
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
?一
期
と
一
年
）行
っ
た
共
同
研
究
「
出
版
と
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
と
再
編
成
」
?代
表
者
、
鈴
木
貞
美
）の
報
告
、
第
一
回
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
研
究
成
果
報
告
を
行
う
理
由
を
明
ら
か
に
し
、
序
に
か
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
共
同
研
究
は
、「
学
芸
」「
文
学
」「
芸
術
」「
歴
史
」
な
ど
、
今
日
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
学
術
の
基
礎
概
念
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
研
究
を
重
ね
る
う
ち
に
、
概
念
の
流
通
と
定
着
を
知
る
に
は
、
教
育
研
究
制
度
の
み
な
ら
ず
、
教
科
書
類
や
出
版
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
こ
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ル
の
分
類
も
、
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
基
礎
的
な
諸
概
念
も
、
西
欧
近
代
の
概
念
を
日
本
人
が
受
け
と
り
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
意
味
を
大
き
く
組
み
替
え
た
り
、
新
た
に
造
語
し
た
り
し
て
つ
く
ら
れ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
が
、
土
台
に
な
っ
た
伝
統
的
な
概
念
の
あ
い
だ
の
関
係
、
す
な
わ
ち
編
成
、
い
い
か
え
る
と
シ
ス
テ
ム
な
い
し
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
?conceptual sys-
tem
 
or netw
ork
）に
は
、
そ
れ
を
支
え
て
き
た
価
値
観
が
あ
り
、
ま
た
歴
史
的
な
条
件
が
作
用
し
て
、
西
欧
近
代
の
そ
れ
と
は
異
な
る
独
自
の
概
念
と
そ
の
編
成
が
形
づ
く
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
案
外
、
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。
当
然
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
な
い
し
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
角
を
担
う
個
々
の
概
念
も
、
西
欧
の
そ
れ
と
は
、
そ
の
意
味
を
た
が
え
て
い
る
。
徳
川
時
代
後
期
の
知
の
シ
ス
テ
ム
が
、
ど
の
よ
う
な
編
成
を
も
っ
て
い
た
か
を
了
解
し
て
こ
そ
、
明
治
期
に
お
け
る
新
概
念
と
、
そ
の
編
成
の
形
成
過
程
、
そ
こ
に
働
い
た
力
や
価
値
観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
徳
川
時
代
後
期
の
知
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
学
問
や
観
念
の
諸
制
度
だ
け
で
な
く
、
出
版
に
お
け
る
各
ジ
ャ
ン
ル
意
識
も
密
接
不
可
分
に
か
か
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
近
年
、
大
き
く
進
展
し
て
い
る
徳
川
時
代
の
出
版
史
研
究
の
成
果
?
共
同
研
究
報
告
?
共
同
研
究
「
出
版
と
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
と
再
編
成
」
報
告
?一
）鈴
木
貞
美
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を
活
か
し
、
そ
れ
が
明
治
期
に
、
ど
の
よ
う
に
再
編
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
出
版
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
知
の
シ
ス
テ
ム
の
組
み
替
え
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。
明
治
期
に
お
け
る
出
版
界
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
日
文
研
に
お
け
る
雑
誌
『
太
陽
』
を
め
ぐ
る
二
期
六
年
に
わ
た
る
共
同
研
究
の
な
か
で
、
そ
の
版
元
で
あ
る
博
文
館
が
、
い
か
に
し
て
出
版
、
流
通
お
よ
び
そ
の
周
辺
全
般
に
わ
た
る
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
巨
大
な
組
織
を
つ
く
り
あ
げ
た
か
に
つ
い
て
の
解
明
に
着
手
し
て
い
た
。
ま
た
、
博
文
館
出
版
物
に
は
中
学
生
お
よ
び
中
学
に
通
え
な
い
人
び
と
の
た
め
の
叢
書
類
が
多
く
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
の
分
類
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
に
目
配
り
し
て
き
た
こ
と
も
大
き
い
。
明
治
期
出
版
物
の
動
向
を
さ
ぐ
る
手
が
か
り
と
し
て
は
、
浅
岡
邦
雄
氏
?現
・
中
京
大
学
文
学
部
・
准
教
授
）の
協
力
に
よ
り
、
一
八
八
七
年
を
前
後
す
る
時
期
に
、
書
生
を
多
く
顧
客
と
す
る
「
新
式
貸
本
屋
」、『
共
益
貸
本
社
』
の
刊
行
年
の
異
な
る
目
録
三
点
を
得
て
い
た
。
そ
の
内
容
の
変
化
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
英
書
な
ど
洋
書
の
輸
入
、
流
通
を
ふ
く
め
て
、
明
治
前
半
期
の
出
版
物
の
あ
ら
ま
し
が
わ
か
る
と
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
を
日
文
研
の
正
規
の
共
同
研
究
会
と
し
て
発
足
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
以
前
、
三
年
間
ほ
ど
の
準
備
期
間
を
置
き
、
ほ
ぼ
毎
月
、
私
的
な
研
究
会
を
東
京
で
継
続
的
に
行
っ
た
。
そ
の
効
果
も
あ
り
、
共
同
研
究
へ
の
参
加
希
望
者
は
発
足
時
か
ら
五
〇
人
を
超
え
た
。
そ
し
て
、
研
究
会
で
は
、
ほ
ぼ
毎
回
、
門
外
漢
の
目
を
見
張
ら
せ
る
す
ぐ
れ
た
内
容
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
参
加
者
の
誰
も
が
認
め
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共
同
研
究
会
は
な
か
な
か
所
期
の
目
的
に
向
か
っ
て
進
ま
な
か
っ
た
。
当
初
よ
り
、
こ
れ
ら
の
作
業
が
ま
と
ま
り
を
見
せ
る
に
は
、
二
期
六
年
の
共
同
研
究
会
を
重
ね
る
こ
と
が
必
要
と
判
断
し
て
い
た
が
?鈴
木
貞
美
「
日
文
研
共
同
研
究
『
出
版
と
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
と
再
編
成
』
に
つ
い
て
」、『
日
文
研
』
第
32
号
、
二
〇
〇
四
年
九
月
を
参
照
さ
れ
た
い
）、
三
年
を
経
過
し
た
時
点
で
、
困
難
が
大
き
す
ぎ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
多
々
あ
る
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
以
下
の
三
点
に
要
約
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
一
に
、
現
在
の
出
版
史
研
究
が
徳
川
時
代
と
明
治
期
以
降
と
に
分
断
さ
れ
た
ま
ま
、
両
者
に
ま
た
が
る
通
史
的
な
研
究
を
と
り
く
む
研
究
者
が
少
な
い
こ
と
。第
二
に
、
出
版
史
研
究
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ン
ル
形
成
に
問
題
意
識
が
育
っ
て
い
な
い
こ
と
。
第
三
に
、
徳
川
時
代
か
ら
明
治
期
を
と
お
し
た
通
史
的
関
心
、
ま
た
学
際
的
な
関
心
を
共
有
し
え
た
と
し
て
も
、
個
々
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
共
同
研
究
会
が
他
の
分
野
、
時
代
の
新
し
い
研
究
を
勉
強
す
る
場
に
は
な
っ
た
と
し
て
も
、
自
ら
通
史
的
、
あ
る
い
は
学
際
的
な
研
究
を
行
う
に
は
至
ら
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
。
要
す
る
に
、
問
題
意
識
は
共
有
し
え
た
と
し
て
も
、
個
々
人
が
所
属
す
る
学
会
の
枠
を
超
え
る
よ
う
な
成
果
を
出
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
共
同
研
究
会
で
な
さ
れ
た
報
告
の
う
ち
に
も
、
は
じ
め
か
ら
所
属
す
る
学
会
の
機
関
誌
や
講
座
も
の
な
ど
に
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
を
予
定
し
た
も
248
の
、
ま
た
、
報
告
後
に
学
会
誌
等
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
も
何
本
か
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
論
文
執
筆
の
準
備
の
た
め
に
共
同
研
究
会
の
討
議
が
役
に
立
つ
な
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
も
行
い
な
が
ら
、
研
究
会
を
進
め
た
。
三
年
を
経
過
し
て
、
一
年
延
長
期
間
を
置
く
こ
と
に
し
た
の
に
は
、
別
の
大
き
な
理
由
も
あ
っ
た
。
日
文
研
に
客
員
教
授
と
し
て
お
招
き
し
た
武
漢
大
学
中
国
伝
統
文
化
研
究
中
心
副
所
長
の
天
教
授
と
の
協
力
関
係
が
進
み
、
ま
た
国
内
公
募
の
共
同
研
究
会
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
の
孫
江
助
教
授
?当
時
）を
代
表
者
と
す
る
「
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
的
空
間
の
形
成
日
中
学
術
概
念
史
の
比
較
研
究
」
?一
年
）が
進
行
し
て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
に
は
、
教
授
、
孫
江
助
教
授
と
連
携
し
た
国
際
研
究
集
会
を
開
く
計
画
が
、
日
文
研
の
劉
建
輝
助
教
授
の
尽
力
に
よ
っ
て
実
り
そ
う
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
国
際
研
究
集
会
に
向
け
て
、
共
同
研
究
会
を
運
営
す
れ
ば
、
所
期
の
目
的
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。
先
に
ふ
れ
た
『
共
益
貸
本
社
』
目
録
の
分
析
は
、
分
科
会
形
式
を
と
っ
て
進
行
し
て
い
た
。
だ
が
、
共
同
研
究
会
も
、
手
間
の
か
か
る
目
録
の
分
析
も
進
捗
は
、
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
近
代
に
お
け
る
概
念
の
組
み
替
え
に
目
的
を
絞
っ
た
、
日
文
研
第
三
一
回
国
際
研
究
集
会
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
学
芸
史
の
総
合
的
研
究
の
継
続
的
発
展
の
た
め
に
」
?二
〇
〇
七
年
三
月
）は
成
功
し
た
。
論
議
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
で
さ
か
ん
な
概
念
史
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
し
か
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
そ
れ
は
、
西
欧
近
代
と
は
価
値
観
の
異
な
る
伝
統
的
概
念
が
、
西
欧
近
代
の
概
念
を
受
け
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
み
替
え
ら
れ
て
ゆ
く
過
程
で
あ
り
、
ま
た
歴
史
的
条
件
が
日
本
、
中
国
、
韓
国
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
こ
と
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
概
念
の
組
み
替
え
よ
り
も
、
は
る
か
に
複
雑
な
過
程
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
一
つ
の
概
念
の
変
遷
を
追
う
こ
と
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、
他
の
概
念
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
概
念
編
成
全
体
の
組
み
換
え
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
、
あ
る
一
つ
の
基
礎
概
念
の
変
遷
も
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
相
互
に
さ
さ
え
あ
う
関
係
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
西
欧
近
代
概
念
の
多
く
の
翻
訳
語
が
一
九
世
紀
半
ば
の
上
海
で
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
が
幕
末
か
ら
明
治
初
頭
の
日
本
で
鋳
な
お
さ
れ
、
そ
の
鋳
な
お
さ
れ
た
も
の
が
、
留
学
生
に
よ
っ
て
中
国
本
土
に
移
植
さ
れ
る
と
い
う
過
程
、
上
海
で
つ
く
ら
れ
た
新
概
念
は
朝
鮮
半
島
に
直
接
、
渡
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
編
成
全
体
の
定
着
は
日
本
の
統
治
下
で
進
ん
だ
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
近
代
に
お
け
る
諸
概
念
お
よ
び
そ
の
編
成
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
は
、
中
国
、
韓
国
、
日
本
の
研
究
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
資
料
の
発
掘
と
分
析
を
進
め
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
全
体
の
解
明
に
は
、
少
な
く
と
も
三
国
の
研
究
者
間
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
研
究
集
会
に
は
、
台
湾
か
ら
の
参
加
者
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
国
際
研
究
集
会
の
参
加
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
を
持
ち
帰
り
、
各
自
の
研
究
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
の
研
究
の
重
要
性
を
国
内
で
訴
え
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
六
年
冬
に
武
漢
大
学
中
国
伝
統
文
化
研
究
中
心
、
二
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〇
〇
七
年
春
に
は
日
文
研
、
ま
た
二
〇
〇
七
年
秋
に
北
京
大
学
で
、
と
連
続
し
て
国
際
研
究
集
会
を
開
催
し
え
た
?武
漢
、
北
京
は
人
間
文
化
研
究
機
構
の
連
携
研
究
「
文
化
の
往
環
」
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
）。
そ
の
都
度
、
新
し
い
成
果
の
報
告
を
得
、
ま
た
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
参
加
を
得
て
、
研
究
の
国
際
的
な
展
開
に
確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
七
年
冬
に
は
、
武
漢
大
学
中
国
伝
統
文
化
研
究
中
心
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
中
国
の
人
文
・
社
会
科
学
分
野
で
四
〇
採
択
さ
れ
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
ま
た
北
京
大
学
、
北
京
外
国
語
大
学
の
中
枢
的
な
研
究
者
た
ち
も
、
こ
の
国
際
共
同
研
究
へ
の
参
画
を
表
明
し
て
く
れ
て
い
る
。
韓
国
に
お
い
て
は
、
前
・
韓
国
日
語
日
文
学
会
会
長
で
あ
る
高
麗
大
学
の
李
漢
教
授
が
、
こ
れ
ま
で
、
ご
自
身
が
蓄
積
し
て
こ
ら
れ
た
近
代
日
本
語
語
彙
の
成
立
に
関
す
る
先
行
研
究
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
快
く
承
諾
さ
れ
た
。
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
共
同
し
て
補
塡
を
行
い
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
に
日
文
研
の
サ
ー
バ
ー
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
?な
お
、
こ
れ
は
鈴
木
が
代
表
者
と
な
り
、
日
文
研
の
メ
ン
バ
ー
を
研
究
分
担
者
と
し
て
申
請
し
た
日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
補
助
金
?四
年
間
）が
、
二
〇
〇
七
年
度
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
）。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
種
類
の
研
究
に
は
、
日
本
語
研
究
者
の
手
で
行
わ
れ
て
き
た
も
の
以
外
に
も
、
各
分
野
そ
れ
ぞ
れ
に
行
わ
れ
て
き
た
成
果
が
か
な
り
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
相
互
に
参
照
し
う
る
ト
ゥ
ー
ル
は
、
こ
れ
ま
で
皆
無
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
概
念
史
お
よ
び
概
念
編
成
史
の
先
行
研
究
を
加
え
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開
し
、
中
国
、
韓
国
、
日
本
な
ど
の
関
心
を
も
つ
研
究
者
に
、
欠
を
補
う
投
稿
を
募
る
方
式
を
と
る
。
国
際
的
な
デ
ー
タ
を
国
際
的
に
参
照
可
能
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
、
文
字
通
り
国
際
的
、
学
際
的
な
研
究
ト
ゥ
ー
ル
の
形
成
で
あ
る
。
そ
の
作
業
の
進
捗
が
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
概
念
の
国
際
的
な
伝
播
と
定
着
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
を
促
進
し
、
よ
り
確
実
な
も
の
と
し
、
そ
の
進
展
が
、
さ
ら
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
進
み
ゆ
く
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
二
〇
〇
六
年
冬
の
武
漢
に
お
け
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
際
に
、
中
国
の
研
究
者
と
論
議
を
重
ね
た
と
き
か
ら
予
想
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
文
研
で
は
、
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
研
究
課
題
を
「
東
ア
ジ
ア
の
知
的
シ
ス
テ
ム
の
近
代
的
編
成
過
程
」
と
改
め
、
新
た
な
共
同
研
究
を
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
研
究
に
は
、
繰
り
返
す
が
、
各
概
念
に
つ
い
て
の
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
出
版
メ
デ
ィ
ア
全
般
に
つ
い
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
規
の
共
同
研
究
会
は
「
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
的
空
間
の
形
成
日
中
学
術
概
念
史
の
比
較
的
研
究
」
と
「
出
版
と
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
と
再
編
成
」
と
の
二
つ
の
共
同
研
究
会
を
文
字
通
り
統
合
し
て
行
う
こ
と
に
し
た
。
共
同
研
究
会
「
出
版
と
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
と
再
編
成
」
は
、
そ
の
期
間
に
お
い
て
は
所
期
の
目
的
に
到
達
す
る
こ
と
な
く
、
参
加
者
個
々
人
が
多
岐
に
わ
た
る
個
別
研
究
の
成
果
を
あ
げ
る
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
度
に
発
足
し
た
「
東
ア
ジ
ア
の
知
的
シ
ス
テ
ム
の
近
代
的
編
成
過
程
」
を
め
ぐ
る
共
同
研
究
会
の
発
足
そ
の
も
の
が
、「
出
版
と
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
と
再
編
成
」
の
発
展
で
あ
り
、
そ
の
成
果
と
い
っ
て
よ
い
。
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そ
れ
ゆ
え
、
共
同
研
究
「
出
版
と
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
と
再
編
成
」
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
各
自
の
研
究
が
ま
と
ま
り
次
第
、
逐
次
、
本
誌
に
小
特
集
を
組
み
、
成
果
報
告
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
と
ま
り
を
見
せ
る
こ
と
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
、
今
後
の
各
分
野
の
研
究
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
研
究
の
総
合
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
効
性
も
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
信
じ
て
い
る
。
な
お
、
分
科
会
形
式
を
と
っ
て
行
っ
た
『
共
益
貸
本
社
』
目
録
の
分
析
は
、
別
途
ま
と
め
て
「
日
文
研
叢
書
」
と
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
私
個
人
の
研
究
と
し
て
は
、
こ
の
都
合
四
年
間
の
共
同
研
究
の
進
展
の
な
か
で
、『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』（
作
品
社
、
一
九
九
八
）
を
基
礎
に
日
本
近
代
に
お
け
る
「
芸
術
」
お
よ
び
「
歴
史
」
概
念
と
そ
の
編
成
上
の
日
本
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
（「『
芸
術
』
概
念
の
形
成
、
象
徴
美
学
の
誕
生
」、
鈴
木
貞
美
・
岩
井
茂
樹
編
『
わ
び
、
さ
び
、
幽
玄
「
日
本
的
な
る
も
の
」
へ
の
道
程
』
水
声
社
、
二
〇
〇
六
、
第
一
章
、「
日
本
に
お
け
る
『
歴
史
』
の
歴
史
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ク
と
し
て
」、『
日
本
研
究
』
35
集
、
二
〇
〇
七
）。
ま
た
、『
生
命
観
の
探
究
重
層
す
る
危
機
の
な
か
で
』
?二
〇
〇
七
）の
随
所
に
、
そ
の
他
の
成
果
を
盛
り
こ
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
小
特
集
の
最
初
に
、
二
〇
〇
七
年
度
秋
、
北
京
大
学
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
諸
概
念
の
生
成
と
展
開
」
で
行
っ
た
基
調
報
告
を
掲
載
す
る
。
こ
れ
は
、
研
究
代
表
者
を
務
め
た
ゆ
え
の
成
果
だ
か
ら
で
あ
る
。
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学
芸
概
念
編
成
史
と
は
何
か
。
学
芸
は
学
問
と
芸
術
の
こ
と
。
概
念
編
成
史
と
は
、
概
念
の
体
系
な
い
し
は
秩
序
が
、
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
編
み
か
え
ら
れ
て
き
た
か
を
解
明
す
る
研
究
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
概
念
史
研
究
は
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
研
究
の
不
可
欠
な
基
礎
で
あ
る
。
概
念
の
変
化
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
過
去
の
同
じ
語
に
現
在
の
概
念
を
投
影
す
る
誤
り
は
往
々
に
し
て
起
こ
る
。
た
と
え
ば
「
純
文
学
」
と
い
う
語
は
、
一
八
九
〇
年
代
に
日
本
で
造
語
さ
れ
た
も
の
で
、
大
学
の
文
学
部
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
人
文
学
を
意
味
す
る
広
義
の
「
文
学
」
に
対
し
て
、
言
語
芸
術
を
意
味
し
、
「
美
文
学
」
と
も
別
称
さ
れ
た
。
人
文
学
の
内
の
哲
学
、
史
学
に
対
す
る
「
文
学
」
と
い
う
用
法
が
次
第
に
増
え
、
一
九
一
〇
年
前
後
に
狭
義
の
「
文
学
」
と
し
て
成
立
す
る?１）
。
こ
の
「
文
学
」
の
広
義
と
狭
義
は
、
第
二
次
大
戦
期
ま
で
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
と
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
確
立
す
る
「
大
衆
文
学
」
に
対
す
る
「
純
文
学
」
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
意
味
で
あ
る
こ
と
は
、
す
ぐ
了
解
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、「
純
文
学
」
対
「
大
衆
文
学
」
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を
分
析
に
用
い
て
、
徳
川
時
代
や
明
治
期
か
ら
の
小
説
全
般
を
分
類
す
る
よ
う
な
時
代
錯
誤
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
名
だ
た
る
学
者
や
批
評
家
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た?２）
。
そ
も
そ
も
あ
ま
た
の
小
説
を
芸
術
性
な
い
し
は
思
想
性
と
娯
楽
性
の
多
寡
を
基
準
に
、
二
分
す
る
こ
と
な
ど
、
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
近
代
の
詩
や
戯
曲
で
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
純
文
学
」
対
「
大
衆
文
学
」
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を
廃
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
小
説
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
と
そ
の
価
値
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
小
説
史
は
書
き
か
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
概
念
編
成
史
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
分
析
概
念
と
当
代
の
概
念
と
を
混
同
し
て
な
り
た
っ
て
き
た
研
究
を
覆
し
、
ま
っ
た
く
新
し
い
文
化
史
研
究
を
ひ
ら
く
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
社
会
科
学
の
分
析
概
念
と
し
て
、
多
く
用
い
ら
れ
て
き
た
「
封
建
制
」
は
、
史
的
唯
物
論
に
お
け
る
「
奴
隷
制
｜
封
建
制
｜
資
本
制
｜
社
会
主
義
」
と
い
う
発
展
段
階
論
に
立
つ
も
の
で
?
共
同
研
究
報
告
?
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
学
芸
諸
概
念
と
そ
の
編
成
史
国
際
共
同
研
究
と
そ
の
方
法
の
提
案
鈴
木
貞
美
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あ
る
。
し
か
し
、
中
国
清
代
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
「
封
建
」
は
、
異
民
族
支
配
の
も
と
で
分
権
制
を
主
張
す
る
も
の
で
、
地
方
の
特
色
を
生
か
し
う
る
世
襲
制
の
主
張
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
対
立
概
念
は
中
央
集
権
を
意
味
す
る
「
郡
県
」
で
あ
っ
た
。
徳
川
時
代
の
日
本
に
も
、
そ
の
論
議
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
「
封
建
制
」
が
是
と
さ
れ
た
。
が
、
た
と
え
ば
山
鹿
素
行
は
、
や
や
「
郡
県
」
に
傾
い
て
い
る?３）
。
異
民
族
支
配
を
受
け
て
お
ら
ず
、
そ
の
論
議
の
前
提
と
な
る
科
挙
制
度
も
採
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
古
代
か
ら
世
襲
制
が
定
着
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
徳
川
幕
藩
体
制
は
、
集
団
の
管
理
権
の
委
託
関
係
に
よ
る
し
く
み
に
よ
っ
て
な
り
た
つ
も
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ“feudalism
”
と
も
中
国
の
「
封
建
」
制
と
も
ま
っ
た
く
異
な
る
特
種
な
二
重
権
力
を
職
分
集
団
ご
と
に
つ
く
り
だ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
職
分
集
団
ご
と
に
、
内
部
に
階
層
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
人
び
と
を
身
分
制
度
か
ら
解
放
し
、「
四
民
平
等
」
を
宣
言
し
た
明
治
維
新
後
、
徳
川
時
代
の
世
襲
に
よ
る
職
分
・
身
分
制
度
が
「
封
建
制
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
の
一
九
二
〇
年
代
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
は
、
徳
川
時
代
を
資
本
制
以
前
の
段
階
と
い
う
意
味
で
、「
封
建
制
」
と
呼
ん
だ
。
さ
ら
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
一
九
三
二
年
テ
ー
ゼ
は
天
皇
を
い
た
だ
く
近
代
日
本
の
統
治
シ
ス
テ
ム
を
「
?半
）封
建
制
」
と
呼
び
変
え
た
。
同
じ
こ
と
ば
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
味
が
ま
る
で
ち
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
概
念
と
そ
の
価
値
観
と
を
歴
史
的
に
相
対
化
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
実
態
に
迫
る
新
た
な
文
化
史
、
社
会
史
に
む
か
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
明
ら
か
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
一
分
野
の
概
念
史
の
研
究
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
学
芸
全
体
に
お
よ
ぶ
概
念
の
し
く
み
に
つ
い
て
の
知
の
共
同
作
業
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。
概
念
史
研
究
は
、
と
も
す
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
概
念
の
形
成
か
ら
変
化
の
過
程
を
追
う
こ
と
に
終
始
し
が
ち
で
、
そ
の
概
念
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
知
の
全
体
に
お
け
る
相
対
的
な
位
置
の
解
明
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
や
す
い
。
学
芸
概
念
編
成
史
と
は
、
学
問
の
秩
序
な
い
し
は
体
系
が
編
み
か
え
ら
れ
て
ゆ
く
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
構
造
研
究
と
歴
史
研
究
と
の
総
合
と
言
い
か
え
て
も
よ
い
。
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
古
代
か
ら
近
世
に
わ
た
る
学
芸
の
歴
史
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
編
成
を
も
つ
中
国
の
そ
れ
を
基
本
に
し
つ
つ
も
、
朝
鮮
半
島
と
日
本
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
推
移
し
て
き
た
。
日
本
に
お
い
て
は
漢
訳
洋
書
の
解
禁
か
ら
蘭
学
の
流
れ
が
形
成
さ
れ
、
一
九
世
紀
以
前
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
や
学
術
が
伝
え
ら
れ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
は
知
識
層
の
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
世
紀
半
ば
、
上
海
で
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
と
中
国
人
の
「
秀
才
」
?科
挙
で
官
吏
と
し
て
採
用
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
人
）と
の
協
力
に
よ
っ
て
大
量
の
西
洋
新
知
識
が
翻
訳
さ
れ
、
そ
れ
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
る
や
い
な
や
伝
統
観
念
の
大
き
な
変
容
、
す
な
わ
ち
学
芸
概
念
編
成
の
組
み
替
え
が
は
じ
ま
っ
た
。
列
強
の
植
民
地
に
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
を
敏
感
に
感
じ
た
日
本
は
、
欧
米
に
知
識
人
を
派
遣
し
、
ま
た
欧
米
諸
国
か
ら
知
識
人
を
雇
い
入
れ
、
学
芸
の
近
代
化
の
先
陣
を
切
っ
た
。
伝
統
的
に
文
章
に
よ
る
学
問
、
す
な
わ
ち
〞
文
?の
）学
〝
の
内
部
は
「
経
・
史
・
詩
・
集
」
に
分
類
さ
れ
て
き
た
が
、
近
代
的
な
大
学
制
度
に
お
い
て
「
文
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?広
義
）」
部
の
内
部
は
「
哲
学
」・「
史
学
」・「
文
学
」
?狭
義
）へ
と
編
成
が
変
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
伝
統
的
な
概
念
を
リ
セ
プ
タ
ー
と
し
て
西
洋
知
識
を
受
け
入
れ
、
そ
の
土
台
を
組
み
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
日
本
で
は
、
明
治
以
前
に
、
和
歌
や
物
語
が
、「
文
学
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
が
、
新
し
い
概
念
編
成
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
広
義
の
「
文
学
」
す
な
わ
ち
人
文
学
の
対
象
と
な
り
、
ま
た
狭
義
の
「
文
学
」、
言
語
芸
術
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
組
み
替
え
に
は
、
日
本
と
中
国
と
の
文
化
的
土
壌
の
ち
が
い
が
作
用
し
て
時
間
差
が
あ
っ
た
が
、
総
じ
て
、
西
洋
諸
国
の
学
芸
編
成
と
は
異
な
る
体
系
が
築
か
れ
た
。
日
本
と
中
国
と
の
文
化
的
土
壌
の
ち
が
い
は
、
西
欧
の“literature”
の
概
念
に
対
す
る
態
度
に
端
的
に
見
ら
れ
る
。“literature”
の
広
義
は
著
述
一
般
、
中
義
は
洗
練
さ
れ
た
文
字
に
よ
る
著
述
、
す
な
わ
ち
人
文
学
、
狭
義
は
文
字
に
よ
る
言
語
芸
術
を
意
味
す
る
。
そ
の
文
字
に
よ
る
言
語
芸
術
、
す
な
わ
ち
詩
、
小
説
、
戯
曲
は
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
価
値
観
に
よ
り
、
創
造
的
で
想
像
的
な
も
の
を
尊
重
す
る
も
の
だ
っ
た
。
中
国
の
読
書
階
級
も
虚
構
の
類
を
娯
楽
の
対
象
に
し
た
が
、
伝
統
的
に
噓
を
退
け
、
虚
構
を
蔑
視
す
る
精
神
が
支
配
的
で
あ
り
、
さ
ら
に
朱
子
学
は
、
こ
の
傾
向
を
推
し
進
め
た
。
そ
れ
ゆ
え
虚
構
を
尊
重
す
る
狭
義
の“literature”
は
受
け
入
れ
難
く
、
し
た
が
っ
て
「
文
学
」
の
編
成
替
え
は
起
こ
り
に
く
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
徳
川
時
代
の
日
本
で
は
、
た
と
え
ば
虚
構
を
通
し
て
こ
そ
真
実
が
語
り
や
す
い
と
い
う
浄
瑠
璃
台
本
作
者
、
近
松
門
左
衛
門
の
考
え
が
民
衆
文
化
の
な
か
に
か
な
り
の
力
を
も
っ
て
展
開
し
て
い
た
。
ま
た
、
物
語
・
小
説
を
ひ
と
く
く
り
に
し
て
ジ
ャ
ン
ル
史
を
書
こ
う
と
す
る
よ
う
な
考
え
も
曲
亭
馬
琴
と
そ
の
周
辺
に
は
発
生
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
狭
義
の“liter-
ature”
の
受
け
入
れ
が
容
易
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
当
初
、
受
け
入
れ
る
際
に
、
西
欧
に
お
け
る
狭
義
の“litera-
ture”
が
民
衆
の
文
芸
?popular literature
）を
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
無
視
さ
れ
た
。
し
か
し
、
や
が
て
、
日
本
の
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
と
称
さ
れ
た
近
松
門
左
衛
門
と
、
儒
学
を
中
心
に
物
語
を
書
い
た
曲
亭
馬
琴
を
除
い
て
、
民
衆
の
文
芸
は
蔑
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
リ
ベ
ラ
ル
な
思
潮
が
台
頭
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
う
一
度
、
人
情
や
世
相
を
リ
ア
ル
に
活
写
す
る
井
原
西
鶴
の
作
品
な
ど
も
復
権
し
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
に
価
値
観
の
変
容
が
、
学
芸
の
編
成
の
変
化
に
作
用
し
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
二
〇
世
紀
前
期
に
日
本
に
留
学
し
た
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
言
語
芸
術
と
い
う
意
味
を
も
つ
新
概
念
で
あ
る
「
文
学
」
が
中
国
に
も
ち
か
え
ら
れ
、
一
九
三
〇
年
代
の
「
文
学
革
命
」
に
ま
で
発
展
す
る
。「『
文
学
は
子
游
、
子
夏
』
か
ら
き
り
と
っ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
日
本
か
ら
輸
入
し
た
も
の
、
彼
ら
の
英
語literature
に
対
す
る
訳
語
な
の
だ
」
と
い
う
魯
迅
「
門
外
文
談
」
?一
九
三
五
）の
一
文
は
、
そ
の
こ
と
を
、
よ
く
語
っ
て
い
る
。
他
方
、
明
治
期
の
日
本
に
お
い
て
西
洋
諸
国
の
学
芸
の
編
成
と
は
異
な
る
体
系
が
築
か
れ
た
こ
と
は
、
大
学
の
制
度
が
端
的
に
示
し
て
い
る
。
一
九
世
紀
の
欧
米
に
お
い
て
、
自
然
科
学
?natural science
）と
工
学
?technology,
engi-
neering
）の
乖
離
は
は
な
は
だ
し
く
、
工
学
は
総
合
大
学
?University
）の
内
部
に
は
組
み
入
れ
ら
れ
ず
、
単
科
大
学
?college
）し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
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日
本
の
帝
国
大
学
は
「
工
科
大
学
」
を
組
み
入
れ
て
発
足
し
た
。
朱
子
学
の
「
天
理
」
に
よ
っ
て
、
自
然
科
学
が
対
象
と
す
る
自
然
の
法
則
性
を
受
け
止
め
た
こ
と
は
中
国
で
も
か
わ
り
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
の
知
識
層
の
主
体
は
士
大
夫
で
な
く
、
武
士
で
あ
っ
た
。
こ
の
層
が
西
洋
の
軍
事
技
術
の
発
展
に
敏
感
に
反
応
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
に
、
工
学
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
学
と
し
て
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
一
角
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
あ
た
っ
た
。
帝
国
大
学
の
う
ち
に
「
工
科
大
学
」
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
文
化
基
盤
と
歴
史
的
条
件
の
ふ
た
つ
が
作
用
し
て
い
る?４）
。
ま
た
欧
米
諸
国
の
大
学
は
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
部
を
中
心
に
も
つ
構
成
に
お
い
て
発
展
し
て
き
た
が
、
日
本
の
大
学
は
そ
れ
に
あ
た
る
学
部
を
設
け
ず
、
欧
米
に
お
い
て
は
神
学
部
に
付
随
す
る
宗
教
学
を
文
学
部
哲
学
科
の
な
か
に
お
い
た
。
そ
し
て
、
大
学
の
こ
の
よ
う
な
学
部
編
成
は
二
〇
世
紀
前
半
を
通
じ
て
中
国
・
韓
国
に
も
お
よ
び
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
制
度
の
ち
が
い
は
、
学
問
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
も
変
化
を
お
よ
ぼ
す
。
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
人
文
系
の
学
問
は
、
基
本
的
に
神
学
に
対
し
て
人
間
に
つ
い
て
の
学
問
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
学
芸
全
般
に
浸
透
し
て
い
た
。
そ
の
ド
イ
ツ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
た
め
に
、
ま
た
儒
学
が
人
間
に
関
す
る
学
問
と
い
う
性
格
を
強
く
も
っ
て
い
た
た
め
に
、
日
本
近
代
の
学
芸
は
「
宗
教
」
と
相
互
浸
透
し
て
発
展
し
て
き
た
。
西
欧
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
学
芸
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
支
配
に
対
し
て
ギ
リ
シ
ア
や
ロ
ー
マ
の
神
話
世
界
、
土
地
の
神
や
風
の
神
、
ま
た
東
洋
の
神
が
み
を
好
ん
で
と
り
あ
げ
た
。
こ
れ
に
な
ら
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
学
芸
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
は
、
た
と
え
ば
岡
倉
天
心
が
道
教
の
「
気
」
の
観
念
に
立
つ
も
の
と
同
一
視
し
て
、
禅
宗
の
精
神
文
化
に
東
ア
ジ
ア
の
近
代
芸
術
を
見
よ
う
と
し
た
よ
う
に
、
東
洋
や
日
本
の
宗
教
的
主
題
を
好
ん
で
と
り
あ
げ
た?５）
。
し
か
し
、
こ
れ
は
自
国
の
支
配
的
宗
教
?近
代
に
な
っ
て
つ
く
ら
れ
た
「
国
家
神
道
」
皇
室
の
祖
先
崇
拝
は
「
宗
教
で
は
な
い
」
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
と
抵
触
し
な
い
範
囲
で
信
教
の
自
由
を
認
め
た
）と
の
精
神
的
な
緊
張
は
生
ま
れ
ず
、
む
し
ろ
積
極
的
に
融
合
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
東
京
帝
国
大
学
憲
法
学
教
授
、
筧
克
彦
の
国
体
論
が
代
表
的
で
、
こ
れ
は
日
中
戦
争
期
に
軍
部
・
右
翼
の
理
論
的
支
柱
と
し
て
機
能
し
た?６）
。
こ
の
よ
う
に
西
洋
近
代
の
そ
れ
を
参
照
し
て
、
新
概
念
を
つ
く
り
だ
し
つ
つ
、
伝
統
的
な
概
念
編
成
が
近
代
的
に
組
み
替
え
ら
れ
て
ゆ
く
様
子
を
研
究
す
る
に
は
、
西
洋
と
東
洋
、
ま
た
西
洋
内
部
、
東
ア
ジ
ア
内
部
で
の
文
化
の
差
異
を
よ
く
吟
味
し
、
受
け
入
れ
る
際
の
歴
史
的
条
件
と
価
値
観
の
変
化
を
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
作
業
手
順
を
以
下
に
ま
と
め
て
お
く
。
１
概
念
編
成
、
す
な
わ
ち
、
上
位
、
同
位
?類
義
と
対
立
）、
下
位
の
内
部
編
成
に
留
意
す
る
こ
と
。
何
に
対
し
て
言
わ
れ
て
い
る
か
に
注
意
し
て
、
文
脈
か
ら
判
断
す
る
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
。
な
お
、
一
般
に
流
布
し
て
い
る
も
の
を
「
概
念
」
と
し
、
特
定
身
分
や
専
門
分
野
内
の
そ
れ
を
限
定
つ
き
の
「
概
念
」、
個
々
人
の
そ
れ
を
「
観
念
」
と
区
別
す
る
の
が
議
論
の
混
乱
を
避
け
る
の
に
よ
い
だ
ろ
う
。
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２
受
容
器
と
し
て
働
い
た
伝
統
的
概
念
と
そ
の
価
値
観
、
歴
史
的
条
件
の
吟
味
。
中
国
の
伝
統
的
概
念
編
成
の
推
移
と
西
洋
近
代
の
概
念
編
成
の
双
方
に
通
じ
て
い
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
西
洋
概
念
の
受
容
器
の
役
割
を
は
た
し
た
伝
統
概
念
と
、
そ
の
価
値
観
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
相
対
化
さ
れ
、
次
第
に
解
明
さ
れ
て
ゆ
く
。
３
創
始
者
と
そ
の
周
辺
の
領
域
?外
交
文
書
、
官
庁
用
語
、
専
門
分
野
な
ど
）、
思
想
的
立
場
の
分
析
な
お
、
当
該
の
概
念
に
関
す
る
個
々
の
知
識
人
の
観
念
?専
門
分
野
、
思
想
的
立
場
、
観
念
の
輸
入
元
、
他
へ
の
影
響
な
ど
）の
研
究
は
、
全
体
に
お
け
る
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
に
あ
た
り
、
全
体
と
個
別
の
相
互
性
に
お
い
て
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
４
流
布
と
定
着
の
経
緯
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
性
格
に
よ
る
用
語
の
差
異
の
分
析
、
辞
典
、
事
典
類
、
教
科
名
や
教
科
書
の
分
析
５
今
日
に
い
た
る
ま
で
の
、
そ
の
後
の
組
み
替
え
の
分
析
。
こ
れ
は
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
概
念
お
よ
び
概
念
編
成
を
歴
史
的
に
相
対
化
す
る
作
業
と
な
る
。
６
各
分
野
内
に
つ
い
て
は
、
先
に
あ
げ
た
「
封
建
」
の
例
の
よ
う
に
、
分
析
ス
キ
ー
ム
の
形
成
に
つ
い
て
の
分
析
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
と
て
も
ひ
と
り
の
手
で
な
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
語
彙
史
、
学
術
史
な
ど
別
の
方
法
に
よ
っ
て
展
開
し
て
き
た
先
行
研
究
を
よ
く
検
討
す
る
と
と
も
に
、
各
自
が
、
上
記
の
、
ど
の
項
目
の
作
業
を
担
っ
て
い
る
か
を
自
覚
し
、
知
の
共
同
作
業
、
す
な
わ
ち
研
究
運
動
と
し
て
展
開
し
て
ゆ
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
注?１
）
こ
の
「
純
文
学
」
の
端
的
な
用
例
は
「
哲
学
と
純
文
学
と
は
科
が
ち
が
う
」
?夏
目
漱
石
『
虞
美
人
草
』）に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
単
に
「
文
学
」
と
称
す
る
用
例
は
「
自
然
主
義
」
の
勃
興
と
と
も
に
多
く
な
る
が
、
一
般
化
す
る
の
は
、「
芸
術
」
?広
義
は
学
芸
一
般
、
狭
義
は
美
的
鑑
賞
の
対
象
す
な
わ
ち
広
義
の
「
美
術
」）の
内
か
ら
、
絵
画
、
彫
刻
と
い
う
視
覚
芸
術
を
意
味
す
る
狭
義
の
「
美
術
」
が
定
着
す
る
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
狭
義
の
「
芸
術
」
す
な
わ
ち
広
義
の
「
美
術
」
の
う
ち
に
、
狭
義
の
「
文
学
」
と
「
美
術
」
が
な
ら
ぶ
編
成
と
な
り
、
安
定
・
定
着
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
?こ
れ
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
貞
美
「『
芸
術
』
概
念
の
形
成
、
象
徴
美
学
の
定
着
」、
鈴
木
・
岩
井
編
『
わ
び
、
さ
び
、
幽
玄
「
日
本
的
な
る
も
の
」
へ
の
道
程
』
水
声
社
、
二
〇
〇
六
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
?２
）
「
大
衆
文
学
」
は
、「
文
壇
文
学
」「
芸
術
文
学
」
を
対
立
概
念
と
し
て
、
一
九
二
〇
年
後
半
に
運
動
と
し
て
成
立
し
、
定
着
し
た
概
念
で
、
そ
の
内
に
「
時
代
も
の
」
創
作
講
談
の
展
開
、
な
い
し
は
、
そ
れ
に
刺
戟
さ
れ
た
も
の
と
「
探
偵
小
説
」
を
ふ
く
む
も
の
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
菊
池
寛
ら
の
「
通
俗
小
説
」
す
な
わ
ち
当
代
風
俗
小
説
は
「
文
壇
小
説
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
運
動
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
都
市
大
衆
文
化
の
有
力
な
一
翼
を
な
し
、
職
業
作
家
が
輩
出
し
て
既
成
文
壇
に
対
す
る
「
大
衆
小
説
文
壇
」
を
形
成
、
小
説
は
娯
楽
性
を
強
め
て
、
エ
ロ
、
グ
ロ
や
ナ
ン
セ
ン
ス
の
傾
向
を
低
俗
化
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
が
新
聞
や
大
衆
雑
誌
に
進
出
す
る
と
、
既
成
文
壇
に
も
通
俗
性
の
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東アジアにおける学芸諸概念とその編成史
高
い
題
材
を
と
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
一
九
三
五
年
前
後
に
、「
大
衆
小
説
」
に
一
定
の
質
の
向
上
も
見
ら
れ
る
が
、
同
時
に
、
再
編
成
が
起
こ
り
、
「
時
代
小
説
」「
探
偵
小
説
」、
ユ
ー
モ
ア
小
説
な
ど
の
「
通
俗
小
説
」
を
加
え
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
主
と
し
て
『
新
潮
』
系
の
グ
ル
ー
プ
が
非
政
治
的
な
芸
術
文
学
の
意
味
で
「
純
文
学
」
を
用
い
は
じ
め
、
や
や
流
通
す
る
が
、
定
義
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
概
念
化
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
第
二
次
大
戦
後
に
は
、「
純
文
学
」
雑
誌
に
対
し
て
、「
中
間
小
説
」
雑
誌
、
そ
し
て
「
大
衆
文
学
」
の
三
分
類
と
な
る
が
、
Ｓ
Ｆ
、
シ
ョ
ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
な
ど
は
作
品
の
質
と
は
無
関
係
に
「
大
衆
文
学
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。
高
度
経
済
成
長
期
に
出
版
社
系
週
刊
誌
が
相
次
い
で
創
刊
さ
れ
、「
中
間
小
説
」
が
隆
勢
を
誇
り
は
じ
め
る
と
、「
純
文
学
」
雑
誌
に
も
、
そ
の
傾
向
を
も
つ
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
一
九
六
一
年
に
「
純
文
学
」
変
質
論
争
が
起
こ
り
、
そ
の
論
議
を
通
じ
て
、「
純
文
学
」
対
「
大
衆
文
学
」
ス
キ
ー
ム
が
定
着
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
純
文
学
」
と
し
て
の
「
時
代
小
説
」
を
「
歴
史
小
説
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
定
着
し
た
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
、「
純
文
学
」
雑
誌
が
若
年
層
を
対
象
と
す
る
人
気
作
家
の
作
品
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
、
他
方
、「
中
間
小
説
」
雑
誌
に
円
熟
し
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
が
形
骸
化
し
て
い
る
こ
と
は
誰
も
が
認
め
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
に
な
る
。
が
、
雑
誌
の
制
度
そ
の
も
の
は
今
日
に
至
っ
て
い
る
?こ
れ
に
つ
い
て
は
鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
を
考
え
る
』
角
川
選
書
、
一
九
九
二
、
お
よ
び
「
中
村
真
一
郎
『
雲
の
ゆ
き
来
』、
あ
る
い
は
『
う
ま
く
作
ら
れ
た
変
貌
』」
井
波
律
子
、
井
上
章
一
編
『
表
現
に
お
け
る
越
境
と
混
淆
』
日
文
研
叢
書
36
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
、
一
二
九
｜
一
三
〇
頁
補
注
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
他
方
、
一
九
六
〇
年
前
後
す
る
時
期
か
ら
、「
純
文
学
」
対
「
大
衆
文
学
」
ス
キ
ー
ム
は
、
研
究
・
批
評
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
村
幸
彦
『
近
世
儒
者
の
文
学
観
』
?一
九
五
八
）の
よ
う
に
、
徳
川
時
代
中
期
の
「
雅
」
と
「
俗
」
の
文
化
区
分
を
、
こ
れ
と
同
類
の
も
の
と
ア
ナ
ロ
ジ
ー
す
る
思
考
法
を
見
せ
て
い
る
し
、
明
治
期
の
「
純
文
学
」
を
「
大
衆
文
学
」
に
対
す
る
そ
れ
と
混
同
す
る
者
も
出
て
く
る
?鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』
第
Ⅲ
章
2
「
近
世
の
『
文
学
』
と
ジ
ャ
ン
ル
意
識
」、
作
品
社
、
一
九
九
八
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
?３
）
張
翔
・
園
田
英
弘
編
『「
封
建
」・「
郡
県
」
再
考
』
?思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
）が
こ
の
問
題
を
多
角
的
に
扱
っ
て
い
る
。
?４
）
鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
｜
重
層
す
る
危
機
の
な
か
で
』
?作
品
社
、
二
〇
〇
七
）第
一
章
三
節
２
、
六
節
３
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
?５
）
同
前
、
第
五
章
五
節
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
?６
）
同
前
、
第
九
章
六
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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本
論
は
、「
近
代
日
本
文
学
に
見
ら
れ
る
恋
愛
観
」
に
つ
い
て
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
あ
る
。「
恋
愛
」
は
、「rom
antic love
」
の
訳
で
、
「
恋
」
と
い
う
見
出
し
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
以
降
の
日
本
の
詩
と
散
文
の
モ
チ
ー
フ
や
テ
ー
マ
と
し
て
使
わ
れ
る
と
き
、
一
体
ど
う
い
う
も
の
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
根
本
に
あ
る
の
は
、
文
学
に
お
け
る
モ
ダ
ン
観
に
恋
愛
と
い
う
テ
ー
マ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ
り
、
文
学
史
家
や
評
論
家
の
多
く
が
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る?１）
。「
恋
愛
」
の
調
査
に
は
、
関
連
す
る
問
題
と
し
て
、
文
学
に
描
か
れ
る
女
性
像
、
男
と
女
の
関
係
の
変
遷
、
そ
れ
に
伴
っ
て
浮
き
上
が
っ
て
く
る
家
族
の
姿
が
あ
り
、
そ
し
て
文
学
的
産
物
と
し
て
の
主
観
と
い
う
も
の
が
発
展
し
て
く
る
に
つ
れ
、
文
学
の
主
題
・
構
造
・
人
物
描
写
の
一
部
と
し
て
の
「
内
面
性
」
と
い
う
概
念
も
、
見
て
い
く
必
要
の
あ
る
問
題
と
な
っ
て
く
る
。さ
ら
に
、
恋
愛
の
調
査
を
し
て
行
く
う
ち
に
、
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
定
義
、
ジ
ャ
ン
ル
と
ジ
ャ
ン
ル
の
間
の
関
係
、
そ
し
て
、
各
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
に
対
す
る
読
者
の
反
応
な
ど
、
研
究
対
象
は
大
き
く
広
が
っ
て
行
く?２）
。
人
情
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
解
決
を
さ
ぐ
る
緒
に
し
た
い
。
こ
こ
で
、
考
察
す
る
の
は
、
江
戸
時
代
の
も
の
で
は
な
く
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
構
成
さ
れ
た
人
情
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
重
点
を
置
く
。
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
な
っ
て
は
じ
め
て
人
情
本
研
究
が
本
格
化
し
、
研
究
者
や
学
術
的
な
出
版
社
が
原
本
の
保
存
や
読
者
に
人
気
の
あ
っ
た
人
情
本
の
翻
刻
を
出
版
す
る
な
ど
、
こ
の
こ
ろ
に
な
っ
て
初
め
て
人
情
本
が
文
芸
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
人
情
本
自
体
の
出
版
は
、
二
十
世
紀
の
初
頭
に
は
す
で
に
明
ら
か
に
廃
絶
状
態
に
あ
り
、
読
者
の
目
に
も
、
評
論
家
の
目
に
も
、
徐
々
に
台
頭
し
て
き
た
全
く
独
立
し
た
存
在
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
恋
愛
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
た?３）
。
こ
れ
か
ら
人
情
本
の
い
く
つ
か
を
つ
ぶ
さ
に
考
察
し
て
行
く
わ
け
で
あ
る
が
、
先
に
書
い
た
よ
う
に
、
こ
の
種
の
人
情
本
の
テ
キ
ス
ト
分
析
は
、
人
情
本
と
い
?
共
同
研
究
報
告
?
十
九
世
紀
末
に
お
け
る
恋
愛
文
学
の
編
成
人
情
本
か
ら
小
説
へ
リ
ー
ス
・
モ
ー
ト
ン
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十九世紀末における恋愛文学の編成
う
ジ
ャ
ン
ル
が
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
た
の
か
を
解
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
情
本
が
近
代
の
読
者
に
ど
う
と
ら
え
ら
れ
た
か
に
注
目
し
、
そ
し
て
、
人
情
本
と
恋
愛
小
説
と
い
う
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
近
代
的
な
定
義
を
再
考
す
る
た
め
に
、「
前
近
代
的
（
プ
レ
モ
ダ
ン
）」
な
人
情
本
と
「
近
代
的
（
モ
ダ
ン
）」
な
恋
愛
小
説
と
い
う
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
関
係
を
探
っ
て
み
る
。
ま
た
、
近
代
の
歩
み
の
中
で
、
人
情
本
観
と
い
う
も
の
が
ど
う
変
遷
し
て
行
っ
た
か
を
た
ど
る
た
め
に
、
戦
前
と
戦
後
の
評
論
家
と
編
者
の
著
作
を
検
討
し
て
み
る
。
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
人
情
本
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
現
在
全
く
読
ま
れ
て
い
な
い
だ
け
に
、
空
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
と
も
言
え
、
そ
の
意
味
で
ま
ず
そ
れ
を
脱
構
築
し
て
人
情
本
の
実
例
の
い
く
つ
か
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
十
九
世
紀
の
後
期
と
二
十
世
紀
に
こ
の
読
み
物
の
様
式
に
つ
い
て
書
か
れ
た
こ
と
の
真
実
性
を
検
証
し
た
い
。
戦
前
の
人
情
本
評
論
家
饗あえ
庭ば
篁こう
村そん
戦
後
の
江
戸
文
学
者
、
中
村
幸
彦
が
好
意
的
に
挙
げ
て
い
る
評
論
が
一
つ
あ
る
。
饗
庭
篁
村
（
一
八
五
五
｜
一
九
二
二
）
の
評
論
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
戦
前
発
表
さ
れ
た
も
の
の
中
で
は
最
も
影
響
力
の
あ
っ
た
人
情
本
研
究
で
は
な
い
か
と
思
う
。
日
本
文
学
と
西
洋
文
学
の
評
論
家
と
し
て
有
名
だ
っ
た
饗
庭
篁
村
は
、
一
八
八
七
年
の
『
出
版
月
報
』
に
発
表
し
た
、
為
永
春
水
（
一
七
九
〇
｜
一
八
四
三
）
の
『し
春ゆん
色しよ
梅くう
児めご
誉よ
美み
』?４）
に
つ
い
て
の
評
論
の
中
で
、
次
の
五
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
に
文
章
は
俗
語
を
以
て
、
芸
妓
、
娘
ら
の
用
語
を
使
い
わ
け
て
あ
る
を
よ
し
と
す
る
が
、
俗
語
は
洒
落
本
に
先
例
が
あ
る
。
洒
落
本
は
う
が
ち
を
事
と
し
て
俗
受
け
せ
ず
、『
梅
ご
よ
み
』
は
、
舌
た
る
い
春
画
体
故
、
俗
受
け
し
た
る
ま
で
に
て
、
俗
語
の
初
め
と
し
て
称
す
べ
き
で
は
な
い
。
二
に
、
趣
向
を
伝
奇
的
（
読
本
風
）
の
作
品
に
せ
ず
、
平
常
に
材
を
選
ん
だ
の
は
、
よ
ろ
し
い
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
は
獣
慾
を
か
き
起
こ
す
だ
け
の
も
の
で
、
し
か
も
千
編
一
律
、
ど
の
作
品
も
変
化
に
乏
し
い
。
小
説
と
し
て
は
平
常
の
材
を
採
っ
て
も
、
少
し
で
も
作
意
が
な
け
れ
ば
、
小
説
は
成
立
し
な
い
。
そ
の
用
意
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
三
に
、
こ
れ
も
趣
向
の
中
に
入
る
で
あ
ろ
う
が
、
青
年
男
女
の
情
感
を
識し
る
に
足
る
の
み
、
理
想
と
い
う
も
の
が
皆
無
で
あ
る
…
…
四
に
、
…
…
故
に
本
当
に
人
情
を
写
し
た
と
は
称
し
難
い
。
五
に
、
要
す
る
に
、
こ
の
作
品
は
人
の
話
の
速
記
録
の
如
き
で
あ
る?５）
。
こ
の
引
用
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
饗
庭
は
、『
春
色
梅
児
誉
美
』
の
会
話
体
を
賞
賛
し
な
が
ら
も
、
テ
ー
マ
が
男
女
の
情
欲
で
あ
る
こ
と
と
「
理
想
」
の
欠
如
の
た
め
に
、
人
情
本
を
小
説
と
み
な
す
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。
そ
の
批
評
の
裏
に
は
、
明
確
に
言
わ
な
い
ま
で
も
、
人
情
本
を
西
洋
の
小
説
と
比
較
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
彼
が
比
較
す
る
西
洋
の
小
説
に
は
、
男
女
の
情
欲
的
関
係
の
率
直
な
表
現
を
、
非
道
徳
的
、
あ
る
い
は
俗
な
も
の
と
し
て
見
る
、
日
本
で
も
西
洋
で
も
当
時
の
文
壇
に
見
ら
れ
た
文
学
外
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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坪
内
逍
遙
と
村むら
上かみ
静せい
人じん
の
人
情
本
観
村
上
静
人
の
「
人
情
本
略
史
」（
一
九
二
三
）
は
、
比
較
的
手
に
し
や
す
い
本
格
的
な
人
情
本
研
究
論
文
の
中
で
、
最
も
古
い
も
の
の
中
の
一
つ
だ
と
思
う
。
こ
れ
は
、
人
情
本
刊
行
会
が
編
集
し
た
人
情
本
刊
行
会
叢
書
の
再
版
さ
れ
た
も
の
の
中
の
一
冊
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
村
上
静
人
の
「
人
情
本
略
史
」
は
、
一
九
一
四
年
か
ら
一
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
初
版
シ
リ
ー
ズ
に
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
一
九
二
三
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
再
版
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
巻
に
入
っ
て
い
る
。
初
版
シ
リ
ー
ズ
は
二
十
四
巻
で
、
再
版
シ
リ
ー
ズ
は
三
巻
増
え
て
、
二
十
七
巻
に
な
っ
て
い
る
。
人
情
本
刊
行
会
叢
書
に
つ
い
て
は
あ
と
で
詳
し
く
検
討
し
て
行
く
が
、
今
は
ま
ず
、
村
上
静
人
の
「
人
情
本
略
史
」
に
書
か
れ
て
い
る
彼
一
流
の
人
情
本
観
を
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。
人
情
本
略
史
の
最
初
の
文
を
み
る
と
、
我
が
国
の
文
学
は
、
こ
れ
を
奈
良
朝
文
学
、
平
安
朝
文
学
、
鎌
倉
時
代
文
学
、
足あし
利かが
時
代
文
学
、
お
よ
び
徳
川
時
代
文
学
の
五
期
に
分
つ
こ
と
を
得
る
。
そ
し
て
そ
の
中
に
お
い
て
も
、
上
に
は
平
安
朝
文
学
を
も
っ
て
優ゆう
な
る
も
の
と
な
し
、
下
に
あ
っ
て
は
徳
川
時
代
の
文
学
を
も
っ
て
最
も
秀ひい
で
た
る
も
の
と
な
す?６）
。
と
書
い
て
い
る
ほ
ど
徳
川
時
代
文
学
を
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
あ
と
で
示
す
よ
う
に
、
他
の
研
究
者
は
か
な
ら
ず
し
も
、
村
上
の
評
価
に
同
意
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
く
に
人
情
本
に
つ
い
て
村
上
は
、
次
の
よ
う
に
言
い
切
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
人
情
本
に
あ
っ
て
は
、
従
来
作
者
の
多
く
常じよ
例うれ
手いし
段ゆだんと
し
て
執と
り
来きた
っ
た
、
お
家
騒
動
、
仇あだ
討うち
物もの
、
合かつ
戦せん
記き
な
ど
と
異
な
っ
て
、
読
者
が
日
常
こ
れ
を
経
験
し
、
親
し
く
見けん
聞ぶん
し
つ
つ
あ
る
題
材
を
捉とら
え
来きた
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
近
代
の
写
実
派
の
態
度
と
全
く
同
一
方
法
と
手
段
を
も
っ
て
描
写
し
た
も
の
で
あ
る?７）
。
こ
の
文
章
か
ら
、
村
上
は
人
情
本
を
写
実
小
説
の
一
つ
と
見
な
し
て
い
る
と
理
解
し
た
場
合
、
坪
内
逍
遙
（
一
八
五
九
｜
一
九
三
五
）
の
見
方
と
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
逍
遙
は
一
八
八
五
〜
八
六
年
の
『
小
説
神
髄
』
に
、「
紫
式
部
の
『
源
氏
物
語
』、
為
永
春
水
の
人
情
本
等
は
総
じ
て
現い
世ま
物
語
の
部
類
と
い
ふ
べ
し?８）
。」
と
書
い
て
い
る
。「
現
世
物
語
」
と
い
う
言
葉
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
、
現
世
の
物
語＝
読
者
が
住
ん
で
い
る
世
界
を
描
く
物
語
と
、
過
去
の
物
語
＝
昔
の
世
界
の
こ
と
を
描
く
物
語
の
二
つ
に
分
類
す
る
十
九
世
紀
英
文
学
の
従
来
の
体
系
と
日
本
の
文
学
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
文
学
の
系
譜
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
逍
遙
が
使
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
の
ち
に
『
新
旧
過
渡
期
の
回
想
』（
一
九
二
五
）
の
中
で
も
、「
一
九
や
三
馬
や
春
水
を
比
較
的
今
人
が
喜
ぶ
の
は
、
主
と
し
て
彼
ら
の
写
実
味
を
、
す
な
わ
ち
生
の
観
察
と
そ
の
表
現
と
に
於
け
る
技ぎり
倆よう
を
買
う
の
だ
ろ
う
が
…
…
」
と
書
い
て
い
る?９）
。
村
上
静
人
の
略
史
の
二
年
後
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
逍
遙
の
文
章
に
は
、
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「
模
写
小
説
」
と
書
い
て
「
ア
ー
チ
ス
チ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
」
と
い
う
ふ
り
が
な
が
つ
い
て
お
り
、
言
葉
は
違
う
が
、「
写
実
派
」
と
い
う
村
上
の
人
情
本
の
描
写
が
、
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
『
小
説
神
髄
』
で
は
、「
現
実
派
は
前
の
二
派
に
異
な
り
。
現
に
在
る
人
を
主
公
と
す
る
な
り
。『
梅
暦
』
の
丹
次
郎
、『
源
氏
物
語
』
の
光
君
の
如
き
即
ち
是
な
り?10）
。」
と
書
い
て
い
る
。
「
模
写
小
説
」
に
せ
よ
、「
現
実
派
」
に
せ
よ
、「
写
実
」
に
近
く
、
二
人
の
評
者
が
同
じ
方
向
に
収
束
し
て
い
る
と
言
え
る
。
出
版
年
こ
そ
後
に
な
っ
て
い
る
が
、
逍
遙
が
『
小
説
神
髄
』
を
書
い
た
の
は
村
上
よ
り
前
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
評
価
を
し
た
の
は
逍
遙
の
方
が
先
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
村
上
は
さ
ら
に
そ
の
評
価
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。「
彼か
の
平
安
朝
に
於
け
る
紫
式
部
の
『
源
氏
物
語
』
の
如
き
は
、
我
が
国
最
古
の
自
然
主
義
小
説
で
あ
る?11）
。」
と
い
っ
て
、
村
上
は
日
本
の
文
学
伝
統
に
ま
た
「
自
然
主
義
」
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
人
情
本
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
分
析
す
る
と
き
に
、
も
う
一
度
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
の
他
の
戦
前
の
人
情
本
観
村
上
の
非
常
に
肯
定
的
な
人
情
本
観
に
対
し
て
、
否
定
的
な
人
情
本
観
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
文
学
博
士
笹
川
種
郎
は
、
一
九
二
六
年
に
国
民
図
書
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
近
代
日
本
文
学
大
系
』
の
中
の
『
人
情
本
代
表
作
集
』
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
人
情
本
は
男
女
間
の
恋
愛
を
主
と
し
、
市
井
に
於
け
る
色
恋
の
い
き
さ
つ
、
そ
れ
に
か
ら
ま
る
義
理
人
情
を
描
い
た
も
の
で
、
芸
娼
妓
、
囲
い
者
、
茶
屋
女
、
女
房
、
娘
等
を
環
り
て
、
遊
蕩
児
や
通
人
や
、
町
家
の
堅
気
者
、
番
頭
、
無
頼
漢
等
を
配
し
、
そ
の
間
に
生
じ
た
関
係
を
描
写
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
観
察
は
多
く
は
鋭
利
な
ら
ず
、
奇
警
な
ら
ず
、
深
刻
な
ら
ず
、
文
章
も
変
化
に
乏
し
く
、
趣
味
は
千
一
律
に
堕
し
て
、
そ
の
う
ち
二
三
編
を
読
ま
ば
、
他
は
類
推
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
浮
世
草
子
、
八
文
字
屋
本
に
及
ば
ず
、
洒
落
本
、
黄
表
紙
、
読
本
に
比
し
て
す
こ
ぶ
る
遜
色
が
あ
り
、
江
戸
文
芸
中
、
最
も
劣
っ
た
も
の
と
云
っ
て
も
、
け
っ
し
て
過
酷
な
評
で
は
あ
る
ま
い?12）
。
ま
た
、
そ
の
数
行
後
に
、
為
永
春
水
の
如
き
は
、
人
情
本
作
家
の
代
表
者
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
よ
り
な
の
実
に
過
ぎ
た
片へんぺ々ん
た
る
小
才
に
過
ぎ
な
い
。
人
情
本
唯
一
の
傑
作
は
春
水
の
春
色
梅
暦
や
そ
の
他
の
為
永
の
諸
編
で
な
く
し
て
、
む
し
ろ
曲
山
人
の
娘
節
用
で
あ
る
。
人
情
本
を
し
て
重
か
ら
し
む
る
も
の
は
、
こ
のひ
一とつ
娘
節
用
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
頗すこぶる
人
情
本
の
落らく
莫ばく
た
る
を
思
わ
ざ
る
を
得
な
い?13）
。
人
情
本
の
解
題
を
書
く
学
者
本
人
が
こ
う
い
う
こ
と
を
書
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
数
編
の
人
情
本
が
、
山
口
剛
に
よ
る
詳
し
い
注
釈
つ
き
で
収
め
ら
れ
て
い
る
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一
九
二
八
年
刊
行
の
『
日
本
名
著
全
集
江
戸
文
芸
之
部
第
十
五
巻
人
情
本
集
』
の
中
に
、
や
は
り
山
口
剛
の
手
に
な
る
人
情
本
の
略
史
が
載
っ
て
い
る
。
校
注
を
見
る
と
、
山
口
の
博
識
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、「
人
情
本
の
芸
術
的
価
値
は
あ
ま
り
に
低
い?14）
。」
と
い
う
ほ
ど
に
人
情
本
を
低
く
評
価
し
て
い
る
。「
人
情
本
に
好
色
の
漲みなぎっ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
愁しゆ
歎うたんの
溢あふ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る?15）
。」
と
い
う
文
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
人
情
本
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
山
口
は
好
色
と
愁
歎
の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
村
上
静
人
の
い
う
、「
世
間
あ
る
一
部
に
於おい
て
、
人
情
本
を
以もつ
て
直ただ
ち
に
男なん
女によ
の
劣れつ
情じようを
説
く
愚ぐ
書しよ
な
り
、
淫いん
書しよ
な
り
と
い
う
説
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
は
僅わず
か
に
そ
の
一いつ
端たん
を
見
て
、
そ
の
全
部
を
評
す
る
も
の?16）
…
…
」
に
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。
本
論
の
後
半
で
、
人
情
本
の
作
品
例
を
数
点
分
析
す
る
と
き
に
、
こ
の
よ
う
な
意
見
を
思
い
出
し
な
が
ら
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
戦
前
の
人
情
本
研
究
を
ほ
ん
の
数
点
挙
げ
て
み
た
が
、
村
上
静
人
が
英
雄
的
な
努
力
を
し
て
読
者
を
説
得
し
よ
う
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
的
に
評
価
は
否
定
的
で
あ
る
。
尾
崎
紅
葉
（
一
八
六
七
｜
一
九
〇
三
）
や
永
井
荷
風
（
一
八
七
九
｜
一
九
五
九
）
な
ど
と
い
っ
た
戦
前
の
小
説
家
の
中
に
は
人
情
本
を
大
い
に
賞
賛
し
た
人
た
ち
も
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
人
情
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
学
術
的
定
義
だ
け
に
し
ぼ
っ
て
い
る?17）
。
神じん
保ぼう
五かず
彌や
の
評
論
戦
後
に
な
る
と
、
情
勢
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。
神
保
五
彌
（
一
九
二
二
生
）
は
こ
の
時
期
に
人
情
本
に
つ
い
て
活
発
に
研
究
を
発
表
し
た
学
者
で
、
彼
の
見
方
は
、
先
に
紹
介
し
た
学
者
の
だ
れ
よ
り
も
、
村
上
静
人
の
姿
勢
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
神
保
の
『
為
永
春
水
の
研
究
』（
一
九
六
四
）
で
は
、
人
情
本
が
、
読
本
や
洒
落
本
・
滑
稽
本
と
は
っ
き
り
と
違
っ
た
、
新
し
い
物
語
の
世
界
を
造
形
し
た
、
と
認
め
ら
れ
る
と
書
い
て
い
る?18）
。
ま
た
神
保
は
、
一
九
六
七
年
の
『
日
本
文
学
の
歴
史
第
八
巻
文
化
繚
乱
』
の
、
戯
作
と
人
情
本
に
つ
い
て
の
章
「
瑣
末
主
義
と
好
色
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る
が
引
用
し
て
み
る
。
人
情
本
と
は
、
年
若
い
女
性
の
読
者
の
関
心
の
的
で
あ
っ
た
男
女
の
恋
愛
の
相
を
描
く
小
説
で
あ
っ
た
。
人
情
本
の
流
行
は
、
封
建
社
会
も
末
期
に
近
づ
い
た
時
代
の
世
相
と
、
無
関
係
で
は
な
い
。「
源
氏
」
や
『
伊
勢
物
語
』
で
さ
え
も
、
男
女
の
愛
欲
を
描
い
て
い
る
か
ら
女
子
に
は
読
ま
せ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
い
う
『
女
大
学
』
式
の
封
建
婦
道
が
、
よ
う
や
く
ゆ
る
み
出
し
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
ま
た
、
人
情
本
の
流
行
は
寛
政
改
革
後
の
江
戸
小
説
の
変
貌
、
大
衆
文
学
へ
の
移
行
と
無
関
係
で
は
な
い
。
読
者
と
し
て
の
大
衆
の
う
ち
、
そ
れ
ま
で
忘
れ
ら
れ
て
い
た
女
性
の
読
者
を
つ
か
ま
え
る
こ
と
で
、
書
肆
は
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
を
計
算
し
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
あ
と
で
述
べ
る
が
、
人
情
本
の
成
立
と
流
行
と
は
、
そ
の
よ
う
な
書
肆
の
商
業
主
義
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
ま
た
人
情
本
の
恋
愛
は
、
年
若
い
女
性
の
愛
欲
に
寄
せ
る
関
心
と
興
味
と
に
媚
び
て
、
情
趣
的
で
は
あ
る
が
い
ち
じ
る
し
く
扇
情
的
で
あ
る
。
西
鶴
の
『
好
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色
五
人
女
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
生
命
の
燃
焼
か
ら
発
す
る
純
粋
で
、
は
げ
し
い
恋
愛
は
ど
こ
に
も
見
い
だ
せ
な
い?19）
。
そ
の
数
ペ
ー
ジ
後
に
人
情
本
の
出
版
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
た
び
た
び
い
う
よ
う
に
、
人
情
本
は
女
性
を
相
手
と
す
る
小
説
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
読よみ
本ほん
の
よ
う
に
む
ず
か
し
い
漢
字
を
使
用
し
、
い
ち
い
ち
振
り
が
な
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
合ごう
巻かん
の
よ
う
に
全
ペ
ー
ジ
挿
絵
を
用
意
す
る
と
い
う
必
要
も
な
け
れ
ば
、
文
字
も
大
き
く
て
す
む
、
と
い
う
わ
け
で
、
そ
の
出
版
費
用
は
読
本
や
合
巻
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
安
価
に
つ
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
出
版
す
る
側
か
ら
い
え
ば
、
売
れ
る
売
れ
な
い
の
計
算
を
こ
ま
か
に
考
慮
し
な
く
て
も
、
と
も
か
く
も
出
版
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
…
…
そ
の
人
情
本
と
い
う
名
称
は
、
天
保
年
間
に
は
い
っ
て
為
永
春
水
が
代
表
作
者
の
位
置
に
つ
き
、
彼
が
そ
の
作
品
を
人にん
情じよ
本うものと
よ
ん
だ
こ
と
か
ら
固
定
化
し
た
名
称
で
、
一
般
に
は
そ
の
書
型
か
ら
滑
𥡴
本
同
様
、
中ちゆう
本ほん
と
よ
ば
れ
、
内
容
か
ら
文
政
年
間
に
泣なき
本ほん
、
書
肆
仲
間
の
公
的
名
称
と
し
て
は
一
貫
し
て
中
型
絵
入
り
読よみ
本ほん
と
呼
ば
れ
て
い
た?20）
。
人
情
本
に
つ
い
て
の
神
保
の
考
え
方
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
人
情
本
は
「
表
芸
」
で
あ
っ
て
、
春
本
や
わ
印
（
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
な
ど
の
よ
う
な
「
裏
芸
」
で
は
な
い
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
情
本
作
者
は
、
春
本
や
わ
印
も
書
い
て
い
て
、
春
水
の
『
春しゆん
色しよく
初はつ
音ね
之の
六う
女め
』
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
神
保
は
、
こ
こ
で
「
恋
愛
小
説
」
と
し
て
の
人
情
本
と
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
し
て
春
本
の
あ
い
だ
に
一
線
を
引
い
て
い
る?21）
。
神
保
の
い
う
「
表
芸
」
と
「
裏
芸
」
は
、
こ
の
後
で
紹
介
す
る
中
村
幸
彦
の
「
雅
」
と
「
俗
」
と
は
少
し
違
う
。
神
保
は
、
人
情
本
が
対
象
と
し
た
の
は
元
々
若
い
女
性
の
読
者
で
あ
っ
た
と
い
い
、
こ
れ
は
為
永
春
水
が
女
性
の
読
者
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
箇
所
が
多
く
あ
る
こ
と
で
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
江
戸
文
学
に
造
詣
の
深
い
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ニ
ツ
キ
に
よ
る
と
、「
人
情
本
が
男
性
に
も
同
様
に
人
気
が
あ
っ
た
と
い
う
証
拠
が
い
く
つ
も
あ
る
。」
と
い
う?22）
。
神
保
の
次
の
コ
メ
ン
ト
は
、
な
か
な
か
意
味
深
く
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
「
恋
愛
描
写
を
重
視
し
て
、
安
易
に
結
末
を
用
意
す
る
た
め
に
、
春
水
人
情
本
は
し
ば
し
ば
妻さい
妾しよ
和うわ
合ごう
の
、
一
夫
多
妻
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る?23）
…
…
」
神
保
は
ま
た
、
人
情
本
の
性
質
を
分
析
す
る
の
に
「
風
俗
小
説
」
と
い
う
言
葉
も
使
っ
て
い
る
。「
し
か
し
、
一
方
で
は
ま
た
春
水
人
情
本
は
、
甘
美
な
江
戸
の
下
町
情
調
の
中
に
、
場
面
・
情
景
を
洗
練
さ
れ
た
会
話
と
写
実
的
な
筆
致
で
表
現
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
恋
愛
の
相
を
描
い
た
風
俗
小
説
と
し
て
完
成
し
て
い
る
事
も
事
実
で
あ
る?24）
。」
そ
し
て
、
最
後
に
、
最
終
期
の
人
情
本
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
…
…
幕
末
に
な
っ
て
金
水
の
門
人
、
梅ばい
亭てい
金きん
鵞が
や
、
ま
た
二
世
梅うめ
暮ぼ
里り
谷こく
峨が
、
山
々
亭
有
人
な
ど
の
作
者
が
、
春
水
流
の
人
情
本
、
そ
れ
も
よ
り
退
廃
の
色
濃
い
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
質
量
と
も
に
著
し
く
低
調
で
（
あ
っ
た?25））
…
…
」
人
情
本
の
専
門
家
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
見
地
に
賛
同
し
て
お
り
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
美
的
基
準
で
も
264
っ
て
判
断
し
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
た
め
に
だ
け
で
も
一
読
し
て
み
る
価
値
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
神
保
は
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
意
見
を
変
え
て
い
な
い
よ
う
で
、
一
九
九
一
年
の
新
潮
社
の
古
典
文
学
ア
ル
バ
ム
『
江
戸
戯
作
』
に
も
こ
う
書
い
て
い
る
。
人
情
本
は
女
性
を
読
者
と
し
て
江
戸
庶
民
の
恋
愛
の
種
々
相
を
描
く
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
描
い
た
人
間
は
も
と
よ
り
、
構
想
も
類
型
的
で
あ
る
。
た
だ
会
話
を
主
と
し
た
恋
愛
場
面
の
的
確
な
描
写
、
背
景
に
な
る
江
戸
庶
民
の
日
常
生
活
の
描
写
の
み
ご
と
さ
な
ど
、
人
情
本
に
近
代
的
な
風
俗
小
説
の
性
格
を
与
え
て
（
い
る?26））
…
…
中
村
幸
彦
の
人
情
本
観
中
村
幸
彦
は
人
情
本
に
関
す
る
研
究
書
を
数
冊
書
い
て
い
る
。
こ
こ
で
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
関
す
る
彼
の
総
合
的
な
評
価
を
み
き
わ
め
る
た
め
に
、
そ
の
サ
ン
プ
ル
を
い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
。
ま
ず
、
一
九
六
二
年
出
版
の
『
春
色
梅
児
誉
美
』
の
校
注
に
、『
梅
児
誉
美
』
に
限
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
書
い
て
い
る
。近
代
小
説
に
類
似
の
点
、
す
な
わ
ち
長
所
の
み
あ
げ
て
来
た
が
、
も
ち
ろ
ん
近
世
小
説
と
し
て
の
、
種
々
の
限
界
を
も
持
っ
て
い
る
。
作
中
人
物
の
性
格
を
述
べ
て
、
読
者
と
と
も
に
あ
っ
た
作
者
春
水
の
姿
勢
に
ふ
れ
た
が
、
春
水
は
、
も
ち
ろ
ん
近
代
作
家
と
違
う
。
当
時
の
戯
作
者
の
常
で
、
こ
と
に
読
者
を
念
頭
か
ら
離
し
た
こ
と
の
な
い
作
者
で
あ
っ
た
。
し
か
も
彼
が
予
想
し
た
読
者
は
、
教
養
の
低
い
一
般
的
な
中
本
の
読
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
読
者
の
影
響
で
得
た
長
所
は
前
述
し
た
が
、
そ
れ
は
少
な
く
短
所
の
方
が
多
か
っ
た
。
全
般
を
お
お
う
、
日
本
古
典
文
学
の
残
滓
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
、
よ
ど
ん
だ
情
趣
主
義
、
一
口
で
は
徳
川
封
建
的
と
も
い
う
べ
き
、
現
代
と
ち
が
っ
た
暗
さ
重
さ
は
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
マ
ニ
ヤ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
現
代
人
に
は
甚
だ
異
質
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
最
も
時
代
的
な
作
者
で
あ
っ
た
春
水
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る?27）
。
そ
し
て
、
一
九
八
二
年
出
版
の
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
人
情
本
と
為
永
春
水
｜
付
『
梅
ご
よ
み
』
へ
ん
ち
き
論
」
と
い
う
か
な
り
詳
し
い
研
究
論
文
に
、
先
に
紹
介
し
た
饗
庭
篁
村
の
人
情
本
論
に
対
し
て
、
饗
庭
は
西
洋
の
典
籍
評
論
法
を
日
本
土
着
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
ジ
ャ
ン
ル
に
使
っ
て
い
る
か
ら
非
常
に
低
い
評
価
に
な
る
の
だ
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
を
逆
に
い
え
ば
、
明
治
の
文
学
青
年
も
、
人
情
本
を
読
み
な
れ
て
い
た
れ
ば
こ
そ
、
西
欧
の
新
し
い
小
説
理
論
を
も
、
ど
れ
ほ
ど
正
確
で
あ
っ
た
か
に
問
題
は
残
る
が
、
一
応
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
そ
の
理
論
、
ま
た
そ
の
西
欧
の
作
品
に
模
し
て
、
新
し
い
作
品
が
書
け
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
坪
内
逍
遙
の
『
当
世
書
生
気
質
』
や
二
葉
亭
四
迷
の
『
浮
雲
』
に
も
、
人
情
本
の
余よ
燼じん
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
で
は
な
い
か?28）
。
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さ
ら
に
、
人
情
本
の
問
題
点
を
明
確
に
し
て
い
る
。
幕
末
の
雅
文
学
は
、
文
学
論
で
新
し
い
方
向
を
示
し
な
が
ら
、
作
品
は
こ
れ
に
追
従
し
え
な
か
っ
た
。
俗
文
学
の
方
は
作
品
の
表
現
は
早
く
も
新
し
い
試
み
を
し
な
が
ら
も
、
文
学
意
識
は
、
娯
楽
以
上
の
も
の
と
言
い
得
ず
低
迷
し
て
い
た?29）
…
…
全
体
的
に
み
る
と
、
中
村
は
人
情
本
を
あ
ま
り
高
く
評
価
し
て
い
な
い
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
文
学
を
「
雅
」
と
「
俗
」
に
は
っ
き
り
分
け
る
と
い
う
彼
の
美
的
評
釈
を
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
こ
の
評
釈
を
使
え
ば
、
大
衆
文
学
な
ど
は
、
最
初
か
ら
「
高
雅
」
な
文
学
に
対
し
て
劣
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
と
思
う
。
前
田
愛
と
人
情
本
前
田
愛
（
一
九
三
二
｜
八
七
）
は
、
い
く
つ
か
の
著
作
の
中
で
人
情
本
に
つ
い
て
触
れ
て
お
り
、
後
学
の
徒
に
か
な
り
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。
一
番
お
も
し
ろ
い
の
は
、
一
九
七
三
年
に
初
版
が
出
た
『
近
代
読
者
の
成
立
』
に
載
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
人
情
本
は
…
…
貸
本
屋
の
背
に
運
ば
れ
て
、
二
倍
三
倍
に
も
回
転
し
た
人
情
本
の
読
者
の
数
が
、
寛
政
度
の
洒
落
本
の
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
た
こ
と
も
勿
論
で
あ
る
。
民
衆
教
化
を
も
く
ろ
む
改
革
当
事
者
が
神
経
を
尖
ら
せ
た
の
は
、
直
接
に
は
人
情
本
の
好
色
性
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
処
断
が
寛
政
の
改
革
の
場
合
よ
り
も
厳
し
さ
を
加
え
た
の
は
、
そ
の
通
俗
性
・
大
衆
性
を
無
視
し
得
な
か
っ
た
た
め
で
も
あ
っ
た?30）
。
ま
た
、
前
田
愛
は
、『
都
市
空
間
の
な
か
の
文
学
』
の
中
で
、
為
永
春
水
の
『
春
色
袖
の
梅
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
い
る
。
春
水
の
意
図
が
こ
う
し
た
郊
外
生
活
の
実
体
を
リ
ア
ル
に
描
き
だ
す
よ
り
も
、
郊
外
の
自
然
で
美
化
さ
れ
た
二
人
だ
け
の
世
界
の
幻
想
を
紡
ぎ
だ
す
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い?31）
。
そ
し
て
、
春
水
の
人
情
本
に
つ
い
て
一
般
的
に
次
の
よ
う
に
も
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
ソ
ー
プ
・
ド
ラ
マ
ふ
う
の
甘
い
隠
遁
の
幻
想
が
、
独
り
よ
が
り
な
ス
ノ
ビ
ズ
ム
の
産
物
で
あ
る
こ
と
も
た
し
か
な
の
で
、
郊
外
生
活
の
デ
ィ
テ
イ
ル
は
春
水
特
有
の
美
意
識
で
隙
間
な
く
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
物
語
そ
の
も
の
は
こ
の
う
え
も
な
く
退
屈
な
の
で
あ
る?32）
。
こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
の
ち
ほ
ど
も
う
一
度
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
う
。
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最
近
の
研
究
丸
山
茂
人
情
本
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
と
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
設
定
さ
れ
た
仮
説
の
一
例
と
し
て
、
丸
山
茂
の
一
九
九
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
春
水
人
情
本
と
近
代
小
説
』
と
い
う
著
書
を
調
べ
て
み
よ
う
。
丸
山
は
、「
近
世
小
説
」
と
「
近
代
小
説
」
に
は
つ
な
が
り
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、「
近
世
小
説
の
単
な
る
延
長
線
上
に
近
代
小
説
が
あ
る
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
」
と
い
う
た
だ
し
書
き
が
つ
い
て
い
る?33）
。「
春
水
人
情
本
」
は
近
代
小
説
の
母
胎?34）
で
あ
る
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
評
論
家
の
見
解
を
う
け
つ
ぎ
、
さ
ら
に
本
居
宣
長
と
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
論
の
影
響
を
と
り
あ
げ
て
、
ま
ず
、「
天
保
年
間
の
初
め
の
﹇
春
水
人
情
本
﹈
の
確
立
が
成
し
遂
げ
ら
れ
、
そ
こ
で
の
﹇
人
情
﹈
が
恋
愛
中
心
で
あ
る?35）
…
…
」
と
し
、
さ
ら
に
、「﹇
梅
暦
物
﹈
五
部
作
（
が
）
…
…
江
戸
期
唯
一
の
写
実
的
・
長
編
﹇
恋
愛
小
説
﹈
を
現
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た?36）
。」
と
し
て
い
る
。
丸
山
は
、「
人
情
」
を
「
情
欲
」
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
で
、「
恋
愛
」
を
深
く
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
近
世
小
説
か
ら
近
代
小
説
へ
と
い
う
流
れ
が
で
き
た
と
い
う?37）
。
丸
山
は
「
恋
愛
」
に
そ
れ
ほ
ど
重
点
を
置
い
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
次
の
引
用
を
見
れ
ば
そ
れ
が
わ
か
る
か
と
思
う
。
恋
愛
は
個
の
感
情
の
解
放
、
個
の
自
由
の
確
立
を
志
向
す
る
特
性
を
有
す
る
と
さ
れ
よ
う
。
従
っ
て
そ
れ
は
自
分
自
身
と
、
さ
ら
に
は
自
身
を
取
り
巻
く
現
実
と
の
拮
抗
を
多
く
の
場
合
強
い
、
か
く
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
の
局
面
に
当
事
者
を
逢
着
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
人
間
性
の
真
実
性
が
試
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
人
間
と
現
実
と
の
関
わ
り
の
深
み
か
ら
個
我
の
自
立
を
企
図
し
、
人
間
性
を
表
出
せ
し
め
る
「
恋
愛
」
を
取
り
あ
げ
る
近
代
小
説
の
基
盤
に
、
封
建
制
度
下
、
恋
愛
を
肯
定
し
て
、
当
代
市
井
男
女
の
、
特
に
女
性
の
側
の
ひ
た
む
き
な
愛
（
人
情
の
ま
こ
と
）
を
描
い
た
為
永
春
水
の
人
情
本
が
あ
り
、（
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
ご
と
く
）
そ
の
展
開
線
上
に
『
当
世
書
生
気
質
』『
浮
雲
』『
舞
姫
』
が
位
置
（
し
て
）
…
…
自
身
を
新
し
い
時
代
の
新
し
い
表
現
の
文
学
た
ら
し
め
て
い
っ
た?38）
。
つ
ま
り
、
丸
山
は
、
最
も
よ
く
で
き
た
人
情
本
に
表
現
さ
れ
た
恋
愛
を
、
近
代
性
の
印
と
し
て
み
て
い
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
丸
山
は
鷗
外
の
『
舞
姫
』
を
近
世
小
説
の
流
れ
の
上
に
あ
っ
て
、
な
お
近
代
小
説
と
し
て
の
新
し
い
歩
み
を
刻
ん
だ
と
認
め
る
わ
け
で
あ
る?39）
。
し
か
し
、
丸
山
は
春
水
の
『
梅
暦
』
と
『
舞
姫
』
と
が
似
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
が
ら
も
、「﹇『
舞
姫
』の
﹈
豊
太
郎
と
エ
リ
ス
と
の
愛
の
、
悲
惨
な
結
末
に
つ
い
て
で
あ
る
。
春
水
人
情
本
が
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
終
わ
る
の
に
対
し
、
…
…
こ
れ
は
あ
ま
り
に
大
き
な
違
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い?40）
。」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
い
る
。
丸
山
は
ま
た
、
樋
口
一
葉
（
一
八
七
二
｜
九
六
）
の
『
た
け
く
ら
べ
』（
一
八
九
五
｜
九
六
）
と
『
梅
暦
』
と
に
も
近
似
性
を
見
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
人
情
本
と
、
恋
愛
と
、
近
代
小
説
の
関
係
を
見
て
い
く
上
で
、
も
う
一
度
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
267
十九世紀末における恋愛文学の編成
人
情
本
に
つ
い
て
の
評
論
の
ま
と
め
ジ
ャ
ン
ル
を
考
察
す
る
上
で
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
人
情
本
を
調
べ
る
の
で
は
な
く
、
人
情
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
形
成
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
な
ぜ
考
察
し
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
も
あ
る
か
と
思
う
。
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。
ま
ず
、
人
情
本
は
、
洒
落
本
や
読
本
と
は
別
に
、
十
九
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
異
議
を
は
さ
む
余
地
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
の
理
由
と
し
て
、
十
九
世
紀
末
、
明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
と
日
本
文
学
と
い
う
概
念
の
確
立
の
一
端
と
し
て
、
日
本
文
学
の
「
正
典
」
と
み
な
さ
れ
る
作
品
群
が
生
れ
出
た
こ
と
で
あ
る
。
二
、
三
十
年
の
時
間
的
隔
た
り
が
あ
る
と
は
い
え
、
同
じ
よ
う
に
書
か
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
な
ぜ
片
方
は
「
人
情
本
」
で
、
も
う
一
方
は
「
小
説
」
と
し
て
は
っ
き
り
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
ら
れ
る
の
か
と
考
え
て
み
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、「
小
説
」
は
日
本
文
学
の
伝
統
の
正
典
と
し
て
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
に
、「
人
情
本
」
は
な
ぜ
そ
う
で
は
な
い
の
か
。
逍
遙
や
一
葉
や
鷗
外
な
ど
の
作
家
が
書
く
恋
愛
に
つ
い
て
の
小
説
と
、
人
情
本
と
の
関
係
は
ど
ん
な
も
の
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
仮
説
が
、
先
に
紹
介
し
た
評
論
家
た
ち
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
と
く
に
最
近
二
十
年
ほ
ど
の
間
に
、
「
正
典
」（
英
語
で
は
「canon
」
で
カ
ノ
ン
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
と
い
う
概
念
や
、
ジ
ャ
ン
ル
の
成
立
過
程
と
い
う
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
で
は
鈴
木
貞
美
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ジ
ョ
ン
・
ビ
ロ
ン
グ
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
フ
ラ
ン
ク
・
カ
ー
モ
ー
ド
や
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
バ
ウ
ム
と
い
っ
た
学
者
た
ち
が
こ
れ
に
注
目
し
て
い
る?41）
。
こ
れ
ら
の
学
者
は
、
ジ
ャ
ン
ル
の
再
定
義
、
伝
統
の
創
出
、
カ
ノ
ニ
シ
テ
ィ
ー
（
正
典
性
）
の
概
念
と
い
う
観
点
か
ら
文
学
史
を
読
み
直
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
近
代
日
本
文
学
に
見
ら
れ
る
恋
愛
観
」
を
考
察
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
概
念
を
、
人
情
本
、
恋
愛
、
そ
し
て
近
代
性
に
適
用
し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
人
情
本
の
定
義
あ
る
い
は
再
定
義
原
本
人
情
本
の
原
本
は
、
主
に
大
学
、
国
や
地
方
自
治
体
の
図
書
館
な
ど
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
完
全
に
網
羅
す
る
目
録
を
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
一
番
手
に
し
易
い
の
は
『
国
書
総
目
録
』
?一
九
六
三
｜
七
六
）で
、
大
き
な
図
書
館
な
ら
必
ず
お
い
て
あ
る
と
思
う
。
九
冊
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
こ
の
目
録
は
、
三
冊
セ
ッ
ト
の
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
?一
九
九
〇
）に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
て
い
る
。『
群
書
類
従
』
も
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
録
も
、
現
存
し
て
い
る
人
情
本
の
原
本
の
リ
ス
ト
と
な
る
と
、
完
全
と
は
い
え
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
個
人
の
蔵
書
と
し
て
は
人
情
本
の
原
本
が
保
存
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
目
録
に
は
載
っ
て
い
な
い?42）
。
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
か
な
り
の
数
に
上
る
人
情
本
の
原
本
が
、
現
存
し
て
い
な
い
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
目
録
で
も
、
翻
刻
だ
け
し
か
残
っ
て
い
な
い
人
情
本
が
か
な
り
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
通
常
「
翻
刻
」
と
い
う
と
、
再
版
と
か
、
復
刻
版
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
が
、
人
情
本
の
場
合
は
、
厳
密
に
は
必
ず
し
も
そ
う
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
原
本
が
あ
っ
て
も
、
木
版
刷
り
で
あ
る
た
め
、
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り
に
よ
っ
て
、
か
な
り
違
い
が
あ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
原
本
（
ａ
）
と
原
本
（
ｂ
）
は
、
同
じ
話
で
も
、
登
場
人
物
の
名
前
が
違
っ
て
い
た
り
、
題
名
が
違
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
つ
き
あ
わ
せ
て
比
べ
て
み
る
必
要
が
あ
る
ら
し
い?43）
。
こ
の
ご
ろ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
図
書
館
の
カ
タ
ロ
グ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
特
別
文
庫
室
に
あ
る
人
情
本
の
原
本
の
カ
タ
ロ
グ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
検
索
で
き
な
い
。
貴
重
な
資
料
で
あ
る
か
ら
、
貸
し
出
し
禁
止
な
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
原
本
の
状
態
が
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
た
め
、
コ
ピ
ー
を
取
る
こ
と
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
有
名
な
人
情
本
の
唯
一
現
存
す
る
原
本
で
あ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
疑
問
に
思
う
の
は
、
読
者
の
こ
と
で
あ
る
。
い
つ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
貴
重
な
も
の
に
な
っ
た
の
か
、
一
般
の
読
者
の
手
に
入
ら
な
く
な
っ
た
の
は
い
つ
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
読
者
は
、
貸
本
屋
を
通
し
て
人
情
本
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
原
本
の
損
傷
が
激
し
く
、
現
存
す
る
原
本
の
数
が
少
な
い
の
も
納
得
が
い
く
。
そ
れ
で
も
、
数
多
く
の
原
本
が
あ
る
は
ず
だ
と
期
待
し
て
い
た
だ
け
に
、『
国
書
総
目
録
』
に
載
っ
て
い
る
数
冊
し
か
原
本
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
驚
い
て
い
る
。
徳
川
幕
府
が
風
俗
取
締
り
と
し
て
人
情
本
な
ど
『
好
色
本
』
の
出
版
を
禁
止
し
た
と
き
、
一
斉
に
破
棄
し
た
と
い
う
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ニ
ツ
キ
は
、
一
八
四
二
年
に
荷
車
五
台
分
の
人
情
本
が
没
収
さ
れ
、
破
棄
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
と
書
い
て
い
る?44）
。「
江
戸
の
華
」
と
い
わ
れ
た
火
事
や
、
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
、
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
東
京
大
空
襲
も
一
つ
の
要
素
に
違
い
な
い
と
思
う
。
原
本
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
人
情
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
調
査
の
方
法
に
、
直
接
大
き
く
関
係
し
て
く
る
。
翻
刻
現
在
、
人
情
本
で
手
に
入
り
易
く
、
読
み
や
す
い
の
は
翻
刻
版
で
あ
る
。
原
本
は
手
書
き
の
テ
キ
ス
ト
を
木
版
に
し
て
刷
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
翻
刻
は
、
活
字
を
一
本
ず
つ
並
べ
組
ん
で
印
刷
し
て
い
る
の
で
読
み
易
く
な
っ
て
い
る
。
本
論
で
考
察
す
る
の
は
、
一
八
三
一
年
初
版
の
曲
山
人
（
一
八
三
六
？
）
作
『
小こ
三さん
金きん
五ご
郎ろう
仮か
名な
文まじ
章りむ
娘すめ
節せつ
用よう
』
と
い
う
人
情
本
で
あ
る
。
こ
の
人
情
本
の
テ
ー
マ
は
あ
と
で
検
討
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
こ
の
人
情
本
の
各
種
の
翻
刻
版
を
比
較
検
討
し
て
、
翻
刻
と
い
う
出
版
メ
デ
ィ
ア
に
ま
つ
わ
る
問
題
点
を
理
解
す
る
手
が
か
り
に
し
た
い
。
翻
刻
版
の
中
で
、
一
番
古
い
の
は
、
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
都
立
中
央
図
書
館
で
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
出
版
さ
れ
た
翻
刻
版
を
調
べ
て
み
た
。
百
八
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
こ
の
本
の
奥
付
に
は
、
翻
刻
出
版
人
・
廣
野
仲
助
、
発
兌
は
つ
だ
・
上
田
屋
栄
三
郎
、
そ
し
て
発
行
所
は
東
京
麴
町
の
栄
泉
堂
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
翻
刻
と
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
原
本
を
つ
ぶ
さ
に
比
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
限
り
原
本
に
非
常
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
挿
絵
が
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
や
や
色
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っ
ぽ
さ
が
増
し
て
い
る?45）
。
原
本
は
コ
ピ
ー
禁
止
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
翻
刻
版
を
原
本
と
同
じ
と
み
な
し
、
こ
れ
と
、
他
の
翻
刻
版
を
比
べ
て
み
た
。
調
べ
た
翻
刻
版
の
う
ち
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
数
年
前
の
も
の
は
、
文
章
の
一
部
が
割
愛
さ
れ
て
い
た
り
、
伏
せ
字
が
あ
っ
た
り
、
線
が
引
か
れ
て
い
た
り
、
別
の
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
戦
前
に
は
ど
の
よ
う
な
文
章
が
、
読
者
に
と
っ
て
刺
激
的
す
ぎ
る
と
判
断
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
一
八
八
六
年
の
翻
刻
版
（
ａ
）
と
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
の
村
上
静
人
の
編
集
に
よ
る
人
情
本
刊
行
会
叢
書
の
再
版
（
ｂ
）
と
を
比
べ
て
み
よ
う
。【
比
較
例
一
】
?ａ
）
下げ
女じよ
「
ハ
イ
ハ
イ
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
ト
（
枕
を
置
て
し
た
へ
ゆ
く
）
金きん
五ご
郎らう
ハ
目
を
明あけ
て
当
た
り
見み
回まわ
し
枕
を
取
て
ま
た
ね
転ころ
び
金
「
七
段
目
の
由
良
と
云
計
略
だ
サ
ア
も
っ
と
此
方
こ
つ
ち
へ
よ
ん
な
ト
（
小
三
の
手
を
と
り
ひ
き
よ
せ
る?46））
?ｂ
）
下げ
女じよ
『
は
い
は
い
、か
畏しこまり
ま
し
た
。』
と
、
枕まくらを
置お
い
て
下した
へ
行ゆ
く
。
金きん
五ご
郎らう
は
目め
を
開あ
い
て
、
四あた
辺り
見み
回まわ
し
枕
を
取
っ
て
又また
寝ね
転ころ
び
、
金きん
五ご
郎らう
『
七
段だん
目め
の
由ゆ
良ら
と
い
ふ
計けい
略りやくだ
。
さ
あ
も
ッ
と
此
方
こ
つ
ち
へ
寄よ
ん
な
。』
と
、
小
三
の
手
を
取と
る?47）
。
引
用
部
分
を
検
討
す
る
前
に
、
こ
の
二
冊
の
翻
刻
版
の
全
体
的
な
特
徴
を
先
ず
比
較
し
て
み
る
と
お
も
し
ろ
い
。
一
八
八
六
年
版
は
、
表
紙
の
裏
側
に
、
読
者
の
興
味
を
そ
そ
る
た
め
に
内
容
の
広
告
を
載
せ
て
お
り
「
文
政
十
二
年
辛
卯
孟
陽
江
戸
文
盲
短
斎
し
る
す
」
と
書
い
て
あ
る
。
文
政
十
二
年
は
、
一
八
二
九
年
で
あ
る
。
両
開
き
一
頁
の
挿
絵
の
あ
と
、
題
名
の
あ
と
に
、「
江
戸
曲
山
人
補
綴
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
奥
付
に
は
、
著
者
と
し
て
、
為
永
春
水
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
教
訓
亭
為
永
の
名
が
見
え
る
。
先
に
書
い
た
よ
う
に
翻
刻
出
版
人
は
、
廣
野
仲
助
と
な
っ
て
い
る
。
曲
山
人
の
人
情
本
の
「
著
者
」
は
、
他
で
も
な
い
為
永
春
水
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
人
情
本
を
売
る
た
め
に
、
よ
く
用
い
た
手
で
あ
る
ら
し
い
が
、
翻
刻
版
で
も
同
じ
手
を
使
っ
て
い
る
。
一
九
二
五
年
の
翻
刻
版
は
、
非
常
に
分
か
り
易
く
、
村
上
静
人
に
よ
る
解
釈
が
つ
い
て
お
り
、
た
と
え
ば
な
ぜ
曲
山
人
を
著
者
で
な
く
、
補
綴
と
し
て
あ
る
の
か
な
ど
の
説
明
が
つ
い
て
い
る
。
村
上
に
よ
る
と
、
こ
の
人
情
本
は
間
違
い
も
な
く
曲
山
人
の
著
作
で
あ
り
、
こ
う
い
う
こ
と
は
当
時
よ
く
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
村
上
は
、
初
版
の
緒
言
も
収
録
、
挿
絵
は
曲
山
人
の
絵
を
も
と
に
、
歌
川
国
直
が
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
二
五
年
版
の
挿
絵
は
、
原
本
の
挿
絵
を
再
現
し
て
い
る
も
の
の
、
復
刻
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
引
用
文
の
あ
る
章
は
、
一
八
八
六
年
版
で
は
、
た
だ
「
第
三
回
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
一
九
二
五
年
版
で
は
「
初
編
下
の
巻
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
引
用
文
（
ａ
）
と
（
ｂ
）
で
は
、
句
読
点
な
ど
が
少
し
違
う
だ
け
で
、
大
き
な
差
は
な
い
。（
ａ
）
の
一
八
八
六
年
版
で
は
、
フ
リ
ガ
ナ
が
ま
ば
ら
に
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、（
ｂ
）
の
一
九
二
五
年
版
に
は
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
に
フ
リ
ガ
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ナ
が
打
た
れ
て
い
る
。
一
番
大
き
な
違
い
は
、（
ａ
）
に
は
あ
る
「
ひ
き
よ
せ
る
」
と
い
う
部
分
が
、（
ｂ
）
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
金
五
郎
が
小
三
を
ひ
き
よ
せ
て
次
の
ラ
ブ
シ
ー
ン
へ
移
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
言
葉
で
あ
る
。「
七
段
目
の
由
良
と
い
う
計
略
」
と
い
う
の
は
、
人
形
浄
瑠
璃
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
主
人
公
、
大
星
由
良
之
助
が
、
仇
を
討
つ
計
略
を
相
手
に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
遊
郭
に
上
が
っ
て
、
遊
女
と
戯
れ
る
段
に
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
ｂ
）
で
は
、「
小
三
の
手
を
と
り
ひ
き
よ
せ
る
」
の
代
わ
り
に
、
「
小
三
の
手
を
取
る
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
わ
ず
か
な
削
除
で
何
が
変
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
金
五
郎
が
横
に
な
っ
て
い
て
、
忠
臣
蔵
の
由
良
之
助
に
言
及
し
な
が
ら
小
三
の
手
を
取
る
と
い
う
情
景
だ
け
で
読
者
に
は
充
分
そ
の
シ
ー
ン
が
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。「
ひ
き
よ
せ
る
」
と
い
う
言
葉
が
猥
褻
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
は
不
思
議
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
【
比
較
例
二
】
?ａ
）
小
三
「
ヲ
ホ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
厭
で
ご
ざ
い
ま
す
ヨ
金
「
寝
る
の
が
厭
か
小
三
「
ど
う
だ
か
存
ま
せ
ん
と
か
ほ
を
あ
か
く
し
て
う
つ
む
く
金
「
ナ
ニ
し
ら
ね
へ
こ
と
が
有
も
の
か
誰たれ
か
に
お
そ
は
っ
て
御ご
座ぞん
じ
だ
ら
う
ド
ラ
一ちよ
寸つと
あ
ら
た
め
て
見
よ
う
ト
帯おび
も
心こゝ
ろも
打うち
解とけ
て
契ちぎ
り
染そめ
た
る
湯
か
た
び
ら
玉
の
汗あせ
を
や
し
ぼ
る
ら
ん
か
く
て
是
よ
り
金きん
五ご
郎らう
ハ
千
歳
ち
と
せ
屋や
へ
人
を
ハ
し
ら
せ?48）
…
…
?ｂ
）
小
三
『
オ
ホ
ホ
ホ
ホ
、
厭いや
で
御ご
座ざ
い
ま
す
よ
。』
と
心こゝ
ろも
打う
ち
解と
け
て
、
契ちぎ
り
初そ
め
た
る
湯ゆ
帷かた
子びら
。
か
く
て
是これ
よ
り
金きん
五ご
郎らう
は
、
千
年
ち
と
せ
屋や
へ
人ひと
を
走はし
ら
せ?49）
…
…
（
ａ
）
の
一
八
八
六
年
版
で
は
は
っ
き
り
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、（
ｂ
）
の
一
九
二
五
年
版
で
は
、
二
、
三
行
割
愛
さ
れ
て
、
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
気
が
抜
け
た
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
描
写
さ
れ
て
い
る
シ
ー
ン
自
体
は
か
な
り
色
っ
ぽ
い
。
【
比
較
例
三
】
?ａ
）
金
「
甘うま
く
云
ぜ
し
っ
ぽ
り
と
し
ん
ね
こ
で
は
ま
ぐ
り
の
お
吸すい
物もの
を
〆しめ
て
る
人
が
の
ふ
お
菊
さ
ん?50）
…
…
?ｂ
）
金きん
五ご
郎らう
『
う
ま
く
言い
ふ
ぜ
。
し
っ
ぽ
り
と
真しん
猫ねこ
で
、
の
う
お
菊きく
さ
ん?51）
。』
（
ａ
）
の
一
八
八
六
年
版
に
は
載
っ
て
い
る
お
菊
と
い
う
遊
女
の
性
的
な
描
写
が
、（
ｂ
）
の
一
九
二
五
年
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
【
比
較
例
四
】
?ａ
）
金
「
違
へ
ね
へ
色
気
が
な
く
っ
て
も
汁
気
が
有
ハ
沢
山
だ
の
ふ
バ
ゝ
ア
ト
こ
え
を
か
く
れ
バ
う
バ
も
ふ
き
だ
し
う
バ
「
ヲ
ホ
ゝ
ゝ
ほ
ん
に
さ
よ
で
ご
ざ
い
升
私わたくし
の
や
う
に
色いろ
気け
も
汁
気
も
な
く
な
っ
て
ハ
い
け
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ま
せ
ん
が
「
御
新しん
造ぞ
さ
ん
な
ど
ハ?52）
…
…
?ｂ
）
金きん
五ご
郎らう
『
違ちげ
え
ね
え
、
色いろ
気け
が
な
く
っ
て
も
艶つや
気け
が
あ
れ
ば
、
沢たく
山さん
だ
。
の
う
老
婆
ば
ば
あ
。』
と
、
声こえ
を
懸か
く
れ
ば
、
乳う
母ば
も
噴ふ
き
出だ
し
、
乳
母
『
オ
ホ
ホ
ホ
ホ
、
真ほん
に
左さ
様よう
で
御ご
座ざ
い
ま
す
。わ
私たくしの
様やう
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
御ご
新しん
造ぞ
さ
ん
な
ど
は?53）
…
…
』
金
五
郎
と
乳
母
が
性
的
な
冗
談
を
言
い
合
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。（
ａ
）
の
一
八
八
六
年
版
で
は
「
汁
気
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
（
ｂ
）
の
一
九
二
五
年
版
で
は
「
艶
気
」
と
な
り
、
ま
た
、「
色
気
も
汁
気
も
な
く
な
っ
て
ハ
」
と
い
う
部
分
も
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
の
情
景
を
壊
し
て
は
い
な
い
。
【
比
較
例
五
】
?ａ
）
た
ぼ
「
ヲ
ヤ
お
ま
へ
さ
ん
そ
ん
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る
が
炬こ
燵たつ
と
云いふ
者もの
ハ
能よい
も
の
で
云い
ふ
に
云
ハ
れ
ぬ
楽たの
し
み
が
有
升
よ
ね
へ
小
三
さ
ん
小
三
「
な
ん
だ
ね
お
た
ぼ
さ
ん
お
つ
な
事こと
を
お
云いひ
で
な
い
人
の
鼻はな
を
磨こするや
う
な
私わたしら
ア
そ
ん
な
事
ハ
嫌
サ
金
「
コ
ウ
お
た
ぼ
さ
ん
お
前めえ
も
余よつ
程ぽど
好
物
家
だ
ね
成なる
程ほど
一ちよ
寸つと
い
ち
ゃ
つ
く
に
ハ
ま
ん
ざ
ら
悪にくゝ
ね
へ
や
つ
さ
冬ふゆ
の
色
事
ハ
炬こ
燵たつ
で
出で
来き
る
や
つ
が
い
く
ら
も
有
も
の
さ
小
三
「
も
し
お
か
し
く
も
な
い
そ
ん
ナ
話はなし
ハ?54
）…
…
?ｂ
）
（
お
た
ぼ
）『
お
や
お
前まへ
さ
ん
、
そ
ん
な
事こと
を
被おつ
仰しや
る
が
、
炬こ
燵たつ
と
い
ふ
も
の
は
よ
い
も
の
で
、
ま
た
別べつ
な
楽たの
し
み
が
あ
り
ま
す
よ
。
ね
え
小こ
三さん
さ
ん
。』
小こ
三さん
「
何なん
だ
ね
、
お
た
ぼ
さ
ん
、
乙おつ
な
事こと
を
お
言い
ひ
で
な
い
、
人ひと
の
鼻はな
を
磨こす
る
様やう
な
。
私わたしら
ア
そ
ん
な
事こと
は
嫌きら
ひ
さ
。」
金きん
五ご
郎らう
『
こ
う
お
た
ぼ
さ
ん
、
お
前まへ
も
余よつ
程ぽど
好かう
物ぶつ
家か
だ
ね
。』
小こ
三さん
『
も
し
、
可を
笑か
し
く
も
な
い
そ
ん
な
話はなし
は?55
）…
…
』
こ
こ
で
も
、
や
は
り
（
ａ
）
の
方
が
少
し
直
接
的
な
表
現
で
性
的
な
行
為
に
言
及
し
て
い
る
の
に
対
し
、（
ｂ
）
は
、
ほ
の
め
か
す
だ
け
に
と
ど
め
て
い
る
。
【
比
較
例
六
】
?ａ
）
金
「
ハ
ゝ
ゝ
、
そ
ん
な
ら
乳
母
ば
ゞ
あ
の
所
へ
行
て
寝ね
ろ
今
目
を
覚さま
し
て
泣なき
出だ
す
と
お
っ
か
ア
の
何
の
か
邪
魔
に
な
る
さ
う
だ
ト?56）
?ｂ
）
金きん
五ご
郎らう
『
ハ
ハ
ハ
ハ
、
そ
ん
な
ら
乳
母
ば
ゞ
あ
の
所ところへ
行い
っ
て
寝ね
ろ
。』
と?57）
、
…
…
（
ｂ
）
の
一
九
二
五
年
版
で
、「
今
目
を
覚さま
し
て
泣なき
出だ
す
と
お
っ
か
ア
の
何
の
か
邪
魔
に
な
る
さ
う
だ
ト
」
を
な
ぜ
削
除
し
た
の
か
、
理
解
し
が
た
い
。
一
八
八
六
年
頃
に
は
何
と
も
な
か
っ
た
文
章
が
、
一
九
二
五
年
に
は
、
母
親
の
子
供
に
対
す
る
愛
情
へ
の
冒
涜
と
し
て
看
過
で
き
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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【
比
較
例
七
】
?ａ
）
金
「
な
ん
の
事
た
お
か
し
く
も
ね
へ
そ
ん
な
つ
ま
ら
ね
へ
事
を
案
じ
ず
に
サ
ア
も
ふ
寝
ね
へ
か
寝
る
が
い
ゝ
ト
（
手
を
の
バ
し
ひ
き
よ
せ
る
）
小
三
「
ア
レ
ま
だ
着
物
き
も
の
も
着き
換かへ
ま
せ
ん
よ
金
「
い
ゝ
ハ
な
着き
物もの
ハ
そ
れ
で
も
大
事
ね
へ
ト
（
い
ひ
つ
ゝ
小
三
の
）
帯おび
を
解
バ
嬉うれ
し
げ
に
上
着
を
脱ぬぎ
下
着
の
儘まゝ
に
寄
添
て
」
顔
み
合
せ
て
互
に
（
に
っ
こ
り?58））
…
…
?ｂ
）
金きん
五ご
郎らう
「
何なん
の
事こつ
た
、
可を
笑か
し
く
も
ね
え
。
そ
ん
な
つ
ま
ら
ね
え
事こと
を
案あん
じ
ず
と
、
さ
ア
も
う
寝ね
ね
え
か
、
寝ね
る
が
い
ゝ
。」
と
、
顔かほ
見み
合あは
せ
て
互たがひに
莞につ
爾こり
。?59
）
こ
こ
で
も
、
一
八
八
六
年
版
の
方
が
少
し
あ
か
ら
さ
ま
で
あ
る
だ
け
で
、
一
九
二
五
年
版
も
ほ
ぼ
同
じ
情
景
を
描
写
し
て
い
る
。
【
比
較
例
八
】
?ａ
）
（
金
）「
…
…
床
へ
侵
入
は
い
つ
て
又
い
ゝ
夢ゆめ
で
も
結むすぼト
（
ぐ
っ
と
引
よ
せ
ひ
と
つ
夜や
着ぎ
）
何
成
事
や
契ちぎ
る
ら
ん?60）
?ｂ
）
（
金きん
五ご
郎らう
）『
…
…
床とこ
へ
侵へ
入え
っ
て
、
又また
い
ゝ
夢ゆめ
で
も
結むす
ば
う?61）
。』
一
八
八
六
年
版
で
著
者
が
読
者
に
対
し
て
「
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ん
で
し
ょ
う
ね
ぇ
」
と
い
う
感
じ
で
問
い
か
け
て
い
る
く
だ
り
を
、
一
九
二
五
年
版
で
村
上
が
割
愛
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
一
九
二
五
年
頃
の
読
者
の
繊
細
な
感
性
を
損
な
う
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
さ
て
、
さ
ら
に
比
較
す
る
た
め
に
、
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
に
出
版
さ
れ
た
同
じ
話
の
翻
刻
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
大
日
本
雄
辯
会
講
談
社
が
出
版
し
た
評
釈
江
戸
文
学
叢
書
の
中
の
一
冊
で
あ
る
。
翻
刻
本
と
い
う
よ
り
も
校
注
本
で
、
笹
川
種
郎
に
よ
る
校
注
が
つ
い
て
い
る
。
次
に
挙
げ
る
六
ヶ
所
が
直
線
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
一
、
ト
（
ぐ
っ
と
引
き
よ
せ
て
お
び
を
と
り?62））
こ
の
一
行
は
、
一
八
八
六
年
版
で
は
そ
の
ま
ま
だ
が
、
一
九
二
五
年
版
で
は
、
比
較
し
て
み
な
け
れ
ば
こ
の
行
が
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
一
九
三
六
年
版
で
は
直
線
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
箇
所
に
削
除
さ
れ
た
文
章
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
二
、
寝
る
の
三
、
誰
か
に
お
そ
わ
っ
て
四
、
ド
ラ
ち
ょ
っ
と
あ
ら
た
め
て
見
よ
う
。
五
、
帯
も
六
、
玉
の
汗
を
や
し
ぼ
る
ら
ん
273
十九世紀末における恋愛文学の編成
こ
の
五
ヶ
所
は
、【
比
較
例
二
】
の
（
ａ
）
の
部
分
と
同
じ
部
分
で
あ
り
、
削
除
箇
所
が
直
線
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
再
現
し
て
み
よ
う
。
小
三
「
ヲ
ホ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
厭
で
ご
ざ
い
ま
す
ヨ
金
「
が
厭
か
小
三
「
ど
う
だ
か
存
ま
せ
ん
と
か
ほ
を
あ
か
く
し
て
う
つ
む
く
金
「
ナ
ニ
し
ら
ね
へ
こ
と
が
有
も
の
か
御ご
座ぞん
じ
だ
ら
う
ト
心ごゝ
ろも
打うち
解とけ
て
契ちぎ
り
染そめ
た
る
湯
か
た
び
ら
か
く
て
是
よ
り
金きん
五ご
郎らう
ハ
千ち
歳とせ
屋や
へ
人
を
ハ
し
ら
せ?63）
…
…
線
が
引
か
れ
て
い
る
部
分
を
補
う
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
小
三
「
ヲ
ホ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
厭
で
ご
ざ
い
ま
す
ヨ
金
「
寝
る
の
が
厭
か
小
三
「
ど
う
だ
か
存
ま
せ
ん
と
か
ほ
を
あ
か
く
し
て
う
つ
む
く
金
「
ナ
ニ
し
ら
ね
へ
こ
と
が
有
も
の
か
誰たれ
か
に
お
そ
は
っ
て
御ご
座ぞん
じ
だ
ら
う
ド
ラ
一ちよ
寸つと
あ
ら
た
め
て
見
よ
う
ト
帯おび
も
心ごゝ
ろも
打うち
解とけ
て
契ちぎ
り
染そめ
た
る
湯
か
た
び
ら
玉
の
汗あせ
を
や
し
ぼ
る
ら
ん
か
く
て
是
よ
り
金きん
五ご
郎らう
ハ
千ち
歳とせ
屋や
へ
人
を
ハ
し
ら
せ
…
…
一
九
三
六
年
版
に
は
、
一
九
二
五
年
版
で
は
完
全
に
割
愛
さ
れ
て
い
た
り
、
書
き
換
え
ら
れ
て
い
た
文
章
の
う
ち
の
一
部
分
だ
け
を
直
線
に
置
き
換
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
大
正
時
代
に
は
削
除
さ
れ
て
い
た
「
は
ま
ぐ
り
の
お
吸
物
を
〆しめ
て
る
人
が
」
は
、
こ
こ
で
は
原
文
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
最
後
に
も
う
一
つ
、
今
度
は
も
う
少
し
古
い
鼻
山
人
に
よ
る
一
八
一
七
年
の
『
娼けい
妓せい
美び
談だん
籬まがきの
花
』
に
つ
い
て
、
原
本
と
翻
刻
を
比
べ
て
み
た
。
原
本
の
題
は
『
青せい
楼ろう
籬
の
花
』
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
じ
話
で
あ
る
。
中
央
図
書
館
に
原
本
の
複
写
が
あ
る
数
少
な
い
人
情
本
の
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
。
比
べ
た
翻
刻
版
は
、
村
上
静
人
が
翻
刻
に
あ
た
っ
た
一
九
一
五
年
出
版
の
人
情
本
刊
行
会
叢
書
の
一
冊
で
あ
る
。
編
集
者
の
村
上
静
人
は
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
の
解
題
に
、「『
娼
妓
美
談
籬
の
花
』
は
、
人
情
本
の
祖
た
る
蒟
蒻
本
、
即
ち
洒
落
本
の
一
種
で?64）
…
…
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
作
は
、
人
情
本
よ
り
も
古
い
こ
ん
に
ゃ
く
本＝
洒
落
本
の
一
種
で
あ
る
と
い
う
。
も
う
一
度
、
い
っ
た
い
人
情
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
し
て
、
こ
の
話
を
読
ん
で
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
情
本
と
は
少
し
違
っ
た
種
類
の
「
小
説
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
意
味
で
も
、
翻
刻
と
原
本
を
つ
き
あ
わ
せ
て
、
ど
れ
ほ
ど
変
え
ら
れ
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
る
価
値
が
あ
る
と
思
う
。
隅
か
ら
隅
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
た
結
果
、
変
え
ら
れ
て
い
た
の
は
た
っ
た
の
一
ヶ
所
、
一
九
一
五
年
の
翻
刻
版
で
は
、「
ト
夜
着
の
中
へ
は
い
り
笑
い
な
が
ら
二
人
と
も
に
夜
着
を
す
っ
ぽ
り
か
ぶ
る?65）
」
と
い
う
ト
書
き
が
削
除
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
武
藤
元
昭
が
翻
刻
編
集
し
て
い
る
一
九
九
五
年
の
叢
書
江
戸
文
庫
の
中
の
第
三
十
六
巻
「
人
情
本
集
」
を
は
じ
め
、
戦
後
の
翻
刻
は
す
べ
て
原
本
に
忠
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
六
二
年
刊
行
の
為
永
春
水
に
よ
274
る
人
情
本
『
春
色
梅
児
誉
美
』（
中
村
幸
彦
校
注
）
と
二
〇
〇
〇
年
の
『
風ふう
月げつ
花かじ
情よう
春はる
告つげ
鳥どり
』（
前
田
愛
校
注
）
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
原
本
に
忠
実
な
上
に
、
詳
し
い
学
術
的
な
情
報
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
原
本
は
失
わ
れ
、
戦
前
の
翻
刻
し
か
現
存
し
な
い
作
品
が
多
い
今
、
人
情
本
を
研
究
す
る
と
き
、
書
き
換
え
や
削
除
の
程
度
を
知
っ
た
上
で
戦
前
の
翻
刻
を
活
用
す
る
意
義
は
大
き
い
と
感
じ
る
。
ま
と
め
と
テ
キ
ス
ト
の
分
析
人
情
本
を
最
も
多
く
集
め
た
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
人
情
本
刊
行
会
叢
書
の
二
つ
の
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。
初
版
シ
リ
ー
ズ
は
、
一
九
一
五
〜
一
七
年
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
、
赤
い
表
紙
の
本
二
十
二
冊
と
、
人
情
本
世
話
小
説
刊
行
会
叢
書
と
呼
ば
れ
る
青
い
表
紙
の
二
冊
の
合
計
二
十
四
冊
で
、
非
売
品
で
あ
っ
た
。
非
売
品
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
現
在
は
非
常
に
手
に
入
り
に
く
く
、
幻
の
シ
リ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
一
九
二
五
〜
二
六
年
に
わ
た
っ
て
編
集
し
直
し
た
再
版
シ
リ
ー
ズ
は
、
初
版
シ
リ
ー
ズ
の
二
十
四
冊
を
配
本
順
序
だ
け
入
れ
替
え
て
再
印
刷
し
た
も
の
に
第
一
巻
と
第
二
巻
、
そ
し
て
第
二
十
七
巻
を
補
足
し
た
赤
い
表
紙
の
合
計
二
十
七
冊
で
あ
る
。
人
情
本
ま
た
は
江
戸
文
学
の
専
門
家
の
間
で
は
、
都
合
の
良
く
な
い
箇
所
が
削
除
さ
れ
て
い
る
た
め
、
研
究
材
料
と
し
て
信
用
で
き
な
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
観
念
が
持
た
れ
て
い
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
人
情
本
に
つ
い
て
、
原
本
と
つ
き
あ
わ
せ
て
調
べ
て
み
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
通
念
に
つ
い
て
、
何
と
も
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
今
回
調
べ
て
み
た
限
り
か
ら
判
断
す
る
と
、
変
更
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
ほ
ん
の
二
、
三
の
文
章
だ
け
で
、
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
削
ら
れ
た
り
置
き
換
え
ら
れ
た
り
し
た
文
章
や
言
葉
は
、
す
べ
て
遠
回
し
に
性
的
な
行
動
に
言
及
し
て
い
る
も
の
で
、
た
と
え
こ
れ
ら
の
文
章
が
削
ら
れ
て
い
て
も
、
読
者
は
文
脈
か
ら
何
か
色
っ
ぽ
い
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
察
で
き
る
。
村
上
静
人
は
、
各
巻
共
通
の
緒
言
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
泥でい
中ちゆうの
白びやく
蓮れん
は
、
泥
中
に
お
き
、
濁だく
水すい
中ちゆうの
鯉り
魚ぎよ
は
、
必
ず
濁
水
中
に
捨
て
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
必
要
は
な
い
。
汚お
泥でい
を
洗
い
清
め
て
玉
ぎよく
盤ばん
に
移
し
、
濁だく
水すい
か
ら
洗
い
去
っ
て?66）
…
…
校
訂
者
と
し
て
村
上
静
人
は
、
汚
い
と
判
断
す
る
表
現
を
削
除
す
る
姿
勢
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
戦
前
の
人
情
本
翻
刻
版
校
訂
者
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
な
ど
か
ら
、
明
治
中
期
か
ら
第
二
次
大
戦
前
ま
で
、
人
情
本
は
、
エ
ロ
チ
ッ
ク
な
文
章
で
不
道
徳
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
般
的
な
受
け
取
り
方
を
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
翻
刻
版
で
削
ら
れ
た
表
現
は
、
現
代
の
読
者
に
と
っ
て
は
刺
激
的
と
い
え
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
直
接
的
な
性
的
表
現
を
避
け
な
が
ら
男
女
の
人
間
関
係
を
描
い
た
も
の
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。
人
情
本
は
扇
情
的
な
き
わ
ど
い
描
写
は
す
る
が
、
具
体
的
に
は
描
か
な
い
。
読
者
の
想
像
を
か
き
立
て
る
思
わ
せ
ぶ
り
な
描
写
の
線
で
筆
を
と
め
て
い
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。
彼
女
は
静
か
に
体
を
開
い
た
と
い
っ
た
叙
述
が
ふ
つ
う
に
な
り
、
彼
女
が
何
度
失
心
し
た
と
か
と
臆
面
も
な
く
書
く
失
心
派
の
現
代
作
家
の
小
説
に
く
ら
べ
れ
ば
、
江
戸
小
説
の
方
が
健
全
で
あ
る?67）
。
と
神
保
五
彌
が
書
い
た
通
り
で
あ
る
。
近
世
の
読
者
が
「
人
情
本
」
と
い
う
ラ
ベ
ル
の
も
と
に
読
ん
だ
読
み
物
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
知
る
上
で
、
こ
の
よ
う
な
考
察
は
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
る
と
、
村
上
静
人
が
編
集
し
た
人
情
本
刊
行
会
叢
書
に
よ
る
一
九
二
五
〜
二
六
年
出
版
の
再
版
シ
リ
ー
ズ
は
、
奥
付
に
非
売
品
と
書
い
て
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
か
な
り
の
量
が
流
通
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
非
売
品
と
書
い
て
あ
る
の
は
、
人
情
本
刊
行
会
の
会
員
に
月
ご
と
に
配
本
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
か
ら
か
と
考
え
ら
れ
る
。
貸
本
屋
と
貸
し
出
し
を
す
る
戦
前
の
公
共
図
書
館
の
存
在
と
が
あ
っ
て
、
か
な
り
の
量
が
流
通
し
た
よ
う
で
あ
る
。
今
回
の
執
筆
の
た
め
に
数
多
く
の
翻
刻
版
を
見
て
み
た
が
、
そ
の
中
で
も
読
み
や
す
さ
で
は
人
情
本
刊
行
会
叢
書
が
一
番
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
叢
書
の
改
行
の
仕
方
や
レ
イ
ア
ウ
ト
が
、
我
々
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
近
代
小
説
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
書
式
を
使
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
に
出
版
さ
れ
た
坪
内
逍
遙
の
『
当
世
書
生
気
質
』
の
岩
波
文
庫
版
は
、
そ
の
改
行
の
仕
方
と
レ
イ
ア
ウ
ト
が
、
初
版
の
仕
様
に
忠
実
な
た
め
、
人
情
本
の
原
本
の
そ
れ
に
近
い?68）
。
そ
の
た
め
、
刊
行
会
叢
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
人
情
本
の
翻
刻
は
、
逍
遙
の
小
説
よ
り
も
近
代
的
に
見
え
る
。
さ
て
こ
こ
で
、
何
が
「
近
代
小
説
」
と
呼
ば
れ
る
の
か
、
そ
し
て
「
近
世
小
説
」
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
疑
問
に
も
う
一
度
戻
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
を
深
く
検
討
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
戦
前
と
戦
後
の
評
論
家
に
よ
る
論
述
に
見
ら
れ
る
人
情
本
観
が
肯
定
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
は
修
正
さ
れ
る
の
か
を
考
え
る
た
め
に
、
い
よ
い
よ
テ
ー
マ
別
に
選
ん
だ
人
情
本
を
分
析
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
『
娼
妓
美
談
籬
の
花
』（
一
八
一
七
）
村
上
静
人
は
、
こ
の
作
品
の
解
題
で
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
此この
『
籬まがきの
花はな
』
は
、
そ
の
形けい
式しき
こ
そ
洒
落
し
や
れ
本ぼん
で
あ
る
が
、
内ない
容よう
は
既すで
に
後こう
世せい
の
人にん
情じよ
本うぼんの
性せい
質しつ
を
帯お
び
て
い
る
大おお
蒟
蒻
本
こんにやく
で
あ
る
。
…
…
此この
種しゆ
の
も
の
は
、
洒しや
落れぼ
本んち
中ゆう
で
も
多おお
く
後
期
こうき
の
も
の
で
、
そ
の
形けい
式しき
内ない
容よう
共とも
に
、
す
で
に
人にん
情じよ
本うぼんに
近ちか
く
な
っ
た
も
の
が
多おお
い
。
が
、
特とく
に
こ
の
『
籬まがきの
花はな
』
と
、
此この
前ぜん
年ねん
に
出で
た
振しん
鷺ろ
亭てい
の
『
寒かん
紅こう
梅ばい
丑うし
の
日ひ
待まち
』
と
は
、
最もつとも
人にん
情
じよう
本ぼん
に
近ちか
い
も
の
で
、
こ
れ
が
一いつ
転てん
し
て
、
文ぶん
政せい
に
入はい
っ
て
、
人にん
情じよ
本うぼんと
な
っ
た
萌ほう
芽が
の
一ひと
つ
と
見み
る
こ
と
の
出で
来き
る
も
の
で
、
こ
の
点てん
か
ら
も
、
こ
の
『
籬まがきの
花はな
』
は
、
特とく
に
注ちゆ
目うもくす
べ
き
価か
値ち
の
あ
る
も
の
で
あ
る?69）
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、『
籬
の
花
』
が
大
変
面
白
い
人
情
本
と
言
え
る
と
思
う
。
洒
落
本
か
ら
人
情
本
へ
と
い
う
過
渡
期
を
示
す
人
情
本
の
一
例
で
、
人
情
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
定
義
あ
る
い
は
再
定
義
す
る
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
考
察
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
鼻
山
人
と
い
う
作
者
に
つ
い
て
の
い
わ
ゆ
る
「
定
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」
を
検
討
す
る
上
で
も
こ
の
人
情
本
に
は
意
義
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
神
保
五
彌
が
『
為
永
春
水
の
研
究
』（
一
九
六
四
）
と
い
う
書
で
鼻
山
人
を
こ
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
洒
落
本
の
読
者
と
人
情
本
の
読
者
が
明
ら
か
に
異
な
る
以
上
、
そ
こ
に
作
者
の
通
人
と
し
て
の
姿
勢
が
露
骨
に
看
取
さ
れ
る
の
で
は
、
郭
の
描
写
は
人
情
本
に
あ
っ
て
は
無
意
味
で
あ
る?70）
。
洒
落
本
の
読
者
と
違
っ
て
、
人
情
本
の
読
者
は
主
と
し
て
女
性
で
あ
っ
た
た
め
、
遊
郭
を
よ
く
知
る
者
の
視
点
か
ら
の
詳
し
い
描
写
な
ど
に
は
興
味
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
六
頁
の
後
、
神
保
は
、
鼻
山
人
の
『
言
語
光
沢
合
せ
鏡
』
に
つ
い
て
、「
こ
う
し
た
春
水
流
の
鼻
山
人
の
人
情
本
は
、
実
は
こ
の
一
作
で
終
っ
て
い
た?71）
。」
と
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
神
保
は
鼻
山
人
に
次
の
よ
う
な
最
終
評
価
を
与
え
て
い
る
。
鼻
山
人
が
伝
奇
的
構
想
を
重
視
す
る
態
度
を
捨
て
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
な
お
戯
作
者
と
し
て
生
き
残
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
春
水
に
比
較
す
れ
ば
、
所
詮
は
二
流
の
作
者
に
す
ぎ
な
い
と
私
は
見
る
の
で
あ
る
が
、
二
流
は
二
流
な
り
の
活
躍
は
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
趣
味
的
な
生
活
、
通
人
と
し
て
の
彼
の
姿
勢
が
戯
作
者
た
る
こ
と
を
失
格
せ
し
め
た
の
で
あ
る
…
…
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
、
鼻
山
人
は
し
ょ
せ
ん
は
二
流
の
作
者
で
あ
る?72）
。
神
保
は
ど
の
よ
う
な
基
準
に
基
づ
い
て
鼻
山
人
を
こ
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、『
籬
の
花
』
の
内
容
を
要
約
す
る
。
花
魁
の
梅
川
と
中
の
島
屋
の
客
の
八
右
衛
門
の
会
話
か
ら
始
ま
る
。
梅
川
の
金
の
無
心
に
対
し
て
八
右
衛
門
は
冷
た
い
顔
を
し
て
い
る
。
八
右
衛
門
は
、
忠
兵
衛
と
い
う
男
が
梅
川
の
隠
れ
男
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
抱
い
て
い
る
の
で
梅
川
の
無
心
を
断
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
梅
川
は
八
右
衛
門
に
対
す
る
忠
誠
を
誓
う
証
文＝
起
請
を
書
く
と
約
束
す
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
梅
川
は
忠
兵
衛
に
恋
し
て
い
る
の
だ
が
、
次
に
引
用
す
る
文
に
梅
川
の
企
み
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
鏡きや
台うだいの
抽ひき
出だし
か
ら
剃かみ
刀そり
を
出いだ
し
、
八
右
衛え
門もん
が
目め
の
前まへ
に
て
、
薬くす
指りゆびの
爪つめ
の
下した
を
思おも
ひ
切き
っ
て
切き
り
、
血ち
の
ぽ﹅
た﹅
ぽ﹅
た﹅
落お
ち
る
を
紅べに
猪
口
ち
よ
こ
の
中なか
へ
受う
け
て
起きし
請やう
を
書か
く
。
こ
れ
を
血ち
起ぎし
請やう
と
い
う
。
又また
墨すみ
に
て
書か
く
と
き
は
己おの
れ
が
名な
の
所ところへ
血ち
を
つ
け
る
な
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
若も
し
背そむ
か
ば
、
あ
ら
ゆ
る
神かみ
神がみ
の
御おん
名な
を
記しる
し
て
、
御おん
罰ばつ
を
蒙かうむら
ん
と
認したゝ
む
る
な
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
御おん
ば
つ
を
蒙かうむら
ん
と
書か
き
し
は
誠まことな
り
。
ま
た
御おん
ば
つ
う
を
蒙かうむら
ん
と
認したゝ
め
し
は
、
皆みな
噓うそ
な
り
。
何な
故ぜ
と
い
ふ
に
、
御おん
ば
つ
う
と
認したたむ
れ
ば
、
文も
字じ
に
当あた
ら
ざ
る
故ゆえ
、
仮
令
た
と
へ
誓ちかひを
破やぶ
り
て
も
、
罪つみ
に
な
ら
ず
と
言い
ひ
伝つた
ふ
。
諸しよ
客きやくこ
の
心
得
こゝ
ろえ
あ
る
べ
し
。
梅うめ
川がは
が
こ
の
時とき
の
起きし
請やう
も
、
定さだ
め
て
御おん
ば
つ
う
と
認したため
し
に
疑うたがひ
な
し?73）
。
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忠
兵
衛
は
あ
る
商
家
の
養
子
で
金
が
自
由
に
な
ら
ず
、
女
郎
で
あ
る
梅
川
を
請
け
出
せ
な
い
。
彼
を
助
け
る
た
め
に
、
梅
川
が
八
右
衛
門
か
ら
金
を
巻
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
明
く
る
日
に
八
右
衛
門
が
、
忠
兵
衛
と
梅
川
が
会
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
彼
女
に
対
す
る
疑
い
を
つ
の
ら
せ
、
金
を
出
す
こ
と
を
渋
る
。
八
右え
衛も
門ん
『
理り
屈くつ
と
い
ふ
も
の
ア
何ど
う
で
も
付つ
き
易やす
い
も
の
で
、
何なん
だ
か
虚こ
仮け
に
さ
れ
た
や
う
で
根ね
ッ
か
ら
う﹅
ま﹅
ら﹅
ね﹅
ぇ
。
よ
し
ん
ば
忠ちう
兵べ
衛え
は
酒さけ
の
上うへ
が
悪わる
い
に
も
し
ろ
、
思おも
う
存ぞん
分ぶん
な
こ
と
を
し
て
心こゝ
ろも
晴は
れ
よ
う
が
、
此
方
こ
つ
ち
の
身み
の
上うへ
は
、
べら
棒ぼう
に
は
ね
て
い
や
す
。』
と
、
段だんだ々ん
話はなしが
か﹅
ら﹅
ん﹅
で﹅
き
て
、
か
の
十じゆ
五うご
両りやうの
無
心
む
し
ん
も
わ
き
の
け
と
な
り
、
節せつ
句く
の
し
ま
ひ
も
覚おぼ
束つか
な
け
れ
ば
、
梅うめ
川がは
は
こ
ゝ
ぞ
大だい
事じ
な
場ば
所しよ
と
心ごゝ
ろを
定さだ
め
、
屛びや
風うぶ
の
外そと
へ
出で
て
鏡きや
台うだいの
抽ひき
出だし
よ
り
剃かみ
刀そり
を
出いだ
し
、
勝かつ
山やま
の
髷わげ
を
、
根ね
元もと
よ
り
ぷ
っ
つ
り
と
切き
り
落おと
し
、
屛びや
風うぶ
の
う
ち
へ
侵は
入い
り
、
何なん
に
も
云い
は
ず
に
忍しの
び
泣な
き
。八
右え
衛も
門ん
は
、
梅うめ
川がは
が
髪かみ
の
乱みだ
れ
た
る
を
見み
て
吃びつ
驚くり
、
八
右え
衛も
門ん
『
此こ
の
頭あたまは
、
ど
う
し
た
の
だ
。』
梅うめ
川がは
『
お
帰かへ
り
な
ん
す
道みち
で
、
お
捨す
て
な
ん
す
ま
で
も
、
ど
う
ぞ
、
持も
っ
て
ッ
て
お
く
ん
な
ん
し
。』
八
右え
衛も
門ん
『
や
り
て
に
で
も
知し
れ
た
ら
、
ど
う
す
る
。』
梅うめ
川がは
『
其そ
様ん
な
事こと
は
厭いと
ひ
い
せ
ん
。』
八
右え
衛も
門ん
『
そ
ん
な
ら
、
忠
兵
衛
ち
う
べ
え
を
つ
き
出だ
す
心こゝ
ろか
。』
梅うめ
川がは
『
綺き
麗れい
に
突つ
き
出だ
し
て
、
主ぬし
の
お
顔かほ
を
た
て
え
す
。』
八
右え
衛も
門ん
『
左さ
様う
い
ふ
心こゝ
ろな
ら
、
何なに
も
彼か
も
云い
ふ
事こと
は
ね
え
。
す﹅
っ﹅
ぱ﹅
り﹅
、
俺おれ
が
世せ
話わ
を
し
て
や
る
か
ら
、
必かならず
苦く
労ろう
に
し
ね
え
が
い
ゝ
。
節せつ
句く
の
し
ま
い
も
呉ご
服ふく
屋や
の
注ちゆ
文うもんも
、
思おも
う
通とお
り
に
す
る
が
い
い
。』
と
、
胴どう
巻まき
か
ら
十じゆ
五うご
両りやうの
金かね
を
出だ
し
て
、
梅うめ
川がは
に
渡わた
す
。
梅うめ
川がは
『
有あり
難がた
う
お
ざ
り
い
す
。』
と
、
包つゝ
み
の
儘まゝ
煙
草
た
ば
こ
盆ぼん
の
上うえ
に
載の
せ
る
。
八
右え
衛も
門ん
『
何なん
ぞ
ま
だ
、
不ふ
自
由
じ
い
う
な
も
の
が
あ
る
な
ら
、
さ
う
云い
っ
て
、
寄よ
越こ
す
が
い
ゝ
。』
と
、
切き
っ
た
髪かみ
を
鬼おに
の
首くび
で
も
取と
っ
た
や
う
に
、
鼻はな
紙がみ
を
出だ
し
て
包つゝ
む
な
り
。
梅うめ
川がは
は
も
う
占し
め
た
も
の
と
、
漸やうやう
心こゝ
落ろお
ち
つ
き
、
梅うめ
川がは
『
あ
れ
さ
、
そ
れ
ぢ
ゃ
ア
窮きう
屈くつ
で
お
ざ
り
い
す
。』
と
、
後あと
は
ぽ
ち
ぽ
ち
の
話はな
声しごえも
と
ゞ
ま
る
所ところは
、
た
ゞ
い
と
し
い
と
可
愛
か
あ
い
い
の
、
二ふた
つ
枕
まくら
に
し
ば
し
夢ゆめ
を
結むす
ぶ?74
）。
髪
を
切
っ
て
う
ま
く
金
を
せ
し
め
た
梅
川
は
、
カ
ツ
ラ
を
つ
け
て
何
食
わ
ぬ
顔
で
座
敷
に
出
て
い
る
。
そ
こ
へ
忠
兵
衛
が
や
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
作
者
は
ユ
ー
モ
ア
を
入
れ
て
話
を
締
め
く
く
り
に
か
か
っ
て
い
る
。
忠ちう
兵べ
衛え
『
久ひさ
し
振ぶ
り
だ
。
一ひと
つ
や
ろ
う
。』
と
、さ
盃かずきを
投な
げ
て
や
り
、
ぐ﹅
っ﹅
と﹅
立た
っ
て
梅うめ
川がは
が
髷まげ
ぷ﹅
し﹅
を
む﹅
ず﹅
と
摑つか
み
、
ぐ﹅
い﹅
と﹅
引ひ
き
抜ぬ
け
ば
、
も
と
よ
り
入いれ
髪がみ
故ゆえ
、
す﹅
っ﹅
ぽ﹅
り﹅
と
抜ぬ
け
る
。
皆みなみ々な
吃びつ
驚くり
。?75
）
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そ
し
て
、
最
後
。
か
ね
四よ
ツ
の
拍ひや
子うし
木ぎ
、
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
。
こ
れ
よ
り
、
梅うめ
川がは
忠ちう
兵べ
衛え
八
右え
衛も
門ん
が
仕し
打うち
如
何
い
か
ゞ
な
る
か
。
後こうへん
を
待ま
ち
て
見み
る
べ
し?76）
。
村
上
は
、
こ
の
話
に
続
編
が
あ
る
こ
と
を
予
告
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
人
情
本
で
あ
る
印
で
、
洒
落
本
で
は
な
い
。
こ
の
話
は
ほ
と
ん
ど
世
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
神
保
も
鼻
山
人
に
つ
い
て
の
章
で
、
こ
の
作
品
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
神
保
が
な
ぜ
鼻
山
人
を
二
流
と
断
定
し
た
の
か
。
こ
の
作
品
は
そ
れ
ほ
ど
質
が
低
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
作
品
の
文
体
と
構
成
上
の
特
徴
、
た
と
え
ば
、
作
者
が
直
接
読
者
に
語
り
か
け
て
い
る
こ
と
や
、
コ
メ
デ
ィ
ー
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
十
八
世
紀
の
英
国
の
作
家
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
（
一
七
〇
七
｜
五
四
）
の
『T
he H
istory of T
om
 
Jones,
A F
oundling
』（
一
七
四
九
）
と
よ
く
似
て
い
る
。
効
果
的
に
口
語
体
が
使
わ
れ
、
芝
居
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
、
歌
舞
伎
が
人
情
本
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
思
え
ば
、
驚
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
現
代
小
説
の
「
写
実
的
な
会
話
」
に
非
常
に
近
い
。
ま
た
、
作
者
が
直
接
読
者
に
語
り
か
け
る
手
法
も
、
現
代
小
説
で
は
珍
し
く
な
い
。
あ
る
意
味
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
遊
郭
文
化
の
解
説
に
な
っ
て
い
る
、
短
い
漫
画
的
な
注
釈
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
作
品
が
人
情
本
の
最
初
の
作
品
で
は
な
い
に
し
て
も
、
ご
く
初
期
の
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
、
感
動
的
な
愛
の
宣
言
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
を
「
恋
愛
小
説
」
と
分
類
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
言
葉
の
意
味
を
よ
ほ
ど
曲
げ
て
解
釈
し
な
い
で
は
ロ
マ
ン
ス
小
説
と
も
い
え
な
い
。
と
は
言
っ
て
も
、
人
情
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
創
始
期
に
あ
た
る
一
八
一
七
年
の
こ
の
作
品
に
、
成
熟
し
完
成
し
た
人
情
本
を
期
待
す
る
と
い
う
の
は
無
理
な
こ
と
で
あ
る
。
た
か
が
四
十
八
ペ
ー
ジ
（
翻
刻
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
）
の
こ
の
「
短
編
」
は
、
な
か
な
か
お
も
し
ろ
く
、
私
見
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
悪
い
作
品
と
は
思
え
な
い
。
鼻
山
人
は
、
登
場
人
物
の
人
物
描
写
を
試
み
て
お
り
、
近
代
の
作
家
、
た
と
え
ば
永
井
荷
風
な
ど
の
一
九
二
〇
年
代
の
作
家
の
短
編
作
品
と
比
べ
る
に
足
る
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
固
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
人
情
本
に
対
す
る
観
念
を
覆
す
こ
と
の
で
き
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
次
に
、
も
う
少
し
内
容
の
あ
る
作
品
を
見
て
み
よ
う
。
『
小
三
金
五
郎
仮か
名な
文まじ
章りむ
娘すめ
節せつ
用よう
』
こ
の
作
品
は
、
人
情
本
の
専
門
家
の
ほ
と
ん
ど
が
高
く
評
価
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
戦
前
の
評
論
家
で
は
、
山
口
剛
と
笹
川
種
郎
が
挙
げ
ら
れ
る
。
山
口
は
と
く
に
情
熱
的
な
よ
う
で
、
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
由
緒
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
文
学
か
ら
た
ど
り
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
小
三
金
五
郎
と
い
う
名
は
、
元
禄
の
昔
か
ら
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
。
額
の
小
三
と
歌
舞
伎
役
者
金
屋
金
五
郎
の
か
な
し
い
恋
は
、
小
唄
、
祭
文
、
浄
瑠
璃
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
の
形
で
謡
は
れ
て
い
る?77）
。
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山
口
は
、
小
三
と
金
五
郎
の
恋
を
描
く
他
の
先
行
作
品
と
比
べ
て
、
曲
山
人
の
人
情
本
が
は
る
か
に
優
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
戦
後
の
評
論
家
の
中
で
は
、
中
村
幸
彦
の
評
価
が
興
味
深
い
。
主
人
公
の
一
人
小
三
が
、
置
き
手
紙
を
し
て
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
信
念
を
つ
ら
ぬ
こ
う
と
す
る
行
き
方
な
ど
は
、
近
代
小
説
に
於
け
る
「
自
我
」
を
さ
え
思
い
出
さ
れ
る
と
も
評
さ
れ
、
人
情
本
の
発
生
を
こ
こ
に
置
く
べ
し
と
す
る
説
も
あ
る?78）
。
『
娘
節
用
』
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
よ
う
。
主
人
公
は
、
金
五
郎
と
お
亀
と
い
う
恋
人
た
ち
で
あ
る
。
鎌
倉
の
武
家
、
仮
名
屋
文
字
之
進
に
は
二
人
の
息
子
が
い
て
、
長
男
は
文
之
丞
、
次
男
は
文
次
郎
と
い
う
。
文
之
丞
は
、
大
名
の
側
室
と
恋
を
し
て
駆
け
落
ち
を
し
、
京
都
で
商
売
を
始
め
て
成
功
す
る
。
一
人
息
子
、
金
五
郎
を
授
か
る
が
、
愛
妻
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
に
、
あ
る
貧
し
い
夫
婦
が
い
て
、
年
老
い
て
か
ら
二
人
の
娘
を
授
か
っ
た
が
、
母
親
は
亡
く
な
り
、
幼
い
二
人
の
娘
を
育
て
ら
れ
な
い
で
い
る
男
を
助
け
る
た
め
に
、
文
之
丞
は
二
人
の
う
ち
妹
お
亀
を
引
き
取
っ
て
、
金
五
郎
と
兄
妹
の
よ
う
に
育
て
る
。
弟
の
文
次
郎
は
家
を
継
い
で
結
婚
し
、
お
雪
と
い
う
一
人
娘
を
も
う
け
る
。
金
五
郎
と
お
亀
は
、
兄
妹
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
互
い
に
恋
心
を
抱
い
て
い
る
が
、
金
五
郎
が
十
七
歳
の
と
き
、
祖
父
で
あ
る
仮
名
屋
文
字
之
進
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
、
鎌
倉
へ
行
く
こ
と
に
な
る
。
文
字
之
進
は
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、
い
と
こ
同
士
の
金
五
郎
と
お
雪
を
結
婚
さ
せ
て
家
を
継
が
せ
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
金
五
郎
が
鎌
倉
へ
行
っ
て
か
ら
六
ヶ
月
後
に
、
お
亀
は
人
買
い
に
拉
致
さ
れ
て
、
鎌
倉
の
遊
郭
に
売
り
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
。
金
五
郎
は
、
鎌
倉
の
遊
郭
で
、
小
三
と
呼
ば
れ
る
遊
女
に
な
っ
た
お
亀
に
再
会
し
、
夫
婦
の
契
り
を
固
め
、
金
之
助
と
い
う
息
子
が
生
ま
れ
る
。
文
字
之
進
は
、
金
五
郎
と
遊
女
と
の
関
係
を
知
り
、
金
五
郎
が
お
雪
と
結
婚
で
き
る
よ
う
に
、
小
三
に
金
五
郎
と
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
関
係
を
断
ち
、
結
婚
後
は
密
か
に
妾
と
し
て
会
っ
て
も
よ
い
と
直
談
判
す
る
。
小
三
は
、
金
五
郎
が
お
雪
と
結
婚
し
て
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
、
昔
は
同
じ
く
遊
女
で
あ
っ
た
が
今
は
紫
雲
と
い
う
尼
に
な
っ
て
い
る
姉
に
息
子
の
金
之
助
を
預
け
て
自
殺
す
る
。
小
三
の
亡
骸
を
発
見
し
た
金
五
郎
は
嘆
き
悲
し
み
な
が
ら
も
お
雪
と
結
婚
す
る
が
、
悲
し
み
を
乗
り
越
え
ら
れ
ず
に
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
行
く
。
文
字
之
進
は
、
金
五
郎
の
嘆
き
方
が
普
通
で
な
い
の
を
怪
し
ん
で
調
べ
、
小
三
が
金
五
郎
と
兄
妹
の
よ
う
に
し
て
育
っ
た
お
亀
で
あ
る
こ
と
を
知
る
に
至
る
。
文
字
之
進
は
、
事
実
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
別
の
仕
方
も
あ
っ
た
も
の
を
と
小
三
の
死
を
悼
み
、
紫
雲
が
世
話
を
し
て
い
る
金
之
助
を
引
き
取
っ
て
金
五
郎
と
お
雪
が
育
て
る
よ
う
に
計
ら
い
、
二
人
は
大
い
に
喜
ぶ
。
お
雪
は
、
小
三
が
金
五
郎
に
宛
て
た
遺
書
を
発
見
し
、
小
三
の
心
根
に
感
激
し
て
金
五
郎
に
見
せ
る
。
金
五
郎
は
、
そ
れ
を
読
ん
で
小
三
の
遺
志
を
大
切
に
し
て
、
自
暴
自
棄
の
生
き
方
を
や
め
、
良
き
夫
、
良
き
父
親
に
な
る
。
め
で
た
し
、
め
で
た
し
。
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
の
有
名
な
恋
物
語
は
、
い
わ
ば
、
十
九
世
紀
の
日
本
の
恋
愛
小
説
の
典
型
で
、
次
の
引
用
は
、
恰
好
の
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し
280
て
く
れ
る
。
お
亀かめ
『
何なん
の
ま
あ
勿もつ
体たい
な
い
。
夢ゆめ
に
も
そ
ん
な
心こころは
持も
ち
ま
せ
ん
。
仮
令
た
と
へ
業なり
平ひら
さ
ん
が
生う
ま
れ
代かは
っ
て
参まい
り
ま
し
て
も
、わ
私たくしは
貴
郎
あ
な
た
に
見み
か
へ
る
心
こころ
は
、
爪つめ
の
垢あか
程ほど
も
ご
ざ
り
ま
せ
ん
よ
。』
金きん
五ご
郎らう
『
い
ゝ
加
減
か
げ
ん
な
事こと
を
い
ふ
。
見み
か
へ
る
心こゝ
ろは
富ふ
士じ
の
山やま
程ほど
あ
る
だ
ら
う
。』
お
亀かめ
『
も
う
も
う
、
貴
郎
あ
な
た
は
何な
故ぜ
其そ
の
様やう
に
、わ
私たくしが
申まを
す
こ
と
を
、
お
疑
うたが
ひ
遊あそ
ば
し
ま
す
え
。』
金きん
五ご
郎らう
『
疑うたぐり
や
ァ
し
ね
え
け
れ
ど
、
噓うそ
ら
し
い
云い
ひ
様やう
だ
か
ら
、
そ
れ
が
真しん
実じつ
誠まことな
ら
、
必かならず
短たん
気き
を
出だ
さ
ね
え
で
、
便たよ
り
を
す
る
の
を
待ま
っ
て
居い
な
よ
。』
と
、
背せな
を
さ
す
れ
ば
、
お
亀かめ
は
嬉うれ
し
く
、
お
亀かめ『
私わたくしは
ど
の
様やう
に
も
、
待ま
っ
て
居を
る
気き
で
御ご
座ざ
り
ま
す
か
ら
、
何
卒
ど
う
ぞ
吃きつ
度と
お
便たよ
り
を
、
早はや
く
な
す
っ
て
下くだ
さ
り
ま
し
。』
と
互たがひに
つ
き
ぬ
名
残
な
ご
り
の
涙なみだ、
い
と
し
可
愛
か
あ
い
も
ま
だ
知し
ら
ぬ
、
明あけ
の
烏からすの
な
く
な
く
も
、
お
亀かめ
は
金きん
五ご
郎らう
が
支
度
し
た
く
す
る
、
傍かたへに
持もち
物もの
な
ど
取と
り
揃そろ
へ
る
中うち
、
用よう
意い
こ
と
ご
と
く
整ととのひ
し
か
ば
、
い
ざ
出しゆ
立つたつと
さ
ざ
め
く
を
、
金きん
五ご
郎らう
は
流
石
さ
す
が
に
も
、
後あと
に
心こゝ
ろの
残のこ
れ
ど
も
、
詮せん
方かた
な
け
れ
ば
気き
を
と
り
直なお
し
、
父ちち
と
お
亀かめ
に
別わか
れ
を
告つ
げ
て
、
迎むか
ひ
の
者もの
と
諸もろ
共とも
に
、
心ここ
強ろづよく
も
旅たび
立だち
を
、
今いま
が
名
残
な
ご
り
と
文
之
丞
ぶんのじよう
、
お
亀かめ
も
共とも
に
門
辺
か
ど
べ
ま
で
、
送おく
り
出い
で
つ
つ
金きん
五ご
郎らう
の
、
影かげ
見み
ゆ
る
ま
で
見み
送おく
れ
ば
、
あ
な
た
も
見み
返かへ
る
別わかれの
涙なみだ、
互たがひに
胸むね
の
う﹅
や﹅
も﹅
や﹅
に
、
隠かく
れ
て
姿すがたは
見み
え
ず
な
り
ぬ?79）
。
こ
の
引
用
文
の
会
話
は
か
な
り
写
実
的
で
あ
り
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
語
り
口
で
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
翻
刻
の
肝
心
な
部
分
は
、
原
本
に
忠
実
で
あ
る
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
削
除
や
書
き
換
え
が
見
ら
れ
る
の
は
、
性
行
為
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
個
所
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
も
、
現
代
の
日
本
の
小
説
の
あ
か
ら
さ
ま
な
も
の
と
は
ほ
ど
遠
く
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
『T
om
 
Jones
』
な
ど
の
よ
う
な
近
世
の
英
語
の
小
説
と
比
べ
て
も
、
何
で
も
な
い
表
現
な
の
で
あ
る
。
行
き
場
の
な
い
恋
人
た
ち
の
悲
し
い
運
命
は
、
小
三
の
自
殺
で
さ
ら
に
悲
劇
的
に
な
り
、
こ
の
点
こ
そ
、
こ
の
作
品
以
前
に
同
じ
題
材
で
書
か
れ
た
も
の
と
違
う
点
で
あ
る
と
多
く
の
評
論
家
が
評
し
て
い
る
。
愛
の
た
め
に
自
己
を
犠
牲
に
す
る
小
三
は
、
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
や
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
な
ど
の
西
洋
の
伝
統
的
な
悲
恋
を
彷
彿
さ
せ
、
日
本
の
伝
統
で
は
、
和
泉
式
部
や
小
野
小
町
の
和
歌
や
、
近
松
門
左
衛
門
（
一
六
五
三
｜
一
七
二
四
）
の
『
心
中
天
の
網
島
』（
一
七
二
〇
）、
六
十
年
後
に
書
か
れ
た
森
鷗
外
の
『
舞
姫
』
の
エ
リ
ス
と
豊
太
郎
の
悲
恋
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
丸
山
茂
は
、
一
九
九
四
年
出
版
の
『
春
水
人
情
本
と
近
代
小
説
』
と
い
う
著
書
で
『
舞
姫
』
と
春
水
の
『
梅
暦
』
と
の
類
似
性
、
と
く
に
お
長
と
エ
リ
ス
の
お
も
か
げ
が
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
お
長
は
丹
次
郎
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
幸
せ
に
な
る
が
、
小
三
は
金
五
郎
と
結
婚
で
き
ず
に
死
ぬ
。『
舞
姫
』
の
エ
リ
ス
は
、
豊
太
郎
と
結
婚
で
き
な
い
と
い
う
同
じ
理
由
で
気
が
狂
う
。
豊
太
郎
が
ロ
シ
ア
を
旅
し
て
い
る
と
き
に
受
け
と
る
エ
リ
ス
か
ら
の
悲
し
い
ラ
ブ
レ
タ
ー
は
、
小
三
が
自
殺
す
る
前
281
十九世紀末における恋愛文学の編成
に
金
五
郎
に
宛
て
た
手
紙
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
丸
山
の
い
う
『
舞
姫
』
と
『
梅
暦
』
と
の
類
似
性
よ
り
も
、『
娘
節
用
』
の
方
に
類
似
点
が
多
い
か
も
し
れ
な
い?80）
。
鷗
外
が
『
梅
暦
』
を
読
ん
だ
と
い
う
証
拠
が
あ
る
か
ら
に
は
『
娘
節
用
』
も
読
ん
で
い
て
不
思
議
で
は
な
い?81）
。
人
情
本
が
近
世
文
学
ま
た
は
江
戸
文
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
近
代
文
学
に
属
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
こ
の
『
娘
節
用
』
の
存
在
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
の
、
そ
し
て
ジ
ャ
ン
ル
間
の
区
別
が
、
少
な
く
と
も
流
動
的
か
つ
曖
昧
な
も
の
で
あ
り
、
ま
か
り
ま
ち
が
え
ば
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
強
力
な
証
拠
を
提
供
し
て
い
る
。
人
物
描
写
、
筋
書
き
、
そ
し
て
語
り
方
な
ど
か
ら
は
、『
娘
節
用
』
と
『
舞
姫
』
な
ど
の
明
治
の
有
名
な
ロ
マ
ン
小
説
と
の
違
い
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
あ
る
。
『
春
色
江
戸
紫
』（
一
八
六
四
）
先
に
検
討
し
た
人
情
本
と
同
じ
く
、
こ
の
作
品
も
多
く
の
他
の
作
品
を
融
合
し
て
で
き
た
混
合
種
ハイブリツド
で
あ
る
。
翻
刻
版
に
書
か
れ
て
い
る
解
題
に
よ
る
と
、
『
江
戸
紫
』
は
、
著
者
不
詳
で
あ
っ
た
も
の
を
、
書
肆
文
永
堂
の
依
頼
で
、
そ
の
当
時
の
洒
落
を
ま
じ
え
、
蛇
足
を
省
き
、
足
ら
な
い
と
こ
ろ
を
補
う
形
で
、
山さんさ々ん
亭てい
有あり
人んど
（
一
八
三
二
｜
一
九
〇
二
）
が
補
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
情
本
の
制
作
が
そ
う
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
現
在
「
著
者
」
と
い
わ
れ
て
い
る
人
物
が
書
き
下
ろ
し
た
も
の
は
珍
し
い
の
で
、
表
紙
に
「
補
作
」
や
「
補
綴
」
な
ど
と
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
。
著
者
と
い
う
考
え
方
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
曖
昧
で
、
と
く
に
先
の
『
春
色
梅
児
誉
美
』
の
成
功
に
あ
や
か
っ
て
為
永
春
水
作
と
さ
れ
る
「
春
色
」
シ
リ
ー
ズ
の
人
情
本
に
は
こ
れ
が
当
て
は
ま
る
。
春
水
が
、
春
色
シ
リ
ー
ズ
の
会
話
の
部
分
や
そ
の
他
の
部
分
に
他
の
作
家
を
用
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
書
肆
・
版
元
（
春
水
自
身
、
越
前
屋
長
次
郎
と
い
う
書
肆
の
主
人
で
あ
っ
た
）
が
指
揮
し
て
人
情
本
を
作
り
上
げ
る
過
程
は
、
北
斎
な
ど
の
画
家
の
木
版
画
を
多
く
の
職
人
が
刷
り
上
げ
る
過
程
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
一
八
四
二
年
の
天
保
の
改
革
で
、
為
永
春
水
が
風
紀
を
乱
し
た
罪
で
手
鎖
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て
か
ら
は
、
当
局
の
と
が
め
を
受
け
な
い
よ
う
に
、
無
名
の
作
者
名
の
ま
ま
出
版
す
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
村
上
は
、
こ
の
作
品
の
解
題
に
、「
当
時
非
常
に
愛
読
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。」
と
書
い
て
い
る?82）
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
惣
次
郎
は
江
戸
の
裕
福
な
商
人
松
坂
屋
善
兵
衛
の
息
子
で
、
善
兵
衛
の
妻
お
貞
の
姪
、
お
く
み
と
婚
約
し
て
い
る
。
お
貞
は
作
品
の
冒
頭
で
、
惣
次
郎
が
自
分
の
子
で
は
な
い
こ
と
を
告
げ
て
病
死
す
る
。
善
兵
衛
に
は
善
次
郎
と
い
う
も
う
一
人
の
息
子
が
あ
る
が
、
彼
も
お
貞
の
子
で
は
な
く
、
お
牧
と
い
う
妾
の
子
で
あ
る
。
お
貞
の
死
後
、
性
悪
女
の
お
牧
が
別
宅
か
ら
来
て
善
兵
衛
の
妻
の
座
に
つ
く
。
善
次
郎
は
お
く
み
に
思
い
を
寄
せ
て
お
り
、
お
牧
は
、
自
分
の
息
子
の
善
次
郎
に
店
を
継
が
せ
よ
う
と
企
む
。
惣
次
郎
は
、
自
分
が
養
子
で
あ
る
こ
と
を
悩
ん
で
店
か
ら
出
て
遊
興
に
ふ
け
る
よ
う
に
な
り
、
お
く
み
に
善
次
郎
と
結
婚
す
る
よ
う
に
勧
め
る
。
惣
次
郎
は
、
花
魁
お
楽
と
恋
に
落
ち
る
が
、
お
く
み
の
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
お
く
み
も
惣
次
郎
へ
の
想
い
を
持
ち
続
け
、
善
次
郎
の
も
の
に
は
な
ら
な
282
い
と
い
う
決
意
を
し
て
い
る
。
惣
次
郎
の
荒
ん
だ
生
活
が
、
善
兵
衛
の
店
の
大
坂
の
本
家
に
知
れ
て
、
善
兵
衛
は
本
家
の
手
前
、
惣
次
郎
を
勘
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
勘
当
さ
れ
た
惣
次
郎
は
、
お
楽
か
ら
も
お
く
み
か
ら
も
離
れ
て
、
一
人
で
出
奔
す
る
。
お
く
み
は
、
実
家
を
助
け
る
た
め
に
、
善
兵
衛
の
店
か
ら
多
額
の
借
金
を
し
て
い
た
た
め
、
お
牧
か
ら
そ
の
形
の
代
わ
り
に
善
次
郎
と
結
婚
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
断
る
。
お
く
み
の
実
家
は
店
と
家
財
を
売
り
払
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
上
方
の
絹
問
屋
で
働
い
て
い
た
惣
次
郎
は
、
大
金
を
稼
い
で
江
戸
へ
戻
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
主
を
亡
く
し
た
元
側
室
の
智
清
と
い
う
女
隠
居
と
い
い
仲
に
な
る
。
智
清
と
の
関
係
が
続
い
て
い
る
の
に
、
惣
次
郎
は
彼
を
待
ち
続
け
て
い
た
お
楽
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
一
緒
に
住
も
う
と
誘
う
が
、
花
魁
の
身
で
な
か
な
か
自
由
に
は
な
ら
な
い
。
お
く
み
は
姉
の
お
絹
と
一
緒
に
住
ん
で
い
た
が
、
あ
る
日
惣
次
郎
と
お
く
み
は
ば
っ
た
り
出
会
う
。
し
ば
ら
く
し
て
惣
次
郎
は
お
く
み
に
一
緒
に
住
も
う
と
誘
い
、
智
清
と
の
関
係
を
断
っ
て
二
度
と
会
わ
な
い
こ
と
を
誓
う
。
お
く
み
が
惣
次
郎
の
家
に
来
て
、
初
め
て
夫
婦
の
契
り
を
結
ん
だ
次
の
日
の
朝
、
惣
次
郎
は
お
く
み
へ
の
愛
を
宣
言
す
る
。
お
く
み
の
実
家
の
店
を
買
い
戻
し
、
お
楽
と
智
清
を
訪
れ
る
。
智
清
は
惣
次
郎
の
浮
気
を
な
じ
る
が
、
お
く
み
と
の
い
き
さ
つ
を
聞
い
て
、
気
を
直
し
、
二
人
の
友
達
に
な
る
。
惣
次
郎
は
買
っ
た
店
を
守
り
た
て
て
繁
盛
さ
せ
る
。
弟
の
善
次
郎
は
、
店
が
う
ま
く
行
か
ず
、
惣
次
郎
に
謝
っ
て
店
の
経
営
を
依
頼
す
る
。
惣
次
郎
は
両
方
の
店
を
繁
盛
さ
せ
、
お
く
み
を
正
妻
に
、
お
楽
を
妾
に
し
て
三
人
仲
良
く
い
っ
し
ょ
に
幸
せ
に
暮
ら
す
。同
時
代
の
読
者
は
、
為
永
春
水
の
『
春
色
梅
児
誉
美
』
と
の
相
似
に
す
ぐ
気
が
つ
い
た
は
ず
で
あ
る
。
惣
次
郎
と
お
楽
と
お
く
み
と
の
関
係
は
、『
春
色
梅
児
誉
美
』
の
前
半
の
、
丹
次
郎
と
芸
者
の
米
八
と
許
婚
者
の
お
長
と
の
関
係
に
並
行
し
て
い
る
。
山
々
亭
有
人
の
三
人
の
主
人
公
は
、
春
水
の
主
人
公
た
ち
と
あ
ま
り
に
似
て
い
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
丸
写
し
の
観
が
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
人
気
を
博
し
た
「
春
色
」
と
い
う
言
葉
を
つ
け
た
こ
と
か
ら
見
て
も
、
三
十
年
ほ
ど
前
に
出
た
春
水
の
有
名
な
人
情
本
を
非
常
に
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
作
品
を
喜
ん
で
読
み
、
三
年
後
の
一
八
六
七
か
ら
六
八
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
山
々
亭
有
人
の
次
の
作
品
『
春
色
玉たま
襷だすき』
が
出
る
の
を
待
ち
か
ね
て
買
い
に
走
っ
た
読
者
た
ち
は
、
失
望
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
『
江
戸
紫
』
と
『
玉
襷
』
の
二
作
に
は
共
通
点
が
多
い
。
『
江
戸
紫
』
の
表
現
法
と
文
体
は
、
分
か
り
易
く
、
お
そ
ら
く
こ
の
作
品
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
『
春
色
梅
児
誉
美
』
を
含
む
他
の
人
情
本
よ
り
も
、
日
常
語
や
現
代
の
小
説
の
文
体
に
近
い
。
文
学
的
に
は
『
娘
節
用
』
の
熱
情
の
パ
ワ
ー
に
は
と
う
て
い
及
ば
な
い
が
、
半
世
紀
ほ
ど
し
て
出
回
る
よ
う
に
な
る
大
衆
的
な
恋
愛
小
説
ジ
ャ
ン
ル
に
非
常
に
似
て
、
大
正
時
代
の
大
衆
小
説
に
さ
き
が
け
て
も
い
る
。
こ
の
点
で
、
こ
の
作
品
に
は
、
一
般
に
「
モ
ダ
ン
」
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
大
衆
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
へ
つ
な
が
る
点
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
近
代
性
と
い
う
も
の
を
歴
史
化
す
る
と
い
う
の
は
難
し
い
が
、
文
学
的
価
値
に
乏
し
い
と
は
い
え
、『
江
戸
紫
』
は
、
の
ち
に
大
衆
的
人
気
を
博
し
た
恋
283
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愛
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。『
春
色
梅
児
誉
美
』
と
比
較
す
る
と
、
丹
次
郎
は
正
妻
と
妾
二
人
を
得
て
め
で
た
く
話
が
終
る
の
に
対
し
、
惣
次
郎
は
正
妻
と
妾
一
人
を
得
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
一
夫
多
妻
の
男
性
天
国
か
ら
、
少
し
離
れ
て
行
っ
た
読
者
の
好
み
の
移
り
変
わ
り
を
反
映
し
て
い
る
。
所
詮
、
山
々
亭
有
人
も
、
他
の
人
情
本
作
者
達
も
、
ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
れ
、
プ
ロ
で
あ
れ
、
市
場
の
需
要
の
ま
ま
に
書
い
て
い
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
の
で
あ
る
。
原
本
は
も
う
少
し
冒
険
的
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が?83）
、
次
の
シ
ー
ン
は
、
惣
次
郎
と
お
く
み
が
初
め
て
夫
婦
の
契
り
を
結
ぶ
場
面
で
、
と
く
に
日
常
会
話
の
使
い
方
を
見
る
と
、
人
情
本
が
い
か
に
「
モ
ダ
ン
」
に
近
づ
い
て
い
る
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。
惣そう
次じ
郎らう
『
ナ
ニ
間ま
の
悪わる
い
事こと
が
あ
る
も
の
か
。』
お
く
み
『
左さ
様う
い
ふ
訳わけ
ぢ
ゃ
ァ
、
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
唯ただ
間ま
が
悪わる
い
と
申まを
し
た
ん
で
す
わ
ね
。
は﹅
ら﹅
さ﹅
ん﹅
ざ﹅
人ひと
に
苦く
労らう
さ
せ
て
置お
い
て
、
其そ
様ん
な
に
お
い
ぢ
め
遊あそ
ば
さ
ず
と
、
宜よ
い
ぢ
ゃ
ア
御ご
座ざ
い
ま
せ
ん
か
。』
惣そう
次じ
郎らう
『
い
ぢ
め
る
所どころか
、
自
己
お
い
ら
は
可
愛
か
は
ゆ
く
っ
て
可
愛
か
は
ゆ
く
っ
て
、
天
窓
あ
た
ま
か
ら
食く
っ
て
仕し
舞ま
ひ
た
い
や
う
だ
。』
此こ
の
時とき
お
く
み
は
莞につ
爾こり
笑わら
ひ
、
お
く
み
『
巧うま
く
被おつ
仰しや
い
ま
す
ね
ぇ
。』
惣そう
次じ
郎らう
『
俺おいらは
少すこ
し
も
巧うま
く
言い
や
ァ
し
ね
ぇ
が
、
お
前まへ
こ
そ
巧うま
く
言い
は
ァ
。』
お
く
み
『
何なに
が
。』
惣そう
次じ
郎らう
『
そ
れ
で
も
昨
夕
ゆ
う
べ
、
こ
れ
で
死し
ん
で
も
本ほん
望まう
だ
と
言い
っ
た
癖くせ
に
し
て
、
間ま
が
悪わる
い
な
ん
ぞ
と
言い
ふ
か
ら
よ
。』
お
く
み
『
存ぞん
じ
ま
せ
ん
よ
。
憎にく
ら
し
い
。』
と
、
惣そう
次じ
郎らう
を
抓つめ
る
。
惣そう
次じ
郎らう
『
ア
イ
タ
タ
タ
。
其そ
様ん
な
可
愛
か
は
ゆ
ら
し
い
指ゆび
で
、
ひ
ど
く
痛いた
い
の
。
此こ
の
様やう
子す
ぢ
ゃ
ァ
善ぜん
公こう
を
抓つね
り
つ
け
て
居い
る
と
見み
え
る
の
。』
お
く
み
『
又また
あ
ん
な
憎にく
ら
し
い
こ
と
ば
か
り
。』
惣そう
次じ
郎らう
『
も
う
も
う
抓つね
る
の
は
御ご
免めん
だ
。』
お
く
み
『
そ
れ
ぢ
ゃ
ァ
、
最も
う
其そ
様ん
な
事こと
を
被おつ
仰しや
い
ま
す
な
よ
。』
惣そう
次じ
郎らう
『
ハ
イ
ハ
イ
、か
畏しこまり
ま
し
た
。
中なか
直なほ
り
に
一
服ぷく
つ
け
て
お
呉く
れ
な
。』
お
く
み
『
最も
う
起お
き
ま
せ
う
か
。』
惣そう
次じ
郎らう
『
最も
う
起お
き
よ
う?84）
。』
こ
れ
よ
り
前
の
シ
ー
ン
に
人
情
本
に
典
型
的
な
コ
メ
デ
ィ
ー
（
原
本
は
こ
れ
よ
り
も
も
う
少
し
つ
や
っ
ぽ
い
可
能
性
が
あ
る
）
の
例
が
見
え
る
。
金きん
太た
郎らう
（
下
僕
）『
オ
イ
、
お
前めえ
、
何ど
方こ
か
ら
来き
た
。』
と
、
金きん
太た
が
艶つや
な
き
挨あい
拶さつ
を
、
惣そう
次じ
郎らう
は
気き
の
毒どく
さ
う
に
、
惣そう
次じ
郎らう
『
コ
レ
サ
、
他
人
様
ひ
と
さ
ま
に
何なん
と
い
ふ
物もの
の
言い
ひ
様やう
だ
。』
と
、
金きん
太た
を
しか
り
て
、
そ
れ
へ
出い
で
、
惣そう
次じ
郎らう
『
何
方
ど
ち
ら
か
ら
、
お
出い
で
な
せ
え
や
し
た
。』
女をんな
『
イ
エ
、わ
私たくしは
往わう
来らい
の
者もの
で
御ご
座ざ
い
ま
す
が
、
何なん
と
も
申まを
し
に
く
い
284
ご
無
心
む
し
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、は
憚ゞか
所りじよを
拝はい
借しや
致くいたし
た
う
御ご
座ざ
い
ま
す
。』
惣そう
次じ
郎らう
『
夫それ
は
何なに
よ
り
お
易やす
い
御ご
用よう
ぢ
ゃ
ァ
あ
り
ま
す
が
、
ホ
ン
に
ま
だ
仮
住
居
かりずまひ
で
御ご
座ざ
い
ま
す
か
ら
、
む
さ
く
る
し
く
と
も
宜よろ
敷し
く
ば
、
御ご
遠えん
慮りよ
な
く
。』
女をんな
『
有あり
難がた
う
存ぞん
じ
ま
す
。』
と
、
云い
ひ
つ
ゝ
女をんなは
表おもてへ
出い
で
、
主しゆ
人じん
と
お
ぼ
し
く
年とし
の
頃ころ
、
三み
十そ
路ぢ
の
上うへ
を
越こ
し
て
は
あ
れ
ど
、
美
麗
う
つ
く
し
き
ゆ
え
二
十
四
五
か
と
思おも
は
る
ゝ
、
故こ
人じん
粂くめ
三さ
半はん
四し
郎らう
丸まる
出だ
し
と
い
ふ
年とし
増ま
盛ざか
り
、
明
石
縮
あかしちゞ
み
に
絽ろ
の
重かさね、
鳩
羽
鼠
はとばねずみ
の
被ひ
布ふ
を
着き
た
る
は
、
言い
は
で
も
し
る
き
武ぶ
家け
の
後こう
室しつ
、
前さき
の
女をんなは
小こ
腰ごし
を
屈かゞ
め
、
女をんな
『
い
ざ
此
方
こ
ち
ら
へ
。』
と
言い
ひ
さ
ま
に
、
彼か
の
後こう
室しつ
を
初はじ
め
と
し
、
附つ
き
添そ
ふ
女じよ
中ちう
七
八
人にん
、
ど
や
ど
や
と
入い
り
来く
る
に
、
金
太
き
ん
た
は
益
ゝ
ますます
呆あき
れ
果は
て
、
金きん
太た
郎らう
『
モ
シ
旦だん
那な
、
と
ん
だ
者もの
が
舞まひ
込こ
ん
で
来き
や
し
た
ね
。
ア
ノ
同どう
勢せい
がみ
皆んな
小せう
便べん
を
た
れ
た
ら
、
後こう
架か
が
刎は
ね
て
い
け
や
す
め
ぇ
。』
惣そう
次じ
郎らう
『
コ
レ
コ
レ
、
滅めつ
多た
な
事こと
を
言い
ふ
な
。』
と
、
眼め
付つき
で
知し
ら
せ
る?85）
。
こ
れ
は
、
典
型
的
な
戯
作
の
ユ
ー
モ
ア
で
あ
り
、
後
に
近
代
的
な
小
説
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
行
く
素
地
と
な
る
要
素
で
は
あ
る
も
の
の
、
ス
ト
ー
リ
ー
自
体
が
馬
鹿
げ
て
い
る
た
め
、
一
見
近
い
よ
う
に
見
え
る
明
治
の
小
説
も
ま
だ
ま
だ
遠
い
よ
う
で
あ
る
。
『
春
色
玉
襷
たまだすき』
こ
の
作
品
が
今
ま
で
見
て
き
た
人
情
本
の
な
か
で
最
も
年
代
的
に
現
代
に
近
い
。
原
本
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
村
上
の
解
題
に
頼
る
し
か
な
い
が
、
一
八
六
七
〜
六
八
年
の
出
版
と
な
っ
て
い
て
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
書
か
れ
た
人
情
本
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
物
語
の
時
代
設
定
は
一
八
五
六
〜
五
七
年
ご
ろ
で
あ
る
。
村
上
は
こ
の
作
品
の
解
題
で
、
物
語
の
当
時
、
実
際
に
各
界
で
活
躍
し
て
い
た
人
物
を
描
い
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
こ
の
作
品
（
実
は
、
人
情
本
全
体
に
つ
い
て
）
の
写
実
性
を
強
調
し
て
い
る?86）
。
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
各
巻
共
通
の
凡
例
に
、
五
十
点
あ
れ
ば
、
や
む
を
得
ず
一
、
二
点
を
省
く
以
外
は
、
全
部
を
収
め
る
こ
と
を
目
指
し
、
鮮
明
を
期
す
る
た
め
に
原
本
か
ら
そ
の
ま
ま
製
版
す
る
こ
と
は
避
け
、
画
工
に
平
均
一
枚
に
一
日
を
費
や
し
て
原
本
そ
の
ま
ま
に
浄
写
し
て
製
版
に
回
し
た
、
と
あ
る?87）
。
原
本
が
残
っ
て
い
る
作
品
に
つ
い
て
つ
き
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
み
た
限
り
で
は
、
村
上
が
書
い
た
よ
う
に
挿
絵
は
原
本
に
忠
実
で
あ
る
。
前
田
愛
な
ど
、
挿
絵
は
人
情
本
を
読
む
と
い
う
行
為
の
必
要
不
可
欠
な
部
分
で
あ
る
と
主
張
す
る
研
究
者
も
あ
れ
ば
、
人
情
本
を
朗
読
す
る
と
き
の
音
の
方
が
大
切
で
あ
る
と
主
張
す
る
研
究
者
も
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
何
点
か
の
原
本
を
調
べ
て
み
た
結
果
、
挿
絵
の
与
え
る
視
覚
的
イ
ン
パ
ク
ト
よ
り
も
、
文
字
に
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
方
が
、
か
な
り
比
重
が
大
き
い
と
い
う
私
見
を
持
っ
た
。
こ
の
作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
鎌
倉
の
裕
福
な
呉
服
屋
、
萬
右
衛
門
に
は
子
が
な
く
、
そ
れ
だ
け
が
悩
み
の
種
だ
っ
た
所
へ
、
番
頭
の
忠
兵
衛
が
関
西
へ
仕
入
れ
に
行
っ
た
帰
り
に
、
十
歳
の
三
吉
と
い
う
み
な
し
子
を
連
れ
て
帰
っ
て
来
た
の
で
、
自
分
た
ち
の
子
の
よ
う
に
習
い
事
を
さ
せ
て
育
て
て
い
た
が
、
二
年
し
て
妻
の
お
貞
に
子
が
で
き
る
が
、
出
産
の
と
き
に
お
貞
は
285
十九世紀末における恋愛文学の編成
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
子
は
千
代
と
名
付
け
ら
れ
る
。
三
吉
は
、
二
十
一
歳
の
と
き
に
三
十
郎
と
名
を
変
え
、
店
の
支
配
人
の
一
人
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
る
。
萬
右
衛
門
は
関
西
の
本
家
の
末
の
子
、
駒
三
郎
を
養
子
と
し
て
迎
え
、
ゆ
く
ゆ
く
は
お
千
代
の
婿
に
し
て
店
を
継
が
せ
よ
う
と
考
え
る
。
そ
こ
へ
お
牧
と
い
う
美
し
い
が
性
悪
の
後
妻
が
来
る
。
お
牧
は
新
十
郎
と
い
う
子
を
産
む
。
お
牧
は
、
自
分
の
子
に
店
を
継
が
せ
た
い
と
策
略
を
練
る
。
お
千
代
は
大
名
の
女
中
奉
公
に
出
さ
れ
千
代
次
と
名
が
変
わ
り
、
駒
三
郎
に
は
遊
蕩
の
生
活
に
ふ
け
る
よ
う
に
仕
向
け
る
。
駒
三
郎
は
白
綾
と
い
う
花
魁
と
昵
懇
に
な
る
。
お
牧
が
駒
三
郎
を
本
家
へ
返
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
へ
、
三
十
郎
が
動
い
て
、
駒
三
郎
と
千
代
次
を
結
婚
さ
せ
、
白
綾
を
妾
に
し
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
が
、
白
綾
が
妊
娠
し
た
こ
と
か
ら
話
は
こ
じ
れ
、
駒
吉
と
い
う
息
子
を
産
ん
だ
あ
と
、
白
綾
は
自
殺
し
て
息
子
を
駒
三
郎
と
千
代
次
に
託
す
。
こ
こ
で
読
者
は
、
必
ず
白
綾
と
『
娘
節
用
』
の
小
三
を
重
ね
て
読
む
は
ず
で
、
白
綾
も
す
べ
て
を
説
明
す
る
書
き
置
き
を
残
し
て
い
る
。
大
名
屋
敷
で
奉
公
し
て
い
る
千
代
次
は
主
人
に
気
に
入
ら
れ
、
側
室
に
さ
れ
そ
う
に
な
る
が
拒
否
し
て
萬
右
衛
門
亡
き
後
の
店
へ
戻
っ
て
く
る
。
千
代
次
と
の
結
婚
を
勧
め
る
三
十
郎
に
従
わ
ず
に
、
駒
三
郎
は
番
頭
の
娘
お
清
と
恋
に
落
ち
て
一
子
を
儲
け
る
。
番
頭
は
奉
公
人
と
し
て
そ
れ
を
許
す
わ
け
に
行
か
ず
、
二
人
の
仲
を
裂
こ
う
と
す
る
が
、
二
人
は
駆
け
落
ち
し
て
し
ま
う
。
病
床
に
あ
る
千
代
次
の
所
へ
三
十
郎
が
見
舞
い
に
行
き
、
千
代
次
の
回
復
の
た
め
に
は
自
分
の
命
を
捧
げ
て
も
い
い
と
い
う
想
い
を
口
に
す
る
。
そ
し
て
千
代
次
が
昔
か
ら
三
十
郎
に
恋
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
が
、
奉
公
人
の
身
の
程
を
わ
き
ま
え
て
千
代
次
の
想
い
を
受
け
入
れ
な
い
。
そ
こ
へ
関
西
の
本
家
の
主
人
が
現
れ
、
お
牧
の
企
み
を
暴
き
、
お
牧
を
出
家
さ
せ
る
。
ま
た
、
孤
児
と
思
わ
れ
て
い
た
三
十
郎
の
生
い
立
ち
を
調
べ
た
結
果
、
自
分
の
息
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
と
告
げ
る
。
本
家
の
息
子
で
あ
る
三
十
郎
は
、
晴
れ
て
千
代
次
と
結
婚
し
て
店
を
継
ぎ
、
駒
三
郎
は
お
清
と
結
婚
し
独
立
し
て
店
を
持
ち
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
と
な
る
。
こ
の
人
情
本
は
、『
娘
節
用
』
と
『
江
戸
紫
』
か
ら
借
り
て
き
て
い
る
点
が
多
々
あ
る
も
の
の
、
愛
の
幸
福
な
結
末
と
し
て
一
夫
一
婦
の
結
婚
を
設
定
し
て
い
る
点
で
、
こ
れ
ら
前
作
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
会
話
や
手
紙
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
の
作
品
は
、
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
口
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
三
十
郎
が
本
家
の
息
子
と
分
か
っ
て
初
め
て
お
千
代
と
結
婚
で
き
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
の
人
情
本
で
、
当
時
の
階
級
意
識
、
身
分
構
造
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
検
討
し
た
人
情
本
の
ほ
と
ん
ど
で
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
義
理
と
人
情
（
愛
）
の
葛
藤
と
い
う
江
戸
時
代
の
典
型
的
な
ジ
レ
ン
マ
に
苦
し
む
女
性
を
描
く
こ
と
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
次
の
引
用
は
、
二
人
の
主
人
公
が
互
い
に
対
す
る
愛
を
表
現
し
て
お
り
、
理
想
化
さ
れ
た
恋
愛
が
こ
の
作
品
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
個
所
で
あ
る
。
駒
三
郎
の
お
清
へ
の
愛
は
、
す
ぐ
に
性
的
な
情
熱
に
移
り
、
巧
み
な
表
現
で
そ
の
テ
ー
マ
を
読
ま
せ
る
所
で
あ
る
が
、
流
れ
が
切
ら
れ
て
い
る
感
じ
が
す
る
の
を
否
め
な
い
。
調
べ
た
限
り
、
こ
の
人
情
本
に
つ
い
て
は
原
本
が
存
在
し
な
い
の
で
、
こ
の
翻
刻
版
が
唯
一
現
存
の
テ
キ
ス
ト
の
よ
う
で
あ
る
。
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駒こま
三さぶ
郎らう
『
自
己
わ
た
し
も
此
家
こ
ゝ
へ
来き
た
時とき
か
ら
、
温おと
厚なし
や
か
で
愛あい
嬌きやうが
あ
っ
て
、
風ふう
流りう
気ぎ
が
あ
る
と
云い
ふ
も
の
だ
か
ら
、
死し
ぬ
程ほど
惚ほ
れ
ち
ゃ
ア
居い
る
も
の
ゝ
、
恩おん
人じん
の
一
人
娘
ひとりむすめ
。
若も
し
間まち
違がひ
で
も
あ
っ
ち
ゃ
ア
、
恩おん
を
仇あだ
だ
と
、
胸むね
を
摩さす
っ
た
の
は
毎まい
日にち
の
こ
と
。
も
う
も
う
、
義ぎ
理り
も
糸
瓜
へ
ち
ま
も
入い
ら
ね
ぇ
。
ダ
ガ
、
お
清せい
さ
ん
、
何ど
様う
せ
何
時
迄
い
つ
ま
で
も
知し
れ
ず
に
や
ア
居い
な
い
か
ら
、
万ひよ
一つと
忠ちう
兵べ
衛え
の
耳みみ
へ
侵は
入ひ
っ
て
、
引ひ
き
離はな
さ
る
ゝ
其そ
の
時とき
は
、
死し
ぬ
気き
で
居い
な
い
ぢ
ゃ
ア
行い
け
な
い
ぜ
。』
お
清せい
『
貴
君
あ
な
た
と
い
っ
し
ょ
に
死し
ぬ
の
な
ら
、
今いま
で
も
否いや
と
は
申まを
し
ま
せ
ん
が
、
憮さぞ
お
千ち
代よ
さ
ん
が
。』
駒こま
三さぶ
郎らう
『
彼あ
様ん
な
者もの
は
、
何ど
様う
で
も
宜い
い
や
ね
。』
お
清せい
『
余あんまり
左さ
様う
で
も
あ
り
ま
す
ま
い
。』
駒こま
三さぶ
郎らう
『
其そ
様ん
な
こ
と
を
言い
ふ
と
、
斯か
様う
す
る
よ
。』
お
清せい
『
ア
レ
、
こ
そ
ぐ
っ
ち
や
ぁ
否いや
で
す
よ
。』
駒こま
三さぶ
郎らう
『
な
ん
ぞ
と
言い
っ
て
、
逃に
げ
出だ
す
癖くせ
に
。』
お
清せい
『
左さ
様う
ぢ
ゃ
ア
あ
り
ま
せ
ん
。』
駒こま
三さぶ
郎らう
『
ソ
レ
、
大おほ
き
な
鼬いたちが
。』
お
清せい
『
オ
ゝ
否いや
だ
。』
と
、
ぴ
ッ
た
り
寄よ
り
添そ
ふ?88）
。
先
に
書
い
た
よ
う
に
、
作
者
の
山
々
亭
有
人
に
よ
る
お
も
し
ろ
い
コ
メ
ン
ト
が
、
第
二
初
回
に
あ
る
の
で
紹
介
し
よ
う
。
嗚あ
呼あ
粋すい
な
る
か
三さん
十じふ
郎らう
。
貞てい
な
る
か
白しら
綾あや
。
遊いう
里り
に
恋こひ
な
し
と
い
ふ
廃
すたれ
儒じゆ
者しや
。
傾けい
城せい
に
誠まことな
し
と
云い
ふ
不ふ
通つう
作さく
者しや
。
未いま
だ
駒こま
三さぶ
郎らう
が
如ごと
き
を
身み
に
知し
ら
ざ
れ
ば
、
然さ
も
あ
る
べ
し?89）
。
有
人
の
意
図
は
明
ら
か
で
あ
る
。
愛
は
遊
郭
で
も
生
き
て
い
る
、
芸
者
も
恋
に
落
ち
る
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
白
綾
を
自
殺
さ
せ
て
い
る
の
は
、
こ
の
作
品
の
雰
囲
気
を
『
娘
節
用
』
以
上
の
文
学
的
な
高
み
へ
引
き
上
げ
る
た
め
の
有
人
の
試
み
な
の
だ
ろ
う
が
、
必
ず
し
も
成
功
は
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
た
く
さ
ん
魅
力
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。
人
情
本
が
恋
愛
小
説
に
最
も
近
づ
い
た
作
品
と
も
言
え
る
が
、
現
実
性
の
欠
如
や
三
十
郎
の
素
性
の
種
明
か
し
な
ど
、
非
常
に
姑
息
な
メ
ロ
ド
ラ
マ
風
で
、
明
治
時
代
の
作
品
を
彷
彿
さ
せ
な
が
ら
も
樋
口
一
葉
や
森
鷗
外
の
作
品
に
見
ら
れ
る
写
実
性
に
は
ほ
ど
遠
い
。
伊
藤
整
の
『
日
本
文
壇
史
明
治
思
潮
の
転
換
期
第
六
巻
』
に
よ
る
と
、
山
々
亭
有
人
は
永
井
荷
風
の
作
文
の
先
生
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
明
治
の
作
家
た
ち
が
い
か
に
こ
の
人
情
本
作
家
を
尊
敬
し
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る?90）
。
人
情
本
か
ら
小
説
へ
本
論
の
さ
ま
ざ
ま
な
論
証
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
近
代
と
前
近
代
と
の
一
線
を
ど
こ
に
ひ
く
か
は
、
検
討
す
る
作
品
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
と
く
に
言
葉
に
関
し
て
は
、
古
い
人
情
本
よ
り
も
、
新
し
い
人
情
本
に
こ
れ
が
当
て
は
ま
る
。
も
っ
と
多
く
の
人
情
本
と
、
幸
堂
得
知
（
一
八
四
三
｜
一
九
一
三
）
な
ど
の
明
治
初
期
の
作
家
の
作
品
、
た
と
え
ば
一
八
九
九
年
の
人
情
本
に
非
常
に
近
い
『
目め
出で
度たし
心んじ
中ゆう
』
な
ど
の
作
品
を
検
討
し
て
、
ど
こ
に
こ
の
一
線
を
引
く
べ
き
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十九世紀末における恋愛文学の編成
か
研
究
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る?91）
。
人
情
本
は
、
大
衆
小
説
の
初
期
形
態
で
あ
る
と
決
め
る
な
ら
、
鷗
外
な
ど
の
純
文
学
に
そ
の
類
似
性
や
流
れ
を
探
す
の
で
は
な
く
、
明
治
の
大
衆
小
説
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
そ
れ
を
探
す
べ
き
だ
ろ
う
が
、
そ
の
境
界
線
も
う
つ
ろ
い
や
す
く
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
坪
内
逍
遙
の
『
当
世
書
生
気
質
』、
二
葉
亭
四
迷
の
『
浮
雲
』、
そ
し
て
『
舞
姫
』
と
為
永
春
水
の
『
春
色
梅
児
誉
美
』
と
を
結
び
つ
け
た
丸
山
茂
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
、
明
治
の
小
説
と
人
情
本
の
結
び
つ
き
は
た
ま
に
指
摘
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る?92）
。
『
目
出
度
心
中
』
な
ど
は
、
近
代
小
説
と
い
う
よ
り
も
、
近
代
的
ま
た
は
明
治
の
人
情
本
と
し
て
読
ま
れ
る
べ
き
作
品
で
、
そ
の
境
界
線
の
あ
い
ま
い
さ
を
示
し
て
い
る
。
も
し
明
治
時
代
初
期
に
書
か
れ
た
人
情
本
は
、
後
に
大
衆
小
説
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
と
、
た
と
え
ば
い
わ
ゆ
る
「
続
き
物
」
と
呼
ば
れ
る
明
治
の
大
衆
小
説
の
理
解
と
分
類
を
考
え
直
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
作
品
は
、
鷗
外
や
一
葉
な
ど
と
い
う
作
家
の
高
尚
な
作
品
で
は
な
く
、
大
衆
小
説
と
同
一
線
上
に
お
く
方
が
、
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
人
情
本
と
大
衆
小
説
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
再
評
価
す
る
必
要
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
人
情
本
の
再
定
義
に
関
わ
る
諸
問
題
点
に
つ
い
て
予
備
調
査
を
し
て
み
て
得
た
、
い
わ
ば
仮
の
結
論
で
あ
る
。
注?１
）
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
筆
者
の
他
の
論
文
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
・“A
kiko,T
om
iko and H
iroshi:T
anka as C
onversation in F
in -de
-siecle Japan”,Japanese Studies:
B
ulletin of the Japanese Studies
 
A
ssociation of A
ustralia, 14: 3
(1994),pp. 35-50.
・“L
ove as L
iterary C
onstruct:
E
rotic T
ropes in the P
oetry of
 
A
kiko,T
ekkan and T
om
iko”,Proceedings of the M
idw
est A
ssoci-
ation
 
for
 
Japanese
 
L
iterary
 
Studies:
L
ove
 
and
 
Sexuality
 
in
 
Japanese L
iterature,vol. 5, (Sum
m
er
1999),pp. 101-111.
・“C
ourtly L
ove in F
rance and Japan:
an Introductory Study”
in
 
V
ariete:
Perspectives in F
rench L
iterature,
Society and C
ulture,
ed.by M
arie R
am
sland
(F
rankfurt am M
ain:P
eter L
ang, 1999)
pp. 307-324.
・“T
he A
esthetics of M
odernism
:
T
he C
ase of F
in -de -siecle
 
Japanese P
oetry”
in F
rontiers of T
ransculturality in C
ontem
po-
rary A
esthetics
(T
urin:
T
rauben,
2001)
eds.
G
razia M
archiano
 
and R
affaele M
ilani,pp. 235-251.
・“T
he B
irth of the M
odern:
Y
osano A
kiko and T
ekkan’s V
erse
 
R
evolution”,C
hap. 1
of M
orton,L
eith M
odernism
 
in Practice:
A
n
 
Introduction to Postw
ar Japanese Poetry
(H
onolulu:U
niversity of
 
H
aw
aii P
ress, 2004).
・「
鉄
幹
・
晶
子
・
登
美
子
の
歌
垣
」『
言
語
文
化
論
叢
』
第
十
二
巻
（
東
京
工
業
大
学
外
国
語
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
）
一
〜
二
十
頁
?２
）
こ
の
こ
と
に
関
連
す
る
筆
者
の
小
論
も
参
照
さ
れ
た
い
。“T
he C
anon-
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 ization of Y
osano A
kiko’s M
idaregam
i”
Japanese Studies V
ol. 20,
no. 5
(D
ec. 2000)
pp. 237-55.
?３
）R
om
antic F
iction ＝
恋
愛
小
説
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
多
数
の
研
究
書
が
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
に
、
佐
伯
順
子
『「
色
」
と
「
愛
」
の
比
較
文
化
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
）、
小
谷
野
敦
『「
男
の
恋
」
の
文
学
史
』
（
朝
日
選
書
﹇
五
九
〇
﹈
一
九
九
七
）
が
あ
る
。
?４
）
こ
の
人
情
本
の
一
部
分
を
英
訳
し
た
も
の
に
、C
hris D
rake in E
arly
 
M
odern Japanese L
iterature:
A
n A
nthology 1600
-1900 ed.H
aruo
 
Shirane
(N
ew Y
ork:C
olum
bia U
niversity P
ress, 2002)
pp. 762-99
が
あ
る
。
?５
）
中
村
幸
彦
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
）
第
四
巻
、
四
八
七
｜
四
八
八
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
?６
）
村
上
静
人
「
人
情
本
略
史
」『
人
情
本
刊
行
会
叢
書
第
一
輯
』（
人
情
本
刊
行
会
、
一
九
二
三
）
一
頁
?７
）
同
右
、
二
〇
頁
。
?８
）
坪
内
逍
遙
『
坪
内
逍
遙
集
』『
日
本
近
代
文
学
大
系
全
六
十
巻
』
第
三
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
）
八
〇
頁
。
?９
）
坪
内
逍
遙
『
逍
遙
選
集
』（
第
一
書
房
、
一
九
七
七
）
第
一
二
巻
、
三
二
六
頁
。
?10
）
坪
内
逍
遙
『
坪
内
逍
遙
集
』
一
五
九
頁
。
?11
）
村
上
静
人
「
人
情
本
略
史
」
五
三
頁
。
?12
）
国
民
図
書
株
式
会
社
（
編
）『
近
代
日
本
文
学
大
系
人
情
本
代
表
作
集
』
第
二
十
一
巻
（
国
民
図
書
、
一
九
二
六
）
五
｜
六
頁
。
?13
）
同
右
、
六
頁
。
?14
）
山
口
剛
（
編
）『
日
本
名
著
全
集
江
戸
文
芸
の
部
第
十
五
巻
人
情
本
集
』（
日
本
名
著
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
八
）
一
〇
八
頁
。
?15
）
同
右
、
九
〇
頁
。
?16
）
村
上
静
人
「
人
情
本
略
史
」
三
六
頁
。
?17
）
神
保
五
彌
「
瑣
末
主
義
と
好
色
」『
日
本
文
学
の
歴
史
文
化
繚
乱
』
第
八
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
六
七
）
三
八
一
頁
に
あ
る
尾
崎
紅
葉
と
永
井
荷
風
に
つ
い
て
の
記
述
を
参
照
。
?18
）
神
保
五
彌
『
為
永
春
水
の
研
究
』（
白
日
社
、
一
九
六
四
）
三
〇
六
頁
。
?19
）
神
保
五
彌
「
瑣
末
主
義
と
好
色
」
三
七
二
頁
。
?20
）
同
右
、
三
七
四
｜
三
七
五
頁
。
?21
）
同
右
、
三
七
五
頁
。
?22
）K
ornicki,P
eter T
he B
ook in Japan:
A C
ultural H
istory from
 
the B
eginnings to the N
ineteenth C
entury
(H
onolulu:U
niversity
 
of H
aw
aii P
ress, 2001)
p. 263.
?23
）
神
保
五
彌
「
瑣
末
主
義
と
好
色
」
三
八
〇
頁
。
?24
）
同
右
、
三
八
一
頁
。
?25
）
同
右
、
三
八
一
｜
三
八
二
頁
。
?26
）
神
保
五
彌
『
江
戸
戯
作
』﹇
新
潮
古
典
文
学
ア
ル
バ
ム
二
十
四
﹈（
新
潮
社
、
一
九
九
一
、
再
版
一
九
九
五
）
六
五
頁
。
?27
）
中
村
幸
彦
（
校
注
）『
春
色
梅
児
誉
美
﹇
日
本
古
典
文
学
大
系
﹈』
第
六
十
四
巻
、（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
）
一
八
頁
。
?28
）
中
村
幸
彦
「
人
情
本
と
為
永
春
水
付
『
梅
ご
よ
み
』
へ
ん
ち
き
論
」
『
中
村
幸
彦
著
述
集
第
十
一
巻
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
）
四
九
〇
頁
。
?29
）
同
右
、
四
九
〇
頁
。
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?30
）
前
田
愛
『
近
代
読
者
の
成
立
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
一
）
三
頁
。
?31
）
前
田
愛
『
都
市
空
間
の
な
か
の
文
学
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
二
）
一
一
七
頁
。
?32
）
同
右
。
?33
）
丸
山
茂
『
春
水
人
情
本
と
近
代
小
説
』﹇
新
典
社
研
究
叢
書
七
三
﹈（
新
典
社
、
一
九
九
四
）
七
頁
。
?34
）
同
右
。
?35
）
同
右
、
一
二
頁
。
?36
）
同
右
、
一
三
頁
。
?37
）
同
右
、
三
三
頁
。
?38
）
同
右
、
三
五
頁
。
?39
）
同
右
、
四
三
頁
。
?40
）
同
右
、
五
四
頁
。
?41
）
鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』（
作
品
社
、
一
九
九
八
）、G
uil-
lory,
John C
ultural C
apital:
T
he Problem
 
of L
iterary C
anon
 
F
orm
ation
(C
hicago and L
ondon:
U
niversity of C
hicago P
ress,
1993);
K
erm
ode,
F
rank T
he C
lassic:
L
iterary Im
ages of Perm
a-
nence and C
hange
(C
am
bridge,M
A
:H
arvard U
niversity P
ress,
1983);E
ric H
obsbaw
m and T
erence R
anger
(eds ),T
he Invention
 
of T
radition
(N
ew Y
ork:C
am
bridge U
niversity P
ress, 1983).
?42
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
広
尾
に
あ
る
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
の
司
書
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
?43
）
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
の
司
書
の
話
。
?44
）K
ornicki,T
he B
ook in Japan
,p. 344.
?45
）
原
本
、
翻
刻
版
と
も
に
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
所
蔵
。
?46
）
廣
野
仲
助
（
翻
刻
）
教
訓
亭
為
永
『
小
三
金
五
郎
娘
節
用
全
』（
栄
泉
堂
、
一
八
八
六
）
三
六
頁
。
?47
）
村
上
静
人
（
編
）『
人
情
本
刊
行
会
叢
書
第
十
七
輯
清
談
松
の
調
、
仮
名
ま
じ
り
娘
節
用
』（
人
情
本
刊
行
会
、
一
九
二
五
）
三
二
六
頁
。
?48
）
教
訓
亭
為
永
『
小
三
金
五
郎
娘
節
用
全
』（
一
八
八
六
）
四
二
頁
。
?49
）
村
上
『
娘
節
用
』
三
三
四
頁
。
?50
）
教
訓
亭
『
娘
節
用
』
四
三
頁
。
?51
）
村
上
『
娘
節
用
』
三
三
六
頁
。
?52
）
教
訓
亭
『
娘
節
用
』
五
二
｜
五
三
頁
。
?53
）
村
上
『
娘
節
用
』
三
五
七
頁
。
?54
）
教
訓
亭
『
娘
節
用
』
五
四
頁
。
?55
）
村
上
『
娘
節
用
』
三
六
〇
｜
三
六
一
頁
。
?56
）
教
訓
亭
『
娘
節
用
』
六
六
頁
。
?57
）
村
上
『
娘
節
用
』
三
八
六
頁
。
?58
）
教
訓
亭
『
娘
節
用
』
六
七
頁
。
?59
）
村
上
『
娘
節
用
』
三
八
八
頁
。
?60
）
教
訓
亭
『
娘
節
用
』
六
七
頁
。
?61
）
村
上
『
娘
節
用
』
三
九
〇
頁
。
?62
）
笹
川
種
郎
『
評
釈
江
戸
文
学
叢
書
洒
落
本
草
双
紙
集
』（
大
日
本
雄
辯
会
講
談
社
、
一
九
三
六
）
七
五
二
頁
。
?63
）
笹
川
種
郎
『
洒
落
本
草
双
紙
集
』（
一
九
三
六
）
七
五
二
頁
。
?64
）
村
上
静
人
（
編
）
鼻
山
人
（
作
）「
娼
妓
美
談
籬
の
花
」『
人
情
本
刊
行
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会
叢
書
第
二
輯
』（
人
情
本
刊
行
会
、
一
九
一
五
）
七
頁
。「
蒟
蒻
本
」
と
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
大
き
さ
の
本
の
こ
と
。
?65
）
村
上
『
籬
の
花
』
四
三
六
頁
。
?66
）
同
右
、
三
頁
。
?67
）
神
保
五
彌
「
瑣
末
主
義
と
好
色
」
三
七
五
頁
。
?68
）
坪
内
逍
遙
『
当
世
書
生
気
質
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
三
七
、
再
版
一
九
八
五
）。
?69
）
村
上
『
籬
の
花
』
七
頁
。
?70
）
神
保
五
彌
『
為
永
春
水
の
研
究
』（
一
九
六
四
）
三
一
六
頁
。
?71
）
同
右
、
三
二
二
頁
。
?72
）
同
右
、
三
一
六
頁
。
?73
）
村
上
『
籬
の
花
』
四
四
四
｜
四
四
五
頁
。
?74
）
同
右
、
四
五
九
｜
四
六
〇
頁
。
?75
）
同
右
、
四
七
〇
頁
。
?76
）
同
右
、
四
七
一
頁
。
?77
）
山
口
剛
「
解
説
」『
日
本
名
著
全
集
江
戸
文
芸
の
部
人
情
本
集
』（
日
本
名
著
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
八
）
九
頁
。
?78
）
中
村
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
四
巻
、
四
七
九
頁
。
?79
）
村
上
『
娘
節
用
』
二
八
〇
｜
二
八
二
頁
。
?80
）
丸
山
茂
『
春
水
人
情
本
と
近
代
小
説
』
四
三
｜
六
三
頁
。
?81
）
鷗
外
の
小
説
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』（
一
九
〇
九
）
に
『
梅
児
誉
美
』
の
名
が
見
え
る
。
?82
）
村
上
静
人
（
編
）「
春
色
江
戸
紫
・
花
の
志
摩
台
」『
人
情
本
刊
行
会
叢
書
第
十
八
輯
』（
人
情
本
刊
行
会
、
一
九
一
六
）
二
頁
。
?83
）
『
江
戸
紫
』
の
原
本
の
存
在
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。
?84
）
村
上
『
江
戸
紫
』
一
六
三
｜
一
六
四
頁
。
?85
）
村
上
『
江
戸
紫
』
一
一
五
｜
一
一
六
頁
。
?86
）
村
上
静
人
（
編
）「
鶯
塚
千
代
の
初
声
・
春
色
玉
襷
」『
人
情
本
刊
行
会
叢
書
第
二
十
輯
』（
人
情
本
刊
行
会
、
一
九
一
六
）
五
｜
六
頁
。
?87
）
村
上
『
春
色
玉
襷
』
一
頁
。
?88
）
村
上
『
春
色
玉
襷
』
三
五
五
｜
三
五
六
頁
。
?89
）
村
上
『
春
色
玉
襷
』
二
九
五
頁
。
?90
）
伊
藤
整
『
日
本
文
壇
史
明
治
思
潮
の
転
換
期
第
六
巻
』（
講
談
社
文
芸
文
庫
、
一
九
九
五
）
二
二
三
｜
二
二
六
頁
。
?91
）
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
ス
・
モ
ー
ト
ン
「
総
合
雑
誌
『
太
陽
』
と
『
女
學
雑
誌
』
に
見
ら
れ
る
恋
愛
観
一
八
九
五
年
〜
一
九
〇
五
年
」
鈴
木
貞
美
（
編
）『
雑
誌
「
太
陽
」
と
国
民
文
化
の
形
成
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
）
五
一
三
｜
五
五
三
頁
を
参
照
。
?92
）
丸
山
茂
『
春
水
人
情
本
と
近
代
小
説
』
七
｜
九
五
頁
。
291
十九世紀末における恋愛文学の編成

序明
治
一
○
年
代
か
ら
二
○
年
代
に
か
け
て
の
時
期
が
、
歴
史
・
演
劇
・
文
学
（
小
説
）
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
成
立
期
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
明
治
前
半
期
の
ジ
ャ
ン
ル
の
成
立
過
程
を
検
証
す
る
従
来
の
研
究
は
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
い
か
に
し
て
〞
近
代
〝
的
な
装
い
を
獲
得
し
た
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
を
行
う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
最
も
見
や
す
い
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
が
文
学
史
で
、
そ
れ
ま
で
の
講
談
や
草
双
紙
的
な
作
品
群
か
ら
、「
美
術
」
と
し
て
の
小
説
へ
の
移
行
を
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
文
学
の
成
立
過
程
と
み
な
し
、
明
治
一
八
年
に
発
表
さ
れ
た
『
小
説
神
髄
』
を
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ
け
る
図
式
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
演
劇
史
に
お
い
て
も
同
様
で
、
低
俗
な
芝
居
か
ら
高
尚
な
演
劇
へ
の
変
化
の
軌
跡
を
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
演
劇
の
成
立
過
程
と
し
、
そ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
明
治
一
九
年
の
演
劇
改
良
会
の
設
立
や
明
治
二
○
年
の
天
覧
劇
の
実
施
を
あ
げ
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
各
ジ
ャ
ン
ル
の
成
立
過
程
を
右
の
よ
う
な
図
式
に
基
づ
い
て
分
析
し
た
場
合
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
る
〞
近
代
〝
的
な
ジ
ャ
ン
ル
の
姿
は
、
あ
る
歴
史
的
な
一
時
点
に
お
け
る
〞「
美
術
」
と
し
て
の
小
説
〝
や
〞
高
尚
な
演
劇
〝
の
成
立
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
要
素
は
、〞「
美
術
」
と
し
て
の
小
説
〝
や
〞
高
尚
な
演
劇
〝
と
の
対
比
に
お
い
て
、
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
〞
近
代
〝
化
以
前
の
姿
と
し
て
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
の
研
究
は
、
時
間
的
に
は
後
に
成
立
し
た
要
素
か
ら
そ
れ
以
前
の
要
素
を
劣
位
項
と
み
な
し
、
劣
位
項
か
ら
の
発
展
を
ジ
ャ
ン
ル
の
〞
近
代
〝
化
と
み
な
す
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
遠
近
法
的
倒
錯?１）
」
に
よ
っ
て
、
各
ジ
ャ
ン
ル
の
単
線
的
な
進
化
の
過
程
を
考
察
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
遠
近
法
的
倒
錯
を
内
在
化
し
た
ジ
ャ
ン
ル
分
析
は
、
ジ
ャ
ン
ル
成
立
後
の
ジ
ャ
ン
ル
区
分
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
あ
た
か
も
〞
近
代
〝
化
以
前
に
も
、
自
立
的
な
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
と
、
各
ジ
ャ
ン
ル
の
差
異
を
際
立
た
せ
る
明
確
な
境
界
線
が
存
在
し
?
共
同
研
究
報
告
?
現
実
を
投
影
╱
構
成
す
る
演
劇
明
治
一
○
年
代
の
演
劇
と
文
明
論
、
社
会
改
良
論
、
自
由
民
権
論
の
交
錯
吉
岡
亮
293
現実を投影／構成する演劇
て
い
た
か
の
よ
う
に
み
な
す
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、〞
近
代
〝
化
図
式
を
前
提
と
し
た
場
合
、
近
代
的
な
ジ
ャ
ン
ル
意
識
と
そ
こ
で
成
立
し
た
観
念
・
概
念
が
自
明
の
前
提
と
し
て
手
付
か
ず
の
ま
ま
残
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の
本
当
の
意
味
で
の
歴
史
性
の
分
析
を
充
分
に
行
え
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
近
代
化
以
前
の
劣
位
項
と
近
代
化
以
後
の
優
位
項
の
関
係
性
、
劣
位
項
か
ら
優
位
項
へ
の
展
開
を
進
化
と
み
な
す
視
点
、
さ
ら
に
、
文
学
（
小
説
）
や
演
劇
と
い
っ
た
各
ジ
ャ
ン
ル
の
領
域
性
と
境
界
性
が
先
験
化
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
歴
史
的
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
う
し
た
近
代
化
図
式
の
問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
近
代
的
な
ジ
ャ
ン
ル
意
識
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
・
演
劇
・
文
学
（
小
説
）
と
い
っ
た
各
領
域
の
境
界
が
未
画
定
で
、
そ
の
諸
要
素
が
他
領
域
の
要
素
と
相
互
に
絡
み
合
っ
て
い
る
様
相
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
議
論
の
様
態
を
精
査
し
、
そ
こ
で
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
図
式
か
ら
、
改
め
て
ジ
ャ
ン
ル
編
成
の
過
程
を
見
直
し
て
い
く
と
い
う
手
続
き
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
諸
領
域
が
横
断
的
に
関
連
し
合
い
、
そ
の
諸
要
素
が
混
質
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
歴
史
的
な
一
時
期
を
分
析
対
象
と
し
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
横
断
性
・
混
質
性
か
ら
、
先
行
研
究
が
先
験
化
し
て
い
た
図
式
や
概
念
を
批
判
的
に
捉
え
返
す
と
共
に
、
先
行
研
究
と
は
異
な
る
形
で
、
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
・
再
編
成
の
過
程
を
描
き
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る?２）
。
本
論
は
、
そ
う
し
た
形
で
の
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
・
再
編
成
の
過
程
の
検
証
を
行
う
た
め
の
一
つ
の
準
備
と
し
て
、
明
治
一
○
年
代
の
演
劇
が
、
文
明
論
や
社
会
改
良
論
、
自
由
民
権
論
と
い
っ
た
同
時
代
の
他
の
領
域
の
議
論
と
交
錯
し
て
い
た
様
相
を
浮
き
彫
り
し
、
そ
の
交
錯
を
可
能
に
し
て
い
た
条
件
を
抽
出
し
て
い
く
試
み
で
あ
る
。
近
代
的
な
ジ
ャ
ン
ル
意
識
を
前
提
と
し
た
際
に
は
見
え
て
こ
な
い
横
断
性
を
、
明
治
一
○
年
代
の
演
劇
と
他
領
域
の
交
錯
の
中
に
見
出
し
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
た
構
図
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
研
究
が
前
提
と
し
て
い
た
近
代
化
図
式
と
は
異
な
る
形
で
、
ジ
ャ
ン
ル
編
成
の
過
程
を
描
き
出
し
て
い
く
可
能
性
を
探
る
こ
と
。
本
論
の
目
標
は
そ
こ
に
あ
る
。
以
下
、
各
節
で
の
議
論
の
概
要
を
述
べ
て
お
く
。
第
一
節
で
は
、
明
治
初
年
代
の
演
劇
に
関
す
る
議
論
を
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
演
劇
の
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
て
い
く
。
第
二
節
で
は
、
第
一
節
で
見
た
明
治
初
年
代
の
演
劇
論
の
構
図
が
、
当
時
の
文
明
論
や
社
会
改
良
論
と
の
交
錯
を
可
能
に
す
る
条
件
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
両
者
の
交
錯
の
中
で
演
劇
論
の
内
容
が
変
質
し
て
い
っ
た
こ
と
を
見
て
い
く
。
第
三
節
で
は
、
明
治
一
七
年
に
上
演
さ
れ
た
「
東
叡
山
とうえいざん
農
夫
のうふの
願ねが
書いしよ」
を
、
第
一
・
二
節
で
検
討
し
て
き
た
議
論
と
対
応
す
る
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
特
徴
を
考
察
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
当
時
の
自
由
民
権
論
と
も
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
第
一
節
明
治
初
年
代
の
演
劇
論
明
治
五
年
二
月
二
二
日
付
『
東
京
日
日
新
聞
』（
以
下
で
は
『
東
京
日
日
』
と
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略
す
）
に
よ
れ
ば
、
東
京
府
庁
は
「
猿
ワ
カ
町
三
座
太
夫
及
ビ
作
者
三
名
」
を
呼
び
出
し
、「
コ
ノ
ゴ
ロ
貴
人
及
ビ
外
国
人
モ
追
々
見
物
ニ
相
成
候
ニ
付
テ
ハ
淫
ポ
ン
ノ
媒
ト
ナ
リ
親
子
相
対
シ
テ
見
ル
ニ
忍
ビ
ザ
ル
ト
ノ
事
ヲ
禁
ジ
全
ク
教
ヘ
ノ
一
端
ト
モ
成
ル
ベ
キ
ス
ヂ
ヲ
取
仕
ク
ミ
可
申
ヨ
ウ
」
指
導
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
四
月
に
も
東
京
第
一
大
区
役
所
が
、
守
田
座
の
座
主
で
あ
っ
た
守
田
勘
弥
や
狂
言
作
者
河
竹
新
七
（
黙
阿
弥
）
な
ど
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
申
し
渡
し
を
行
っ
て
い
る
。
抑
演
劇
の
儀
ハ
勧
懲
を
旨
と
な
す
べ
き
ハ
勿
論
な
が
ら
爾
後
全
く
狂
言
綺
語
ト
云
る
事
を
廃
す
べ
し
譬
へ
バ
羽
柴
秀
吉
公
を
真
柴
久
吉
と
す
童
蒙
若
久
吉
を
以
て
豊
公
の
名
と
覚
ヘ
春
永
を
以
て
織
田
氏
の
名
を
合
点
せ
バ
竟
に
事
を
過
つ
に
至
ら
ん
其
余
都
て
事
実
に
反
す
べ
か
ら
ず?３）
東
京
で
は
、
従
来
の
演
劇
に
存
し
て
い
た
「
淫
ポ
ン
ノ
媒
」
と
な
る
よ
う
な
要
素
や
「
狂
言
綺
語
」
を
排
し
、「
勧
懲
を
旨
」
と
し
「
事
実
」
に
沿
っ
た
物
語
を
上
演
す
る
こ
と
で
、「
貴
人
及
ビ
外
国
人
」
も
観
劇
で
き
、「
教
ヘ
ノ
一
端
」
に
も
な
る
演
劇
に
改
革
す
る
よ
う
、
演
劇
に
携
わ
る
人
間
に
対
し
て
行
政
指
導
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
淫
風
を
排
除
し
、
高
尚
化
す
る
方
向
で
演
劇
を
改
革
し
て
い
こ
う
と
い
う
路
線
は
、
芸
能
を
国
民
教
化
政
策
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
す
る
明
治
政
府
の
方
針
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
右
の
申
し
渡
し
は
、
同
時
代
の
事
件
や
歴
史
上
の
出
来
事
を
演
劇
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
を
解
禁
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
近
世
期
に
お
い
て
は
、「
民
衆
の
批
判
を
怖
れ
た
封
建
政
府
は
か
ぶ
き
が
時
局
や
政
治
に
触
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
、
時
事
や
歴
史
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
禁
じ?４）
」
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
そ
う
し
た
事
柄
を
演
劇
の
題
材
と
す
る
際
に
は
、
時
代
設
定
や
地
名
・
人
名
を
変
更
し
、
実
際
の
出
来
事
と
は
無
関
係
で
あ
る
か
の
よ
う
な
体
裁
を
と
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
東
京
第
一
大
区
役
所
の
申
し
渡
し
は
、
歴
史
上
の
人
物
の
実
名
使
用
を
例
と
し
な
が
ら
、「
時
事
や
歴
史
」
を
「
事
実
」
と
し
て
描
く
こ
と
を
許
容
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
明
治
に
入
る
と
、
近
世
期
の
実
録
・
講
談
で
流
布
し
て
い
た
物
語
を
題
材
と
す
る
「
脚
色
も
の
」
や
実
際
の
事
件
を
直
ち
に
劇
化
す
る
「
際
物
」
な
ど
の
形
で
、「
時
事
や
歴
史
」
を
と
り
あ
げ
た
作
品
が
数
多
く
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た?５）
。
し
か
し
、
行
政
が
求
め
て
い
た
、
淫
風
を
排
除
し
、
高
尚
化
す
る
と
い
う
方
向
で
の
演
劇
の
改
革
は
容
易
に
実
現
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
時
事
や
歴
史
」
の
解
禁
が
新
た
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。
明
治
八
年
に
出
さ
れ
た
東
京
府
の
布
達
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
府
下
劇
場
之
儀
座
元
願
立
之
節
ニ
勧
善
懲
悪
ヲ
主
ト
シ
申
立
ニ
付
風
俗
之
一
助
傍
人
意
可
慰
事
ト
聞
届
置
所
其
所
作
中
却
テ
淫
風
甚
シ
ク
醜
態
相
顕
見
物
之
少
年
婦
女
子
好
色
引
誘
之
媒
ト
相
成
立
願
之
趣
意
ニ
相
悖
不
束
之
至
然
耳
ナ
ラ
ス
現
今
其
子
孫
有
家
ニ
前
代
所
業
中
ヘ
不
取
留
小
説
書
ヲ
種
ト
シ
種
々
作
意
相
加
所
作
致
ニ
ヨ
リ
其
臣
子
筋
者
ト
モ
不
忍
見
聞
赴
モ
相
聞
旁
不
宜
事
ニ
付
心
得
違
無
之
様
可
致
以
後
若
シ
立
願
之
趣
意
ニ
相
悖
不
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現実を投影／構成する演劇
宜
所
作
於
有
之
ハ
願
済
日
数
中
ト
雖
ト
モ
可
差
止
此
旨
相
違
候
事?６）
す
で
に
明
治
五
年
の
段
階
で
、
上
演
予
定
の
作
品
の
筋
書
き
を
記
し
た
台
帳
を
教
部
省
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
事
前
の
検
閲
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
淫
風
甚
シ
ク
醜
態
相
顕
見
物
之
少
年
婦
女
子
好
色
引
誘
之
媒
」
と
な
る
劇
が
相
変
わ
ら
ず
演
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
「
現
今
其
子
孫
有
家
」
の
過
去
の
「
所
業
」
に
つ
い
て
「
小
説
書
ヲ
種
ト
シ
種
々
作
意
」
を
加
え
、
そ
の
「
臣
子
筋
者
」
が
見
る
に
忍
び
な
い
よ
う
に
劇
化
す
る
こ
と
ま
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
明
治
五
年
の
教
部
省
の
布
達
に
応
じ
て
出
さ
れ
た
、「
府
下
劇
場
」
の
「
座
元
」
ら
の
「
勧
善
懲
悪
ヲ
主
」
と
す
る
と
い
う
「
申
立
」
は
単
な
る
お
題
目
に
過
ぎ
な
い
で
は
な
い
か
。
東
京
府
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
、
右
の
布
達
に
お
い
て
、
上
演
許
可
が
下
り
た
も
の
や
上
演
中
の
も
の
で
あ
っ
て
も
「
差
止
」
め
る
こ
と
も
あ
る
の
で
「
心
得
違
」
の
な
い
よ
う
に
と
い
う
指
導
を
行
っ
た
の
で
あ
る?７）
。
行
政
が
掲
げ
た
演
劇
改
革
の
方
針
と
実
際
に
上
演
さ
れ
て
い
る
作
品
の
乖
離
を
問
題
化
す
る
こ
う
し
た
布
達
に
対
し
て
、
福
地
桜
痴
は
『
東
京
日
日
』
紙
上
で
そ
の
意
義
を
説
く
論
説
を
発
表
し
て
い
る?８）
。
桜
痴
は
右
で
引
用
し
た
布
達
を
「
太
ダ
緊
要
ナ
ル
命
令
」
と
し
、「
此
ノ
発
令
ハ
吾
曹
ガ
従
前
ヨ
リ
切
ニ
冀
望
シ
タ
ル
処
」
と
合
致
し
て
い
る
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
東
京
府
の
命
令
の
「
肝
要
ト
ス
ル
所
」
は
「
淫
風
ノ
醜
態
ヲ
遏
メ
浮
説
ノ
作
意
ヲ
禁
ズ
ル
ヲ
以
テ
」「
劇
場
ノ
品
格
ヲ
高
上
ナ
ラ
シ
メ
」、「
風
俗
ヲ
正
ウ
ス
ル
」
点
に
あ
る
。
し
か
し
、「
此
ノ
発
令
ノ
為
メ
ニ
（
中
略
）
最
早
時
代
物
ト
唱
ヘ
タ
ル
歴
史
ノ
新
戯
ヲ
演
ズ
ル
事
ヲ
禁
ゼ
ラ
レ
タ
ル
ニ
比
シ
キ
成
跡
ナ
リ
ト
落
胆
ス
ル
輩
ナ
シ
ト
云
ヒ
難
シ
」。
こ
う
し
た
「
落
胆
ス
ル
輩
」
は
「
最
モ
思
ハ
ザ
ル
ノ
甚
シ
キ
者
」
で
あ
る
け
れ
ど
も
、「
淫
風
ノ
醜
態
」
や
「
浮
説
ノ
作
意
」
が
禁
じ
ら
れ
、「
之
ニ
換
ユ
ル
ノ
方
法
ヲ
得
ザ
ル
時
ハ
結
局
歴
史
ノ
新
戯
ヲ
著
作
ス
ル
人
ナ
キ
ニ
至
ル
ベ
キ
ハ
必
然
ノ
数
ナ
ル
ベ
シ
」。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
こ
で
桜
痴
は
「
文
学
教
育
」
の
視
点
か
ら
こ
の
問
題
を
論
ず
る
必
要
性
を
説
く
。「
教
育
」
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、「
東
京
ニ
テ
中
等
以
下
ノ
人
々
ガ
忠
孝
廉
恥
ノ
何
者
タ
ル
カ
少
シ
ク
其
端
ヲ
弁
知
ス
ル
者
ハ
演
劇
ノ
勧
懲
ニ
依
ル
十
ノ
九
八
ニ
居
ル
」。
そ
れ
ゆ
え
、「
劇
風
ヲ
匡
救
ス
ル
ハ
実
ニ
社
会
ニ
於
テ
急
務
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
文
学
」
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、「
劇
場
ノ
弊
風
ヲ
匡
救
シ
品
格
ヲ
高
上
ナ
ラ
シ
メ
ン
ニ
ハ
」、「
作
者
ノ
胸
中
ニ
存
ス
ル
」「
作
意
」
を
改
良
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
よ
う
に
「
作
者
ノ
意
匠
ト
品
位
ト
ヲ
（
中
略
）
下
等
ニ
置
」
い
て
い
る
状
態
で
は
、「
其
ノ
著
述
モ
亦
愈
々
下
流
ノ
好
尚
ヲ
逐
フ
テ
猥
褻
ニ
陥
ル
」。「
高
貴
ノ
社
会
ハ
作
者
ヲ
引
援
シ
テ
己
レ
ト
共
ニ
班
列
セ
シ
メ
ン
ト
謀
リ
作
者
ハ
又
奮
勉
シ
テ
高
貴
ノ
社
会
ニ
攀
登
ラ
ン
コ
ト
ヲ
冀
フ
」
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
状
態
を
理
想
と
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
桜
痴
は
こ
れ
以
前
に
も
『
東
京
日
日
』
に
芸
能
改
良
の
必
要
性
を
唱
え
る
論
説
を
発
表
し
て
お
り?９）
、
右
の
九
月
一
○
日
付
の
記
事
の
「
吾
曹
ガ
従
前
ヨ
リ
切
ニ
冀
望
シ
タ
ル
処
」
と
い
う
の
は
そ
う
し
た
論
説
で
の
主
張
を
指
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
九
月
一
○
日
付
の
記
事
以
前
の
桜
痴
の
論
と
当
時
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
演
劇
に
関
す
る
論
説
を
参
照
し
な
が
ら
、
桜
痴
の
議
論
の
背
景
と
演
劇
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に
対
す
る
認
識
を
二
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
考
え
て
み
た
い
。
第
一
に
、
桜
痴
が
、
演
劇
を
「
中
等
以
下
ノ
人
々
」
に
「
忠
孝
廉
恥
」
や
「
勧
懲
」
を
教
え
る
、
徳
育
の
媒
体
メディア
と
し
て
語
っ
て
い
る
点
に
着
目
し
た
い?10）
。
桜
痴
は
、
そ
う
し
た
演
劇
に
よ
る
徳
育
は
、「
中
等
以
下
ノ
人
々
」
の
状
態
を
改
め
、「
社
会
」
改
良
に
も
つ
な
が
る
と
し
て
い
る
。
同
様
の
視
点
は
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
論
説
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
演
劇
の
趣
向
を
変
革
し
即
ち
淫
褻
を
去
り
正
雅
を
旨
と
し
勧
善
懲
悪
の
活
歴
史
を
演
じ
て
一
に
ハ
人
間
の
性
行
風
儀
の
改
良
を
助
け
（
中
略
）
社
会
上
の
進
歩
の
一
端
と
な
さ
ん?11）
」。
「
勧
善
懲
悪
の
活
歴
史
」
を
演
ず
る
こ
と
は
「
性
行
風
儀
の
改
良
」
や
「
社
会
上
の
進
歩
」
に
直
結
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
桜
痴
が
「
文
学
」
の
問
題
と
し
て
い
る
点
に
表
れ
て
い
る
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
演
劇
に
対
す
る
認
識
に
着
目
し
た
い
。
桜
痴
は
、
右
で
引
用
し
た
明
治
八
年
九
月
一
○
日
付
よ
り
以
前
の
論
説
で
、「
狂
言
は
根
が
見
物
の
気
に
入
る
を
主
と
す
る
者
な
れ
ば
、
見
物
が
下
等
に
な
る
に
従
が
ひ
人
形
も
歌
舞
伎
も
之
に
連
れ
て
下
等
な
る
風
に
陥
り
、
今
日
の
如
き
け
し
か
ら
ぬ
猥
褻
の
戯
を
演
ず
る
に
及
び
た
り?12）
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
議
論
は
、
次
の
よ
う
な
視
点
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
…
…
演
劇
な
る
も
の
ハ
社
会
の
木
鐸
と
な
り
て
之
を
引
廻
ハ
す
も
の
に
非
ず
し
て
其
社
会
の
風
俗
好
尚
を
写
し
出
す
も
の
な
り
社
会
の
好
尚
よ
り
甚
し
く
高
尚
な
る
仕
組
を
な
す
と
も
其
社
会
に
入
り
難
く
し
て
面
白
か
ら
ざ
る
故
決
し
て
世
人
の
賞
誉
を
得
る
能
ハ
ず
又
甚
し
く
劣
等
の
劇
を
演
ず
る
も
其
社
会
に
ハ
蔑
視
せ
ら
れ
又
賞
誉
を
得
可
ら
ず
必
ず
や
其
社
会
相
応
の
劇
を
演
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず?13）
…
…
桜
痴
は
、
演
劇
は
「
社
会
の
風
俗
好
尚
を
写
し
出
す
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
右
の
よ
う
な
認
識
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
そ
の
演
劇
と
社
会
の
関
係
を
「
狂
言
」
と
「
見
物
」
の
関
係
へ
と
ス
ラ
イ
ド
し
、
狂
言
が
見
物
の
「
下
等
」
な
好
み
に
媚
び
た
「
猥
褻
」
な
事
柄
を
「
写
し
」
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
桜
痴
は
、
狂
言
「
作
者
」
が
社
会
の
「
下
等
」
な
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
る
原
因
で
あ
る
と
し
、
ま
ず
作
者
の
社
会
的
位
置
を
改
め
、
そ
の
「
作
意
」
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
議
論
か
ら
は
、
桜
痴
が
、
演
劇
を
、
作
者
の
作
意
を
媒
介
と
し
て
人
々
の
「
好
尚
」
を
「
写
す
」
媒
体
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
右
の
第
二
・
第
三
の
レ
ベ
ル
桜
痴
の
表
現
を
使
え
ば
「
教
育
」
の
レ
ベ
ル
と
「
文
学
」
の
レ
ベ
ル
の
議
論
か
ら
分
か
る
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
演
劇
と
そ
れ
が
上
演
す
る
物
語
が
「
社
会
」
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
演
劇
は
、
徳
育
に
資
す
る
物
語
を
演
ず
る
こ
と
で
社
会
の
進
歩
を
促
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
人
々
の
下
等
な
好
み
に
媚
び
た
物
語
を
上
演
し
て
、
社
会
の
風
紀
を
乱
す
こ
と
も
あ
る
。
演
劇
で
演
ぜ
ら
れ
る
物
語
は
、
人
々
を
啓
蒙
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
々
の
低
俗
な
嗜
好
に
媚
び
る
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
、
二
重
の
性
質
に
お
い
て
社
会
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
297
現実を投影／構成する演劇
こ
う
し
た
二
重
性
は
、
そ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
社
会
の
あ
り
方
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
桜
痴
の
議
論
や
行
政
の
演
劇
に
対
す
る
指
導
の
文
言
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
演
劇
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
社
会
は
、「
中
等
以
下
ノ
人
々
」、
あ
る
い
は
、「
少
年
婦
女
子
」
を
成
員
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
（
彼
女
）
ら
は
、「
猥
褻
」
な
場
面
を
喜
ぶ
「
下
流
ノ
好
尚
」
を
持
つ
人
々
と
し
て
表
象
さ
れ
、「
高
貴
ノ
社
会
」
の
成
員
で
あ
る
「
貴
人
及
ビ
外
国
人
」
と
対
立
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
人
々
を
啓
蒙
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
低
俗
な
嗜
好
に
媚
び
る
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
演
劇
の
物
語
へ
の
認
識
は
、
こ
う
し
た
「
下
流
ノ
好
尚
」
を
有
す
る
啓
蒙
さ
れ
る
べ
き
人
々
の
表
象
と
不
可
分
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
点
を
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
演
劇
の
機
能
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
演
劇
は
啓
蒙
の
物
語
を
上
演
し
人
々
の
風
俗
好
尚
を
改
善
し
て
い
く
。
そ
の
点
で
は
、
社
会
に
介
入
し
、
社
会
を
〞
構
成
〝
す
る
機
能
が
演
劇
に
は
あ
る
わ
け
だ
が
、
同
時
に
、
社
会
に
存
す
る
風
俗
好
尚
を
〞
投
影
〝
す
る
機
能
も
有
し
て
い
る
。
演
劇
は
、
構
成
と
投
影
と
い
う
二
重
の
機
能
に
お
い
て
、
社
会
と
相
関
的
な
関
係
性
を
有
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
節
文
明
論
と
社
会
改
良
論
本
節
で
は
、
主
に
田
口
卯
吉
の
文
明
論
と
社
会
改
良
論
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
と
前
節
で
見
た
演
劇
論
と
の
交
錯
に
焦
点
を
当
て
る
。
明
治
前
半
期
の
文
明
史
・
文
明
論
の
主
題
の
一
つ
が
、
福
沢
諭
吉
が
『
文
明
論
之
概
略
』
で
示
し
た
、「
日
本
の
歴
史
か
ら
文
明
化
を
可
能
に
す
る
条
件
を
見
出
し
、
そ
の
機
能
や
効
果
を
具
体
的
に
分
析
・
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
代
の
日
本
を
文
明
化
の
階
梯
に
位
置
づ
け
る
、
と
い
う
問
題
意
識
」
の
継
承
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
以
前
指
摘
し
た
が?14）
、
田
口
卯
吉
の
『
日
本
開
化
小
史
』
と
社
会
改
良
論
も
ま
た
そ
う
し
た
文
明
論
の
文
脈
に
位
置
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、『
日
本
開
化
小
史
』
の
方
法
論
を
簡
単
に
要
約
し
て
お
き
た
い?15）
。
田
口
は
、
日
本
の
歴
史
を
、「
政
治
」
制
度
の
時
代
的
な
変
遷
と
、
各
制
度
下
に
お
け
る
「
社
会
」
の
あ
り
方
の
変
遷
、
と
い
う
二
つ
の
レ
ベ
ル
か
ら
捉
え
、
そ
の
後
者
の
、
社
会
に
お
け
る
「
貨
財
」
と
「
人
心
」
に
、「
開
化
」
の
具
体
的
な
様
相
を
読
み
取
っ
て
い
く
と
い
う
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
の
貨
財
と
は
、「
一
般
人
民
」
の
「
生
計
の
度
」
を
示
す
事
物
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、「
衣
服
」「
食
物
」「
住
居
」
と
い
っ
た
生
活
必
需
品
を
中
心
に
、「
浄
瑠
璃
」「
歌
舞
伎
芝
居
」「
浮
世
絵
」
と
い
っ
た
芸
能
・
娯
楽
や
「
婚
式
」
と
い
っ
た
儀
礼
な
ど
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
心
と
は
、「
生
を
保
ち
死
を
避
く
る
」
と
い
う
人
間
の
「
天
性
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
で
「
宗
教
」「
文
学
」「
道
徳
」
と
い
っ
た
諸
領
域
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
。
田
口
は
、
こ
う
し
た
貨
財
と
人
心
に
文
明
進
歩
の
様
相
が
刻
印
さ
れ
る
と
い
う
あ
り
方
を
、
文
明
国
に
普
遍
的
に
妥
当
す
る
事
柄
と
み
な
し
て
い
た
。『
日
本
開
化
小
史
』
は
、
あ
ら
ゆ
る
文
明
国
が
共
通
に
有
す
る
基
底
的
な
場
と
し
て
社
会
と
い
う
領
域
を
設
定
し
た
上
で
、
日
本
社
会
に
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け
る
貨
財
と
人
心
の
歴
史
的
な
展
開
を
検
証
し
、
日
本
の
文
明
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
日
本
開
化
小
史
』
の
中
で
、
右
の
よ
う
な
田
口
の
方
法
が
最
も
見
や
す
い
形
で
表
れ
て
い
る
の
が
、
江
戸
時
代
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
分
析
で
あ
っ
た
。
田
口
は
、
江
戸
時
代
の
政
治
制
度
を
「
封
建
制
度
」
と
規
定
し
、「
封
建
制
度
の
下
に
発
し
た
る
凡
て
の
現
象
は
皆
封
建
の
性
質
を
得
」
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、「
内
制
」
に
お
い
て
は
、「
徳
川
氏
」「
諸
侯
」「
藩
士
」
「
商
」
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
を
異
に
す
る
組
織
の
全
て
に
、「
僕
隷
家
来
を
以
て
団
結
し
て
一
家
を
為
」
す
と
い
う
「
封
建
の
性
質
」
が
浸
透
し
て
い
る
点
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
社
会
的
領
域
に
対
し
て
は
、
封
建
制
度
は
「
階
級
」
の
固
定
性
・
多
様
性
と
、「
階
級
」
間
の
経
済
的
格
差
を
生
み
出
す
と
い
う
形
で
影
響
を
与
え
た
。「
…
…
大
国
を
領
す
る
所
の
数
多
の
諸
侯
あ
り
、
其
次
に
は
数
多
の
階
級
よ
り
成
る
所
の
武
士
あ
り
、
其
下
に
は
商
あ
り
工
あ
り
農
あ
り
。
農
と
工
と
は
固
よ
り
貧
困
の
種
族
に
し
て
、
諸
侯
は
固
よ
り
殷
富
の
種
族
な
り
、
其
中
間
に
立
つ
所
の
士
と
商
と
は
、
其
階
級
極
め
て
多
く
し
て
、
富
め
る
も
の
は
王
侯
に
比
す
べ
く
、
貧
し
き
も
の
は
農
工
よ
り
も
下
れ
り?16）
」。
封
建
制
度
下
で
は
、
社
会
の
開
化
が
「
甚
し
」
く
「
平
等
な
ら
ざ
る
」
も
の
と
な
り
、
貨
財
・
人
心
ど
ち
ら
の
点
に
お
い
て
も
、「
王
侯
富
豪
」
と
「
中
等
以
下
の
人
民
」
と
の
間
に
極
端
な
格
差
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
田
口
は
、
そ
う
し
た
社
会
構
造
を
維
持
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
忠
義
の
教
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
封
建
制
度
と
は
「
君
臣
の
関
係
を
以
て
社
会
を
立
て
」
る
も
の
で
あ
り
、「
忠
義
の
教
は
最
も
之
を
維
持
す
る
に
適
」
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
政
治
制
度
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
た
道
徳
と
し
て
の
「
忠
義
の
教
」
は
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
喧
伝
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
、「
演
劇
、
浄
瑠
璃
、
小
説
等
」
が
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
。
是
等
の
も
の
（
演
劇
、
浄
瑠
璃
、
小
説
等
を
指
す
・
引
用
者
注
）
は
固
よ
り
当
時
社
会
の
風
教
を
変
へ
ん
と
欲
す
る
の
卓
見
を
以
て
作
り
出
せ
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
全
く
社
会
の
風
教
を
其
儘
に
写
し
出
せ
る
も
の
と
し
て
見
る
べ
き
な
ら
ん
。
さ
れ
ば
其
所
謂
勧
善
懲
悪
の
主
意
た
る
、
一
に
唯
だ
当
時
に
行
は
れ
た
る
世
論
を
示
す
に
過
ぎ
ず
と
雖
も
、
忠
義
の
気
益
々
勧
む
る
も
の
あ
る
な
り
。
其
記
す
る
所
を
見
る
に
、
上
は
王
室
将
軍
諸
侯
の
事
よ
り
、
下
は
武
士
商
人
等
の
事
に
至
る
ま
で
、
必
ず
臣
僕
の
内
に
悪
人
あ
り
て
其
主
家
を
覆
し
、
主
人
庸
愚
に
し
て
而
し
て
後
忠
臣
出
で
ゝ
数
多
の
痛
苦
を
嘗
め
、
其
主
家
を
改
復
し
た
る
の
歴
史
な
り
。
大
凡
世
人
の
感
覚
を
発
揮
す
る
も
の
、
此
等
の
著
作
よ
り
甚
し
き
は
な
し
、
此
等
の
著
作
を
見
聞
す
る
も
の
は
、
皆
其
悪
人
を
見
て
憎
み
其
善
人
を
見
て
憫
み
、
切
歯
扼
腕
す
る
に
至
る
も
の
多
し
。
当
時
の
著
作
た
る
、
悪
人
は
非
常
の
悪
、
善
人
は
非
常
の
善
に
し
て
、
共
に
人
情
に
近
か
ゝ
ら
（ママ）
ず
と
雖
も
、
当
時
の
人
情
又
た
粗
な
る
に
よ
り
能
く
之
を
感
奮
せ
し
め
得
た
り
と
見
え
た
り?17）
。
演
劇
・
浄
瑠
璃
・
小
説
と
い
っ
た
諸
媒
体
メデイア
は
、
封
建
制
度
を
維
持
す
る
上
で
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必
要
と
さ
れ
た
道
徳
を
、
勧
善
懲
悪
の
物
語
を
通
し
て
「
写
し
出
」
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
善
悪
に
関
す
る
「
世
人
の
感
覚
を
発
揮
」
し
、
社
会
に
「
忠
義
の
気
」
を
よ
り
一
層
浸
透
さ
せ
る
よ
う
に
機
能
し
た
。
演
劇
・
浄
瑠
璃
・
小
説
の
人
心
に
対
す
る
影
響
力
の
大
き
さ
を
、
田
口
は
右
の
よ
う
な
形
で
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
斯
く
忠
義
の
説
社
会
に
発
揚
す
る
に
及
び
て
大
に
徳
川
政
府
の
封
建
制
度
に
衝
突
す
る
の
結
果
」
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。「
何
ん
と
な
れ
ば
我
国
に
於
て
忠
義
主
義
の
最
も
大
な
る
も
の
は
、
徳
川
氏
に
尽
す
に
あ
ら
ず
し
て
王
室
を
尊
ぶ
に
あ
る
こ
と
は
、
歴
史
の
明
か
な
る
に
従
ひ
て
一
般
人
民
に
知
ら
れ
た
れ
ば
な
り
。（
中
略
）
蓋
し
忠
義
の
教
愈
よ
社
会
に
著
は
れ
、
古
昔
王
朝
の
盛
ん
な
り
し
歴
史
愈
よ
人
智
に
顕
は
る
ゝ
と
き
は
、
其
所
謂
忠
義
の
気
は
其
君
に
於
て
せ
ず
し
て
、
君
の
君
に
於
て
す
る
の
正
理
た
る
事
を
思
は
し
む
べ
し?18）
」。
演
劇
・
浄
瑠
璃
・
小
説
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
「
発
揚
」
さ
れ
た
「
忠
義
の
説
」
は
、
か
つ
て
の
古
代
王
朝
に
関
す
る
歴
史
知
識
な
ど
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に
そ
の
意
味
内
容
を
変
え
て
い
き
、「
王
室
を
尊
ぶ
の
気
風
」
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
。
田
口
は
、
そ
う
し
た
「
社
会
の
風
教
」
の
変
化
を
、
明
治
維
新
を
準
備
し
た
要
因
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
的
領
域
に
広
く
浸
透
し
た
「
王
室
を
尊
ぶ
の
気
風
」
が
、「
勤
王
」
と
い
う
観
念
や
、
そ
れ
を
内
面
化
し
た
「
志
士
」
の
行
動
を
生
み
出
し
、
そ
れ
ら
が
徳
川
政
府
の
封
建
制
度
と
「
衝
突
」
し
、
つ
い
に
は
封
建
制
度
そ
の
も
の
の
崩
壊
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
、
と
田
口
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
説
明
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
田
口
は
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
と
い
う
大
き
な
政
治
的
転
換
の
原
動
力
と
な
っ
た
人
心
の
変
動
を
、
演
劇
・
浄
瑠
璃
・
小
説
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
と
、
忠
義
の
教
と
王
室
を
尊
ぶ
の
気
風
と
い
う
二
つ
の
要
素
の
関
係
か
ら
説
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
田
口
の
分
析
に
は
、
政
治
制
度
と
社
会
的
領
域
の
関
係
性
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
二
つ
の
認
識
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
演
劇
・
浄
瑠
璃
・
小
説
な
ど
の
諸
媒
体
が
、
封
建
制
度
が
要
請
す
る
道
徳
を
写
し
出
し
て
い
た
と
い
う
点
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
政
治
制
度
が
社
会
的
領
域
に
直
接
的
に
関
連
し
て
い
く
、
反
映
論
的
な
影
響
性
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
忠
義
の
教
が
社
会
に
浸
透
し
た
こ
と
が
、
結
果
的
に
封
建
制
度
を
瓦
解
せ
し
め
た
と
い
う
点
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
政
治
制
度
の
影
響
を
刻
印
さ
れ
た
社
会
的
領
域
の
要
素
が
、
要
素
そ
れ
自
体
の
変
質
や
、
社
会
の
他
の
要
素
と
の
連
関
、
あ
る
い
は
、
政
治
的
な
出
来
事
と
の
関
わ
り
を
経
て
、
政
治
制
度
に
力
を
及
ぼ
し
て
い
く
、
循
環
論
的
な
影
響
性
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
右
の
よ
う
な
二
つ
の
認
識
に
基
づ
い
て
具
体
的
な
歴
史
事
象
を
分
析
す
る
際
に
、
田
口
が
、
演
劇
・
浄
瑠
璃
・
小
説
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
を
二
重
化
し
て
捉
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
の
二
重
化
と
は
、
先
の
引
用
部
で
の
田
口
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
社
会
の
風
教
」
を
「
其
儘
に
写
し
出
せ
る
」
機
能
と
「
社
会
の
風
教
を
変
へ
」
る
機
能
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
二
重
性
は
、
右
の
分
析
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
社
会
の
風
教
を
物
語
を
通
し
て
写
し
出
す
と
い
う
内
容
の
レ
ベ
ル
と
、
メ
デ
ィ
ア
が
忠
義
の
気
を
さ
ら
に
醸
成
し
、
つ
い
に
は
社
会
の
風
教
を
変
え
て
し
ま
う
と
い
う
効
果
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
300
こ
う
し
た
田
口
の
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
の
捉
え
方
が
、
明
治
初
年
代
の
演
劇
論
に
見
ら
れ
た
、
演
劇
の
機
能
の
二
重
性
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
演
劇
論
と
田
口
の
文
明
論
は
、
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
を
投
影
性
と
構
成
性
と
い
う
二
つ
の
水
準
か
ら
関
係
づ
け
る
同
様
の
枠
組
み
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
田
口
は
、
そ
の
構
成
性
を
、
単
に
一
定
の
社
会
状
況
を
形
作
る
だ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
状
況
そ
の
も
の
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
原
動
力
を
生
み
出
す
も
の
と
し
て
、
拡
張
し
て
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
日
本
開
化
小
史
』
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
の
特
徴
と
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
の
転
換
を
以
上
の
よ
う
に
分
析
し
た
後
、
田
口
は
、
そ
こ
で
見
出
し
た
事
柄
を
文
明
化
を
可
能
に
す
る
条
件
と
し
て
新
た
に
位
置
づ
け
直
し
、
日
本
社
会
の
文
明
化
の
促
進
に
何
が
必
要
な
の
か
を
、「
社
会
改
良
論
」
と
い
う
形
で
検
証
し
て
い
っ
た
。
「
日
本
開
化
之
性
質
一
名
社
会
改
良
論?19）
」
と
題
さ
れ
た
論
説
で
、
田
口
は
、
「
国
の
開
化
」
を
「
貴
族
的
の
開
化
」
と
「
平
民
的
の
開
化
」
に
大
別
し
て
い
る
。
貴
族
的
の
開
化
と
は
、
富
裕
な
貴
族
が
主
導
す
る
開
化
で
、「
燦
爛
た
る
」
貨
財
を
数
多
く
作
り
出
す
が
、「
人
民
貧
富
の
懸
隔
を
甚
し
く
」
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
江
戸
時
代
の
開
化
が
そ
う
し
た
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
平
民
的
の
開
化
は
、「
平
民
の
需
要
よ
り
発
し
た
る
」
開
化
で
、「
社
会
の
有
様
を
し
て
平
均
な
ら
し
む
る
」
性
質
を
持
っ
て
お
り
、
現
在
の
欧
州
の
開
化
が
そ
れ
に
当
た
る
。
開
化
の
性
質
を
以
上
の
よ
う
に
整
理
し
た
上
で
、
田
口
は
、「
日
本
現
時
の
開
化
」
は
、
社
会
に
残
存
し
て
い
る
徳
川
時
代
の
貴
族
的
開
化
の
「
分
子
」
を
一
掃
し
、
平
民
的
の
開
化
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
で
は
、
平
民
的
開
化
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
か
。「
日
本
之
意
匠
及
情
交
一
名
社
会
改
良
論?20）
」
と
題
さ
れ
た
論
考
は
、
そ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
田
口
は
、「
芝
居
」「
音
曲
」「
文
章
」「
工
業
」「
風
俗
」
な
ど
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
の
中
に
見
ら
れ
る
貴
族
的
開
化
の
分
子
を
平
民
的
開
化
の
分
子
へ
と
転
換
す
る
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
芝
居
の
改
良
に
関
す
る
田
口
の
意
見
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
田
口
は
、「
今
日
の
芝
居
」
の
登
場
人
物
は
、「
其
善
人
は
封
建
時
代
の
忠
臣
其
悪
人
は
封
建
時
代
の
逆
臣
悪
党
其
色
男
色
女
は
封
建
時
代
の
若
旦
那
御
娘
サ
ン
」
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
今
の
社
会
に
は
そ
う
し
た
人
物
は
も
は
や
一
人
も
存
在
し
て
い
な
い
。
と
言
う
の
も
、「
我
々
は
主
人
を
頂
く
も
の
に
あ
ら
ず
我
々
は
家
来
を
持
つ
も
の
に
あ
ら
ず
傭
ふ
人
と
傭
は
る
ゝ
人
と
の
関
係
は
全
く
同
等
に
し
て
以
前
と
は
大
に
事
情
を
異
に
」
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
封
建
時
代
」
の
「
意
匠
」
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
た
め
に
、「
今
日
の
人
情
」
や
「
今
日
の
社
会
」
と
ズ
レ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
、
右
の
よ
う
な
事
例
は
、
今
日
の
芝
居
の
物
語
や
主
題
、
あ
る
い
は
、
舞
台
上
で
の
挙
措
動
作
な
ど
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
田
口
は
そ
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
…
…
芝
居
の
作
者
は
神
祇
釈
教
勧
善
懲
悪
の
旧
主
義
を
止
め
て
自
由
の
主
義
を
唱
へ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
其
義
烈
の
士
を
演
ぜ
ん
と
す
る
や
人
301
現実を投影／構成する演劇
の
臣
士
若
く
は
伴
頭
等
が
迂
愚
な
る
主
人
の
為
に
生
命
を
致
す
が
如
き
を
演
ぜ
ず
し
て
平
等
な
る
社
会
に
於
て
独
立
独
行
の
義
士
が
正
義
を
唱
へ
世
に
尽
し
た
る
功
績
を
述
べ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
其
愛
情
の
事
を
演
ぜ
ん
と
す
る
や
深
窓
の
娘
子
若
く
は
花
柳
の
妓
輩
が
柔
弱
な
る
若
旦
那
を
相
慕
ふ
が
如
き
こ
と
を
述
べ
ず
し
て
才
学
あ
る
美
女
が
大
志
あ
る
丈
夫
と
相
愛
す
る
の
情
交
を
述
べ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
之
を
要
す
る
に
凡
て
封
建
天
地
の
如
き
種
々
の
種
族
あ
る
社
会
に
於
て
顕
は
れ
た
る
事
情
を
演
ぜ
ず
し
て
平
等
な
る
社
会
に
顕
は
れ
た
る
事
実
を
演
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
は
、
封
建
制
度
の
影
響
の
も
と
、
階
級
の
多
様
性
と
階
級
間
の
極
端
な
格
差
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
社
会
構
造
が
成
立
し
、
道
徳
で
は
忠
義
の
教
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
右
の
引
用
部
で
は
、
江
戸
時
代
の
芝
居
が
、
そ
う
し
た
封
建
時
代
の
「
事
情
」
を
、
そ
の
主
義
・
人
物
造
形
・
物
語
性
な
ど
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
反
映
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
時
代
の
芝
居
に
見
ら
れ
る
「
神
祇
釈
教
勧
善
懲
悪
の
旧
主
義
」
は
忠
義
の
教
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、「
臣
士
」「
伴
頭
」「
主
人
」
あ
る
い
は
「
娘
子
」「
妓
輩
」「
若
旦
那
」
と
い
っ
た
人
物
群
と
、
そ
う
し
た
人
物
達
の
関
係
性
を
軸
に
し
て
編
成
さ
れ
る
物
語
は
、
封
建
時
代
の
社
会
構
造
を
反
映
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
先
に
引
用
し
た
『
日
本
開
化
小
史
』
で
は
、
そ
う
し
た
芝
居
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
が
、「
人
情
」
か
ら
外
れ
た
類
型
的
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
が
人
々
を
「
感
奮
」
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
当
時
の
人
々
の
「
人
情
」
が
「
粗
な
る
」
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
平
等
」
と
「
自
由
の
主
義
」
を
重
要
視
す
る
今
日
の
社
会
で
は
、
芝
居
の
意
匠
も
、
そ
う
し
た
社
会
の
「
事
情
」
を
反
映
す
る
も
の
に
改
良
し
、「
独
立
独
行
の
義
士
が
正
義
を
唱
へ
世
に
尽
し
た
る
功
績
」
や
「
才
学
あ
る
美
女
が
大
志
あ
る
丈
夫
と
相
愛
す
る
の
情
交
」
を
描
き
出
す
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
に
平
民
的
開
化
を
実
現
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、「
粗
な
る
」「
人
情
」
を
改
善
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
田
口
は
、
以
上
の
よ
う
な
形
で
、
芝
居
の
意
匠
に
見
ら
れ
る
封
建
時
代
の
残
滓
を
指
摘
し
、
そ
の
改
良
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
田
口
が
、
メ
デ
ィ
ア
と
人
心
の
相
関
性
に
社
会
の
文
明
化
を
可
能
に
す
る
条
件
の
一
つ
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。『
日
本
開
化
小
史
』
で
は
、
江
戸
時
代
の
社
会
の
道
徳
的
な
基
盤
を
形
成
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
変
質
さ
せ
、
大
き
な
歴
史
的
転
換
を
も
た
ら
し
た
原
動
力
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
と
人
心
の
相
関
性
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
相
関
性
を
利
用
し
て
、
今
度
は
明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
社
会
基
盤
の
形
成
を
構
想
し
て
い
た
の
が
、
社
会
改
良
論
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
、
社
会
改
良
論
の
も
う
一
つ
の
具
体
例
と
し
て
、「
我
国
ニ
自
由
ノ
種
子
ヲ
播
殖
ス
ル
一
手
段
ハ
稗
史
戯
曲
等
ノ
類
ヲ
改
良
ス
ル
ニ
在
リ?21）
」
（
以
下
「
我
国
ニ
自
由
ノ
種
子
ヲ
」
と
略
す
）
と
題
さ
れ
た
論
考
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。
「
我
国
ニ
自
由
ノ
種
子
ヲ
」
の
冒
頭
部
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
現
状
認
識
が
語
302
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
「
我
国
人
ハ
祖
先
ヨ
リ
以
来
常
ニ
専
制
ノ
弊
習
中
ニ
生
息
シ
タ
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
専
制
抑
壓
ハ
社
会
ノ
常
規
ナ
リ
ト
マ
デ
ニ
思
惟
」
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
僅
々
廿
年
来
」、「
外
国
ヨ
リ
伝
来
シ
タ
ル
」
思
想
に
よ
っ
て
、「
自
由
幸
福
ノ
美
味
ア
ル
コ
ト
ヲ
耳
ニ
ス
ル
」
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
社
会
の
目
下
の
課
題
は
、「
時
弊
ヲ
矯
正
シ
陋
習
ヲ
鋤
シ
」、「
自
由
ノ
種
子
」
を
「
日
ニ
月
ニ
播
殖
培
養
シ
以
テ
我
国
ヲ
シ
テ
自
由
ノ
楽
園
ト
ナ
サ
シ
メ
ン
」
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
社
会
全
体
ガ
其
一
大
方
向
ヲ
同
ウ
シ
テ
進
歩
」
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
社
会
全
体
の
進
歩
を
促
す
に
は
、「
我
社
会
ノ
多
キ
部
分
即
チ
婦
女
及
ビ
凡
ベ
テ
下
等
者
流
ヲ
シ
テ
速
ニ
其
脳
裡
ヲ
一
変
セ
シ
メ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
日
本
社
会
の
「
下
等
者
流
」
の
「
脳
裡
」
を
変
化
さ
せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。「
我
国
ニ
自
由
ノ
種
子
ヲ
」
は
、「
下
等
者
流
ヲ
感
化
誘
導
ス
ル
ノ
力
」
が
最
も
大
き
く
、「
俗
人
」
の
「
学
問
ノ
教
師
」
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
、「
稗
史
戯
曲
」
の
「
改
良
」
の
必
要
性
を
主
張
す
る
。
我
国
の
従
来
の
稗
史
戯
曲
は
皆
、「
専
制
ノ
歴
史
」
や
「
専
制
ノ
治
下
ニ
顕
ハ
ル
ゝ
所
ロ
ノ
人
情
風
俗
」
を
「
写
シ
」
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、「
下
等
者
流
」
の
「
感
覚
」
を
「
陋
習
ニ
汚
染
」
し
、「
旧
慣
ニ
拘
泥
ス
ル
ノ
弊
ヲ
養
成
」
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
、
「
我
国
ニ
自
由
ノ
種
子
ヲ
」
は
、
稗
史
戯
曲
の
具
体
的
な
改
良
の
方
向
性
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
其
忠
孝
節
義
ハ
只
君
父
ニ
竭
ス
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
只
管
ヲ
社
会
ニ
竭
ス
ベ
キ
ノ
所
以
ヲ
明
ニ
シ
、
其
ノ
優
勝
劣
敗
ノ
戦
記
ハ
乃
チ
専
制
ヲ
斃
シ
テ
民
権
ヲ
興
ス
ノ
戦
記
ト
ナ
シ
（
中
略
）
彼
ノ
因
果
応
報
ノ
理
ハ
乃
チ
奸
佞
ハ
誅
セ
ラ
レ
正
義
ノ
士
ハ
栄
ユ
ル
ノ
痛
快
ヲ
叙
シ
、
彼
ノ
侠
客
力
士
ハ
民
権
家
ヲ
写
ス
ノ
波
瀾
ト
ナ
シ
盗
賊
博
徒
ハ
私
党
偽
朋
ヲ
貶
ス
ル
ノ
伏
線
ト
ナ
シ
、
彼
ノ
怪
説
鬼
談
ハ
（
中
略
）
暴
悪
者
ガ
心
経
ノ
苦
責
ト
ナ
シ
（
中
略
）
以
テ
従
来
ノ
稗
史
戯
曲
等
ノ
類
ヲ
改
良
ス
ル
ニ
至
ラ
バ
其
実
ニ
千
古
ノ
陋
習
ヲ
洗
滌
シ
旧
慣
ヲ
鋤
ス
ル
ノ
効
力
ヲ
大
ニ
シ
世
教
ニ
益
ス
ル
モ
ノ
豈
ソ
レ
鮮
少
ナ
ラ
ン
ヤ
「
我
国
ニ
自
由
ノ
種
子
ヲ
」
の
以
上
の
よ
う
な
主
張
が
、
先
に
見
た
田
口
の
議
論
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
両
者
は
、
徳
川
時
代
の
遺
制
を
除
去
し
、
社
会
全
体
の
文
明
化
を
実
現
す
る
こ
と
を
現
在
の
日
本
の
課
題
と
し
て
い
る
点
、
社
会
全
体
の
文
明
化
を
実
現
す
る
に
は
「
平
民
」
や
「
下
等
者
流
」
の
あ
り
方
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
点
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
行
う
に
は
、「
平
民
」
や
「
下
等
者
流
」
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
諸
媒
体
の
主
義
・
人
物
造
形
・
物
語
性
を
改
良
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
同
じ
構
図
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
明
治
初
年
代
の
演
劇
論
と
田
口
卯
吉
の
文
明
論
は
、
投
影
性
と
構
成
性
と
い
う
二
つ
の
水
準
か
ら
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
を
関
係
づ
け
る
共
通
の
枠
組
み
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
二
つ
の
社
会
改
良
論
は
、
そ
う
し
た
枠
組
み
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
メ
デ
ィ
ア
が
写
す
べ
き
内
容
に
関
し
て
、
演
劇
論
の
変
容
を
促
す
も
の
と
し
て
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
と
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現実を投影／構成する演劇
言
う
の
も
、
第
一
節
で
見
た
演
劇
論
は
、
演
劇
は
観
客
を
啓
蒙
す
る
た
め
に
勧
善
懲
悪
の
物
語
を
演
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
社
会
改
良
論
で
は
、
勧
善
懲
悪
の
物
語
は
江
戸
時
代
の
社
会
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
社
会
全
体
の
文
明
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
の
社
会
で
は
、「
自
由
」
や
「
民
権
」
の
物
語
を
演
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
演
劇
論
が
明
治
初
年
代
の
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
社
会
改
良
論
が
明
治
一
○
年
代
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
時
代
的
な
変
遷
の
中
で
も
た
ら
さ
れ
た
変
化
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ル
意
識
と
い
う
点
か
ら
本
節
で
と
り
あ
げ
た
議
論
を
見
る
な
ら
ば
、
田
口
卯
吉
の
社
会
改
良
論
は
「
芝
居
」「
音
曲
」「
文
章
」「
工
業
」「
風
俗
」
を
、
ま
た
、「
我
国
ニ
自
由
ノ
種
子
ヲ
」
は
「
稗
史
戯
曲
」
を
、
改
良
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
同
列
に
位
置
づ
け
て
い
た
。
そ
の
点
は
『
日
本
開
化
小
史
』
に
お
い
て
も
同
様
で
、
先
に
引
用
し
た
、
媒
体
の
人
心
に
対
す
る
影
響
力
を
論
じ
て
い
る
箇
所
で
は
、「
演
劇
、
浄
瑠
璃
、
小
説
等
」
が
同
列
化
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
場
合
の
各
ジ
ャ
ン
ル
の
同
質
性
を
担
保
し
て
い
た
の
は
、
右
で
述
べ
た
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
を
関
係
づ
け
る
枠
組
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
社
会
改
良
論
や
文
明
論
に
お
け
る
諸
ジ
ャ
ン
ル
の
同
列
化
は
、
社
会
を
「
平
民
」
や
「
下
等
者
流
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
場
と
し
て
表
象
し
、
メ
デ
ィ
ア
は
そ
の
社
会
の
状
況
を
投
影
し
構
成
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
と
い
う
構
図
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
可
能
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
三
節
「
民
権
伸
張
に
関
す
る
新
狂
言
」
明
治
一
七
年
七
月
、
東
京
の
市
村
座
で
は
、
一
番
目
に
義
民
・
佐
倉
惣
五
郎?22）
を
主
人
公
と
し
た
「
東
叡
山
とうえいざん
農
夫
のうふの
願ねが
書いし
」よ
が
、
二
番
目
に
国
定
忠
治
を
主
人
公
と
し
た
「じ
上よう
州しゆう
織おり
侠きよ
客うか
大くお
縞おし
」ま
が
上
演
さ
れ
た
。『
続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
に
よ
れ
ば
、
両
作
と
も
、
竹
柴
金
作
が
三
世
河
竹
黙
阿
弥
を
襲
名
し
て
か
ら
最
初
に
手
が
け
た
作
品
で
、
講
談
や
実
録
で
世
上
に
流
布
し
て
い
た
物
語
を
も
と
に
し
て
立
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う?23）
。
本
節
で
は
、
右
の
二
作
品
の
う
ち
、
一
番
目
の
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。
ま
ず
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
の
筋
書
き
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
右
で
参
照
し
た
『
続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
老
中
堀
田
の
所
領
で
あ
る
佐
倉
に
お
い
て
、
農
民
は
、
長
い
間
、
苛
政
に
苦
し
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
悪
代
官
・
牧
野
逸
平
が
様
々
な
無
理
難
題
を
つ
き
つ
け
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
苦
境
に
追
い
込
ま
れ
た
農
民
達
は
、
名
主
で
あ
る
佐
倉
惣
吾
を
筆
頭
に
、
大
挙
し
て
江
戸
屋
敷
へ
門
訴
し
た
。
そ
こ
で
の
家
老
の
説
得
で
、
惣
吾
を
含
め
た
代
表
者
六
名
は
そ
の
ま
ま
帰
郷
す
る
こ
と
に
決
す
る
が
、
そ
の
他
の
農
民
達
は
、
悪
家
老
・
赤
石
典
膳
の
指
図
に
よ
り
、
代
表
者
六
名
の
知
ら
ぬ
間
に
入
牢
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
惣
吾
は
、
義
僧
・
英
壽
院
の
力
を
借
り
て
将
軍
に
直
訴
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
そ
れ
を
実
行
す
る
前
に
、
妻
子
に
別
れ
を
告
げ
る
た
め
、
郷
里
に
戻
ろ
う
と
考
え
る
。
領
主
の
指
示
で
彼
を
捕
え
よ
う
と
す
る
厳
戒
態
勢
が
敷
か
れ
て
い
た
が
、
侠
客
・
井
筒
屋
五
郎
兵
衛
や
渡
し
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守
・
甚
兵
衛
の
助
力
に
よ
っ
て
、
無
事
自
宅
に
辿
り
着
き
、
妻
子
と
の
対
面
を
果
た
す
。
そ
の
後
、
惣
吾
は
再
び
江
戸
へ
戻
り
、
将
軍
へ
の
直
訴
に
成
功
す
る
。
し
か
し
、
惣
吾
は
領
主
へ
引
渡
さ
れ
て
極
刑
に
処
せ
ら
れ
、
彼
を
助
け
た
英
壽
院
も
自
害
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
、
代
官
や
家
老
の
悪
計
が
白
日
の
も
と
に
さ
ら
さ
れ
、
惣
吾
は
、
佐
倉
で
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
『
続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
の
梗
概
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
『
歌
舞
伎
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
の
筋
書
き
に
は
、
右
の
内
容
に
加
え
て
、
惣
吾
が
極
刑
に
処
さ
れ
た
後
、
領
主
堀
田
家
に
惣
吾
の
霊
が
あ
ら
わ
れ
、
様
々
な
怪
異
を
も
た
ら
し
た
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る?24）
。
こ
の
点
も
踏
ま
え
る
と
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
の
内
容
は
、
惣
吾
を
は
じ
め
と
し
て
、
彼
を
助
け
る
義
僧
や
侠
客
な
ど
の
〞
善
〝
と
、
彼
ら
に
災
い
を
も
た
ら
す
代
官
、
家
老
、
領
主
と
い
っ
た
〞
悪
〝
の
対
立
、
及
び
、
結
末
で
の
〞
悪
〝
の
側
の
計
画
の
破
綻
と
応
報
と
い
う
、
典
型
的
な
勧
善
懲
悪
の
筋
書
き
と
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
は
、
歌
舞
伎
の
分
類
で
は
「
義
民
物
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
作
品
で
あ
る?25）
。
義
民
物
の
最
初
の
作
品
は
、
嘉
永
四
年
八
月
、
江
戸
中
村
座
で
上
演
さ
れ
た
、
三
世
瀬
川
如
皐
作
の
「
東
山
桜
荘
子
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
佐
倉
惣
五
郎
の
物
語
と
柳
亭
種
彦
の
「
紫
田
舎
源
氏
」
の
物
語
を
な
い
ま
ぜ
に
し
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
正
保
期
に
お
け
る
下
総
佐
倉
領
の
出
来
事
と
さ
れ
る
佐
倉
惣
五
郎
の
物
語
を
、
東
山
時
代
に
お
け
る
摂
州
で
の
出
来
事
と
し
て
上
演
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
佐
倉
惣
五
郎
の
物
語
は
、
明
治
一
七
年
の
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
が
登
場
す
る
ま
で
、
以
下
の
よ
う
に
三
度
上
演
さ
れ
て
い
る
。
・
嘉
永
五
年
、
大
阪
角
の
芝
居
、
松
鱸
亭
助
・
嶺
琴
八
十
助
作
「
花
雲
佐
倉
曙
」
・
文
久
元
年
、
江
戸
守
田
座
、
河
竹
黙
阿
弥
作
「
桜
荘
子
後
日
文
談
」
・
明
治
一
二
年
、
大
阪
中
座
、
勝
諺
蔵
作
「
実
事
譚
佐
倉
聞
書
」
こ
の
中
で
、
嘉
永
五
年
に
大
阪
で
上
演
さ
れ
た
「
花
雲
佐
倉
曙
」
の
脚
本
が
、
『
日
本
戯
曲
全
集?26）
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
そ
の
時
代
設
定
は
、「
東
山
桜
荘
子
」
同
様
、
東
山
時
代
と
な
っ
て
い
る
が
、「
東
山
桜
荘
子
」
に
存
し
て
い
た
「
紫
田
舎
源
氏
」
の
筋
は
省
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、〞
門
訴
〝〞
渡
し
場
〝〞
子
別
れ
〝〞
直
訴
〝〞
刑
〝〞
怪
異
〝
と
い
っ
た
要
素
が
筋
書
き
の
骨
格
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
に
あ
る
、
義
僧
や
侠
客
に
よ
る
助
力
、
あ
る
い
は
、
義
僧
の
切
腹
と
い
っ
た
趣
向
は
見
当
た
ら
な
い
。「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
は
、
筋
書
き
と
い
う
点
で
は
、
先
行
す
る
作
品
の
特
徴
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
い
く
つ
か
の
新
た
な
要
素
を
加
え
て
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
の
上
演
に
際
し
て
、『
郵
便
報
知
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
○
市
川
団
十
郎
同
人
ハ
俳
優
中
の
長
者
と
称
せ
ら
る
ゝ
程
あ
つ
て
技
芸
に
か
け
て
ハ
他
人
が
未
だ
心
付
か
ぬ
所
を
ち
能
く
其
実
を
扮
す
る
が
為
め
毎
興
行
喝
采
を
得
ざ
る
こ
と
な
く
（
中
略
）
其
名
を
全
国
に
光
ら
す
に
至
り
し
が
夫
の
家
の
芸
と
称
す
る
十
八
番
の
狂
言
を
演
じ
て
は
毎
も
夫
程
の
305
現実を投影／構成する演劇
好
評
を
得
ず
殊
に
先
ご
ろ
新
富
座
に
於
て
演
ぜ
し
助
六
の
如
き
は
内
輪
の
騒
ぎ
ハ
非
常
な
り
し
も
見
物
の
方
に
は
毫
し
も
感
ぜ
し
様
子
な
き
よ
り
是
れ
全
く
時
勢
の
変
遷
を
覚
ら
ず
古
人
の
糟
粕
を
取
て
今
人
に
嘗
め
さ
せ
た
る
失
錯
に
し
て
啻
に
不
繁
昌
を
招
き
し
（
中
略
）
然
ら
バ
今
よ
り
殊
に
注
意
し
て
其
芸
を
新
た
に
せ
ん
と
奮
励
せ
し
ゆ
ゑ
（
中
略
）
就
て
は
輓
近
民
権
主
張
の
世
の
中
な
れ
ば
其
風
潮
に
乗
じ
何
か
民
権
伸
張
に
関
す
る
新
狂
言
を
起
草
し
て
貰
ひ
た
し
と
の
注
文
な
れ
ど
な
ま
な
か
理
屈
に
合
ハ
ぬ
狂
言
を
書
て
嘲
笑
を
招
か
ん
よ
り
夫
の
桜
草
紙
な
る
義
民
佐
倉
宗
吾
の
事
を
何
程
か
実
地
に
就
て
質
し
当
今
の
人
気
に
適
ふ
様
に
翻
案
す
る
か
た
無
（ママ）
事
な
る
べ
し
と
相
談
が
纏
り
（
中
略
）
其
宗
五
郎
を
扮
す
る
団
十
も
充
分
其
実
地
を
推
究
し
て
目
先
に
新
た
に
し
一
番
好
評
を
得
ん
と
種
々
に
工
夫
を
凝
ら
せ
し?27）
右
の
記
事
に
あ
る
、「
夫
の
家
の
芸
と
称
す
る
十
八
番
の
狂
言
」
と
は
、
九
代
目
団
十
郎
が
古
典
の
中
か
ら
選
定
し
た
新
歌
舞
伎
十
八
番
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
先
ご
ろ
新
富
座
に
於
て
演
ぜ
し
助
六
」
と
は
、
こ
の
記
事
の
出
る
一
ヶ
月
前
の
明
治
一
七
年
六
月
、
新
富
座
に
お
い
て
、
団
十
郎
主
演
で
上
演
さ
れ
た
「
助すけ
六ろく
由
縁
ゆかりの
江え
戸どざ
桜くら
」
を
指
し
て
い
る?28）
。
さ
て
、
右
の
記
事
を
、
本
論
の
こ
れ
ま
で
の
考
察
と
関
連
づ
け
な
が
ら
分
析
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
右
の
記
事
の
、
佐
倉
惣
五
郎
の
物
語
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
述
べ
て
い
る
部
分
か
ら
は
、
演
劇
を
社
会
の
風
俗
好
尚
を
投
影
す
る
媒
体
と
み
な
す
認
識
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
で
は
、
新
歌
舞
伎
十
八
番
の
よ
う
な
古
典
を
演
じ
て
も
以
前
ほ
ど
の
好
評
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
そ
う
し
た
作
品
を
上
演
す
る
こ
と
が
、「
時
勢
の
変
遷
を
覚
ら
ず
古
人
の
糟
粕
を
取
て
今
人
に
嘗
め
さ
せ
た
る
失
錯
」
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
当
代
は
「
民
権
主
張
の
世
の
中
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
風
潮
」
を
反
映
し
た
作
品
を
上
演
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
佐
倉
惣
五
郎
の
物
語
を
「
民
権
伸
張
に
関
す
る
新
狂
言
」
と
し
て
「
当
今
の
人
気
に
適
ふ
様
に
翻
案
」
し
て
上
演
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
当
代
の
社
会
を
「
民
権
主
張
の
世
の
中
」
と
す
る
認
識
と
、
演
劇
は
そ
の
社
会
の
風
潮
を
写
し
出
す
物
語
を
上
演
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の
『
郵
便
報
知
』
の
記
事
に
お
い
て
は
、
佐
倉
惣
五
郎
の
事
を
「
実
地
に
就
て
質
し
」
て
「
翻
案
」
し
、
惣
五
郎
に
扮
す
る
団
十
郎
も
「
充
分
其
実
地
を
推
究
し
て
」
演
じ
る
心
積
も
り
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
形
で
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
が
「
実
地
」
に
基
づ
く
作
品
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
活
歴
の
実
践
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
活
歴
と
は
、
明
治
一
一
年
か
ら
二
○
年
に
か
け
て
九
代
目
団
十
郎
主
演
、
河
竹
黙
阿
弥
作
で
上
演
さ
れ
た
一
七
あ
ま
り
の
新
作
の
時
代
物
を
指
し
、
そ
の
特
徴
は
、
物
語
、
言
語
、
視
覚
的
要
素
と
い
う
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
、
従
来
の
演
劇
に
な
い
新
し
い
実
践
を
試
み
た
点
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
活
歴
は
、
そ
の
物
語
や
せ
り
ふ
を
正
し
い
典
拠
に
基
づ
い
て
構
成
し
、
役
者
の
衣
装
や
舞
台
上
で
用
い
る
道
具
な
ど
の
視
覚
的
な
要
素
に
時
代
考
証
を
加
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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そ
う
し
た
新
し
い
実
践
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
歴
史
上
の
人
物
を
リ
ア
ル
に
再
現
し
、
観
客
に
〞
活
き
た
歴
史
〝
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
を
活
歴
は
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
に
お
け
る
「
実
地
」
の
追
求
と
は
、
こ
う
し
た
活
歴
的
な
実
践
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
、
適
切
な
典
拠
に
基
づ
い
て
佐
倉
惣
五
郎
の
物
語
を
再
構
成
し
、
惣
五
郎
の
せ
り
ふ
や
衣
装
に
時
代
考
証
を
加
え
る
こ
と
を
指
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
確
認
し
た
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
の
筋
書
き
と
あ
わ
せ
て
言
う
な
ら
ば
、
典
型
的
な
勧
善
懲
悪
の
筋
書
き
の
中
で
、
義
民
佐
倉
惣
五
郎
の
姿
を
活
歴
的
な
実
践
に
則
っ
て
再
現
す
る
こ
と
が
、
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
の
上
演
に
際
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
は
典
型
的
な
勧
善
懲
悪
の
筋
書
き
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
右
の
記
事
で
は
「
民
権
主
張
の
世
の
中
」
に
ふ
さ
わ
し
い
物
語
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
当
時
の
文
明
論
や
国
民
論
、
民
権
論
に
お
け
る
義
民
に
関
す
る
認
識
が
関
係
し
て
お
り
、
そ
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
す
で
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る?29）
。
そ
の
中
か
ら
、
本
論
に
必
要
な
点
の
み
を
と
り
あ
げ
れ
ば
、
当
時
、
佐
倉
惣
五
郎
の
よ
う
な
義
民
は
、
封
建
時
代
に
文
明
化
の
推
進
に
寄
与
し
た
、
自
由
民
権
家
の
先
駆
的
存
在
と
さ
れ
、
主
従
関
係
を
重
視
す
る
封
建
時
代
の
道
徳
を
内
面
化
し
て
行
動
し
た
、
忠
臣
義
士
と
は
異
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
正
理
に
則
っ
た
活
動
を
行
い
、
自
己
を
犠
牲
に
し
て
で
も
人
々
の
た
め
に
尽
力
し
た
、
政
治
意
識
を
有
し
た
平
民
と
し
て
理
想
化
さ
れ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
を
背
景
と
し
て
、
義
民
の
物
語
は
、「
民
権
伸
張
に
関
す
る
」
物
語
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
て
、
以
上
の
考
察
か
ら
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
が
、
第
二
節
で
見
た
社
会
改
良
論
と
も
対
応
す
る
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
社
会
改
良
論
で
は
、
文
明
の
時
代
に
相
応
し
い
物
語
を
描
き
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
は
、
当
時
、
封
建
下
で
文
明
社
会
を
準
備
し
た
先
駆
者
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
た
義
民
を
主
人
公
と
す
る
物
語
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
は
明
治
一
七
年
に
上
演
さ
れ
た
作
品
だ
が
、
そ
の
年
は
群
馬
事
件
、
加
波
山
事
件
、
秩
父
事
件
と
い
っ
た
騒
擾
が
続
発
し
た
年
で
あ
っ
た
。
漆
澤
そ
の
子
は
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
が
こ
う
し
た
不
安
定
な
社
会
的
状
況
の
中
で
上
演
さ
れ
た
こ
と
に
着
目
し
、
そ
こ
で
描
か
れ
た
「
佐
倉
惣
五
郎
の
直
訴
」
と
「
各
地
で
の
騒
擾
」
に
は
、「
農
民
の
窮
状
を
省
み
（ママ）
な
い
為
政
者
に
よ
る
圧
制
と
、
こ
れ
に
対
す
る
抵
抗
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
、
観
客
は
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
に
「
今
」
を
読
み
込
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る?30）
。
漆
澤
が
指
摘
し
て
い
る
、
観
客
が
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
に
「
今
」
を
読
み
込
ん
で
い
た
点
は
、
同
時
代
の
以
下
の
よ
う
な
報
道
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
由
党
の
人
々
ハ
板
垣
君
を
招
待
な
し
近
日
同
座
（
市
村
座
・
引
用
者
注
）
の
狂
言
を
看
客
けんぶつ
す
る
由
に
て
東
西
の
上
桟
鋪
を
買
切
り
同
党
の
幕
を
張
自
由
と
記
し
ゝ
提
灯
数
十
燈
す
る
今
専
ら
仕
度
中
な
る
由?31）
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現実を投影／構成する演劇
○
観
劇
一
昨
日
ハ
か
ね
て
府
下
に
て
取
沙
汰
あ
り
し
如
く
自
由
の
燈
の
御
社
中
が
市
村
座
へ
惣
見
物
の
催
ふ
し
あ
り
記
者
も
其
席
に
列
す
る
こ
と
を
乞
ひ
て
一
目
せ
し
が
流
石
に
団
十
郎
老
優
が
木
内
宗
五
郎
を
演
ず
る
の
一
段
殊
に
家
族
と
訣
別
の
場
に
到
り
て
ハ
多
少
其
境
遇
の
我
党
諸
氏
の
経
歴
と
髣
髴
た
る
も
の
あ
る
が
為
め
に
涙
の
何
処
よ
り
す
る
を
覚
へ
ざ
る
も
多
か
り
し
（
中
略
）
中
に
も
一
奇
談
と
い
ふ
べ
き
ハ
此
自
由
党
の
惣
見
物
な
れ
バ
事
の
様
子
を
見
バ
や
と
て
或
筋
よ
り
出
張
せ
し
四
名
の
者
共
ま
で
目
を
志
バ
た
ゝ
き
居
た
り
し
と
か
嗚
呼
宗
吾
氏
其
人
の
義
民
た
る
所
以
の
者
於
是
乎
争
ふ
可
ら
ざ
る
者
有
り
矣?32）
前
者
か
ら
は
、
自
由
党
の
人
々
が
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
を
「
自
由
」
の
物
語
と
し
て
意
味
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
後
者
か
ら
は
、
自
由
党
系
の
機
関
紙
を
発
行
し
て
い
た
「
自
由
の
燈
」
社
の
人
々
が
、
舞
台
上
の
「
義
民
」
の
姿
に
、
民
権
家
で
あ
る
自
ら
の
「
境
遇
」
を
重
ね
合
わ
せ
、
そ
こ
に
自
分
達
の
姿
や
心
情
が
写
し
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
右
の
二
つ
の
記
事
を
そ
の
よ
う
に
分
析
し
て
み
る
と
、
漆
澤
が
指
摘
す
る
、
観
客
が
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
に
「
今
」
を
読
み
込
ん
で
い
た
と
い
う
の
が
、
観
客
と
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
と
い
う
演
劇
作
品
の
相
関
関
係
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
社
会
の
民
権
主
張
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
と
い
う
義
民
の
物
語
を
上
演
す
る
。
観
客
は
、
そ
の
義
民
の
物
語
に
自
ら
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
、
自
ら
の
境
遇
や
心
情
を
意
味
づ
け
て
い
く
。
観
客
が
そ
の
よ
う
に
反
応
す
る
こ
と
で
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
は
民
権
主
張
の
風
潮
を
反
映
し
た
作
品
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
右
の
記
事
か
ら
は
、
そ
う
し
た
観
客
と
演
劇
作
品
と
の
相
関
的
な
応
答
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
客
と
演
劇
作
品
の
関
係
性
は
、
先
に
指
摘
し
た
、
現
実
の
投
影
と
構
成
と
い
う
二
重
の
機
能
か
ら
意
味
づ
け
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
は
、
義
民＝
民
権
家
の
物
語
に
よ
っ
て
、
社
会
の
民
権
主
張
の
風
潮
を
投
影
す
る
と
同
時
に
、
観
客
の
現
実
世
界
に
お
け
る
心
情
に
形
を
与
え
、
一
定
の
意
味
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
社
会
を
構
成
す
る
作
品
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
右
の
よ
う
な
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
を
「
民
権
芝
居
」
と
賞
揚
す
る
意
見
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
批
判
も
存
在
し
て
い
た
。
○
市
村
座
劇
評
目
下
市
村
座
に
て
興
行
中
の
狂
言
ハ
一
番
目
二
番
目
と
も
新
作
に
て
殊
に
作
者
俳
優
と
も
充
分
に
意
を
用
ゐ
し
も
の
と
の
評
判
高
か
り
し
が
為
め
に
や
頃
日
の
暑
気
に
も
め
げ
ず
非
常
の
大
入
な
る
が
我
輩
の
見
る
所
に
て
は
只
人
気
の
傾
き
に
雷
同
す
る
者
多
く
し
て
此
大
入
を
来
た
せ
し
に
て
決
し
て
狂
言
の
面
白
き
為
め
に
は
あ
ら
ず
と
考
ふ
其
第
一
番
目
東
叡
山
農
夫
願
書
ハ
（
中
略
）
東
山
桜
草
紙
（ママ）
を
襲
ひ
し
も
の
に
て
更
に
新
奇
の
脚
色
を
見
ず
然
る
を
事
新
ら
し
く
民
権
芝
居
な
ど
賞
揚
す
る
者
あ
れ
ど
脚
色
中
民
権
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伸
張
に
関
す
る
所
少
し
も
な
く
只
農
民
が
飽
ま
で
免
税
を
嘆
願
す
る
ま
で
な
れ
ば
字
面
ハ
穏
や
か
な
ら
ぬ
も
農
夫
の
願
書
と
い
ふ
名
題
ハ
其
脚
色
に
適
切
し
た
る
語
な
り
元
来
作
者
の
腹
中
民
権
な
る
者
あ
ら
ず
筆
頭
安
ん
ぞ
民
権
の
本
旨
を
描
き
出
す
を
得
ん
や?33）
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
は
、「
義
民
物
」
の
骨
組
み
を
踏
襲
し
た
、
典
型
的
な
勧
善
懲
悪
の
物
語
を
有
し
て
お
り
、
右
の
記
事
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
筋
書
き
そ
の
も
の
に
「
民
権
伸
張
」
に
関
す
る
挿
話
は
見
当
た
ら
な
い
。「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
を
民
権
伸
張
と
関
連
づ
け
る
に
は
、
先
に
見
た
よ
う
な
、
義
民
と
民
権
家
を
等
置
す
る
認
識
に
基
づ
い
て
、
観
客
が
そ
の
物
語
に
「
今
」
を
読
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
を
「
民
権
芝
居
」
と
し
て
解
釈
す
る
に
は
、
同
時
代
の
国
民
論
や
民
権
論
を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
物
語
を
寓
意
的
に
解
釈
し
、
作
品
を
観
客
と
の
相
関
関
係
か
ら
意
味
づ
け
る
構
図
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
の
批
判
は
、
第
一
・
二
節
で
検
討
し
て
き
た
議
論
の
変
奏
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
右
の
記
事
で
は
、
従
来
の
「
義
民
物
」
の
脚
色
を
踏
襲
し
た
「
農
民
が
飽
ま
で
免
税
を
嘆
願
す
る
」
物
語
と
、
民
権
の
本
旨
を
描
い
た
物
語
が
対
比
さ
れ
、
前
者
の
よ
う
な
物
語
し
か
提
示
で
き
な
い
作
者
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
物
語
の
対
比
は
、
社
会
改
良
論
に
お
け
る
、
封
建
時
代
を
反
映
し
た
勧
善
懲
悪
の
物
語
╱
文
明
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
自
由
民
権
の
物
語
、
と
い
う
対
比
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
従
来
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
か
ら
文
明
の
物
語
を
語
る
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
へ
の
移
行
を
阻
む
要
因
と
し
て
、
作
者
の
「
腹
中
」
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
点
は
、
第
一
節
で
見
た
演
劇
論
に
お
け
る
、
作
者
の
作
意
の
改
良
を
主
張
す
る
議
論
の
枠
組
み
の
中
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
結
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
要
約
し
た
上
で
、
そ
れ
が
ジ
ャ
ン
ル
再
編
の
過
程
を
見
直
す
作
業
を
行
う
上
で
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
を
、
一
つ
の
具
体
例
と
と
も
に
示
し
て
み
た
い
。
近
代
的
な
ジ
ャ
ン
ル
意
識
を
前
提
と
せ
ず
に
明
治
初
年
〜
明
治
一
○
年
代
の
演
劇
論
と
演
劇
作
品
を
検
証
し
た
際
に
見
え
て
き
た
の
は
、
文
明
論
、
社
会
改
良
論
、
民
権
論
と
い
っ
た
他
領
域
の
議
論
と
の
交
錯
と
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
図
式
の
存
在
で
あ
っ
た
。
演
劇
論
と
文
明
論
や
社
会
改
良
論
の
交
錯
を
可
能
に
し
て
い
た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
を
結
び
つ
け
る
共
通
の
図
式
の
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
図
式
に
お
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
演
劇
に
は
社
会
の
現
実
を
投
影
す
る
機
能
と
構
成
す
る
機
能
が
あ
り
、
演
劇
が
関
係
す
る
社
会
は
中
等
以
下
の
人
々
を
主
要
な
構
成
要
員
と
す
る
も
の
と
さ
れ
、
演
劇
作
品
の
作
者
も
そ
の
社
会
の
一
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
文
明
論
や
社
会
改
良
論
で
は
、
右
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
の
性
質
は
演
劇
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
小
説
、
浄
瑠
璃
な
ど
に
も
妥
当
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
を
結
び
つ
け
る
図
式
は
、
諸
ジ
ャ
ン
ル
の
同
列
化
を
可
能
に
す
る
条
件
と
な
っ
て
い
た
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わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
演
劇
論
と
社
会
改
良
論
が
交
錯
す
る
こ
と
で
、
演
劇
論
の
内
容
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
も
い
た
。
す
な
わ
ち
、
演
劇
論
は
徳
育
に
資
す
る
勧
善
懲
悪
の
物
語
を
理
想
的
な
も
の
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
社
会
改
良
論
は
そ
れ
を
前
時
代
の
も
の
と
し
、
演
劇
は
文
明
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
自
由
民
権
の
物
語
を
上
演
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
三
節
で
見
た
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
は
、
右
の
よ
う
な
演
劇
論
と
対
応
す
る
作
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
義
民
と
い
う
人
物
表
象
を
結
節
点
と
し
て
民
権
論
と
交
錯
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
演
に
際
し
て
の
作
品
に
対
す
る
意
味
づ
け
、
お
よ
び
、
作
品
の
解
釈
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
を
結
び
つ
け
る
図
式
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
の
解
釈
に
は
二
つ
の
水
準
が
存
し
て
い
た
。
一
つ
は
、
義
民＝
民
権
家
と
す
る
同
時
代
の
民
権
論
や
国
民
論
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
物
語
を
自
由
民
権
運
動
の
寓
意
と
し
て
読
み
解
き
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
を
文
明
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
と
し
て
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
物
語
を
既
存
の
「
義
民
物
」
の
枠
組
み
の
中
で
解
釈
し
、
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
を
前
時
代
的
な
作
品
と
し
て
否
定
的
に
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
評
価
に
お
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
を
結
び
つ
け
る
図
式
に
見
ら
れ
た
、
作
者
に
対
す
る
批
判
が
前
景
化
し
て
く
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
か
ら
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
演
劇
に
も
う
一
つ
の
機
能
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
、
本
論
に
お
い
て
は
活
歴
的
な
実
践
と
呼
ん
だ
も
の
で
、
物
語
、
言
語
、
視
覚
的
要
素
と
い
う
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
従
来
の
演
劇
に
な
い
新
た
な
実
践
を
取
り
入
れ
て
、
歴
史
あ
る
い
は
過
去
を
「
実
地
」
に
基
づ
い
て
再
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
演
劇
は
、
投
影
性
、
構
成
性
、
そ
し
て
再
現
性
と
い
う
三
つ
の
機
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
て
、
そ
れ
で
は
、
右
で
見
た
よ
う
な
構
図
は
ど
の
よ
う
な
形
で
再
編
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
詳
細
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
こ
こ
で
は
明
治
一
九
年
の
演
劇
改
良
会
の
設
立
に
際
し
て
発
表
さ
れ
た
、
坪
内
逍
遙
の
論
説
を
と
り
あ
げ
、
ジ
ャ
ン
ル
の
再
編
を
考
察
し
て
い
く
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
が
ど
の
よ
う
な
有
効
性
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
簡
単
に
示
し
て
お
き
た
い
。
演
劇
改
良
会
は
、
当
時
、
内
務
省
参
事
官
を
務
め
て
い
た
末
松
謙
澄
を
主
唱
者
兼
幹
事
役
と
し
、
政
・
財
・
学
界
の
有
力
者
を
多
数
集
め
て
、
明
治
一
九
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
。
改
良
会
設
立
を
契
機
と
し
て
、
新
聞
・
雑
誌
・
書
籍
な
ど
で
様
々
な
演
劇
改
良
論
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
つ
に
、
坪
内
逍
遙
が
春
の
野
お
ぼ
ろ
名
義
で
記
し
た
、「
演
劇
改
良
会
の
創
立
を
き
い
て
卑
見
を
述
ぶ?34）
」
と
い
う
論
説
が
あ
る
。
そ
こ
で
逍
遙
は
、
演
劇
は
「
美
術
」
で
あ
り
、
そ
の
「
本
分
」
は
「
小
説
と
同
じ
く
、「
真
理
」（
人
情
の
真
理
、
世
態
の
真
理
）
を
描
写
す
る
」
こ
と
に
あ
る
と
し
て
、
従
来
の
演
劇
論
や
演
劇
作
品
を
批
判
し
て
い
る
。そ
の
従
来
の
演
劇
論
に
対
す
る
批
判
は
、
本
論
で
見
た
社
会
改
良
論
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
従
前
の
脚
色
は
封
建
主
義
な
り
、
自
由
の
当
世
に
は
向
き
難
し
と
唱
へ
て
、
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俄
か
に
人
物
の
構
造
を
改
め
、
忠
臣
に
代
ふ
る
に
民
権
家
を
以
て
し
、
貞
婦
に
代
ふ
る
に
女
丈
夫
を
以
て
し
、
宝
物
の
詮
議
を
経
国
の
商
談
と
な
し
（
中
略
）
万
事
を
政
事
臭
く
造
り
な
せ
ば
そ
れ
に
て
改
良
と
は
い
ひ
が
た
か
る
べ
し
。（
中
略
）
時
勢
が
自
由
主
義
に
な
れ
ば
と
て
、
悉
皆
脚
色
を
自
由
主
義
に
す
る
と
は
（
中
略
）
所
謂
外
形
に
拘
泥
し
た
沙
汰
な
り
。
美
術
の
真
髄
を
嚙
み
た
が
え
た
論
な
り
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
、「
日
本
の
演
劇
に
付
随
し
た
る
主
髄
の
欠
点
」
は
「
人
物
」
に
あ
り
、「
悪
方
は
飽
く
ま
で
も
悪
に
偏
し
、
善
人
は
ひ
と
へ
に
善
に
偏
し
、
貞
は
貞
に
偏
し
、
不
義
は
不
義
に
偏
し
、
角
に
「
擬
人
的
」
の
人
物
の
み
多
」
く
、「
人
間
の
真
理
を
写
」
し
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
修
正
し
な
い
限
り
、
い
く
ら
脚
色
を
改
め
て
も
、
そ
れ
は
「
外
形
」
を
取
り
繕
っ
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
逍
遙
は
み
な
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。こ
う
し
た
批
判
が
、『
小
説
神
髄
』
に
お
け
る
議
論
、
例
え
ば
「
…
…
八
犬
伝
中
の
八
士
の
如
き
ハ
仁
義
八
行
の
化
物
に
て
決
し
て
人
間
と
ハ
い
ひ
難
か
り?35）
」
と
い
っ
た
馬
琴
批
判
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
逍
遙
は
、
「
美
術
」
と
い
う
基
準
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
社
会
改
良
論
の
物
語
改
良
を
「
外
形
」
の
手
直
し
に
過
ぎ
な
い
と
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
に
位
置
づ
け
、
真
の
演
劇
改
良
は
、『
小
説
神
髄
』
で
主
張
し
た
小
説
改
良
と
同
様
に
、
演
劇
を
「
真
理
」
の
描
写
が
可
能
な
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
真
理
」
性
の
基
準
の
導
入
は
、
社
会
改
良
論
的
な
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
の
再
編
を
意
図
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
社
会
改
良
論
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
は
社
会
を
投
影
し
構
成
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
、
右
の
逍
遙
の
言
葉
で
言
え
ば
「
世
態
」
や
「
時
勢
」
を
写
し
出
す
と
同
時
に
、
作
り
出
し
て
い
く
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
逍
遙
は
、「
美
術
」
に
ふ
さ
わ
し
い
メ
デ
ィ
ア
は
、「
真
理
」
と
い
う
普
遍
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
世
態
」
や
「
時
勢
」
を
写
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
が
写
し
出
す
べ
き
対
象
を
限
定
化
し
て
い
た
。
逍
遙
は
、「
美
術
」
と
「
真
理
」
性
の
基
準
を
組
み
合
わ
せ
て
、
メ
デ
ィ
ア
が
描
く
べ
き
対
象
を
限
定
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
社
会
改
良
論
的
な
メ
デ
ィ
ア
認
識
の
再
編
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。一
方
、
従
来
の
演
劇
作
品
に
対
す
る
批
判
に
お
い
て
は
、
逍
遙
は
「
活
歴
」
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
が
「
歴
史
」
と
何
ら
差
異
の
な
い
あ
り
方
を
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
逍
遙
に
よ
れ
ば
、「
時
代
狂
言
の
精
神
は
歴
史
に
写
さ
ゞ
る
所
、
又
歴
史
に
写
し
得
ざ
る
所
を
現
に
見
る
が
如
く
写
す
」
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
流
行
し
て
い
る
「
活
歴
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
物
を
見
る
と
、
「
袴
の
染
色
が
違
ツ
た
と
か
、
邸
の
戸
障
子
が
時
代
違
ひ
だ
と
か
」「
外
形
で
気
を
揉
み
あ
せ
り
」、「
変
に
事
実
の
み
を
貴
が
」
っ
て
い
る
。
逍
遙
は
、「
事
実
」
や
「
風
俗
」
を
「
写
す
」
こ
と
に
の
み
意
を
注
ぐ
の
で
は
「
歴
史
」
や
「
伝
記
」
と
変
わ
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
時
代
物
は
「
歴
史
外
の
真
理
」
を
「
写
す
」
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
逍
遙
は
、「
真
正
の
時
代
狂
言
」
は
、「
無
学
に
史
を
教
ふ
る
為
の
物
」
で
は
な
く
、「
識
者
の
心
目
を
悦
ば
す
」「
微
妙
の
感
覚
の
養
成
所
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
中
等
社
会
以
上
╱
下
等
社
会
と
い
う
本
論
で
見
て
き
た
区
分
と
重
な
り
合
う
よ
う
な
、
識
者
╱
無
学
と
い
う
対
比
を
前
提
と
し
て
、
演
劇
は
ま
ず
は
前
者
の
人
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
者
の
活
歴
批
判
は
、
先
に
演
劇
の
機
能
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
た
再
現
性
に
つ
い
て
、
活
歴
的
な
そ
れ
で
は
「
歴
史
外
の
真
理
」
を
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
主
張
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。逍
遙
は
、活
歴
的
な
再
現
性
を
、演
劇
╱
歴
史
・
伝
記
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
区
分
の
問
題
と
絡
め
て
批
判
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
の
識
者
╱
無
学
と
い
う
区
分
か
ら
は
、
演
劇
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
べ
き
対
象
を
下
等
社
会
か
ら
中
等
社
会
以
上
に
変
換
す
る
こ
と
で
、
社
会
改
良
論
的
な
構
図
が
成
立
す
る
条
件
そ
の
も
の
を
再
編
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
逍
遙
は
、
社
会
改
良
論
的
な
構
図
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
様
々
な
レ
ベ
ル
で
批
判
し
て
い
く
こ
と
で
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
演
劇
の
再
編
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
書
の
講
談
社
文
芸
文
庫
版
、
一
九
八
八
年
に
よ
る
）。
?２
）
同
様
の
問
題
意
識
か
ら
、
拙
稿
「
歴
史
を
語
る
芝
居
明
治
初
年
〜
十
年
代
に
お
け
る
?
演
劇
?
と
?
歴
史
?
」（『
日
本
近
代
文
学
』
第
六
五
集
、
二
○
○
一
年
十
月
）
で
は
、
明
治
前
半
期
の
演
劇
と
歴
史
に
関
す
る
議
論
の
横
断
性
を
、
ま
た
、「
明
治
二
○
年
前
後
の
?
歴
史
?
と
?
小
説
?
尾
崎
行
雄
『
経
世
偉
勲
』
と
末
広
鉄
腸
『
雪
中
梅
』
を
中
心
に
」（『
日
本
文
学
』
第
五
二
号
、
二
○
○
三
年
九
月
）
で
は
、
歴
史
・
伝
記
と
小
説
の
混
質
的
な
あ
り
方
と
そ
れ
を
再
編
す
る
逍
遙
の
議
論
を
分
析
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
?３
）
『
東
京
日
日
』
明
治
五
年
四
月
七
日
付
。
?４
）
郡
司
正
勝
「
か
ぶ
き
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
」（『
か
ぶ
き
入
門
』
牧
羊
社
、
一
九
九
○
年
）。
?５
）
漆
澤
そ
の
子
「
狂
言
の
世
界
」（『
明
治
歌
舞
伎
の
成
立
と
展
開
』
慶
友
社
、
二
○
○
三
年
）。
?６
）
「
東
京
府
録
事
」『
東
京
日
日
』
明
治
八
年
九
月
八
日
付
。
?７
）
倉
田
喜
弘
は
、
こ
う
し
た
過
去
の
出
来
事
を
「
臣
子
筋
者
」
が
見
る
に
忍
び
な
い
よ
う
に
劇
化
す
る
こ
と
を
問
題
化
す
る
布
達
が
出
さ
れ
た
直
接
の
原
因
と
し
て
、
明
治
八
年
に
「
柳
沢
騒
動
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「う
裏らお
表もてや
柳なぎ
団
画
のうちわ
」
が
東
京
の
中
村
座
で
上
演
さ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
柳
沢
騒
動
と
は
、
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
の
老
中
で
あ
っ
た
柳
沢
吉
保
が
、
権
謀
術
数
を
め
ぐ
ら
し
、
わ
が
子
を
将
軍
の
跡
継
ぎ
に
し
よ
う
と
す
る
が
、
御
台
所
に
陰
謀
を
見
抜
か
れ
、
失
脚
す
る
と
い
う
物
語
で
、『
護
国
女
太
平
記
』
な
ど
の
読
み
物
で
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
。
倉
田
は
、「
吉
保
直
系
の
子
孫
で
あ
る
（
柳
沢
・
引
用
者
注
）
保
申
は
、
東
京
府
知
事
の
大
久
保
一
翁
と
は
旧
幕
臣
同
士
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
注?１
）
柄
谷
行
人
「
風
景
の
発
見
」（
初
出
は
『
季
刊
芸
術
』
一
九
七
八
年
夏
号
、
後
に
『
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』
講
談
社
、
一
九
八
○
年
に
所
収
、
引
用
は
同
312
よ
し
み
で
（
中
略
）
話
し
合
」
い
、
本
文
に
引
用
し
た
布
達
の
形
で
抗
議
の
意
思
を
示
し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
倉
田
喜
弘
「【
芸
能
近
代
化
の
道
第
三
回
】
負
の
遺
産
」（『
文
学
』
二
○
○
三
年
七
・
八
月
号
）
参
照
。
?８
）
『
東
京
日
日
』
明
治
八
年
九
月
一
○
日
付
。
?９
）
明
治
八
年
五
月
一
七
日
、
五
月
二
九
日
付
。
ま
た
、
明
治
九
年
五
月
二
日
付
の
『
東
京
日
日
』
紙
上
に
も
、「
文
学
。
音
楽
。
芝
居
ノ
三
者
」
は
「
人
文
ノ
三
大
要
具
ニ
シ
テ
苟
モ
一
モ
爰
ニ
備
ハ
ザ
ル
所
ア
リ
テ
ハ
（
中
略
）
独
立
人
民
ノ
体
面
ヲ
モ
保
チ
難
」
い
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
ら
を
「
実
用
」
の
観
点
か
ら
「
無
駄
」
と
す
る
の
は
「
盲
説
」
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
論
説
を
掲
載
し
て
い
る
。
?10
）
浜
田
啓
介
は
、「
我
国
の
近
世
に
於
て
勧
善
懲
悪
を
云
々
さ
れ
る
場
所
は
、
小
説
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
演
劇
界
」
で
あ
り
、「
歌
舞
伎
浄
瑠
璃
の
世
界
こ
そ
「
勧
善
懲
悪
」
と
い
う
発
言
の
巣
窟
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
、
数
多
く
の
実
例
と
と
も
に
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
浜
田
は
、「
事
取
凡
近
而
義
発
勧
懲
」
を
座
右
の
銘
と
し
て
い
た
近
松
門
左
衛
門
の
影
響
と
、「
善
悪
の
役
柄
に
よ
っ
て
人
生
の
栄
枯
を
現
わ
す
演
劇
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
特
性
」
が
勧
善
懲
悪
と
い
う
概
念
と
親
和
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
本
論
に
お
い
て
指
摘
し
た
、
演
劇
を
徳
育
の
媒
体
と
み
な
す
認
識
も
、
一
つ
に
は
、
こ
う
し
た
近
世
期
の
議
論
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
浜
田
啓
介
「「
勧
善
懲
悪
」
補
紙
」（『
近
世
小
説
・
営
為
と
様
式
に
関
す
る
私
見
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
三
年
、
後
に
日
本
文
学
研
究
論
文
集
成
22
、
『
馬
琴
』
若
草
書
房
、
二
○
○
○
年
に
所
収
、
引
用
は
後
者
に
よ
る
）
を
参
照
。
?11
）
『
読
売
新
聞
』
明
治
一
一
年
六
月
七
日
付
。
?12
）
『
東
京
日
日
』
明
治
八
年
五
月
二
九
日
付
。
?13
）
『
郵
便
報
知
新
聞
』（
以
下
で
は
『
郵
便
報
知
』
と
略
す
）
明
治
八
年
六
月
七
日
付
。
?14
）
拙
稿
「
文
明
社
会
の
〞
義
民
〝
明
治
初
年
〜
十
年
代
に
お
け
る
文
明
論
、
国
民
論
、
自
由
民
権
論
の
交
錯
」（『
日
本
近
代
文
学
会
北
海
道
支
部
会
報
』
第
九
号
、
二
○
○
六
年
五
月
）。
?15
）
『
日
本
開
化
小
史
』
は
、
明
治
一
○
年
か
ら
明
治
一
五
年
に
わ
た
っ
て
、
全
六
巻
の
分
冊
で
刊
行
さ
れ
た
。
な
お
、
以
下
で
の
『
日
本
開
化
小
史
』
か
ら
の
引
用
は
、
す
べ
て
岩
波
文
庫
版
（
嘉
治
隆
一
校
訂
、
一
九
六
四
年
）
に
よ
る
。
?16
）
『
日
本
開
化
小
史
』
巻
之
六
、
第
十
二
章
「
徳
川
氏
治
世
の
間
に
顕
は
れ
た
る
開
化
の
現
像
」。
引
用
は
注
?15
）に
同
じ
。
?17
）
『
日
本
開
化
小
史
』
巻
之
六
、
第
十
三
章
「
徳
川
氏
治
世
の
間
勤
王
の
気
の
発
せ
し
事
」。
引
用
は
注
?15
）に
同
じ
。
?18
）
同
前
。
?19
）
明
治
一
八
年
九
月
。
引
用
は
明
治
文
学
全
集
14
『
田
口
鼎
軒
集
』（
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
同
書
の
「
緒
言
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
論
考
は
「
明
治
十
三
年
頃
」
の
「
浅
草
井
生
村
楼
」
で
の
「
演
説
」
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
?20
）
明
治
一
九
年
六
月
。
引
用
は
注
?19
）に
同
じ
。
?21
）
『
日
本
立
憲
政
党
新
聞
』
明
治
一
六
年
六
月
九
日
、
二
九
日
付
。
な
お
、
山
田
俊
治
「
政
治
小
説
の
位
置
小
説
の
社
会
的
認
知
と
い
う
文
脈
か
ら
」
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編
16
『
政
治
小
説
集
一
』
岩
波
書
店
、
二
○
○
三
年
）
に
、「
我
国
ニ
自
由
ノ
種
子
ヲ
」
の
小
説
論
と
し
て
の
性
質
に
つ
い
て
の
優
れ
た
分
析
が
あ
る
。
?22
）
佐
倉
惣
五
郎
は
、「
佐
倉
宗
吾
」「
佐
倉
宗
五
郎
」「
木
内
宗
五
郎
」
な
ど
、
313
現実を投影／構成する演劇
書
物
に
よ
っ
て
様
々
な
表
記
が
と
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
引
用
部
以
外
は
全
て
「
佐
倉
惣
五
郎
」
で
統
一
し
た
。
?23
）
田
村
成
義
編
『
続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』（
鳳
出
版
、
一
九
七
六
年
）「
巻
の
拾
七
」。
?24
）
明
治
一
七
年
六
月
〜
七
月
の
『
歌
舞
伎
新
報
』。
な
お
、『
歌
舞
伎
新
報
』
に
連
載
さ
れ
た
筋
書
き
と
、『
続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
の
「
略
筋
」
を
比
較
す
る
と
、
細
部
に
い
く
つ
か
の
異
同
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
『
続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
の
記
事
が
『
歌
舞
伎
新
報
』
を
参
照
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
?25
）
以
下
で
の
義
民
物
に
関
す
る
記
述
に
は
、『
演
劇
百
科
大
事
典
』
第
二
巻
（
平
凡
社
、
一
九
六
○
年
）
の
「
義
民
物
」
の
項
を
参
照
し
た
。
?26
）
『
日
本
戯
曲
全
集
歌
舞
伎
』
第
四
四
巻
「
維
新
狂
言
集
」（
春
陽
堂
、
一
九
三
二
年
）。
?27
）
『
郵
便
報
知
』
明
治
一
七
年
七
月
二
日
付
。
?28
）
注
?23
）前
掲
書
「
巻
の
拾
七
」
を
参
照
。
同
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
六
二
連
の
黒
表
紙
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
団
十
郎
は
、
こ
れ
以
前
に
、
新
歌
舞
伎
十
八
番
の
一
つ
で
あ
る
「
助
六
」
を
、
文
久
二
年
と
明
治
五
年
に
二
度
演
じ
て
い
る
と
い
う
。
?29
）
注
?14
）前
掲
論
文
。
?30
）
漆
澤
そ
の
子
「
狂
言
の
世
界
」（
注
?５
）前
掲
書
）。
ま
た
、
漆
澤
は
、
「
東
叡
山
農
夫
願
書
」
と
共
に
上
演
さ
れ
た
『
上
州
織
侠
客
大
縞
』
が
「
上
州
国
定
村
の
出
身
」
の
国
定
忠
治
を
主
人
公
と
し
て
い
る
点
に
注
意
を
促
し
、
「
興
行
の
二
ヶ
月
前
に
起
き
た
群
馬
事
件
が
意
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
」
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
?31
）
『
歌
舞
伎
新
報
』
明
治
一
七
年
七
月
八
日
、
四
三
六
号
。
?32
）
『
自
由
新
聞
』
明
治
一
七
年
七
月
一
三
日
付
。
?33
）
『
郵
便
報
知
』
明
治
一
七
年
七
月
二
三
日
付
。『
郵
便
報
知
』
に
こ
う
し
た
記
事
が
出
た
の
は
、
一
つ
に
は
、
当
時
の
自
由
民
権
運
動
に
お
け
る
、
自
由
党
と
改
進
党
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
が
関
係
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
民
権
運
動
に
お
い
て
、
実
力
行
使
も
辞
さ
な
い
と
す
る
自
由
党
と
、
漸
進
的
改
革
を
主
張
す
る
改
進
党
と
の
対
立
が
、
自
由
党
の
機
関
紙
と
も
言
え
る
『
自
由
新
聞
』
と
、
改
進
党
系
の
論
客
が
多
く
集
っ
て
い
た
『
郵
便
報
知
』
の
記
事
の
色
合
い
の
違
い
と
し
て
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
?34
）
『
劇
場
改
良
法
』（
編
集
兼
出
版
人
・
中
村
善
平
、
大
阪
出
版
会
社
、
明
治
一
九
年
）
所
収
。
引
用
は
『
明
治
文
化
全
集
』
第
二
○
巻
、
文
学
芸
術
（
吉
野
作
造
編
、
一
九
六
七
年
）
に
よ
る
。
?35
）
『
小
説
神
髄
』（
松
月
堂
、
明
治
一
八
〜
一
九
年
）
上
巻
「
小
説
の
主
眼
」。
引
用
は
リ
プ
リ
ン
ト
日
本
近
代
文
学
88
『
小
説
神
髄
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
、
二
○
○
七
年
）
に
よ
る
。
﹇
付
記
﹈引
用
は
、
原
則
と
し
て
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
ル
ビ
・
記
号
等
は
適
宜
省
略
し
、
濁
点
を
適
宜
補
っ
た
。
ま
た
、
途
中
か
ら
引
用
す
る
際
や
、
途
中
で
引
用
を
終
え
る
際
に
は
「
…
…
」
を
用
い
て
示
し
た
。
314
は
じ
め
に
明
治
末
、
広
義
の
「
文
学
」
は
小
説
や
詩
歌
・
戯
曲
等
に
特
化
さ
れ
始
め
る
。
そ
の
際
、
小
説
で
も
歴
史
で
も
伝
記
で
も
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
、
ど
こ
に
消
え
た
の
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
現
行
の
「
歴
史
」
に
近
い
グ
ル
ー
プ
（
史
伝
、
史
談
、
実
録
な
ど
）。
再
編
成
や
消
失
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
の
な
か
っ
た
「
史
談
」
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。
「
史
談
」
の
意
味
内
容
は
「
史
伝
」
と
近
似
し
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
用
例
は
「
史
伝
」
よ
り
多
い
。
し
か
し
鷗
外
で
名
を
は
せ
た
「
史
伝
」
に
比
す
る
と
、
文
学
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
先
行
論
が
少
な
い
。
そ
の
用
例
は
明
治
二
十
四
年
か
ら
三
十
三
年
頃
の
教
科
書
副
読
本
、
宗
教
の
宣
伝
、
史
談
会
出
版
物
や
偉
人
伝
・
漢
文
学
習
用
テ
キ
ス
ト
、
回
想
録
と
、
幅
広
い
。
こ
れ
ら
テ
キ
ス
ト
に
冠
せ
ら
れ
、
特
殊
化
に
い
た
る
過
程
の
全
貌
を
追
う
の
は
困
難
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
一
部
に
言
及
で
き
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
語
の
変
遷
を
追
う
こ
と
で
、「
文
学
研
究
」
を
ジ
ャ
ン
ル
論
的
に
と
き
ほ
ぐ
す
一
助
に
は
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
明
治
期
の
事
例
を
中
心
に
考
察
す
る
。
１
明
治
期
「
史
談
」
の
フ
レ
ー
ム
明
治
期
に
ま
と
ま
っ
た
質
量
で
流
布
し
た
「
史
談
」
を
概
観
す
る
場
合
、
①
小
学
校
令
に
よ
っ
て
、
郷
土
の
歴
史
と
地
理
を
教
え
る
た
め
、
明
治
二
十
四
年
か
ら
三
十
三
年
ま
で
を
中
心
に
刊
行
さ
れ
た
「
史
談
」「
郷
土
史
談?１）
」、
こ
れ
に
類
す
る
名
の
副
読
本
、
②
大
槻
磐
渓
『
近
古
史
談
』（
開
国
主
義
の
蘭
学
者
大
槻
の
、
逸
話
に
よ
る
日
本
中
世
・
近
世
史
）
と
そ
の
解
釈
資
料
、
③
②
を
歴
史
・
漢
文
等
学
習
テ
キ
ス
ト
と
し
た
も
の
の
、
三
種
の
流
れ
を
み
る
こ
と
と
な
る
。
前
記
三
種
と
は
異
な
る
「
史
談
」
も
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
と
に
史
談
会
出
版
物
や
啓
蒙
的
な
宗
教
書
が
、
し
ば
し
ば
「
史
談
」
で
あ
る
。
こ
ち
ら
?
共
同
研
究
報
告
?
明
治
「
史
談
」、
そ
の
読
者
目
野
由
希
315
明治「史談」、その読者
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
国
立
国
会
図
書
館
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ－
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
、
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
か
ら
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
ま
で
の
「
史
談
」
刊
行
資
料
を
検
索
す
る
と
、
百
九
十
七
件
が
該
当
す
る
。
そ
の
約
半
数
が
、
①
の
史
学
地
理
用
小
学
校
副
読
本
の
、「
史
談
」「
郷
土
史
談
」
と
そ
の
類
に
な
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
当
時
の
状
況
の
正
確
な
反
映
で
は
な
く
、
国
会
図
書
館
固
有
の
状
況?２）
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
実
数
は
よ
り
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
②
の
大
槻
『
近
古
史
談
』
は
、
そ
の
ま
ま
の
タ
イ
ト
ル
で
十
二
、「
原
文
集
」
や
「
註
解
」
な
ど
も
含
め
る
と
も
う
少
し
増
え
る
。
菊
池
真
一
氏
に
よ
る
と
、
﹇『
近
古
史
談
』
は
﹈
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
と
武
辺
咄
の
珠
玉
集
と
し
て
、『
常
山
紀
談
』
と
共
に
も
て
は
や
さ
れ
た
。（
残
念
な
の
は
、
本
文
が
、『
常
山
紀
談
』
は
要
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
近
古
史
談
』
は
漢
文
に
翻
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
武
辺
咄
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
ま
と
も
に
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
）
『
近
古
史
談
』
は
、『
常
山
紀
談
』
よ
り
は
分
量
的
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
遥
か
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
正
に
、
人
口
に
膾
炙
す
る
と
言
っ
て
も
良
い
ほ
ど
愛
誦
さ
れ
た
話
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
日
で
も
、
講
談
ネ
タ
と
し
て
、
し
ば
し
ば
演
ぜ
ら
れ
る
話
が
幾
つ
か
あ
る?３）
。
同
書
は
一
八
五
四
（
安
政
元
）
年
の
版
と
、
十
年
後
の
一
八
六
四
（
元
治
元
）
年
の
四
部
百
三
十
条
に
な
っ
た
版
の
二
種
が
あ
る
。
短
い
逸
話
集
で
あ
り
、
そ
の
漢
訳
の
た
め
、
本
文
は
厳
密
な
史
実
を
学
ぶ
よ
り
も
「
簡
潔
明
快
で
華
麗
」、
「
平
明
な
漢
文
」
に
よ
る
歴
史
を
味
わ
う
の
に
適
す
る?４）
。
こ
の
特
徴
は
、
菊
池
氏
の
言
及
か
ら
想
定
さ
れ
る
青
年
以
上
の
読
者
層
、
そ
し
て
釈
場
の
客
た
ち
や
朗
吟
中
心
の
受
容
層
だ
け
で
は
な
く
、
③
の
教
科
書
・
参
考
書
的
な
受
容
を
行
う
層
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。
つ
ま
り
、『
近
古
史
談
』
は
郷
土
教
育
と
は
別
に
、
教
科
書
（
な
い
し
副
読
本
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
ま
ま
で
は
初
等
教
育
用
の
歴
史
読
本
・
漢
文
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
高
度
な
の
で
、
学
習
者
や
学
制
の
内
容
に
合
わ
せ
、
不
要
な
箇
所
を
削
除
し
た
形
で
採
用
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
大
槻
文
彦
修
『
修
近
古
史
談
全
』（
大
槻
文
彦
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
改
訂
、
初
版
一
八
八
一
（
明
治
十
四
））
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
様
々
な
出
版
者
・
出
版
人
に
よ
る
同
書
の
訳
注
や
用
語
解
説
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
藤
江
卓
三
解
・
大
槻
如
電
校
・
大
槻
文
彦
訂
『
修
近
古
史
談
詳
解
』（
三
木
書
店
、
一
八
九
四
）、
酒
井
門
次
郎
編
・
高
木
展
為
校
『
修
近
古
史
談
字
類
大
全
』（
小
倉
常
七
、
一
八
八
四
）
な
ど
は
や
や
難
し
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
。
大
槻
磐
渓
著
・
大
槻
如
電
補
『
補
正
近
古
史
談
』（
三
木
佐
助
、
一
八
九
六
）
な
ど
も
含
め
る
と
、
同
じ
国
会
図
書
館
所
蔵
資
料
の
一
八
六
八
年
か
ら
一
九
一
三
年
の
間
で
は
、
十
種
ほ
ど
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
人
向
け
の
講
談
本
や
大
衆
小
説
や
訓
話
の
世
界
で
は
、
大
正
期
以
降
も
、
『
近
古
史
談
』
は
広
範
囲
に
流
通
し
た
点
は
、
す
で
に
菊
池
氏
の
指
摘
す
る
と
316
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
史
談
」
は
こ
の
よ
う
に
、「
郷
土
史
談
」
と
『
修
近
古
史
談
』
の
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
で
、
全
国
の
児
童
に
伝
播
し
て
い
っ
た
と
い
う
面
も
、
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
２
史
談
叢
書
明
治
期
の
「
史
談
」
を
読
み
す
す
め
て
ゆ
く
と
、
啓
蒙
性
の
あ
る
宗
教
資
料
も
「
史
談
」
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
と
気
付
か
さ
れ
る
。
歴
史
を
語
り
か
け
る
テ
キ
ス
ト
と
い
う
よ
り
、
児
童
向
け
の
啓
蒙
用
テ
キ
ス
ト
、
あ
る
い
は
一
般
向
け
啓
蒙
用
テ
キ
ス
ト
が
、「
史
談
」
と
称
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。
こ
れ
ら
は
、
「
〜
史
談
」
と
い
う
角
書
を
冠
し
、
同
一
の
ジ
ャ
ン
ル
意
識
を
共
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る?５）
。
宗
教
的
な
啓
蒙
書
で
は
、
杉
山
重
義
編
『
一
読
三
嘆
智
恵
之
泉
一
名
・
泰
西
今
古
史
談
』（
警
醒
社
、
一
八
九
一
）、
山
田
寅
之
助
『
エ
デ
ン
の
花
園
』
（「
通
俗
旧
約
史
談
」
第
一
編
、
教
文
館
、
一
八
九
七
）
な
ど
は
い
ず
れ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
用
資
料
で
あ
る
。『
エ
デ
ン
の
花
園
』
の
文
中
に
は
万
葉
集
の
引
用
な
ど
も
見
ら
れ
、
間
口
の
広
い
印
象
を
受
け
る
。
こ
の
他
、
仏
教
な
ら
ば
布
教
奨
学
研
究
会
編
『
西
行
法
師
仏
教
史
談
』（
森
江
書
店
、
一
九
一
〇
）、
神
道
な
ら
ば
井
上
斉
編
『
神
社
史
談
和
光
同
塵
一
名
・
神
と
信
仰
』（
長
野
県
神
職
合
議
所
、
一
九
〇
二
）
な
ど
が
管
見
に
入
っ
た
。
『
西
行
法
師
仏
教
史
談
』
は
、
巻
末
広
告
に
よ
る
と
『
エ
デ
ン
の
花
園
』
が
「
通
俗
旧
約
史
談
」
の
第
一
編
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、「
仏
教
史
談
叢
書
」
の
最
初
の
一
冊
で
あ
る
。
第
二
編
以
降
は
実
見
し
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
国
会
図
書
館
は
こ
れ
ら
は
第
一
編
の
み
の
所
蔵
で
あ
る
。
巻
末
広
告
頁
の
「
本
叢
書
内
容
に
附
い
て
」
の
箇
所
に
は
、
内
容
は
極
て
平
易
な
る
説
教
口
調
を
以
て
誰
人
に
も
解
し
易
すママ
き
史
談
と
な
し
、
伝
記
は
新
史
料
に
よ
る
事
あ
れ
と
も
多
は
古
来
の
伝
説
美
談
を
本
拠
と
し
て
其
思
想
行
動
を
物
語
り
専
ら
教
訓
的
説
話
に
重
き
を
置
き
て
精
神
修
養
に
資
せ
し
め
其
筆
蹟
と
肖
像
は
確
実
な
る
史
料
に
基
き
て
選
出
す
る
も
の
な
れ
ば
坊
間
ま
た
得
難
き
珍
宝
た
る
べ
し
。
茲
に
本
叢
書
を
発
行
し
我
国
文
化
の
源
泉
た
る
思
想
界
の
偉
人
を
深
く
内
在
的
生
命
に
交
渉
し
て
其
言
行
を
発
輝
し
以
て
其
風
光
に
浴
せ
し
む
は
尤
も
時
期
に
適
切
な
る
も
の
な
ら
ん
か
。
と
あ
る
。
実
際
の
文
体
も
、「
皆
様
今
日
は
ご
一
統
に
よ
く
参
詣
な
さ
れ
ま
し
た
。
真
に
受
け
難
き
は
人
身
遇
ひ
難
き
は
仏
法
で
ご
ざ
い
ま
す
。」（
冒
頭
）
と
、
説
教
口
調
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
「
仏
教
史
談
叢
書
」
に
類
似
す
る
パ
タ
ー
ン
は
、
史
談
会
刊
行
物
に
も
認
め
ら
れ
る
。
山
口
菊
件
『
井
戸
正
朋
』（「
島
根
県
史
談
」
叢
書
第
一
編
、
資
山
堂
、
一
九
〇
二
）
な
ど
、
地
域
の
史
談
会
刊
行
叢
書
の
第
一
編
の
国
会
図
書
館
所
蔵
例
は
あ
る
が
、
明
治
期
の
場
合
に
限
る
と
、
い
ず
れ
も
第
二
編
以
降
が
刊
行
さ
れ
た
か
は
定
か
で
な
い
も
の
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
和
田
悌
四
郎
『
越
佐
史
談
』（
猶
興
社
、
一
八
九
七
）
や
志
村
義
玄
『
岩
手
県
史
談
』（
鶴
鳴
閣
、
一
八
九
九
）
な
ど
の
教
科
書
と
一
見
似
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
際
に
読
む
と
相
違
点
317
明治「史談」、その読者
も
ま
ま
あ
る
。
埼
玉
史
談
会
編
『
奥
貫
友
山
第
一
編
埼
玉
史
談
』（
実
業
之
埼
玉
社
、
一
九
一
〇
）
の
場
合
、「
凡
例
」
に
は
こ
う
あ
る
。「
一
、
埼
玉
史
談
会
は
会
名
の
如
く
我
が
県
下
に
於
け
る
歴
史
上
の
事
蹟
に
し
て
後
進
の
た
め
に
裨
益
あ
る
も
の
を
撰
び
、
之
を
平
易
に
記
述
し
て
普
く
学
校
生
徒
及
一
般
家
庭
の
読
物
と
な
さ
し
め
ん
が
為
に
起
れ
る
も
の
、
今
や
其
の
事
業
次
を
逐
う
て
進
捗
し
つ
つ
あ
り
。
一
、
埼
玉
史
談
は
毎
編
読
切
と
し
逐
次
刊
行
す
る
も
の
と
す
。
一
、
第
一
編
と
し
て
奥
貫
友
山
先
生
を
紹
介
す
、
先
生
の
人
格
及
事
業
は
た
し
か
に
後
進
子
弟
を
裨
益
す
る
の
み
な
ら
ず
、
当
世
一
般
人
士
特
に
富
豪
の
亀
鑑
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
明
治
四
十
三
年
九
月
、
埼
玉
史
談
会
」。
本
文
冒
頭
は
、
田
山
花
袋
ば
り
の
文
体
で
あ
る
。
兵
隊
の
行
列
を
見
る
と
、
直
に
、
日
露
戦
争
の
当
時
の
こ
と
が
眼
の
前
に
浮
び
出
し
て
、
軍
艦
が
。
…
…
仁
川
で
。
…
…
遼
陽
の
占
領
。
…
…
旅
順
港
。
…
…
と
際
限
も
な
く
い
ろ
〳
〵
な
こ
と
が
思
ひ
出
さ
れ
。
虫
の
鳴
く
声
や
紅
葉
狩
の
談
が
始
る
と
、
去
年
の
修
学
旅
行
の
時
の
こ
と
が
出
て
く
る
、
汽
車
に
乗
つ
て
。
…
…
山
に
登
つ
て
。
…
…
軍
歌
。
…
…
足
が
痛
い
。
…
…
と
そ
れ
か
ら
そ
れ
と
、
あ
て
途
も
な
く
思
ひ
出
さ
れ
る
様
に
、
今
年
の
や
う
な
大
洪
水
が
あ
つ
て
、
家
も
田
地
も
押
し
流
さ
れ
。
い
と
し
い
親
兄
弟
が
散
り
〳
〵
ば
ら
〳
〵
に
な
つ
て
行
方
が
知
れ
な
い
と
か
。
（「
一
、
嗚
呼
洪
水
昔
の
洪
水
と
今
の
洪
水
」
冒
頭
）
花
袋
は
『
奥
貫
友
山
』
に
先
行
し
、
ま
た
同
書
に
類
す
る
数
多
の
地
方
の
埋
も
れ
た
偉
人
伝
は
『
田
舎
教
師
』
に
先
行
し
、
ま
た
文
学
者
た
ち
は
田
舎
の
自
然
に
文
学
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
自
然
主
義
文
学
隆
盛
期
の
「
文
学
」
は
、
急
速
に
広
義
の
「
文
学
」
概
念
か
ら
遠
ざ
か
る
が
、
そ
れ
で
も
地
誌
的
特
性＝
「
史
談
」
的
特
性
が
、
跡
を
と
ど
め
る
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。「
小
説
」
作
品
の
中
に
み
ら
れ
る
地
誌
の
特
性
は
、
作
品
論
の
内
部
に
収
斂
さ
せ
て
し
ま
う
だ
け
だ
と
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
同
時
代
に
お
け
る
特
徴
の
一
部
「
史
談
」
的
で
あ
る
こ
と
を
、
見
失
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
３
多
様
性
・
教
育
成
果
史
談
会
刊
行
物
や
教
科
書
な
ど
で
は
な
く
、
歴
史
に
つ
い
て
気
軽
に
語
る
と
い
う
意
味
で
の
明
治
期
の
「
史
談
」
テ
キ
ス
ト
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
大
森
金
五
郎
『
鎌
倉
時
代
通
俗
史
談
』（
長
風
社
、
一
九
一
二
）
は
啓
蒙
的
な
歴
史
概
説
書
で
あ
り
、
足
立
栗
園
述
『
海
国
史
談
』
（
中
外
商
業
新
報
商
況
社
、
一
九
〇
五
、
初
出
は
『
中
外
商
業
新
報
』）
の
場
合
は
、
く
だ
け
た
口
調
の
二
百
八
十
の
「
海
国
」
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、「
余
論
」
の
「
海
国
史
大
観
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
内
村
鑑
三
の
『
興
国
史
談
』（
警
醒
社
書
店
、
一
九
〇
〇
、
も
と
東
京
独
立
雑
誌
の
連
載
）
は
古
代
の
エ
ジ
プ
ト
・
バ
ビ
ロ
ン
・
ア
ッ
シ
リ
ア
や
ペ
ル
シ
ャ
の
歴
史
を
文
明
論
的
に
論
じ
、
大
町
桂
月
は
『
古
今
史
談
』（
公
文
書
院
、
一
九
一
一
）
で
、
歴
史
と
歴
史
上
の
人
物
た
ち
を
評
す
る
。
講
演
速
記
録
の
場
合
は
、
基
本
的
に
史
談
会
刊
行
物
や
そ
れ
に
近
い
も
の
で
318
あ
る
。
た
と
え
ば
重
野
安
繹
・
小
牧
昌
業
著
、
講
話
会
編
『
薩
藩
史
談
集
』
（
求
信
堂
、
一
九
一
二
））
は
、
講
演
調
の
文
体
で
巻
頭
に
史
料
写
真
、
巻
末
に
は
附
録
と
し
て
「
島
津
家
歴
代
一
覧
表
」
が
つ
く
島
津
贔
屓
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
し
、
吉
備
史
談
会
編
『
吉
備
史
談
会
講
演
録
』（
吉
備
史
談
会
、
一
九
〇
四
）
で
は
井
上
通
泰
他
の
講
演
録
に
、「
出
品
目
録
」（
各
家
か
ら
、
開
会
に
際
し
て
日
記
や
巻
物
等
を
持
ち
寄
っ
た
記
録
か
）
を
附
録
と
し
て
い
る
の
だ
。
他
に
池
辺
藤
園
『
少
年
史
談
第
一
編
』（
文
成
社
、
一
九
一
二
）
に
類
す
る
史
談
叢
書
を
形
成
す
る
タ
イ
プ
、
俄
勃
牢
（
ガ
ボ
ロ
ー
）
著
・
宮
崎
夢
柳
訳
『
義
勇
兵
仏
国
史
談
』（
盛
業
館
、
一
八
八
八
）
の
よ
う
に
歴
史
的
事
件
を
叙
す
る
政
治
小
説
な
ど
、「
小
説
」
に
近
い
タ
イ
プ
の
「
史
談
」
も
存
在
し
て
い
る
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
多
す
ぎ
て
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
多
様
性
に
み
ち
た
「
史
談
」
テ
キ
ス
ト
群
。
も
っ
と
も
大
量
に
流
通
し
た
教
科
書
副
読
本
と
し
て
の
「
史
談
」「
郷
土
史
談
」
の
ス
タ
イ
ル
も
、
実
は
一
様
で
は
な
い
。
郷
土
の
風
土
や
人
口
な
ど
統
計
的
資
料
、
神
社
仏
閣
、
郷
土
の
偉
人
、
特
産
品
な
ど
、
あ
る
程
度
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
共
通
性
は
み
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
文
体
は
箇
条
書
き
に
近
い
型
（
牧
源
太
郎
編
『
大
分
県
地
誌
及
史
談
』（
甲
斐
書
房
、
一
九
〇
〇
）
な
ど
）
か
ら
、
偉
人
伝
中
心
の
逸
話
集
の
よ
う
な
歴
史
寄
り
型?６）
、
主
に
地
理
的
事
項
を
扱
う
地
理
寄
り
型
（
片
山
周
次
郎
『
郷
土
地
理
と
史
談
全
』（
福
井
宗
吾
ほ
か
、
一
九
〇
二
）
な
ど
）
の
三
つ
の
系
統
を
中
心
に
、
実
に
雑
多
な
の
で
あ
る
。
漢
字
か
な
交
じ
り
、
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
、
総
ル
ビ
、
ル
ビ
な
し
、
こ
れ
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
特
徴
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
質
的
に
地
誌
な
の
で
、「
郷
土
史
談
」
テ
キ
ス
ト
が
均
質
な
状
態
で
全
国
に
流
通
し
た
と
い
う
よ
う
な
事
態
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
野
島
半
七
編
『
温
古
史
談
越
後
之
黒
鳥
』（
野
島
半
七
、
一
八
九
〇
）
と
い
う
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
巻
末
広
告
を
見
る
と
、
野
島
書
店
（＝
野
島
半
七
）
は
小
学
校
教
科
書
や
、
こ
れ
に
類
す
る
テ
キ
ス
ト
を
出
版
し
て
い
る
。
発
行
年
は
明
治
二
十
三
年
な
の
で
、
小
学
教
則
大
綱
が
、
歴
史
・
地
理
・
理
科
の
教
授
は
郷
土
の
史
談
・
地
形
・
自
然
現
象
よ
り
始
め
る
と
い
う
規
定
を
な
す
前
年
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
越
後
国
之
古
図
」、
次
に
「
黒
鳥
詮
任
之
肖
像
」
ほ
か
二
名
の
肖
像
頁
。
同
書
が
実
際
に
、
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
た
、
な
い
し
使
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
証
左
は
稿
者
の
手
許
に
な
い
が
、
仮
に
教
科
書
と
し
た
場
合
、
読
者
は
多
少
の
と
ま
ど
い
を
覚
え
る
こ
と
に
な
る
。
本
文
冒
頭
で
は
、
同
書
は
落
語
や
講
釈
の
速
記
録
の
よ
う
な
「
〜
で
ご
ざ
い
ま
す
」
調
を
用
い
、
総
ル
ビ
句
読
点
な
し
の
漢
字
か
な
交
じ
り
文
で
、
越
後
人
の
伝
記
を
語
り
始
め
る
。
だ
が
、
二
頁
目
か
ら
文
体
が
変
わ
る
。
同
じ
講
釈
で
も
文
語
体
に
戻
り
、
修
羅
場
読
み
の
調
子
に
な
る
の
だ
。
末
尾
に
は
「
い
わ
ゆ
る
鷗
外
史
伝
」
風
の
注
が
つ
き
、
附
録
に
は
別
の
考
証
随
筆
風
「
酒
顚
童
子
ノ
由
来
」（
文
語
で
一
貫
）。
両
者
と
も
越
後
に
所
縁
の
伝
記
と
は
い
え
、
い
っ
た
い
読
者
層
を
ど
こ
に
想
定
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
序
」
は
、
本
書
を
こ
う
評
価
す
る
。
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明治「史談」、その読者
噫
此
書
ノ
如
キ
ハ
世
ノ
史
家
ノ
材
料
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
世
間
専
ラ
行
ハ
ル
ヽ
稗
史
小
説
ノ
類
と
同
一
視
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ハ
論
ヲ
俟
タ
ス
（「
序
」
よ
り
、
傍
線
目
野
）
「
稗
史
小
説
」
で
は
な
い
、「
史
家
ノ
材
料
」
な
の
だ
と
こ
と
ご
と
し
く
表
明
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
虚
構
性
が
目
立
っ
て
し
ま
い
、
同
書
と
「
小
説
」
は
む
し
ろ
似
て
き
て
し
ま
う
。
作
者
は
、
同
書
は
越
後
の
素
封
家
や
豪
農
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
執
筆
し
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し
読
物
と
し
て
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
、
現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
小
説
」
の
一
種
で
は
な
い
の
か
。
一
八
九
〇
年
、
つ
ま
り
明
治
二
十
三
年
と
い
え
ば
「
文
学
」
ジ
ャ
ン
ル
内
は
、
い
ま
だ
熱
い
混
沌
の
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
教
科
書
╱
歴
史
読
本
╱
読
本
╱
小
説
の
別
は
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。「
噫
此
書
ノ
如
キ
ハ
」
と
い
う
主
張
が
教
科
書
で
な
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
何
の
不
思
議
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
『
温
古
史
談
』
と
対
照
す
る
と
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
二
十
二
年
後
に
啄
木
の
友
人
、
宮
崎
一
雨
が
出
版
し
た
『
古
今
名
詩
通
俗
史
談
』（
磯
辺
甲
陽
堂
、
一
九
一
二
）
で
あ
ろ
う
。「
各
項
の
始
め
に
人
口
に
膾
炙
し
た
詩
を
掲
げ
、
其
詩
に
関
し
た
史
談
を
物
し
た
の
は
、
彼
是
対
照
し
て
一
層
興
味
を
増
さ
し
め
、
永
く
記
憶
に
残
る
や
う
に
と
の
為
な
の
で
あ
る
」（「
自
序
」
よ
り
）
と
あ
る
通
り
、
漢
詩
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
史
話
を
対
に
し
た
一
般
向
け
の
読
物
で
あ
る
。
宮
崎
が
本
書
で
引
用
し
た
漢
詩
七
十
の
う
ち
、
四
十
が
幕
末
以
前
の
作
品
、
三
十
が
幕
末
か
ら
明
治
の
日
本
人
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
本
書
の
執
筆
意
義
を
、
学
校
教
育
の
補
塡
と
主
張
し
、「
苟
く
も
国
民
と
し
て
、
其
国
の
歴
史
を
知
ら
な
い
で
済
ま
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
然
る
に
目
下
の
初
等
乃
至
中
等
教
育
に
在
つ
て
は
、
之
れ
を
多
く
教
授
す
る
時
間
を
有
せ
な
い
為
に
、
講
義
を
聞
い
て
も
所
謂
靴
を
隔
て
ゝ
痒
を
掻
く
の
気
味
が
あ
り
、
且
又
た
一
旦
学
校
を
出
て
社
会
に
活
動
す
る
場
合
に
な
る
と
、
大
部
の
歴
史
を
自
習
し
や
う
と
思
つ
て
も
、
時
間
に
余
裕
が
な
い
為
に
自
然
に
閉
却
さ
れ
て
了
ふ
の
で
あ
る
」（「
自
序
」）
と
述
べ
る
。
二
十
二
年
前
の
明
治
二
十
三
年
に
は
、
初
等
教
育
の
た
め
に
啓
蒙
的
に
歴
史
を
語
ろ
う
と
し
て
、
越
後
の
小
学
生
向
け
の
テ
キ
ス
ト
は
講
談
口
調
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
速
記
録
か
ら
生
じ
た
と
い
う
近
代
的
文
体
も
未
完
成
で
あ
っ
た
。
し
か
し
時
は
移
り
、
大
正
時
代
を
迎
え
る
頃
に
至
り
、『
修
近
古
史
談
』
の
特
徴
｜
平
明
で
華
麗
な
漢
文
鑑
賞
を
通
じ
、
国
民
的
な
歴
史
を
学
ぶ?７）
と
「
郷
土
史
談
」
の
方
針
国
民
的
な
歴
史
と
地
理
を
導
入
教
育
と
し
て
教
授
す
る
際
、
副
読
本
と
し
て
短
い
読
物
が
必
要?８）
を
、
ミ
ッ
ク
ス
し
整
さ
れ
た
「
史
談
」
概
念
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
ひ
と
つ
の
教
育
成
果
に
基
づ
く
、
ジ
ャ
ン
ル
の
再
編
成
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
４
近
代
的
な
流
布
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
各
種
の
明
治
「
史
談
」
や
そ
の
叢
書
は
、
ど
の
よ
う
な
成
長
発
展
と
衰
亡
の
過
程
を
た
ど
っ
た
の
か
。
大
槻
磐
渓
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
彼
の
幕
末
の
活
躍
は
確
か
に
重
要
で
あ
320
る
。
た
だ
し
広
義
の
「
文
学
」
概
念
の
近
代
的
形
成
の
経
緯
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
明
治
十
年
代
に
は
、
彼
の
テ
キ
ス
ト
が
こ
れ
ま
で
以
上
の
ペ
ー
ス
で
流
布
し
始
め
る
こ
と
と
、
成
島
柳
北
ら
と
『
花
月
新
誌
』
を
発
行
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
以
上
に
見
過
ご
し
が
た
い
。
先
行
研
究
の
指
摘
す
る
通
り
、
明
治
十
七
年
頃
ま
で
の
大
槻
と
い
う
個
人
の
存
在
感
は
大
き
い?９）
。
だ
が
明
治
二
十
年
代
以
降
に
な
っ
て
も
、
初
等
教
育
を
介
し
て
、
彼
の
テ
キ
ス
ト
は
全
国
的
な
拡
大
を
み
る
こ
と
と
な
る
の
だ
。
明
治
期
以
降
の
『
近
古
史
談
』
を
考
察
す
る
際
、「
近
古
史
談
の
全
話
中
、
三
割
近
く
が
常
山
紀
談
に
基
づ
い
て
採
ら
れ
て
い
る
」「
明
治
大
正
期
の
教
科
書
類
に
教
材
と
し
て
採
ら
れ
た
も
の
が
多
い
」
と
い
っ
た
鈴
木
棠
三
の
指
摘?10）
が
あ
る
。
ま
た
「「
武
辺
咄
集
」
の
中
で
は
、『
常
山
紀
談
』
が
著
名
で
あ
り
、
「
武
辺
咄
集
」
の
代
表
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
近
代
活
字
出
版
の
影
響
力
の
結
果
に
過
ぎ
な
い?11）
」
と
い
う
菊
池
真
一
の
論
文
も
あ
る
。
さ
ら
に
教
科
書
に
限
ら
ず
、
近
代
的
出
版
機
構
の
整
備
の
結
果
と
し
て
、
新
た
に
大
量
の
近
世
小
説
読
者
が
発
生
し
た
と
い
う
高
木
元
の
指
摘?12）
な
ど
、
近
世
文
学
研
究
者
た
ち
の
言
葉
は
傾
聴
に
値
す
る
。
お
そ
ら
く
、
近
代
化
し
変
容
す
る
「
文
学
」
概
念
の
、
外
枠
に
に
じ
み
出
て
ゆ
く
か
の
よ
う
に
拡
大
す
る
、
近
世
的
な
逸
話
テ
キ
ス
ト
の
読
み
手
を
想
定
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
近
古
史
談
』
で
は
な
く
、「
郷
土
史
談
」
に
類
す
る
「
史
談
」
の
流
通
の
場
合
は
ど
う
か
。
「
郷
土
史
談
ヲ
以
テ
其
端
緒
ヲ
開
キ
、
進
ン
デ
日
本
歴
史
ニ
及
ブ
ベ
シ
」。
多
く
の
「
史
談
」
が
、
小
学
校
令
の
改
正
を
受
け
て
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
制
度
上
の
流
通
の
時
期
が
、
主
に
明
治
二
十
四
年
か
ら
明
治
三
十
三
年
頃
ま
で
と
短
く
、
そ
の
後
総
合
的
な
国
語
・
地
理
・
歴
史
を
あ
わ
せ
た
郷
土
学
習
に
統
合
さ
れ
た
後
は
、
教
育
史
に
そ
の
名
は
残
ら
な
い
。
三
十
三
年
以
降
も
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
は
発
行
さ
れ
る
が
、
次
第
に
減
り
、
重
視
さ
れ
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
教
育
史
上
で
は
基
本
的
に
、
郷
土
史
教
育
の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る?13）
。
た
だ
し
、
明
治
十
四
年
以
前
か
ら
、
実
際
に
は
「
郷
土
地
理
書
」「
地
方
誌
教
科
書
」
が
各
地
で
用
い
ら
れ
て
お
り?14）
、
明
治
前
半
期
に
は
、
文
部
省
に
よ
る
郷
土
史
学
習
へ
の
配
慮
（「
尋
常
小
学
校
ノ
教
科
ニ
日
本
歴
史
ヲ
加
フ
ル
ト
キ
ハ
郷
土
ニ
関
ス
ル
史
談
ヨ
リ
始
メ
」）
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
郷
土
誌
と
地
誌
に
は
、
行
政
機
構
や
名
望
家
の
略
伝
、
方
言
・
歴
史
事
象
等
の
記
載
が
珍
し
く
な
く
、
歴
史
・
地
理
・
国
語
・
伝
記
な
ど
を
明
確
に
分
け
る
の
は
難
し
い
。
そ
し
て
、
前
述
の
宮
崎
一
雨
の
事
例
の
よ
う
な
教
育
成
果
の
あ
ら
わ
れ
が
あ
り
、
各
地
の
地
方
史
研
究
を
行
う
「
史
談
会
」
の
発
展?15）
、
さ
ら
に
後
述
す
る
事
例
な
ど
も
併
せ
考
え
る
と
、
郷
土
史
研
究
を
深
め
、
故
人
の
墳
墓
を
探
索
し
、
郷
土
に
根
ざ
す
歴
史
文
学
に
心
を
寄
せ
る
昭
和
期
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
構
築
さ
れ
る
際
に
は
、『
近
古
史
談
』
や
「
郷
土
史
談
」
は
、
ひ
と
つ
の
重
要
な
因
子
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
教
授
時
数
は
、
前
半
学
年
中
凡
そ
六
十
時
間
を
充
つ
べ
し
、
而
し
て
後
半
学
年
に
至
り
、
始
め
て
本
邦
の
地
理
、
及
史
談
に
入
る
べ
き
順
序
に
従
う
を
要
す
。
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明治「史談」、その読者
一教
授
者
の
都
合
に
よ
り
て
、
史
談
の
事
項
を
省
か
ん
も
可
な
り
、
此
の
時
は
、
教
授
時
数
を
凡
そ
三
十
時
間
と
す
べ
し
。（「
緒
言
」、
高
城
与
五
郎
編
『
小
学
福
井
県
誌
』、
一
八
九
五
）
中
川
浩
一
の
指
摘
に
よ
る
と?16）
、
知
識
詰
め
込
み
式
に
陥
り
が
ち
な
史
学
地
理
教
育
は
、
そ
の
問
題
点
克
服
の
一
環
と
し
て
、
地
図
や
旅
行
体
の
本
文
な
ど
の
試
み
の
ほ
か
、
こ
の
よ
う
な
児
童
の
興
味
を
ひ
き
そ
う
な
方
法
を
採
用
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
に
引
用
し
た
事
例
の
よ
う
に
、
題
名
に
「
史
談
」
と
書
か
れ
て
い
な
い
テ
キ
ス
ト
も
し
ば
し
ば
存
在
す
る
。
東
京
で
も
地
方
と
同
じ
よ
う
に
、「
史
談
」
は
教
え
ら
れ
て
い
た
。「
東
京
府
郷
土
誌
は
、
明
治
二
五
年
三
月
の
東
京
府
令
第
一
四
号
に
も
と
づ
き
、
高
等
科
第
一
学
年
生
徒
に
、〞
郷
土
ノ
地
理
、
及
ビ
史
談
ヲ
授
ク
ル
〝
目
的
で
編
纂
さ
れ
た?17）
。」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
都
市
と
対
立
す
る
地
方
で
は
な
く
、
郷
土
教
育
が
、
史
学
地
理
と
密
接
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
史
談
」
テ
キ
ス
ト
の
読
者
た
ち
は
や
が
て
大
人
と
な
る
。
そ
の
頃
、
ど
ん
な
出
来
事
が
生
じ
た
だ
ろ
う
か
。
５
「
史
談
会
」
と
そ
の
残
照
本
会
が
大
正
二
年
の
秋
創
立
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
事
業
の
一
と
し
て
親
し
く
史
的
趣
味
を
涵
養
す
る
為
、
折
々
郊
外
の
史
蹟
の
踏
査
研
究
が
続
け
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
際
携
へ
て
実
地
の
指
針
と
し
又
同
好
の
士
の
参
考
と
も
す
る
目
的
の
下
に
、
大
正
十
二
年
に
我
々
の
先
輩
数
氏
に
よ
り
「
史
蹟
を
探
る
人
々
に
（
東
京
郊
外
）」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
更
に
是
を
底
本
と
し
て
調
査
を
重
ね
、
内
容
に
も
大
い
に
補
訂
を
加
へ
て
殆
ど
面
目
を
一
新
し
、
昭
和
二
年
の
春
「
東
京
近
郊
史
蹟
案
内
」
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（「
自
序
」、
一
高
史
談
会
編
『
大
東
京
史
蹟
案
内
』
（
育
英
書
院
、
一
九
三
二
）、
七
頁
）
「
史
談
会
」。
明
治
以
来
、「
史
談
会
」
は
地
方
の
歴
史
愛
好
家
の
同
好
会
と
し
て
各
地
で
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
大
正
期
に
発
足
す
る
新
た
な
タ
イ
プ
の
「
史
談
会
」
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
。
現
在
も
あ
る
地
域
史
研
究
会
と
し
て
も
発
足
し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
、
昭
和
初
期
の
江
戸
趣
味
・
懐
古
趣
味
の
理
由
の
説
明
と
し
て
、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
の
関
東
大
震
災
が
挙
げ
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
、
大
震
災
は
も
っ
と
も
重
要
な
因
子
だ
が
、
明
治
天
皇
崩
御
や
「
史
談
会
」
ほ
か
、
す
で
に
大
正
前
期
に
レ
ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
な
志
向
が
、
多
様
な
側
面
か
ら
で
き
あ
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
高
史
談
会
の
著
作
物
に
は
、
他
に
『
史
蹟
を
探
る
一
日
の
旅
』（
東
文
堂
、
一
九
二
五
）、『
東
京
近
郊
史
蹟
案
内
』（
古
今
書
院
、
一
九
二
七
）
な
ど
が
あ
る?18）
。
「
史
談
」
を
ふ
く
む
初
等
教
育
の
制
度
下
で
教
育
を
受
け
て
育
っ
た
日
本
の
児
童
た
ち
は
、
や
が
て
高
等
教
育
の
学
舎
で
、
各
地
の
教
育
委
員
会
下
で
組
織
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
「
史
談
会
」
を
組
織
す
る
に
至
っ
た
の
だ
。
一
高
史
談
会
の
、
江
戸
趣
味
醸
成
へ
の
影
響
や
会
の
そ
の
後
の
経
緯
な
ど
の
詳
細
は
、
ま
だ
稿
者
も
十
分
調
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
刊
行
物
は
現
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在
の
東
京
各
区
の
「
史
談
会
」
に
よ
る
地
誌
編
纂
の
さ
き
が
け
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
側
面?19）
も
あ
り
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
を
経
て
昭
和
期
へ
と
変
化
す
る
「
史
談
」
や
実
歴
も
の
、
地
方
史
研
究
志
向
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
理
解
す
る
の
に
、
大
正
期
「
史
談
会
」
と
そ
の
刊
行
物
は
、
あ
る
種
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ち
な
み
に
『
史
蹟
を
探
る
一
日
の
旅
』
奥
付
で
は
、
著
作
者
は
「
一
高
史
談
会
編
集
代
表
者
長
沢
規
矩
也
」
で
あ
る
。
地
方
史
（
地
誌
）
型
、
啓
蒙
型
な
ど
が
代
表
的
で
あ
っ
た
明
治
期
の
「
史
談
」
の
タ
イ
プ
は
、
や
が
て
変
容
す
る
。
大
正
期
に
な
る
と
、「
史
談
」
は
ま
ず
各
種
の
史
談
会
刊
行
物
の
名
称
、
そ
し
て
回
顧
録
の
ジ
ャ
ン
ル
名
と
し
て
の
用
例
が
増
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
会
（
同
好
史
談
会
の
こ
と
?
目
野
注
）
に
つ
い
て
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
明
治
中
葉
い
ら
い
流
行
し
て
い
た
名
士
の
談
話
を
速
記
す
る
会
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
（
略
）
…
…
本
書
の
出
現
は
他
の
回
顧
も
の
の
登
場
を
う
な
が
し
、
横
瀬
夜
雨
の
『
明
治
初
年
の
世
相
』『
太
政
官
時
代
』（『
史
料
維
新
の
逸
話
』
新
人
物
往
来
社
）、（
中
略
）
そ
の
他
が
続
々
出
版
さ
れ
た
。
い
わ
ば
本
書
は
、
昭
和
初
年
の
史
談
大
衆
化
の
さ
き
が
け
を
な
し
た
と
い
え
る?20）
。
「
史
談
大
衆
化
」
と
い
う
文
中
の
語
（
紀
田
順
一
郎
の
言
）
は
、
お
そ
ら
く
回
顧
録
の
範
疇
に
分
類
さ
れ
る
「
史
談
」
の
刊
行
が
、
急
速
に
広
ま
っ
た
状
況
を
指
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
現
在
で
も
新
人
物
往
来
社
な
ど
は
回
顧
録
・
伝
記
の
名
と
し
て
し
ば
し
ば
「
史
談
」
を
用
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
史
談
」
は
各
出
版
社
独
自
の
、「
伝
記
」
の
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
大
正
の
名
残
を
、
昭
和
に
み
る
例
を
挙
げ
た
い
。「
東
京
名
墓
顕
彰
会
」
と
機
関
誌
『
掃
苔
』（
一
九
三
二
年
十
一
月－
一
九
四
三
年
十
二
月
）
の
発
行
人
夫
妻
で
あ
る
。
同
会
は
呉
秀
三
の
「
壊
滅
し
か
か
っ
て
い
る
宇
田
川
槐
園
の
墓
地
の
救
済
を
」
と
い
う
希
望
か
ら
発
足
（
創
刊
号
記
事
）。
会
長
は
一
八
六
五
年
生
ま
れ
の
三
上
参
次
で
あ
り
、『
掃
苔
』
で
は
『
史
伝
閑
歩
』
等
の
著
者
森
銑
三
が
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
た
。
会
員
は
エ
リ
ー
ト
層
だ
が
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
史
学
や
文
学
か
ら
は
離
れ
、
地
域
史
研
究
の
知
的
な
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
っ
た
。
昭
和
期
に
再
編
成
さ
れ
た
「
史
談
会
」
活
動
と
い
え
そ
う
だ
が
、
編
集
発
行
人
藤
浪
剛
一
と
そ
の
夫
人
和
子
は
独
自
の
存
在
感
を
示
す
。
「
東
京
名
墓
顕
彰
会
」
も
『
掃
苔
』
も
、
連
絡
先
は
藤
浪
剛
一
で
あ
る
。
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
の
彼
の
逝
去
後
、
和
子
が
編
集
発
行
人
を
引
き
継
ぐ
。
彼
女
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
か
ら
の
踏
査
結
果
と
し
て?21）
、
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
に
『
東
京
掃
苔
録
』
を
刊
行
。
同
書
は
一
九
七
三
年
に
八
木
書
店
か
ら
再
刊
さ
れ
、
さ
ら
に
『
続
日
本
史
籍
協
会
叢
書?22）
』
に
収
録
さ
れ
る
に
い
た
る
の
だ
。
そ
ん
な
藤
浪
夫
妻
は
、
夫
が
一
八
八
〇
年
生
ま
れ
、
妻
が
一
八
八
八
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
夫
が
十
一
歳
の
頃
、
初
等
教
育
の
制
度
の
一
部
と
し
て
、
児
童
に
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明治「史談」、その読者
楽
し
く
史
学
地
理
を
教
え
る
た
め
の
「（
郷
土
）
史
談
」
が
開
始
さ
れ
、
妻
が
十
二
歳
に
な
る
頃
に
消
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、「
史
談
」
の
教
育
制
度
上
の
成
立
前
に
も
後
に
も
、
初
等
教
育
で
の
郷
土
史
教
育
は
珍
し
く
は
な
か
っ
た
が
、
藤
浪
夫
妻
の
地
域
研
究
は
、
特
に
前
後
の
世
代
と
異
な
る
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
戦
後
、
初
等
教
育
で
「
史
談
」
を
習
わ
な
か
っ
た
世
代
が
あ
ら
わ
れ
る
。
新
世
代
の
教
育
委
員
会
と
多
く
連
動
す
る
地
域
研
究
「
史
談
会
」
活
動
と
、
藤
浪
夫
妻
の
活
動
内
容
は
近
似
す
る
が
、
最
も
古
い
「
史
談
」
教
育
の
記
憶
の
あ
り
な
し
だ
け
が
異
な
る
だ
ろ
う
。
６
最
後
に
一
九
〇
一
年
生
ま
れ
の
歴
史
学
者
宮
崎
市
定
は
、
若
き
日
に
西
ア
ジ
ア
を
旅
し
て
、「
ど
う
も
地
理
学
は
地
図
や
統
計
だ
け
で
は
駄
目
で
あ
る
。
今
の
地
理
書
に
は
、
余
計
な
こ
と
が
少
し
も
書
い
て
な
い
。
や
は
り
昔
の
本
の
よ
う
に
、
た
と
え
雑
駁
に
見
え
て
も
、
実
地
に
ぶ
つ
か
っ
た
体
験
な
ど
を
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
寄
せ
集
め
た
方
が
本
当
の
と
こ
ろ
が
表
わ
れ
て
面
白
い
と
思
う
。
こ
の
点
で
は
地
理
と
関
係
の
深
い
歴
史
学
に
お
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
言
え
る
」
と
記
し
て
い
る?23）
。
こ
れ
こ
そ
、
大
文
字
の
「
文
学
」
概
念
時
代
の
「
歴
史
」
で
あ
り
、
殊
に
「
史
談
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。「
余
計
な
こ
と
」
と
い
う
の
は
過
剰
な
情
報
の
こ
と
で
は
な
く
、
史
談
め
い
た
も
の
児
童
に
歴
史
へ
の
興
味
を
持
た
せ
る
た
め
の
、
物
語
的
な
逸
話
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か?24）
。
ま
さ
に
「
史
談
」
に
近
い
世
代
の
感
慨
と
い
え
よ
う
。
「
歴
史
」「
伝
記
」「
文
学
」
の
ジ
ャ
ン
ル
の
境
界
線
は
、
そ
の
国
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
歴
史
と
も
文
学
と
も
不
即
不
離
の
「
史
談
」
は
、
明
治
期
を
過
ぎ
る
と
次
第
に
各
種
史
談
会
刊
行
物
へ
と
収
斂
し
て
ゆ
く
。
昭
和
期
、
特
に
戦
後
に
飛
躍
的
に
増
加
す
る
「
史
談
」
タ
イ
ト
ル
の
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
方
史
（
地
域
史
）
研
究
会
と
し
て
の
史
談
会
の
刊
行
物
と
な
り
、
複
雑
で
多
様
性
を
は
ら
ん
だ
用
例
は
、
過
去
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る?25）
。
注?１
）
日
本
の
戦
前
の
郷
土
教
育
に
つ
い
て
は
、
宮
原
一
『
社
会
科
教
育
史
論
』（
東
洋
館
出
版
社
、
一
九
六
五
）
三
三－
四
〇
頁
が
、
要
領
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
影
山
清
四
郎
「
明
治
末
期
の
郷
土
教
育
に
つ
い
て
の
考
察
「
国
民
的
社
会
的
修
養
」
を
中
心
に
」『
教
育
学
研
究
集
録
』（
東
京
教
育
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
、
第
10
集
、
一
九
七
一
年
三
月
）
は
、「
郷
土
史
談
」
を
含
む
明
治
後
期
の
郷
土
教
育
に
つ
い
て
詳
述
。
平
山
和
彦
「
郷
土
教
育
運
動
と
郷
土
史
教
育
」（
加
藤
章
・
佐
藤
照
雄
・
波
多
野
和
夫
編
『
講
座
歴
史
教
育
１
歴
史
教
育
の
歴
史
』（
弘
文
堂
、
一
九
八
二
）
収
録
）
で
は
、
大
正
期
以
降
に
重
点
を
置
い
て
郷
土
教
育
史
を
論
じ
て
い
る
。
前
掲
書
に
よ
る
と
、
①
郷
土
科
や
郷
土
教
育
全
般
は
戦
前
期
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
が
、「
〜
史
談
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
が
一
般
的
だ
っ
た
の
は
明
治
期
ま
で
、
②
明
治
期
の
郷
土
史
は
、
修
身
・
国
語
・
地
理
・
歴
史
等
と
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
い
ず
れ
か
と
連
合
す
る
教
科
だ
っ
た
、
と
い
う
。
?２
）
地
方
の
教
科
書
副
読
本
の
収
蔵
に
は
限
界
が
あ
ろ
う
。
愛
知
・
石
川
・
大
分
・
神
奈
川
?京
都
・
埼
玉
?長
野
・
広
島
・
兵
庫
・
福
島
な
ど
の
史
談
・
地
誌
324
は
地
域
別
や
改
版
を
含
む
複
数
種
を
収
蔵
。
北
海
道
・
奈
良
・
長
崎
・
熊
本
・
宮
崎
・
沖
縄
な
ど
は
所
蔵
が
な
い
が
、
存
在
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
?３
）
「
解
説
」、
菊
池
真
一
編
『
近
古
史
談
本
文
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
六
）、
三
九
七
｜
三
九
八
頁
。
?４
）
若
林
力
『
近
古
史
談
全
注
釈
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
）、
ⅹⅱ
頁
。
?５
）
吉
岡
亮
は
明
治
十
年
代
の
小
学
校
の
歴
史
教
育
を
論
じ
、
そ
の
志
向
は
文
明
史
的
言
説
と
儒
教
的
徳
の
言
説
の
狭
間
に
あ
る
と
述
べ
、
特
に
文
明
論
的
観
点
か
ら
は
統
計
資
料
か
ら
把
握
で
き
る
「
気
風
」、
儒
教
的
観
点
か
ら
は
経
書
の
言
葉
と
善
事
美
談
の
例
話
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（「
儒
教
主
義
・
文
明
史
・
愛
国
明
治
十
年
代
に
お
け
る
教
育
の
中
の
?
歴
史
?
」『
国
語
国
文
研
究
』（
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会
、
第
一
二
七
号
、
二
〇
〇
四
年
七
月
））。『
郷
土
史
談
』
テ
キ
ス
ト
に
、
し
ば
し
ば
統
計
資
料
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
る
点
や
、
郷
土
の
特
産
品
・
地
政
学
的
論
及
が
み
ら
れ
る
点
な
ど
は
、
明
治
期
の
郷
土
教
育
と
し
て
の
「
史
談
」
が
稗
史
・
歴
史
よ
り
、
「
文
明
史
」
に
近
か
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
?６
）
例
え
ば
、
鹿
児
島
県
私
立
教
育
会
編
『
訂
正
鹿
児
島
県
史
談
全
』
（
吉
田
文
卉
堂
、
一
八
九
九
）
な
ど
。
同
書
は
歴
代
島
津
藩
主
の
略
伝
部
分
が
、
訂
正
前
の
版
の
三
人
か
ら
七
人
に
増
え
て
い
る
。
目
次
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
波
多
市
松
編
『
鹿
児
島
県
史
談
全
』（
吉
田
文
卉
堂
、
明
治
二
十
八
年
）
第
一
課
郷
土
史
談
╱
第
二
課
可
愛
ノ
山
陵
╱
第
三
課
高
尾
ノ
山
陵
╱
第
四
課
吾
平
ノ
山
陵
╱
第
五
課
高
屋
ノ
行
宮
╱
第
六
課
鶴
嶺
神
社
╱
第
七
課
武
田
神
社
╱
第
八
課
松
原
神
社
╱
第
九
課
島
津
義
久
公
╱
第
十
課
徳
重
神
社
╱
第
十
一
課
島
津
家
久
公
╱
第
十
二
課
照
國
神
社
╱
第
十
三
課
島
津
久
光
公
╱
第
十
四
課
西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
╱
第
十
五
課
僧
月
照
╱
第
十
六
課
鉄
砲
╱
第
十
七
課
煙
草
╱
第
十
八
課
甘
藷
╱
第
十
九
課
鹿
児
島
県
沿
革
の
大
要
╱
附
島
津
家
歴
代
表
。「
緒
言
」
に
は
、「
此
書
は
、
本
県
教
則
第
九
条
の
趣
旨
に
基
き
、
一
昨
年
来
余
が
奉
職
の
学
校
生
徒
に
、
郷
土
史
談
を
授
け
ん
が
た
め
、
教
案
と
し
て
編
集
せ
し
」
云
々
と
あ
る
。
鹿
児
島
県
私
立
教
育
会
編
『
改
訂
鹿
児
島
県
史
談
全
』（
吉
田
文
卉
堂
、
明
治
三
十
二
年
、
訂
正
三
版
）
第
一
課
鹿
児
島
県
╱
第
二
課
島
津
忠
久
╱
第
三
課
桂
庵
╱
第
四
課
島
津
貴
久
╱
第
五
課
島
津
忠
良
╱
第
六
課
鉄
砲
╱
第
七
課
島
津
義
久
╱
第
八
課
島
津
義
弘
╱
第
九
課
薩
摩
焼
╱
第
十
課
新
納
忠
元
╱
第
十
一
課
琉
球
征
伐
╱
第
十
二
課
調
所
広
郷
╱
第
十
三
課
島
津
斉
彬
╱
第
十
四
課
島
津
久
光
╱
第
十
五
課
英
艦
ノ
来
寇
╱
第
十
六
課
西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
╱
第
十
七
課
甘
藷
╱
第
十
八
課
煙
草
╱
第
十
九
課
鹿
児
島
県
ノ
沿
革
。
「
例
言
」
に
よ
る
と
、「
本
書
ハ
、
鹿
児
島
県
教
則
第
九
条
ノ
旨
趣
ニ
基
キ
高
等
小
学
校
歴
史
科
用
ニ
充
ツ
ル
目
的
ヲ
以
テ
編
纂
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。」
と
い
う
。
両
者
は
ほ
ぼ
同
じ
型
だ
が
、
前
者
は
地
元
の
地
誌
解
説
が
優
先
さ
れ
、
後
者
は
島
津
氏
家
系
の
解
説
が
優
先
さ
れ
る
。
前
者
を
地
理
の
授
業
、
後
者
は
歴
史
授
業
用
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
ほ
ぼ
同
一
の
印
刷
仕
様
で
あ
り
、
後
者
は
前
者
の
改
訂
版
か
と
思
わ
れ
る
。
近
世
中
期
以
降
の
往
来
物
の
特
徴
に
は
、
特
産
品
中
心
と
為
政
者
中
心
が
あ
る
。
前
者
の
方
が
よ
り
由
来
は
古
い
が
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
初
頭
の
教
科
書
は
、
い
ず
れ
に
比
重
を
お
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
往
来
物
の
場
合
、
為
政
者
の
力
の
強
い
の
は
江
戸
型
や
駿
府
型
で
あ
る
（
石
川
謙
編
『
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
第
９
巻
地
理
（
一
）』（
講
談
社
、
一
九
六
七
））
が
、
統
計
や
特
産
物
な
ど
に
重
き
を
置
く
文
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明治「史談」、その読者
明
史
的
論
述
は
、
地
方
の
往
来
物
が
産
業
を
重
視
し
た
記
述
を
行
っ
た
こ
と
と
連
続
し
て
ゆ
く
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
石
川
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
地
誌
型
の
往
来
物
が
商
業
的
な
特
産
物
紹
介
か
ら
離
れ
、
歴
史
や
伝
記
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
初
頭
。
往
来
物
は
学
制
以
後
、
次
第
に
地
理
の
教
科
書
に
換
わ
る
が
、『
地
学
初
歩
』
で
は
ま
だ
歴
史
寄
り
。
た
だ
し
明
治
の
教
科
書
で
は
、
地
理
科
で
も
歴
史
科
で
も
「
史
談
」
は
存
在
す
る
。
?７
）
加
藤
章
・
佐
藤
照
雄
・
波
多
野
和
夫
編
『
講
座
歴
史
教
育
１
歴
史
教
育
の
歴
史
』（
弘
文
堂
、
一
九
八
二
）。
同
書
八
五
頁
に
よ
る
と
、
嘉
永
・
安
政
頃
か
ら
、
国
体
論
に
基
づ
く
日
本
史
学
習
熱
が
強
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
「
磐
渓
が
『
近
古
史
談
』
を
編
し
た
意
図
は
、
外
国
船
の
来
航
に
よ
っ
て
、
幕
府
の
指
導
者
を
初
め
と
し
て
国
内
の
多
く
の
人
々
が
右
往
左
往
し
た
原
因
を
分
析
し
た
結
果
、
今
こ
そ
、「
太
平
の
遊
惰
を
鞭
策
し
て
、
士
気
を
鼓
舞
す
る
一
助
」（「
近
古
史
談
叙
」）
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。」（「
解
題
」、
若
林
力
『
近
古
史
談
全
注
釈
』?
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
?、
ⅹⅱ
）。
さ
ら
に
「
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
史
伝
も
の
」（「
あ
と
が
き
」、
同
、
三
九
七
頁
）
な
ど
、
江
戸
後
期
の
漢
文
に
よ
る
日
本
史
は
、
幕
末
志
士
や
明
治
壮
士
、
学
生
な
ど
の
好
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
?８
）
宮
原
一
前
掲
書
参
照
。
?９
）
井
上
弘
『
近
代
文
学
成
立
過
程
の
研
究
』（
有
朋
堂
、
一
九
九
五
）
?10
）
「
解
説
」、
湯
浅
常
山
著
・
鈴
木
棠
三
校
注
『
定
本
常
山
紀
談
下
巻
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
九
）、
四
七
一
頁
。
?11
）
「「
武
辺
咄
」
の
成
立
と
展
開
」、
水
田
潤
編
著
『
近
世
文
芸
史
論
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
九
）、
九
五
｜
九
六
頁
。
?12
）
「
近
世
後
期
小
説
受
容
史
試
論
」、
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
明
治
の
出
版
文
化
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
二
）、
九
一
｜
九
二
頁
。
?13
）
「
史
談
」
と
い
う
語
単
独
で
の
教
育
史
上
の
用
例
調
査
は
、
管
見
の
限
り
で
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
?14
）
中
川
浩
一
『
近
代
地
理
教
育
の
源
流
』（
古
今
書
院
、
一
九
七
八
）、
二
〇
五
頁
。
?15
）
各
地
の
史
談
会
は
、
教
育
委
員
会
の
支
援
を
受
け
て
構
成
さ
れ
、
地
域
の
教
員
な
ど
を
構
成
員
と
し
て
振
興
を
図
る
の
が
通
例
で
あ
る
と
、
東
北
大
学
の
梶
山
雅
史
（
現
・
岐
阜
女
子
大
学
）
氏
か
ら
ご
教
示
を
頂
い
た
。
?16
）
中
川
前
掲
書
。
?17
）
中
川
前
掲
書
、
二
一
三
頁
。
?18
）
「
一
高
史
談
会
は
、
一
高
生
の
歴
史
的
知
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
瀬
戸
校
長
、
斎
藤
・
箭
内
両
先
生
等
の
御
賛
助
の
下
に
、
大
正
二
年
に
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
…
近
年
は
、
前
述
の
目
的
を
達
す
る
為
に
、
講
演
会
、
読
書
会
、
研
究
会
、
研
究
旅
行
、
参
観
等
を
や
つ
て
居
る
。」（「（
附
五
）
一
高
史
談
会
に
就
い
て
」、
一
高
史
談
会
編
『
史
蹟
を
探
る
一
日
の
旅
』（
東
文
堂
、
一
九
二
五
）、
二
七
頁
）。
同
書
「
内
容
に
つ
い
て
」（
三
頁
）
で
は
執
筆
者
九
名
（
石
山
乾
二
・
鳥
羽
正
雄
・
小
笠
原
光
寿
・
建
部
元
春
・
中
村
栄
孝
・
長
沢
規
矩
也
・
太
田
秀
一
・
古
谷
善
亮
・
迫
水
久
常
）
を
紹
介
し
て
い
る
。
?19
）
大
正
期
に
入
る
と
、
各
史
談
会
に
よ
る
、
旅
行
ガ
イ
ド
と
地
誌
研
究
を
兼
ね
た
「
史
談
」
テ
キ
ス
ト
の
刊
行
が
は
じ
ま
り
、
現
在
ま
で
継
続
す
る
こ
と
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
足
立
区
の
足
立
史
談
会
（
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
内
）
の
刊
行
物
な
ど
。
よ
く
見
ら
れ
る
形
態
は
、（
元
）
教
師
ら
が
図
書
館
や
博
物
館
内
に
研
究
会
を
置
き
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
、
教
育
委
員
会
と
連
絡
し
つ
つ
活
動
す
る
タ
イ
プ
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
期
以
降
は
、
史
談
会
刊
行
物
や
伝
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記
・
回
顧
的
な
歴
史
談
話
を
「
史
談
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
増
加
す
る
が
、
こ
れ
は
明
治
期
の
用
例
に
直
結
す
る
の
で
は
な
く
、
大
正
期
の
用
例
が
拡
大
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
?20
）
紀
田
順
一
郎
「
解
説
文
明
開
化
の
証
言
者
た
ち
」、
同
好
史
談
会
編
『
史
話
明
治
初
年
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
〇
）、
三
九
七
｜
三
九
八
頁
。
本
書
は
復
刻
版
。
底
本
は
一
九
二
七
年
に
春
陽
堂
か
ら
刊
行
。
?21
）
『
東
京
掃
苔
録
』「
序
」
に
は
、「
家
事
の
閑
を
ん
で
」「
六
年
と
い
ふ
年
月
」
を
か
け
て
書
き
上
げ
た
旨
記
さ
れ
て
い
る
。
?22
）
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
。
底
本
は
『
東
京
掃
苔
録
』（
東
京
名
墓
顕
彰
会
、
一
九
四
〇
）。
八
木
書
店
に
よ
る
再
版
（
一
九
七
三
）
も
あ
る
。
?23
）
『
西
ア
ジ
ア
遊
記
』（
中
公
文
庫
、
一
九
八
六
）。
底
本
は
『
菩
薩
蛮
むするまん
記
』
（
生
活
社
、
一
九
四
四
）。
?24
）
「
史
伝
」
ジ
ャ
ン
ル
の
盛
衰
時
期
も
、「
史
談
」
に
近
似
す
る
と
思
わ
れ
る
。
以
前
、
拙
論
で
明
治
二
十
年
代
末
か
ら
三
十
年
代
半
ば
ま
で
は
一
般
的
だ
っ
た
雑
誌
の
「
史
伝
」
欄
が
急
速
に
衰
亡
し
、
大
正
初
期
に
は
す
で
に
時
代
遅
れ
と
さ
れ
て
い
た
件
を
論
じ
た
（「
頼
ま
れ
仕
事
・
史
伝
明
治
31
年
か
ら
始
ま
る
鷗
外
史
伝
」『
文
学
研
究
論
集
』（
波
大
学
比
較
・
理
論
文
学
会
、
第
十
五
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）、『
明
治
三
十
一
年
か
ら
始
ま
る
「
鷗
外
史
伝
」』
（
渓
水
社
、
二
〇
〇
三
）
に
収
録
）。
?25
）
一
応
の
め
や
す
と
し
て
国
会
図
書
館
の
収
蔵
状
況
を
確
認
し
た
が
、
一
八
六
八－
一
九
一
三
年
の
四
十
五
年
間
で
「
史
談
」
を
含
む
用
例
は
、
百
九
十
七
件
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
一
四－
一
九
四
五
年
の
三
十
一
年
間
で
百
六
十
三
件
、
一
九
四
五－
二
〇
〇
五
年
の
六
十
年
間
で
は
四
百
十
八
件
と
、
戦
後
に
は
戦
前
の
倍
近
い
発
行
ペ
ー
ス
が
み
と
め
ら
れ
る
。
一
九
一
四－
一
九
四
五
年
で
は
、
教
科
書
（
副
読
本
）
は
激
減
す
る
が
、『
近
古
史
談
』
と
そ
の
解
釈
書
は
教
育
・
受
験
用
テ
キ
ス
ト
の
需
要
が
落
ち
な
か
っ
た
ら
し
く
減
っ
て
い
な
い
。
ま
た
注
?19
）で
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
大
正
期
に
は
各
史
談
会
が
、
地
域
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
の
「
史
談
」
を
刊
行
し
は
じ
め
る
。
そ
し
て
岡
本
偉
業
館
「
史
談
文
庫
」（
立
川
文
庫
の
亜
流
）
も
当
時
刊
行
を
開
始
。
伝
記
的
物
語
と
し
て
の
意
味
も
、
ま
だ
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
戦
後
に
は
史
談
会
刊
行
物
と
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
の
「
史
談
」
の
点
数
が
大
多
数
と
な
り
、
漢
文
教
育
テ
キ
ス
ト
の
『
近
古
史
談
』
は
消
滅
す
る
。
浅
野
晃
が
『
少
年
少
女
日
本
史
談
』
（
偕
成
社
、
一
九
五
八－
一
九
五
九
、
全
八
巻
）
を
出
版
し
て
い
る
の
は
、
戦
前
の
「
少
年
史
伝
叢
書
」「
仏
教
史
談
叢
書
」、「
史
談
文
庫
」
や
講
談
社
の
同
種
の
刊
行
物
な
ど
と
の
連
続
と
乖
離
の
相
で
考
察
す
べ
き
だ
ろ
う
。
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
ま
た
、
戦
前
の
各
地
の
史
談
会
刊
行
物
が
、
復
刻
版
と
し
て
戦
後
し
ば
し
ば
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
※
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
直
し
、
ル
ビ
を
省
い
た
。
本
稿
は
二
〇
〇
四
年
十
一
月
二
十
一
日
の
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
「
史
談
そ
の
変
遷
」
を
、
大
幅
に
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
場
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
て
下
さ
っ
た
鈴
木
貞
美
先
生
、
梶
山
雅
史
先
生
に
感
謝
す
る
。
ま
た
、
青
田
寿
美
氏
に
は
本
稿
に
関
し
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
採
択
（
若
手
Ｂ
）
に
よ
る
調
査
と
そ
の
成
果
で
あ
る
。
日
本
学
術
振
興
会
の
協
力
に
感
謝
す
る
。
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第
一
章
田
園
都
市
と
関
一
の
都
市
計
画
ハ
ワ
ー
ド
が
必
要
と
し
た
こ
と
は
こ
れ
は
同
時
に
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
が
宣
言
し
た
よ
う
に
都
市
（
タ
ウ
ン
）
と
農
村
（
カ
ン
ト
リ
ー
）
の
結
婚
で
あ
り
、
農
村
に
あ
る
心
身
の
健
康
と
活
動
性
と
、
都
市
の
知
識
と
都
市
の
技
術
的
の
便
益
と
都
市
の
政
治
的
協
同
と
の
結
婚
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
婚
の
手
段
が
?
田
園
都
市
?
で
あ
っ
た?１）
。
こ
の
「
心
身
の
健
康
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
工
業
化
と
都
市
化
に
と
も
な
う
当
時
の
都
市
の
不
衛
生
な
環
境
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
拙
論
に
お
い
て
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
ハ
ワ
ー
ド
の
田
園
都
市
運
動
の
影
響
を
う
け
た
我
が
国
の
「
田
園
都
市
」
形
成
と
公
衆
衛
生
と
の
結
合
の
問
題
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
の
公
衆
衛
生
の
本
質
と
性
格
の
見
通
し
を
得
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
課
題
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
論
議
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
曾
て
私
は
こ
の
問
題
の
重
要
性
に
着
目
し
て
、
拙
著
で
研
究
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
て
き
た?２）
。
当
時
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
い
っ
た
い
我
が
国
の
「
田
園
都
市
」
と
い
う
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
い
と
、
新
史
料
渉
猟
と
を
重
ね
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
出
来
た
も
の
も
、
学
界
の
議
論
を
よ
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
、
鈴
木
貞
美
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
的
大
著
で
あ
る
『
生
命
観
の
探
究－
重
層
す
る
危
機
の
な
か
で
』
（
作
品
社
、
二
〇
〇
七
年
）
の
三
六
四
頁
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
、
拙
稿
「
文
化
環
境
と
し
て
の
郊
外
の
成
立
」（
一
九
九
八
年
）
を
と
り
あ
げ
、「
田
園
都
市
」
と
健
康
と
の
統
合
に
つ
い
て
の
と
ら
え
方
を
評
価
さ
れ
た
。
鈴
木
教
授
と
私
と
の
問
題
意
識
の
距
離
は
近
く
な
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
拙
論
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
う
し
た
鈴
木
教
授
の
研
究
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
る
。
?
共
同
研
究
報
告
?
公
衆
衛
生
と
「
花
苑
都
市
」
の
形
成
近
代
大
阪
に
お
け
る
結
核
予
防
に
関
連
し
て
竹
村
民
郎
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公衆衛生と「花苑都市」の形成
つ
ぎ
に
本
論
文
が
必
要
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
エ
ベ
ネ
ザ
ー
・
ハ
ワ
ー
ド
（H
ow
ard,E
benezer
一
八
五
〇
｜
一
九
二
八
）
の
田
園
都
市
運
動
に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。
田
園
都
市
運
動
の
最
初
は
、
産
業
革
命
を
最
初
に
経
験
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
起
こ
っ
た
。
一
八
九
八
年
、
ハ
ワ
ー
ド
は
『T
om
or-
row
:A peaceful path to real reform
』
を
刊
行
し
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
の
大
都
市
の
弊
害
を
除
く
た
め
に
、
そ
の
周
辺
に
多
く
の
田
園
都
市
を
作
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
第
二
版
は
若
干
改
訂
さ
れ
、『G
arden C
ities of T
om
or-
row
』
と
改
題
し
て
、
一
九
〇
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
提
案
の
基
調
は
、
第
一
に
人
間
の
健
康
で
便
利
な
生
活
で
あ
り
、
調
和
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
郭
を
描
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
あ
ま
り
大
き
く
な
く
、
田
園
に
囲
ま
れ
、
土
地
は
個
人
投
資
に
よ
る
株
式
会
社
が
所
有
し
、
す
な
わ
ち
株
主
た
ち
が
土
地
を
共
有
し
、
同
時
に
農
工
・
商
の
生
産
と
流
通
手
段
を
所
有
す
る
共
同
体
を
経
営
し
た
。
第
三
に
田
園
都
市
運
動
は
一
九
〇
三
年
、
第
一
田
園
都
市
株
式
会
社
が
創
立
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
北
西
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
実
現
さ
せ
た
。
イ
ギ
リ
ス
以
外
に
お
い
て
も
、
田
園
都
市
運
動
に
よ
り
ヒ
ル
ベ
ル
ス
ム
（
オ
ラ
ン
ダ
）、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
（
ド
イ
ツ
）、
ラ
ド
バ
ー
ン
（
ア
メ
リ
カ
）
等
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
第
四
に
ハ
ワ
ー
ド
の
田
園
都
市
構
想
は
産
業
革
命
の
生
ん
だ
近
代
的
大
都
市
の
否
定
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
ま
り
に
非
現
実
的
な
側
面
が
強
か
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
の
田
園
都
市
論
は
、
当
時
の
都
市
化
に
と
も
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
（
大
気
河
川
な
ど
の
汚
染
、
騒
音
の
増
大
、
居
住
環
境
の
悪
化
な
ど
）
に
悩
む
人
々
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
電
気
鉄
道
時
代
の
新
し
い
福
音
と
し
て
、
全
世
界
的
な
関
心
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
五
に
一
九
三
八
年
、
文
明
史
家
ル
イ
ス
・
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
（M
um
ford,
L
ew
is,
一
八
九
五
｜
一
九
九
〇
）
は
、
流
石
に
鋭
く
そ
の
著
書
『T
he C
ulture
 
of C
ities
』
の
な
か
で
、
田
園
都
市
を
飛
行
機
と
な
ら
ん
で
二
〇
世
紀
初
頭
の
二
大
発
明
と
評
価
し
て
い
る?３）
。
と
こ
ろ
で
田
園
都
市
運
動
は
二
〇
世
紀
初
頭
、
我
が
国
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
〇
七
年
、
内
務
省
地
方
局
有
志
編
で
『
田
園
都
市
』
と
い
う
書
籍
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
書
籍
が
刊
行
さ
れ
た
背
景
に
は
、
明
ら
か
に
イ
ギ
リ
ス
の
田
園
都
市
運
動
の
影
響
が
あ
っ
た
。
事
実
、
内
務
省
地
方
局
府
県
課
長
井
上
友
一
、
嘱
託
留
岡
幸
助
、
生
江
孝
之
ら
は
、
一
九
〇
三
年
と
一
九
〇
八
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
田
園
都
市
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
の
実
地
踏
査
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、
内
務
省
地
方
局
有
志
は
田
園
都
市
の
理
想
像
を
、
欧
米
の
田
園
都
市
に
も
と
め
る
よ
り
む
し
ろ
日
本
古
来
の
都
市
、
農
村
に
お
け
る
田
園
趣
味
の
定
着
の
な
か
に
も
と
め
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
本
書
第
十
三
章
が
示
す
よ
う
に
、
古
の
無
名
の
「
田
園
都
市
」「
花
園
農
村
」
は
「
お
の
ず
か
ら
田
園
の
趣
味
を
お
び
」
自
然
と
の
共
生
を
実
現
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
等
は
都
市
問
題
の
解
決
と
農
村
改
良
を
す
す
め
る
道
は
、
た
ん
に
欧
米
の
田
園
都
市
の
成
果
を
受
容
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
積
極
的
に
日
本
古
来
の
田
園
趣
味
の
精
神
を
継
承
す
る
こ
と
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
な
ぜ
こ
う
し
た
方
向
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
近
世
以
来
国
際
的
に
み
て
も
第
一
級
の
土
地
生
産
性
を
あ
げ
、
独
自
で
農
村
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
た
我
が
国
と
し
て
は
、
大
西
洋
経
済
圏
と
結
合
し
て
資
源
浪
費
型
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生
活
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
労
働
生
産
性
を
実
現
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
の
ご
と
き
国
家
の
都
市
再
生
の
方
向
は
な
じ
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、
当
時
先
進
資
本
主
義
国
イ
ギ
リ
ス
に
猛
烈
な
勢
い
で
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
し
て
い
た
我
が
国
と
し
て
は
、
欧
米
に
お
け
る
高
度
な
都
市
計
画
の
水
準
を
じ
か
に
採
用
す
る
こ
と
は
当
然
に
躊
躇
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
内
務
省
地
方
局
有
志
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
古
来
の
田
園
趣
味
の
精
神
を
継
承
し
た
優
れ
た
生
活
環
境
と
美
し
い
風
土
を
も
っ
た
町
村
は
、
滋
賀
県
五
個
荘
村
（
現
東
近
江
市
）、
広
島
県
賀
茂
郡
坂
村
（
現
安
芸
郡
）、
愛
知
県
海
東
郡
甚
目
寺
（
現
海
部
郡
）
な
ど
、
全
国
的
に
ひ
ろ
く
散
在
し
て
い
た
。
内
務
省
地
方
局
有
志
が
田
園
都
市
運
動
に
つ
い
て
考
察
す
る
過
程
で
、
古
来
美
し
い
自
然
文
化
経
済
圏
を
形
成
し
て
き
た
我
が
国
の
村
々
の
伝
統
と
、
近
代
欧
米
の
都
市
計
画
と
を
融
合
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
提
起
し
て
い
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
一
九
一
一
年
、
床
次
竹
二
郎
内
務
省
地
方
局
長
は
「
都
市
膨
張
に
伴
ふ
諸
問
題
」
と
題
し
た
論
文
を
内
務
省
地
方
局
か
ら
刊
行
し
た
。
床
次
は
同
論
文
の
一
二
頁
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
住
宅
問
題
に
つ
い
て
い
う
。
最
近
最
も
多
く
世
人
の
注
意
を
喚
起
し
た
る
は
『
田
園
都
市
（
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ー
）』
又
は
『
花
園
農
村
（
ガ
ー
デ
ン
サ
ッ
パ
ー
ズ
）』
の
如
き
一
種
新
式
の
施
設
に
在
り
。
其
眼
目
と
す
る
所
は
、
何
れ
も
細
民
の
為
め
に
、
住
居
難
の
宿
題
を
解
決
せ
ん
と
す
る
の
企
て
に
あ
ら
さ
る
な
し
。
『
田
園
都
市
』
「
都
市
膨
張
に
伴
ふ
諸
問
題
」
の
線
か
ら
明
瞭
に
読
み
と
れ
る
よ
う
に
、
内
務
省
地
方
局
の
都
市
問
題
研
究
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
田
園
都
市
」「
花
園
農
村
」
と
い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
に
集
中
し
て
い
た
。
い
ま
「
田
園
都
市
」
と
い
う
が
、
実
は
二
〇
世
紀
初
頭
、
全
国
一
の
工
業
生
産
額
を
誇
り
、
最
大
の
都
市
で
あ
っ
た
大
阪
市
の
都
市
政
策
に
お
い
て
も
「
田
園
都
市
」
が
強
く
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
。
一
九
二
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
関
一
大
阪
市
長
の
著
書
『
住
宅
問
題
と
都
市
計
画
』
に
は
次
の
如
き
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
今
日
で
も
英
吉
利
（
イ
ギ
リ
ス
）
の
都
市
計
画
の
中
心
に
な
っ
て
居
る
思
想
は
衛
生
の
問
題
で
あ
っ
て
、
都
市
計
画
を
管
理
し
て
居
る
官
庁
は
保
健
省
で
あ
る
と
云
う
こ
と
を
以
て
其
特
色
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
保
健
政
策
と
共
に
見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
い
の
は
都
市
計
画
と
住
宅
問
題
の
関
係
で
あ
る
。
…
…
思
う
に
各
国
の
都
市
計
画
を
通
観
す
る
に
其
根
本
の
観
念
と
し
て
二
種
の
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
は
都
市
の
交
通
運
輸
の
利
便
を
増
加
す
る
と
共
に
街
路
広
場
の
配
置
構
成
に
重
き
を
置
き
都
市
を
美
化
し
偉
観
を
増
す
こ
と
を
主
と
す
る
も
の
。
第
二
は
市
民
中
の
下
層
階
級
に
愉
快
に
し
て
健
康
な
る
家
庭
（
ホ
ー
ム
）
を
与
う
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
欧
羅
巴
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
大
陸
諸
国
殊
に
仏
国
巴
里
（
パ
リ
）
の
大
計
画
は
前
者
で
あ
っ
て
、
北
米
合
衆
国
の
都
市
計
画
も
之
に
属
す
る
。
然
る
に
英
国
の
都
市
計
画
は
全
く
保
健
政
策
住
宅
政
策
を
中
心
と
し
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
英
国
で
は
住
宅
問
題
を
離
れ
て
都
市
計
画
を
説
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
…
…
又
英
国
の
都
市
計
画
は
主
と
し
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公衆衛生と「花苑都市」の形成
て
将
来
発
達
す
べ
き
市
外
に
対
し
て
の
み
将
来
の
統
一
的
計
画
を
立
て
る
傾
向
が
あ
る
。
仏
蘭
西
（
フ
ラ
ン
ス
）
又
は
米
国
の
都
市
計
画
は
都
市
の
既
成
部
分
の
統
一
的
改
善
を
骨
子
と
し
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
此
点
も
著
し
く
違
う
。
此
相
違
も
英
国
民
の
性
質
に
基
づ
い
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
田
園
都
市
の
運
動
と
都
市
計
画
の
関
係
に
就
て
考
え
て
見
れ
ば
略
々
諒
解
し
得
る
。
ハ
ワ
ー
ド
の
田
園
都
市
の
理
想
は
其
儘
に
は
実
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
田
園
都
市
が
田
園
郊
外
と
な
り
、
都
市
計
画
と
な
っ
て
住
宅
改
良
を
促
し
た
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
此
点
に
於
い
て
は
ハ
ワ
ー
ド
の
功
績
を
偉
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い?４）
。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
あ
る
欧
米
の
都
市
計
画
、
就
中
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
及
び
オ
ー
ス
マ
ン
に
よ
る
皇
帝
の
権
威
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
パ
リ
改
造
に
対
し
て
、
関
市
長
は
賛
意
を
表
さ
ず
、「
下
層
階
級
に
愉
快
に
し
て
健
康
な
る
家
庭
（
ホ
ー
ム
）」
環
境
の
提
供
を
目
的
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
計
画－
田
園
都
市
の
「
理
想
」
を
評
価
し
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
我
国
に
お
け
る
官
僚
的
、
産
業
優
先
的
な
都
市
計
画
か
ら
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
」
の
創
造
を
基
調
と
し
た
都
市
計
画
へ
の
転
換
を
う
か
が
う
に
足
る
充
分
な
言
説
で
あ
る
。
こ
こ
で
簡
単
に
関
一
（
一
八
七
三
｜
一
九
三
五
）
の
経
歴
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
関
は
一
八
九
三
年
、
東
京
高
等
商
業
学
校
卒
業
、
九
七
年
母
校
の
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。
教
授
在
職
中
は
鉄
道
論
、
交
通
政
策
、
工
業
・
社
会
政
策
等
を
研
究
し
、
社
会
政
策
学
会
に
お
い
て
も
、
関
は
福
田
徳
三
、
高
野
岩
三
郎
等
と
学
会
を
指
導
し
た
。
又
彼
は
友
愛
会
の
創
設
と
発
展
に
力
を
尽
し
た
。
関
の
都
市
計
画
の
目
的
は
「
住
み
心
地
よ
き
都
市
」
に
尽
き
る
。
都
心
を
ビ
ジ
ネ
ス
・
商
業
地
域
と
し
て
開
発
、
そ
の
間
に
緑
地
、
公
園
を
配
置
し
、
都
心
と
郊
外
を
高
速
鉄
道
で
結
ぶ
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
こ
に
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
こ
の
ほ
か
関
の
功
績
は
市
域
拡
張
に
よ
る
「
大
大
阪
」
の
建
設
、
中
下
層
階
級
の
た
め
の
清
潔
で
衛
生
的
な
住
宅
の
建
設
や
、
救
貧
事
業
の
市
営
化
、
地
下
鉄
建
設
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
御
堂
筋
建
設
、
中
央
卸
売
市
場
建
設
、
学
制
統
一
、
商
科
大
学
の
創
立
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
関
は
激
務
の
傍
ら
名
著
『
都
市
政
策
の
理
論
と
実
際
』（
三
省
堂
、
一
九
三
六
年
）
を
刊
行
し
た
ほ
か
、
大
阪
都
市
協
会
刊
行
の
雑
誌
『
大
大
阪
』
に
も
数
多
く
の
秀
れ
た
都
市
政
策
や
社
会
政
策
に
つ
い
て
の
論
文
を
寄
稿
し
た
。
関
が
戦
前
の
名
市
長
と
称
さ
れ
る
所
以
は
、
ま
さ
に
都
市
情
報
の
発
信
と
交
流
に
対
す
る
明
確
な
自
覚
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
、
工
業
都
市
大
阪
は
「
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」
と
称
さ
れ
て
い
た
が
、
同
時
に
そ
の
栄
光
の
裏
面
に
は
「
煙
の
都
」
と
い
う
烙
印
が
押
さ
れ
て
い
た
。
目
覚
ま
し
い
大
阪
の
工
業
化
、
都
市
化
は
、
世
界
に
類
例
を
み
な
い
ほ
ど
の
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
、
結
核
死
亡
率
の
増
加
、
密
住
住
宅
地
区
の
拡
大
等
に
象
徴
さ
れ
る
都
市
環
境
の
貧
困
を
ま
ね
い
た
。
こ
こ
に
大
阪
市
は
、
市
民
本
位
の
「
住
み
心
地
よ
き
都
市
」
か
、
集
権
主
義
と
街
路
主
義
か
、
こ
の
二
つ
の
方
向
の
分
岐
点
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
大
阪
市
民
は
こ
の
と
き
に
あ
た
り
、「
自
治
観
念
」
の
発
露
と
都
市
の
科
学
的
知
識
の
涵
養
に
よ
っ
て
、「
住
み
心
地
よ
き
都
市
」
の
実
現
に
寄
与
し
よ
う
と
し
、
中
央
集
権
主
義
と
街
路
主
義
に
対
抗
し
「
都
市
自
治
権
の
拡
張
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
関
市
政
を
支
持
し
た
の
で
あ
る?５）
。
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も
ち
ろ
ん
、
私
が
今
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
関
市
長
に
よ
る
都
市
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
最
終
決
定
権
は
中
央
政
府
に
あ
り
、
必
ず
し
も
関
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
貫
徹
し
た
と
は
い
え
な
い
。
例
え
ば
御
堂
筋
の
建
設
な
ど
市
街
地
の
再
開
発
を
目
ざ
し
た
第
一
次
都
市
計
画
事
業
は
、
関
市
長
自
ら
述
べ
た
如
く
道
路
中
心
の
「
過
去
の
誤
謬
訂
正
事
業
」
で
あ
り
「
何
ら
の
新
味
も
な
け
れ
ば
創
造
も
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。
或
い
は
政
府
の
厳
重
な
行
政
監
督
や
起
債
の
許
可
制
度
に
よ
っ
て
、
市
営
事
業
の
正
常
な
発
展
が
妨
げ
ら
れ
た
ご
と
き
、
そ
う
し
た
面
を
強
く
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る?６）
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
関
市
長
の
「
住
み
心
地
よ
き
都
市
」
の
創
造
は
、
近
代
都
市
の
通
弊
と
も
い
う
べ
き
腐
敗
堕
落
よ
り
大
阪
市
を
救
い
、
政
党
に
干
渉
の
余
地
を
も
与
え
ず
、
著
し
く
公
正
明
朗
な
も
の
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
が
敢
え
て
そ
の
よ
う
に
言
う
意
味
は
ほ
か
で
も
な
い
。
関
市
長
に
よ
る
都
市
の
構
造
改
革
の
主
体
が
、
集
権
主
義
の
官
僚
体
制
の
側
か
ら
出
た
の
で
は
な
く
、
市
民
自
治
に
基
礎
を
置
い
た
都
市
計
画
大
阪
地
方
委
員
会
に
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
委
員
会
の
専
門
委
員
グ
ル
ー
プ
が
「
住
み
心
地
よ
き
都
市
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
て
覇
を
競
い
あ
い
、「
大
大
阪
」
建
設
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
関
市
長
に
よ
る
都
市
計
画
の
実
施
を
中
心
と
し
て
、
今
述
べ
た
よ
う
な
都
市
計
画
大
阪
地
方
委
員
会
の
専
門
委
員
が
具
体
的
に
舞
台
に
登
場
し
て
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
を
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
課
題
に
一
つ
の
鍵
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
都
市
計
画
大
阪
地
方
委
員
会
に
お
い
て
、
建
築
家
片
岡
安
博
士
と
共
に
委
員
中
最
古
参
者
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
立
場
か
ら
参
与
し
た
佐
多
愛
彦
大
阪
医
科
大
学
学
長
を
本
稿
に
お
い
て
は
考
察
の
対
象
と
し
よ
う
。
つ
い
で
に
書
き
加
え
て
お
く
と
、
片
岡
安
博
士
も
ま
た
大
阪
府
衛
生
会
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
結
核
死
亡
率
が
二
四
年
前
と
比
較
す
る
と
三
分
の
一
に
減
少
し
た
の
は
「
職
工
家
屋
の
建
築
法
案
が
出
来
て
公
私
力
を
協
せ
て
貧
民
家
屋
の
改
築
に
熱
中
し
た
結
果
」
で
あ
る
と
述
べ
て
、
公
衆
衛
生
の
整
備
の
た
め
に
田
園
都
市
の
計
画
と
貧
民
家
屋
の
改
築
を
重
視
し
て
い
た?７）
。
そ
こ
で
佐
多
愛
彦
（
一
八
七
一
｜
一
九
五
〇
）
の
略
歴
を
み
よ
う
。
佐
多
は
鹿
児
島
県
の
日
本
松
に
生
ま
れ
た
。
一
八
八
八
年
、
県
立
鹿
児
島
医
学
校
卒
業
。
九
〇
年
、
東
京
帝
国
大
学
撰
科
（
外
科
学
、
病
理
学
）
卒
業
。
九
四
年
、
大
阪
府
立
医
学
校
教
諭
に
就
任
。
翌
九
五
年
、
北
里
柴
三
郎
博
士
経
営
の
伝
染
病
研
究
所
に
入
る
。
九
七
年
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
及
び
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
留
学
。
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
教
授
及
び
チ
ー
グ
レ
ル
教
授
の
下
で
病
理
学
及
び
細
菌
学
を
学
ぶ
。
一
九
〇
〇
年
、
帰
国
後
医
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
。
一
九
〇
二
年
、
大
阪
府
立
医
学
校
長
兼
病
院
長
に
就
任
（
一
九
〇
三
年
、
大
阪
府
立
高
等
医
学
校
と
改
称
。）。
一
九
〇
七
年
、
大
阪
血
清
薬
院
創
立
。
一
九
一
六
年
、
肺
結
核
療
養
所
建
設
準
備
委
員
就
任
。
一
九
一
七
年
、
大
阪
市
立
刀
根
山
病
院
（
刀
根
山
結
核
療
養
所
）
設
立
と
と
も
に
、
研
究
の
指
導
に
あ
た
る
。
一
九
一
七
年
、
竹
尾
結
核
研
究
所
所
長
に
就
任
。
一
九
一
九
年
、
大
阪
医
科
大
学
長
兼
大
阪
医
科
大
学
教
授
就
任
、
一
九
二
〇
年
、
都
市
計
画
大
阪
地
方
委
員
と
な
る
。
一
九
二
四
年
、
大
阪
医
科
大
学
長
辞
任
。
一
九
三
〇
年
、
第
八
回
日
本
医
学
会
開
会
に
際
し
会
頭
と
し
て
会
務
を
主
宰
。
一
九
五
〇
年
、
七
八
歳
で
逝
去
。
右
の
佐
多
の
経
歴
が
示
す
よ
う
に
、
彼
は
我
が
国
に
お
け
る
肺
結
核
の
研
究
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公衆衛生と「花苑都市」の形成
と
診
療
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
た
府
立
医
学
校
が
府
立
大
阪
医
科
大
学
に
昇
格
す
る
と
き
に
尽
力
し
今
日
の
大
阪
大
学
医
学
部
の
基
礎
を
築
い
た
。
小
松
病
院
理
事
長
小
松
良
夫
が
、
森
鷗
外
と
佐
多
の
間
に
交
際
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
森
鷗
外
の
日
記
を
引
用
し
て
指
摘
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い?８）
。
第
二
章
「
花
苑
都
市
」
と
大
阪
の
名
医
た
ち
阪
神
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
阪
神
電
鉄
と
略
す
）
が
大
阪－
神
戸
間
の
電
車
営
業
を
は
じ
め
た
の
は
、
一
九
〇
五
年
四
月
一
二
日
で
あ
る
。
阪
神
電
鉄
営
業
開
始
の
約
二
年
半
後
、
前
述
し
た
内
務
省
地
方
局
有
志
編
『
田
園
都
市
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
阪
神
電
鉄
で
は
そ
の
わ
ず
か
三
週
間
後
、
一
九
〇
八
年
一
月
一
日
付
で
『
市
外
居
住
の
す
ゝ
め
』
を
出
版
し
た
。
同
書
は
一
四
人
の
大
阪
を
代
表
す
る
名
医
に
よ
る
数
回
の
講
演
会
を
も
と
に
刊
行
さ
れ
た
と
す
る
と
、
『
田
園
都
市
』
の
直
接
的
な
影
響
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
。
同
書
に
寄
稿
し
た
名
医
た
ち
の
論
文
は
い
ず
れ
も
阪
神
間
の
健
康
地
へ
の
移
住
を
積
極
的
に
奨
励
し
て
い
る
。
編
集
者
の
阪
神
電
鉄
の
高
田
兼
吉
は
「
あ
と
が
き
」
で
、
名
医
た
ち
の
講
演
を
聴
き
「
市
内
居
住
の
害
と
市
外
居
住
の
利
と
に
就
き
大
い
に
会
得
す
る
所
が
あ
り
ま
し
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
同
書
の
製
作
に
と
っ
て
、
大
阪
の
名
医
グ
ル
ー
プ
の
役
割
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
阪
神
電
鉄
が
そ
の
鉄
道
沿
線
の
宣
伝
と
は
い
え
、
全
国
に
先
が
け
て
同
書
を
刊
行
し
た
事
実
は
、
都
市
生
活
の
既
成
概
念
を
壊
し
新
た
な
郊
外
と
い
う
健
康
地
を
創
造
す
る
方
向
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
も
イ
ギ
リ
ス
な
ら
び
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
に
お
け
る
田
園
都
市
建
設
運
動
が
展
開
し
つ
つ
あ
っ
た
新
時
代
の
潮
流
と
、
そ
う
し
た
点
で
も
共
通
項
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
更
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
大
阪
の
名
医
グ
ル
ー
プ
の
中
心
人
物
が
、
前
述
し
た
佐
多
愛
彦
大
阪
府
立
高
等
医
学
校
長
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
佐
多
は
年
来
の
結
核
研
究
を
基
礎
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
病
理
的
お
よ
び
細
菌
的
の
結
核
研
究
を
拡
張
し
て
臨
床
的
研
究
を
推
し
進
め
、
我
国
に
お
け
る
最
初
の
肺
癆
（
肺
結
核
）
科
教
室
を
開
設
し
た
。
肺
癆
科
教
室
開
設
と
郊
外
に
衛
生
的
な
健
康
地
を
求
め
る
主
張
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
そ
の
立
場
を
い
よ
い
よ
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
佐
多
は
『
市
外
居
住
の
す
ゝ
め
』
の
巻
頭
論
文
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。維
新
此
方
、
殊
に
最
近
十
数
年
来
大
阪
市
の
発
達
は
非
常
な
る
も
の
で
、
商
業
は
申
す
に
及
ば
ず
、
工
業
の
発
達
は
殆
ど
日
本
に
冠
絶
し
、
英
吉
利
（
イ
ギ
リ
ス
）
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
を
も
凌
ご
う
と
い
う
有
様
で
、
所﹅
謂﹅
煙﹅
突﹅
林﹅
立﹅
煤﹅
煙﹅
天﹅
に﹅
漲﹅
り﹅
、
我﹅
﹅々
の﹅
呼﹅
吸﹅
す﹅
る﹅
限﹅
り﹅
の﹅
空﹅
気﹅
と﹅
い﹅
う﹅
空﹅
気﹅
は﹅
煤﹅
と﹅
埃﹅
と﹅
の﹅
固﹅
り﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
…
…
大
阪
の
統
計
は
如
何
で
あ
る
か
と
い
う
に
…
…
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
の
統
計
に
依
る
と
大
阪
府
の
人
口
は
、
市
郡
合
わ
せ
て
一
百
九
十
一
万
三
千
四
百
五
十
五
人
で
中
大
阪
市
の
が
一
百
六
万
八
千
七
百
七
十
一
人
、
郡
部
全
体
の
が
八
十
四
万
四
千
六
百
八
十
四
人
で
あ
る
。
…
…
市﹅
の﹅
全﹅
死﹅
亡﹅
者﹅
は﹅
二﹅
万﹅
三﹅
千﹅
二﹅
百﹅
二﹅
十﹅
八﹅
人﹅
、
其
内
で
呼◎
吸◎
器◎
病◎
は
依
っ
て
倒
れ
ま
し
た
る
者
六﹅
千﹅
二﹅
百﹅
二﹅
十﹅
五﹅
人﹅
、
即
ち
全
死
亡
者
の
四﹅
分﹅
の﹅
一﹅
は
呼
吸
器
病
で
倒
れ
た
割
合
で
あ
る
。
夫
れ
で
此
呼
334
吸
器
病
の
中
で
肺◎
病◎
は
如
何
か
と
い
う
に
三﹅
千﹅
九﹅
百﹅
四﹅
十﹅
四﹅
人﹅
、
即
ち
全
死
亡
者
の
六・
分・
の・
一・
以
上
に
当
っ
て
居
る
。
…
…
今
日
の
如
く
漸
次
市
外
交
通
機
関
が
発
達
い
た
し
ま
し
て
数
十
分
乃
至
数
時
間
程
の
所
に
愉
快
な
る
田
園
が
あ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
以
上
は
、
何﹅
を﹅
苦﹅
ん﹅
で﹅
此﹅
煤﹅
煙﹅
多﹅
き﹅
都﹅
会﹅
の﹅
地﹅
に﹅
永﹅
住﹅
の﹅
愚﹅
を﹅
敢﹅
て﹅
す﹅
る﹅
の﹅
必﹅
要﹅
が﹅
あ﹅
ろ﹅
う﹅
か﹅
。
私
は
斯
る
単
純
な
る
理
由
か
ら
し
て
も
、
諸
君
に
事
情
の
許
す
限
り
は
田
園
生
活
に
付
か
れ
た
い
。
勤
務
時
間
の
外
は
成
る
だ
け
早
く
此
塵
埃
多
き
空
気
よ
り
遠
か
ら
れ
た
い
と
い
う
こ
と
を
切
に
勧
告
し
た
い
の
で
あ
る?９）
。
佐
多
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
、
大
阪
市
で
は
肺
結
核
の
蔓
延
は
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
。『
大
阪
市
統
計
書
』
な
ど
に
よ
る
と
、
市
内
の
「
呼
吸
器
病
ノ
内
肺
病
死
亡
数
」
は
一
八
九
二
年
に
は
す
で
に
一
四
九
五
人
を
数
え
、
日
清
戦
争
後
の
一
八
九
七
年
に
は
二
七
九
〇
人
、
日
露
戦
争
を
経
て
一
九
〇
七
年
に
は
四
〇
一
三
人
と
な
っ
た
（
表
参
照
）。
コ
レ
ラ
や
赤
痢
は
流
行
の
際
に
は
著
し
い
数
の
死
亡
者
を
出
す
が
、
肺
結
核
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
毎
年
三
〇
〇
〇
人
以
上
の
死
亡
者
を
出
し
た
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
と
、
結
核
の
う
ち
、
そ
の
多
く
は
肺
結
核
で
あ
る
。
し
か
し
実
は
結
核
は
全
身
病
で
あ
る
。
肺
以
外
の
結
核
で
比
較
的
多
い
の
は
、
脊
椎
カ
リ
エ
ス
な
ど
骨
お
よ
び
関
節
の
結
核
や
腎
臓
結
核
、
腸
結
核
な
ど
で
、
こ
の
よ
う
に
全
身
ど
こ
に
で
も
結
核
性
の
病
変
は
起
こ
り
う
る
の
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
、
都
市
に
お
け
る
肺
結
核
の
流
行
に
よ
っ
て
、
我
が
国
に
お
い
て
結
核
が
は
じ
め
て
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
内
務
省
は
一
九
〇
四
年
二
月
四
日
、
内
務
省
令
第
一
号
を
も
っ
て
「
肺
結
核
予
防
に
関
す
る
件
」
を
発
布
し
、
四
月
一
日
よ
り
実
施
し
た
。
大
阪
で
も
同
年
四
月
二
日
、
府
令
第
三
七
号
を
も
っ
て
「
肺
結
核
予
防
細
則
」
が
出
さ
れ
、
翌
三
日
付
で
「
告
諭
第
一
号
」
が
発
せ
ら
れ
た
。「
告
諭
」
は
第
一
条
に
お
い
て
、
患
者
用
の
痰
壺
を
配
置
す
る
こ
と
、
第
二
・
三
条
で
は
患
者
の
衣
服
、
寝
具
、
飲
食
器
具
等
の
消
毒
の
実
施
等
を
定
め
て
い
る
。
い
ず
れ
の
条
項
も
肺
結
核
の
蔓
延
は
主
と
し
て
患
者
の
喀
痰
に
因
る
も
の
と
い
う
認
識
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
条
例
の
主
要
な
内
容
が
痰
壺
の
設
置
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
巷
で
は
こ
れ
を
「
痰
壺
令
」
と
揶
揄
し
た
。
当
時
消
毒
的
清
潔
法
は
保
健
制
度
の
実
施
上
最
重
要
の
事
項
で
は
あ
っ
た
が
、
肺
結
核
の
蔓
表 大阪市内死亡総数に占める肺病死亡者の割合
死亡総数 肺病死亡数 同百分比例
1892年 11,841人 1,495人 12.62人
1893年 12,539人 2,011人 16.03人
1894年 11,681人 1,617人 13.84人
1895年 13,525人 1,790人 13.23人
1896年 11,103人 1,764人 15.88人
1897年 18,575人 2,790人 15.02人
1898年 18,343人 2,961人 16.14人
1899年 19,012人 3,415人 17.96人
1900年 18,250人 3,017人 16.53人
1901年 19,072人 3,588人 18.81人
1902年 20,721人 3,739人 18.04人
1903年 20,891人 3,351人 16.04人
1904年 20,910人 3,470人 16.59人
1905年 23,205人 3,965人 17.08人
1906年 20,793人 3,376人 16.23人
1907年 24,053人 4,013人 16.68人
1908年 24,736人 3,913人 15.81人
（注）村上栄次編『大阪衛生百年史－大阪府衛生会・健康の里
の軌跡－』上巻、大阪府衛生会、1994年、247頁の表より作成。
『大阪市統計書』等を参照。
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公衆衛生と「花苑都市」の形成
延
と
い
う
現
実
を
前
に
し
て
焼
け
石
に
水
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
佐
多
が
都
市
環
境
改
善
と
公
衆
衛
生
の
視
点
に
立
っ
て
、
市
外
居
住
の
必
要
性
を
訴
え
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
現
実
を
変
化
さ
せ
る
大
き
な
契
機
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
就
中
、
佐
多
は
後
述
す
る
共
同
執
筆
者
緒
方
銈
次
郎
、
高
安
道
成
等
と
共
に
、
阪
神
間
に
土
地
、
別
荘
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
健
康
地
へ
の
移
住
に
つ
い
て
の
訴
え
か
け
は
、
最
も
説
得
力
が
あ
っ
た
。
佐
多
が
阪
神
電
鉄
開
通
当
初
か
ら
所
有
し
て
い
た
芦
屋
の
約
二
万
坪
は
、
こ
の
当
時
、
住
吉
観
音
林
や
雲
雀
丘
の
土
地
開
発
を
実
施
し
て
い
た
日
本
住
宅
土
地
株
式
会
社
社
長
阿
部
元
太
郎
に
委
託
さ
れ
、
一
九
二
八
年
か
ら
分
譲
さ
れ
て
い
る
。
関
西
に
お
け
る
近
代
医
学
の
祖
と
称
さ
れ
る
緒
方
洪
庵
直
系
の
医
師
で
あ
る
緒
方
銈
次
郎
は
、
住
吉
の
別
荘
を
例
に
あ
げ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
阪
神
電
鉄
沿
線
の
理
想
的
な
健
康
地
に
、
阪
神
電
鉄
が
貸
家
経
営
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
盛
夏
に
は
子
供
の
海
水
浴
、
厳
冬
に
は
両
親
の
避
寒
地
と
し
て
共
に
非
常
の
好
結
果
を
挙
げ
た
。
…
…
私
も
休
日
毎
に
電
鉄
を
利
用
し
て
此
処
に
遊
ん
で
居
る
が
、
此
処
に
さ
え
来
る
と
心
身
頓
に
爽
快
を
覚
え
て
積
日
の
疲
労
を
忘
れ
新
し
い
勇
気
を
養
う
こ
と
が
出
来
る
。
其
処
で
自
ら
以
て
衛
生
上
の
最
適
地
と
信
じ
て
居
る
…
…
阪
神
電
気
鉄
道
会
社
に
て
市
外
居
住
を
勧
め
ら
る
る
以
上
は
一
層
奮
っ
て
此
付
近
の
健
康
地
を
購
い
、
市
内
に
通
勤
す
る
人
士
の
為
に
衛
生
に
適
し
た
る
家
屋
を
建
設
し
、
之
を
相
当
な
る
価
格
を
以
て
貸
与
す
る
方
法
を
建
て
ら
れ
た
な
ら
ば
如
何
で
あ
る
か?10）
。
堀
見
克
礼
大
阪
府
立
高
等
医
学
校
教
諭
、
同
医
学
校
病
院
内
科
医
長
も
ま
た
寄
稿
論
文
の
な
か
で
「
沿﹅
線﹅
各﹅
所﹅
適﹅
当﹅
の﹅
地﹅
を﹅
撰﹅
ん﹅
で﹅
阪○
神○
電○
鉄○
の○
模○
範○
村○
を﹅
建﹅
置﹅
し﹅
万﹅
般﹅
の﹅
設﹅
備﹅
を﹅
完﹅
全﹅
に﹅
す﹅
る﹅
こ﹅
と﹅
」「
阪○
神○
電○
鉄○
模○
範○
村○
購○
買○
消○
費○
組○
合○
を﹅
設﹅
け﹅
会﹅
社﹅
の﹅
直﹅
営﹅
と﹅
す﹅
る﹅
こ﹅
と﹅
」
を
提
言
し
て
い
た?11）
。
堀
見
が
言
う
と
お
り
、
市
外
居
住
者
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
合
理
的
家
賃
と
日
常
用
品
の
安
価
な
こ
と
、
病
院
・
学
校
な
ど
が
整
っ
た
郊
外
住
宅
地
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
、
市
外
居
住
は
全
く
意
味
が
な
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
住
宅
・
土
地
の
購
入
に
し
て
も
、
そ
れ
が
市
外
居
住
者
の
家
計
に
あ
た
え
る
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。
そ
れ
ら
は
個
々
の
移
住
者
の
負
担
で
は
到
底
出
来
る
こ
と
で
は
な
く
、
阪
神
電
鉄
の
積
極
的
な
住
宅
地
経
営
に
よ
っ
て
補
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
阪
神
電
鉄
に
よ
る
模
範
村
経
営
に
よ
っ
て
市
外
居
住
の
実
行
者
の
増
大
を
生
み
、
電
鉄
経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
高
安
道
成
高
安
病
院
長
も
「
阪
神
電
鉄
が
開
け
て
か
ら
、
今
ま
で
大
阪
神
戸
の
中
央
に
住
っ
た
所
の
人
々
が
、
続
々
こ
の
電
鉄
沿
道
の
地
に
移
住
し
、
電
車
に
て
日
々
大
阪
乃
至
神
戸
に
通
う
と
云
う
風
が
流
行
し
て
来
る
の
を
見
て
も
、
啻
に
経
済
上
の
利
益
の
み
で
は
な
く
、
衛
生
上
尠
か
ら
ぬ
利
益
あ
る
こ
と
が
都
人
士
に
解
っ
て
来
た
こ
と
が
察
せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
。
是
れ
は
自
分
も
誠
に
良
い
こ
と
で
大
い
に
奨
励
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う?12）
」
と
述
べ
て
い
た
。
高
安
道
成
が
経
営
し
て
い
た
高
安
病
院
は
、
大
阪
市
東
区
道
修
町
四
丁
目
に
位
置
す
る
大
阪
で
二
番
目
に
古
い
私
立
総
合
病
院
で
あ
っ
た
。
妻
安
子
は
初
め
明
星
派
、
後
に
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
で
、
才
色
兼
備
の
社
会
事
業
家
、
そ
し
336
て
大
阪
社
交
界
の
名
流
婦
人
で
あ
り
、
絵
画
、
革
工
芸
、
染
色
等
の
芸
術
家
で
も
あ
っ
た?13）
。
彼
女
の
父
清
野
勇
大
阪
医
学
校
長
は
一
八
九
四
年
、
佐
多
愛
彦
を
大
阪
医
学
校
教
諭
に
招
い
た
。
参
考
の
た
め
に
記
し
て
お
く
と
、
清
野
も
「
虚
弱
者
は
須
ら
く
市
外
居
住
を
断
行
せ
よ
」
と
題
し
た
論
文
を
、「
市
外
居
住
の
す
ゝ
め
」
に
寄
稿
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
市
外
居
住
の
す
ゝ
め
』
の
共
同
執
筆
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
佐
多－
清
野－
高
安
は
深
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
、
大
阪
の
名
医
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
阪
神
電
鉄
沿
線
へ
の
移
住
の
す
す
め
を
見
て
き
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
、
大
阪
、
神
戸
等
の
大
都
市
居
住
者
の
間
に
、
阪
神
電
鉄
の
営
業
開
始
を
契
機
と
し
て
、
阪
神
間
の
健
康
地
へ
の
関
心
が
目
覚
ま
し
く
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
は
、
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
報
道
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
当
時
大
阪
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
郊
外
生
活
』
と
題
し
た
新
聞
は
、
一
九
〇
九
年
一
一
月
一
日
付
の
紙
面
に
お
い
て
、
柳
病
院
長
柳
琢
蔵
の
郊
外
移
住
を
推
薦
す
る
論
文
を
掲
載
し
て
い
た
。『
郊
外
生
活
』
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
倍
版
四
頁
、
毎
月
二
回
発
行
、
定
価
郵
税
と
も
一
部
三
銭
、
発
行
所
は
郊
外
生
活
（
大
阪
府
西
成
郡
勝
間
村
）
で
あ
っ
た
。『
郊
外
生
活
』
は
小
さ
な
新
聞
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
名
の
と
お
り
郊
外
生
活
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
掲
載
し
た
新
聞
で
あ
っ
た
。
柳
は
ま
ず
不
健
康
な
市
中
で
終
日
繁
雑
な
激
務
に
従
事
す
る
市
民
は
「
此
不
衛
生
な
境
を
脱
出
し
て
新
鮮
な
空
気
を
呼
吸
し
山
を
楽
み
、
水
を
楽
み
清
新
活
潑
な
る
元
気
を
恢
復
す
る
必
要
が
あ
る
。」
つ
ぎ
に
郊
外
生
活
を
志
す
市
民
は
「
電
鉄
沿
道
至
る
所
」
に
も
と
め
ら
れ
る
「
健
康
の
地
」
を
み
ず
か
ら
選
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
民
を
引
き
つ
け
る
「
健
康
の
地
」
の
条
件
が
重
要
で
あ
る
。
第
三
点
目
と
し
て
市
民
は
「
北
は
山
を
負
ひ
て
寒
風
を
防
ぎ
、
南
は
海
に
面
し
て
涼
風
来
り
、
冬
は
暖
か
に
し
て
夏
涼
し
く
、
大
気
清
浄
且
オ
ゾ
ン
に
富
み
、
海
水
清
澄
、
漁
獲
多
く
、
山
水
明
媚
、
風
光
に
富
み
、
四
時
風
の
方
向
宜
し
き
上
に
、
交
通
至
便
」
の
地
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
柳
は
右
の
文
章
の
な
か
で
「
健
康
の
地
」
と
し
て
、
温
暖
な
気
候
、
そ
し
て
北
に
六
甲
山
が
位
置
し
、
南
は
大
阪
湾
を
望
む
立
地
条
件
と
、
郊
外
電
車
の
便
も
よ
い
大
阪－
神
戸
間
の
地
を
推
奨
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
鈴
木
貞
美
教
授
は
柳
院
長
の
文
章
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
、
こ
こ
に
は
伝
統
的
な
養
生
思
想
・
道
教
の
「
元
気
」
の
観
点
が
や
や
復
活
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る?14）
。
伝
統
的
な
養
生
思
想
や
「
元
気
」
の
復
活
は
確
か
に
時
代
の
一
つ
の
潮
流
で
あ
っ
た
。
佐
多
も
ま
た
一
九
一
四
年
一
月
刊
行
の
阪
神
電
鉄
の
宣
伝
誌
『
郊
外
生
活
』
に
「
都
住
居
は
三
代
に
し
て
滅
び
る
」
と
題
し
た
一
文
を
寄
稿
し
て
、
郊
外
生
活
に
お
け
る
鍛
錬
と
養
生
の
必
要
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
誤
ら
れ
た
る
衛
生
思
想
に
由
っ
て
其
本
義
た
る
健
康
た
る
鍛
錬
を
閑
却
し
て
置
き
な
が
ら
、
之
だ
け
衛
生
法
に
適
っ
た
生
活
を
し
て
い
る
の
に
何
故
身
体
が
思
わ
し
く
健
康
に
な
ら
ぬ
か
と
、
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
人
も
あ
り
ま
す
。
…
…
怪
し
む
べ
き
は
郊
外
居
住
者
が
単
に
居
を
郊
外
に
移
せ
ば
事
足
れ
り
と
考
え
て
い
る
様
の
風
が
其
行
動
に
見
受
け
ら
れ
る
事
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
郊
外
に
住
宅
を
求
め
る
に
も
、
広
々
と
し
た
海
岸
や
山
間
に
閑
静
な
る
家
を
探
そ
う
と
は
せ
ず
、
成
る
べ
く
便
利
な
、
家
の
沢
山
あ
る
村
落
ば
か
り
を
探
ね
る
が
如
き
。
…
…
或
い
は
暖
房
を
装
置
し
て
外
に
健
康
な
る
空
気
の
流
通
を
途
絶
し
、
内
に
温
気
の
習
慣
を
養
う
て
皮
膚
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を
軟
弱
な
ら
し
む
る
を
知
ら
ぬ
が
如
き
、
飲
食
物
は
そ
の
地
方
の
所
産
を
採
ら
ず
し
て
多
く
都
会
生
活
と
同
一
の
物
を
採
る
が
如
き
、
皆
之
郊
外
生
活
に
由
り
て
心
身
の
修
養
を
図
り
、
鍛
錬
を
期
し
、
向
上
を
得
ん
と
す
る
の
目
的
と
は
全
然
相
反
し
た
行
動
で
あ
る
と
云
う
事
が
出
来
ま
す?15）
。
肺
結
核
予
防
の
た
め
に
最
も
有
効
な
郊
外
移
住
が
一
大
転
換
期
に
さ
し
か
か
り
、
養
生
観
が
劇
的
に
変
化
し
て
い
た
二
〇
世
紀
初
頭
に
、
佐
多
が
「
飲
食
物
は
そ
の
地
方
の
所
産
を
採
る
」
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
は
実
に
興
味
深
い
。
事
実
こ
う
し
た
「
身
土
不
二
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
「
地
産
地
消
」
の
食
養
生
運
動
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
頃
か
ら
、
福
井
県
出
身
の
石
塚
左
玄
等
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
て
い
る?16）
。
も
う
一
つ
書
き
加
え
て
置
く
と
、「
心
身
不
二
」
に
関
し
て
は
、
同
じ
頃
に
岡
田
虎
二
郎
の
静
坐
法
が
目
覚
ま
し
く
普
及
し
て
い
る?17）
。
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
で
作
家
の
木
下
尚
江
も
岡
田
の
熱
心
な
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
九
年
一
月
一
九
日
、
阪
神
電
鉄
の
取
締
役
会
は
、「
西
宮
停
留
場
構
内
空
地
ニ
貸
家
建
築
ノ
件
」
を
正
式
に
決
議
し
た
。
同
年
四
月
二
三
日
の
株
主
総
会
で
決
議
を
説
明
し
た
今
西
林
三
郎
専
務
取
締
役
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。
市
外
居
住
ト
カ
田
園
生
活
ト
カ
云
ウ
コ
ト
ガ
流
行
シ
テ
参
リ
マ
シ
テ
、
皆
空
気
ノ
ヨ
イ
所
ヘ
移
ル
ト
云
ウ
形
勢
デ
ア
ル
。
当
社
ハ
予
テ
貸
家
ノ
周
旋
ヲ
シ
テ
移
住
者
ヲ
勧
誘
シ
、
其
希
望
者
ニ
ハ
一
々
案
内
ヲ
シ
テ
荷
物
ノ
運
搬
モ
引
受
テ
便
利
ヲ
図
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
角
家
賃
ガ
高
イ
カ
ラ
移
住
セ
ヌ
又
家
賃
ガ
安
ケ
レ
バ
移
住
ス
ル
モ
ノ
ハ
多
ク
ナ
ル
見
込
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
幸
イ
、
西
宮
ニ
空
地
ガ
ア
ル
ノ
デ
建
築
シ
タ
ノ
デ
、
大
阪
ナ
リ
神
戸
ナ
リ
ノ
家
賃
ヨ
リ
割
安
ク
シ
テ
貸
ス
積
リ
デ
ア
ル
。
普
通
ヨ
リ
以
上
ノ
立
派
ナ
モ
ノ
ヲ
建
テ
一
般
ノ
模
範
的
ニ
ナ
レ
バ
他
ノ
家
賃
モ
低
下
ス
ル
。
左
ス
レ
バ
自
然
移
住
者
ガ
多
ク
ナ
ル
訳
デ
、
先
ツ
西
宮
ノ
成
績
ガ
ヨ
ケ
レ
バ
追
々
他
ニ
モ
増
築
ス
ル
積
リ
デ
ア
リ
マ
ス
。
今
カ
ラ
申
込
ガ
余
程
多
イ
、
最
早
満
員
ノ
姿
デ
ア
ル?18）
。
西
宮
停
留
所
前
の
三
二
戸
の
貸
家
は
一
九
〇
九
年
九
月
に
竣
工
し
た
。
阪
神
電
鉄
は
続
い
て
鳴
尾
村
に
六
四
戸
の
貸
家
を
翌
年
九
月
に
落
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
郊
外
住
宅
地
経
営
は
阪
神
電
鉄
に
よ
る
沿
線
開
発
の
一
環
で
あ
る
と
と
も
に
、
前
述
し
た
大
阪
の
名
医
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
情
報
と
提
言
も
あ
っ
て
、
実
現
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
阪
神
電
鉄
は
こ
れ
よ
り
先
の
一
九
〇
五
年
、
私
鉄
業
界
の
先
鞭
を
き
っ
て
、
芦
屋
の
打
出
海
水
浴
場
を
開
設
し
た
。
こ
れ
は
沿
線
居
住
者
の
健
康
増
進
の
た
め
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
乗
客
誘
致
の
策
略
で
も
あ
っ
た
。
当
時
、
海
水
浴
は
前
述
し
た
緒
方
銈
次
郎
の
文
章
も
示
す
よ
う
に
、
そ
の
健
康
効
果
に
医
学
界
が
注
目
し
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く
一
般
大
衆
の
間
に
も
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
目
覚
ま
し
く
広
ま
っ
て
い
た
。
一
九
一
六
年
、
阪
神
電
鉄
は
遊
休
化
し
て
い
た
鳴
尾
競
馬
場
の
活
用
を
図
り
、
陸
上
競
技
場
と
、
プ
ー
ル
を
備
え
た
鳴
尾
運
動
場
を
開
設
し
た
。
完
成
後
の
同
年
一
〇
月
に
第
三
回
極
東
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
予
選
会
が
行
わ
れ
た
。
鳴
尾
運
動
場
に
は
野
球
場
が
附
設
さ
れ
て
い
た
。
一
九
一
七
年
八
月
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
主
催
338
の
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
の
第
三
回
大
会
が
、
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
株
式
会
社
（
以
下
箕
有
電
軌
）
の
豊
中
球
場
か
ら
会
場
を
鳴
尾
運
動
場
に
移
転
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
鳴
尾
野
球
場
は
一
九
二
四
年
八
月
の
甲
子
園
球
場
開
設
後
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
な
お
一
九
一
九
年
、
鳴
尾
の
プ
ー
ル
で
帝
国
水
友
会
主
催
の
全
国
競
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
、「
広
軌
高
速
」
の
都
市
間
電
気
鉄
道
の
パ
イ
オ
ニ
ア
か
ら
、
郊
外
住
宅
地
経
営
と
レ
ジ
ャ
ー
施
設
開
発
へ
、
阪
神
電
鉄
は
飛
躍
を
か
け
て
、
巧
み
に
変
身
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
変
身
に
は
生
活
の
健
康
化
と
田
園
趣
味
の
潮
流
が
追
風
と
な
っ
た
。
一
九
二
二
年
、
阪
神
電
鉄
社
長
三
崎
省
三
は
甲
子
園
の
開
発
を
始
め
た
。
甲
子
園
と
言
う
と
、
現
代
人
は
甲
子
園
球
場
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
が
、
当
時
甲
子
園
は
枝
川
・
申
川
廃
川
敷
地
を
中
心
と
し
た
狐
か
狸
の
里
で
あ
っ
た
。
さ
て
四
二
万
坪
以
上
の
甲
子
園
の
開
発
は
ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
た
か
。
当
時
阪
神
電
鉄
か
ら
開
発
の
技
術
的
相
談
を
う
け
た
大
屋
霊
城
は
「
二
つ
の
花
苑
都
市
建
設
に
就
い
て
」
上
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
花
苑
都
市
と
云
う
の
は
一
寸
当
た
ら
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
が
一
方
遊
園
地
を
造
っ
て
人
を
呼
び
他
方
気
持
の
い
い
住
宅
街
を
設
け
て
そ
こ
に
割
合
に
沢
山
の
人
を
住
ま
せ
一
種
の
田
園
都
市
風
に
施
設
し
よ
う
と
云
う
に
あ
る
、
…
…
茲
に
『
花
苑
都
市
』
と
云
う
言
葉
を
選
ん
だ
の
は
田
園
都
市
と
云
え
ば
社
会
政
策
的
の
意
味
の
加
わ
っ
た
所
謂
ハ
ワ
ー
ド
氏
の
ガ
ー
デ
ン
シ
チ
ー
風
に
考
え
ら
れ
る
虞
れ
が
あ
る
の
で
田
園
と
云
う
字
を
用
い
ず
又
遊
覧
都
市
と
云
へ
ば
例
え
ば
奈
良
、
京
都
の
如
き
名
所
の
遊
覧
を
以
て
人
を
集
め
こ
れ
に
よ
っ
て
立
っ
て
居
る
都
会
の
如
き
感
じ
を
与
へ
余
り
面
白
く
な
い
の
で
よ
し
た
訳
で
あ
る
。
又
花
園
都
市
と
云
っ
て
も
よ
か
ろ
う
か
と
思
う
が
花
園
と
書
く
と
花
園
（
ハ
ナ
ゾ
ノ
）
と
も
読
ま
れ
何
だ
か
固
有
名
詞
で
あ
る
よ
う
な
感
じ
も
あ
る
の
で
こ
の
苑
の
字
を
借
り
て
来
た
の
で
あ
る?19）
。
「
花
苑
都
市
」
す
な
わ
ち
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
「
田
園
都
市
的
庭
園
本
位
の
町
」
の
結
合
を
特
徴
と
し
た
郊
外
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
、
我
が
国
に
お
い
て
都
市
計
画
の
一
分
野
に
成
長
し
て
い
た
。
こ
の
背
景
に
は
明
ら
か
に
ハ
ワ
ー
ド
の
田
園
都
市
運
動
、
内
務
省
地
方
局
に
よ
る
「
花
園
農
村
」
の
構
想
の
み
な
ら
ず
、
佐
多
愛
彦
大
阪
医
科
大
学
長
・
都
市
計
画
大
阪
地
方
委
員
を
先
頭
と
し
た
大
阪
の
名
医
グ
ル
ー
プ
の
健
康
地
に
つ
い
て
の
多
彩
な
「
情
報
」
の
影
響
が
あ
っ
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
三
崎
省
三
社
長
に
よ
る
甲
子
園
開
発
は
甲
子
園
球
場
、
阪
神
パ
ー
ク
、
甲
子
園
ホ
テ
ル
、
水
族
館
、
海
水
浴
場
そ
し
て
住
宅
地
、
広
場
、
遊
戯
場
、
園
芸
場
な
ど
整
然
と
ゾ
ー
ン
ニ
ン
グ
さ
れ
た
庭
園
本
位
の
町
等
の
総
合
的
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
事
業
で
あ
っ
た
。
一
九
二
四
年
八
月
一
日
、
東
洋
一
の
甲
子
園
大
運
動
場
が
完
成
し
た
。
同
年
八
月
第
一
〇
回
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
が
、
そ
の
会
場
を
前
述
し
た
鳴
尾
か
ら
甲
子
園
に
移
し
て
開
催
さ
れ
た
。
甲
子
園
球
場
は
中
等
学
校
野
球
を
国
民
的
行
事
へ
と
発
展
さ
せ
、
甲
子
園
の
名
を
全
国
に
と
ど
ろ
か
せ
た
。
一
九
二
八
年
七
月
、
甲
子
園
住
宅
地
の
分
譲
が
始
ま
っ
た
。
狐
狸
の
里
に
出
現
し
た
「
花
苑
都
市
」
そ
の
も
の
が
有
利
な
商
品
と
な
り
、
中
産
階
級
上
層
の
人
々
に
健
康
と
安
ら
ぎ
を
提
供
し
、
新
し
い
モ
ダ
ン
な
生
活
ス
タ
イ
ル
が
つ
く
り
だ
さ
れ
た
。
郊
外
住
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宅
地
の
住
民
の
元
気
な
生
活
へ
の
欲
求
や
、
田
園
趣
味
さ
え
も
が
、
利
益
を
得
る
源
泉
と
な
り
、
沿
線
に
お
け
る
新
し
い
事
業
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
生
み
だ
し
、
私
鉄
経
営
に
投
資
の
新
し
い
機
会
を
開
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
三
章
大
阪
近
郊
の
結
核
療
養
所
と
『
松
之
浜
寺
』
「
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
と
称
さ
れ
る
大
阪
湾
岸
の
白
砂
青
松
の
景
勝
地
、
須
磨
・
浜
寺
の
結
核
療
養
所
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
極
め
て
特
徴
的
な
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ
れ
は
関
西
に
お
け
る
公
衆
衛
生
の
先
進
性
を
示
す
と
と
も
に
、
更
に
当
時
の
一
般
大
衆
の
公
衆
衛
生
の
知
識
の
貧
困
を
も
知
る
で
あ
ろ
う
。「
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
と
は
大
気
・
安
静
・
栄
養
と
い
う
療
養
の
三
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
海
岸
・
林
間
・
高
原
等
に
造
ら
れ
た
結
核
療
養
所
で
あ
る
が
、
単
に
結
核
治
療
の
一
時
的
手
段
で
は
な
く
、
一
生
涯
を
通
じ
て
行
う
べ
き
正
し
い
生
活
を
教
え
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
産
業
革
命
に
関
連
し
て
結
核
死
亡
率
は
著
し
く
上
昇
し
た
。
こ
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
国
家
的
或
い
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
慈
善
的
或
い
は
赤
十
字
事
業
と
し
て
、
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
建
築
が
進
展
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
、
ド
イ
ツ
の
み
で
も
一
〇
〇
に
達
す
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
ル
ー
ツ
は
何
時
、
誰
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
結
核
療
養
所
で
あ
ろ
う
か
。
一
八
八
七
年
、
緒
方
洪
庵
門
下
の
医
学
者
で
医
学
教
育
の
振
興
と
医
事
制
度
の
整
備
に
功
の
あ
っ
た
長
與
専
齋
が
鎌
倉
海
浜
院
を
創
設
し
た
の
が
、
最
初
の
私
立
結
核
療
養
所
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る?20）
。
し
か
し
当
時
の
日
本
人
は
未
だ
海
浜
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
の
知
識
が
無
く
、
利
用
者
は
数
少
な
い
横
浜
在
留
の
欧
米
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
経
営
は
行
き
づ
ま
り
、
海
浜
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
一
八
九
〇
年
頃
に
は
欧
米
人
の
た
め
の
ホ
テ
ル
と
し
て
の
性
質
を
増
し
、
つ
い
に
鎌
倉
海
浜
院
ホ
テ
ル
と
改
名
し
た
。
こ
の
鎌
倉
海
浜
院
に
続
い
て
、
一
八
八
九
年
、
鶴
崎
平
三
郎
兵
庫
県
立
姫
路
病
院
長
が
、
天
下
の
名
勝
の
須
磨
浦
北
東
の
海
光
ま
ぶ
し
い
鉄
拐
山
腹
に
須
磨
浦
療
病
院
を
創
立
し
た
。
鶴
崎
は
、「
ブ
レ
ー
メ
ル
・
デ
ッ
ト
ワ
イ
レ
ル
」
の
安
静
療
法
に
し
た
が
っ
て
、
治
療
に
従
事
し
た
。
こ
の
療
法
は
患
者
に
対
す
る
厳
重
な
医
師
の
医
学
的
監
視
の
下
、
空
気
療
法
、
湿
布
摩
擦
と
シ
ャ
ワ
ー
等
を
利
用
し
た
水
療
法
、
栄
養
療
法
等
を
綜
合
的
に
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
た
須
磨
海
岸
が
海
浴
場
と
し
て
好
適
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
自
ら
も
浴
し
た
の
み
な
ら
ず
、
海
水
に
よ
る
皮
膚
の
摩
擦
を
世
間
に
推
奨
し
た
。
前
年
に
は
兵
庫－
姫
路
間
に
私
鉄
山
陽
鉄
道
（
現
在
の
山
陽
本
線
の
一
端
）
が
開
通
し
た
。
山
陽
鉄
道
の
開
通
に
も
拘
わ
ら
ず
、
鎌
倉
海
浜
院
と
同
様
に
経
営
は
当
初
か
ら
困
難
を
極
め
「
株
主
の
不
平
の
声
屡
々
聞
こ
え
て
如
何
に
苦
心
焦
慮
せ
し
も
意
な
ら
ぬ
」
状
況
と
な
っ
た?21）
。
当
時
鶴
崎
は
眼
病
に
か
か
り
、
ほ
と
ん
ど
読
書
が
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
新
し
い
医
療
情
報
を
摂
取
す
る
と
と
も
に
、
病
室
の
一
間
に
妻
規
矩
子
と
と
も
に
起
居
し
て
困
苦
に
た
え
経
営
の
立
て
直
し
に
努
め
た
。
気
骨
と
信
念
の
持
ち
主
の
鶴
崎
は
、
仁
業
た
る
病
院
か
ら
営
利
主
義
を
排
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
株
式
組
織
を
解
散
す
る
と
同
時
に
極
力
資
金
を
借
り
入
れ
個
人
経
営
と
し
自
ら
院
長
と
な
っ
た
。
約
一
万
坪
の
敷
地
の
整
備
費
、
診
療
所
、
病
院
、
薬
剤
室
、
看
護
師
室
、
消
毒
室
、
炊
事
場
等
の
建
築
費
、
医
療
器
具
の
購
入
費
等
の
す
べ
て
を
自
己
資
金
で
ま
か
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
い
わ
ば
篤
志
家
の
寄
付
も
あ
っ
340
た
が
、
自
ら
借
金
を
背
負
っ
て
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
『
須
磨
浦
療
病
院
経
済
の
状
況
大
正
七
年
十
月
調
』
に
は
次
の
如
き
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
大
正
二
年
よ
り
六
年
迄
五
箇
年
平
均
を
以
て
す
れ
ば
入
院
者
一
日
平
均
四
十
二
に
し
て
入
院
料
に
依
る
一
日
収
入
金
八
拾
四
円
、
一
箇
月
二
千
五
百
二
十
円
と
な
り
、
外
来
患
者
薬
価
一
日
金
二
十
円
一
ヶ
月
六
百
円
と
な
れ
り
。
而
し
て
一
箇
月
の
経
費
は
平
均
二
千
百
円
を
要
し
、
差
引
金
一
千
二
十
円
を
余
す
も
副
院
長
手
当
交
際
費
及
夏
冬
職
員
手
当
等
を
差
引
け
ば
院
長
純
収
入
は
僅
か
に
四
百
円
に
足
ら
ず
。
是
を
以
て
年
々
建
造
物
其
他
の
設
備
を
償
却
し
、
数
年
の
後
は
全
く
廃
頽
に
至
る
べ
き
も
の
に
対
し
て
は
今
よ
り
再
築
準
備
な
か
る
可
ら
ざ
る
も
、
過
重
な
る
所
得
税
を
負
担
し
、
為
め
に
是
等
償
却
す
る
の
方
法
さ
へ
立
兼
あ
り
し
に
、
本
年
に
至
り
計
ら
ず
一
千
二
百
円
の
戦
時
利
得
税
を
賦
課
せ
ら
る
。
当
院
の
前
途
実
に
暗
澹
た
る
も
の
あ
り?22）
。
一
九
一
八
年
と
い
え
ば
須
磨
浦
療
病
院
創
立
の
時
期
か
ら
数
え
て
二
九
年
位
経
過
し
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
が
、
此
処
に
記
さ
れ
て
あ
る
病
院
経
済
は
ほ
と
ん
ど
順
調
な
経
営
を
維
持
し
え
て
い
な
い
も
の
と
し
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
私
立
結
核
療
養
所
の
経
営
自
体
の
実
態
を
垣
間
み
る
に
足
る
資
料
で
あ
ろ
う
。
戦
時
利
得
税
一
二
〇
〇
円
が
賦
課
さ
れ
る
と
、
病
院
経
営
に
ほ
と
ん
ど
余
裕
は
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
早
晩
正
岡
子
規
や
倉
田
百
三
が
診
療
を
う
け
た
全
国
的
に
著
名
な
須
磨
浦
療
病
院
も
廃
業
の
止
む
な
き
に
至
る
の
は
必
至
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
須
磨
浦
療
病
院
の
経
営
は
前
述
の
よ
う
に
当
初
か
ら
借
金
を
背
負
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
、
約
二
九
年
が
経
過
し
て
も
可
成
り
不
安
定
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
二
〇
世
紀
初
頭
の
頃
に
な
っ
て
く
る
と
、
そ
の
名
声
は
国
内
に
拡
が
り
、
全
国
か
ら
多
数
の
患
者
が
集
し
た
。
一
九
〇
二
年
、
北
は
堺
に
隣
接
し
、
西
方
一
帯
は
大
阪
湾
に
面
し
た
浜
寺
海
岸
に
、
石
神
亨
大
阪
痘
苗
製
造
所
長
・
石
神
病
院
院
長
が
結
核
療
養
所
と
し
て
石
神
病
院
浜
寺
支
院
を
開
設
し
た
。
浜
寺
も
須
磨
浦
と
並
ぶ
白
砂
青
松
の
景
勝
地
で
、
平
安
時
代
か
ら
歌
人
の
吟
に
上
り
、
高
師
浜
と
呼
ば
れ
た
。
つ
ぎ
に
簡
単
に
石
神
の
経
歴
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
石
神
亨
は
一
八
五
七
年
熊
本
県
玉
名
郡
山
北
村
に
生
ま
れ
た
。
熊
本
公
立
病
院
で
蘭
医
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
に
師
事
し
た
。
西
南
戦
争
に
参
加
し
、
医
術
開
業
の
許
可
を
と
り
、
大
阪
、
京
都
に
赴
く
も
志
成
ら
ず
帰
郷
、
一
八
七
八
年
、
熊
本
県
南
郷
に
て
南
郷
病
院
を
開
業
。
一
八
八
三
年
、
海
軍
軍
医
候
補
生
と
し
て
横
須
賀
海
軍
病
院
に
赴
任
。
一
八
八
四
年
、
東
京
病
院
（
後
の
慈
恵
大
学
附
属
病
院
）
に
転
じ
る
。
一
八
八
七
年
、
軍
艦
竜
に
乗
艦
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
航
中
、
ア
デ
レ
ー
ド
市
慈
恵
病
院
を
視
察
し
、
大
い
に
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
奉
す
る
。
彼
は
入
信
の
動
機
を
つ
ぎ
の
よ
う
な
言
葉
で
説
明
し
て
い
る
。顚
狂
院
を
参
観
し
た
が
、
患
者
の
多
数
は
施
療
に
て
又
有
料
の
も
の
も
少
な
く
な
い
…
…
金
持
ち
の
人
が
身
分
相
当
の
金
を
払
っ
て
貧
乏
な
も
の
341
公衆衛生と「花苑都市」の形成
の
助
け
を
す
る
の
は
当
然
の
話
で
は
な
い
か
と
云
わ
れ
、
余
は
一
言
を
発
し
得
ず
思
わ
ず
赤
面
し
た
…
…
今
濠
州
に
来
り
見
れ
ば
凡
て
の
道
徳
の
源
を
神
を
畏
れ
敬
い
人
を
愛
す
る
と
云
う
点
に
置
き
修
養
に
修
養
を
積
み
訓
錬
に
訓
錬
を
重
ね
て
居
る
、
故
に
動
も
す
れ
ば
放
縦
に
流
れ
易
き
こ
の
僻
遠
の
植
民
地
に
於
い
て
猶
且
斯
の
如
き
秩
序
と
斯
の
如
き
美
し
さ
を
見
る
の
で
あ
る
。
…
…
茲
に
於
い
て
遂
に
断
然
生
来
の
嗜
好
物
た
る
酒
を
止
め
一
身
を
献
げ
て
神
に
仕
へ
様
と
決
心
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
…
…?23）
。
当
時
、
我
が
国
は
上
下
を
通
じ
て
条
約
改
正
、
治
外
法
権
撤
廃
の
議
論
が
沸
騰
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
考
え
の
下
に
、
国
の
将
来
を
真
剣
に
憂
い
て
い
た
人
が
あ
る
以
上
、
も
は
や
詳
し
い
説
明
は
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
要
は
石
神
に
よ
る
自
力
で
の
結
核
療
養
所
設
立
の
基
調
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
奉
仕
の
精
神
が
確
固
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鶴
崎
と
石
神
は
と
も
に
強
い
志
を
持
つ
医
師
と
し
て
、
創
設
当
初
か
ら
そ
の
前
途
に
幾
多
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
結
核
予
防
事
業
に
敢
然
と
船
出
し
た
。
二
人
は
は
っ
き
り
と
医
学
が
何
を
為
す
べ
き
か
を
認
識
し
て
い
た
。
私
は
こ
の
あ
た
り
に
鶴
崎
と
石
神
が
海
浜
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
先
駆
者
と
な
っ
た
秘
密
を
見
る
思
い
が
す
る
。
関
西
に
お
け
る
結
核
予
防
の
第
一
人
者
で
あ
る
鶴
崎
と
石
神
に
よ
る
海
浜
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
、
結
核
治
療
や
結
核
予
防
に
関
す
る
知
識
の
普
及
に
貢
献
し
、
須
磨
、
浜
寺
が
我
が
国
の
結
核
治
療
の
重
要
な
拠
点
と
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
直
ち
に
大
き
な
誹
謗
、
中
傷
を
呼
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
そ
れ
が
尖
鋭
な
形
を
と
っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
登
場
し
て
き
た
の
は
、
一
九
〇
四
年
、
吉
弘
白
眼
『
松
之
浜
寺
』（
吉
岡
宝
文
館
）
の
出
版
で
あ
る
。
吉
弘
は
土
佐
の
人
、
中
江
兆
民
の
弟
子
筋
に
あ
た
る
と
い
う
。
当
時
、
浜
寺
に
住
み
本
書
を
執
筆
し
た
。
彼
が
主
筆
で
あ
っ
た
『
大
阪
日
日
新
聞
』（
夕
刊
）
は
暴
露
記
事
を
売
り
物
と
し
て
い
た
。
関
西
経
済
界
革
新
の
一
方
の
旗
頭
で
あ
っ
た
、
岩
下
清
周
北
浜
銀
行
頭
取
の
北
浜
事
件
に
よ
る
失
脚
は
、
吉
弘
に
よ
る
『
大
阪
日
日
新
聞
』
を
使
っ
た
攻
撃
の
結
果
で
あ
っ
た
。
高
崎
親
章
大
阪
府
知
事
、
土
居
通
夫
商
業
会
議
所
会
頭
、
山
下
重
威
衆
議
院
議
員
、
三
谷
軌
秀
府
会
議
長
、
日
野
国
明
市
会
議
長
等
の
名
士
た
ち
が
『
松
之
浜
寺
』
に
序
文
を
寄
せ
た
。
彼
は
「
南
海
鉄
道
は
花
鳥
風
月
の
使
者
な
り
」
と
い
う
言
葉
で
は
じ
ま
る
美
文
調
の
文
章
を
も
っ
て
、
観
光
鉄
道
と
し
て
の
南
海
鉄
道
を
印
象
づ
け
る
と
と
も
に
「（
浜
寺
）
公
園
保
護
」
と
「
浜
寺
全
体
の
繁
栄
」
策
を
明
ら
か
に
し
た
。
だ
が
し
か
し
こ
の
書
の
最
大
の
特
色
は
た
ん
な
る
観
光
案
内
と
振
興
の
書
の
類
で
は
な
く
、
都
市
政
策
的
視
点
か
ら
郊
外
生
活
を
評
価
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
田
園
都
市
構
想
の
先
駆
的
書
物
が
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
一
八
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
エ
ベ
ネ
ザ
ー
・
ハ
ワ
ー
ド
の
著
書
で
あ
る
。
こ
の
魅
力
的
な
書
物
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
松
之
浜
寺
』
に
お
い
て
「
田
園
生
活
を
営
め
る
沈
着
の
世
界
」
を
推
賞
し
た
と
し
て
も
、
ハ
ワ
ー
ド
の
田
園
都
市
論
か
ら
の
直
接
的
影
響
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、『
松
之
浜
寺
』
は
都
市
環
境
の
悪
化
対
策
上
か
ら
田
園
生
活
と
公
園
の
活
用
を
独
自
に
論
じ
た
書
物
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
同
書
は
都
市
政
策
的
視
点
か
ら
煤
煙
に
よ
る
大
気
汚
染
の
害
を
こ
う
む
っ
て
い
た
大
阪
市
民
に
郊
外
生
活
の
利
益
を
説
明
し
た
一
種
の
経
世
論
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
く
考
え
来
342
れ
ば
こ
の
時
期
す
で
に
大
阪
市
民
の
間
に
田
園
生
活
へ
の
憧
れ
や
、
田
園
趣
味
が
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
吉
弘
が
い
か
に
郊
外
電
車
の
完
備
と
堺
、
浜
寺
へ
の
水
道
供
給
を
説
き
、
い
か
に
こ
れ
を
大
阪
市
に
勧
告
し
よ
う
と
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
須
磨
、
浜
寺
の
二
つ
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
へ
の
誹
謗
、
中
傷
の
文
章
を
読
む
か
ぎ
り
で
は
、
ど
う
し
て
吉
弘
が
自
ら
の
立
場
を
「
社
会
主
義
的
天
職
」
と
言
う
の
か
ま
る
で
わ
か
ら
な
い?24）
。
須
磨
に
て
鶏
卵
を
購
う
は
極
め
て
危
険
な
り
、
何
と
な
れ
ば
須
磨
の
家
鶏
は
大
抵
其
来
り
て
病
を
養
え
る
多
数
肺
病
者
の
吐
棄
し
た
る
腫
液
を
食
へ
る
処
あ
れ
ば
其
の
鶏
卵
は
絶
好
の
肺
病
伝
染
の
媒
介
物
な
れ
ば
な
り
…
…
実
に
須
磨
は
海
に
急
潮
悪
魚
の
危
険
あ
り
、
陸
に
肺
結
核
菌
の
充
満
せ
る
危
険
あ
り
…
…
然
ら
ば
浜
寺
の
地
も
亦
た
早
晩
此
等
の
伝
染
病
者
に
占
領
せ
ら
れ
て
、
音
に
名
高
き
高
石
の
浜
も
不
健
地
と
為
る
の
虞
な
き
か
…
…
今
日
の
浜
寺
に
石
神
病
院
あ
る
は
慥
か
に
痛
心
す
べ
き
白
避
の
微
瑕
な
り
。
仝
病
院
は
比
較
的
設
備
の
完
全
を
以
て
病
毒
を
他
に
伝
播
せ
し
め
ざ
る
注
意
に
遺
算
な
き
を
期
す
る
と
は
雖
も
、
其
の
収
容
せ
る
患
者
の
園
内
を
散
歩
し
て
不
用
意
に
喀
啖
を
吐
き
棄
て
、
或
い
は
松
林
に
憩
い
、
或
い
は
海
浜
を
逍
遙
す
る
を
禁
止
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
な
る
べ
し
。
…
…
故
に
浜
寺
の
為
に
謀
り
て
石
神
病
院
の
他
に
移
転
す
る
を
希
望
す
る
こ
と
は
常
情
な
ら
ん
も
吾
人
は
仝
病
院
長
の
人
格
を
信
じ
て
、
暫
ら
く
移
転
を
主
張
せ
ず
し
て
、
収
容
患
者
外
出
の
際
に
於
け
る
予
防
法
を
励
行
せ
ん
こ
と
を
切
望
し
て
已
ま
ず?25）
、
『
松
之
浜
寺
』
に
描
か
れ
た
吉
弘
の
言
葉
に
は
、
公
園
や
電
車
内
で
の
喀
痰
を
極
度
に
恐
れ
て
い
た
当
時
の
社
会
状
況
が
反
映
し
て
い
る
。『
松
之
浜
寺
』
が
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
に
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
社
会
に
お
け
る
公
衆
衛
生
の
知
識
の
欠
如
と
マ
ナ
ー
の
貧
困
が
あ
っ
た
。
大
阪
医
学
界
や
医
師
界
に
と
っ
て
は
、
前
述
し
た
如
き
官
に
よ
る
「
肺
結
核
予
防
細
則
」
の
発
令
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
し
い
民
間
の
結
核
予
防
の
た
め
の
啓
蒙
機
関
の
創
設
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
石
神
、
佐
多
、
緒
方
、
高
安
等
の
名
医
グ
ル
ー
プ
が
先
頭
に
立
っ
て
、
一
九
一
三
年
二
月
、
大
阪
結
核
予
防
会
を
設
立
し
た
の
も
、
極
め
て
理
由
の
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。
大
阪
結
核
予
防
会
は
翌
三
月
、
大
久
保
利
武
大
阪
府
知
事
に
対
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
建
議
書
を
提
出
し
た
。
明
治
三
十
七
年
四
月
大
阪
府
令
第
三
十
七
号
肺
結
核
予
防
細
則
第
一
条
に
於
て
、
唾
壺
を
備
付
く
べ
き
個
所
を
規
定
相
成
候
処
其
中
に
公
園
地
及
び
電
車
内
の
二
項
目
な
き
事
は
今
日
の
時
勢
に
照
ら
し
結
核
予
防
上
大
な
る
欠
陥
に
有
之
候
様
被
考
察
候
。
就
て
は
同
細
則
第
一
条
に
右
二
項
目
を
御
追
加
の
詮
議
相
成
度
本
会
の
決
議
に
基
き
建
議
仕
候
也?26）
。
大
阪
結
核
予
防
会
の
会
長
に
は
大
久
保
利
武
大
阪
府
知
事
が
就
任
し
、
事
業
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
一
?
結
核
予
防
を
目
的
と
し
た
出
版
、
343
公衆衛生と「花苑都市」の形成
講
演
等
に
よ
る
啓
蒙
活
動
。
二
?
市
内
ス
ラ
ム
街
の
結
核
患
者
の
調
査
。
三
?
小
、
中
、
女
学
校
等
を
対
象
と
し
た
健
康
教
育
。
ま
た
一
九
一
三
年
に
は
、
日
本
結
核
予
防
協
会
が
発
足
し
、
同
年
、
国
際
結
核
予
防
協
会
に
も
加
盟
し
て
い
る
。
す
で
に
一
九
〇
九
年
、
開
院
し
て
い
た
日
本
赤
十
字
社
大
阪
支
部
病
院
は
、
同
年
、
大
阪
結
核
療
養
所
新
設
を
計
画
し
た
。
大
久
保
大
阪
結
核
予
防
会
会
長
に
よ
る
結
核
予
防
施
設
の
調
査
立
案
の
依
頼
を
う
け
て
、
た
だ
ち
に
石
神
常
務
理
事
が
専
任
で
調
査
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
医
療
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
重
症
患
者
の
隔
離
療
養
を
目
的
と
し
た
結
核
患
者
療
養
所
の
設
置
が
決
め
ら
れ
た
。
大
阪
結
核
予
防
会
直
属
の
結
核
患
者
療
養
所
は
翌
一
九
一
四
年
に
開
設
さ
れ
、
貧
困
の
重
症
結
核
患
者
を
収
容
し
施
療
し
た
。
問
題
は
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
大
阪
は
結
核
予
防
に
お
い
て
、
全
国
都
市
の
中
で
も
最
も
先
進
的
な
都
市
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
場
合
の
大
き
な
理
由
は
、
既
に
み
た
如
き
石
神－
佐
多－
緒
方－
高
安
の
線
に
連
な
る
大
阪
の
名
医
グ
ル
ー
プ
の
卓
越
し
た
指
導
性
に
あ
る
。
一
九
一
五
年
、
内
務
大
臣
は
大
阪
市
に
対
し
て
全
国
に
先
ん
じ
て
、
公
立
の
結
核
療
養
所
（
市
立
刀
根
山
病
院
）
の
設
立
を
命
じ
た
。
当
時
は
第
一
次
世
界
大
戦
当
初
の
経
済
界
の
不
況
時
代
で
あ
り
、
従
っ
て
市
財
政
も
豊
か
で
は
な
く
、
三
五
〇
人
も
収
容
す
る
療
養
施
設
設
置
は
、
仮
令
国
庫
補
助
が
あ
る
に
せ
よ
容
易
な
事
で
は
な
か
っ
た
。
関
一
助
役
は
敢
然
と
時
の
池
上
市
長
を
助
け
て
こ
の
創
立
委
員
会
を
組
織
し
、
佐
多
愛
彦
等
斯
界
の
第
一
人
者
の
専
門
家
を
委
員
と
し
、
自
ら
そ
の
会
長
と
な
り
、
調
査
研
究
に
努
め
た
。
大
阪
市
立
刀
根
山
病
院
は
か
く
て
我
が
国
結
核
予
防
法
に
よ
る
最
初
の
公
立
療
養
所
と
し
て
、
箕
有
電
軌
（
現
阪
急
電
鉄
）
沿
線
蛍
ヶ
池
の
東
刀
根
山
丘
陵
に
設
立
さ
れ
、
一
九
一
七
年
九
月
二
〇
日
、
事
業
を
開
始
し
た
。
刀
根
山
病
院
の
設
立
は
、
本
質
的
に
は
関－
佐
多
に
よ
る
病
院
構
想
の
理
想
の
中
か
ら
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
特
に
こ
の
病
院
の
特
徴
と
し
て
現
れ
て
い
た
も
の
は
、「
治
療
に
の
み
着
眼
せ
ず
、
研
究
に
も
重
き
を
置
き
、
研
究
室
の
設
備
、
試
験
動
物
室
の
附
設
等
殆
ど
一
個
の
結
核
研
究
治
療
院
の
理
想
を
実
現?27）
」
し
た
こ
と
で
あ
る
。
刀
根
山
病
院
は
研
究
設
備
だ
け
で
は
な
く
、
病
室
の
暖
房
設
備
も
時
代
の
尖
端
を
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
で
は
、
無
料
、
お
仕
着
せ
の
病
人
を
収
容
す
る
病
院
に
暖
房
設
備
な
ど
は
贅
沢
の
極
み
だ
と
、
市
会
は
も
と
よ
り
、
理
事
者
も
そ
う
考
え
て
い
た
。
し
か
し
佐
多
が
、「
現
代
暖
房
な
き
病
室
は
病
室
で
は
な
い
」
と
主
張
し
、
関
助
役
や
天
野
府
衛
生
課
長
も
こ
れ
を
支
持
し
た
の
で
、
暖
房
設
置
が
実
現
し
た
と
い
う?28）
。
こ
の
件
を
語
る
有
馬
頼
吉
の
文
章
で
は
、
更
に
佐
多
の
主
張－
医
師
所
長
制
の
こ
と
に
も
ふ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
二
〇
世
紀
初
頭
、
未
だ
官
尊
民
卑
の
思
想
が
主
流
で
あ
っ
た
社
会
の
中
に
お
い
て
考
え
て
み
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
関
助
役
や
佐
多
大
阪
医
科
大
学
長
等
の
病
院
構
想
が
ど
ん
な
に
革
新
性
を
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
説
明
を
く
り
返
す
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
二
〇
世
紀
初
頭
、
大
阪
湾
沿
岸
及
び
大
阪
近
郊
に
お
け
る
結
核
療
養
所
の
設
立
は
、
こ
れ
を
単
純
に
地
域
の
結
核
予
防
対
策
の
表
象
と
し
て
片
付
け
て
し
ま
う
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
「
大
阪
の
空
気
は
東
京
よ
り
も
遥
か
に
自
由
で
あ
っ
て
経
済
上
の
活
動
力
は
東
京
は
大
阪
に
及
ば
な
い
」（
関
一
「
大
阪
の
現
在
及
将
来
」『
大
阪
文
化
史
』、
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
一
九
二
五
年
）
と
言
い
切
っ
た
関
大
阪
市
長
と
、
大
阪
の
名
医
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
大
阪
市
民
の
自
治
精
神
344
の
発
露
で
あ
っ
た
し
、
衛
生
自
治
の
基
盤
の
形
成
の
客
観
的
条
件
で
も
あ
っ
た
。
む
す
び
一
九
一
九
年
の
道
庁
府
県
肺
結
核
死
亡
比
例
表
に
よ
る
と
、
各
道
庁
府
県
に
お
け
る
「
人
口
一
万
ニ
付
肺
結
核
死
亡
率
」
の
第
一
位
か
ら
第
四
位
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
位
東
京
三
一
・
二
、
二
位
神
奈
川
二
三
・
八
、
三
位
京
都
二
二
・
〇
、
四
位
大
阪
二
一
・
八?29）
。
一
九
一
九
年
は
我
が
国
初
の
結
核
予
防
法
公
布
の
年
で
あ
る
。
当
時
燎
原
の
火
の
よ
う
に
広
が
る
結
核
患
者
の
増
加
と
死
亡
率
の
上
昇
に
直
面
し
て
い
た
大
阪
市
は
、
関
一
助
役－
佐
多
愛
彦
都
市
計
画
大
阪
地
方
委
員
等
を
先
頭
に
「
田
園
都
市
」「
花
園
農
村
」「
郊
外
の
健
康
地
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
、
公
衆
衛
生＝
結
核
予
防
と
一
つ
に
な
っ
た
総
合
的
な
都
市
空
間
の
「
衛
生
化
」
構
想
を
推
進
し
て
い
た
。
従
来
、
我
が
国
の
学
界
で
は
初
め
て
の
田
園
都
市
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
に
象
徴
さ
れ
る
田
園
都
市
運
動
が
我
が
国
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
様
々
な
領
域
の
研
究
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
再
び
く
り
返
す
と
、
拙
稿
が
明
ら
か
に
し
た
如
き
、
公
衆
衛
生
と
田
園
都
市
と
の
結
合
と
い
う
枠
組
み
で
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
結
核
予
防
、
環
境
共
生
な
ど
の
側
面
か
ら
大
都
市
圏
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
再
評
価
し
た
研
究
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
公
衆
衛
生
と
都
市
環
境
相
互
の
間
に
お
け
る
つ
な
が
り
は
、
拙
稿
が
示
し
た
よ
う
な
方
向
で
深
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
具
体
的
な
相
を
、
一
層
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
公
衆
衛
生
と
結
び
つ
い
た
都
市
と
郊
外
居
住
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
な
お
考
察
す
べ
き
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
他
日
、
あ
ら
た
め
て
課
題
を
深
く
考
え
発
表
す
る
機
会
を
え
た
い
。
本
稿
は
二
〇
〇
七
年
三
月
一
七
日
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
に
お
け
る
私
の
報
告－
「
我
国
に
お
け
る
田
園
都
市
と
公
衆
衛
生－
結
核
予
防
対
策
を
中
心
と
し
て
」
を
、
大
幅
に
増
補
改
訂
し
て
作
成
し
た
。
あ
ら
た
め
て
同
共
同
研
究
会
か
ら
、
論
文
の
構
想
を
た
て
る
自
由
と
機
会
、
そ
し
て
刺
戟
を
お
与
え
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
坂
口
診
療
所
坂
口
知
香
子
先
生
か
ら
数
多
く
の
資
料
の
提
供
を
受
け
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
。
凡
例
一
?
用
字
・
用
語
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
、
現
代
仮
名
づ
か
い
を
用
い
た
。
二
?
年
号
は
原
則
と
し
て
、
西
暦
と
し
た
。
注?１
）
ル
イ
ス
・
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
「
田
園
都
市
理
念
と
現
代
の
計
画
」、
Ｅ
・
ハ
ワ
ー
ド
、
長
素
連
訳
『
明
日
の
田
園
都
市
』、
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
六
八
年
、
五
五
頁
。
?２
）
竹
村
民
郎
『
笑
楽
の
系
譜－
都
市
と
余
暇
文
化
』、
同
文
館
出
版
、
一
九
九
六
年
、
竹
村
民
郎
『
大
正
文
化
帝
国
の
ユ
ー
ト
ピ
ア－
世
界
史
の
転
換
期
と
大
衆
消
費
社
会
の
形
成
』、
三
元
社
、
二
〇
〇
四
年
、
竹
村
民
郎
・
鈴
木
貞
美
共
編
『
関
西
モ
ダ
ニ
ズ
ム
再
考
』、
思
文
閣
、
二
〇
〇
八
年
を
参
考
に
さ
れ
345
公衆衛生と「花苑都市」の形成
た
い
。
?３
）
Ｌ
・
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
『
都
市
の
文
化
』
下
巻
、
生
田
勉
、
森
田
茂
介
訳
丸
善
株
式
会
社
、
一
九
五
五
年
、
四
七
一
頁
。
?４
）
関
一
『
住
宅
問
題
と
都
市
計
画
』、
神
戸
都
市
問
題
研
究
所
編
『
地
方
自
治
古
典
叢
書
』
６
、
学
陽
書
房
、
一
九
九
二
年
、
二
六
六
〜
二
六
七
頁
。
?５
）
山
上
正
厚
「
秀
逸
第
二
席
懸
賞
論
文
大
大
阪
の
建
設
に
就
い
て
」『
大
大
阪
』
第
三
巻
第
六
号
、
一
九
二
七
年
、
二
八
〜
二
九
頁
。
?６
）
新
修
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
修
大
阪
市
史
』
第
七
巻
、
大
阪
市
、
一
九
九
四
年
、
一
七
頁
、
三
六
頁
。
?７
）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
一
四
年
六
月
二
六
日
付
。
?８
）
小
松
良
夫
『
結
核－
日
本
近
代
史
の
裏
側
』、
清
風
堂
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
四
〇
頁
。
?９
）
佐
多
愛
彦
「
都
市
と
田
園
附
市
外
生
活
の
幸
福
」
高
田
兼
吉
編
『
市
外
居
住
の
す
ゝ
め
』
高
田
兼
吉
、
一
九
〇
八
年
、
一
三
〜
二
一
頁
。
?10
）
緒
方
銈
次
郎
「
住
居
撰
定
の
条
件
」
前
掲
書
、
八
一
〜
八
三
頁
。
?11
）
堀
見
克
礼
「
市
外
居
住
に
就
て
の
希
望
」
前
掲
書
、
一
六
〇
頁
。
?12
）
高
安
道
成
「
市
外
居
住
の
利
益
」
前
掲
書
、
七
九
頁
。
?13
）
石
本
美
佐
保
『
メ
モ
ワ
ー
ル
・
近
く
て
遠
い
八
〇
年
』、
岩
波
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
信
山
社
、
一
九
八
四
年
、
六
頁
。
?14
）
鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
』、
作
品
社
、
二
〇
〇
七
年
、
三
六
四
頁
。
?15
）
『
郊
外
生
活
』
第
一
巻
第
一
号
、
阪
神
電
気
鉄
道
株
式
会
社
、
一
九
一
四
年
、
九
〜
一
一
頁
。
?16
）
山
下
惣
一
『
身
土
不
二
の
探
究
』、
創
森
社
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
七
頁
。
?17
）
柳
田
誠
二
郎
『
岡
田
式
静
坐
の
道
』、
地
湧
社
、
一
九
八
四
年
、
八
九
頁
。
?18
）
日
本
経
営
史
研
究
所
編
『
阪
神
電
気
鉄
道
百
年
史
』、
阪
神
電
気
鉄
道
、
二
〇
〇
五
年
、
九
二
〜
九
三
頁
。
?19
）
『
建
築
と
社
会
』
第
九
集
第
一
二
号
、
日
本
建
築
協
会
、
一
九
二
六
年
、
二
三
頁
。
?20
）
福
田
眞
人
『
結
核
の
文
化
史－
近
代
日
本
に
お
け
る
病
の
イ
メ
ー
ジ
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、
二
五
一
頁
。
?21
）
鶴
崎
範
太
郎
・
鶴
崎
隆
一
『
須
磨
浦
病
院
創
立
一
〇
〇
年
』、
須
磨
浦
病
院
、
一
九
八
九
年
、
二
七
頁
。
?22
）
前
掲
書
、
一
五
六
頁
。
?23
）
石
神
研
究
所
同
窓
会
編
『
故
石
神
亨
紀
念
誌
』、
石
神
研
究
所
同
窓
会
、
一
九
二
一
年
、
七
七
〜
八
〇
頁
。
?24
）
吉
弘
白
眼
『
松
之
浜
寺
』、
吉
岡
宝
文
館
、
一
九
〇
四
年
、
二
一
〇
頁
。
?25
）
前
掲
書
、
一
〇
五
｜
一
〇
六
頁
、
一
一
三
〜
一
一
五
頁
。
?26
）
村
上
栄
次
編
『
大
阪
衛
生
百
年
史－
大
阪
府
衛
生
会
・
健
康
の
里
の
軌
跡
－
』
上
巻
、
大
阪
府
衛
生
会
、
一
九
九
四
年
、
二
八
〇
頁
。
?27
）
高
梨
光
司
『
佐
多
愛
彦
先
生
伝
』
佐
多
愛
彦
先
生
古
稀
寿
祝
賀
記
念
事
業
会
、
一
九
四
〇
年
、
四
二
五
頁
。
?28
）
有
馬
頼
吉
「
懐
旧
」
大
阪
市
立
刀
根
山
病
院
編
『
昭
和
十
二
年
大
阪
市
立
刀
根
山
病
院
二
十
年
史
』、
大
阪
市
立
刀
根
山
病
院
、
四
頁
、
所
収
。
?29
）
大
原
社
会
問
題
研
究
所
『
日
本
社
会
衛
生
年
鑑
』（
大
正
十
一
年
）、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
、
一
九
二
三
年
。
346
 Shidan was hardly used for elementary education after the late Meiji era.
After this, children who were educated for local history by use of Shidan started to organize
 
gatherings of Shidan“Shidankai”史談会 at various places.
In Shidankai, large number of amateur historians have been studying their local history by
 
use of public libraries and museums since then. Therefore, the activities were as an important
 
role for the basis of Japanese local history.
After the Taisho? era, essays for religious stories, statements of celebrities were not identified
 
as Shidan and publications of Shidankai became a major role of their expressions.
In addition to that, biographies and memoirs have also joined major examples of Shidan
 
genre since the Sho?wa era.
In conclusion, Shidan was used to be one of the genres of Bungaku文学； broad sense of lit-
erature which includes not only itself but also history, rhetoric and lecture.
However, due to policy modification of the government, it had been excluded from a major
 
genre of the literature such as history and literature itself since the Taisho? era.
That was just the time that a concept of“Bungaku”； broadly defined literature have been
 
changed on the large scale.
Public Health and the Formation of the“Garden City”:
The Connection with Tuberculosis Prevention in Modern Osaka
 
TAKEMURA Tamio
(Former Professor of Osaka Industrial University)
Key Words； PUBLIC HEALTH, GARDEN CITIES, TUBERCULOSIS PREVENTION, HANSHIN ELECTRIC RAILWAY, SUBUR-
BAN HOUSING, CURATIVE THOUGHT, GARDEN ENTHUSIASTS, TUBERCULOSIS CONVALESCENCE CEN-
TERS, NANKAI ELECTRIC RAILWAY, SMOKE CITIES
 
The influence of Ebenezer Howard’s“Garden City”movement on the formation of Japan’s own
 
garden city culture as well as its connection with public health has yet to be held up to aca-
demic scrutiny. Thus, the unique logic of the Japanese garden city model and its relation with
 
the contemporaneous tuberculosis prevention measures has not received due scholarly attention.
This paper will make a study of the period of Mayor Seki’s term in Osaka during the early
20?century when city planning started to become prominent. By approaching the problem
 
from the perspective of tuberculosis prevention within the structure of what came to be called
 
the formation of“Garden Cities”it is hoped to situate the garden cities of the Kansai region
 
within the context of the social history of modern Japanese cities. From this perspective, in the
 
interests of scholarly convenience this article will limit the object of analysis in the following
 
way:First, the general contours of public health in Osaka will not be discussed, but rather the
 
focus will be placed primarily on the connection with public health and the formation of public
 
housing in the Hanshin area. Secondly, this paper will treat the various issues thought to have
 
had a large influence on tuberculosis prevention within public health policy.
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 composition, the dramas as a medium functioned to reflect and constitute the reality of a soci-
ety. It was assumed that the middle-and lower-class people are the main members of the soci-
ety.
Moreover, this assumption was not only seen in the dramas, but also applied to other types
 
of arts such as novels, joruri, and so on.
The complicated mixture of dramas and social improvement theory brought a change in the
 
arguments of dramas. It used to be said that stories of“kanzen-choaku”, morality plays were
 
idealistic in dramas； however, in social improvement theory, these stories were regarded as out
-dated. It was claimed that dramas which deal with democracy are far more appropriate in a
 
civilized society.
A drama play“Toueizan Noufu no Negaisho”staged in 1884was a good example which
 
corresponded to the above-mentioned argument, and was intertwined with the theory of democ-
racy in relation to the symbolic image of“gimin,”people who fought for their social justice
 
during the peasant uprisings.
Significance and interpretation of the play were based on the composition which tied the
 
media and the society. There were two different interpretations. The one is that the drama
 
was positively remarked as a proper work for the civilized society. It was interpreted as an
 
allegory of the movement for democratic rights. On the other hand, it was negatively seen as
 
old-fashioned when it was interpreted with the framework of the traditional stories of“gimin-
mono.”
In the latter case, criticism toward the author came to the foreground as it was seen in the
 
composition of media and a society.
Shidan 史談 in the Meiji Era and the Readers
 
MENO Yuki
(Kokushikan University, Tokyo, Japan)
Key Words；“SHIDAN”, HISTORY, O¯TSUKI BANKEI 大槻磐渓（1801-1878）, ELEMENTARY EDUCATION, LOCAL HISTORY,
JAPANESE HISTORY,“SHIDANKAI”史談会,“BUNGAKU”BROADLY DEFINED, THE LITERATURE OF THE
 
MEIJI ERA
 
A textbook“Shidan”for elementary education had been widely utilized before the middle of
 
the Meiji era. So far as pedagogy is concerned, the term Shidan can be defined as local his-
tory, historical geology and biographical writings for their landed class.
Meanwhile, the Japanese medieval and modern history Kinko Shidan, a collection of short
 
essays, written by a Dutch scholar O¯tsuki Bankei 大槻磐渓（1801-1878）at the end of the Edo
 
era has been beloved by wide variety of readers since the Meiji era regardless of the genera-
tions.
Kinko Shidan was used as a textbook for history and classical Chinese education since it
 
was so beautiful and concise.
Besides, essays for religious stories, statements of celebrities and history discussions were
 
considered as a different genre Shidan during the Meiji era.
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SUMMARY
 ments became the setting for the study of religion-the study of which in Europe was relegated
 
to schools of theology. It was in this fashion that Japan came to create a system that differed
 
for the organization of the liberal arts in Western countries. This system spread, along with
 
Japanese imperialism, to Taiwan and the Korean peninsula during the first half of the twenti-
eth century. Likewise, Chinese students who studied abroad in Japan carried it home to the
 
Asian continent.
Today, when the global environment has become a major concern, there is greater need than
 
ever to carefully and prudently rethink our modern intellectual systems, along with the special
 
characteristics of modernity in East Asia, in order to construct a body of scholarship that
 
reflects the necessities of the twenty-first century. That is the reason why I am calling for a
 
conceptualization of the academic arts as they are practiced in East Asia and for research into
 
the history of their construction in the past.
The Origins of Fin-de-Sie?cle Romantic Literature:
From Sentimental Romances to Fiction
 
Leith MORTON
(University: Tokyo Institute of Technology, Tokyo, Japan)
Key Words； SENTIMENTAL LITERATURE, ROMANCE, NINJOBON, TAMENAGA SHUNSUI, KYOKU SANJIN, REN’AI
 
This study examines the genre of Ninjobon or sentimental fiction in order to reassess the
 
genre and classification of writing on romantic love in premodern and Meiji literature. By
 
reading selected examples of famous Ninjobon the study demonstrates the need to reassess the
 
notion that romantic fiction emerged in the late 19??century as Japan underwent moderniza-
tion.
Dramas Reflect and Constitute Reality:Mixture of Dramas, Civilization Theory,
Social Improvement Theory and a Demand for Democratic Rights in Meiji 10’s
 
YOSHIOKA Ryo
(Tomakomai National College of Technology, Tomakomai, Japan)
Key Words；MEIJI, GENRE, DRAMA, CIVILIZATION THEORY, SOCIAL IMPROVEMENT THEORY, DEMAND FOR DEMO-
CRATIC RIGHTS
 
In order to reconsider the process of organizing a drama genre from a new perspective, this
 
paper clarifies the specific aspects of the discussions on how the dramas in the second decade
 
of the Meiji Era (1877-1887)and the various fields such as civilization theory, social improve-
ment theory, and a demand for democratic rights was intermingled, and the schema that ena-
bled these fields to blend in.
There was a common composition to connect the media and a society. According to the
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 research in an across-the-board reformulation of the way we think about knowledge in the
 
arts and sciences. To engage in research on the history of concepts is to shed light on how
 
those histories have been constructed and rewritten within the context of relationships of
 
power and shifts in values. This is to engage in a synthesis of both structural and historical
 
research across all fields. In doing so, each of us comes to understand and appreciate the
 
meaning of his and her individual efforts within the framework of this larger movement
 
toward synthesis.
This type of research demonstrates its particular effectiveness in the area of East Asian
 
Studies-a fact that provides yet another rationale for our pioneering in research on cultural
 
studies. From ancient to modern times, the history of the arts and scholarship in East Asia
 
derived from basic patterns of organization generated in China and that were completely differ-
ent from those created in Europe. In turn, these patterns developed their own individual em-
phases on the Korean peninsula or in Japan. Prior to the nineteenth century, or before Western
 
religion and learning were transmitted to Asia in a major way, this indigenous framework was
 
not significantly altered by the influx of thinking from the West. However, things began to
 
change, starting from when Protestant missionaries and young Chinese intellectuals working in
 
tandem in Shanghai around the middle of the nineteenth century began to translate Western
 
knowledge into Chinese and make it readily available. No sooner were these new ideas trans-
mitted to Japan than the process of reworking the traditional organization of ideas began in
 
Japan. By employing the Neo-Confucian concept of 天理/tian-li or natural law, Confucianists
 
in Japan such as Sakuma Sho?zan, etc. began introducing Western scientific technology to
 
Japan. Just as the introduction and local manufacture of the cannon became the starting point
 
for importation of Western science and technology, in a similar way traditional Asian concepts
 
served as receptors or building blocks for introducing Western concepts and ideas. Eventually
 
these receptors or building blocks were reconstructed into a new edifice that separated natural
 
history from the liberal arts and social sciences. In that reconstructive process, differences in
 
the local cultural terrain and the local system of values-as well as certain historical conditions
-came to play a decisive role.
This dramatic change is illustrated, for example, in the restructuring of the concept of litera-
ture, or what is called 文学/bungaku in Japan. The modern Chinese literary pioneer Lu Xun
 
declared in 門外文談 (Menwai wentan, 1934；English trans.An Outsider’s Chats about Written
 
Language, 2001) that“...文学/wenxue today is not that of the Analects of Confucius ... rather it
 
is what the Japanese mean by the term 文学/bungaku when they used it to translate the Eng-
lish word“literature.”Or to cite another example: not until the Meiji period did anyone in
 
Japan refer to Japanese waka poetry and monogatari fiction as bungaku. The application of the
 
term literature/bungaku to these types of traditional linguistic arts points to the emergence of
 
a new conceptual system.
Note, moreover, that because literature and the arts in Japan did not experience the Renais-
sance that rose in Europe in revolt against the spiritual authority of the Church, they were not
 
colored by the influence of Greco-Roman classicism as in the case of the European writers
 
working during and after the Renaissance. Instead, Japanese art and literature took on the
 
hues and touches of ancient Shinto myths, Confucianist ideas, and Buddhist images. Likewise,
just as the Department of Philosophy in the Faculty of Letters of a typical Japanese university
 
became the site for the teaching and study of humanities, it also happened that such depart-
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 A Study on the Life of Makiko Hitotsuyanagi
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Makiko Hitotsuyanagi was born in 1884as a daughter of Viscount Suenori Hitotsuyanagi. She
 
was educated at missionary Kindergarten, elementary school, which attached Women’s normal
 
school, high school, which attached Women’s normal school and Kobe college. Moreover, she
 
went to America to study English in 1909. She was baptized a Christian while her Bryn Mawr
 
College pre-school days. Although she enrolled in Bryn Mawr College, she left soon because of
 
some reasons. After that, Makiko helped Miss Alice Mabel Bacon who was Makiko’s English
 
teacher at a high school. While living with Miss Bacon, received the news of Suenori’s bad ill,
and came back to Japan. In addition, she met William Merrell Vories who designed elder
 
brother, Keizo’s house. Makiko was in love with Merrell. Makiko moved to Omi-hachiman for
 
her marriage. Merrell did social work such as YMCA, sanatorium, preaching the gospel. Maki-
ko also did educational work in Omi-hachiman and Karuizawa.
Histories of Concepts and Conceptual Systems in East Asia:
A Methodological Proposal
 
SUZUKI Sadami
(International Research Center for Japanese Studies, Kyoto, Japan)
Key Words； CONCEPTUAL SYSTEMS, ANALYTICAL FRAMEWORK, CONCEPTUAL HISTORY, THE ARTS AND SCIENCES,
SHIFTS IN VALUES, A SYNTHESIS OF BOTH STRUCTURAL AND HISTORICAL RESEARCH, EAST ASIAN
 
STUDIES, CULTURAL STUDIES
 
To ignore the ways in which concepts change over time is to fall into the error of projecting
 
the meaning of today’s concepts on the same terms without an understanding of how they
 
were used in the past. In doing so we repeatedly run the risk of deluding ourselves by impos-
ing the analytical framework of our contemporary ideas on the past. Consequently, the study
 
of conceptual history is an indispensable fundament of all scholarship. Furthermore, it enables
 
us to overturn theories that commingle and confuse today’s concepts with those of the past
 
and lead us to think we are being highly analytical. Such is the beginning of truly new
 
research into cultural histories.
The study of conceptual histories often ends up being little more than the pursuit of how a
 
single concept has undergone change over time. It is all too easy for such research to become
 
simply the elucidation of the relativistic status of a body of knowledge in this or that histori-
cal period.
Therefore, I am proposing the importance of joint efforts and the methodology of joint
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 oeuvre deals with some aspect or other of religion and belief. In addition, Hearn was not only
 
an interpreter of Japan, but also a religious thinker in his own right. Throughout his writings
 
on Buddhism Hearn compares Buddhist philosophy with the natural scientific thought of Her-
bert Spencer (1820-1903), Thomas Huxley (1825-1895), and Ernst Haeckel (1834-1919),
extrapolating commonalities while at the same time reconciling Buddhist concepts such as
 
karma and rebirth with scientific ideas such as evolution and heredity. For Hearn, religion and
 
science were not mutually exclusive fields of endeavor, but rather complemented and reflected
 
each other. Hearn’s reconciliation of 19?century scientific thought with Buddhism represented
 
part of his attempt to assuage the cultural rift between the East and the West.
The Buying and Selling of the Samurai Position in the Latter Period of the Edo:
Analysis of the“ - ”
JIANG Yingyan
(The Department of Japanese Studies, School of Cultural Studies,
Graduate University for Aduanced Studies, Kyoto, Japan)
Key Words； THE LATTER PERIOD OF THE EDO,“HATAMOTO”(THE SAMURAI WHO CAN HAVE AN AUDIENCE WITH
 
TOKUGAWA SHOGUN),“GOKENIN”(THE SAMURAI WHO CANNOT HAVE AN AUDIENCE WITH TOKUG-
AWA SHOGUN),“GOKENIN’KABU”（BUYING AND SELLING GOKENIN’SOCIAL STATUS), AN ADOPTED
 
CHILD, MARRIAGE PORTION, RANK, POST
 
The aim of this article is to extract the example from the“Fujioka-ya nikki”which was the
 
note of the Sudo Yoshizo who run the bookstore and examine the actual situation of the buy-
ing and selling of the samurai position in the latter period of the Edo. 17examples of the buy-
ing and selling of the samurai position were found in“Fujioka-ya nikki.”The main findings
 
are the following.
①All examples were“GOKENIN’KABU”(buying and selling GOKENIN’position), but posts
 
of“GOKENIN”(the samurai who cannot have an audience with tokugawa shogun)which was
 
the target of the buying and selling were various.
②“GOKENIN’KABU”seemed to be performed secretly, but there was really the tokugawa
 
shogun’s retainer（“HATAMOTO”or“GOKENIN”), whom bought it for their vassal.
③“GOKENIN’KABU”was recognized as the means how the common people became a samu-
rai, but“GOKENIN’KABU”was also the means for the samurai who was not the inheritor
(less than eldest son)or who lost his social position of the samurai family to come back to
 
the class of samurais.
④ Some case showed us that the person who became a merchant among the cause family who
 
sold social position of the samurai.
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4.The Placement and Interpretation of Sei Shinsei’s Epigraph,”as well as 5.“The Date of Sei
 
Shinsei’s Entry into China.”
A Study of the Musicians in the  Group in the Osaka Area
 
During the Edo Period
 
TAKENOUCHI Emiko
(Akita University, Akita, Japan)
Key Words； SEKISEMIMARU SHRINE, THE SEKKYO SANGO GROUP, PERFORMANCE IN THE PRECINCTS OF A SHRINE
(MIYAJI SHIBAI), THE OSAKA AREA, GIDAYU, NAGAUTA, THE EDO PERIOD
 
In this paper, I attempted to analyze the musicians performed in Sekkyo Sango group in the
 
Osaka area during the late Edo Period through the statistics and the relationships among the
 
musicians. Sekkyo Sango was a group of performers who played in the precincts of a shrine,
which was managed by Sekisemimaru Shrine. This paper particularly focuses on the musicians
 
of the group.
First of all, I try to clarify how a performer was defined and how the difference between
 
professional and amateur was recognized within the group. And then, I examined a data of 140
“Yakuwari Banzuke,”Kabuki casting programs of the Sekkyo Sango group in 1858-1867. The
 
analysis enabled to illuminate that Gidayu and the Nagauta were performed by Sekkyo Sango
 
group, just the way they were performed at ordinary Kabuki performances.
Moreover, I extracted leading performers of the Sekkyo Sango group and compared with
 
main casts of ordinary Kabuki performers. In this comparison, it became clear that there were
 
some performers who only play in Sekkyo Sango group. At the same time, there were those
 
who perform at both Sekkyo Sango performances and ordinary Kabuki theatres. These findings
 
imply that performers, Nagauta ones especially, were organized according to each school or
 
theatre that they belong to.
The Congruence of Buddhism and 19?Century Scientific Thought
 
as Seen in the Writings of Lafcadio Hearn
 
James BASKIND
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Key Words； LAFCADIO HEARN, KOIZUMI YAKUMO, BUDDHISM, 19?CENTURY SCIENTIFIC THOUGHT, HERBERT
 
SPENCER, KARMA, EVOLUTIONARY THOUGHT, HEREDITY, TRANSMIGRATION, ETHICS
 
Lafcadio Hearn (Koizumi Yakumo, 1850-1904) is a beloved figure of Japanese history, having
 
widely contributed to the introduction and interpretation of Japan to the West. However, his
 
influence is not limited to folk studies and the old stories he translated. He wrote broadly and
 
made considerable analyses of Japanese religion and spirituality. In fact, the majority of his
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In April of 2004a construction company in Shanxi province was engaged in illegal construction
 
in an eastern suburb of Xian when a bulldozer exposed the epigraph of the Japanese student
 
Sei Shinsei who died in Changan during the Tang dynasty. This epigraph consisted of a cover
 
and the incised text. The cover was rectangular in shape, 38centimeters in length and 8 centi-
meters thick. Made from a steel-blue colored stone, all four sides contained no markings apart
 
from the seal characters engraved on the surface that read:“The epitaph of Mr. Sei who was
 
posthumously granted the title Sho?iho?gyo (贈尚衣奉御).”The twelve characters，贈尚衣奉御井府
君墓誌之銘，are comprised of four lines of three characters each which are read vertically from
 
right to left. The epitaph inscription is almost completely square with a horizontal length from
39 to 39.3centimeters, while the vertical length is 39.8 to 40 centimeters. It is 10 centimeters
 
thick, and belongs to a class of marble. Before the epigraph inscription was incised, a square-
shaped frame was made in which each character was written in the block style, read vertically
 
from right to left, with a total of 12 lines in all. In each line there are roughly 16 characters
 
which in total make 171characters. Although the epigraph inscription is rather short in length,
what captured people’s attention was the second line of the epigraph which read“Mr. Sei Shin-
sei from Japan (公姓井字真成国号日本).”This is not only the first epitaph discovered in China
 
that includes mention of the Japanese envoy to Tang China, Sei Shinsei, but it is also the first
 
mention of the name“Japan”in an epitaph. Therefore, this epigraph has great value as an
 
artifact and merits further research.
Since the discovery of this artifact over three years have passed and systematic research has
 
started to gather momentum. On May 19?2007at the First Nichibunken Team Research meet-
ing, I presented a paper entitled“The Latest Research on the Epigraph of Sei Shinsei,
Japanese Student in Tang China.”The presentation examines many issues concerning the Sei
 
Shinsei epigraph, mainly considering the six perspectives of :1.“The Orthography of ‘Zo Sho?i-
ho?gyo 贈尚衣奉御,”2.“The Character of Sei Shinsei and ‘Zo Sho?iho?gyo 贈尚衣奉御,”3.“The Sur-
name Should be a Chinese Surname,”4.“A Consideration of the Establishment of the Country
 
Name ‘Japan,”5.“On the Tongyuan Cemetery of Sansui”and 6.“The Blank Section of Sei
 
Shinsei’s Epitaph and on the Epitaph of the ‘Nine Names’of the Tu?rku?t (Kyu?sei Tokketsu 九姓
突 ).”When the report of“Comprehensive Research on Exchange in Ancient East Asia”is
 
published in 2008, after adding research findings from the latest sources, I intend to present
 
this paper under the new title“The Discovery and Latest Research on the Epitaph of Sei Shin-
sei, Japanese Student in Tang China-Part One.
In the present paper those issues not discussed in earlier presentations will be pursued in
 
greater depth. These include:1.“The Details of the Discovery of Sei Shinsei’s Epitaph,”2.“The
 
Size and Shape of Sei Shinsei’s Epitaph,”3.“An Estimation of the Date of Sei Shinsei’s Death,”
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Various Elements of Tea as Art and Tea as Way:Characteristics, Customs,
Culture, and History of Chinese Tea Art, and the Form, Atmosphere,
Beauty, and Zen in the Japanese ‘Way of Tea’
LU Liudi
(East China Normal University, Shanghai, China)
Key Words；MEANING OF THE“WAY,”HISTORICAL VICISSITUDES OF TEA ART, FOUR GREAT CHARACTERISTICS OF
 
TEA ART, ART OF DRINKING TEA, BEAUTY IN DAILY LIVING, THE UNITY OF TEA AND ZEN, AES-
THETIC APPRECIATION OF TEA ARTS, AESTHETIC APPRECIATION OF THE WAY OF TEA, ARTISTIC
 
PRINCIPLES, SPIRITUALISM
 
Chagei or“tea art”quietly grew out of Chinese tea culture. Tea has long been loved for its
 
pleasurable associations with refreshment, as a stimulant, for social occasions, and to cement
 
relationships. However, the“life”of tea has always depended on fundamentals such as high
 
quality tea leaves, good water, and beautiful vessels.
On the other hand, the Japanese“way of tea”takes a negative stance toward the concept of
“pleasure.”This is because it was formulated as a way to cultivate the spirit and perfect the
 
decorum of socialization. More concretely, central elements in the Japanese“way of tea”are:
form, consideration, art, and Zen thought.
Tea as art has always emphasized good tea and water as well as beautiful vessels, which
 
lends a tangible form to the pleasures of art. Chagei has a strong element of codifying the
 
superficial aspects of tea drinking. On the other hand, Japanese sado? has a strong tendency to
 
elevate the inner life, or psychological structure to an idealized level through mono (things).
Thus, from a conceptual overview, tea in the Chinese art of chagei is a pastime that gives
 
preference to sensory enjoyment while sado?, or the way of tea, is a practice intended to search
 
the depths of the austerity of both body and mind. The development of these two types of tea
 
came to mirror respectively enjoyment as opposed to austerity, and pleasure in contrast to
 
solemnity.
The concept of tea as entertainment for guests and tea for cultivation of the body developed
 
out of the idea of tea as pleasure. Also, from tea as spiritual and physical cultivation devel-
oped the spirit of tea as harmony and austerity as well as for cultivating the body and attain-
ing the way.
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